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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校こう則そく法ほう

第三百三条二文

・人類の本分は聖せい譜ふ記き述じゆつの再現であり、

　それは学がく業ぎように優先するものであることを忘れてはならない。
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「……真さな田だが、武蔵むさしと仲良くなりたいと、乗り込んだんですか!?」

　夜の底。左右を森に挟まれた草原の上で、金きんの髪かみを風に揺らす長身が叫んだ。

　並ぶ黒のガレー艦かんの前、野や営えい陣じん地ちの陣じん幕まくの中だ。SPEER02の刻こく印いんが為なされた装そう甲こうを纏まとった少女が、夕食のテーブルを前に眉まゆをひそめている。

　彼女は、〝加か藤とう・清きよ正まさ〟の名が己おのれのものとして並ぶ表示枠レルネンフイグーアを、顔かお横よこに置く。そして、

「福ふく島しま様さま、真田が、例の場所の放ほう棄きを考えたという事でしょうか」

　声を送った先、表示枠に映る相手は、高く結ゆった髪を横に揺らした。彼女、福島は、顎あごに手を当てて、疑ぎ念ねんの色と取れるものを含んだ声を送ってくる。

『……どうで御ご座ざりましょう？』

「どう？　とは？」

『武蔵に乗り込んだのは、どうやら真田の総そう長ちよう兼けん生徒会長。副ふく長ちよう派はでは御座りませぬ』

　と、仲間内うちからも成なる程ほどの声が来た。表示枠に実況通神で、

・成成成：『真田は、関せきヶ原はら以降、家を存そん続ぞくさせるために、羽は柴しば側がわと松まつ平だいら側の二派はに分かれます。松平側に就つくのが、真田の嫡ちやく子し、真田教きよう導どう院いん総長兼生徒会長の、真田・信のぶ之ゆきです』

・黒　狼：『──つまり、真田は、既すでに未来を見み越こして松平側に就こうというんですの？』

・成成成：『それもあると判はん断だん出来ます。大体、羽柴側に就く弟、真田・信のぶ繁しげの麾き下かである真田の十じゆう勇ゆう士しが、武蔵に対していろいろと敵てき対たいしてますからねー……』

　弟おとうと側は武蔵の敵であっても、自分達はそうではないと、それを示すための乗り込みだろうか。ただ、気になるのは、

・□□凸：『あのう、僕、どうすればいいんでしょうか』





●






　片かた桐ぎりの声に、清正は何かを言おうとした。

　現状、武蔵側は乱らん入にゆう状態の真田に対たい処しよを講じている最中のようだ。いずれ話は片桐の方に戻ってくるとは思うが、

　……今、片桐君がどうすれば、と言うと……。

　相手にされるのを待っていた方がいい、としか言えない。だが、

・ＡｎＧ：『あはは、カッキー、お風ふ呂ろ来る？　キメちゃんと一いつ緒しよに洗ったげるよ？』

・きめえ：『アンジー、可哀かわい想そうな事言わないで。最近の片桐にそれやると、反応が女の子みたいなのにカラダの方は男だから動どう画がサイトに送りたくなるわ』

・□□凸：『だ、だからどうして僕の風呂の割り当て時間に乱入して来るんですか！』

　……ちょっと。

・巨　正：『三人とも、いつも何をしていらっしゃるんです？』

・□□凸：『ぼ、僕は何もしてませんよ！　されてる側です！』

　同じ事ですが、と清きよ正まさは思う。

・巨　正：『三人とも、風ふう紀きの乱れです。しっかりして頂いただきませんと』

・□□凸：『はい……』

　と、片かた桐ぎりだけが頷うなずくのが微び妙みように心配だ。

　だが、すぐに片桐は、あ、と声を上げ、

・□□凸：『ここだけに限らず、皆さん、僕が一いち番ばん最後に入浴してる気き遣づかいを察して下さいよ！　うちの専せん用よう艦かん、スペースのせいで十じつ本ぽん槍やり割り当ての風ふ呂ろが一つしか無いんですから！』

　あー、と清正は額ひたいに手を当てた。

・巨　正：『確かに。私達、訓くん練れんや巡じゆん回かいで遅れる事もありますからね……』

・ＡｎＧ：『ううん。カッキー面白いから、私なんかは狙ねらって入ってるよ』

　えーと、と清正は息を吸った。表示枠レルネンフイグーアの中の片桐がうなだれているのを見つつ、

　……いい方向に話をもっていかねば。

　流石さすがに、先さき程ほどの事もあり、今日きようは片桐の精神的ダメージが多い日だ。今の対たい処しよを図る前に、テンションを回復させておかねばなるまい。

　だから、清正は、下した手てに出るつもりで、

・巨　正：『片桐様、そういう時、こちらの方など見ないようにして気き遣づかって下さるのは、申し訳わけないと思っています』

・□□凸：『……解わかって頂けましたか』

・巨　正：『Ｔｅｓテスタメント．、……私達が遅れて入ることで、浴場の中、片桐様が自分で持ち込んだ少女漫まん画が草そう紙しを読みながら感動でマジ泣きしていたり、鼻はな歌うたたてながら湯ゆ船ぶねで軽くバタ足していたり、ボディを手洗いしてる際に〝んっ〟とか声あげてるのを邪じや魔ましてしまうのは、私としても気がひけるものです』

・□□凸：『さっきより酷ひどい！　酷いですよ!!』

・きめえ：『というか何でボディ手洗いしてんの？　糠ぬか袋ぶくろは？』

・□□凸：『僕の前の人が回かい収しゆうして行っちゃうんですよ！　誰だれだか解りませんけど！』

・つるぎ：『あれあれ？　順番最さい後ごって、私ですよ、……ね？』

・□□凸：『違いますよ！　僕です！　以前、僕の前が清正さんで、後ろが長なが泰やすさんだったんですが、時間の都つ合ごうでお二人が僕の時間帯たいに入って来て、僕が風呂から出られなくなって死にかけたんですから！』

・きめえ：『巨きよ乳にゆうに左右挟はさまれたら死ぬわねえ……』

・巨　正：『あの、見ないように、っていっても、湯に浸つかって壁の方ずっと向いてるからいけないんだと思いますが……』

・つるぎ：『そうそう。大だい丈じよう夫ぶですよ片かた桐ぎり君、いやらしい事考えたら禊祓みそぎで一時的に去きよ勢せいしてあげますから。お風ふ呂ろの中で何かあったら言って下さい』

・□□凸：『僕の人じん権けん無ないも同どう然ぜんじゃないですか！』

　まあまあ、と清きよ正まさは片桐に制せい止しを送る。

・巨　正：『お風呂の順じゆん番ばんは組み直しましょう。女性陣じんはフリーでもいい訳わけですから、片桐様を優ゆう先せんで。それで片桐様、そちらの会議の方は──』

　清正の言葉に、片桐が応じた。

・□□凸：『あ、Ｔｅｓテスタメント．、今は向こうの巫み女こさんと話して、時間潰つぶしてます』





●






　真さな田だと武蔵むさし側がわが言葉を交わし始めた頃ころ、片桐は、武蔵の一般巫女に悩み相談をしていた。

「──そうなんですよ、いつもいつも、うちの女性陣じんは僕の事を男としてみてなくてですね」

『あら、じゃあ、片桐君は、男として見て貰もらいたいの？　恋愛？』

「え？　あ、いや、そういう意味じゃなくて、ええと何ていうのかな」

　ふんふん、と向こうが促うながすような、待ちの頷うなずきを見せるのが有あり難がたい。ちゃんとこちらに考えるだけの時間を与えてくれるし、言葉で誘ゆう導どうしてこない。

　交こう渉しよう役やくをやっていると、ある事に気付く。それは、こちらの言ってる事を理解しているようで、言葉巧たくみに自分の意見に誘導したり、同どう意いを得させようとする者が多いという事だ。

　……今さっきのだって、人によっては〝男として見て貰いたいんだよね？〟なんて、そんな決めつけた言い方をするからなあ……。

　解わかったような、同意を求める物もの言いいで、自分の想そう像ぞう通りにしようとする。

　これは、相手の存在を、自分の中にある枠わくにはめて、更さらにはそれを相手に押しつけるやり方だ。

　この相手は、淫いん乱らんだが、そういう物言いをしてこない。

　彼女は、こちらの意見を、要よう点てんを拾ってただ問い掛けてくる。だからこちらが、

「僕は、多分、男として扱って欲しいんだと思います」

　と言えば、

『男として扱うって、どういう風ふうに？』

　と問い返してくる。

　勝かつ手てにその内容を決めつけてくる事もなければ、〝扱って欲しいんだあ〟というような、解った振りをしたような、どうでもいいオウム返しも無い。

　ただ彼女は、こちらの思し考こうをお互いに深くするための、促しと意見の集中をしてくれる。

　まるで、鏡かがみと向き合っている感覚だ。

　だからこちらも、

「そうですね……」

　何となく、漠ばく然ぜんとしていた事を、改めて考えさせられる。その上で、

『片かた桐ぎり君？　男女の性せい別べつはあるけど、性別だけで〝扱いを変えろ〟っていうのは、難しいところもあるから気を付けてね？　だって、今、君の周囲の女性陣じんは〝扱いを変えない〟派のようだけど、それは、どうしてか解わかる？』

「それは──」

　言われて、気付かされる。

「僕が、男を主張しても、あまり意味が無いからですね……」

『意味？』

「ええと、つまり、男らしくないと、そういう事です」

『女じよ装そうごっことかしたり、させられた事、ある？』

「な、なるですよ！」

『あるんだあ』

「い、いや、昔！　昔です！　装そう備び品ひん、男性のが合わなくって……」

　向こうがハスキーな声でくすくす笑って、片桐は赤せき面めんした。

　余よ計けいな事を言って笑われたという、それはよく解った。
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・あさま：『ちょ、ちょっと、トーリ君！　何をそんなところで神しん道とうカウンセリングしてるんですか！　無む免めん許きよですよね!?』

・銀　狼：『ツッコむところそこですの？』

・俺　　：『つーか何なに言ってんだ浅あさ間ま？　浅間神じん社じやの淫いん乱らん巫み女こさんとしては、少年の青い悩みは放っておけねえだろうが！　ちょっとここは俺おれに任せておけって。女に間違えられるような少年の悩みには、女装が応こたえるのがスジってもんだろ？』

・賢姉様：『フフ、そうね愚ぐ弟てい！　このまま女装の魅み力りよくでメロメロにしてあげるのよ！』

・金マル：『新ジャンル？』

・●　画：『んー、十じつ本ぽん槍やり相手なら関せきヶ原はら前まえのイベント合わせでいっか』

・いんび：『しかし葵あおい君！　結けつ構こう的てき確かくなカウンセリングだね！』

・副会長：『というか勝かつ手てに外がい交こうすんな──!!』





●






「全く……」

　女装がトークで片桐相手の時間を稼かせいでいる一方、正まさ純ずみは目の前に立った相手をどうするかの判はん断だんを迫られていた。

　……真さな田だ・信のぶ之ゆきかあ。

　今まで相あい対たいしてきた真田十じゆう勇ゆう士し。彼らがいる真田教きよう導どう院いんの総そう長ちよう兼けん生徒会長だ。

　身長はやや高め。体格はいい方だ。だがどことなく仕し草ぐさに余よ裕ゆうが無く、

・ウキー：『小しよう心しん者ものくさいな』

・義　　：『登場時じの台詞せりふがそのものだったしな。あ、第六特とく務む、義ぎが格かく納のう庫こ入ったので頼む。私は、高速で一いつ刀とうを振ったから、一応医い務む室しつに寄っていく』

・煙草女：『里さと見みの、……真田についての情報は流石さすがに無いさね？』

・義　　：『残念ながら関かん東とうの範はん囲いがぎりぎりだ。──ただ、一つだけ』

　それは、

・義　　：『恐らく、北ほう条じようですら、真田教導院の内ない情じようを知らない。表おもてには、真田十勇士やその真田・信之と父の昌まさ幸ゆきが出で張ばってくるが、弟の信のぶ繁しげや、教導院の内情は不ふ明めいのままだ。

　そして、関せきヶ原はらの決けつ戦せん以降、父の昌幸と弟の信繁が西につき、信之が東につくのだ。

　そうやって二に分ぶんする事によって真田は存そん続ぞくを果たすが、ここに信之が緊きん急きゆうで来たという事が、どういう意味か、解わかるか？』

・未熟者：『真田の戦力価か値ちとして、信之公こうは含まれてないという事だね』

　そういう事だ、と告げた義よし康やすの言葉を見て、正まさ純ずみは一つ頷うなずいた。

　……成なる程ほどなあ。

　後に松まつ平だいらの敵となり、味み方かたともなる真田家け。その総長兼生徒会長という、後にこちらの味方となる派の代表が緊急で参さんじる一方で、敵となる派は、身み動うごき一つ見せていない。

　信之の参さん上じようは、いわば自分の安やす売うりだ。

　だが、それは、ある事実を示す。つまり、

・副会長：『真田家は、関ヶ原以い後ごを見み据すえ、その内部が二に派はに分かれたという事か』

・未熟者：『そう捉とらえていい。聖せい譜ふ記き述じゆつでは、武たけ田だが滅ほろびて後のち、真田は織お田だの麾き下かになるけど、信のぶ長ながの死後に起きた神流かんな川がわの戦いで北条につく。だが、やがて北条と敵てき対たいし、上うえ杉すぎ側がわについて松平とも敵てき対たいする。そして羽は柴しば側についた後、交こう戦せん状態であった松平と和わ睦ぼくし、そこでようやく松平につくんだ。──そこから関ヶ原で二分だね』

・●　画：『……何その裏うら表おもてありまくりというか、裏うら切ぎったりくっついたりって。どこのメロドラマ二次創そう作さくよ一体』

　正純は額ひたいに手を当て、思し考こうした。

　……厄やつ介かいだなー。

　何しろ、

「聖譜記述だと十勇士は弟の信繁麾き下かだ。このところの十勇士の不ふ始し末まつに、兄であり、総長兼生徒会長である身が来るというのはあり得ないし、あるとすれば、この兄あに総長は弟おとうと達からパシリ程てい度どにしか扱われていないという事になって、仲間にする価か値ちも無い人間となる」

　ゆえに、

「この兄総そう長ちようは単たん独どくの判はん断だんでこちらに来た。もしくは、そうでなければ話す価値も無い。そういう事になる」

「あの、正まさ純ずみ？」

　ミトツダイラが笑顔を向けてきた。こちらは、彼女の問いかけの意味が解わからず、

「どうしたミトツダイラ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、今、リアルで喋しやべってましたわよ？」

　右肩かたを見れば、ツキノワが眠そうに船を漕こいでいる。時とき折おり、がくりと崩くずれ、慌あわてて身を起こすのが可愛かわいらしいが、それゆえにこちらへの表示枠サインフレームや、通つう神しん制せい御ぎよが途と切ぎれているのだろう。

　いかんなあ、と思いながら前を見ると、半はん目めになった信のぶ之ゆきがいた。

　いかんなあ、と正純は改めて思った。実況通神チヤツトで、

「いかん、本ほん音ねで言い過ぎた」

「実況通神入はいってませんわよ！　素す！　素ですわ！　そのアリクイ、早く起こしなさいな！」

「無む理りに起こしちゃ可哀かわい想そうだろう。疲れてるんだ。さっきはずっと戦せん闘とう状態に付き合っていた訳わけだしな」

　ミトツダイラが戻って、皆が軽くスクラムを組む。ややあってから、ホライゾンがスクラムを外してこちらに顔をあげた。自じ動どう人形の姫ひめは、いつも通りの無む感情な声で、

「Ｊｕｄ．、──そのままで押し通しましょう」

「ホライゾン！　ホライゾン！　そうじゃなくて、今、形だけでも謝っておけって話になったじゃないですか！」

　浅あさ間まもそのまま喋り過ぎだ。

　だが、挟むように、言葉を送ってきたものがいる。大おお久く保ぼだ。

・長安定：『副ふく会長。もしここで真さな田だを麾き下かに出来るなら、二つの利り点てんが生まれるで』





●






　明かりの灯ともった武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの校内。

　艦かんを傾ける戦せん術じゆつをとったため、各かく教室内ないは机と椅い子すが全て後ろに寄せられている。先に戦術が明確になっていたので、安全のために大久保達たちが押し込んだものだ。

　大久保は、他ほか代表委い員いんや生活委員と共に、各教室内の配はい置ちを戻していた。彼女は今、二年のクラスにある教きよう卓たくを加か納のうと共に元の位置に運んでいるが、他のクラスからは、

「しまった！　砲ほう撃げきのショックでロッカーに隠かくしてたエロゲがフルバーストしてる！」

「あっ、この衆しゆ道どう系けい同どう人じん誌し〝信しん玄げん様さま大量増ぞう殖しよくⅢ〟、どの机から零こぼれたんだ……!?」

「誰だれだ食いかけのパンを机の中に入れていた輩やからは……！」

　風ふう紀きの乱れについては、加か納のうが表示枠サインフレームを開いて直接書かき込みしているので、いずれ取り締まりが入る事になるだろう。ただ、こちらは、

・副会長：『──大おお久く保ぼ、真さな田だを受け入れて得られる二つの利り点てん。話を聞こう』

・長安定：『Ｊｕｄジヤツジ．、一つは、真田の麾き下か入いりが、〝信のぶ長なが死後、関せきヶ原はら前まえ〟という時期の歴史再さい現げんである事や。名めい目もくだけの存在としても、真田・信のぶ之ゆきは真田の長ちよう。彼の動きは歴史再現の後あと押おし、もしくはその手て始はじめとして充分使つかえるで』

　それが、今の武蔵むさしにとっての最大の利点やな、と大久保は思う。

　だが、もう一つ、別の観かん点てんからの利点がある。それは、

・長安定：『──真田の脅きよう威いを関かん東とうから排はい除じよ出来るで』
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　大久保の言葉に、加納は彼女と教きよう卓たくを運びながら、内ない心しんで頷うなずいた。

　……確かに、それは重じゆう大だいです。

　大久保が言う真田の脅威とは、十じゆう勇ゆう士しと、その後ろに控えている真田・信のぶ繁しげだ。

・ＣＡＮ：『十勇士の指し揮き者しやとも言える真田・信繁は、関ヶ原とそれに続く大おお坂さかの役えきで松まつ平だいら勢ぜいを苦しめます。特に、大坂の役では、信繁の最後の突とつ撃げきが松平の本ほん陣じん、中ちゆう枢すう近くにまで達したと、そのような説もあります』

・未熟者：『Ｊｕｄ．、彼らは松平にとっては危険な戦せん力りよく。そういう事さ』

　書しよ記きが、言葉を作る。

・未熟者：『さっきも言った通り、歴史再現で言えば、神流かんな川がわの戦いの後、真田は各かく有力者しやの元を転てん々てんとするが、そういった流れの中で、松平にも逆さからう事が幾いくつかある。

　そのたびに十勇士が〝正式な歴史再現〟として乗り込んでくるのは堪たまらない。

　だから、真田・信之がここで松平麾下になる事を望むなら、途と中ちゆうの歴史再現も彼の代表権けん限げんをもって、なあなあで済ませてしまえばいい。そうすれば、真田関かん係けいの障しよう害がいは関ヶ原まで無くなるんだ』

・眼　鏡：『正せい論ろんだけど、弱よわ気きだねえ』

・未熟者：『我わが道みち派はの女じよ王おうがいる君のところとは違うんだよ……！』

・約全員：『珍めずらしく同どう意いだ……』

　加納も同意だ。

　……確かに、言われる通り、弱気ですが、正論ですね。

　真田は小しよう国こく。教きよう導どう院いんの規き模ぼも小さく、数十人の忍にん者じやを中心に構こう成せいされているという。聖せい連れんの年ねん鑑かんでも、構成員いんとして総そう長ちよう兼けん生徒会長の信之と、学長の昌まさ幸ゆき、そして副ふく長ちようの信繁の他、特とく務む扱あつかいとして十勇士があげられているだけだ。

　各国が、示じ威いや、敵てき対たい相手への陽よう動どうとして行う、神しん格かく武ぶ装そうや特とく殊しゆ能のう力りよくの喧けん伝でんやスペックの公こう表ひようも無い。

　情報が欲しければ、諜ちよう報ほうするしかない。そんな国だ。

「御お嬢じよう様さま。私が独自に持つ情報を出しましょう。しかし──」

　加か納のうは、教きよう卓たくの向こうを持ち上げている大おお久く保ぼに声を掛けた。

「少々、面めん倒どうな事にはなりそうですね。この、真さな田だとの関わりは」





●






　大久保から真田家けの情報が届き、正まさ純ずみは礼の一ひと言ことを返へん神しんした。

　今、肩かた上うえのツキノワは熟じゆく睡すい状態で、睡すい眠みん中ちゆうの余よ分ぶん処理を利用した通神制せい御ぎよを浅あさ間まが組んでくれている。

　ともあれ、考える事は一つだ。

　……現状、この真田・信のぶ之ゆきを麾き下かに加える事が、武蔵むさしの補ほ強きようになる、とは思う。

　信のぶ長なが死後を越え、関せきヶ原はらにまで届く歴史再さい現げんの一つを手に入れられるのだ。

　故ゆえに正まさ純ずみは、目の前に立つ真田・信之に対して言った。

「真田の、松まつ平だいらへの麾下入り申しん請せい、そう見ていいのだな？」

　問い掛けに、信之が首を下に振った。二度、三度、という動きだ。そして口を開き生まれるのは、やや嗄かれた声こわ色いろで、片かた膝ひざをつき、

「──左さ様よう！　真田存そん続ぞくの道を、急ぎつけたく、今日きようはここに来たものと！」

「そっか」

　と、正純も、腰を落とした。信之と視線を同じ高さにして、口を開く。

「──断る」
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　早めに真田の方にケリをつけねば、と正純は思う。

　向こう、片かた桐ぎり相あい手てに偽にせ胸むねや尻しりをくねくねしている馬ば鹿かを見ながら、

「ええと、真田教きよう導どう院いん」

「──あ、ああ、何だ一体!?」

　語ご気きを荒げて、真田・信之が立ち上がる。座ったままのこちらを、しかし彼は視線を下げず、首を傾けて見み据すえ、

「何な故ぜ、うちの申もうし出を断る意味がある！」

　いきなり強つよ気きというより、激げつ高こうしかかってるだけだろうな、と正純は思う。見み下くだすようにはなっていないし、意い外がいと冷静な踏みとどまりをもった人間だ、とも。

　……交こう渉しようの出来る相手だ。

　それを理解して、正純は右の手て首くびを軽く外に振る。

　背後、二ふた代よへの合あい図ずだ。

　すると、彼女が蜻蛉とんぼスペアを構えるのをやめた音が響ひびく。

　攻こう撃げきの意志はない。その意味が通じぬ相手ではない筈はずだ。だから正まさ純ずみは口を開く。まず、このような相手に言うべきは、

「もし、こちらが真さな田だの申もうし出を受けたならば、貴き公こうの命が危ない」

「────」

　命、という言葉に、相手が無む言ごんになったのを確かく認にんした上で、正純は言葉を続けた。

「現在、武蔵むさしは行ぎよう事じ制せい止しが生じるかどうかの瀬せ戸と際ぎわにいる。意味が解わかるか？」

「つまり、……能のう動どう的てき行為が出来なくなるかも、と？」

　そうだ、と応じ、正純は相手に視線を返した。

　向こうは、こちらの目を真まっ直すぐに見返してくる。

　……成なる程ほど。

「貴公、死にたくはないな？」

「あ、当たり前だ……！」

　そうだろう。だが、真田内ないでは、恐らく戦せん力りよく的に見て、弟おとうと派の方が圧あつ倒とう的てきなのだ。何しろ、歴史再さい現げんを考こう慮りよするにあたって、松まつ平だいらの総そう勢ぜいに突とつ撃げきを掛け、中ちゆう枢すうまで届かせる戦力となれば、並なみ大たい抵ていのものではなくなる。

　だから、この総そう長ちよう兼けん生徒会長は、自分の地ち位いが名めい目もくだと知っている。

　真田が関せきヶ原はら以後を目め指ざす体たい制せいになった今では、彼は真田から追い出されたに等しい。

　ろくに戦力も無く、後うしろ盾だても無い身と、そういう事だ。

　しかしまだ、この世の中は織お田だが強大な存在だ。後に松平につく信のぶ之ゆきは、捕とらえるなりすれば、織田への点てん数すう稼かせぎとして使えるものとなる。

　そんな事になって、捕らわれたり、死にたくはないだろう。

　……だから、この人相手には、命を担たん保ぽにした交渉が第一となる。

　正純は、相手の交渉テーブルに載のっているカードを見つけた思いで、こう告げる。

「──ならば、貴公は死にたくないから真田を出て、こちらに来た訳わけか」

　だが、問うた先、信之は、一つの反応を見せた。

「…………」

　こちらの確かく認にんに、返答を避さけたのだ。
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　ミトツダイラは、信之の無む言ごんを見た。

　……え？　ど、どうして返答しませんの？

　疑問に思った理由は、単純だ。

　……だって先に正まさ純ずみは、死にたくないのか、と問うて、向こうは、当たり前と言って……。

　それなのに、「死にたくないから真さな田だを出たのか」という問いかけには、無む言ごんとなる。

「……？」

　何な故ぜの視線を向ける先、信のぶ之ゆきは相変わらず黙だまっている。

　ただ、彼は、完全に不ふ動どうという訳わけではなかった。時とき折おり、何か言いたげに、口を歪ゆがめ、仕方ないというように視線を落としもする。

　今の正純の言葉に、何か言いたくて仕方ない、そういう風ふ情ぜいでもある。

　しかし、信之は、無言を通した。

　……何故？　命を懸かけてここに来たというのに。

　と、そんな事を思った時だ。不ふ意いに、一つの言葉が来た。

　向こう。片かた桐ぎり相手に腰をくねらせながらアドバイスしている女じよ装そうが、背を向けたまま、こう言ったのだ。

・俺　　：『その兄にいちゃん、結けつ構こう強えぞ』
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　言われ、ミトツダイラは、理解を得た。

　……あ。

　解わかった。単純な事だ。真田・信之が沈ちん黙もくを保っているのは、別に真田への義ぎ理り立てや、政治的は判はん断だんではない。

　否いな、だ、とミトツダイラは思った。ならば、

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、これはきっと……』

　浅あさ間まと喜き美み、ホライゾンがこちらに視線を向けてきた。

　三人が、それぞれを意い識しきせず、しかし首を下に振るのが可お笑かしい。つまり、自分達は同じような境きよう遇ぐうを何ど処こかで得たり、理解してきたと言う事か。

　だから、ミトツダイラは言った。

・銀　狼：『正純、貴女あなたにも、解ってる筈はずですのよ？　信之公こうの思いが』
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　正純は、頷うなずいた。

　……大体は、理り解かい出来ていたが。

　真田・信之。彼の沈黙する意味は、恐らく、かつての自分とも重なる部分がある。

　きっと、武蔵むさし住人の大半がそうだろうし、しかし、

　……私達は、それを、もう、やめたのだ。

　だから、やめていない彼の反応に、一いつ瞬しゆん戸と惑まどってしまった。だから、

・副会長：『私も、皆と同どう意見だ』

　それゆえに、正まさ純ずみは敢あえて信のぶ之ゆきに、こう言った。座ったままの視し点てんから、

「現状、我々は、真さな田だについて、次の情報と、推すい測そくを得ている。──真田は既すでに、関せきヶ原はら体制に入っていると。この事について、問うて大だい丈じよう夫ぶか？」

　問うた先、やはり信之の反応は同じだ。

「────」

　無む言ごん。そして不ふ動どう。

　信之は応じない。首を、縦たてにも横よこにも振りはしない。そんな彼を見て、正純は思う。

　……やはりこれは、真田への義ぎ理りを果たす、という事ではないな。

　この無言は、そうではない。違うのだ。

「否いな、そうとも」

　矛む盾じゆんした物もの言いいを、正純は作る。その発言の上で、

・副会長：『おい馬ば鹿か、私は、この先を言っていいか？』

・俺　　：『俺に聞かないで、目の前の兄にいちゃんに言ってみろよ。自分にあったような事、あんのかどうかさ』

　相あい変かわらず、やりにくいヤツだ、と正純は内ない心しんで苦く笑しようする。

　……〝あったような事〟と、勝かつ手てに過去形けいにするなって。

　いつの間にかそうしてしまっている事に、気付いてしまうではないか。

　だが、Ｊｕｄジヤツジ．、と応じて、正純は告げる。

「真田・信之。すまない。──こちらの質問が間違っていたようだ」

「……？」

　疑ぎ念ねんに眉まゆを歪ゆがめた信之に、正純は立ち上がる。

　視線はやはり、向こうが高い。だが、姿し勢せいとして対たい等とうだ。どちらからが上下のようなものを作って、駆かけ引きに用いる事もない。

　その、向かい合う位置から、正純は会え釈しやくを重ねて口を開いた。

「真田・信之、──今回の来らい訪ほうと申もうし出、これは貴き公こうの単独決けつ断だんであると、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんは、ここに判はん断だんを下す」

「それは……」

「信之派はが、先行して松まつ平だいら麾き下かに入ろうという決断は、それを問うまでもなく、誰だれのものでもない。この決断は、貴公が総そう長ちよう兼けん生徒会長として判断し、単独で誠せい意いを示しに来たものと、武蔵アリアダスト教導院は、そう認めた。

　そういう事だ」

　だから、

「いずれ貴公の支し援えんを受ける松平としては、今の貴公の勇ゆう敢かんに感謝する」
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　皆は見た。正まさ純ずみの言葉を聞いた真さな田だ・信のぶ之ゆきが、

「…………」

　無む言ごんのまま、しかし、彼は一つの反応を作ったのだ。それは、

「く」

　目を、太い腕うでで隠かくし、拭ぬぐう。

　泣いている。

　だが、彼は、それを見せまいとするように、

「忝かたじけない……！」

　言葉と共に、正純の前に巨きよ軀くを負って片かた膝ひざをついた。

　俯うつむき、息を吸い、

「真田教きよう導どう院いん、総そう長ちよう兼けん生徒会長、真田・信之。──一いつ身しんの判はん断だんを武蔵むさしにお任せ致す!!」







[image: 第二十八章『飛び込み台の長』]
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　武蔵むさしと真さな田だの応おう対たいと、その結果。これを、外から見る視し点てんがあった。

　有あり明あけの北。破は損そんし、各所から煙を上げている有明を遠くから望のぞむのは、山やま形がた城じようの最上もがみ・義よし光あきと、青あお葉ば城じようの、

・九尾娘：『──政まさ宗むね。また武蔵が、厄やつ介かいさを見せてくれたぞえ？　強きよう者じやでありながら、弱じやく者しやを立てるとなると、小しよう国こくのけしかけもまた難しい事になるのう』

・独眼竜：『いえ、私は小国のけしかけなど、行いませんから』

・九尾狐：『クク、ノリの悪い子よのう』

　左さ様ようで、と政宗は苦く笑しようで応じる。そして思うのは、

　……真田・信のぶ之ゆきへの理解、か。

　小国である真田の事情は、伊達だて家けでも大体把は握あくしている。総そう長ちよう兼けん生徒会長の真田・信之が、どのような扱いになっているかも、だ。

「関せきヶ原はら以後の動きを真田が取るとなれば、弟おとうと派はも、父ちち派とも決けつ別べつとなる。

　そうやって力を失い、弾はじき出されるか、または取り残されると決まった時、信之は自ら出て行く事を決めたのだろうな」

・景綱君：『ハァイ政宗君！　独ひとり言ごとタイムかい!?　寂しいですか!?　寂しいですよね!?　僕も寂しいです！　さあ、寂しいと解わかったら僕の精せい神しん世界に飛び込んで御ご覧らん！　膝ひざからじゃなくて、武ぶ器きも構えて来なくていいからね!?　ほら！　こう、こんな感じで！　おっと何でそんなところにいるんですかよしひめさんじゅっさい！　いや、別に義よし姫ひめ三十歳さいとか言ってませんよ!?　正確には四十……、あ、何ですかその肘ひじに巻いたバンテージ。ラリアットじゃ精神世界には入れませんよ！　初めは逆ぎやく水平から！　ハイどうぞ先せん着ちやく一名様御ご招しよう待たい──！』

　政宗は表示枠サインフレームを逆水平で割った。その上で彼女はこう思い、言葉にする。

・独眼竜：『小国、そしてそこの長ちようへの理解か』

・九尾狐：『そう。正直言いえば、武蔵の得とく意い分ぶん野やよ』

　狐きつねが、言葉だけでも楽しんでいるのが解る。

　獲え物ものを弄もてあそんでから仕し留とめるように、好きなものは語るだけ語り、遊ぶだけ遊んでから結けつ論ろんするのがこの叔お母ばの癖くせだ。今もまた、

・九尾狐：『それについては、政宗もまだ未み熟じゆくよのう。だから、──小国をけしかける事など出来まいて』

　確かに、と政宗は笑いもせずに頷うなずいた。だが、

・独眼竜：『武蔵の得意分野と言ったが、叔母様さま、あの艦かんの住人は、それが解るのか』

・九尾狐：『解ると言うより、逆に、当然とし過ぎていて対たい処しよ出来ない時がある、とそんなとこであろうよ。何しろ、皆、それを抜けてきたような連れん中ちゆうぞえ？』

　それ、とは何か。義よし光あきが告げた。

・九尾狐：『持っていても意味が無い。虚きよ栄えいのプライドよのう。しかし、──一人であるならば、それが己おのれを支える時もある。そういうものぞ』

・独眼竜：『それが不ふ要ような武蔵むさしの住人は、……一人ではないと、そういう事か？』

・九尾狐：『──不ふ可か抗こう力りよくだったとはいえ、成なる実みの事、少々反はん省せいしておるであろう？』

　問われ、政まさ宗むねは応こたえられなかった。

　この叔お母ばは、本当にひどく鋭い時がある。だが、そのような己の感想を覆くつがえすように、相手の言葉がこう飛んできた。

・九尾狐：『──お前の沈ちん黙もくは、真さな田だ・信のぶ之ゆきの沈黙と同じものぞ』
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「────」

　クク、とそれだけの文字が、画面に来る。

　だが、こちらが何も言えないでいると、一ひと呼吸の後で、

・九尾狐：『お前がそうでなくなれば、成実は、懐なつかしい以外の理由で、いつでも戻って来られるようになるであろうよ』

・独眼竜：『叔母様さまは優しいから苦にが手てです』

・九尾狐：『それでいいそれでいい。クク……！』

　数秒の間が空あいたのは、向こうが腹を抱えて笑っているからだろう。そして、

・九尾狐：『真田・信之。……現状の真田教きよう導どう院いんのあり方がどうなっているか、外からとて推すい察さつは出来るものぞ。しかし、名めい目もくだけの総そう長ちよう兼けん生徒会長にもプライドはあるものよ』

　ならば、

・九尾狐：『──真田の内ない情じようを認めたならば、自分の参さん上じようは〝内部から追われた〟と言っているようなもの』

　……そういう事か。

　改めて、政宗は叔母の言っている意味を理解した。

　真田・信之のプライド。それは、言葉にすれば、

・独眼竜：『……死にたくはない、という事は認められても、〝自分が追われた〟という事を認めたならば、もはや名目だけの総長兼生徒会長でもいられぬな』

　だから、だろう。

・独眼竜：『武蔵の副ふく会長は、それを解わかってはいるが、解ったような、興きよう味み本ほん位いの事を言わなかった。同どう意いを求めるような物言いも、自分の側に意見を誘ゆう導どうする事もしなかった。

　ただ、真田・信之の参上を、そのままに扱う事と決めた。

　だから真田・信之は、──真田の総長兼生徒会長として扱われた事を感謝し、自分の進退に一いち任にんの意い思しを示した。そういう事か』

　政まさ宗むねは思った。これは、政治なのだろうかと。

　感情が先に立っているように思える。

　だが、その行為は、理り性せいの判はん断だんが正し、国の判断となり、世界は動いた。

・独眼竜：『叔お母ば様さま』

・九尾狐：『何ぞえ？』

・独眼竜：『世界とは、感情で動き出すものなのか』

・九尾狐：『否いな。──三み河かわでも、英国イギリスでも、理性による動きを、感情が正したのよ』

　焦あせるな、と、そう言われているような錯さつ覚かくを、政宗は得る。

・九尾狐：『感情でも、理性でも、世界は動く。だが、そこにルールがあるのかどうか、それは今、正まさに聖せい譜ふ記き述じゆつによって各かつ国こくで国家論ろんや政治論が謳うたわれはじめ、研究をされている段階ぞ。一いつ国こく、一いち地方を治めるのに必ひつ死しになっている我々──』

　否。

・九尾狐：『跡あと取とり問題を自らによって治められなかった私の述べる事ではなかろ。

　だが政宗。──国を治め切り、後に繫つなげたお前には、見えねばならない答えであろうよ。

　それは武蔵むさしも羽は柴しばも同じ。天てん下か太たい平へいを作り上げる両者ゆえ、な』

　狐きつねが、言葉を続けた。

・九尾狐：『──失うせ者、亡なくし者、立ち去り者、欠かけ者、そういった連れん中ちゆうの集まりが武蔵という現げん場ばぞ。どいつもこいつも、プライドなどは既すでに通過し、しかし、捨てておろう。

　そして、それらを捨てた上で、〝その人〟としてお互いを認め、付き合ってる連中ぞ。

　……逆に、通り過ぎたが故ゆえに、気付かず、失しつ念ねんしてないかが心配だったが、そうではなかったようだのう』

・独眼竜：『叔母様が、武蔵の厄やつ介かいが増した、という意味が、解わかりました』

・九尾狐：『ほほう？　それは？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と政宗は応じ、南の空の白い平面を見み据すえる。

・独眼竜：『他国の理性を、感情で正していた武蔵が、今、他国の感情を、理性で正す事を見せたのです。──これは、同どう様ようの感情を持つ国が、呼こ応おうするものかと』
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　正まさ純ずみは、目の前に膝ひざをついた男が、身に息を入れ直すのを見ていた。

　そして、傍かたわらの表示枠サインフレームからは、

・立花嫁：『いい判断でした、副ふく会長。──どうして現状を得たのか。武ぶ人じんであれば、それを言われる事がどれほど惨みじめな事か』

　そうだろうな、と正純は思う。

　彼女達たちとて、戦いに敗れ、今の身があるのだ。しかし、

・立花嫁：『武蔵むさしは不ふ思し議ぎな場です』

・立花夫：『そうなのですか』

・立花嫁：『そうなのです』

　立たち花ばな嫁よめに言われる程ほどかなあ、と思うが、彼女の言葉は続いた。

・立花嫁：『武蔵では、誰だれも彼も、私達が〝再さい襲しゆう名めいを求めて訓くん練れんしている〟事を、言いません。まるで私達が無む名めいで、襲名を初めて挑ちよう戦せんする者のような、そんな扱いで応おう援えんするのです。

　ともすれば、襲名解かい除じよされた際の思いを、失いかねない時もあります』

　しかし、

・立花嫁：『忘れろ、とも言われないがゆえ、──思いは自じ己こ管理の上で、忘れなくても、距離は取れと、そう言われているようで』
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　浅あさ間まは、誾ぎんの言葉に鼓こ動どうを強くした。

　……あ。

　今、誾が言ったような事を、昔に一度、聞いた事があるし、知っている。

　……トーリ君。

「フフ、愚ぐ弟ていがそうよね」

　喜き美みが、後ろから、並ぶホライゾンと、こちらと、ミトツダイラを引き寄せた。髪かみの匂においは彼と同じもの。僅わずかな牡ぼ丹たんの香りに乗せて、芸げい人にんの姉が言う。

「愚弟は、P-01sに告こく白はくする時、ホライゾンを重ねてみてはいたけど、〝そうじゃなくても構わねえ〟って言ったのよ」

　だとすれば、と浅間は思う。

　……あの告白が、古いものとの決けつ別べつの証あかしだった訳わけですよね。

　今はどうなのだろう。ホライゾンは失われていなかったけれど、今は、新しい今なのか、昔からの続行なのか。

「判はん断だんが難しいですね」

　ホライゾンが、呟つぶやいた。

「ホライゾンがいない間、皆様はトーリ様との関係を深く築かれました。ホライゾンは後あと入いりで、トーリ様との関係を築いたとしても、たとえば浅間様さまやミトツダイラ様、喜美様の関係の深しん度どには追いつきません」

「そんな事は……」

　と言いかけ、浅間は口をつぐんだ。

　人と人の関係とは、当とう事じ者しや間かんのものだ。関係外がいの人間が何を言っても、気休め以外の意味は無い。ただ、言うべきがあるとしたら、

「大だい丈じよう夫ぶですよ。関係には、種類がありますから」

「そ、そうですわね。ええ」

　ミトツダイラも同どう意いする。

「たとえば私は、王と騎き士しの主しゆ従じゆう関係ですもの。我が王はホライゾンの事を、恋愛の関係として見ていると、そう思いますわ」

「しかし、──主従関係を確かめるために、衆しゆ道どうなど、合がつ体たい技わざもありますね」

　ホライゾンの言葉に、ミトツダイラが笑えみのまま緊きん張ちようした。

　……おおう。

・賢姉様：『ククク！　喉のど撫なでられて死にかけてるワンコが、どこまで行けるかしらねー！』

・あさま：『や、やめましょうよ喜き美み！　そういう言い方！　挑ちよう発はつされたらビーストパワーに火がついて下げ克こく上じようするかもしれないじゃないですか！』

・銀　狼：『智ともも大たい概がいですのよ──！』

　ただ、こちらの内うち輪わ揉もめを無む視しして、ホライゾンが首を傾かしげた。解わからない、というように、

「合体技を放つものとしては、正せい室しつと側そく室しつという関係もあります。だとすると……」

　浅間は、ホライゾンの疑問を聞いた。

「関係とは、何なのでしょう。行為では区別がつかないように思えるのですが。

　逆に言えば、皆、均きん等とうの関係深しん度どを持っていると証しよう明めいする場合は、皆が同じ行為をしなければならないようにも思います」

「────」

　言葉を失ったこちらの後ろで、喜き美みが言う。

「同じ釜かまの飯めしを食う、ってのと似てはいるけどね。でも、いい線行ってるわホライゾン。

　王の不ふ平びよう等どうは国を分かつ原因でもあるのだし」

　ただ、と彼女は囁ささやいた。こちらとミトツダイラに視線を振って、

「貴女あなた達、愚ぐ弟ていから何が欲しいのか、決めておいた方がいいわよ」

「わ、私は……」

　と、言葉を作りかけた時だ。ふと、ミトツダイラに視線を向けると、小さく笑われた。

　蓋ふたを閉めていて大丈夫と、そういう意味だと取っておく。

　……で、ですよねー。

　少なくとも、今、このようなところで進しん展てんさせる話でも無いだろう。

　浅間は後ろの喜美を無む視しして、ホライゾンとミトツダイラの肩に腕うでを回す。

「はいはい。後ろの変な人の遊び言葉は気にしないようにして、正まさ純ずみの方に意い識しきを向けないと駄だ目めですよー」

　だめですよー、と喜美が後ろから囁ささやいてくるが、無視専せん念ねんとしておく。

　そして、正面。浅あさ間まは、正まさ純ずみの声を見た。

　言葉ではあるが、音ではない。文字だ。

・副会長：『大体のところはこちらでも摑つかんでいるが、真さな田だ・信のぶ之ゆきのキャリアについて確かく認にんしたい。今、出せる情報を頼む』





●






　正純は、腰を改めて下に落とした。

　目の前には、片かた膝ひざをつき、己おのれを収めるように息を深くついている男がいる。

　真田・信之。

　……これは、面白い人間だ。

　不ふ遜そんだな、とも、上から目め線せんだな、とも思いながら、正純は問うた。

・副会長：『ネシンバラ、──どうだ？』

・未熟者：『信之公こうのキャリアだね!?　長くなるよ!?　いいのかい!?』

・賢姉様：『フフ、馬ば鹿かねえ。五文も字じで言ったらどうなの？』

・未熟者：『──九きゆう死しに一いつ生しよう。そう言ったところだね！』

・約全員：『出来るじゃないか……！』

・眼　鏡：『おめでとう……』

・ウキー：『よく出来たな……』

・ベ　ル：『う、うん……、はく、しゅ、拍はく手しゆ……』

・未熟者：『何だあー！　何だその可哀かわい想そうな子こ扱あつかい!!』

　とはいえ、ネシンバラの言った意味は重要だ。

　九死に一生。

　真田は、その通りの立りつ地ちに存在する。何しろ、北を上うえ杉すぎ、西を織お田だ、南を北ほう条じよう、東を関かん東とう勢ぜいに押さえられた山やま国ぐにの小しよう国こくなのだ。これはつまり、

　……真田は、ただただ通行路ろとして、侵しん攻こうされる国という事か。

　国としての形を保つには、領りよう土どや住人が必要。だが、領土を持ち、民たみを増やそうとしても、四し方ほうをそれぞれ別の勢力に囲まれていたら、ろくに国の増ぞう強きようは出来ない。

　だから必ひつ死しに周囲の領土を押さえつつ、一番良よいと判はん断だん出来る大たい国こくの庇ひ護ごに入る訳わけだが、

・未熟者：『それでも戦せん闘とうでは、真田単独や、少数の加か勢せいだけで行わなくてはいけない時もある。実際、真田・信之は、幾いく度どとなく数十人程てい度どの決けつ死し隊たいで敵てき中ちゆう枢すうに乗り込んだり、伏ふく兵へいなどを利用した策さく略りやくによって勝利を収めているんだ』

・煙草女：『だけどそれも、恐らくは十じゆう勇ゆう士し達の手て引びきがあったんだろうさ？』

・未熟者：『信之公こうは、自分もちゃんと参加しているよ』

　そうだろう、と正純は思った。

　……プライドだ。

　名めい目もくだけの総そう長ちよう兼けん生徒会長という、それだけで終わりたくないから、出場する。

　戦せん場じようでは邪じや魔まになっているかもしれないが、前ぜん線せんに出て、戦う。

　特とく殊しゆな能力をもった十じゆう勇ゆう士しよりも、役に立たないかもしれないが、足手まといにはならないように、身体からだは鍛きたえ、保ち続ける。

　そうして、ここにいるのは、

　……普通の、人間だ。

　人には向き不ふ向むきや、体格、心こころ根ねの差などから、出来る事と出来ない事が生じる。それを〝才〟という事もあれば、克こく服ふくによる〝努力の賜たま物もの〟にする事もある。

　きっと、真さな田だ・信のぶ之ゆきという人は、このような世の中でなければ、真ま面じ目めな、少し堅かた苦くるしいところのある、しかし、

・副会長：『自分に噓うそはつかず、退ひかぬ。そういう人なのだな』

　文字で呟つぶやき、正まさ純ずみは声でこう言った。

「信之公こう。改めて言うが、貴方あなたの申もうし出を今いま受ける事は出来ない。今現在、武蔵むさしは北ほう条じよう方かたを攻こう略りやくしようかどうかという道どう上じようにいるのだ。ここに、関せきヶ原はらを念ねん頭とうにした事こと柄がらを認めれば、真田と武蔵の間だけではなく、北条や、関係諸しよ国こくとの歴史再さい現げんを見直さざるを得なくなる。

　これでは、貴き公こうの身は、聖せい連れんやP. A. Odaのみならず、武蔵に関係して益えきを得ようとしている各かつ国こくからも狙ねらわれる事になろう。──よって、今は、まだ無む理りだ」

「で、では、いつになれば……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、北条方を攻略した後ならば、話を聞く事が出来るだろう。ただ、正確には──」

　正純は、息を吸って、こう言った。

「信のぶ長ながの暗あん殺さつを、解かい釈しやくなり何なりの方法で完かん遂すいした後、だ」
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　点てん蔵ぞうは、判はん断だんの間を感じた。

　正純の言葉に、信之が身み動うごきを止めたのだ。

　わずかに、ゆっくりとした時間が流れ、その後で、

　……如何いかがか。

　内ない心しんで問い掛けながら、点蔵は僅わずかに腰を落とし、前ぜん傾けい姿し勢せいをとる。

　万まんが一いち、真田・信之が何かを起こそうとした際、すぐに動く用意だ。

　横に立つメアリも、自分の分の王賜剣エクスカリバーをこちらに預けるように指ゆび先さきで押してくれている。こちらのも含め、二に刀とうで捌さばけという事だろう。

　同じように、ミトツダイラも、二ふた代よも、身み構がまえをとっている。

　そして、ふと、信之が動いた。

　身を一度低ひくく振り、こう言ったのだ。

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　両の手を握って、身体からだの左右の床を突いた。その上で、彼は言った。

「お任せする……！」
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「Ｊｕｄ．。では真さな田だ・信のぶ之ゆき、武蔵むさしは貴き公こうを客きゃく人じんとし、〝保養地〟を紹介しよう」

　ミトツダイラは、正まさ純ずみの応じを耳に入れた。

　彼女は、こちらに手を挙げ、

「ミトツダイラ、下、水み戸と領りよう地ちに安全な場所を用意してくれ。自じ動どう人形の警けい護ごつきとなるが、客人となる信之公の身を危険に遭あわす訳わけにはいかない」

　Ｊｕｄ．、と応じたミトツダイラは、表示枠サインフレームを開く。自動人形の警護を得るために、まずは武蔵むさし側に打だ診しんしながら、水戸の役所に指し示じを飛ばすのだ。

　……保護とはせず、保養。信之公の性格を考えるに、下へ手たに厳げん重じゆうな警護は不ふ要ようですわね。

　己おのれの命が大だい事じというなら、プライドの必要無ない現げん場ばでは、逃げる事もするだろう。

　ならば、そういう選択肢しの多い場所を、用意すべきだ。

「では、長なが屋やの広い場所を用意させましょう。働き口もあって、生せい活かつ出来るようにしておきますわ。──身み分ぶんは？」

　その問い掛けに、正純が応じた。

「目立っては羽も伸ばしづらいだろう。……アリアダスト教きよう導どう院いんの講こう師し予よ備び役えき、として入って貰もらえば、お互いの付き合いは問題がなかろう。それで宜よろしいか」

「……Ｊｕｄ．」

　信之が、こちらと正純に頭を下げる。それも幾いく度ども、だ。

　あらあら、と思いつつ、こちらも、武蔵と水戸の役所に指示書しよを送付。

「出来ましたわ。追って沙さ汰たしますので、今日きようは──」

　はい、と言葉を作ったのは、浅あさ間まだ。彼女は既すでに一枚の艦かん内ない見み取とり図ずを用意しており、

「熱あつ田たの武蔵内ない主しゆ社しやにて、宿しゆく泊はくをお願いします。水戸行ゆきの途と中ちゆうで武蔵を中ちゆう継けい港こうに使った事にすれば、武蔵内に入にゆう国こくにはならず、検けん疫えきや管かん轄かつなどしないで済みますから」

「忝かたじけない……！」

　言って、信之が身体の力を抜いた。

　安あん堵どしたのだ。

　険けんのあった表情が緩み、汗あせを一いつ気きに額ひたいに浮かせる。

　……良かったですわね。

　と、ミトツダイラが思い、横のホライゾンと浅間に頷うなずきを送った時だ。

　不ふ意いに浅あさ間まが、眉まゆをひそめた。

　彼女の表情と視線に、え？　とミトツダイラが思った瞬しゆん間かんだ。

「……そこ！」

　浅間の声が飛んだ先、信のぶ之ゆきの背後に現れたものがある。表示枠サインフレームだ。


『分ぶん類るい：非ひ氏うじ子こ反応・特とく殊しゆ・隠おん密みつからの強制顕けん現げん：──奏そう上じよう』



　直後。信之の後ろから、空気の破は裂れつする音が響ひびき、あるものが吹っ飛んだ。

　宙に舞ったもの。それを振り仰あおいだミトツダイラは、信之の声を聞いた。

「……パパ!!」
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　正まさ純ずみが空に見たのは、背の低い老ろう人じんだった。

　極きよく東とうの制服を袴はかま姿すがたのように着込んだ白はく髪はつの短たん軀くが、

「信之……！」

　叫び、宙に吹っ飛ばされながらも、老人は空くう中ちゆうで一いつ回転半はん。ちゃんと足から着ちやく地ちする。

　そして彼は、膝ひざ立だちになった信之の、

「パ、パパ！　何しに来たんだよ!?　お、俺おれ、一人でやっていけるよ!!」

「馬ば鹿か者もの……！」

　老人が、信之の顔面に右みぎ上じよう段だんビンタを叩たたき込んだ。

　あひ、と信之が頰ほおを押さえて身を揺らすのに対し、老人は、

「一人でやっていけるとは言ったものだな信之！　今も貴き様さま、武蔵むさし副ふく会長や、水み戸と領りよう主しゆの世せ話わになっているも同どう然ぜんではないか！」

・貧従士：『この論ろんだと、一人で生きていくって、ロンリー完全自じ給きゆう自じ足そくか、野や人じん状態で野のに放たれないと駄だ目めじゃないでしょうか』

・十ＺＯ：『……いや、忍にん者じやが主力の真さな田だ教きよう導どう院いんでは、そうなのかもしれぬで御ご座ざるなあ』

・傷有り：『英国イギリス第四階かい層そうでも、皆で助け合ってましたから、それに比べ、やはり忍者の生活というのは凄すさまじいものなのですね。……ふふ、今いま更さらながらに、あの頃ころの点てん蔵ぞう様さまが、私の事を助け、手伝って下さった意味が解わかりますね』
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「じょじょじょ女じよ王おう陛へい下か！　武蔵の検けん索さく上じよう位いに〝あの忍者〟が！」

　英国、オクスフォードでも、武蔵の動どう向こうを注ちゆう視ししていた。

　IZUMO経けい由ゆで回ってくる武蔵の情報に対し、エリザベスは眉まゆをひそめ、

「〝あの忍者〟か……。極東の民たみは私と同じ感覚の持ち主のようだな」

　彼女は、鼻で笑い、こう言った。

「諸しよ兄けいら、──姉が幸せだからいいか、など、絶対言いわないから安心しろ」
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　正まさ純ずみは、英国イギリスは大変だろうなあ、と思いつつ、ふと聞いてみる。

・副会長：『誰だれかこの会議とか、外に情報流ながしてんのか？』

・●　画：『誰の仕し業わざか、忍にん者じやと嫁よめのだけ漏もれてるみたい』

・金マル：『うーん、誰の仕業かなー。あはは』

・〇べ屋：『うん、誰の仕業かなあ』

・義　　：『連れん帯たい責任でいいだろコレ』

・あさま：『情報遮しや断だん掛かければ身み内うちからの漏れも封じられますけど、どうします？』

・副会長：『無む害がいだからいいだろ。逆に、会議やってるように見えなくていい』

　クロスユナイトが無む言ごんでこちらに顔を向けてきたが、気にしない事にする。

　だが、正純は、目の前に立つ老ろう人じんを見た。浅あさ間ま神じん社じやの警けい告こく表示枠サインフレームが老人の首くび後うしろに出ており、武蔵むさし側がわへの危き害がいは防ぼう護ごされる設せつ定ていになっているのを確かく認にんして、

「御ご老ろう体たい、貴方あなたは──」

「Ｔｅｓテスタメント．、失しつ敬けいした。──真さな田だ教きよう導どう院いん学長、真田・昌まさ幸ゆきと申もうす！」

　彼は、こちらに向かって自然体たいで立つと、軽く会え釈しやくした。

「今日きようはこの不ふ肖しようの息子むすこの出しゆつ立たつと、嫁よめ取とりの見み届とどけに参まいった！」
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　嫁取り？　と首を傾かしげたのは、ホライゾンだった。

　……武蔵に、ですか？

　見れば、皆、周囲の者達も同どう様ように首を傾げている。

　女じよ装そうだけが、向こう、表示枠の片かた桐ぎりを相手にトーク中だ。

「──男の人らしさ？　でも、そういうのって、今から身に付けられるものと、体格や性格によって身に付かないものがあるでしょう？　大だい事じなのは、貴方にとってどれなの？　ああ、大事って言うのは、理り想そうと、今の自分にとって、ね。……ええ、別でもいいと思うの。こういうのって、ルールは無いものだから、ね？」

・ベ　ル：『トーリ君、すご、……い』

・賢姉様：『フフ、愚ぐ弟ていって、人の話聞きくのも結けつ構こう好すきだもの。相手の全部さらけ出させる勢いで間を保たすのよ！』

・●　画：『コレ、内容的に面白そうだから外に流す？』

・あさま：『や、やめて下さいよ！　浅間神社に問い合わせ来たらどうするんですか！　最近は父とうさんが新しん番ばん組ぐみ作ろうかとか言い出してるんで危険です！』

　役やくに立ってるのか迷めい惑わくなのか解わからない人ですね、とホライゾンは内ない心しんに結けつ論ろんする。そして前を見れば、正まさ純ずみと相あい対たいする真さな田だの学長、昌まさ幸ゆきがいた。

　ホライゾンは、右の手を肘ひじから挙げ、問い掛ける。

「Ｊｕｄジヤツジ．、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言いましょう」

「つまり挿そう入にゆうね！　ホライゾン！」

　喜き美みと右の親おや指ゆびを上げ合い、ホライゾンは言葉を続けた。

「そちら、信のぶ──、何か似たの多いので面めん倒どうになってきましたが、まあそちらの方。嫁よめ取とりと言いましたが、どちらにどなたを？」

「Ｔｅｓテスタメント．、左さ様よう、今回に応じては、聖せい譜ふ記き述じゆつに基づくもの。つまり──」

　昌幸が、こちらの背後を見た。そこにいるのは、

「本ほん多だ・忠ただ勝かつの娘むすめ。それが我が息子むすこ、真田・信のぶ之ゆきの妻つまになるのである」

　二ふた代よだ。







[image: 第二十九章『突発会議場の求愛者』]
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　……ほう。

　とホライゾンは、二ふた代よを見る。

　同じように、後ろの喜き美みも、横の浅あさ間まとミトツダイラも、周囲の皆も、

「えーと」

　視線を向けた先。二代が全力で弁べん当とうを食っていた。

　浅間神じん社じやの葛くずの葉は弁当〝葛人じん生せい〟と、ミトツダイラの店が出している焼き肉大型弁当略りやくして〝焼き大弁〟だ。青雷亭ブルーサンダーも含め、出場した人数プラス余よ分ぶんを用意しているが、先さき程ほど店主からの連れん絡らくで、青雷亭の分は時間的に間に合わないとの事だった。

　……ホライゾンとしては、ちょっと残念だと判はん断だん出来ます。

　ともあれ、二代が喉のどを上に向けて〝葛人生〟の煮に物ものを口の中に詰め込む。そして、上を向いたまま、付ふ属ぞくの酒ではなく、〝焼き大弁〟の方の茶を口に流し込む。

　飲み物の力を借り、彼女は煮物を喉に通すと、

「んが」

　声とも吐と息いきともつかぬ音を鳴らし、前に、こちらに顔を向けた。そして、

「安心めされい。皆の分は、あるで御ご座ざるよ？」

「いえ、二代様、そうではなくですね」

　ホライゾンは、首を下に振って言った。

「二代様には、悪いニュースとどうでもいいニュースがあります」

「では順じゆん番ばんで」

　すごい割り切りだ……、という声がちらほら聞こえるが、気にしない。

　ホライゾンは、二代に対し、正せい座ざをした上で言う。

「二代様、──青雷亭からの皆様向むけの弁当は来ないそうです」

「何と……」

　二代が、手から空からの器うつわと箸はしを落とした。

　口を軽く開け、眉まゆを僅わずかに歪ゆがめた二代が、こちらを見る。だが、

「残念ですが、これが現実です」

「……無む念ねんに御座る」

　く、と二代が後ろを向いて走り去った。

　ホライゾンは、皆と彼女を見送る。そして、数すう呼吸あってから、正まさ純ずみが、

「──あ、おい」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです正純様。──えーと二代様さま、二代様用ようのものはこちらに密ひそかに」

　ホライゾンが青雷亭の紙かみ袋ぶくろを背後から取り出して振ると、二代が全力で戻って来た。足あし裏うらにスキール音をつけて制せい動どうした二ふた代よが、そのまま膝ひざをつき、

「ホライゾン様からの下か賜しならば、一番に！」

　と、両手で青雷亭ブルーサンダーの紙かみ袋ぶくろを受け取る二代に、ホライゾンはＪｕｄジヤツジ．、Ｊｕｄ．と頷うなずきを送る。そして、早さつ速そくバゲットを割った極ごく厚あつハムサンドに取り掛かる彼女に対し、

「では順じゆん番ばんで、次はどうでもいいニュースです」

「Ｊｕｄ．、ホライゾン様、それは──」

「Ｊｕｄ．、聖せい譜ふ記き述じゆつで、本ほん多だ・忠ただ勝かつ様さまの娘むすめを嫁よめにしたいと、──向こうの方が」

　こちらが示した先を、二代が見た。

　真さな田だ・昌まさ幸ゆきと、信のぶ之ゆきがいる。こちらの視し界かいの中、二代が二人を眺ながめ、もそもそと頰ほおを動かしていたが、やがて音を立てて飲み込む。そして、

「二人一組で、で御ご座ざるか？」

「パパ！　俺おれの嫁をシェアリングするつもりなのか!?」

「信之！　父に嫉しつ妬とするとはみっともないぞ！　恥はじを知れ……！」

　否ひ定ていしろよ、と皆が呟つぶやく中央。二代がしかし、首を傾かしげた。

「で、どなたを嫁にするので？」

　え？　と信之が首を前に落とした。僅わずかに驚きを得たようだ。が、数すう瞬しゆんの後、彼がこちらを指さす。

　その指は、確実に二代を示していた。対する二代が、己おのれを見て、後ろを見て、

「そなたが、うちの父の娘を襲しゆう名めいするつもりであったのか、──ハッサン殿どの」

　ハッサンが無む言ごんで一人分ぶん右にずれた。すると、その背後にいるのは、

「──御お広ひろ敷しき殿で御座ったか」

「え!?　な、何ですか!?　しょ、小しよう生せいは今、通神帯ネツトで教きよう義ぎを確かめていただけです！　やましい事は何もしてませんよ！」

「御広敷様」

　ホライゾンは言った。信之を手で示し、

「あちらの方が、御広敷様を嫁に頂いただきたいそうです」
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「えっ」

　ホライゾンの視し界かいの中、御広敷が、信之に視線を向けた。そして彼は、相手の全身を下から上まで見て、

「そ、それで十歳さい以下だと言うつもりですか！　大体、誰だれが決めたんです!?」

「聖譜記述です」

「聖譜記述!?」

「そうです。聖せい譜ふに書いてあります」

　ホライゾンは断だん言げんした。

「歴史再さい現げん故ゆえ、御お広ひろ敷しき様さまはあの方の嫁よめにならねばなりません。さあ、御広敷様には選択肢しがあります。あの方を十歳さい以下だと思って嫁になる方法と、正まさ純ずみ様とトーリ様に頼んでその身を奪だつ還かんして貰もらうことです。ただ、嫁になったところで御広敷様が失われる訳わけではないので、今回は極きよく東とう陣じん営えい、少々テンションが下がり気ぎ味みですね」

「しょ、小しよう生せいを救たすけて下さい！　貧ひん多だ君！」

「その呼び方で救けると思ってんのかあ──！」

「──ま、待て！」

　声を放った者がいる。真さな田だ・信のぶ之ゆきだ。彼は顔を真まっ赤かにして御広敷を指さし、

「こ、こちらとて、お断りだ!!」

「残念ですが信之様、御広敷様の方が先に断りました」

　ホライゾンは、毅き然ぜんと言い切った。

「私どもの一勝ですね」

「ちょ、ちょっと待て！」

「待つと、ホライゾン達の二勝目めになりますが、いいのですか」

「何だそのルールは!?」

「政治の世界は厳きびしいのです」

　ホライゾンは表示枠サインフレームを開き、時間を確かく認にんした。五秒を数え、

「五秒待ちました。──ホライゾン達の二勝目ですね」
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・金マル：『これ、実はすごく単純なルール？』

・●　画：『そうね。私も前に、そんな事を思ったわ』

・副会長：『止める気き無ないだろお前らー』

・約全員：『鏡かがみ見みて言え!!』
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　ホライゾンは、信之が脂あぶら汗あせを流し、首を横に振るのを見た。

「い、いや、ちょっと待て！」

「先さき程ほど、貴方あなたは御広敷様を指さしました。聖譜記き述じゆつに逆らうというのですか」

　言う。

「聖譜記述。怖こわいですよ。何しろ御ご指し名めいされたら死なねばなりません。結婚しろと言われたらしなければなりません。まあ、言われなくてもおっ死ちんだり結婚したりは出来ますが」

　昇しよう降こう口ぐちから、客きやく用ようの御お茶ちやを持って来た三さん要ようがそのまま昇降口を閉じた。浅あさ間まが慌あわてて、

「あっ、三要先生！　御茶だけは置いていって下さい！」

「智とも！　智！　結けつ構こういい塩あん梅ばい入はいってますのよ!?」

　現げん場ばは何い時つもいい空気ですね、と思いながら、ホライゾンは信のぶ之ゆきに言った。

「さあ、御お広ひろ敷しき様さまと結婚を」

「しょ、小しよう生せいの人じん権けんは!?」

「そ、そうだ武蔵むさしの姫ひめ！　あ、あいつの人権を守ってやれ！」

「……やれ？」

「護まもってあげて下さいです！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンは、二に度ど三度と頷うなずいた。その上で、

「では御ご両りよう人にん結婚の後、ホライゾンが、人権無む視しのＤＶ行為が行われていないか監かん視しします」

　信之の顔が、赤を通り越して紫むらさき色いろになった。

　ホライゾンは言う。

「三勝目めですね」

「ま、待て！　俺おれはその手て前まえを指さしたんだ！」

「──ハッサン様でしたか」

　ハッサンが、フウ、と肩を竦すくめて呟つぶやいた。

「カレーを食って嫌いやな事こと忘れたいですネー」

　確かに、とホライゾンも思う。そして、

「解わかりました。誤ご解かいがあったようですね」

「わ、解ったか!?　否いな、解って下さいましたか!?」

　Ｊｕｄ．、ホライゾンは結けつ論ろんした。

「つまりこういう事ですね。──ハッサン様はカレーをどうぞ。信之様は御広敷様と結婚して番ばん屋やの監視下かに」

「人の話を聞けえ──!!」

　番屋に格かく下さげだ！　という皆のツッコミを聞きつつ、ホライゾンは首を傾かしげた。

「仕方ありませんね。解りやすいように説明して頂いただけませんか？」

　信之が、一度、膝ひざをついた。そして彼は、数十秒を調ちよう息そくに費やし、

「あ、あの、な！」

　復帰した信之が、二つ目のコロッケに手をつけ始めた二ふた代よを改めて指さした。

「その女、本ほん多だ・二代、彼女を本多・忠ただ勝かつの娘むすめとして、嫁よめにするのだ！」

「二代様？　あんな事こと言ってますが、どうでしょう」

　え？　と二代が、左右を見た。そして、彼女は改めて首を傾げながら、

「残念で御ご座ざるが、拙せつ者しや、父である忠勝の襲しゆう名めいを目もく標ひようとして御座る。

　もはや気き分ぶん的に忠ただ勝かつの娘むすめではない。ニア忠勝という感じなので、無む理りで御ご座ざる」
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「待て！」

　本ほん日じつ幾いく度ど目めかになる言葉を、信のぶ之ゆきは叫んだ。

　……ど、どういう事だ!?

　解わからない。何もかもが無む茶ちや苦く茶ちやだ。大体、

　……娘が、父になる!?

「パパ!?　どういう事なんだよこれ！」

「ええい狼狽うろたえるな信之！」

「パパ！　狼狽えなければ解かい決けつ出来るの!?」

「そうだ！　狼狽えなければいい考えも出る！　──そしてそっちの小こ娘むすめ！」

　父が、野や菜さいとチーズを挟んだ長いパンを縦たて食ぐいしている本多の娘を指さした。

「東とう国ごく無む双そうの忠勝公こうの襲しゆう名めいを狙ねらうだと!?　それゆえに信之の求きゆう婚こんを拒きよ否ひするというならば、信之よりも強いと証しよう明めいして見るがいい！」

「は？　相あい対たいで御座るか？」

　相手が、身を起こした。

　自然体たい、という動きを見て、信之も身み構がまえる。

　……これは──。
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　信之は思った。武蔵むさし副ふく長ちよう、という肩かた書がきは伊だ達てではない、と。

　ただ立っているだけで、何ど処こからか、否いな、何処からでも攻こう撃げきが飛んでくるような気け配はいがあれば、また、逆に、どうとしても逃げられるような空気の流れもある。

　……で、出来る……！

　だが、と信之は思った。

　……お、俺おれとて、真さな田だの総そう長ちよう兼けん生徒会長！

　忍にん術じゆつは身に付けているし、剣けん術じゆつも修めている。条件を限定した真まっ向こうからの勝負ならば、十じゆう勇ゆう士しに引けを取るものではないと、そのくらいの自じ負ふがある。

「ならば」

　真田・信之は、腰を落として身み構がまえた。両の腕を、左は手て前まえやや上に。右は腰の一いつ刀とうに伸ばし、身体からだを左に傾けながら、

「いざ……！」

　敵の槍やりの無む造ぞう作さな横スイングが、こちらの顎あごを左からヒットした。
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・不退転：『あら、人間って、あんな音もするのね』

・貧従士：『他の音は聞いた事があるって感じですね！』

・銀　狼：『というか吹っ飛んでますのよ？』

・あさま：『あー、どうしましょうか。入にゆう国こく手続きしてないので、氏うじ子こ契けい約やく入れてませんもので、確実な治ち療りよう術じゆつ式しき使えないんですけど。──正まさ純ずみ、ツキノワと遊んでないで、ちょっと』
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　二ふた代よは、ふむ、と手て応ごたえを確かめた。

　今、自分が放ったのは、即そく座ざの持ち手て切きり返かえしからの石いし突づき薙なぎ。右から来ると思わせておいて、瞬しゆん間かん的なスイッチで左から。これは、

　……立ったままで行うには、足あし先さきの固定が必要に御ご座ざる。

　力の軸じく線せんを通せるようになって、ようやく出来た技だ。

　……拙せつ者しや、段だん々だんと父ちち上うえ達の領りよう域いきに近付いていくで御座るよ。

　しかし、吹っ飛んだ信のぶ之ゆきが、

「く……！」

　顎に手を当てながら、起き上がった。彼は、

「く、くそ！　不ふ意い打うちだった！　ま、まだ勝負はついておらんぞ！」
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　直後に右から。
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・傷有り：『あら？　今度は変わった音がしましたね』

・十ＺＯ：『──メアリ殿どの、ああいうの見て、大だい丈じよう夫ぶで御座るか？』

・傷有り：『え？　だって、覚かく悟ごを持った方の行く末は、見み届とどけねばなりませんから。そういうものに対し、不ふ快かいも嫌けん悪おも抱く意味はありません。私はそう思います』

・十ＺＯ：『……Ｊｕｄジヤツジ．、自分もそう思うで御座るよ』

・あさま：『何です!?　何ですこの空気!?』

・賢姉様：『解わからないの浅間!?　こうやってラブい二人はお互いのステージを上げていくのよ！　最終ステージでは空気が濃過ぎて息も出来なくなるわよ！　ハイ、コレ酸さん素そ吸きゆう入にゆう器き！　ミトツダイラも！』

・銀　狼：『胸むね押おし上げて何やってんですの──！』

・貧従士：『あ、三度目が』
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　正まさ純ずみは、真田さなだ総そう長ちようが再さい々さい度ど転ころがるのを見た。

　大だいの字じの俯うつぶせ。どれも、素しろ人うとの自分が見ても直ちよく撃げきだと解わかるものだ。

　……痛くないのかなあ。

　意い地じと言うものか、それとも別の何かだろうか。だが、真田総長も流石さすがにメゲたらしい。口と鼻から流りゆう血けつした泣き顔を起こすと、

「パパ！　パパ！　俺おれもう駄だ目めだ!!　どう考えても勝てねえよ！」

「ええい！　何と気の弱い！　それでも真田の総長兼けん生徒会長か!?」

　最後の一ひと言ことに、真田総長が身を跳ね上げた。

　おお、とツキノワの両前まえ足あしをつまんで踊らせるように遊びながら、正純は思った。

　……やる気を出したか。

　四度目めの音がした。
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　二ふた代よは思った。

　……真田総長、変わった戦せん闘とう術じゆつを用いるで御ご座ざるな。

　隙すきを見せてぶん殴なぐられる。

　それだけだ。

　たとえば、防ぼう御ぎよが堅かたく、こちらを疲ひ労ろうさせるのが狙ねらいかと思えば、そうではない。手て応ごたえでは完全に骨まで行ってる感覚がある。

　何か策があるのかと思えば、既すでに四度ぶっ飛ばしたから、それも無いだろう。

　どう考えても戦闘の技術からは乖かい離りした戦い方だと、二代は思う。しかし、一いつ国こくの主あるじ。総長兼生徒会長との相あい対たいなのだ。これは彼の策に違いない。

　……とはいえ、このやり方で、何か戦せん術じゆつ的なものはあるで御座ろうか。

　今の自分の未み熟じゆくな経験。そこから、ふと思いつく事は、

「────」

　あった。それは、

「──眼鏡めがね！　何かあるで御座ろうか!?」

「希まれに見るレベルの他ひ人と任まかせだね槍やり本ほん多だ君！」

　褒ほめられたで御座る。ならばこちらも胸を張り、

「Ｊｕｄジヤツジ．。──考えるのが面めん倒どうでな！」

　デカい声で言うなよ……、という呟つぶやきが聞こえるが気にしない。どちらにしろ、書しよ記きは応じるのだ。彼はいつもの調子で、眼鏡めがねを鼻の上に持ち上げ直し、

「これは、……あれだね。真田さなだ総そう長ちようは、君に手を出さぬのが想おもいの示しと、そんな風ふうにしているのかもしれないよ？　何な故ぜ、手を出さぬのか、という疑問を君が抱くか、それを待っているのかもしれない」

・眼　鏡：『頭大だい丈じよう夫ぶ？　たまには現実見みたら？』

　相あい反はんする意見も来て、バランスがとれたで御ご座ざる。

　ただ、と二ふた代よは思った。

　……拙せつ者しやが、相手の行動に疑問を抱くかどうか、で御座るか。

　己おのれの事に、二代はまず疑問して、こう結けつ論ろんした。

「考えるのが面めん倒どうで御座るしなあ」

　身体からだは動くので、起き上がりに五度目めを叩たたき込んだ。
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　そろそろ終わったかなあ、と正まさ純ずみは床上のツキノワに手を伸ばす。

　いつも肩かた上うえが定てい位置のツキノワは、まだ地面が不ふ慣なれだ。馴ならしていって、将来的には一いつ緒しよに散歩が出来ると嬉うれしい。だが今は、

「よし、仕事だぞツキノワ」

　休んで遊んで、ツキノワは眠ねむ気けも飛んだらしい。こちらの肩上に来て、

『ま──』

　よしよし、と頭を撫なでながら正純は真田総長に振り向く。すると、

「だ、駄だ目めだ！　パパ！　このまま続けたら俺おれの中の何かが崩ほう壊かいするよ！」

「ええい、中学生の妄もう想そうのような事を言うな！　それでも真田の長ちようか！」

　父の[image: ]しつ咤たも、しかし二度目は通じない。真田総長は涙を流しながら、

「く、くそ！　新しん天てん地ちで嫁よめを取って返り咲きと、そう考えていたものを……！」

・金マル：『あー。男の人って、勝かつ手てに他ひ人とを自分のスケジュールに組み込むよねー』

・●　画：『まあ、それ言ったら、女は他人を自分の世界に組み込むけどね』

・貧従士：『ああ、同どう人じん誌しってそうやって作られるんですね……』

・義　　：『お前ら身み内うちを平へい然ぜんと刺すなあ……』

　もの凄すごく同どう意いだ。

　ただ、二代が一ひと息いきをついた。そして真田総長も膝ひざをつき、

「パパ！　俺、もういいよ！　一人で生きていくよ！」

「ええい、真田・信之を襲しゆう名めいしてそれか！　貴き様さまそれでも男か！」

　真田父ちちの言葉に、二代が首を傾かしげた。

「拙せつ者しや、父の忠ただ勝かつを継けい続ぞく襲名するつもりで御座る。ゆえに〝忠勝の娘むすめ〟は無む理りで御座るが、ならば貴き公こう、拙せつ者しやを嫁よめとしたいなら、〝忠ただ勝かつの妻つま〟を襲しゆう名めいすればいいのでは」

・あさま：『すみません。言ってる意味がダイレクトに解わからないんですが……』

　まあそういうもんだ。

　ただ、真田さなだ総そう長ちようが、はっとした顔を真田父ちちに向けた。

「そ、そっか！　パパ！　俺おれ、男をやめて女になるよ！」

「貴き様さまあ──!!」

・粘着王：『女も女で大変であろうがのう……』

・〇べ屋：『え？　何なに言ってるのネンジ！　女の方が超ちよう有利だよ!?　交こう渉しよう上う手まくいかなかったら悲鳴上あげて『痴ち漢かん──！』って叫べばいいし！』

・約全員：『それは交渉じゃなくて強請ユスリだ！』

　捕つかまった時は足あし切きりの用意がいるなあ、と他人ひと事ごとの時間帯たいを正まさ純ずみは感じる。

　そして一応、二ふた代よに問うてみた。

「別に、結婚とか、そんなの眼がん中ちゆうにないんだろ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、父の襲名で手て一いつ杯ぱいで御座るしなあ。母はは上うえや、鹿か角づの様のようになるには、あれはあれで修しゆ行ぎようが必要とも思うで御座るが、その余よ裕ゆうは現状の極きよく東とうにはあるまい。

　大体、結婚など、見み合あいの案あん件けんもあるで御座ろうが、今後の事を考えたら少しでも既き知ちの方がよう御座ろう」

　じゃあ、と言ったのはナルゼだ。彼女はトンボ枠わく型がたの魔術陣マギノフイグーアに何かを書き込みながら、

「うちのクラスだと、たとえば誰だれ？」

　そうで御座るなあ、と二代が見回すと、立たち花ばな嫁が義ぎ腕わんをシールドのようにして夫のガードに入る。

・女子衆：『おおう……』

　一方のメアリは、点てん蔵ぞうの横で、まあ、と頰ほおに片手を当てているし、成なる実みとウルキアガは二人で黙もく々もくと戦せん事じ用ようの携けい帯たい食しよくを食っている。

　人それぞれだなあ、と思っていると、二代が、ふむ、と頷うなずいた。

「喜き美み殿どのなどは畏おそれ多いとして、まあ、選択するならば、──正純であろうなあ」
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　アデーレは、皆と一いつ緒しよに正純から一歩分ぶんの距きよ離りを取った。

　喜美がメロウな曲を表示枠サインフレームから流しながら「チャララ～、チャラ、ララッララ、チャララ～」などとくねくね腰を揺らし始めるのを別に、正純が勢いよく振り向いた。

・副会長：『ま、待て！　何だお前らその距離は!!』

　ナルゼがナイトと一緒に、何ど処こからか長なが机づくえと椅い子すを持って来て、着ちやく席せきした。

　ナルゼが肘ひじをつき、ペンで正純を指す。

「大ネタだわ。ハッキリしなさい」

「というか、アサマチー、どうなの？」

「んー、二人とも三み河かわ出身だから、意い外がいとすんなり契けい約やく関係はまとめられると思います」

　うちの人達、こういう時に容よう赦しやないですよねー、とアデーレが思う先、二ふた代よが正まさ純ずみに問う。

「正純は、拙せつ者しやの事が嫌きらいに御ご座ざるか？」

「い、いや、そんな事はない」

　瞬しゆん間かん。皆がある人物を見た。

　ホライゾンだ。

　ホライゾンは表示枠サインフレームに青雷亭ブルーサンダーのマークを出し、真さな田だの二人に向けると、

「これにて、一いつ件けん落らく着ちやく……！」

「ホライゾン！　ホライゾン！　それ、どっちかっていうと私の持ちネタ予定の聖せい譜ふ記き述じゆつですのよ!?」

「申もうし訳わけ御座いませんミトツダイラ様、ミトツダイラ様が歴史的に始めるまでにやっておかねばと思い、ついここで成じよう就じゆを」

　だったらいいんでしょーか、とアデーレは思い、真田側に視線を向ける。

「ええと、そっち、どーでしょうか？」

　問い掛ける。すると、

「く……」

　信のぶ之ゆきが、正純に身を向けた。彼は身み構がまえ、

「む、武蔵むさし副ふく会長！　勝負……！」

　あ、とアデーレは声を上げた。

「それ危険では」





●






　六回目が入った。
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　浅あさ間まは、二代が正純の前に立ち、凜りんと言い放つのを見た。

「貴き公こう！　拙者の嫁よめに何をするつもりで御座るか！」

「パパ！　パパ！　俺おれ、何が何だか解わからなくなってきたよ！」

　凄すごく同どう意いするが、同どう情じようが一いつ切さい起きないのは自分がこっち側という事だろうか。

　……えーと、正純は……。

　自分達の副会長は、完全に固まった状態で動けなくなっている。

　一方、置かれた長なが机づくえの方では、ホライゾンがナルゼ達と並んで座り、

「さあ、正まさ純ずみ様さまの判はん断だんが気がかりだと判断出来ます」

「そうね。ここで下へ手たな判断を出されると、私達のスケジュールが狂うわ」

　と、魔女テクノヘクセン達が頷うなずいている間、二ふた代よが正純に振り返り、問い掛けた。

「正純、大だい丈じよう夫ぶで御ご座ざるか」

「──え？」

　はっと我に返った正純に、二代が言う。

「拙せつ者しや、ああは言ったものの、今のところは余よ裕ゆうの無い身の上。下へ手たな期待を抱かせていたらすまぬで御座るな」

「え？　あ、ああ！　大丈夫大丈夫！　下手な期待も何も、ええと、保ほ留りゆうなんだな？」

「あ、当たり前だ！」

　と声を上げた者がいる。

　真さな田だ・昌まさ幸ゆきだ。彼は青あお筋すじを立て、二代と正純を指さした。

「女同どう士しでなど、聖せい譜ふ記き述じゆつを前にどうするつもりだ！」

「それがまた一いつ切さい考えて御座らん」

・銀　狼：『断だん言げんする事ですの？』

・義　　：『あれ？　言えば勝ちのルールではないのか？」

　だが、〝女同士〟という昌幸の言葉に、鋭い視線を返した者がいる。

　……ナルゼですよねー……。

　こりゃあまずいですよ？　と疑問形けいで思ってしまうくらいの半はん目めで、ナルゼが真田・昌幸を睨にらみつけていた。彼女は手の上でペンを回しながら、

「ちょっとアンタ、女同士が何だって？」

　問う。が、昌幸が反応する前に、ナルゼを止めに入った者がいた。

　喜き美みだ。こちらの背後にいた筈はずの彼女が、ナルゼの右後ろに回り、

「駄だ目め！　駄目よナルゼ！　そんな風ふうに〝いやあ～ん、私、マルゴットといっしょにいたいの～ん。チュっ。ムチュ～っ〟って思いを前に出したら駄目よ！　ほら！　こう！　こんな唇くちびるで！」

「こ、こら！　喜美は挑ちよう発はつやめて下さいよ！　ナルゼもほら、そんな馬ば鹿かにつられないで！　ねえ！　落ち着きましょう、ね!?」

　と、努めて笑顔で振り返った視線の先、ナルゼが俯うつむきで、目を見開いて汗あせを流していた。

・あさま：『喜美──！』

・賢姉様：『え？　何？』

　聞いちゃいない。ただ、ナルゼが、上げかけていた腰をゆっくり椅い子すに下ろした。

「まあ、いいわ。女同士が駄目、ね」

「ええと、ナルゼ？」

　ナルゼがこちらを無む視しした。そして白魔女ヴアイスヘクセンは、ペンを構えると、

「真さな田だの学長と総そう長ちよう、よく解わかったわ。──アンタ達、女同どう士しは駄だ目めっていうのね？」

「そ、そうだ！　結婚の機き会かいは平びよう等どうに！」

　それだと女性同士でも良いって事じゃないでしょうか。

　ただ、対するナルゼは、深く二に度ど三度と頷うなずいただけだ。そして彼女は、結けつ論ろんした。

「──男同士ならいいのね」

・約全員：『落ち着け──!!』

「うるっさいわね！」

　ナルゼが真田の二人をペンで指した。

「──同どう人じん誌しにしたわよ」

　過去形けいであった。
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「おい！　ゲーリケ！　何だ一体、さっきから下の町の印いん刷さつ工場がフル稼か働どうになって！　夜なのに営業掛かけてどうするんだ!?」

「何を言っているんですか巴ともえ御ご前ぜん！　おかしな事ではありません！　夏のイベントではんＱ印刷を単たん独どくで使用するからと言う言こと伝づてつきで、禁きん断だんの親おや子こ愛あい漫まん画がが頼まれて来ただけです！」

「充分おかしいわあ──！」
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　ふう、とナルゼが着ちやく席せきするのを、浅あさ間まは見た。

・あさま：『……興きよう味み本ほん位いで聞きますけど、いつの間に描いたんですか？』

・●　画：『え？　ああ、二人が来た時に、暇ひまだったから既すでに直じか描がきしてたのよ。すっころんだり俯うつぶせになったり、膝ひざ着いて四よつん這ばいになったりしてるから、キャプチャして素そ体たいに出来たし。あとはネームが大だい事じなタイプの内容にしたから、絵はハダカ中心でいいものね』

　そういうものなのだろうか。匠たくみの技ですねえ、と思っていると、

「あ」

　ナイトが声をあげた。彼女は、ナルゼが広げていた魔術陣マギノフイグーアを見て、

「──ガっちゃん、これ、ナイちゃんが仕事してないから、ほら、スミ消し忘れてる」

　ほらほら、と皆に向けられた魔術陣から、浅間は慌あわてて鈴すずやメアリをガードする。

「だ、駄だ目めですよ！　いけません！　知ち覚かくすると武蔵むさし内ないのカーストが下がりますからね!?」

　そうとも！　と言ったのはイトケンだ。彼は、ちらりと魔術陣を見ると、頷うなずき、

「見ては駄目だよ皆！　個人差さはある！　可哀かわい想そうじゃないか！」

「そっちの方が言ってる事酷ひどいよ！」

　皆でツッコミを入れると、正まさ純ずみが吐と息いきした。彼女は首を傾かしげ、

「発はつ禁きんだろ？　それって」

「──フ、馬ば鹿かね正まさ純ずみ。現げん場ばで修しゆう正せい入れるわよ。当とう然ぜん」

　ナルゼが、つまらなさそうに呟つぶやく。

「──勿もち論ろん、何なん冊さつかは修正忘れで世に出る気もするけど。武蔵むさしの白魔女ヴアイスヘクセンを敵に回した事に、今後永えい劫ごう怯おびえ続けるがいいわ」

「待った──!!」

　叫んだ真さな田だの両名に、まあ待て、と手で制しながら正純が立ち上がる。そして、彼女がミトツダイラを見ると、まずはホライゾンが反応した。

　ホライゾンが椅い子すから降り、ミトツダイラの右で表示枠サインフレームの青雷亭ブルーサンダーマークを掲かかげる。すると、

・約全員：『ほら！』

・銀　狼：『え!?　えええ!?』

　自分も、「今！　今ですよ！」とアイコンタクトを喜き美みと一いつ緒しよに送る。

　すると、ミトツダイラは、やれやれと肩を落とした。そして息を吸い、

「これにて、一いつ件けん落らく着ちやく……！」

　その言葉に、全員、聖せい譜ふ記き述じゆつ通りの反応をした。

「ははっ……！」

　ミトツダイラに平へい伏ふくしたのだ。
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・しとお：『おや、武蔵と真田の間、何か話がついたように御ご座ざりますな。──キヨ殿どの？』

・巨　正：『え？　あ、す、すみません、こっち、長なが泰やす様が、ちょっと取り乱してまして』

・つるぎ：『と、取り乱してなんていません！　ただ、片かた桐ぎり君がこっちに回かい線せん開いてないのが心配なだけです！』
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　片桐は、自分の胸の中にずっと昔からあった〝つかえ〟のようなものが、解かい消しようされていくのを実感した。

　……どうすれば、僕は、男である事を自じ覚かく出来るのか。

「そうですね」

　片桐は、浅あさ間まの巫み女こに、頷うなずいた。

「意い識しきし過ぎるが故ゆえに、理り想そうを追ってしまって、自分の現状が見えていませんでした。

　確かに僕には足りないところが多いですが、それはそういうものなのだから、まず、自分の不足を埋めていこうと思います」

『フフ、そうね。焦あせらず着ちやく実じつに。──誰だれもが皆そうなんだけど、やっぱり、誰もが皆〝自分はしっかりしなければ〟って、焦あせっちゃうの。それには気を付けてね』

「Ｔｅｓテスタメント．……！」

　心から頷うなずき、片かた桐ぎりは一いち礼れいした。

　表示枠レルネンフイグーアの向こう。巫み女こが笑顔で、軽く手を振っている。

　片桐も笑顔になると、ふと、巫女が身をかがめてきた。

　胸が押し上げられ、画面に、桃もも色いろの口くち紅べにを光らせた唇くちびるが来る。

　軽く粘ねん質しつな、キスの音がした。

　……あ。

　何の事はない。唇も、胸も、よく見ているものだ。特に胸の方は、艦かん内ない浴よく場じようで生なまも見ている程ほどだ。だが、

「────」

　片桐は、己おのれの鼓こ動どうが強く一つ打たれたのを悟さとった。

　意味も無く、顔に熱が来て、そして目の前に身を引いた巫女に、

　……わ。

　自分の反応を悟られたのではないかと思うと、更さらに赤せき面めんが増した。だから片桐は、再び手を振る彼女に、誤ご魔ま化かすように、

「あ、あの、名前は……！」

　ふふ、と笑う向こうが、表示枠の中を右に去った。そして、表示枠が閉じる。

「あ……！」

　思わず、消えた表示枠に伸ばした手が、虚こ空くうを搔かいた。

　片桐は、何も摑つかんでいない手で、そのまま宙をむしって、

「く……」

　自分の胸に、その五ご指しを押し当てた。

　……あれ。

　まずいな。

「鼓動が収まってない……。へ、変なもの、食べたかな」

・つるぎ：『片桐君！』

　表示枠から来た言葉と声に、片桐は身を震わせた。

・つるぎ：『そちら、会談続ぞつ行こうの要求が来ています！』
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　まずい、と片桐は思った。

　会かい談だん相手が、先さき程ほどの巫女だった場合、

　……ど、どうしよう。

　想そう像ぞうしただけで、身体からだに蒸むすような汗あせが来た。すると、

・つるぎ：『あの、片かた桐ぎり君!?　何だかすごく緊きん張ちようしてるようですけど……』

・□□凸：『えっ!?　わ、解わかるんですか!?』

・つるぎ：『あ、はい。体たい調ちよう関係のモニタリングしてますから、脳のう内ない麻ま薬やくがどぴゅどぴゅ出てるの解りますよ？　──三日に一回くらい、夜よ中なかにこういうのありますよね？』

・□□凸：『僕の人じん権けん返して下さい！　やめて下さいお願いします！』

　ともあれ、片桐は誤ご魔ま化かすように、表示枠レルネンフイグーアの展開を広こう報ほう委員に指し示じした。

　会議を再さい開かいしよう。だが、

　……え、ええと。

　さっきの巫み女こさんが、出るだろうか。

　出たらどうしよう。さっき、手を振ったりしたのに、またすぐだなんて、笑われるだろうか。でも、そういう時──。

『おーし！　じゃあ武蔵むさしの生徒会長兼けん総そう長ちようの俺おれが羽は柴しばの十じつ本ぽん槍やりを一いつ丁ちよう揉もんでやろうか！』

　表示枠の向こう。全ぜん裸らが空中に何か棒ぼうのようなものをエア揉もみしているのが見えた。
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『くそお──！』

　医務室から橋上にやって来た義よし康やすは、声と動きを見聞きした。

　表示枠サインフレームの中、十本槍の片桐が、全ぜん体重を掛けた両腕うでを画面に叩たたきつける映像だ。

　……随ずい分ぶんと感情表ひよう現げんが激しい男だなあ

　だが、こちらの視線の先、腰を左右に振っている馬ば鹿かに、武蔵副ふく会長が直ちよく蹴げりをぶち込んだ。転がる全裸を無む視しして、副会長が片桐に言う。

「片桐！　そちらの身み分ぶんを明確にしろ！　場合によっては権けん限げん齟そ齬ごによって会かい談だん自体が不ふ可能になると知れ！」

『……Ｔｅｓテスタメント．！』

　片桐が身を起こす。彼はヘッドホンをはめ直し、襟えり元もとを正すと告げた。

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国、渉しよう外がい委員会国外係かかり長ちよう、片桐・且かつ元もと！　武蔵副会長との会談続ぞつ行こうを申もうし込みます！」

　告げられた役やく職しよく名めいに、義康は厄やつ介かいを感じた。

　……渉外役やくか！

　副会長には、基本、委員長クラスか、特とく務むクラス以上が直接対たい話わの権限を得る。

　それより下となると、一度、上うわ役やくに案あん件けんを確かく認にんさせてから、というのが慣かん例れいだ。だが、

・義　　：『国外係がかりとなると、国外の情報を得るために独どく自じの動きも行う。委員長を通さず、各かつ国こくの上じよう位い役職者のメッセージを運ぶ役やく目めも負うくらいだ』

・賢姉様：『このペタ子、どっかのオタクよりも有ゆう能のうじゃない？』

・未熟者：『わ、悪かったな！　僕はどっちかって言うと戦せん術じゆつと歴れき史し関係なんだよ！』

　静かにしてくれ、というか、こちらの話には続きがあるのだ。

　そして、自分の言葉を助けるように、疑問が来た。

・粘着王：『渉しよう外がい係がかりか……。しかし、そのような役やく職しよくであっても、やはり階かい級きゆう齟そ齬ごがあるなら、正まさ純ずみはシャットダウンする事も可能ではないか？』

・義　　：『そうでもない』

　義よし康やすは、右の手を握って、判はん断だんを溜ためている武蔵むさし副ふく会長を見た。

・義　　：『──今回、片かた桐ぎりは、羽は柴しばの代だい理りとして出たのだ。つまり、渉しよう外がい係がかりの長ちようとしては、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の副会長である羽柴の代だい行こう者しやだ。それは──』

「解わかった」

　武蔵副会長が、己おのれの右手を肘ひじから上で掲かかげる。

　そして彼女は、こう言った。

「現状、聖せい連れん代表とは、M. H. R. R.の事だと私は思っている。その代だい理り人にんと、会談を続ぞつ行こうしようじゃないか」







[image: 第三十章『無尽場の忠告者』]
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　片かた桐ぎりは、深く息をついた。

　……副ふく会長と、ですか。

　先さき程ほどの巫み女こさんの方が安あん心しん出来ると思うが、その場合でも国の立場を問う話し合いになるのだ。結局は気を抜けるものではない。

　だから片桐は、意い識しきを改める。心の中で思う事は、

「どのような相手でも、こちらの態度は同じです！」
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・不退転：『え？　何？　今の所しよ信しんの宣せん言げん』

・金マル：『どっちかって言うと、つい口に出しちゃった感じじゃないかな？』

・十ＺＯ：『解わかる！　解るで御ご座ざるよそのトチり方！』

・副会長：『ふむ、所信表ひよう明めいで初しよ心しん証しよう明めいという事か……』

・約全員：『…………』

・副会長：『おい、皆、交こう渉しよう中ちゆうだからって笑うの堪こらえなくていいぞ』

・あさま：『ホライゾン！　ホライゾン！　無む理りに反応しようとしなくていいですよ！』

・賢姉様：『フフフ、ともあれ相手は外がい交こう初心者しやよ！　先せん輩ぱい格かくとしては手てー抜ぬかずにそのままこっちの意見を突っ込むのが有りってもんね！　レッツ挿そう入にゆう──！』

・ベ　ル：『あ、む、向こうの人、何か言う、よ』
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　片桐は、表示枠レルネンフイグーア越しに相手の顔を指さした。

　そして告げるのは、

「改めて言います！　武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんは、学生としての本ほん分ぶんに戻って下さい！」

『ならばこちらも敢あえて言おう。──既すでにその動きは進めている、と』

「履り行こうはどうなんですか？」

　ああ、と武蔵副ふく会長が言った。

『明日あしたから、三み河かわ争そう乱らんで再さい確かく認にんとなっていた身しん体たい測そく定ていと体力測定と健康診しん断だんと、ええと、あと何だ？』

　背後で、踊おどり子こが両腕うでを振り上げて、

『おまつりよー！』

　とか叫んでいるが、それで意味は通じたらしい。副会長は頷うなずいてこちらを見ると、

『期き末まつテストだな』
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「ああん、何よ正まさ純ずみ！　折せつ角かく私が現実逃とう避ひをしてあげようってのに、その冷れい徹てつな判はん断だん！」

　馬ば鹿か姉あねの横にいたミトツダイラは、背を向けたままの正純が、ツキノワに対して筒つつ状じようにして丸めた表示枠サインフレームを渡すのを見た。

　そしてツキノワが皆に振り向き、掛かけ軸じく宜よろしく下ろし広げた表示枠には、

『やかましい』

「酷ひどい！　酷いわ、あの滑すべり政治家か！　ねえ愚ぐ弟てい！　はかない踊り子を慰なぐさめるためにちょっと爪つめ伸びて来ちゃったから手て入いれして！　ハイ、ソッコ！」

「我が王に何させてんですの……！」

　まあまあ、と全ぜん裸らがやってくる。彼は、椅い子すに座って右手を差し出す姉の手を取り、

「あ、ホライゾンもやってみっか？」

　問い掛ける先、ホライゾンは己おのれの手を見た。そして眉まゆをひそめ、

「む」

　いきなり爪が一センチ程ほど伸びて、皆が、わあ、と驚く。

　当のホライゾンも首を傾かしげ、しかし爪を収しゆう納のうした。

「恐らくネイルアート対応だと思うのですが、言われて気付く新機き能のうですねえ」

「ただ、先せん端たんの削けずれ具ぐ合あいを見るに、生せい成せいされている生せい体たいパーツみたいね。──愚弟、次はホライゾンにやってあげなさいな」

「あ、そーだな。あと」

　と、全裸がこちらに振り向いた。

「そしたら、ネイト、また、マニキュアとか塗ってやっから、用意しとけ？」

　え？　と、戸と惑まどったこちらの肩に、横の浅あさ間まが無む言ごんで軽く肩をぶつけてきた。

　はっとして振り向くと、浅間は素そ知しらぬ顔をしている。

　……さ、最近のいろいろの意い趣しゆ返がえしですわね……!?

　思うが、腹はら立だたしさより、浅間がそんな事をしてきたという可お笑かしさが先に立つ。だから、ミトツダイラは手て袋ぶくろを外しながらこう言った。

「そうですわね。手て指ゆびの手入れ、必要ですわ。だって、学校行ぎよう事じと言えば──」

　ミトツダイラは、正純に言葉を飛ばした。

「雅が楽がく祭さい、いつも安あ芸きでやっているのが、今回は出来ませんでしたわね。ねえ正純？　私達、ステージに出る予定もあったのですけど」
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　背後から飛んできたミトツダイラの言葉に、正純は内ない心しんでこう思った。

　……行ぎよう事じ増やさないでくれ──!!

　個人的には期き末まつテストでシメて、終わりにしてしまいたいのだ。

　雅が楽がく祭さいは元もと々もと、春しゆん期き学園祭さいの終わりを告げるもの。それはつまり、

　……春期学園祭規き模ぼで行う必要があるぞ！

　テストや身しん体たい測そく定ていは、学がく業ぎようとしての行事でもあり、義ぎ務むなので指示が気き楽らくだ。だが、祭事となるとそうではない。多くの手て筈はずや人じん員いんが必要で更さらには、

・労働者：『テスト期間中に祭の準備とか、死ぬ気か……』

・煙草女：『どっちかっていうと、あたしらを殺す気か、ってとこだろうさ』

・俺　　：『なあなあセージュン！　こんな時だし、楽しもうぜ！』

・副会長：『絶望と恨うらみと期待を連続してぶつけてくるなあ──！』

　だが、不ふ意いに、解決のヒントが来た。

・貧従士：『とりあえず、全部並ならべて、最後に雅楽祭でシメですよね？　多分』

　そうだ！　と正まさ純ずみは思った。

「午前に期末テスト、午後に身体測定や体たい力りよく測定を行い、最終日に雅楽祭だ！」

「フフ、このスケジューリング政治家か。一体、それらの手て配はいは誰だれがするの」

・副会長：『大おお久く保お、祭事実行委員とかの指示も頼む』

・長安定：『えっ』

　正純は大久保からの抗こう議ぎを通つう神しんの〝保ほ留りゆう箱ばこ〟に入れる事をツキノワに指示。ツキノワが高速で連れん投とうされてくる表示枠サインフレームを全部何ど処こかの空中に折りたたんでいくが、結けつ論ろんから言うと大久保にはすまない事をした。後こう輩はいって大変だよなあ。

　ただまあ、と正純は思い、

「今回のものについては、〝武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん行事祭さい〟と名付け、集中的に進しん行こうさせる。それで問題は無い筈はずだ」

　言葉を投げかけた先、片かた桐ぎりが首を横に振った。

『問題があります』

　と片桐がこちらを指さした。

『武蔵アリアダスト教導院は、マクデブルクの掠りやく奪だつの前後に修しゆう学がく旅行用ようの検けん査さを行った筈はずです。それなのに何な故ぜ、今いま述べた行事進行に修学旅行が組み込まれていないのですか？

　これは武蔵側がわが長ちよう期き行事を隠かくし、早く戦争に復ふつ帰きしたいからではありませんか！』
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・未熟者：『あまりにもその通りで何も言い返せないねコレは』

・煙草女：『まあ、正純の原げん動どう力りよくは〝戦争したい〟だから、仕方なかろうさ』

・ウキー：『戦争による我々の快かい進しん撃げきもここまでか……』

・副会長：『待て！　待て！　何だか全部言い返したい気がするぞ！』
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　片かた桐ぎりは、己おのれの指し摘てきに、内ない心しんで自じ負ふの頷うなずきを送った。

　……ちゃんと調査しましたからね！

　聖せい連れんを通して、教員連れん盟めいの方に確かく認にんを取っている。

　本来ならば他た校こうの情報を得るのは不ふ可能な行為だが、修しゆう学がく旅行など、その教きよう導どう院いんが長期移い動どうするとなると別だ。前もっての予定を知っておかねば、自分達の教導院が外で行ぎよう事じを行う際にブッキングしてしまう可能性もあるからだ。

　そういった問題を洗い出すために、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 では、マクデブルクの掠りやく奪だつ直後に、武蔵むさし側がわの動どう静せいを計り直している。

　それを含めた上での、今回の会議だ。

　……武蔵側は、逃げ切れません……！

　だから、と片桐は思った。

「修学旅行は五日から一週間、そこまでの日数を先さき程ほどの行事祭さいとやらにプラスすれば──」

　言った。

「武蔵は夏休み期間に突とつ入にゆうします。……さあ、それでは、その通りにして下さい。

　そして学生としての本ほん分ぶんを果たした後、夏休みを満まん喫きつして頂いただければ、と思います」
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・●　画：『戦争無なくなればイベント用に何なん冊さつ描けるかしら……。あ、それとも、売り上げで旅行に行くのもよくない？』

・金マル：『お？　ガっちゃん、未来明あかるい派だね？』

・副会長：『ここに暗い派がいるんだが……』

・銀　狼：『え、ええと、こういう手しゆ法ほうは採とれませんの？　──修学旅行を行いながら、先程の行事祭を行うというのは』

・武　蔵：『その案、僭せん越えつながら今いま計算させて頂きました。確かに、修学旅行として、武蔵のみを目的地ちに移動。目的地では武蔵による〝観光〟を行い、内部では期き末まつテストと各種計けい測そくや検けん査さ、とするのは武蔵としても効こう率りつがいいかと。──以上』

・俺　　：『それ、一種の囚しゆう人じん船せんじゃね？』

・ウキー：『窓から観光地ちを見せつけられながら期末テストというのは、新しい拷ごう問もんだな』

・ホラ子：『落ち着きましょう皆様。判はん断だんは二つです。


　①：戦争のない、平和で楽しい夏休みを迎える。

　②：超ちよう巨きよ大だい航こう空くう囚しゆう人じん艦かんの中で期末テストをしながら戦争に向かう。



　さあ、どちらを選ぶかは解わかっていますね？』

・あさま：『あの、ホライゾン？　誘ゆう導どう入ってませんか？』
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　どーしたもんか、と正まさ純ずみは思った。

　……学校行ぎよう事じが世界征せい服ふくの最大の障しよう害がいとはな……。

　しかし、よく考えたら現在の世界は学校で出来ているのだ。ある意味、学校が最大の敵と考えると、この展開は正しいような気もする。

　とはいえ、逃げ場が無い訳わけではないだろう。

・副会長：『行事関係と修しゆう学がく旅行の日につ数すう調ちよう整せいをして、どちらかを短くする事で、全体の進しん行こうに余よ白はくを与えるとか、そういう方法もある筈はずだ。そうすれば皆の負ふ担たんも減るだろう』

・不退転：『その計算は誰だれがするのかしら』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、祭さい事じ実行委員だな』

・〇べ屋：『祭事実行委員には誰が頼むの？』

・副会長：『──あ』
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　加か納のうは、大おお久く保ぼに息いき抜ぬきさせようと思って入った茶ちや屋やの中で、それを見た。

「……御お嬢じよう様さま、副ふく会長から祭事実行委員に対して日数調整を出来ないか打だ診しんしてくれと」

「何回目めや？」

　大久保が、来ている餡あん蜜みつ類るいに目もくれず、何枚もの表示枠サインフレームに対して俯うつむき作業をしている。そんな光景を見た上で、加納は静かに言った。

「一回目です」

「すぐやっておくけど、返答、五回は待たせとき」

「御嬢様、人間性が複雑ですね」

　せやな、と大久保が半はん目めで頷うなずいた。

「──最近、そうなったんや」

　と、大久保が言った時だ。加納は、自分の手元に表示枠が重なるのを確かく認にんした。

「御嬢様。……一秒七枚くらいのペースで、アリクイが通神文メールの連れん投とうを」

　く、と大久保が顔を上げてこちらを見るので、加納は掲かかげて見せた。上に向けた手ての平ひらの上、アリクイのアイコンがついた表示枠が高速で重ねられていく。

「ちょ、ちょう、どういう事やねんソレ！」

「恐らく、通神文メール操そう作さに不ふ慣なれな副ふく会長が、不慣れな走狗マウスに〝定期的に送っておいて〟とでも頼んだら、こうなってるのではないかと。──占せん有ゆうされる領りよう域いき的てきには余よ裕ゆうですが、いつやめるか解わからないのが厄やつ介かいだと判はん断だん出来ます」

「くぬ……」

　御お嬢じよう様さま、と加か納のうは会え釈しやくした。

「五回はクリアされましたので、返答はこちらにお任せ下さい。御嬢様は目の前の仕事を片付けられて、一ひと息いきつかれるのが良いかと」

　と、加納は、大おお久く保ぼの前の餡あん蜜みつを手で示す。

「まずはそれからです」
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　大久保からの返答が来た。

『３』

　こりゃ相そう当とうに怒ってるなー、と思うが、仕方あるまい。

　……修しゆう学がく旅行を三日で終了か。

　無む茶ちやだ、というか、それでは修学旅行ではない気がする。

　どうしたものか。

　と、正まさ純ずみが思った時だ。

『さあ。検けん査さをした以上、修学旅行に行って下さい』

　片かた桐ぎりが、催さい促そくを送ってきた。

・義　　：『これ、フツーの教きよう導どう院いんだったら喜んで予定立たてて行くだろうにな』

・いんび：『義よし康やす君！　僕達の教導院が普通じゃないような言い方をするね！』

・粘着王：『そうだな。何ど処こから見ても普通の、模も範はん的てき教導院であるぞ？』

・貧従士：『あー……、最近、何だか価か値ち観かんというものについて、押しつけなければ開き直った方が勝ちだと思うようになりましたねー』

・副会長：『私、まだそこまで達してないなあ……』

　思わず呟つぶやいてしまうが、片桐は表示枠サインフレームの向こうから鋭い目を向けてくる。

　……マクデブルクの際、検査をしたのがアリバイになってしまっているな。

　ホライゾンが、背後の空間から回かい収しゆう用ようの箱を出してきているが、見ない事にする。

　そして、片桐が追い打ちのように言葉を送ってきた。

『では、武蔵むさしアリアダスト教導院は、夏休み前までに修学旅行の予定表ひようをIZUMOにあります極きよく東とう教員連れん盟めいに提てい出しゆつ。その履り行こうを──』

　して下さい、と片桐が言う前に、差し込みで声が来た。

　葵あおい姉あねだ。彼女はノースリーブの袷あわせに、下はジャージ式のタイツ姿すがたで、

「ちょっと待ちなさーい！　待つのよ！　待ったわね！　ハイ待った！　それでいいのよボク！　そのまま私の疑問を、チンコから耳に通して考えて御ご覧らんなさい！」

　馬ば鹿か姉あねが、片かた桐ぎりに向かっていきなりこう言った。

「いい!?　アンタ今、悪い男ね。それも、相そう当とうに駄だ目めな男よ？　どういう事か、解わかる？　──ハイ答えは!?　何!?」
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「えっ？」

　片桐は、首を前に落とした。

　……悪い男って……。

　何か、自分が悪い事をしただろうか。無む論ろん、敵同どう士しではあるので、片方の益えきが片方の害がいになる事はある。そのせいだろうか。だが、向こうは確かく信しんめいた笑えみで、

『解らないの!?　どうして!?　何な故ぜＷｈｙ!?　そりゃアンタが考えてないからよ！

　ほら、考えて御ご覧らんなさい!?　私が何を問おうとしてるのか！　答えの在処ありかは秘ひ宝ほう館かん！　未み知ちなる扉とびらが開くわよクパアアアアアアア!!　ハイアンサー！』

「意味が解りません──！」

『あら駄目な子ね！　意味なんて自分で作ればいいのに、自分の考えが無いの!?』

　指さしで断だん言げんされた。

『やあねえ。今アンタ、向かい合った相手から、〝アンタ駄目な男ね？〟って問われたのに、〝疑問をハッキリしてくれないと答えられない〟って言ったの。意味解る？』

　馬鹿ね、と、踊り子が笑みを見せた。

『アンタ、自分の事も解らないで、他た者しやとの外がい交こうやってんの？』
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　片桐は、息を詰めた。何な故ぜなら、眼がん前ぜん、表示枠レルネンフイグーアの中で踊り子が言っている事は、

「つまり、自分が、どのような悪い交こう渉しようをしているか、気付け、と……？」

　……正直、こんな遊びに付き合ってる意味はありません……！

　だが、プライドはある。

　敵の一人に問われ、それを若じやく輩はいの自分が答えずに押し通したとなればどうなるか。他た国こくからどのような評ひよう価かを受けるかは、不安というしかない。

　無む論ろん、自分が未み熟じゆくを言われ、羽は柴しばの権けん勢せいを借かっているだけとされるのは構わない。

　しかしそれは、羽柴の存在を汚けがす事に繫つながる。

　……未熟な交渉役やくに好き勝かつ手てさせている、と。

　それは要するに、虚きよ栄えいの交渉役と、傲ごう慢まんの上役だ。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに攻め込んでいる今、そのような事を言われるのはよくない事だろう。

「く……」

　片かた桐ぎりは、唸うなり、こう思った。ここで、敵の問いに答えなければならない、と。

　だが、問題は、それ以前の段階に存在するのだ。つまり、

・ＡｎＧ：『ってか、カッキー、今の問いかけの答え、見つかってる？』

　その通りだ。

　何しろ、踊り子は言葉を挟んできただけで、〝こちらが悪い交こう渉しようをしている〟事については、ヒントも何も与えてくれてはいないのだ。だから、

・□□凸：『え、ええと、逆ぎやく算さん的に、彼女の言げん動どうから、怪あやしいものを抜き出すと』

・巨　正：『全ぜん部ぶ怪しいんですけど……』

　正せい論ろん過ぎる。が、長なが泰やすが言葉を送ってきた。

・つるぎ：『やっぱり、〝秘ひ宝ほう館かん〟、〝クパアアアアア〟でしょうか』

・□□凸：『えっ？　何です？　それって』

・つるぎ：『──え？　あ、ああ！　片桐君は知らなくていいですよ!?　ええ！』

・きめえ：『相変わらず過ぎるわ……』

　だが、と福ふく島しまが言葉を挟む。

・しとお：『まあ、あちらは巨きよ乳にゆう防ぼう御ぎよの使い手でも御ご座ざりますしなあ……』

・□□凸：『何ですかそれ。長泰さんや清きよ正まささんも使えますか？』

・しとお：『ちょっとレベルが違うで御座る。あ、体積ではなくて、恐らく質が。何しろ、拙せつ者しやの攻こう撃げきを弾はじき切りましたで御座りますゆえ』

　恐ろしい相手を正面に回した、という事は理り解かい出来た。

・ＡｎＧ：『……カッキーもう駄目かあ』

・きめえ：『案あん外がい、早かったわよね……』

・□□凸：『な、何を勝かつ手てに決めてるんですか!?　いいですか!?　交こう渉しようというのは、最後まで勝敗の解らないものなんですから！』

　片桐は、慌あわててはならない、と、そう思った。そして、

「──初しよ心しんに戻ります」

　呟つぶやいた、その通りに行動すると、そう決めた。
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　喜き美みは、片桐がこちらを見たのに気付いた。

　……あら、随ずい分ぶんと、落ち着いたわね。

　横、やってきた浅あさ間まも同じ事を悟さとったらしい。こちらに目を向け、何かを言おうとする。

　だが、喜美は浅間を揉もんで制した。

「あっ、だ、駄だ目めよ交こう渉しよう中ちゆうの私をそんな風ふうに誘ゆう惑わくしたら！　チャームポイントはノーブラ！　自由主しゆ義ぎってヤツよね！」

「国家間かん交渉の場で何なに言ってんですか──！」

　ともあれ揉もみ充じゆうしたので、喜き美みは片かた桐ぎりに視線を向けた。

「ねえボク？　これからアンタがしようとしている事。……一発ミスると、アンタ、〝足りない子〟となるけど、いいの？」

『構いません』

　片桐が言った。だから喜美は一つ頷うなずき、更さらに言葉を重ねた。

　こういう言い方したら、どうするかしらと、そう思いながら、

「じゃあ、いい？」

　問うた。

「羽は柴しばは〝足りない子〟を麾き下かにしている、と、そう言われるかもしれないわ？」

　彼らにとって大だい事じなもの。それが自分に関わるとしたならばどうするか。

　そんな問いかけに対し、相手は応じた。己おのれの胸に手を当て、羽柴ではなく、自分の問題だと見せた上で、

『──虚きよ栄えいや傲ごう慢まんより、不ふ足そくの方が、僕にとっては正しいあり方だと思います』

　何な故ぜなら、

『不足であれば、足せばいいからです』

　そう、と喜美は笑えみになってミトツダイラに振り向いた。

「足せばいいのよ？」

「足せるものですの!?　そうなんですの!?　智とも！　ひょっとして術じゆつ式しきありますの!?」

　浅あさ間まが両耳みみを塞ふさいで視線を逸そらすが、確かに術式は無かった気がする。

　ただ、喜美は片桐に視線を向けた。そして、

「じゃあ、そんなアンタに、私はこう言ってあげる」

　喜美は目を細めて、胸を抱き寄せて言った。

「もう、答えは見えてる筈よ？　アンタの何が悪いのか」
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　片桐は、武蔵むさしの踊り子の言葉に、身を震わせた。

　寒さむ気けだ。

　しかし、それは恐きよう怖ふではない。存ぞん外がいの、想そう像ぞう以上のものを見せつけられたという、

　……畏い怖ふです……。

・つるぎ：『か、片桐君！　大だい丈じよう夫ぶですか!?　犬なら怯おびえてお漏もらししてるような反応が出てますよ！　何かされたり失ってませんか!?』

・□□凸：『僕の人じん権けん返して下さあ──い!!』

　だが、畏い怖ふの後に必ず来る、呆ぼう然ぜんの心が身を浸ひたしている。

　……やられました……！

　片かた桐ぎりは、自分の持つ最大の武ぶ器きを封ふうじられた事を悟さとった。

〝答えは見えてる筈はずよ〟という、たったその一ひと言ことで、

　……未み熟じゆく者もの、不ふ足そく者として〝解わからない〟や〝教えを請こう〟が封じられました！
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　片桐は思う。如い何かなる方法であっても、解決すれば、交こう渉しようは勝ちなのだと。

　だから、未熟とか、不足という理由で、最さい悪あくの場合、頭を下げてでも解決の道をつける。

　それが、片桐が最終手しゆ段だんとして取ろうとしていた戦せん術じゆつだった。

　……未熟者ゆえ、申もうし訳わけない、と、そこまで覚かく悟ごしていたのですが……。

　だが、相手は、こちらの未熟を許した上で、通しはしなかった。

　きっと、こちらを〝足りない子〟と呼んだ辺りで、こっちの戦術を悟さとったのだ。自分が、未熟や不足を最終解かい決けつに用いる布ふ石せきを打っている、と。

　封じられた。

　もはや未熟は武ぶ器きにならない。更さらには、

・黒　竹：『でも、これ、形けい式しき的には、片桐君は相手に護まもられた事になりますねー』

　その通りだ。

　何しろ、未熟宣せん言げんを出来なかったという事は、己おのれが未熟ではない状態を保っている、という事でもある。

　つまり、自分はまだ〝足りない子〟ではない。

　相手がそれを狙ねらってやったかどうかは解らない。

・つるぎ：『で、でも、向こうだって、片桐君に逆転されないように、先に自分から予防線を張ったと、そう見る事も出来るじゃないですか』

・黒　竹：『──あの相手が、そういうキャラに見える？』

　確かに。そしてまた、こちらを未いまだ見ている微かすかな笑えみは、確かにこう言っているのだ。

　……良かったわね、と。

　何な故ぜかは解らないが、そう言われているという確かく信しんがある。

　ただ、言われている意味は重じゆう大だいだ。何しろ、先さき程ほどのまま、自分が未熟を謳うたったならば、それは自分に跳ね返るものでもある。

　その上で、己は、今いま更さらながらにこう思うのだ。

　……未熟を武器にしようとするのも、やはり卑ひ怯きよう。そういう事ですよね。
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・賢姉様：『フフ、未み熟じゆく者ものはどう思うのかしら？　ハイそこの眼鏡めがね！』

・眼　鏡：『私じゃないよね？　──じゃあ、聞いてみたいな』

・未熟者：『フ、自分は未熟だ、というのは、基本、己おのれが行動を起こすための理由だね。未熟だから自分はそうしなければならない、とか、そのように使うべき言葉だ。それも、まだ、現げん場ばをろくに知らないからこそ使えるものだと、僕は思う。だが──』

・眼　鏡：『タメなくていいから』

・未熟者：『く……！』

・眼　鏡：『く……！　とか、何ソレ？　意味あるの？』

・未熟者：『き、君には解わからない愉ゆ悦えつなんだよこういうのは！』

・眼　鏡：『そうやって狭いところに閉じこもって。あと、素直に〝面白さ〟って言っても大だい丈じよう夫ぶだと思うよ？　愉悦だと、意味がちょっとおかしいと思う』

・未熟者：『く、くそ……！　ええと、つまりだね』

・眼　鏡：『つまり、未熟者だから教えを請こう、というのは、本来、自分の実力を上げるための知識や、修しゆ行ぎよう、経験を請うために言う事だ。だけど先さき程ほどの彼は、ただ、自分が解らないから、この場ば限かぎりのヒントを欲するために、未熟という言葉を用いようとした。

　──それは未熟じゃない。未熟故ゆえの、浅せん慮りよだ』

・労働者：『仲いいな』

・眼　鏡：『……どうも』

・未熟者：『何な故ぜだあ──！　何故そうなるんだあ──！』
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　片かた桐ぎりは、深く息を吸った。

　そうやって心を落ち着かせて、ふと、ある事を思った。

　……この踊り子……。

　さっきの巫み女こさんに、どことなく似ている。

　雰ふん囲い気きだろうか。顔つきだろうか。巨きよ乳にゆうだろうか。否いな、

　……そうじゃない。

　こちらへの、興きよう味みのあり方だ。

　自分と、さっきの巫女さんの立場は、今、この踊り子相あい手てに、真ま逆ぎやくになっているのだ。

　先程、自分の事を上う手まく言えない己に対し、巫女さんはただただ話を聞いて、促うながし、確かく認にんをする鸚おう鵡む返がえしの問いを重ねてくれた。

　そうする事で、自分は、己の事を話せたのだ。

　そして、今、自分を隠かくして問うてくる武蔵むさしの踊り子は、つまり、

　……先さき程ほどの僕と、同じようなものです。

　それに気付かず、自分はただ相手を危険に思って、逃げを打とうとした。そうしたら、

　……先の先を読まれて、未み熟じゆくの宣せん言げんという逃げ場を潰つぶされた。

　向こうは、こちらの言う事を先さき読よみし、理解していたという事だろう。

　だからこそ、先程、自分は相手に畏い怖ふを感じた。それはつまり、

「────」

　失敗だ。

　この交こう渉しようは、失敗だ。

　交渉として、手も足も出ず、必ひつ死しに探した手段は先読みで打ち返された。

　そしてまた、この失敗すら、自分は救われている。何な故ぜなら、迫ったこちらに対し、相手は拒きよ絶ぜつしても良かっただろうに、最大とも言えるヒントを寄よ越こしたのだから。

　ヒント。それは、

「もう既すでに、僕には答えが見えているんですね？」

　相手は言ったのだ。〝答えは見えてる筈はず〟と。

　それはただ単に、こちらの未熟宣言を潰すだけのものではない筈だ。

　答えを自分は、見ているのだ。

　ああ、と片かた桐ぎりは思った。僕は言葉を拒きよ否ひされて、しかし救われたのだ、と。

　……それは、敗はい北ぼくに等しいですよね。

　だが、と片桐は思う。挽ばん回かいはあるだろう。また、今の自分の転てん換かんとなった、この心こころ持もちの変化のスタートを作ってくれた、さっきの巫み女こさんに対し、

　……次に話す時は、僕の方から、あの人の事を聞けるでしょうか。

　聞いてどうする、とは思う。自分の事を認めて話を聞いてくれた人に、今度は、自分の方から認めて貰もらいたいのかもしれない。

　ただ、今の自分と、先程までの自分は違うと思う。そして、交渉という物もの事ごとの考え方を変える契けい機きは、あの巫女から得ていたのだ。

　自分が成長したと、そんな事を伝える意味は無い。今、話せば、先程の自分とは違うという事が彼女には解るだろう。

　片桐は、息を吸った。自分の気分をリセットし、この交渉を失敗からやり直す。

　そのために、片桐は考えた。

「……既に、見えているもの」
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　ホライゾンは、片桐の呟つぶやきを聞きながら箱を抱え、さて、と言った。

「ホライゾン、実は途と轍てつもない重要ヒントを出していたのですが、向こう、気付かれたのでしょうか。──解答は、番組の後で」

　表示枠サインフレームに手を向けると、全ぜん裸らが言った。

「番組の後じゃ駄だ目めじゃね？」

「ほほう、遂ついにツッコミ役に収まりますか、トーリ様」

「今のは誘いか!?　そうなんだな!?」

「──フ」

　半はん目めで肩を竦すくめると、ホライゾンは片かた桐ぎりに視線を向けた。

「さて、どうでしょうか」

　言葉を飛ばした先、喜き美みの肩かた越ごしに見える片桐が、確かな頷うなずきを作った。

『解わかりました。僕の何が〝悪い〟のか。それは──』

　片桐が、こう言った。

『──〝検けん査さ〟という言い方ですね』
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　片桐は、息を整えた。

　……〝検査〟がいけなかったんです。

　武蔵むさし側がわの〝修しゆう学がく旅行のための検査〟と告げた際に、自分はある事を言わなかった。

「そう。どのような検査かを、僕は言いませんでした。

　──これでは、理由を明確としない言いがかりだと言われても仕方ありません。〝検査〟という言葉で、言いくるめようとしている、と」

　理由はある。

　あの時、交こう渉しよう役やくとしての体てい裁さいを感じた、というのもある。特に、羽は柴しばの代だい理りとして出ているのだ。クリーンなイメージをもっていたいというのがある。

　だが、そうではない、と片桐は思った。

　先さき程ほど、巫み女こさんと話して、悟さとったではないか。自分の〝男らしい〟とは、強ごう引いんに求めるものでも、無む理りをするものでもなく、

　……男として、今の自分に出来る事をする。

　羽柴代理の交渉役。それは、

　……汚よごれ役やくを引き受けるという事が、今の自分に出来る事です。

　だから片桐は言った。

　武蔵の姫ひめが抱えている箱。それは、

「武蔵は、修学旅行用ようの検けん便べん検査を行いましたね!?　その回かい収しゆう箱ばこに書いてあるBIGBENなどという言葉が正まさにそれ！　──ならば武蔵は、確かに修学旅行に行くべきでしょう！』
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　喜き美みは、腕うでを組んで笑えみの口を開けた。

「ようやくその一ひと言ことが出せたわね!?　そうよ検けん便べん検けん査さよー!?　朝から頑がん張ばってもりもり出して、試し験けん管かんに入れて出したのよ──!?」

『試験管に……!?』

・あさま：『喜美！　喜美！　信じちゃってるじゃないですか向こう！　噓うそつくのやめましょうよ！』

　ホライゾンを見ると、両の親おや指ゆびを上げていた。続ぞつ行こう許きよ可からしい。

　えー？　と言う浅あさ間まと鈴すずを、喜美は抱き寄せた。

「皆、出したのよ……？　ね？　鈴？」

「え？　あ、う、うん？　浅間さんも、だよ、ね？」

「あー！　もう、出しましたよ出しました！　四月にも一回やってますけどね!?」

　ミトツダイラが、向こうでしみじみと頷うなずいた。

「四月の時は、ええ、そりゃもう……」

　悪い思い出でも出来ているのだろうか。ともあれ喜美は、片かた桐ぎりに視線を向けた。

「羽は柴しばもアンタも、十じつ本ぽん槍やりも、当とう然ぜん、やってるのよね？」





●






　片桐は、息を飲んだ。

　……こちらに振ってくるとは……！

・つるぎ：『片桐君！　片桐君！　挑ちよう発はつに乗ったら駄だ目めです！』

・ＡｎＧ：『というか、皆、公こう表ひようしちゃえばいいよねー。そうすれば怖こわくないよ』

・巨　正：『えっ？　ちょ、ちょっと待って下さい。ええと、あの』

　足あし並なみが揃そろっていない。だが、否ひ定ていすれば、先さき程ほどの自分の咎とがめは効こう力りよくを失う。

　ならば、と片桐は思った。

「僕は出しました！　他の人達は機き密みつ情報なので想そう像ぞうにお任せします！　が、違い反はんはしていない事は確かく証しようします！」
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　背を向けて肩かた震ふるわせている喜美に、浅間は叫んだ。

「喜美！　私達の事だって秘ひ匿とくで良かったじゃないですか！」

「というかベルりんに促うながされて自じ爆ばくしたのアサマチじゃないかな？」

　ホライゾンが右の親指を上げて見せているが、どういう意味だろうか。

　ただ、喜き美みが表示枠サインフレームに向かって、こう言った。目め尻じりの涙を拭ふきながら、

「じゃあ、一つ問うわ？」

　笑えみで、踊り子が述べた。

「うちには秘ひ密みつ兵へい器きのアデーレがいてね？　この前の検けん査さでは人類範はん疇ちゆう外がいの結果が出て、再さい検査になったのよ!?　この場合、皆で修しゆう学がく旅行に行けというのは成立するのかしら!?」
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　片かた桐ぎりは反はん射しや的に叫んだ。

「貴女あなたの言う検けん便べん検査の再検査は、総そう員いんの再検査ではありません！　個人の再検査です！」

　それは既すでに既き知ちの情報だ。

「話をすり替えないで頂いただきたいです！　総員再検査でないならば、武蔵むさしは修しゆう学がく旅行に行く事が可能となります！」

　じゃあ、と踊り子が、笑えみを止めた。

『羽は柴しばは、アデーレに修学旅行に行くな、って言うのね？』

　……しまった！

　片桐は背を震わせた。また話題の先さき読よみをやられた、と。

　……そうです。

　再検査該がい当とう者しやがいても、期限が間に合わないとして、修学旅行を始める事は可能だ。その場合は、再検査該当者を地じ元もとに置いて、他の皆が修学旅行に行く事になる。

　それは、仕方の無い事だ。

　こちらは、これからその説明を行うつもりだった。

　だが、武蔵の踊り子は、お互いの遣やり取とりをすっ飛ばして、こちらの意い図とを指し摘てきした。更さらには、彼女の物もの言いいは、

『……アンタ、羽柴の代だい理りだものね？』

「────」

　まずい、と片桐は考える。今、向こうはこちらを感情論ろんに持ち込もうとしているのだ、と。

　……再検査該当者が、再検査を行うまで待たせないなんて、羽柴は酷ひどいと……。

　ハメられてはならない

　大体、相手の論には基本的な穴がある。それは、

「再検査を行うより先に、修学旅行に行くかどうかは、そちらの判はん断だんです！　僕達が決定する事ではありません！」

「馬ば鹿かねアンタ！」

　踊り子が笑みを濃くした。

「アンタ達と私達は、今、敵同どう士しなのよ？　私達は夏休み前に修学旅行を終えないと、アンタ達を追い詰める事が出来ない。だから夏休み前に修しゆう学がく旅行を行うのは必ひつ定じよう。

　──だけど再さい検けん査さを行ってたら、それは出来ないわね」

「だったら──」

　それはそちらの都つ合ごうだ、と片かた桐ぎりは言おうとした。その瞬しゆん間かんだ。

・黒　竹：『待った方がいいですよー。片桐君。出来れば、話、ずらした方がいいですねー』

・□□凸：『竹たけ中なか先せん輩ぱい……!?　何な故ぜです!?』

・巨　正：『今、私達は毛もう利りや六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、関かん東とう勢ぜいや奥おう州しゆう勢をも敵にしているからです。そうですね？　竹中先輩』

・黒　竹：『Ｔｅｓテスタメント．、そういう事』

　いい？　と竹中の言葉が聞こえた。

・黒　竹：『今、武蔵むさしのあの人は、もの凄すごい火ひ種だねを撒まいたの。──羽は柴しばは、場合によっては、国の動きや、その中の生徒一人ひとり一人に対して、情じよう状じよう酌しやく量りようを与えないかもしれないのよ、って。

　意味解わかる？　──今、毛利攻ぜめに全力で、力押おしも多くなってる私達は、同どう盟めい国こくや中ちゆう立りつ国こくに対して、今だけは敵てき対たい行為を取らないようにと交こう渉しようし、それを保っているけど……』

・□□凸：『……その裏から、武蔵側がわが誘う理由を、ここで種たね蒔まきした、と？　羽柴に味み方かたしていても、情状は無いんだから武蔵についた方がいいよ、と……？』

・巨　正：『羽柴様や、私達のイメージを落とす、という意味でも大きいですね。武蔵が被ひ害がい者しやになるようにも見えますし』

　無む論ろん、それは言いがかりの被害者だ。だが、

　……イメージとは、事実だけで決まるものではない……！
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・貧従士：『ちょ、ちょっと何ですか!?　自分、思い切り被害者ですよ!?　全国単たん位いで検けん便べん再検査がモロバレとか、どうにかして下さいよ！』

・俺　　：『何なに食ったんだよアデーレ』

・貧従士：『い、いや、フツーに貰もらった配はい給きゆう食しよくですよ!?　皆と同じです！　ただ、向こうの犬と遊んだりしてたので、毛か何かが保ほ存ぞん器きに入ったのかもしれませんけど』

・ホラ子：『ともあれアデーレ様が世界を動かす鍵かぎの一つになるとは、役やく職しよく無なしでも気が抜けませんなコレは』

・あさま：『喜き美み……？　ちょっと、あとで[image: ]しかりますからね？　トーリ君と一いつ緒しよに覚かく悟ごしといて下さいね？　──耳みみ塞ふさがないっ』
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　片桐は考えた。敵は今、自分達のイメージを落とそうとしている、と。だが、

　……情じよう状じよう酌しやく量りようで、武蔵むさしの従じゆう士しの再さい検けん査さを無しにする事は、不ふ可能です。

　もしもそんな事を行えば、武蔵の修しゆう学がく旅行云うん々ぬん以前に、学生として為なすべき義ぎ務むを放ほう棄きした事になる。

　だが、情状を働かせなければ、羽は柴しば側がわのイメージは、〝正しい〟という一方で〝冷たい〟ともなる。

　無む論ろん、良い結果を両りよう得とくするなど、出来ない事だ。しかし、

・□□凸：『大だい丈じよう夫ぶです。──情状を働かせない方を、僕達は選べます』

・つるぎ：『……大丈夫なんですか？　そんな、罠わなにはまるような選択で』

　大丈夫です、と片かた桐ぎりは言った。何な故ぜなら、

・□□凸：『いいですか。あの武蔵の踊り子は、自分達を敵同どう士しだと言ったんです。それは、もはや情状など必要がない相あい手て同士だと言う事。ならば、情状の見せかけなどは──』

　片桐は、眉まゆを立てて声を作った。

「僕達が正しく敵だと自覚しているか、問うてきたんですね」

　武蔵の踊り子が、前に出てきた意味が、今、ようやく理り解かい出来た。

　高たか嶺ねの華はなは、こう言っていたのだ。

　……前を見て、相手を見て、言葉を作れるようになれと。

　政治とは、上を見るものではなく、地ち平へいの国々を見るもの。

　その通りだ。

　今、敵が明確になったが、最初の頃ころとは違う。今の自分が捉とらえているお互いの関係は、単なる敵てき対たいではなく、

「お互いの意い図とと意い思しを汲くみ合った上での、敵としての関係……！」

　己おのれが放った言葉に乗せるように、片桐は言った。

「交こう渉しよう、お願いいたします!!」
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　喜き美みは、口の横を上げ、後ろを向いた。

　そして、視線の先に立っている正まさ純ずみの肩を叩たたく。

「政治家か？　相手がようやく、アンタと話の出来る〝敵〟になったわよ？」

　今、敵の声が聞こえる。それは、

『僕達は、武蔵を敵として認めます！　だが、武蔵のみを今は敵とし、他国とは現状の関係を保つ事を宣せん言げんします！　そして──』

　片桐が言った。

『敵とか味み方かたとか関係ありません。校こう則そく法ほうが存在する限り、学生は学生の義務を果たしなさい！　戦争をするならばそれからです。

　──武蔵むさしは、再さい検けん査さ該がい当とう者しやの再検査を行うか、先せん行こうして修しゆう学がく旅行を行うかを判はん断だんして、その履り行こうをするよう、要よう請せいします！』





●






　正まさ純ずみは、葵あおい姉あねが肩に乗せた手を払わなかった。

　代わりに、右の手を軽く掲かかげる。と、葵姉が、肩に乗せた手でこちらの右手を軽く打った。

　ぶつけ合う。後、言うべきは、

「──よく時間を稼かせいでくれた」

「前ぜん座ざにした分、メインはしっかり見せてくれるのかしら？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純が応じた。

「ソッコで結けつ論ろん出してくる」







[image: 第三十一章『提出台の要求者』]
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　片かた桐ぎりは、身み構がまえた。

　相手として出てきた武蔵むさし副ふく会長が、軽く右手を掲かかげたからだ。

　彼女は、幾いくつもの表示枠サインフレームを己おのれの周囲に展開している。それは、

・黒　竹：『こっちが踊り子と話している間に、何やら決めてきた、という風ふ情ぜいですねー』

・きめえ：『時間稼かせぎに付き合っちゃったって事？』

・□□凸：『それが不ふ利りとは思いません』

　何な故ぜなら、交こう渉しよう役やくとしての自分は大きく伸びたし、武蔵とこちらの関係も明確に出来た。一いち交渉役の権けん限げんを大きく上回る発言を重ねたが、

・つるぎ：『そうですね。片桐君は、羽は柴しば様さまの代だい理りとして、しっかりやってます』

・しとお：『その事についてで御ご座ざりますが……』

　は？　と言葉を作ると、福ふく島しまが言った。

・しとお：『──片桐殿どの、羽柴様の正式な代だい行こう依い頼らいを受けていない気が』

・ＡｎＧ：『今さっき、どっかの巫み女こが何か言わなかったっけ？』

・つるぎ：『い、いや、大だい事じなのは流れですよ流れ!!　いざとなったら〝実は代理じゃないんですう～。アハハ。すいませんっしたぁ～〟とか言って逃げ切れますし！』

・きめえ：『アンタもまた大たい概がいねえ』

・巨　正：『あ、武蔵副ふく会長が何か言いますよ？』

　はっとして、片桐は相手に改めての視線を向けた。

　武蔵副会長は、既すでにこちらを見ている。

『──お互いのスタンスは明確になった』

　そして、と彼女は、一いつ拍ぱくの間をもって、こう言った。

『こちらが修しゆう学がく旅行用ようの準備として、け、けん──、検けん査さを行い、アデーレ・バルフェットが陽よう性せいで人類範はん疇ちゆう外がいの記録を出して引っかかった事も認めよう』
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・俺　　：『何嚙かんでんだよオメエ』

・副会長：『う、うるさいな！　あまり使わない単たん語ごだから迷ったんだよ！』

・傷有り：『ふふ、点てん蔵ぞう様が告こく白はくして下さったのを思い出しますね』

・ホラ子：『──まさかケンベーン検査の話題が感動の告白シーンを呼び起こすとは。世の中とは奇きなるものですな』

・貧従士：『というか自分、名な指ざしでしたよ今！』

・●　画：『大だい丈じよう夫ぶよ。通神帯ネツトの人にん気き投票ではアンタ今いま急きゆう上昇中ちゆうだから』

・貧従士：『ネタキャラって思われてるだけですよソレ──！』
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　片かた桐ぎりは、半はん目めになった武蔵むさし副ふく会長の手て元もとを見ていた。実況通神チヤツト用らしい表示枠レルネンフイグーアが現れては消されているのを確かく認にんし、

　……情報交こう換かん中ちゆうなんでしょうか。

　解わからない。ただ、警けい戒かいと、思し考こうは必要だ。

　そして、一ひと息いきをついた相手が、こちらに再び視線を向けてきた。

『確かく認にんしたい』

「内容を聞いてからです」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と相手は応じた。続いてくる言葉は、

『──聖せい連れんは、武蔵に対して、修しゆう学がく旅行の履り行こうを絶対として求めるものか？』

　既すでにそれはこちらも宣せん言げんした事だ。ならば、

「Ｔｅｓテスタメント．、武蔵はその準備を行った訳わけですからね。……修学旅行の準備をしつつ、しかしそれを無しにして戦争行為を優ゆう先せんとするならば、武蔵は学がく業ぎようよりも戦争を優先としていると、そのような判はん断だんになります」

『Ｊｕｄ．、それはこちらも同どう意いだ』

　武蔵副会長が頷うなずいた。そして、

『アデーレ・バルフェットの再さい検けん査さは、履行せねばならない。そう判断するか？』

「Ｔｅｓテスタメント．、そう判断せざるを得ません」

　何な故ぜなら、

「人類範はん疇ちゆう外がいのものを出しておいて修学旅行など。旅行先さきを汚お染せんするつもりですか」
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・〇べ屋：『あれ？　つまり今、武蔵ってアデーレに汚染されてるの？』

・貧従士：『じ、自分でもふと思ったけど言わなかった事を！』

・●　画：『つーか薬くすり飲のんだりした？』

・貧従士：『いや、だから、ええと、ウン──、じゃなくて、たとえるならばカレーをお皿に移す時に福ふく神じん漬づけが混こん入にゆうしただけであって、先に鍋なべに入ってた訳じゃないですって！』

・俺　　：『ラッキョの方が出すには綺き麗れいっぽくね？』

・あさま：『ハイッ！　ハイッ！　リアルな話にならないようにそこ!!』
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　正まさ純ずみは、背後で皆がカレー談だん義ぎを始めているのを聞きながら、こう思った。

　……こっちを巻き込まないでくれ……。

　何な故ぜか葵あおい姉あねがこちらの肩に後ろから手を乗せてくるが、払い捨てておく。

　ともあれバルフェットにはすまない事をしていると思うが、同じ梅うめ組ぐみメンバーだ。結けつ論ろんだけ言うと彼女は逆ぎやく転てんの鍵かぎになる。その手段とは、

「アデーレ・バルフェットの再さい検けん査さは、履り行こうしよう」

　そして、と正まさ純ずみは片かた桐ぎりに言葉を送った。

「これが最後の確かく認にんだ。先さき程ほどの、うちの生徒……、うん、生徒、生徒だな、それとの交こう渉しようで、そちらは、物もの事ごとについての情じよう状じよう酌しやく量りようを認めなかった。そうだな？」
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　片桐は、武蔵むさし副ふく会長の言葉に、内ない心しんで眉まゆをひそめた。

　……今いま更さら、こちらのイメージを貶おとしめにきましたか？

　否いな、と片桐は思った。もう既すでに、そのようなものが通じない関係になっているのだ、と。

　ならばここでそれを行っても、小さな点てん数すう稼かせぎにしかならない。片桐はそう判はん断だんし、

「如い何かなる学生も平びよう等どうです。校こう則そく法ほうと、学がく業ぎようの義ぎ務む、そして様さま々ざまな機き会かいの均きん等とうがあり、再検査もそれに含まれる事です。──該がい当とう生徒の再検査は、学生としての平等であり、義務です」

　だから、

「情状を必要とするならば、校則法とは別の、武蔵内ないで用よう意い出来る情状を用いて下さい」

『──Ｊｕｄジヤツジ．』

　武蔵副会長が、頷うなずいた。

『平等。機会均等。それが聖せい連れんの意い思しで、武蔵に足りないものだと、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんは認めよう』

　彼女は右手を挙げ、肩を落としてこう言った。

『再検査は、平等という事で、三年生全ぜん員いんで行う』

「────」

　片桐は、一いつ瞬しゆん、言葉を失った。

　……三年全員!?

「待って下さい！　何を企たくらんでいますか!?」

『はあ？　──私はただ、人類範疇外のものを出したバルフェットだけが再検査など、酷こくだと思ったのだ』
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・貧従士：『酷こくでいいですよ！　変な気を遣つかわないで下さいって！』

・立花嫁：『本当に変な気なので何も言えませんね宗むね茂しげ様さま』

・立花夫：『同どう意見です、誾ぎんさん。だからといってアデーレさんに何も意味は無いですが』
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　武蔵むさし副ふく会長が、こちらを軽く指さし、言葉を続けた。

『一人で検けん便べん再さい検けん査さなんて、哀かなしいだろう。だから我々は、武蔵内ないで出来る情じよう状じようをもって、三年全ぜん員いんで、バルフェットの辛つらさを分かち合おうと、そう思っている。それとも何か？　そういう武蔵内での平びよう等どうと情状を、聖せい連れんは外から否ひ定ていするのか？』

　問いかけの内容に、片かた桐ぎりは危険を感じた。

　このような馬ば鹿かげた内容の遣やり取とりには、必ず裏がある。そういう危険だ。

　ゆえに片桐は叫んだ。

「武蔵の平等と情状には危険を感じます！」

『ならば、敵である羽は柴しば勢ぜい。──巨きよ大だいではあれ、君達は一いち勢力だ。聖連の代表としての発言ではないな、それは』

「────」

　見事です、と片桐は思った。

　時間潰つぶしとも捉とらえられる踊り子との交こう渉しよう。そこでは、自分達の敵てき対たいスタンスなど、こちらに有利なものが得られたと、そう思っていたが、

　……それらを利用しに来ています……！

　向けた視線に力がある事を、片桐は自覚する。

　だが、武蔵副会長は、相変わらず肩を落としたまま、こう言った。

『三年全員再検査という事で、武蔵の行ぎよう事じを少々、改めさせて貰もらう。つまり……』

　つまり、

『三年生が行うのは、修しゆう学がく旅行ではなく、──移い動どう教室とする』
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　正まさ純ずみは、息を深くついた。

　……修学旅行から、移動教室への行事の転てん換かん。

　この転換には意味がある。修学旅行は規き模ぼが大きく、日数としても四泊ぱくか五泊以い上じようを要求されるものだが、移動教室なら三泊程てい度どで何とかなるからだ。

　ゆえに一度、再検査でリセットを掛け、移動教室に変へん更こうをする。

　これが、正純の考えた案だ。だが、

『無む理りです』

　片桐の声を、正純は聞いた。

『武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの三年生は、昨さく年ねん度ど、二年次じに移動教室を行っています。

　──今から修しゆう学がく旅行を移い動どう教室に切り替えるのは、無む理りがあります』

「無理ではない。何な故ぜなら、聖せい連れんの後押しがあるからだ」

『聖連……？』

　片かた桐ぎりのひそめられた眉まゆに対し、正まさ純ずみは言った。

「武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんが二年次に行う移動教室は、三年次の修学旅行の事じ前ぜん演えん習しゆうだ。短たん期きの集団行こう動どうと寝ね泊とまりを経て、長期の行動に慣れるためにそれを行うのだ」

『しかし、──それを今いま更さらもう一いち度ど行う意味はありますか!?』

「忘れたか？　──三み河かわ争そう乱らんで、武蔵は、三河と合流したのだ」

　正純は、両の腕うでを水平に大きく回し、武蔵の全ぜん艦かんを示す。

「聖連が平びよう等どうと機き会かいの均きん等とうを武蔵に要よう請せいした。だから私達はそれに従おう。

　三河の学生は、現在、武蔵の内部で武蔵アリアダスト教導院の分ぶん校こう施し設せつに通い、生活している。基本、我々と同じ生活だが、彼らの学がく業ぎようは本ほん校こうである我が校が賄まかなっている。

　だが、──彼らが武蔵の学生として連れん携けいするには、機会が必要だ。

　三河の学生達は、武蔵のルールにまだ不ふ慣なれだからな」

　ゆえに、

「武蔵と三河、合ごう同どうの修学旅行を行うには、三河の学生達が武蔵に慣れる必要がある。

　よって武蔵アリアダスト教導院は、平等を期すため、修学旅行の予定を取りやめ、三河と武蔵の三年生に移動教室の機会を与え、共に協きよう調ちようを学ぶ事を決定する」
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　ミトツダイラは、正純の言葉を聞いて、首を傾かしげた。

「三河の学生って、今、どうなってますの？」

　武蔵内ない、地下にある学生施し設せつ用ようの横よこ町ちようなどを学校として用いている、とは聞いた事がある。だが、実際の彼らを見に行った事はない。

　……その辺り、どうなんでしょう？

　と心の中で疑問した時だ。二ふた代よがこちらに振り向き、頷うなずいた。

「三河出しゆつ身しん者しや、その学生は、ほとんどが極きよく東とう警けい護ご隊たいに合流して御ご座ざる」

「あ、そうなんですの」

　極東警護隊。元々は三河にいた、極東唯ゆい一いつの正式武ぶ装そうが許きよ可かされた部ぶ隊たいだ。中ちゆう立りつの土地であり、極東の主あるじであった松まつ平だいら本ほん拠きよを護まもるために存在していた警護隊は、三河争乱で武蔵と合流。平へい時じにおいては番ばん屋やと連れん携けいし、戦せん時じにおいては総そう長ちよう連れん合ごうと連携している。

　二代が総そう隊たい長ちようであるため、二代の私し的てき戦せん士し団だんのような扱いではあるが、

「三河者ものとしては、やはり武蔵には居い候そうろうの感がある一方で、恩も得て御座る。ゆえに皆、自分達に出来る最さい善ぜんは何かと言えば、極きよく東とう唯ゆい一いつの正式な単たん独どく戦せん時じ組織である警護隊に参加し、武蔵むさしの護まもりに就つく事にしたので御ご座ざるよ。

　おかげで当時に比べ、警けい護ご隊たいの人数は三倍程ほどになって御座る」

　成なる程ほど、とミトツダイラは頷うなずいた。

　……道どう理りで、前ぜん線せんが分ぶ厚あつくなっている訳わけですわね。

　総そう長ちよう連れん合ごう麾き下かの学生達は、やはり場ば慣なれが足りていない。それに比べ、他た国こくとの合同演えん習しゆうも経験する警護隊は、練れん度どが高い。

　基本、戦せん闘とう時じには前線を警護隊が張り、中ちゆう盤ばんからを総長連合麾下の学生が埋め、連れん携けいを取っているのだが、

「前線の警護隊が不ふ平へいを言わずに職しよく務むを果たすのは、居い候そうろうの身と、恩と言う事ですの……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ただ、現状において、総そう員いんは拙せつ者しやの麾下ではあるが、拙者は基本、相あい対たい戦せんと要よう人じん警護を主として御座るからな。副ふく隊長以い下かが総長連合の諸しよ部ぶ隊たいと連携して御座る」

　成程、と思い、ふと、ミトツダイラは視線をある人物に向けた。

　第一特とく務むだ。何な故ぜなら、

「……第一特務？　貴方あなた、そういった連携の仲ちゆう介かい役やくや、指し揮き役やくですわよね？　なのに、何故、彼らの素す性じようや現状など、知らせませんでしたの？」

「い、いや、知ったら知ったで、要いらぬ気き遣づかいなど発生するで御座ろうし……」

　彼の横で、メアリが小さく笑った。

「そういう事を、警護隊の方から言われたんですか？」

「いやいやいや、そ、そんな事は無いで御座るよ？」

　とあたふた言いつつ、しかし第一特務はハッキリと言げんを述べない。

　つまりそれは、そういう事なのだろう。

　その遣やり取とりに、二代が苦く笑しようした。彼女は一つ会え釈しやくを作り、

「もし、警護隊の面めん々めんと、共に行ぎよう事じなどで学生として時間を過ごせるのであるならば、警護隊と総長連合の連携も、もっと楽に行えるもので御座ろう」

「……確かにそうですわね。第一特務と、恐らく書しよ記き、この二人に指し揮きを任まかせるだけではなく、私達や、他の委員長達たちとも連携が取れるようになる筈はずですわ」

　しかし、とミトツダイラは、この発はつ想そうを述べた後うしろ姿すがたを見た。

　本ほん多だ・正まさ純ずみ。

　自分達の副ふく会長は、三河出しゆつ身しんなのだ。それも、どちらかといえば、三河を出てきた身と、そう言っていい。そんな彼女が、今、三河と武蔵の平びよう等どうを謳うたうのは、

・銀　狼：『……正まさ純ずみは、武蔵の住人になっている、という事ですわね』

・副会長：『何だ一体、その、取り返しのつかなさそうな言葉は』

・あさま：『そうですよミト、まるで正純が最近になっておかしくなったみたいじゃないですか。正純は昔から武蔵の住人ですよ？』

・約全員：『もっと酷ひどいのが来たぞ!!』

　ともあれ、とミトツダイラは正まさ純ずみに言葉を送った。

「移い動どう教室を夏休み前に行う。……そのつもりですのね？」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は応じた。

　眼がん前ぜん、表示枠サインフレームの向こうに、片かた桐ぎりがいる。

　眉まゆを詰め、こちらに鋭い視線を向けた敵だ。

　彼に、正純は言葉を放った。

「聖せい連れんの求める通り、私達は平びよう等どうを履り行こうする。──異い論ろんはないな？」

『何日間かんの予定ですか？』

「二泊はく三日かだ」

『三泊四日は必要でしょう』

「──武蔵むさしでの移動時間を考こう慮りよしていない意見だ。現げん場ばで二泊三日。そう捉とらえてくれ」

　左さ様ようですか、と片桐が頷うなずいた。

『直ま近ぢかの土地、水み戸とや白しら河かわで現げん地ち合がつ宿しゆく、などとはならない訳わけですね？』

「そのつもりだ」

　では、と片桐が言った。

『移動日び入いれて三泊四日』

　但ただし、

『現げん着ちやくから、とします。また、夜に移動されて、それを一泊。というのは無しで』

　成なる程ほどな、と正純は思った。移動教室は二泊三日でいいが、その後の動き、たとえば北ほう条じように行くには一泊を掛けるか、移動教室でちゃんと三泊四日を使え、という事だ。

　……私としては、移動教室直ちよく後ごに北条に行きたいと考えているのだが。

　北条に行くとしても、いろいろと準備は必要になる。ならば、

　……移動日の一泊は他た国こくから何もされぬ安全日、と考えるべきか。

「Ｊｕｄ．、それで了りよう解かいしよう」

　こちらの言葉に、片桐が頷いた。了りよう承しよう、の表示枠を出して、承しよう認にんを押す。随ずい分ぶんと決けつ断だんが早いが、こちらを逃のがさず、また、自分の分ぶんを知っている、という事なのだろう。

　彼は静かな視線をこちらに向け、

『こちらも了解しました。──ただ、聖連側がわとして、言っておきます。武蔵がこれから行うのは、学がく業ぎようの一いつ環かんだと』

「そのつもりだが？」

『ならば、──外がい交こうや、貿ぼう易えき、援えん助じよ行為などは、禁きん止しとします』

　こちらの動きを、一いつ気きに封じてきた。

　だが、正まさ純ずみは、片かた桐ぎりの言葉に平へい然ぜんと頷うなずいた。

「移い動どう教室、確かにその通りの行為だな」
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・副会長：『葵あおい姉あね！　この相手、何かさっきより鋭くなってるぞ！』

・賢姉様：『あらやだ、自分のミスをこっちのせいにしないで欲しいわね。ククク』

・ホラ子：『ともあれ外がい交こうなども何も無しとなると、この武蔵むさし、単にデカい障しよう害がい物ぶつですから、迷めい惑わくの塊かたまりですねえ』

・武　蔵：『下から見ていると雄ゆう大だいを感じる。そういう利り点てんが御ご座ざいます。──以上』

・俺　　：『胸？　パンツ？　どっち──、おっとオメエらステイステイ。武ぶ器きはやめろよ武器は！　あ、拳こぶしも武器の一種だぞ!?　膝ひざか──！』
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　移動教室にかこつけた貿ぼう易えきや外交という手を、学がく業ぎよう優ゆう先せんとする聖せい連れんの判はん断だんで封じられた。

　……こちらが聖連の要よう請せいをもって移動教室を叶かなえた以上、仕方あるまいな。

　まあいい、と正純は思う。貿易にしろ外交にしろ、父ちち達たちや、うちの暗あん黒こく会計どもならばどうとでもする筈はずだ。それよりも問題なのは、

　……近きん隣りんに出る事を封じられたな。

　正直、同どう盟めいを結んだ奥おう州しゆうに出てしまえば安全だ。だが、

・副会長：『欲を言えば、移動教室では、奥州側がわではなく、別の場所に行きたい』

・未熟者：『奥州側に行ってしまったら、もしも北ほう条じようやP. A. Odaで動きがあった場合、即そく座ざに反はん応のう出来ないからね』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷いた時だ。義よし康やすが呟つぶやいた。

・義　　：『では、それこそ、北条に行くというのはどうだ？』

　案としては悪くない。

　……否いな、ベストに近いな。

　何な故ぜならば、

・義　　：『神流かんな川がわの戦いが終わった後、松まつ平だいらが取るべき歴史再さい現げんは、関かん東とうの覇は権けんを北条と争う〝天てん正しよう壬じん午ごの乱らん〟だ。貴き様さまらは今、移動教室をせざるを得なくなっているが、北条で移動教室を行うならば、学業の時間が終了次し第だい〝天正壬午の乱〟に移行する事も出来るだろう』

・副会長：『確かにそれがベストだ。私も、移動教室直ちよく後ごに北条に行きたいと思ってる』

　だが、と正純は言った。

・副会長：『先に移動教室として北条に行くという、その選択は、採とれない』
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　義よし康やすは、内ない心しんで頷うなずいた。そうだろうな、と。

　……北ほう条じようにて移い動どう教室を行う事は不ふ可能。

　心の中には、既すでに理由が見つかっている。そして、その理由を、

・俺　　：『北条には触しよく手しゆがいるから？』

　武蔵むさしの姫ひめと、浅あさ間まの巫み女こが、馬ば鹿かを手て招まねきして皆の後ろに連れて行く。続く流れで、説せつ教きようの声が聞こえ始めるのを余よ所そに、副ふく会長がこう告げた。

・副会長：『北条は今、P. A. Odaと敵てき対たいする道を選択したばかりだ。だが、そこで武蔵が移動教室に行ったら、どうなる？』

・未熟者：『──そうだね。まだ江え戸どには鳥とつ取とり城じようが存在するし、P. A. Odaでは毛もう利り攻めに参さん加か出来ない勢せい力りよくが存在しているからね。今、関かん東とうや奥おう州しゆうの諸しよ家かは武蔵側に靡なびきつつあるから、見せしめと警けい告こくの意味を含めて、P. A. Odaは北条を制せい圧あつに掛かるだろう。

　下へ手たをすると、〝小お田だ原わら征せい伐ばつ〟の前まえ倒だおしが、〝天てん正しよう壬じん午ごの乱らん〟より先に生じる』

・●　画：『別に、北条は滅びる訳わけだから、構わないんじゃないの？　〝小田原征伐〟が生じれば、それこそ信のぶ長なが暗あん殺さつ後ごの歴史再さい現げんが果たされるんだし』

・未熟者：『その間、武蔵は移動教室で戦争に荷か担たん出来ないんだよ』

　その通りだ。そして、そうなった場合、どうなるか。

・副会長：『武蔵は、学がく業ぎようを理由に、P. A. Odaの脅きよう威いを防ぐ事が出来ない。……それを他国に見せつける事となる。更さらには──』

　更には、

・副会長：『最さい悪あくの場合、北条を失った状態で移動教室が終了し、孤こ立りつしたままP. A. Odaの包ほう囲いを相手に戦争する事になる。〝小こ牧まき長なが久く手ての戦い〟を、そのまま行われる訳わけだ。

〝小牧長久手の戦い〟は、松まつ平だいらが羽は柴しばに勝つ戦せん闘とうだが、羽柴勢ぜいは北条を倒した勢いで、こちらに向かってくるだろう』

　副会長の言葉に、義よし康やすは目に見えぬ吐と息いきを心に落とした。

　……全く。

　一年前とは酷ひどい違いだ。

　去年の今いま頃ごろは、義よし頼よりにたてつきながら、しかし北条との戦せん域いきを構えていたのだ。

　いずれ北条との決けつ着ちやくがついたら、義頼は姉の事も何もかも、話してくれるのではないかと、そんな事を期待もしていたのだ。

　それがどうだ。

「くそ……」

　北条は、あの氏うじ直なおは、今の状況をどう思っているのか。

　自じ動どう人形の身体からだを持っているとはいえ、氏うじ直なおは、武蔵むさしの姫ひめ程ほど最さい善ぜんの……、いやあれは最善と言っていいのだろうか。もっと別の何かな気がする。

　ともあれ、自分にとって、あの頃ころからの付き合いとなるのは、もはや氏直しかいないのに、

・義　　：『最さい悪あくの事じ態たいという、そんな言葉を語る状況が、関かん東とうを覆おおっているとはな』

　通つう神しんに告げた言葉は、愚ぐ痴ちでもあろう。

　だが、それを拾うように、武蔵の第三特とく務むが右の手を軽く挙げた。

・金マル：『ヨッシー、──そうなった場合、武蔵はどうすればいいと思うの？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と義よし康やすは言葉を皆に送った。

・義　　：『……北ほう条じよう滅めつ亡ぼうよりも、移い動どう教室を長なが引びかせる事だ』

　要は簡単だ。学がく業ぎように身を守らせる。つまりは、

・義　　：『移動教室中なので、〝小こ牧まき長なが久く手ての戦い〟は生じない。また、場合によっては、移動教室中に現げん場ばとなっていた北条が滅びたので、移動教室をやり直さねばならない。

　そんな言い訳わけで、安全を確かく保ほする事が出来よう。──無む論ろん、それをやれば、武蔵は護まもられるが、武蔵の権けん威いは失しつ墜ついする』

「お待ちを」

　と、声が実際に飛んできた。

　巫み女こと一いつ緒しよに、馬ば鹿かに説せつ教きようしていた武蔵の姫ひめだ。いつの間にか馬鹿の横に泣き真ま似ねをする馬鹿姉あねがいて、巫女に騎き士しが追つい加かで説教しているが、何なのだあれは。

　ともあれ、武蔵の姫はこう言った。

・ホラ子：『どちらにしろ、今、最も危険なのは、北条ではありませんか？

　羽は柴しば様さまを敵に回した以上、ここから先、北条は詰むだけだと判はん断だん出来ます。今すぐにでも北条が羽柴様に侵しん攻こうされないのは、何な故ぜなのです？』

　確かにな、と武蔵副ふく会長が、吐と息いきつきで言う。

・副会長：『だが、現状、武蔵が北条に移動教室で行く事さえしなければ、北条は羽柴勢から襲おそわれる事はないと、私はそう見る』
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「どう見ますか？　叔お母ば様。この駆かけ引きを」

　有あり明あけより北の空、黒い森の上に浮かぶ長ちよう大だいな武ぶ神しん空くう母ぼの甲かん板ぱん上じようで、政まさ宗むねは呟つぶやいた。

　彼女の問いに答えるのは、表示枠サインフレームの向こうの義よし光あきだ。羽う州しゆうの狐きつねは、

・九尾娘：『ちと、夜よ風かぜに冷えぬよう、酒を頂いただくぞ？』

「どうぞ」

　と、音声変へん換かんの表示枠に告げて、数秒。

　は、と一いつ献こんの吐と息いきを入れてから、義光が告げた。

・九尾娘：『武蔵むさし副ふく会長の判はん断だんは、安土あづち城じようの動きを見てのものであろうの。──羽は柴しばが即そく座ざに北ほう条じようを見せしめにするならば、今すぐ安土城を戻し、北条を戦せん火かとすればいいのだえ。

　しかし、未いまだに安土城は毛もう利りに向かっているぞえ？　何な故ぜか解わかるかえ？』

「羽柴が、毛利攻ぜめを重要としているからです」

　そうよのう、と同どう意いの言葉が来た。

　表示枠サインフレームの中、義よし光あきが口に盃さかずきを当て、目を細めた。

・九尾娘：『羽柴はひどく冷静よの。北条が敵てき対たいしたとて、慌あわてず、既すでに手を打っておる』

「江え戸どに、鳥とつ取とり城じようを置いている事ですか？」

・九尾娘：『江戸に戦せん力りよくを置いている事自体、ぞえ？』

　小さく訂てい正せいされ、政まさ宗むねは、小さく笑った。

「確かに。──江戸の戦力は文ぶん禄ろくの役えきの歴史再さい現げん。羽柴は、必要とあらば毛利攻めに参加しない戦力の内、文禄の役に出る戦力を即そく時じ北条へと投とう入にゆう出来る訳わけです。

　ゆえに、安土が去っても、羽柴の脅きよう威いが関かん東とうから去った訳わけではない。逆に、北条が動いた事で関東は緊きん迫ぱくし、それゆえに羽柴の脅威を考こう慮りよしなければいけなくなりました。

　ここで何か動けば、羽柴を動かしてしまうのではないかと」

・九尾娘：『そう。──北条の反はん乱らんに対し、すぐに動かぬ事で、羽柴は楔くさびしたのだえ？』

　彼女が掲かかげた器うつわに、鮭しやけ延のべが酒を注そそぐ。

　なみなみと、という言葉を超え、表面に透とう明めいの丸みが盛り上がって揺れた。

・九尾娘：『北条の反乱は、歴史再現よのう。だから見み逃のがそう、と羽柴は安土を去らせた。

　しかしここで、何か別の動きが関東にあれば、羽柴は赦ゆるさない。

　毛利から、羽柴が行う大おお返がえし。それは信のぶ長なが暗あん殺さつの仇かたき討うちに向かうものではなく、関東にて成せい敗ばいを行うものになるのかもしれんぞえ？』

　さて、と義光が言った。

・九尾娘：『武蔵よ。面めん倒どうな学がく業ぎよう。しかし楽しい移い動どう教室。何ど処こへ行く？

　関東の近きん隣りんは不ふ可能。北条も封じられた。──奥おう州しゆうへ来るか？　羽柴や北条の即そく座ざの動きに対たい応おう出来ぬが、今度は菓か子しをたくさん用意しておくぞえ？』
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　さて、と正まさ純ずみは、起き点てんとなる言葉を心の中に置いた。

　……移い動どう教室は、何ど処こに行くか。

　遠過ぎてはならない。可能ならば武蔵専せん用ようの陸りく港みなとがあればいいが、そうも贅ぜい沢たくを言ってられるものでもないだろう。

　……有あり明あけの補ほ修しゆうが気に掛かるが、それはもう、有明自体に尽くして貰もらうしかないな。

　と、そこまで思って、正純はある事に気付いた。

　自分の中では、もう、移い動どう教室に行くつもりなのだな、と。

　今までの話し合いで決まった事ではあり、他が気になるものではあるが、自分としては行く事に気き兼がねがない。

　ならばあとは、何ど処こに行くか、だ。

「候こう補ほは、ある」

　関かん東とうに近く。そして、羽は柴しば側がわにも影えい響きようを与えられる場所。

　それは、と、正まさ純ずみが言おうとした時だ。

　会議の場としている橋はし上うえ。そこに至る階段の側から、声がした。

「正純君。いきなりの移動教室、ちょっと俺おれに、意見言いわせてくれる余よ裕ゆうはある？」

　問いかけを送ってきたのは、一人の男。〝武蔵〟を背後に連れた、

「酒さか井い学長……！」
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　よう、と手を挙げる酒井に、ミトツダイラは振り向いた。

　正面、正せい座ざで俯うつむいて、浅あさ間まの説せつ教きように「はいっ、はいっ」と言っている馬ば鹿かがいるが、とりあえず無む視しして、

「酒井学長……。移動教室の行き先で、いい伝つ手てがありますの？」

　崩くずした正座を向けた先、酒井は、あー、と首を傾かしげながら、こう言った。

「伝手というか、まあ、ちょっとした馴な染じみでねえ」

　言いつつ、彼が、視線をある方向に向ける。

　橋上の、隅すみ。そこに二つのものが転がっている。

　長い時間を放ほう置ちされ、背を向けた横よこ向むき寝でいじけている真さな田だ・信のぶ之ゆきと、同じように寝ね転ころがって表示枠サインフレームのゲームをやっている、

「えーと、昌まさ幸ゆきさん」

「ぬ？」

　と、真田・昌幸が、身を起こした。そして彼は、酒井を見ると、

「────」

　一いつ瞬しゆん。目を見開き、しかしすぐに昌幸が身を跳ね上げた。

　平へい伏ふくの上で、昌幸が横の息子むすこの背を摑つかみ、手て首くび一つで身を起こさせる。その動きは的てき確かくで、

　……あら。

　ちらりと視線を向けた先。直なお政まさが、「へえ」と感想を漏もらしている。それが本来の彼の実力なのだろう。そして膝ひざをついた真田の学長は、

「酒井様！　このたびは──」

「聞いてましたって」

　酒さか井いが笑って腰を落とすが、昌まさ幸ゆきは対たい抗こうするように頭を下げる。だが、ミトツダイラは、

「……酒井学長、敬けい語ごを喋しやべれたんですのね」

「俺おれ、皆の中でどういうキャラなのかねえ、一体」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたのは、〝武蔵むさし〟だ。彼女は目を半はん目めにして、

「──まさか酒井様に、そのような芸げい当とうと、判はん断だん基き準じゆんがあろうとは。──以上」

「何かキツめだね〝武蔵〟さん。アレだよアレ、昔、世せ話わになったアレ」

　昌幸が平へい伏ふくの度ど合あいを強くし、右手で、訳わけの解わかっていない信のぶ之ゆきの頭を押さえる。と、不ふ肖しようの息子むすこが、床に額ひたいをつけながら、

「いててて、痛いよパパ！　どういう事だよ!?」

「……いろいろあるのだ！」

　だねえ、と、酒井が一ひと息いきを入れた。

「ま、そういう感じでさ。ちょっと昌幸さん、うちの連れん中ちゆうに、場所貸かしてくれない？」

　酒井が問い掛けた時だった。ミトツダイラは、三つの反応を確かく認にんした。

　一つは、真田の学長が伏せていた頭をいきなり起こし、絶ぜつ句くした事。

　もう一つは、

『……！』

　表示枠サインフレーム。その中で、片かた桐ぎりが眉まゆを立ててこちらを見ている事。更さらにもう一つは、

「────」

　空だ。上空。夜や天てんの高くを、高速で北から西に回り、突き抜けていくものがある。あれは、

「竜りゆう属ぞくと判はん断だん出来ます。それも──」

〝武蔵〟が告げようとした瞬しゆん間かんだった。

　不ふ意いの激げき震しんが、有あり明あけと、格かく納のうされた武蔵を襲おそった。

　何かが、高速で天てん上じようから、有明の右みぎ縁ふちに着ちやく地ちしたのだ。

　それは何か。

　ミトツダイラは、有明右う舷げん後こう部ぶ縁、こちらと視線を合わせるように存在する巨きよ大だいな影を、そこに認めた。

　影の形は、明確だった。巨きよ大だいで、人ではなく、翼つばさあるものとしての、

「竜属……！」
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『──左さ様よう』

　正まさ純ずみは、展開した有あり明あけ上じよう面めん装そう甲こうを歪ゆがませる巨きよ影えいが、声を放つのを見た。

　竜だった。それも真まっ白しろな、全長百二十メートルを超える大たい竜りゆうだ。翼つばさが六枚あるので、地ち竜りゆう系けいとされる獣けものとしての竜ではない。高度な知ち性せいのある、天てん竜りゆう属ぞくだ。

　白はく竜りゆうは、静かにこう言った。

『真田さなだ教きよう導どう院いん所しよ属ぞく。襲しゆう名めいとしては、──〝元もと〟猿さる飛とび・佐さ助すけ』

　大きく、低く、複数ある気き道どうから作られる声は、揺れている。

　その揺らぎが、確かにこちらに向き、宣せん告こくした。

『真田の地に入れば、──我ら、元十じゆう勇ゆう士しの生き残り、天てん竜りゆうの二人と相あい対たいする可能性があると、そう知れ、人類。我らが主あるじ、真田・信のぶ繁しげ様さまの代だい理り、伝でん言ごん役やくとして警けい告こくする。我ら──』

　彼らは、

『真田・信繁様を、羽は柴しば側がわへ送るため、真田の地にて動き、護まもるものである』







[image: 第三十二章『辿り着きの巨影達』]











●






「先生達たちが、表おもてに出てきたみたいだねえ」

　暗くら闇やみの底、土と針しん葉ようの堆たい積せきの上で、女の声がした。

　ややあってから、機き械かいの駆く動どう音おんがして、しかし、音の発はつ生せい源げんとは別の位置から、

「やめとけ望もち月づき、俺おれらの位い置ち教えるだけだぜ」

『Ｔｅｓテスタメント．。了りよう解かいしました筧かけい様さま。──海野うんの様が化け粧しよう直なおしをされるかと思ったので』

　いいよ別に、と、海野が闇やみ中で上を見た。

　頭ず上じよう、背の高い針葉樹の森があり、ちらほらと青あお黒ぐろい夜や天てんが覗のぞいている。小さく切り取られた空には何も見えないが、代わりというように、

「……滝たき川がわの随ずい伴はん艦かんが、白しら鷺さぎ城じようの保ほ護ごに向かってるね。落らつ下かの音からすると、右う舷げん艦かん以外はろくに形も残ってないみたいだったけど」

「俺達たちが撤てつ退たいしたのも、少しは責任緩かん和わされっかねー。大おお家やがあれだけやられたなら、店たな子こが敵かなわなくても当とう然ぜんとか、そんな見方が欲しーわ、俺」

　闇の中、何かを引きはがして、貼はり付けている音がする。

『筧様、骨こつ折せつの方は──』

「修しゆう復ふくの符ふー貼って寝る。強ごう引いんにでもくっつけねえと立ち回れねーし」

「第二ラウンド、やる気かい？」

「当たり前だろ。先生達、出てきちまったし、俺らの仕事、まだ滝川から解かい除じよされてねーのよ。P. A. Odaからもチェックねー訳わけだし」

　それに、

「教きよう導どう院いんの方だって、そんな状態でP. A. Odaに〝うちの忍にん者じや帰き投とうさせていいスか〟とか言えねーわな。逆に〝うちの忍者、無ぶ事じなんで、現場続ぞつ行こうス〟とか、そのくらい言うだろ。

　今、向こうのシメは三み好よしさんだし」

　だねえ、と海野が苦く笑しようした。

「武蔵むさしは移い動どう教室らしいけど、数日でこっちに戻ってくる。それまで──」

　Ｔｅｓ．、と望月が、非ひ発はつ光こう型がたの表示枠サインフレームを闇の中にいる二人に投げた。

『武蔵が二泊はくから三泊で戻ってくる間の、お二人の回かい復ふく用ようの献こん立だてです。私の方は修復が成りましたので、今夜からこのスケジュールでお二人には動いて頂いただきます』

「お前のそーいうところ、俺、結けつ構こう好きかもしんねーわ」

　有あり難がとう御ご座ざいます、と望月が頷うなずきの言葉を送った。すると、

「…………」

　遠く、空から、長く響ひびく咆ほう吼こうが届いてきた。

　葉が震え、眠っている鳥とり達たちがざわめく。

　そんな音おと群むれの底にて、深い息をもって、筧かけいが呟つぶやいた。

「佐さ助すけ先生か……」

　Ｔｅｓテスタメント．、と海野うんのが、携けい帯たい用ようの毛布を軽く広げる音をたて、こう応じた。

「私達の先生はもう亡くなってるけどさ。……佐助先生達たちも、やっぱ、寂しいのかな」

　だって、

「今の、凄すごく、嬉うれしそうな咆ほう哮こうだったよ」
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　正まさ純ずみは、竜りゆうが笑うのを初めて聞いた。

　無む論ろん、竜りゆう属ぞくとの明確な邂かい逅こうは初の事だ。後ろで伊だ達て家け副ふく長ちようが、

「何ど処こかの馬ば鹿かな半はん竜りゆうも、流石さすがにあれには敵かなわないかしら」

「ほう。拙せつ僧そうの力が借りたいのか」

　などと言っているが、ふと、正純は気になったので聞いてみた。

「伊達家副長、……竜属の知識はあるのか？」

「北方……、というよりも、欧おう州しゆうや、関かん東とう以い東とうの山さん間かん部ぶには地ち竜りゆうがよく生せい息そくしてるわ。逆に、翼つばさをもった天てん竜りゆう系けいは、居い場所を求めた結果、点てん在ざいという結果になってるけど、──大だい体たいは欧州か、関東以東、中部から奥おう州しゆう中央あたりのライン上に住んでるわね。そして──」

　そして、

「真さな田だの方には、天竜の主しゆたる一いつ派ぱが居場所を決めていた筈はず。……この辺りは、政まさ宗むねの方が詳しいと思うけど」

「否いな、充分だ。つまりこの状況、彼らも異い族ぞくとして、今は元学生な訳わけだな？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と伊達家副長が頷うなずいた。

「物理的に厄やつ介かいだったら相手をするわよ？」

　ほほう、と声を作ったのは、佐助だ。

　彼は、その巨きよ軀くをゆっくりと動かす。わ、と武蔵むさし上じようの人々を警けい戒かいに動かさせながら、佐助が、身を前に、こちらへと乗り出してきた。

『かつてゲルマンの制せい圧あつ行こうに参さん戦せんし、欧州を破は壊かいした我らを、小こ娘むすめが相手されるか。

　ここで竜りゆう砲ほうを発し、片付けてもいいのだぞ。否いな、むしろそうさせて欲しいものだな。

　しばらく振りの暴あばれの時間を前に、準じゆん備び運動は必ひつ須すゆえ、な』

「御お盛もり上がりの処ところ、残念だが、出来れば御お帰かえり願えないだろうか」

　正純は言った。手て元もとの表示枠サインフレーム内、武ぶ神しん隊たいを中心とした射しや撃げき隊たいや防ぼう護ご隊たいが、佐助を扇おうぎ状じように半はん包ほう囲いするのを確かく認にんしながら、

「突とつ然ぜんの来らい訪ほう、意見を聞く事は出来ても、持て成なしは間に合わないのだ」

「Ｊｕｄ．、そうですとも」

　ホライゾンが、こちらを助けるように頷うなずいた。

　はっと、正まさ純ずみはホライゾンの手て元もとを確かく認にんする。と、ホライゾンの向こうに立っているミトツダイラが、軽く両手を構えながらアイコンタクトを送ってきた。

〝大罪武装ロイズモイ・オプロの不ふ意い打うちは、今のところする様よう子すありませんのよ!?〟

〝何かあったら押さえろよ!?〟

　というか、その向こう、ネシンバラが色しき紙しをもって佐さ助すけを見つめているのは大だい丈じよう夫ぶだろうか。しかも、色紙は二枚かあ……。

　と、ホライゾンが、一歩を前に出た。

「──佐助様と仰おつしやいましたか。何な故ぜ、ホライゾン達が真さな田だに行く事を警けい戒かいされるのでしょうか。何か秘ひ密みつがおありですね？」

『左さ様よう』

「では取引です。──その秘密を話せば、真田に行くのを取りやめましょう」

　……落ち着け……！

　思わずホライゾンの顔を凝ぎよう視ししてしまったが、流石さすがに今のは斬ざん新しん過ぎた。というか今日きようの私、自分主しゆ体たいで交こう渉しよう出来てない気がする。

　向こうも、一いつ瞬しゆん言葉を止めた。その後で、

『竜りゆう砲ほう、一発ここで撃うたせてくれるなら、話をしてもいいだろう』

「どちらへ？」

　ホライゾンが周しゆう囲いを見み渡わたし、皆が、下の市し民みん達も含めて逃げたり伏せたりした。

　正純は、そんな皆をぐるりと見て、

「竜の咆ほう吼こうだけに、方向指し示じが必要か。──何てな」
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　何もかもが沈ちん黙もくしたのを、正純は耳にした。

　数秒が経けい過かして、更さらに、不ふ動どうのまま、数すう呼吸が過ぎて、正純は頷く。

「──新し過ぎたようだな」

　変な汗あせを顔に浮かせたホライゾンが、黙だまってこちらの肩に手を乗せてきた。

　その向こう、ミトツダイラや浅あさ間まが視線を逸そらして俯うつむいているのは何故だろう。そして右う舷げん側がわ、折りたたまれた有あり明あけ上じよう面めん装そう甲こうに座る佐助が、首を北に向け、

『カ──』

　喉のどを鳴らして息を吸い、

『ぺっ』

　白はく竜りゆうが、痰たんブレスを空に吐き捨てた。

　……向こうは、余よ裕ゆうだな。

　竜りゆう属ぞくという種しゆ族ぞくのプライドか、実力か。

　だが、ふと正まさ純ずみは見た。酒さか井いが、口を横に開いた笑えみを浮かべているのを、だ。

　……何だ？

　楽しそう、というのが合った顔だ。何な故ぜ、そのような表情を、と正純が思し案あんした時。

「あ、れ？」

　向むか井いが、橋の左、左さ舷げん側がわの宙に、手をさしのべた。

　両の手で、彼女は宙に何かを捉とらえる、それも大きくしようとして、迷い、

「何？　これ」

　と首を傾かしげた瞬しゆん間かんだ。

『二に代だい目めの言う通り、凄すさまじいな……！』

　声と共に、それが左舷側の空中に現げん出しゆつした。

　竜だ。それも漆しつ黒こくの、

『初しよ代だい、霧きり隠がくれ・才さい蔵ぞう。見み覚おぼえておけよ……！』
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　浅あさ間まは、息を詰めた。

　……こっちの産うぶ土すな検けん疫えきを抜けてきたんですか!?

[image: ]

　否いな、と浅あさ間まは己おのれの疑問を否ひ定ていする。土地という概がい念ねんがある限り、余よ所そ者ものの侵しん入にゆうは検けん知ちされる。このところ、警けい備びのためにその感かん度どを高く上げているのだ。そして、

「何です、これ……」

　今、姿すがたを現した才さい蔵ぞうの周囲には、非ひ氏うじ子こ判はん定ていを知らせる表示枠サインフレームが幾いくつも出ている。こちらの手元にも、報告が送られてきている。

　検知はされているのだ。

　だが、姿すがたを消していた時に、それを行わせなかった。

　……どういう事ですか……？

　解わからない。しかし、鈴すずが気付いたのは事実だ。後で、どういう事かを聞こうと、そう思い、浅あさ間まはある事に気付いた。

「──あ！　鈴さん！」

『ほう、鈴って言うのか』

　と、才蔵が鈴の方に、その巨きよ大だいな顔を向けた瞬しゆん間かんだった。

　竜りゆうの突然の出現と大声。それに対して驚いた鈴が身を反そらせ、天を見上げ、

「う」

　わ、と声を続け、

「ぅあ──ん[image: ]」

　大おお声ごえで泣き出した。
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　ぬお、と才蔵は身を反そらした。

　……こいつぁ失しつ態たい！

　つい、驚きと喜びに満ちて声をあげてしまった。

　いかんいかん。よく考えたら、身み内うちの女どもは海野うんのにしろ伊い佐さにしろ、大声出だしたってゲラゲラ笑っているような連れん中ちゆうばかりだ。

　流石さすがにこの反応は新しん鮮せん……、否いな、不ふ注意だったな、と才蔵は思う。だから、

『ああ、悪いなあ……』

　だが、向こうは完全にパニック状態に入っているのか、

「ぁ……！」

　こちらの声が聞こえるだけで、驚きがぶり返すらしい。どうしたものか、と思っていると、向かい側、右う舷げん側がわから佐さ助すけがこう言った。

『才蔵、お前、愚おろかだな』

『てめえ……！』

「ぅあ──ん!!」

『ほうら見るといい、お前の声に反応して、また泣いたではないか』

「ぁ──ん！」

　鈴すずと言う少女が、身を震わせ、こちらと右う舷げんの佐さ助すけを正確に両手で指さした。

「こ、この人ひと達たち、や、やぁ──！」

　佐助を見ると、眉み間けんに皺しわを寄せていた。

　だからこちらも、下から見上げるような動きで、

　……ざまあ見るといい……！

　向こうが半はん目めになったが気にしない。だが、これでは話が出来ない。どうしたものかと思う眼がん下かでは、武蔵むさしの巫み女こが、

「は、はいっ、鈴さん？　胸にお尻しり型がたのクッションですよー。でもヨゴレてませんよー」

　などと、矛む盾じゆんした物もの言いいで鈴とやらを宥なだめている。そして階かい段だん下したと昇しよう降こう口ぐちからは対たい武ぶ神しん用ようの長ちよう銃じゆうを持った学生達たちが出てきて、

「武蔵の貴き重ちような前まえ髪がみ枠わくを泣かしたのは貴き様さまらか！」

「たとえ相手が竜りゆう属ぞくであろうとも、ジャンルを穢けがす奴やつらには一いつ致ち団だん結けつ！」

「そうとも！　これが僕らの勇気！　明日あしたに続く確かな信しん頼らい！」

　数十人いるが、大だい丈じよう夫ぶであろうかコヤツら。ふと、才さい蔵ぞうは、

『親が泣くだろ』

「フフ、馬ば鹿かねアンタ！　長なが生いきしてるからって親の気持ちを忘れたの!?」

　武蔵の踊り子が、橋の中央からこちらを指さした。

「誰だれでも両親は、最終ジャンルが〝私の旦だん那な〟〝俺おれの嫁よめ〟だったのよ!?　だから生まれて育った私達が、次の子を得るための手がかりとしてジャンルにハマっても、文もん句くは無いわ！

　皆、そこから現実見たり意い中ちゆうを手に入れたりして、ジャンルを旦那と嫁に補ほ正せいするの。

　それを忘れてジャンルというものを拒きよ否ひしたら、夢も何も無い単なる機き械かいの合がつ体たいよ！」

『成なる程ほど、一いち理りあらあな』

　イエー！　と踊り子が近くにいた人狼ルウガルウ系けい種しゆ族ぞくの胸を揉もむ。行為の意味がよく解わからないが、一種の儀ぎ式しきなのだろう。だが、

『とはいえ、俺おれら精せい霊れい系の天てん竜りゆうだぜ。基本、親は無く、自然界かいの地ち脈みやくや流りゆう体たいの〝型〟から生まれる。だから踊り子、お前の言う事は感覚でしか理り解かい出来ね』

「喜き美み！　喜美！　種族的に論ろん破ぱされてますわよ！」

「いいわよ！　じゃあミトツダイラ、私のを揉んでみなさい！」

　意味が全く解らないが、その間に、鈴と言う少女が武蔵の巫女と、全ぜん裸らと、自じ動どう人形の姫ひめに宥められて泣き止やんだのでよしとする。

　……ふむ。

　慣れぬ土地。遊びがてらの挨あい拶さつに来てみたが、

『酒さか井い、何かおかしいか』

「いや、笑っちゃいけないのは解わかってるけどねえ」

『おまえには、二十数年前まえの礼を言っておきたくはある』

「言っちゃあ駄だ目めでしょ。浮かばれないよ。彼らが」

『……忝かたじけねえ』

　向こうで、佐さ助すけも頷うなずく。ただ、

『礼の代わりとは言わぬ。ただ、警けい告こくしておこう』

　Ｊｕｄジヤツジ．、Ｊｕｄ．、と、酒井が佐助に手を軽く振った。

「警告しなくていいよ。こいつら皆、行くから。やっぱあれでしょ？　やっぱあれ、俺おれが潰つぶした時には何だか解らなかったけど、意味があったんだ」

　才さい蔵ぞうは、酒井の言葉に動かなかった。ただ、普通に、呼吸して、向こうの佐助の反応に従う事にする。すると、佐助が、

『来たならば、そして踏み込むならば、戦せん闘とうだぞ』

「羽は柴しばへ、真さな田だの若わか様さま達たちを送るってのかい？」

『Ｔｅｓテスタメント．、羽柴勢ぜいとして有利な位置を得るため、松まつ平だいらとの戦せん果かを持っていく。

　そのような話が、真田に来ていてな。もし今、武蔵むさし勢力と真田の地で戦うならば──』

　佐助が、光の漏もれる吐と息いきをつけて、こう言った。

『それを真田と松平が対たい決けつする〝第一次上うえ田だ合かつ戦せん〟の再さい現げんとして認めてもいい、と』
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・未熟者：『さあ！　今夜のスーパーネシンバラタイムだよ！』

・不退転：『第一次上田合戦、っていうのは、信のぶ長ながの死し後ご、小こ牧まき長なが久く手てで羽柴を破った松平が、真田と戦って撤てつ退たいに追い込まれた戦いね。

　当時、真田は松平麾き下かだったんだけど、北ほう条じようが松平との同どう盟めいを結ぶ条件として、真田の持つ上うえ田だ城じようを要求したの。それに松平が応じようとして、真田が防ぼう衛えい戦せんを行ったのね』

・立花嫁：『最初に結けつ論ろん、後で説明。理解のルールに基づいた解説でしたね』

・貧従士：『性格出でますね……』

・●　画：『回りくどい性格いるわよね。誰だれかは名前言いわないけどネシンバラ』

・未熟者：『姓かばねは有りか!?　そうなのか!?』
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　正まさ純ずみは、腕を組んだ。

　真田に〝第一次上田合戦〟の再現要よう請せいが行ったのは、先さき程ほどの会議中ちゆうだろう。恐らく片かた桐ぎりとは別で羽柴側が動いたに違いない。

　……面めん倒どうだな。

　第一次上うえ田だ合かつ戦せんを行われると、こちらは真さな田だから撤てつ退たい、そして北ほう条じようとの同どう盟めいが出来ない事になる。ただ、

「歴史再さい現げんは学がく業ぎようより優ゆう先せん。羽は柴しばとしても、北条との同盟を組ませない、という利点があるし、こちらとしては、信のぶ長なが死し後ごの歴史再現を一つクリア出来る強みがある」

「だったら有りかねえ」

　と言ったのは酒さか井いだ。

　そして彼が、佐さ助すけの方を見たまま、不ふ意いに、こんな問いを放った。

「何人、生きてるんだい？」

　問い掛けに、佐助は、ゆっくりと、深く息を吸った。

『──八百年前からの生き残りならば、天てん竜りゆうは三人。地ち竜りゆうは多いが、昔のようではない』

「墓はか参まいりは出来るかい？」

『精せい霊れい竜りゆうに骨は残らぬよ。地竜は別だがな。──真田の土地に酒を捧ささげてくれ』

　そうかい、と酒井が、肩を落としてこう言った。

「結局、敵になっちまうんだねえ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と、佐助が身体からだを一いつ瞬しゆん低くしたのを、正まさ純ずみは見た。去るために、飛ひ翔しようする際の初しよ動どうだ。巨きよ体たいを上に跳ね上げ、身を浮かせる動どう作さは、しかし、

「お待ち下さい」

　武蔵むさしの姫ひめが、佐助に大罪武装ロイズモイ・オプロをぶち込んだ。
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「ちょっと待ったあ──!!」

　真田の親子が叫びを上げるが、正純は気にしなかった。この程てい度どで驚いていては武蔵の住人は務まらない。

　……うん、務める必要はどれだけあるんだろうか……。

「正純！　何をうなだれてますの!?」

　だが、放たれたのは、一いち撃げきだけではなかった。

　生まれた動きは二つだ。

　まず、ホライゾンのそばに控えていた二ふた代よが、背を向け合うようにして、蜻蛉とんぼスペアを構えたのだ。そして刃やいばが映す先、そこにいる才さい蔵ぞうに向かって、

「結べ、蜻蛉スペア……！」

　同時のタイミングで、空にあるものが生まれた。

　……防ぼう護ご障しよう壁へき！

　佐助と才蔵と、こちらの間。自分達たちを護まもるように〝武蔵〟が軽く手を掲かかげている。更さらには、

「逃がしません。──以上」

　佐さ助すけと才さい蔵ぞうの頭ず上じように、浅いドームを作るように、障しよう壁へきが重なった。

　直後。叫びが聞こえた。立たち花ばな夫おつとの、

「これで当たらなければ本ほん物ものです！」

　どういう意味だ、と思った瞬しゆん間かん。結果が生じた。
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　宗むね茂しげが笑顔で膝ひざをつくのを、ミトツダイラは見た。

　周囲。全てが動きを止めている。

　約二十パーセント出力程てい度どで砲ほう撃げきを行ったホライゾンも、蜻蛉とんぼスペアを構えた二ふた代よも、防ぼう護ご障しよう壁へきを掲かかげた〝武蔵むさし〟も、皆、声を揃そろえるように、

「本物……？」

　皆の見渡す周囲、佐助と才蔵の姿すがたが消えていた。いない。その意味は、

　……去ったんですの？

　問いかけの答えを示すものはどこにも残っていない。だが、

「んっ」

　喜き美みに後ろから浅く抱かれていた鈴すずが、身を震わせた。その直後だ。空の遠くより咆ほう吼こうが届いてきた。それも二つ。先に聞こえた一つは大きく猛たけり笑うように、そして重なるもう一つは、何かを吐と息いきして謳うたうように、だ。

「さ、さっきの、人、達……」

　鈴の、あたふたとした注ちゆう釈しやくに、浅あさ間まが表示枠サインフレームを眺ながめながら頷うなずく。彼女は鈴を気にしつつ、しかし、正まさ純ずみとこちらに眉まゆを立てた顔を向けた。

「撤てつ退たいされました」





●






　ミトツダイラは、浅間の言葉を、軽く息を詰めた状態で聞く。

「今の二人、飛んで行ったのは捕ほ捉そくは出来ました。ただ……」

「ただ？」

「先さき程ほどの竜りゆうの、いきなりの現げん出しゆつは、調査が必要ですね。ここで警けい備びのレベルを上げているというのに、浅間神じん社じやとしては恥はずかしい限りです」

　ふう、と浅間が肩から力を抜く。

　そんな彼女に、何か声を掛けようと、ミトツダイラはそう思う。

「……え、ええと」

　気にしないで、と言っても、調査がこれからあるのだ。気にしない方がおかしい。

　今はただ、頑がん張ばって、というのが一番なようだが、無む責任にも感じてしまう。

　ならば、焼き肉行いきましょう！　というのが元気づけには最さい適てきだが、自己利り益えきを追求し過ぎている気もするのでどうしたものか。そして、そんな事を思っていると、

　……うあ──。

　またいつもの、無む害がいだけど厄やつ介かいな思し考こうにハマりかける。

　しかし、ふと、ミトツダイラはある事を思い出した。

　半月ほど前、IZUMOからマクデブルクに行く途と中ちゆうで、やはりこういう思考にぐるぐると取り付かれ、しかし振り払えた事を、だ。あれは、

「────」

　思い出す。自分の現状や、メアリに対しての態たい度どを迷って、だが、最終的に自分はどうなったのか。

　思う。そして得られる回かい想そうは、悪くないものだった。ただ、あるのは、

　……そうですわね。

「智とも」

　ミトツダイラは考えた。心配も、気き遣づかいも、元気づけも、どれも自分は迷ってしまう性格だ。だが、迷う程てい度どのものだったならば、こう思えばいいのだ。

　……大だい丈じよう夫ぶですわ。

　自分達たちは仲間で、友人だ。たまに疑わしくなる時もあるが、ま、まあそういう関係ですの。

　だが、それは付き合いもあれば、実じつ力りよくを認め合うものでもある。ならば、

「──任せますわ」

　こちらがどうとも言えない事。そして相手は実力を持っている。

　だから任せる。それだけだ。

　迷う意味は無い。

「智しか、出来ない事ですもの。何かあったら言って下さいな。力の及ぶ範はん囲いの最さい大だい限げんで、手伝って差し上げますの」

　送った言葉。その意味に、浅あさ間まが表情を変えた。初めは眉まゆを上げ、何を言われたか解わからない、という顔で、ただ、続く表情は、目を弓ゆみに細め、

「大丈夫ですよ」

「だよなあ」

　見れば、ホライゾンと二ふた代よの間。座り込んで、二代のスカートの隙すき間まと、ホライゾンの尻しりを見比べている馬ば鹿かがいる。彼は、武ぶ装そうを持った半はん目めの女おんな二人が振り返るのを気にせず、浅間に対してこう言った。

「もう、目め処どはついてんだろ？　大体のところは」

「確かく証しよう無ないのを目処とはいいません」

　浅あさ間まの返答は、言葉の表おもて見みとは別で気き軽がるだ。彼女は、喜き美みに抱かれた鈴すずに視線を向け、

「鈴さん、後でちょっとお話、聞いてもいいですか？」

「さ、さっきの、人た、ち？」

「はい。そうです。あと、──メアリ、同じように、いいですか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と、第一特とく務むの横に控えていたメアリが、一歩を前に出る。

「私の方も、今の件で気になるところがありました。違い和わ感かんを照しよう合ごうさせて頂いただければ、解決になると思います。あと、点てん蔵ぞう様さまも──」

「Ｊｕｄ．、先さき程ほどの隠おん密みつ、忍にん術じゆつにしては少々妙みような部分も御ご座ざった。自分の方、参さん考こう意見程てい度どなら出せるで御座るよ」

「フフ、じゃあ決まりね」

　喜美が、西の方、咆ほう吼こうの遠ざかっていった空に細めた目を向けて、告げる。

「移い動どう教室は真さな田だ行き。ナメた真ま似ねして鈴を泣かした竜りゆう共どもを、泣かしてやるわ」
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「そういう事だねえ」

　酒さか井いの応じる声が、僅わずかな明るさを感じさせながら響ひびくのを、正まさ純ずみは聞いた。

　彼は、こちらに軽く手を振り〝まだここにいて〟とジェスチャーを一つ。その上で、

「おい、トーリ」

「へ？」

　見れば、ホライゾンと二ふた代よの間で二人の尻しりを見み比くらべていた馬ば鹿かが、ミトツダイラの鎖くさり巻まきにされている。彼は、全ぜん裸らの鎖正せい座ざで、

「何だよ学がく長ちよう先生」

「ああ。大体の流れは見えてるだろうから、俺おれからも言っておくわ。──移動教室で、真田に行ってみろ、トーリ。こっちの二人が、先せん行こうして、場所を手て配はいして下さるだろう。

　そして、〝第一次上うえ田だ合かつ戦せん〟でもやってこい」

「学長先生、昔、真田に世せ話わになったのか？」

「Ｊｕｄ．」

　酒井の過去について、自分は良く知るものではない。だが、ここに来るまでで解わかっている事もある。だから正まさ純ずみは、その知ち識しきを元にこう言った。

「教きよう皇こう総そう長ちようと争う際、欧おう州しゆうに行くため、真田領りようを通つう過かしたんですか？」

「Ｊｕｄ．、ま、そういう事だ」

　あっさり認められるが、真田・昌まさ幸ゆきの平へい伏ふくなどは、それだけで収まるものではあるまい。一体何なにがあったのか、それは、

「行けば解る、という事ですね？」

「行って解わからなかった事って無いでしょ？　正まさ純ずみ君」

　酒さか井いが口くちの端はを上げる。

「だけどさ」

　酒井が言葉を続けた。彼は顎あごに手を当て、

「俺おれ、解らなかったんだよね。あ、二度目めの時ね。まあ、命令だったからさ」

「二度目？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と酒井が頷うなずいた横で、〝武蔵むさし〟が半はん目めになる。

「初はつ耳みみ情報ばかりです。──以上」

「まあ、〝武蔵〟さんがまだOSだった頃ころだもんね。その頃の話、聞きたい？」

「私の憶おぼえてない私の話をされても意味がありません。──以上」

・貧従士：『この、〝自分の事が話される〟という確かく信しんめいた物もの言いいは何ですかね一いつ体たい』

・金マル：『ガっちゃん描く？』

・●　画：『完全に権けん力りよくに逆らう事になるわね……。魔女テクノヘクセンだったらその意い気きも有りかしら』

　しかし、と言ったのは〝武蔵〟だ。

「私どもとしても、浅あさ間ま様とは別の、自じ動どう人形としての管理系けいによる警けい備びを手て掛がけております。それがあの状況まで接せつ近きんされるのに気付かないなどと──」

　失しつ態たい、と〝武蔵〟が言おうとした時だ。

　御お広ひろ敷しきが手を挙げた。

　何か、と思い、正純が、あ？　と促うながしの声を送ると、

「な、何ですかそのやる気のない促し！」

「いいから言ってみてくれ」

　そうですねえ、と御広敷は、真さな田だの二人を見た。

「面めん倒どうだから、ウッキー君、彼らを拷ごう問もんに掛けて竜りゆうの連れん中ちゆうの技とか何とか、全部吐はかせてみてはどうでしょうか」

「ま、待った！」

　真田の学長が、慌あわてて身を起こした。

「それは真田のメンツに関わる！」

「パパ！　俺の安あん寧ねいのために犠ぎ牲せいになってよ！」

「貴き様さまあ──！」

　だが、ネシンバラが首を横に振った。彼は御広敷を見て、

「それは格好かつこ良くな──、否いな、政治的にまずいだろう」

「本ほん音ねが八割方かた出ませんでしたか？」

「気にしないでくれアリアダスト君。……で、話を戻すけど、そのやり方をやったら、各かく地ちの小しよう国こくが武蔵に警けい戒かい心しんを抱く。特にここから先は、武蔵に亡ぼう命めいしてくる人ひと達たちも多い筈はずだ。それが、逃げてきたとはいえ、武蔵むさしが自じ国こくの情報を強きよう制せい的てきに吐かされる場所となったら」

「同どう人じん誌しが拷ごう問もん系けいばっかになって駄だ目めね」

「そうともナルゼ君。──そうじゃないナルゼ君。いいかい？」

「考えて喋しやべれよ!!」

　皆がツッコミを入れるが、ネシンバラは眼鏡めがねを直しながら、こちらを見た。

「大だい体たい、今ので、言ってる事は解わかったろう？」

「確かに」

　正まさ純ずみは頷うなずいた。そして真さな田だの二人に視線を向けると、

「真田・信のぶ之ゆき氏しについては、下の水み戸と領りよう地ちに居きよ住じゆうを設けるものとするが、こちらも真田領りように移い動どう教室だ。ならばここは昌まさ幸ゆき氏と二人、一度真田領に戻って欲しい。こちらから船を出すので、武蔵が移動教室として真田領に伺うかがう手て配はいを願えないだろうか」

「Ｔｅｓテスタメント．……！」

　昌幸が、頭を下げた。そして彼は、横の息子むすこの頭を押さえ、同じようにさせながら、

「真田を保つ一いち助じよとなるならば！」

　ちらりと酒さか井いを見ると、彼は肩を竦すくめつつも、頷いて見せた。

　今、自分達の前にいるのは、噓うそを言う相手では無いらしい。それは自分としても解る事だが、学長のお墨すみ付つきともなれば別だ。

「確かに」

　と短く答え、正純は橋はし上うえの南を見た。

　そこにある表示枠サインフレーム。画が面めんに映っているのは、

「片かた桐ぎり・且かつ元もと。──武蔵の学がく業ぎようとしての行き場所は決まった。文もん句くはないな？」
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　片桐は、武蔵副ふく会長の言葉に、ゆっくりと頷いた。

　頭の中に思い浮かばせるのは、極きよく東とうの関かん東とうから中部への概がい要よう図ずだ。そこにある勢せい力りよくの位い置ち関係を考えるに、

　……真田からならば、北ほう条じようも近い。

　真田での移動教室を終えたら、そのまま北条攻こう略りやくに向かうつもりだろう。

・黒　竹：『いい交こう渉しよう結果だと思いますよー、片桐君？』

　竹たけ中なかだ。こちらを褒ほめてはいるが、一つ、問うておく事がある。

・□□凸：『〝第一次上うえ田だ合かつ戦せん〟を真田に進しん言げんしたのは、竹中さんですか？』

・黒　竹：『怒った？』

　いえ、と片桐は呟つぶやいた。

・□□凸：『実際の迎げい撃げきの動き、国を動かしたのは、竹中さんの指し示じの方です。僕は、押されっぱなしでしたからね』

・黒　竹：『武蔵むさしを、移い動どう教室の日数分ぶん、止めたじゃないですか。二泊はく三日か。移動の日数を入れて三泊四日。──戦争で相手を三日以い上じよう止めるのに、どれだけの予算と人じん員いんが掛かると思ってるんです？　君は今、交こう渉しよう一つでそれだけの成せい果かを上げたんですからねー』

　そうだと有あり難がたい。

　……いろいろと学ぶ事が多かったですしね。

　ふと、片かた桐ぎりは、武蔵副ふく会長の向こうに人ひと影かげを探す。

　あの巫み女こさんは、いないだろうか。

　一いつ瞬しゆん、浅あさ間ま神じん社じやの砲ほう撃げき巫女が視し界かいに入って戸と惑まどうが、あれは違う。本ほん物ものは金きん髪ぱつ。だが、

　……いないか。

　先さき程ほどから、武蔵総そう長ちようが全ぜん裸らで鎖くさりに巻かれ、銀ぎん狼ろうやそのほかの説せつ教きようを受けているのが見えるが、一いつ体たい何をしているのだろうか。もっと真剣に生きていくべきだと思うのだが。

　しかし、

「武蔵は移動教室を夏休み前に終える気ですか？」

『それは、こちらの話だ。そちらに言う事ではない』

　Ｔｅｓテスタメント．、と片桐は応じた。そして、

・□□凸：『どうしますか皆さん？　あの場所に行かれるであろうとは、思いますが』

・しとお：『滝たき川がわ様さまがいたとしても、現状では手て勢ぜいを割さけぬかと。──ある程てい度どの覚かく悟ごは決めた上で、真田の信のぶ繁しげ派はを頼るしかないかと思うもので御ご座ざります』

・つるぎ：『一いち応おう、私が役やく目め上じよう、手て空すきなので、準備の上で国こつ境きよう近くまで出ます。森もりさんの勢せい力りよく範はん囲い内ないでしたならば、移動可か能のうですので』

・□□凸：『──じゃあ、お願いします』

・つるぎ：『…………』

・□□凸：『長なが泰やすさん？』

・つるぎ：『え？　──あ、いえ、ええ、うん、頑がん張ばります。頑張りますからね!?』

　何か驚かれるような事を言っただろうか。ともあれ頷うなずきを送り、片桐は表示枠レルネンフイグーアを見た。

　画面の向こう側にいる武蔵勢に対して、こちらは大たい国こく。自分は代だい理り人にんだ。そして今、学がく業ぎようの平びよう等どうの元に己おのれは武蔵を正した。ならば今は物もの怖おじ無く、こう言うべきだ。

「真さな田だでの移動教室。いい思い出を。武蔵の皆さん」

『Ｊｕｄジヤツジ．、正直、面めん子つが面子だけに、記憶には残ってもいい思い出となる可能性せいが低いが、まあそんなところだ。──許きよ可かについて、礼を言う』

　そして通つう神しんが切れる瞬しゆん間かん。武蔵副会長が、小さく言った。

『──また会おう』
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『少々、施ほどこしをし過ぎたものであろうぞ、才さい蔵ぞう』

『なあに、忍にん術じゆつはバレるのが御お約束。問題はそこから、だ』

　と、夜空の上、雲のある高度で、西に行く声が応じた。

　夜や天てんを裂さいて飛ひ翔しようするのは、佐さ助すけと才蔵、白と黒の二に竜りゆうだった。

　彼らは、前後に切れ長の眼がん窩かの中、眼がん球きゆう部分を後ろに回し、背後の有あり明あけを確かく認にんする。

　そこにある光、自分達たちが今までいたものを視し界かいに収めると、

『──人類は、遙はるか昔より、群れ、光を持つ事で、不安を消してきたな』

『詩し人じんかよ、佐助』

『お前とて、私と同じ時間を過ごしてきたろう。解わかっている筈はずだ』

　佐助が、六枚翼よくの主しゆ翼よくを羽ばたかせ、身を空の上に持ち上げた。続く才蔵は、身を回し、身体からだに受ける空気抵てい抗こうを強くして、大きく跳ねるような上じよう昇しようを掛ける。

　才蔵がやや遅れるが、佐助が滑かつ空くうで合わせ、

『人類が不安を祓はらう方法が、常に、私達の脅きよう威いとなる』

『その一方で、人類にとっては俺おれ達たちこそが不安そのもの。ならば俺達は人類の敵か？』

『そうではなかろう。──今、真さな田だで共きよう存ぞん出来ているのは何な故ぜだ？』

　そりゃあ、と才蔵が、口く調ちようから力を抜いて言う。

『知ち能のうと、プライドの問題だろ。言葉を交かわせた上で、感情で行動をしなけりゃ、大だい体たいの共存は可能だぜ。実際、俺達もそうしてきた。だからこっちに来た訳わけだ』

『今いま更さら聞くのも何だが、──欧おう州しゆうに残るのは耐えがたかったか』

　問い掛けに、答えは数秒かかった。だが、

『佐助から言えよ』

『四百年も前の事だ。少々、記き憶おくに薄い』

　佐助が翼つばさを動かし、先行する。才蔵が追い、並ぼうとする。

　風が竜の巨きよ体たいを打ち、音をたてる間に、佐助が言った。

『人類の不安とは、やりにくいものだな。人狼ルウガルウ達も、同どう様ようの思いを得た筈だ』

『それは？』

『人類は、凶きよう暴ぼうな不安には、隔かく離りして風ふう化かさせる。素晴らしい処しよ理り方法だ。何故なら──』

　佐助は、わずかに顔をあげた。遠く、西の空の奥を見るように視線を向け、

『──欧州に残った者達は、人類が自分達を無む視しする事に対し、〝俺達が強いからだ〟と声こわ高だかに叫んでいるが、その実、あれは単なる隔離だ。

　何故なら、人類は竜りゆう属ぞくにかつて勝利しているのだから。隔離は、ただ単に面めん倒どうなのと、もはや減げん少しようした私達が何をしたところで、大たい勢せいは変わりないというからに過ぎない。

　相手にしない、というのは、最大の、敵てき対たいですらない、単なる処しよ理りだな』

　佐さ助すけは、流りゆう体たい光こうを帯びた吐と息いきをする。

『人類の一番厄やつ介かいなところは、〝全ぜん生物で自分達が最さい強きようだ〟と誇こ示じしないところだな。

　だからこそ、高こう位い生物を自じ負ふする我々は、虚きよ栄えいの檻おりで満足する』

『そりゃ俺おれ達たち、個こ体たいで強いから』

　何度目めだ、という口く調ちようで、才さい蔵ぞうが言う。

『あいつら、群れたら最強、って感じだからな。そして集団の完全な総そう意いなんて得られる訳わけないんだから、人類全体が〝俺達が最強だ〟なんて主張する事はねえのさ。

　だから連れん中ちゆうは、群れても、小さい自分達の自覚から逃のがれられねえ。不安を幾いくら祓はらっても、〝自分が最強〟とは思えねえ』

『哀あわれと思うか？』

『連中と生活してみて、どう思うよ？』

　そうだな、と佐助は応じた。

『哀れなのは、個でも、集団でもない。虚栄があるからこそ、それを通して見る存在が哀れに見えるだけだろう』

『八百年前まえと四百年前、そんな考え持ってたらな。──ガリア方ほう面めん制せい圧あつ軍ぐん、軍ぐん団だん長ちよう様』

『仕方あるまい、副ふく団長。先さき程ほどの、見たか？　人狼ルウガルウの後こう継けいに巫み女こ、他、……どれもこれも聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たいとして介かい入にゆうしてきた連中の事を思い出す。ゲルマンの侵しん攻こうに乗じて長期続つづけた我ら竜りゆう属ぞくの欧おう州しゆう席せつ巻けん、を妨さまたげた連中を、な』

『数は足りないし、知ち識しきの継けい承しようが為なされているとは思えんがな』

　行く風の中で、佐助が、才蔵の言葉に苦く笑しようした。

『我ら、所しよ詮せん、その程てい度どと思われているのかもしれん』

『お前、そういう事ハッキリ言うから欧州の連中に嫌きらわれてんだよ』

『ついてきた天てん竜りゆう十名。お前らもまた、同類という事だぞ？』

『今はお前入れて三名だろ』

　吐はき捨てるように言った才蔵が、ややあってから翼つばさを広げた。

　滑かつ空くうに入り、高度を下ろす。

『すまね。先さき行くわ』
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『Ｔｅｓテスタメント．』

　と佐助が才蔵に応じた。

　しかし彼は、高度を下げない。

　ただ西の空を望むようにして飛ひ翔しようをする佐助に、ふと、声が飛んだ。

　高度を上下に分ける二人の内、下の方が、空に告げたのだ。

『軍ぐん団だん長ちよう。俺おれ、四百年前まえから知ってるぜ』

『何をだ？』

『お前、上に昇のぼると、必ず、西の空を見てるのな。だから今、俺、こう思ったんだわ』

『……何をだ？』

　ああ、と才さい蔵ぞうが息を入れた。

『お前、これから戦うつもりなのは、ようやっと、真さな田だの地を見るつもりなのか、って』

　告げられた言葉に、応こたえはすぐに来なかった。ややあって、二人の姿すがたが完全に離れてから、佐さ助すけが口を開いた。

　彼は、西の空に言う。

『我らは天てん竜りゆう。遙はるか昔に生まれた竜りゆう属ぞくの〝型〟を代だい々だい引き継ぎ、世に生まれ出る、世界の化け身しんとも言える存在だ。

　それを誇れば虚きよ栄えい。しかし誇らずにいれば、それは謙けん虚きよか、それとも強つわ者ものの傲ごう慢まんか。

　この問いに答えてくれたのは、ついぞ、三十年前に去った、あの男だけだったな』

　夜の空に、言葉が消えていく。それは、

『八百年前と、四百年前。──私の選択は、正しかったのだろうか』







[image: 第三十三章『森林の自由主義者』]
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　月つき色いろの壁と天てん井じよう、木の床に包まれた広い空間があった。

　食堂だ。

　羽は柴しばの艦かんである事を示す、瓢ひよう簞たん紋もんが壁に刻こく印いんされた場所だった。

　四し角かくいテーブルや椅い子すの調ちよう度どには、どれもM. H. R. R.神聖ローマ帝国 のマークがついており、テーブルに浮いたメニュー用の表示枠レルネンフイグーアの中では、時計が午前一時を指していた。

　今、食堂を利用しているのは、休きゆう憩けいや、雑ざつ務むを行いに来た者達しかいない。

　そんな夜よ更ふかしの皆の中、金の髪かみが歩いていた。前ぜん夜や番を終えた清きよ正まさだ。

　何か軽食を、という気分でやって来た彼女は、しかし、

「……あら？　竹たけ中なか様さま、今日きようの戦せん果か確かく認にんですか？　先さき程ほど、K. P. A. Italia方面から来ていた羽柴様の一いつ隊たい。脇わき坂さか様、嘉よし明あき様、片かた桐ぎり様も合流しましたが、その情報来きてます？」

「あ、Ｔｅｓテス．Ｔｅｓ．。さっき皆、挨あい拶さつ来ましたよー。片桐君、交こう渉しよう役やく大変だったようで」

「羽柴様も大変だったそうですね。丁ちよう度ど、調ちよう整せい時期でもありますから」

　と、ロングシャツにタイツ姿すがたの清正は、息を整え、胸を張らないようにしておく。そして竹中の手て元もとを見て、

　……戦果などについて、喋しやべって下さるつもりはなさそうですね……。

　作業に集中しているのもあるが、経けい理り関係を元もと々もと扱っていた竹中は、思し考こうに途と中ちゆうの推すい論ろんを立てない。作業をとにかく迅じん速そくに終え、結果だけを見て判はん断だんするのが常だ。

　だから今、雑ざつ談だんはあっても、作業中ちゆうのものがどうであるか、という推すい論ろん話は無い。

　清正は誰だれにともなく会え釈しやくして、カウンターに御お茶ちやを貰もらいに行く。ついでに夏なつ蜜み柑かんのタルトをつけて貰って、

「清正君ー。私も──」

「同じものでいいですか？」

「二つー」

　え？　と思って振り向けば、その理由は解わかった。

　食堂の片かた隅すみ。自分が入って来た入口とは逆の位置で、テーブルに突つっ伏ぷして眠っている姿が一つあるのだ。

　片桐だ。
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　……あら。

　交渉を終えて、合流の後にここで食事をしていたらしい。

　この鉄てつ甲こう艦かんは、指し揮き役やくの竹中がいるために、昔から十じつ本ぽん槍やりの専せん属ぞく艦かんだ。羽柴が外がい交こうで各かく地ちを行き来するため、羽は柴しばの姿すがたは無い事が多いが、移い動どう教きよう導どう院いんや食堂、甲かん板ばんに行くと、大だい体たいは誰だれかがいる。そんな場所だ。

　顔かお見み知しりの料理長ちようにサービスされたのか、片かた桐ぎりの皿には、山やま盛もりの茹で肉アイスヴアインの切り落としと、ザウアークラウト、御お櫃ひつまで与えられている。が、彼はそのどれにも手をつけず、表示枠レルネンフイグーアを一つ開いて睡すい眠みん中ちゆうだ。竹たけ中なかのように、何かを確かく認にんしていたら眠ねむ気けが来たのだろう。

　傍かたわら、テーブルにタルトの皿を置くこちらに、作業中の竹中が芯しんの無い声を送ってくる。

「──羽柴君がさっきの交こう渉しように感謝してたって、教えてあげて」

「竹中さんが教えてあげてはどうです？」

「私は皆程ほど親しくないもんでー」

　そう距離を取らずとも、と思うが、距離感かんは人それぞれだとも思う。ゆえに清きよ正まさは片桐に通神文メールを送っておく事にして、竹中の方に戻る。と、竹中が、

「眠れない？」

「大だい丈じよう夫ぶです。術じゆつ式しきで眠る事も可能ですから。いつでも」

「だったら安心」

　言う竹中の傍そばにタルトの皿を置く。と、バンダナで前まえ髪がみを押さえた彼女は、そのまま皿からタルトを右手で摘つまんで囓かじるように口にする。

「まあ、竹中様、フォークは？」

「洗う分の手て間まが省はぶけますよー。伊だ達てに臍へそ出だしてる訳わけじゃないです」

「ああ、節せつ約やくですよね。でも、食べたもの吐かないで下さい」

「体たい質しつというのはありますからねー……。山やま城じろ育そだちなので、空はどうも苦にが手てです」

　あまり深く突っ込んだ話をすると、思し考こうの邪じや魔まになる。だから、清正は、自分もタルトを手で摘み、

「味、どうでしょう？」

「清正君が作ったの？」

「私が選びました」

「すっぱい」

　夏なつ蜜み柑かんの出来はいいらしい。だから、立ち食いをはしたないと思いつつ、清正はタルトを囓る。ピースを先せん端たんから口に入れ、何い時つもと違う食べ方に新しん鮮せんを感じた上で、

「すっぱくていいですね」

「好き？　よくタルト食べてるけど。そーするとおっきくなりますかねー……」

「胸について、私は骨こつ格かくと体たい質しつ説せつを取るのでどうとも……。あ、でも、タルトは好きです。記き憶おくにあるんです。多た分ぶん、母の手て製せいかと思うのですけど」

　告げた言葉に、返答はなかった。

　竹中の思考と作業の邪魔だったのか、どうなのか、こちらには解わからない。だが、代わりというように、声が来た。表示枠レルネンフイグーアを開いて柱ちゆう状じようグラフを指で感覚的に入力していた彼女が、

「眠れない？」
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　竹たけ中なかの疑問は、先さき程ほどと同じ問いかけだ。だが、同じ問いをするような人ではないのは解わかっている。だから清きよ正まさは、一つ頷うなずき、竹中の手て元もとを見ながら、

「皆、ちょっと昂たかぶっているようですね」

「戦せん勝しようではないし、どちらかというと翻ほん弄ろうされたけど、生せい還かんしたという事実、経験を得たという自覚は戦勝に勝まさる自信を与える、と……」

　竹中が、柱状グラフの一つを指で押し直し、長さを追つい加かする。

「これでいいと思う？」

　推すい測そくを挟まない竹中らしい。何しろ、

　……このくらい、ではなく、これでいいと、ですからね。

　その事を理解の上で、清正は、頷きで言う。

「私の言葉で補ほ正せいを掛けたなら、グラフの追加は正しい事だと思います」

「ありがと」

　行為を認められて、竹中が作業を続ぞつ行こうする。

　今のように、竹中の作業では、数字として明確な金きん銭せんや物ぶつ量りようの他は、感覚的にまとめられていく。が、彼女はその感覚に、量の上下は求めるが、明確な量や、正せい否ひを求めない。

　数字合あわせが始まると、そこに気を取られてしまうからだ。

　……数字は、下の人が判はん断だんすればいい。

　竹中は指し揮き者しやの長ちようだ。大だい事じなのは全体の把は握あくで、細さい部ぶはそれに適した担たん当とう者しやがいる。

　人じん材ざいは豊富なのだ。任まかせるところは任せていいと、そんな事を自分達たちは竹中からよく教わってもいる。ゆえに、

「午前の戦せん闘とう、私が敵てき武ぶ神しん隊たいの側そく面めんに単たん独どくで跳び込んだの、どう思われますか？」

「囮おとりと陽よう動どうを用よう意い出来てれば、裏から武神隊自じ体たいを狙ねらえたかもしれませんねー」

　出来てれば、というところが、竹中なりの容よう赦しやであり、厳きびしい部分だろう。

　頑がん張ばります、と清正が頷いた。

　その時だった。

『──右う舷げん側がわ、未み確かく認にんの高速砲ほう撃げき感かん知ち！』

　いきなり食堂の灯とう火かが消え、警けい報ほうが走った。

　非常灯とうと自分達の表示枠だけが灯ともった食堂に、警報の音と身み構がまえの音が生じる。

　その中で、自らも襟えりを正し、タルトの残りを皿に置いた清正は、通つう神しんの声を聞いた。

『着ちやく弾だんします！』

　食堂の窓の外。防ぼう護ご障しよう壁へきの光が数枚砕くだける光が生じた。

　それとともにこちらの耳に届いてきたのは、何か細かいものが折れ砕ける音と、

『砲ほう弾だん確かく認にん！　自然物ぶつ、三十メートル級の大たい木ぼくです！　敵は──』

　知っている。このような攻こう撃げきを行ってくるのは、一人しかいない。

　かつてもこれはあったのだ。

　……流りゆう体たい検けん知ちに掛からない、重量物ぶつの投とう射しや。

　それを行うのは誰だれか。傍かたわらの竹たけ中なかが、作業を続け、頭を搔かきながらこう言った。

『人狼女王レーネ・デ・ガルウですかねー』
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・現役娘：『ふふ、向こう、相そう当とう慌あわてているようですわね』

・光　軍：『K. P. A. Italia国こつ境きようで投げまくったのって、これの布ふ石せきか？』

・現役娘：『そう捉とらえて頂いただけると、私の価か値ちは上がりまして？』

・光　軍：『その方がこっちとしても都つ合ごうがいいのは確かだ。──流る布ふしておく』
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　M. H. R. R.神聖ローマ帝国、羽は柴しば勢の前ぜん衛えい艦かん隊たいは、森の中にある草原の上で、警けい戒かい態たい勢せいに入っていた。

　午前の戦せん闘とうから、北西に七キロ程ほど先に進んだ位置。そこは左右を高い森と、浅い山さん系けいに囲まれていたが、

「それゆえに、艦かん隊たいを前に出し、索さく敵てきも行っていたっていうのにな……！」

　先せん頭とう、草原に停てい泊はくした鉄てつ甲こう船せんの甲かん板ぱん上じようでは、夜間透とう視し用ようの表示枠レルネンフイグーアをバイザーのように掲かかげたM. H. R. R.の夏服や、機き動どう殻かくす姿がたが行き来する。

　敵への対応は彼らの目もく視しが頼りだ。夜の暗がりという環かん境きようもだが、

「流体検知に掛からない上に、来るのは砲ほう撃げきじゃなくて、自然物ぶつときたぜ……！」

　高速の砲弾ならば、初しよ速そくで音おん速そくを超えるが故ゆえに大だい音おんを放つ。それに対し、初めから音の速度を超えていない投射物ぶつは、音を強く放たない。

　一応、飛んでくる木々の枝が鳴る音を聞き分けようと、集しゆう音おん用ようの術じゆつ式しきも使われる。が、

「くそ、森の獣けもの達が騒さわいで駄だ目めだ……！」

　ふと気付くと、背の高い森の向こうから、夜空に浮かんだものがある。

「──来たぞ！」

　大木、と気付くのは、それが頭ず上じようの高さに来てからだ。

　枝をある程てい度ど折おり、しかし根をつけたままの木が、無む造ぞう作さに飛んでくる。

　音が聞こえる。大気にぶつかって揺れる木き枝えだと、葉の音だ。そして、

「位置確かく定てい──!!」

　数名の学生が術じゆつ式しきのバイザーを目に掲かかげて、確定の合あい図ずとして右手を挙げる。

　そして彼らのバイザーから〝送そう神しん〟の文字が飛んだ瞬しゆん間かん。二つの光が生まれた。

　一つは、空に掛けられた防ぼう護ご障しよう壁へきの光。

　もう一つは、艦かん側そく面めんの流りゆう体たい無む塔とう砲ほうから放たれる、投とう射しや物ぶつの発はつ射しや地ち点てんめがけた砲ほう撃げきだ。

　空に防護の光が散り、しかし大たい木ぼくは砕くだかれない。超ちよう重量の巨きよ大だい物ぶつは速度を失うが、そのままの形で真ま下したに落らつ下かする。

　そしてもう一方、敵に向けての迎げい撃げきは、弧こを描いて飛んだ。

　流りゆう体たい砲ほうと言っても、P. A. Oda由ゆ来らいの無塔砲から放たれるのは追つい尾びの強い一いち撃げきだ。光る砲ほう弾だんに乗ったガルーダがサーフで軌き道どうを修しゆう正せい、蹴けり打つように飛ばした一発は、

「──くそ！　木々が邪じや魔まだ！」

　かなりの急きゆう角度で上から落ちた砲弾だったが、森の背が高い。地面にいる敵に当たるより先に、木々が数本薙なぎ払われる。

　届かない。

　その一方で、向こうは高速で移い動どうし、攻こう撃げきを放ってくる。

「また大木来ます！　位置確定──！」

　対するこちらは、飛ひ来らいするものを受け止め、そして迎撃する。

　それだけの事だ。人にん数ずうがいて、防護障壁が有り、流体砲があれば問題は無い。だが、

「くそ……！　いつまで続ける気だ！」

　艦かん上じようの皆が、右う舷げんの森と空に、縛しばられている。

　現状がどういう意味を持つか、誰だれもが気付いていた。

「前ぜん線せんの俺おれ達たちを、疲ひ弊へいさせるつもりか！」
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　清きよ正まさは、自じ室しつに接せつ続ぞくする装そう備び庫こで着替えながら、竹たけ中なかの言葉を聞いていた。

　向こうは相変わらずの作業中ちゆうだが、今の状況は摑つかんでいるらしい。

『よく柴しば田た君もやってますよねー。空くう砲ほう撃うったりで、相手を眠らせない、ってやつ』

「今回のものは、空砲じゃなくて、実際に届いてくるのが厄やつ介かいですね」

『そうそう。だからこそ、こっちも迎撃に出ないといけないんですねー。向こうは夜や行こうでも構わない人狼女王レーネ・デ・ガルウが現げん地ち調ちよう達たつで物もの投なげてるだけなのに、こっちは人じん員いん割さいて本ほん気きで迎撃しないといけません。戦争のコストパフォーマンスで言ったら、向こうが遙はるかに上です』

　それでね？　と竹中が言葉を継ぐ。

　清正はシャツを脱ぎ、インナースーツを下から穿はき、腹と胸に合わせて行って、

「何ですか？」

『Ｔｅｓテスタメント．、あまり分ぶん量りよう的てきに量れない〝士し気き〟の話だけど──」

「……向こうの士し気きは、人狼女王レーネ・デ・ガルウ個人としても、それに任まかせておける六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとしても、充分に高いという事ですか？」

『どう思う？』

　問われた清きよ正まさは、しかし、すぐに答えない。向こうも作業中ちゆうだが、こっちも着替え中なのだ。急ぎ、胸の布を固定し、襟えりまで袷あわせを持ち上げ、

　……く。

　朝よりも重くきつくなっているように思うのは、気のせいでしょうか。それともさっきのタルトに何か秘ひ密みつがあったのでしょうか。

　ともあれ、と清正は、強ごう引いんに首くび元もとで袷を止め、

「──どう思うかと言われると、今、私達たちは、遊ばれてるのと同じだとは思います」

　敵のイメージを勝かつ手てに作るのは危険だとは解わかっている。だが、自分達を重ねて見た場合、

「こちらは、与くみしやすい、と、そう思われているのではないでしょうか」

『何な故ぜ？』

「敵の戦せん術じゆつに変化がありません。遠えん距離からの投とう射しやで、こちらの反応が継けい続ぞくするようにしています。つまり、私達がずっと相手をするように、仕し向むけています。

　それは、私達がろくに抵てい抗こうも行動も取れないと思われている、という事です。

　……逆に竹たけ中なか様は、敵がこの状態を続ける事で、私達がどうなると思いますか？」

『疲れますねー』

　心しん底そこそう思う、という声なのは、竹中が作業中だからだろうか。

『慣れない敵てき地ち。午前の戦せん闘とうの不ふ可か解かいな結けつ末まつ。頼られる前ぜん線せんの艦かん隊たい。そして人狼女王という無む茶ちやな存在からのアプローチと、こちらの防ぼう護ご主しゆ体たいの対応の強きよう制せい。──これは対応している人ひと達たちだけじゃなくて、後ろの人達にも不安という形で疲ひ弊へいが回りますよ』

「……羽は柴しば様さまは？」

『一応、判はん断だんを動かしてるけど、もうちょっと皆頑がん張ばって、って』

「それは──」

　と清正が壁に固定されていた腰よう部ぶ装そう甲こうの留め金を外して手に取った時だ。

『森の中にあるのは、大たい木ぼくだけじゃないですし』

　竹中の言葉が聞こえた瞬しゆん間かんだ。空に快かい音おんが響ひびいた。

　……岩!?

　森の中にあるもの。その投射と、破は壊かいを示すように、艦の外部装甲から雨あま音おとのようなものが連続して耳に届いてくる。

「く……」

　急がねば、と思い、両の手に腰部装甲を摑つかんで胸を張った瞬間だ。

　胸の袷が勢いよく外れ、袷が一いつ気きに臍へそ下したまで開いた。開放よりも、外がい気きに触れた冷たさに、清きよ正まさは、きゃ、と声をあげ、

「えーと」

　警けい報ほう音おんの非常レベルが一段上がったのを聞きながら、彼女は表示枠レルネンフイグーアを開く。

「あの、片かた桐ぎり様さま？　ちょっと言いにくいのですけど、……ええ、非常時じなので、……ええ、装そう甲こう服ふくを着るのを手伝って欲しいのですけど。駄だ目めでしょうか？　え？　あ、いえいえ、無む理りにとは言いませんけど……」
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　夜の空を新しく飛ひ来らいしてきたのは、大たい木ぼくだけではなくなっていた。

　大人おとなの男が二人抱がかえがやっとという岩がん石せきや、

「──これは、陣じん幕まく設せつ営えいの資し材ざいだぞ！」

　それだけではない。月光に晒さらされてくる、人の身体からだの一部のようなものは、

「……軽けい武ぶ神しんの一部だ！」

　これらは、一つの事実を示す。

「この周辺に、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが陣幕を張っていたのか!?」

　ここに艦かん隊たいを止める前に、索さく敵てきは行っている。今、大木や岩石が投げられる距離まではP. A. Oda側の戦せん士し団だんを基礎とした斥せつ候こう隊たいが確かく認にんしている筈はずだ。だが、

「人狼女王レーネ・デ・ガルウなら、遠いところからもそういうものを持ってこられるよな……」

「おい！　下へ手たな不安を煽あおるな！　大体、どのくらい遠いって言うんだ!?」

「煽るな、って言って、き、訊きくなよう」

「お、俺おれだって不安なんだよう」

　と、不安を紛まぎらわせるためか、男おとこ共どもが子供口く調ちようで現状を確認し合う。それを見ていた女達たちは、やれやれと夜の空に見み透すかしの視線を送りながら、

「やっぱ、あれかしら、胸むね大きいと、ぶん投げる時の慣かん性せいが上がるのかしら」

「どっちかっていうと背せ丈たけじゃない？　ま、私、どっちも無む理りだけど」

「人狼女王って、映えい像ぞう見たけど、旦だん那なさん可愛かわいいよねえ」

　確かに、と誰だれかが頷うなずきながら、こう言った。

「背丈高くて胸あってウエストも細くて旦那が可愛くて、IZUMOの一部を砕くだき落として、うちの五ご大だい頂ちようの佐々さつさ様を寄せ付けなかったとか……」

　全く、

「その化ばけ物ものが、遊んでるのかい、これ」

　声が見上げた空に、久しぶりに大木が来た。

　大きい。今までのものよりも、一回りは太く長い巨きよ木ぼくだ。皆はその影を確かめ、防ぼう護ご障しよう壁へきが張られ、

「──え？」

　大たい木ぼくの直ちよく前ぜんに、硬こう音おんが鳴った。

　木のシルエットを隠かくれ蓑みのに、二に重じゆうに投じられていたものがあったのだ。その正しよう体たいは、

「石だ！」

「いや、岩だ！」

「正確には岩がん石せきです」

　うるせえよ！　と皆が言っている間に、空に防ぼう護ご障しよう壁へきの光が割れ、硬い欠片かけらが散った。

　岩がん塊かいが、何よりも先に受け止められ、砕くだかれる。

　割った。

　だが、甲かん板ぱんを雨のように打つ石いし塊くれ達たちの向こうでは、大木の影がそのままあった。

　飛ひ来らいの速度も、角かく度ども、落ちていない。

　早めに対たい処しよが出来ていれば問題は無いものだ。だが、遅い場合は、落としたとしても、

「右う舷げん側がわ！　艦かん周しゆう囲いの陣じん幕まくに落ちるぞ！」

　そこには資し材ざいや、警けい備びの人員がいる。既すでに上じよう空くうの状況に気付き、下の皆は艦側に退たい避ひを始めているが、

「まずい……！」

　大木の全長は、五十メートルを超えていた。その傾きは、

「落としたとしても、こちらに倒れ込んでくるぞ！」

　無む論ろん、鉄てつ甲こう船せんの全長は八百メートルという巨きよ体たいだ。全ぜん高こうも百メートル強あるため、五十メートル程ほどの大木ならば、倒れ込まれたとしても、

「大だい丈じよう夫ぶ！　障しよう害がいにはならないわ！」

　艦かん体たいの周しゆう辺へん状況を検けん知ちしていた女子が、艦の図ず形けいと、大木の退避を行った結果を見せる。

　そこに示されるのは、

「この一本が来ても、艦かん首しゆ側がわの副ふく砲ほうが──」

　彼女の声が止まった。

　頭ず上じようで、大木が防護障壁に受け止められたからではない。

「あ……」

　大木が、三本、飛んできたのだ。それも、艦首側目め掛がけて、だ。

　一本は確実に甲板に載のる角度。他の三本は、

「艦首側の副砲を塞ふさぎに来ました!!」

　防護障壁が空に展開する。しかし、夜に生じた光の板は、あるものに砕かれた。

　岩ではない。大木でもない。先さき程ほどから飛来している資し材ざいや、武神グレーセ・パンツアーのパーツでもない。

「……砲ほう音おん!?」

　対たい艦かん砲ほうの連れん射しやだった。
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「人狼女王レーネ・デ・ガルウに、武ぶ神しん隊たいが連れん携けいしているのか!?」

　疑問の声が飛んだ甲かん板ぱん上じよう。森と彼らを結ぶ宙の中で、砲ほう撃げきが走った。

　連続するのは、今まで、夜空の下で響ひびいてこなかった鋭えい音おんだ。

　鳴り響く。

　森の中、遠くから弾だん道どう軌き道どうで撃うち込まれるのは、複数からの射しや撃げき音おんだった。それは宙に舞った大たい木ぼくの下を抜け、

「防ぼう護ご障しよう壁へき、砕くだかれます！」

　艦かん首しゆ側がわに展開した防護障壁が破は砕さいした。同時に、上から大木が重なってくる。

　く、と誰だれかが声を漏もらした。

「このまま、艦首の副ふく砲ほうと、艦首甲板が押さえられたらどうなる!?」

「敵が右う舷げん艦首側方ほう面めんから攻こう撃げきして来るだけよ……！」

　周しゆう囲い検けん知ち役やくの女子が放った言葉に、皆は頭ず上じようを仰あおいだ。

　既すでに大木は、防護障壁も間に合わず、頭上と、艦首側の直ちよく上じようにある。

「間に合わないか……！」

　声が空に届いた瞬しゆん間かん。

　月夜の天に、影がぶちまけられた。

　聞こえるのは断だん裂れつと震しん動どうの波なみ音おと。数は四つ。散ったのは、

「あ……」

　大木が、空の中で無む数すうとなっていた。

　四本の巨きよ木ぼくが、一いつ瞬しゆんで破砕されたのだ。
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　巨きよ大だいな樹じゆ木もくが、己おのれを花のようにして裂さき散った。

　根ね元もとから幹みきの先に向けて、力が貫かん通つうしたのだ。

　貫つらぬきの威い力りよくは、真まっ直すぐに突き抜け、その後で、まだ水分を豊富に残した幹を内側から押し広げ、外に割った。

　割れ方は三つ、四つと統とう一いつはなく、しかし枝えだ葉はの辺りまで達すると、急きゆう激げきに細さい分ぶん。その裂け目めは根元側へと戻り、まだ炸さく裂れつの力に膨ふくらみつつあった幹の影えい響きようを甘かん受じゆ。

　結果として、中央付ふ近きんを基礎に、木の全体は二つに膨れ、全身を破は裂れつさせた。

　裂ける音は繊せん維いの千ち切ぎれと離り反はんに等しく、割れる音は顎あごを開くような軋きしみだった。

　幹が咲く。

　そして、全体がもはや細分の繊維となり、千切れた木き枝えだが飛んでいく。

　後に残るのは、散った葉の影が作る陰いん影えいと、

「間に合ったわね、アンジー」

「そうだね、キメちゃん」

　声だ。二人の少女の呼び合う言葉。

　鉄てつ甲こう船せんの後部。円えん形けいの艦かん橋きようがある。その上に立つ二つの影は、それぞれ六枚の翼つばさと、長ちよう大だいな砲ほうを掲かかげていた。

　全長五メートルを超える砲は、板で出来ていた。

　明確な接せつ合ごう部ぶの少ない、板の組み合わさりで出来た長ちよう砲ほう。その色は、

「アンジー、どうする？」

　金の翼つばさを持つ方は、砲も衣い装しようも白く。

「こっちは、これでいいんじゃないかな？」

　黒の翼を持つ方は、砲も衣装も黒く。

　ただ両者を見る視線。甲かん板ばんにいる皆は、一いち様ように彼女達の事を呟つぶやいた。

「十じつ本ぽん槍やりの四と五、金の加か藤とう・嘉よし明あきと、黒の脇わき坂さか・安やす治はる……」

　金と黒、その二に色しよくを合わせて言う呼び名は、

「〝双鉄ツヴアイ・アイゼン〟……」

　そうね、と金の翼、嘉明が言った。

[image: ]

「午前の戦いには間に合わなかったけど、今は相手が出来るわ。──とは言っても、もう私達の出で番ばんはなさそうだけど」

　嘉よし明あきが口を笑えみに呟つぶやいた瞬しゆん間かんだ。甲かん板ぱん上じようから右う舷げんの森へと一いつ刀とうがぶち込まれた。

　光の大たい剣けん。黒の翼つばさを持つ安やす治はるが、振り向き告げる正しよう体たいは、

「カレトヴルッフ、──キヨちゃん、ちょっと遅いんじゃないかな？」
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　鉄てつ甲こう船せんの艦かん橋きよう上じよう。清きよ正まさが光こう剣けんを叩たたき込んだのは、最後の大たい木ぼくを投じてきた位置だった。

　……間に合いましたでしょうか。

　敵がそこにいるかどうかが問題だ。

　完全な不ふ意い打うちが出来た、とは思う。だが、回かい避ひされていないならば来る筈はずの手て応ごたえが、来ていない。

・しとお：『如何いかがで？』

・巨　正：『外はずした、……と思います』

・しとお：『キヨ殿どのが外すのは、珍めずらしいで御ご座ざりますな』

・ＡｎＧ：『オッパイ邪じや魔まだもんね……』

　半はん目めの視線を安治達たちの方に向けると、下から声がした。

「ちょ、ちょっと清正さん、動かないで下さい！　留とめが外れます！」

　急ぎで出場したため、各かく部ぶの装そう甲こうの接せつ続ぞくを片かた桐ぎりに任せていた。だが片桐は、こちらの腰のハードポイントを片手で操そう作さしながら、艦の索さく敵てき検けん知ちと連れん動どうするヘッドホンを耳に当て、

「──いない？」

「撤てつ退たいされましたか？」

　問い掛けに、片桐はしばらく動かず、ヘッドホンから聞こえる音を確かめていた。

　しかしややあってから、

「大だい丈じよう夫ぶそうです。──獣けもの達たちの動く声が、聞こえなくなっています」

　彼は立ち上がって、甲板上の皆に言った。

「近きん隣りん、少なくとも周囲三キロは安全だと思います。なので今の内に──」

　ふと、足あし下もとが揺れた。

　お、と甲板上の皆が軽く脚あしを開く。

　艦が上じよう昇しようを掛けるのだ。その理由は、甲板上に開いた大おお型がた表示枠レルネンフイグーアが教えてくれる。艦かん外がい、右う舷げんの森にいるであろう襲しゆう撃げき者しやに対し、見せつけるように展開した画面には、

「──羽は柴しば様さま、大丈夫ですか？」
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　清きよ正まさは、皆の前だが、躊躇ためらいなく羽は柴しばの体調を気き遣づかう。

　上うわ役やくを気遣う、というのも、大だい体たいの陣じん営えいでは外に見せるものではないだろう。

　……ですけど、私達の方では、それを共きよう有ゆうしておいた方がいいですね。

　羽柴が強きよう大だいな力を持っている事や、決けつ断だん力りよくがあるのは、皆、理解しているのだ。あとは彼女が、頼られる存在か、護まもられる存在か、という天てん秤びんだ。

　そして、自分達の選択としては、

「指し揮きの方は、私達でも出来ますから、無む理りだけはしないで下さいね」

『あ、だ、大だい丈じよう夫ぶです。Ｔｅｓテスタメント．。ええと、ボディの調ちよう整せいなどもするところだったので、その準備と一いつ緒しよに休んでました。で、あの、皆さん？』

「Ｔｅｓ．！」

　甲かん板ぱん上じようのみならず、艦かん内ないからも応おう答とうの声があがった。

　それらに対し、羽柴は頭を一度下さげ、告げる。

『ちょっと向こうの方かた達たちにとって、こちらが気に掛かる位置にいるようです。上じよう昇しようし過ぎると危険ですから、少しだけ、南西──、左の方に艦をずらしますね？』

　言われる通り、視し界かいが流れた。

　風というよりも、大たい気きの厚みが左から右に緩やかに包んできては抜けていく。おおう、と甲板上の皆が言い、

「おいおい、いつもより丁てい寧ねいな操そう艦かんだぞこれ」

「羽柴様の指し示じだから、だろうよ」

「竹たけ中なか様、大丈夫かしら」

　あの人は容よう赦しやなく駄だ目めだと思います、と清正は冷静な判はん断だんを入れ、後こう続ぞくの艦かん隊たいに振り向く。

　すると後ろの七艦も、同どう様ようの動きをしていた。

　敵がいる右舷側の森と自分達の間に、広い草原を挟む動きだ。そうすれば、敵が追ってきても草原上で捕ほ捉そく出来る。

『左の森の上、木々に艦かん底ていがつくくらいの高度で停止して下さい。燃ねん料りようは掛かりますが、流体エーテル燃料の供きよう給きゆうが地ち脈みやく通つう神しんで行われる事になりました』

　その言葉に、皆が顔をあげた。

　地脈を通じた流体関かん係けいの補ほ給きゆう。

　以前より柴しば田た勢ぜいの方で、聖譜顕装テスタメンタ・アルマの他国導どう入にゆうや、臨りん時じの補給として使用されていたシステムだ。毛もう利り攻ぜめを行う際には必ひつ須すとされており、今回はその用意が成ったと聞いていたが、

「ここで使用ですか。羽柴様さま」

『Ｔｅｓ．、こういう時に使うためのものですからね。補給元もとも、近くにありますし』

　と、羽は柴しばが言った時だ。羽柴の表示枠レルネンフイグーアの右に、もう一つの表示枠が現れた。

　映っているのは、星空を背景にした一人の男だ。

『やあ、今晩は。元気でやっているかい？』

「皇こう帝てい総そう長ちよう……！」

　マティアスだった。
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　片かた桐ぎりは、清きよ正まさの脇わき腹ばらの留とめが外はずれ、開いた口から肌はだが見えているのを、

　……注意した方がいいですかねえ……。

　どうしたものかと思いながら、片かた膝ひざをつく。

　甲かん板ぱん上じよう、誰だれも彼も、自分達と同じようにしている。横の清正も、カレトヴルッフを横に置き、顔を上げ、

「羽柴様、今回の補ほ給きゆうは、皇帝総長の御ご配はい慮りよですか？」

『えーと』

　羽柴は、マティアスの表示枠がこちらから見て何ど処こにあるのか解わかっていない。上下左右に顔を向け、最終的にはこちらを見て、

『どっちにしましょうか、マティアスさん』

『いや、それより、膝着つくのやめた方がいいよ。今、警けい戒かい中ちゆうなんだよね？　それに、ほら、傀かい儡らいが顔かお出すのも、チヤホヤされたいだけなんだから。

　今の私の心しん境きようとしては、傀儡であり続けたいために卑いやしく頭を下げて、君きみ達たちに燃ねん料りよう補給の御ご挨あい拶さつに伺うかがったという訳わけなんだ。そこの辺りの事情、上う手まく拾ってくれないと、傀儡ではなく、補給役や、出来た皇帝になってしまう。いいかい？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と長ちよう砲ほうを立てた金の翼つばさ、嘉よし明あきが、立ち上がってこう言った。

「いい感じよ皇帝。よくやったわ。その調子で燃料くれて頂ちよう戴だい」

『そう！　それでいい！　そのくらいじゃないと傀儡皇帝じゃない。皆も、そのくらいの扱いで頼むよ。そう、燃料程てい度どで皇帝やってられるなら幸いだ。傀儡楽らくでいい!!　燃料や食料がなくなったらすぐ呼んで欲しい』

　……凄すごいなあ皇帝総長。

　と、片桐は思う。何しろマティアスのそれは、腰が低いとか、そういうレベルではない。

　前まえ向むきに媚こびへつらう人間というのを、自分は他に見た事がない。だが、

・□□凸：『燃料自じ体たいは、K. P. A. Italiaのものですよね？』

・ＡｎＧ：『Ｔｅｓ．、K. P. A. Italiaの商業都と市し群ぐんが、商業支し配はい権けんを皇帝総長に差し出さない代わりに流体エーテル燃料なんかを献けん上じようしてる形だねえ』

　厳いつく島しまが落ちた以上、K. P. A. Italiaには自分達たちと対たい抗こう出来る戦せん力りよくがない。代わりにあるのは、大だい航こう海かい時代以い後ご、大たい洋ように面した国に劣おとった貿ぼう易えき力りよくを高めるため、敢あえて中ちゆう東とうや地ち中ちゆう海かい主体にシフトした地じ元もと貿易の力と、それによって発達したブランド品の収しゆう入にゆうだ。

　金は、彼らが保ほ持じする。だが、

・黒　竹：『貿易で国にお金を貯ためる一方で、お金が増ふえ過ぎたら、それで他た国こくから流体エーテル燃ねん料りようを買い付ける。そうする事で、自じ国こくの貨か幣へい量りようを調ちよう整せいしながら、他国の金きん利りを荒らさずに国家間かんの援えん助じよや贈ぞう与よを行う訳わけですね。

　そして、買った燃料はこちらに送ってしまえば、死し蔵ぞうの無む駄だも無い訳で』

　商人達たちや、国家間ではいろいろ言い方もあるのだろうが、片かた桐ぎりに言わせれば、

　……持ちつ持たれつ、ですね。

　元もと々もと、羽は柴しばとマティアスがM. H. R. R.神聖ローマ帝国 内ないのインフラを整えていたおかげで、流体燃料の供きよう給きゆうや配はい送そうなども迅じん速そくに行えた。物や情報を送る時は、K. P. A. Italiaから六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに直接配送するより、M. H. R. R. を通した方が早い場合もあるくらいだ。

　今回は、臨りん時じの際に地ち脈みやく通つう神しん経けい由ゆでの補ほ給きゆうも可能。

　そうやって出来上あがった補給ライン確立の上で、自分達たちは戦争をしている。

　マティアスは、その立たて役やく者しやだ。

　傀かい儡らいだが、傀儡であるために努力と手て配はいを怠おこたらない。

　本当なら大だい臣じんや、委員長クラスの事も、〝傀儡であるため〟、と自分でやってしまう人だ。今もまた、外がい交こうの一いつ環かんだろうか。羽柴がマティアスに指し摘てきするのは、

『教きよう皇こう総そう長ちようのオリンピア様と、星ほし見みですか、マティアスさん』

　Ｔｅｓテスタメント．、とマティアスは苦く笑しようした。

『彼女が、ガリレオ教きよう授じゆ由ゆ来らいの星見占うらないをしたいと言ってね。そうしたら彼女、どの星がどれか、という事も解わからない人で』

　全く。

『皇こう帝ていが教皇にへつらって物を教える……。まるで皇帝権けんを教皇から認めて貰もらっていたようで素晴らしい。傀儡間かんでも私は傀儡の再さい現げんだよ』

『星見では、何か解わかりましたか？』

　羽柴の何気ない問い掛けに、マティアスは微笑で応じた。

『西と東に、兆きざし有り、だ』

「兆し……？」

　つい、声をあげてしまったこちらに、マティアスが振り返った。

『解るかい？』

「あ、いえ」

　今日きようは身み分ぶんの高い人と話す日だ。本当に、始まりとなった、あの一いつ般ぱん学生の巫み女こさんが懐なつかしい。

　ただ、片かた桐ぎりは、相手の意い図とを読んだ。

　解わかるかい、という今のマティアスの言葉だが、兆きざしの意味を問うたのではない。何な故ぜなら、

「吉きつ兆ちようか、凶きよう兆ちようかも解らない、という事ですよね？」

『Ｔｅｓテスタメント．、その通りだ。ならば、これはどういう事か、解るかい？』

「Ｔｅｓ．、世界が、二分されつつある、という事です。おそらく、その星ほし見みは、主しゆ観かんではなく客きやつ観かんのもの。だから世界全ぜん体たいは、ある意味では吉兆で、別の意味では凶兆となるものをお互いに受ける、そういう事ではないかと思います」

『素晴らしい』

　マティアスが言って、片桐は赤せき面めんした。

　それ程ほどでも、と言ってはならない。何故なら、

『傀かい儡らい皇こう帝ていが、傀儡らしく、何も考えずにただ事実を放ほう置ちしておいて良かった。下へ手たに有ゆう能のうなところを見せては傀儡ではなくなるし、無む能のうを見せても君きみ達たちの迷めい惑わくだからね。ただ──』

　彼は言った。

『私が傀儡を長く続けるため、東西の兆しが君達にとっての吉兆である事を祈っているよ』







[image: 第三十四章『膝上御殿の享受者達』]
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　窓から夜空を見上げながら、正まさ純ずみは一ひと息いきをついていた。

　場所は教きよう導どう院いんの三階、生徒会室しつの中だ。

　時計は午前一時を示しているが、畳たたみ敷じきの床の上では、生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうの者を始めとして、皆が寝ね転ころがったり、座っている。

　先さき程ほどまで、取り寄せた弁べん当とうを皆で食い、一息をついていたのだ。

　上に出ていた連れん中ちゆうは、やはり相そう当とうに疲ひ労ろうがあったのだろう。その後の交こう渉しようにまで付き合ったためか、軒のき並なみ床で寝てしまっている。交渉に付き合わず、機き関かん部ぶの方に行っていた直なお政まさは、ちゃんと仮か眠みんも取ってきたのか、

「何さね一体、どいつもこいつも雑ざ魚こ寝ねで。風ふ呂ろくらい入っときゃいいのにさ」

　と、彼女はそう言いつつも、クロスユナイトとメアリが持って来た毛布を皆に掛けている。

「直政、弁当がそっちに──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、浅間神社のは疲労抜ぬきの加か護ごが入った酒がついてるから、後でいいさ」

　そして彼女は、

「アサマチもかい」

　空になった弁当箱ばこを傍かたわらに積んだまま、浅間が崩くずした正せい座ざで寝ている。その膝ひざを枕まくらに寝ているのが、

「葵あおいとホライゾン、さっきまで浅間からいろいろ注意を受けていたんだが」

「だが？」

「ああ。……ホライゾンが、ほら、いつものあれだ。大罪武装ロイズモイ・オプロを多く使ったせいか、自分の最さい適てき化かの睡すい眠みんが必要になってな。そうしたら葵も初めは〝俺おれが女じよ装そうして膝を貸すぜ！〟とかやってたんだけど、眠ねむ気けに負けてそんな感じだ。あとは浅間、葵姉、の順じゆん番ばんで──」

　膝で眠る二人にジャージの上うわ着ぎを掛けた浅間には、その尻しり側がわにしがみついて寝ている葵姉あねの上着が掛かっていて、葵姉にはミトツダイラの上着が掛かっている。

　ミトツダイラは、と言えば、起きてはいるのだが、ときたまがくりとくる塩あん梅ばいで

「ミトツダイラ、毛布来たから、それ使って寝てていいぞ」

「ぁえ？　──あ、ま、まだ大だい丈じよう夫ぶですのよ？」

「寝ずの番でもするつもりさね？」

　と、直政がミトツダイラに毛布を三枚渡わたす。

「三枚？」

「そこの川かわの字じと、アサマチと、お前さんさ」

　見れば、確かにその通りだ。馬ば鹿かが完全に上向きで寝ていて、浅間の胸が左ひだり一個でアイマスク状態になっているが、邪じや念ねんはない事故なのか、浅間の肩かた上うえで残ざん務む処理をしているハナミも反応をしていない。

　ミトツダイラが三人に毛布を掛け、浅あさ間まにも掛ける。浅間の前を包むようにして、葵あおい達たちを隠かくしていくのは、騎き士しとして王を護まもる警けい戒かい心しんからだろうか。

　そして自分は、毛布を肩からかぶって、葵の傍かたわらに座り込むが、

「ミト、トーリが腕、横に投げ出してるのがあるじゃないさ」

「て、手とか舐なめたりしませんのよ!?」

「いや、腕うで枕まくら借かりんのかとか、そー言うつもりだったんさね……。うん……」

　ミトツダイラは赤せき面めんするが、葵の傍そばから離れる様よう子すはない。

　……ああ。

　これがホライゾンの言っていた布ふ陣じんというものかもしれない。

　葵の傍にホライゾンや、浅間達がいるだけのようにも見えるが、その実は、

「二ふた代よは、そこか」

　彼女は、入口側がわの床で、大だいの字じになって寝ている。あれもホライゾンの警けい備び役やくとしての位置なのだろう。ときたま、廊下を誰だれかが通ると、寝ているままに傍らの蜻蛉とんぼスペアの柄つかを摑つかむのが、造ぞう作さの音として聞こえる。クロスユナイトが気を遣つかってか、利き手には毛布を掛けていないのがらしいと言えばらしい。

　立たち花ばな夫ふ妻さいは入口に置かれた衝つい立たての向こうで弁べん当とうの後の一ひと息いきを入れているようだし、他の皆も同どう様ようだ。

　……クロスユナイトも、ウルキアガも、ネシンバラやベルトーニ達もいる。

　この連れん中ちゆうは、徹てつ夜や組ぐみだ。

　毛布を掛け終えたクロスユナイトとメアリが、食べていなかった弁当にようやく手をつけ始めており、ネシンバラは今日きようの出で来き事ごとを資し料りようとしてまとめているし、ベルトーニはやってきたかと思ったら「ここが私の机つくえだな？」と二つ並びの一つを決めて、通つう神しん先さきのオーゲザヴァラーと遣やり取りしながら、施せ錠じよう術じゆつ式しきなどの設せつ定ていを行っている。

　珍めずらしく、役やく職しよく者しやが全員集あつまっている。

　役付きではないノリキやペルソナ君や御お広ひろ敷しき達は、自分達の仕事のために武蔵むさしの中に出ていったが、それもまた、

「布陣か」

　呟つぶやいた言葉に、正まさ純ずみは肩から力を抜いた。

　長ちようである葵……、長だよな、一応、そうだよな？　な？　まあそれを中心とした、身み近ぢかな部分と、周りを固める者達が、その位置を、今、自分達で自覚無なく作り出しているのだ。

　……私は、あの辺かなあ。

　などと、畳たたみと毛布が作る幾き何か学がく模も様ようで、正純は自分の位置を考える。

　すると、直なお政まさが一ひと息いきついて、弁当を手に窓まど際ぎわ、こちらにやってきた。

「──と」

　窓まど枠わくから窓までのスペースに、自分をはめるように横よこ座ずわりした彼女は、左の半はん身しんを窓から出すように。しかし右の義ぎ腕わんで窓枠をホールドし、

「お疲れさん」

「中で食えよ」

「一いつ服ぷくやるかもしれないからさ。アデーレや鈴すずが苦にが手てだし」

　成なる程ほど、と振り向いた先、バルフェットと向むか井いは、里さと見み生徒会長と共に寝ている。位置としては葵あおい達たちの近くの壁かべ際ぎわ。ただ、

「……どーなってるんさねアレ」

　向井が倒れて、両腕うでを頭ず上じように回した浅いＳの字になっているのに対し、その左腰こしに義よし康やすが頭を預けていて、右の腹から胸に掛けてはバルフェットが覆おおい被かぶさっている。

　あれは確か、

「初め、里見生徒会長が眠くなって向井の膝ひざを借りていて、それを覗のぞき込んでたバルフェットが瞬しゆん間かん的な寝オチしてな。支え切れなかった向井が倒れて観かん念ねんしてあのままだ」

「鈴は気きー許ゆるした相手にはされるがままのところがあるさねえ」

　言う直なお政まさの声は、小さく笑っている。弁べん当とうを箸はしでつまんでいく彼女は、

「これ、ビミョーにダイエット用だろう……。量より、箸でつまむ回数が多いさね」

「ああ、多く食べた気になる、ってやつか」

「正純は小こ口くちだから気付かんか」

　言われ、そういうものかと思う。

　と、直政がサツマイモの煮に物ものをつまみながら、問うてきた。

「これからどうするさね？」
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　そうだな、と正まさ純ずみは直政の問いに応じた。

「既すでに真さな田だの学長には先せん行こうして、真田領りように戻って貰もらっている。こちらの到着時じの手て筈はずを整える必要があるからな。真田の総そう長ちようはこちらとの手続き役として外がい交こう館かんに居る筈だ。──この二人の手配をもって、武蔵むさしは明日あしたの早朝から有あり明あけを出て、夕刻に真田領につく予定だ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、Ｊｕｄ．。到着から、三泊ぱく四日かの移い動どう教室さね」

　直政が、こちらの言葉を音声入にゆう力りよくで文字にして、変へん換かんミスしたところを直していく。恐らく機き関かん部ぶに伝えるつもりだろう。とはいえ、

　……これは機関部に伝えても意味が無いだろうなあ。

「移動中ちゆうから、午前はテスト、午後は身しん体たい測定だの何だのを進めるから覚かく悟ごしてくれ」

「……本当に文字通りの移動教室さね」

　言われ、見ると直なお政まさが弁べん当とうをつまんでる。お前も小こ口くちってやつじゃないかよー、と思いながら、敢あえて正すなら、

「学生なんだから、まずは学がく業ぎようという事だ」

「あたしゃ学業嫌きらいでねえ。どっちかっていうと戦争の方が派は手ででいい」

　ナルゼが、眠ねむ気け顔がおで上じよう半はん身しんを起こした。彼女はふらつく右手で空中に、

「こいつらなかま、……と」

　読めない字で書いてから、ナルゼがそのまま頽くずおれた。

　直政は義ぎ腕わん越ごしにそちらを見て、

「大だい丈じよう夫ぶかね馬ば鹿かどもは」

「馬鹿で大丈夫だと、危険だと思うぞ」

「そうはいっても、よくはならんだろうしさ」

　なかなか厳きびしい。ただ、そう言えるのも昔からの付き合いだからだろう。

　古ふる株かぶ、という言葉を思いながら、正まさ純ずみは問うてみた。

「酒さか井い学長、何ど処こに私達を連れて行くつもりだと思う？」

「は？　そんなのあたしに訊きかれても解わからないさね」

「直政は関かん東とうの出だが、予想もつかないか」

「あたしゃ関東の南。真さな田だは中部の方さ。酒井学長が真田と懇こん意いだったってのも初はつ耳みみだしね。昔に欧おう州しゆう渡わたりのルートとしてなら解らないでもないけどさ。だけど……」

「何か思いつくか？」

「正純だって知ってるだろうさ？　酒井学長は、武蔵むさしに来る前、元もと信のぶ公こうの弟の自じ害がいを止められなかったために、左さ遷せんで江え戸どにいたんさ。遺い跡せき巡めぐりなんかしたってね」

「────」

　言われて、正純は思い出した。

　……そうだ。

　三み河かわの時だ。下に降りていく酒井を送った時、そんな話が確かにあった。

　あの時酒井はこう言っていた。

「元信公の嫡ちやく子しの襲しゆう名めい者しやを自害させてしまったと……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、元信公の弟が、その嫡子を襲名してたんさね。──松平・信のぶ康やすを」

　そこで話は終わらない。

　先さき程ほど、真田・昌まさ幸ゆきと話していた酒井は、このように告げたのだ。まずは、

　……行って解らなかった事って無いでしょ？　と。

　そして、その後で、こう言葉を続けたのだ。

　……俺おれ、解らなかったんだよね。あ、二度目の時ね。まあ、命令だったからさ……、と。

「──二度目？」

「一度目は、欧おう州しゆうに行く時だったろうさね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じて、正まさ純ずみは考えた。一度目めがその機き会かいなら、

「二度目は、……江え戸どに左さ遷せんされた後の、遺い跡せき巡めぐりの際か」

「だろうさ。もし、その左遷が、さっき酒さか井い学長が言っていたように〝命令〟だったとしたら、それは誰だれの命令か。何のためか、ってのは、ちと謎なぞになるさね」

　成なる程ほど、と正純が頷うなずいた時だった。ふと、声が聞こえた。

「ええと、メ、メアリ殿どの？」

　クロスユナイトだ。
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　点てん蔵ぞうは、人生にして、初の事じ態たいを目もく前ぜんに構えていた。

　今まで、出会った事もない状況。それは、

　……金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうの酔よっ払いを相手にする事に御ご座ざる……！

　目の前、崩くずした正せい座ざで座っているメアリが、ぼやけた視線をこちらに送っている。

　顔は赤く、時とき折おり、

「ん」

　と、身をしゃっくりのように震わせる。

　何がいけなかったのかというと、当とう然ぜん、酒だ。

　浅あさ間ま神じん社じやの弁べん当とうには酒がついてくる。無む論ろん、疲ひ労ろう抜ぬきの加か護ごが入ったもので、酒として飲んでも酔うものではない。酔い自体も身体からだの負ふ荷かとして禊祓みそぎされ、抜かれるからだ。

　だが、精せい霊れい使つかいのメアリには相あい性しようが悪かった。

　酒という事で、中に住んでいた酒の精霊が、疲労を抜かれた身に染しみ込んだからだ。普通ならば、酔いは負荷として抜かれ、酒の精霊も、微び弱じやくなので無む視しされるところを、

　……疲れを取るために、受け入れよう、と、そんな態度だったので御座ろうなあ。

　いつものメアリならば、ワインやエールも飲めるし、清せい酒しゆや焼しよう酎ちゆうだっていける。欧州育そだちであるため、自分よりも酒には耐たい性せいがあるのだ。

　それが、浅い、というレベルであるが、確かに酔っている。この原因は、

　……やはり、戦せん闘とうは負ふ担たんで御座るよ。

　今回は生き死にが関わった。自分を救いに来たメアリが涙をこぼしたのを点蔵は憶おぼえている。今も通神帯ネツトは検けん索さく五位までが〝あの忍にん者じや〟だ。洒落しやれにならんで御座る。だが、

「いいですか、点蔵様」

「ジャ、Ｊｕｄ．」

「はい。いいです」

　……訳わけが解わからんで御座るよ！

　だが、メアリは、畳たたみの床を、左手で一度叩たたいて言う。

「点てん蔵ぞう様さま、点蔵様にはとてもよくして頂いただいてますが、一つ、不満があります」

「な、何で御ご座ざるか？」

　気付くと、メアリの向こう、窓まど際ぎわから正まさ純ずみと直なお政まさが無む表情な視線を向けている。直政が顎あごを動かし、顎コンタクトで〝続けろ〟と指し示じしてくるが、何で御座るかこのシチュエーション。

　しかし、後ろが見えていないメアリは、

「広い部屋に、早く、引っ越しましょう」

「ジャ、Ｊｕｄジヤツジ．！　そうで御座るな！」

　これは大変同どう意いだ。何しろプレイせずに溜たまっているエロゲの隠かくし場所も確かく保ほしたい。それにメアリとの生活で増えてきたものもある。だから、

「まずは六畳じよう間まに移って、ほら、あの、メアリ殿どのの言っていた鍋なべ掛かけなども──」

「そうではありません」

　メアリがぴしゃりと言った。そして彼女は、不ふ意いに、ふらつき掛けた頭を元に戻して、

「お布ふ団とんを並べて寝たいです。いえ、出来れば同じお布団で」

　直政が、一いつ瞬しゆん停とまった。だがすぐに、正純が頷うなずきコンタクトで〝構うな〟と指示を飛ばしてくる。彼女の肩かた上うえ、ツキノワが表示枠サインフレームで、

《歴史再さい現げんのステップとして必要だからな》

　……管理されてるで御座るよ！　管理社しや会かいの暗あん部ぶに御座るな！

　しかし、後ろが見えていないメアリは、

「点蔵様に、寝ている時だって触れていたいですし、朝起きた時や、夜、ふと起きた時に、横にいて頂けると、嬉うれしいのです」

「それは──」

「有あり難がとう御座います」

　……訳わけ解わからん上に完かん結けつされたで御座るよ！

　メアリが、しかし、眉まゆを浅く立てながらも、首を縦たてに振る。眠そうだ、というのは解る。だが、彼女は、

「点蔵様。私がどれだけ点蔵様に感謝してるか、解りますか」

　点蔵は、一いつ瞬しゆん、言葉に詰まった。

　解ると言っても駄だ目めな気がするし、解らないと言っても、駄目な気がする。

　どう言おう、と思った時だった。向こうの壁かべ際ぎわ、ネシンバラが表示枠に文字を掲かかげた。

《愛を語るんだよ。一千億おくの夜を超えるようなやつをね……！》

　人間、憤いきどおりがマックスに達すると、逆に気き分ぶんが晴れやかになるもので御座るな。

　しかし、点蔵は、ふと、思った通りに言葉を作った。

「──自分も、メアリ殿に感謝して御座るよ」

「私の方が感謝してます」

「いや、自分の方が」

「いえ、私の方が感謝してるんです」

「そうなので御ご座ざったか」

「そうなので御座る」

　こちらの口くち真ま似ねをして、メアリが肩を落とす。

「何な故ぜなら」

　言われた。

「ここに来て、昔むかし以上に、何なに一つ、不ふ自由が無く、嬉うれしい事ばかりです」

　点てん蔵ぞうは、何を言っていいか、思っていいか、解わからなくなった。

　……メアリ殿どの……。

　見れば、メアリが涙をこぼしている。

　ジャージの袖そでで、無む造ぞう作さという動きで、頰ほお落おちる涙を拭ぬぐっている。

　だから点蔵は、口を開いた。

「メアリ殿」

「な、何ですか？」

　酔よっている彼女は、今の事を憶おぼえていてくれるだろうか。だが、それが不ふ確たしかだからこそ言える台詞せりふを、点蔵は心に思った。

　そして点蔵は、周しゆう囲いを確かく認にんする。

　……大だい体たいは、寝て御座るな!?

　外げ道どう商人が起きて仕事をしている以上、未来は無い気もするが、仕方ない。見れば直なお政まさも正まさ純ずみも、耳をこちらに向けたまま窓の外を眺ながめている。

　だが、彼女達たちを気にしていては、いけない。

　今はメアリの事なのだ。ゆえに、点蔵は、メアリに膝ひざを寄せ、

「いいで御座るか？」

　さっきと逆で御座るな、と思いながら、点蔵は言う。

「──自分は、一いつ介かいの忍にん者じやで御座る」

　それは確かだ。周囲の連中のような種しゆ族ぞく的な特とく殊しゆ能力も無ければ、術じゆつ式しきの得え手ても無い。

「ゆえに自分は、ただただ、物もの事ごとに尽くし、多くを望まず生きていく者に御座る」

　だが、と点蔵は言った。

「そんな生き方の中で、自分に背を向けるようにして、唯ゆい一いつ望んだ贅ぜい沢たくが御座る」

「それは……」

「メアリ殿で御座るよ」

　メアリが、動きを止める。そんな彼女に、点蔵は右の人ひと差さし指ゆびを立てて見せ、

「自分が望んだ人じん生せい唯ゆい一いつの贅ぜい沢たくが、今が幸せだと言ってくれる。これが自分にとって一番の幸いで御ご座ざるし、自分、それを誇りに思うで御座るよ。自分の選択も、判はん断だんも、そしてメアリ殿どのの何もかもが、良かった事なのだと」

「じゃあ……」

　と、メアリがまた涙をこぼして言った。

「点てん蔵ぞう様さまには、もっと幸せにして頂いただかないといけませんね。そして、点蔵様も教えて下さい。私がどうであったら、点蔵様が幸せなのかを。だって──」

　だって、

「点蔵様が幸せだと、私も幸せです」

　直なお政まさが煙草たばこの煙を長く長く窓の外に吐く音が聞こえた。しばらくして、むせた咳せきが続き、正まさ純ずみが「そうだよな直政……、解わかる気がするよ……」などと呟つぶやいているのが聞こえる。

　とはいえ、メアリも落ち着いたようだ。酔よっているのは相変わらずのようだが、

「点蔵様？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何で御座るか？」

　問うと、メアリが、自分の腿ももを軽く叩たたいた。

　何の意味か。

　……？　太ふと腿ももに傾けい注ちゆうしろという事で御座るか？

　これは誠まことに見事な立りつ体たい。

　だが、視し界かいの中にある腿を、もう一度メアリが急せくように叩いた。

　え？　と首を前に傾かしげて見ると、メアリが少し眉まゆを歪ゆがめている。

　不ふ機き嫌げんだ。

　……は？　ええと、な、何で御座る？　というか、何な故ぜ？

　思っている眼がん前ぜんで、メアリが自分の腿を二度程ほど叩いた。しかし、こちらは意味が解らず、

「え、ええと、メアリ殿」

「……点蔵様」

　言わずとも解って、という呼び方をされる。否いな、

　……メアリ殿なら、「言わなくても解って下さいな」で御座ろうな！

　心の中の訂てい正せい終了。だが、現状は全く変わっておらず、

「……あ」

　点蔵は、周囲に見えるものから、メアリの意い図とを理解した。

　何故なら、こちらの左横よこの方にて、馬ば鹿かとホライゾンが、浅あさ間まを頼るように、

　……膝ひざ枕まくらで御座るか。

　成なる程ほど！　と得とく心しんすると共に、ぞっとした。

　家の中ならば構わない。だが、ここでそのようにして寝た場合、先に起きた連れん中ちゆうが何をするかが解わからないというか、解り過ぎていて危険だ。

　……武蔵むさしの通神帯ネツトで、検けん索さくトップ10を独どく占せんしかねぬで御ご座ざる！

　ただ、その一方で、メアリが、

「点てん蔵ぞう様さま」

　やや酔よった顔で、浅く眉まゆを立てつつ、しかし何ど処ことなく口くち元もとなど自信なさそうで。ともすればまた泣き出しそうな顔で。

　……メアリ殿どのも、勇気を出して御座るな。

　腿ももを叩たたく音が、もう一度聞きこえた時。点蔵は、声を作った。

「メアリ殿。見ているで御座るよ？」
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　正まさ純ずみが見たのは、クロスユナイトの消しよう失しつだった。

　……お？

　一いつ瞬しゆんで、忍にん者じやが消えた。

　え？　とクロスユナイトの正面にいたメアリですら、肩を震わせる消え方だ。恐らく忍にん術じゆつであろうと予測はつくが、その意い図とや行き先は、

「──あ」

　気付けば、クロスユナイトが、メアリの膝ひざに頭を預けて寝ている。

　メアリも、ようやく気付いたのだろう。あら、と声を作って、

「点蔵様？　帽ぼう子しが胸に当たって邪じや魔まですよ？」

　言いつつ、しかし彼女はそれを取り上げるような事はしない。応じる動きで、ただクロスユナイトが帽子を顔に被かぶせ直しただけだ。

　彼は、少々、周しゆう囲いを窺うかがう声で、

「……贅ぜい沢たくで御座る」

「点蔵様？」

「何で御座るか？」

「今度、腕うで枕まくらというのを、して下さいね？」

　直なお政まさが、煙管きせるの先せん端たんが赤せき熱ねつする勢いで右頰ほおに煙を溜ためた。

　彼女は口の左端はしから、色の薄い煙を窓そう外がいに噴ふき、

「……心しん臓ぞうに悪い日さね」

「ああ、うん、……おい、見ろよ。ナルゼが、寝ながらネーム切ってるぞ」

　見れば、葵あおい達たちの方も、少しの変化があった。ミトツダイラが眠ねむ気けに負けて倒れ、馬ば鹿かとホライゾンの上に、上じよう半はん身しんを猫ねこのように横たわらせているのだ。

　あと、葵姉あねが眠ったまま、浅あさ間まのインナースーツの腹の袷あわせなどを開けていっているが、どこまで全ぜん自じ動どうなんだろうかあの芸げい人にん姉は。

　だけど、と正まさ純ずみは、直なお政まさが振り向くのに合わせて、こう言った。

「明日あしたから、今日きようとは別の忙いそがしさが来るぞ」





●






　夜の町中に、幾いくつかの明かりが灯ともっている。

　通りの端はしに立つ十じゆう字じ剣けん型がたのインフォメーションが知らせるのは〝倫敦ロンドン・ソーホー西〟。時刻は午前一時を示していた。

　道路を照らすように灯った明かりの一つ。〝人にん魚ぎよ亭てい〟というパブでは、賑にぎわう客の姿し勢せいが、二つに分かれていた。

　立っている者と、倒れている者だ。

　立つ者の代表格かく、私し服ふく姿すがたに王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを携たずさえたエリザベスと、夏なつ服ふく姿すがたのセシルは、倒れている者の代表格であるジョンソンとハワードを見て、

「大だい丈じよう夫ぶかハワード、嫁よめを呼ぶか？」

「い、いえ、た、立てます、立てますとも……！」

　ハワードが、ふぬあ、と声をあげて、膝ひざ立だちの姿し勢せいにまで身を持っていった。

　だが、そこで、

「────」

　ハワードが、無む表情になった。

　そして彼は、糸が切れたように身を前に倒し、頽くずおれる。額ひたいが木の床に激げき突とつし、いい音がして、エリザベスが感かん心しんしたように頷うなずいた。

「卿きようら、流石さすがだぞハワードは。酔よい潰つぶれた時も土ど下げ座ざでシメている。どうだジョンソン」

「ジョンソンさっきからぴくりともうごかないのー」

　同じように、個人仕し様ようの仮か想そう海かい術じゆつ式しきで参加していたキャベンディッシュも、横よこ向むきに床に転がって、時とき折おりその人にん魚ぎよの尾びれで床を力なく叩たたくだけだ。

　そんな皆を見たドレイクが、横に立つホーキンスに呟つぶやく。

「折せつ角かく、メアリの戦せん勝しようと、露西亜ロシアから戻ってきたウオルターの快かい癒ゆ祝いわいだってのに、勿もつ体たいねえ話だな。俺おれ、ワイン牛乳とか好きなのによ」

「ペース配はい分ぶんを間違えればリタイアするのは当とう然ぜんと言えば当然ではあります。ウオルター氏も、祝いの空気が〝何かヤバい〟になり出した時に、ミルトン氏と帰られました」

「ウオルターの危険察さつ知ち能力は異常だね。つーか、酒は純じゆん粋すいに弱いのもいるからねえ」

　と、夏服のオマリが、倒れている連れん中ちゆうを杖つえで叩いていく。

　すると、床から流りゆう体たいで出来た蔦つたが生じ、伏した身を浅く包んだ。初めは緑の蔦が、段だん々だんと赤くなっていくのを見て、ホーキンスが問うた。

「アルコールを抜いているのですか」

「いや、吸きゆう血けつ。選せん別べつはしてるけど」

　人にん魚ぎよがじたばたし始めたが、酔よっ払いより蔦つたの方が強い。

　と、オマリが魚のフリット串くしを口くちの端はで横よこ食ぐいしながら、妖よう精せい女じよ王おうに問うた。

「上じよう機き嫌げんだな妖精女王。酔いが回ったか？」

「じょじょじょ女王陛へい下かが、酔いを？」

「落ち着けダッドリー、落ち着いて塩しお抜ぬき鶏どりを食え」

　エリザベスは、セシルがそれをダッドリーに回すのを確かく認にん。その上で彼女は、

「つまり、あっちだ。ほれ」

　腰の王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを無む造ぞう作さに摑つかんで南東を指した瞬しゆん間かん。

「……！」

　切きっ先さきの向いた先にいる皆が、一いつ斉せいに伏せた。店内の女王の盾符トランプだけではない。通りの者達も、気付いた順に。向かいの店や、その背合わせの店も、

「わ……!!」

「何だ貴き様さまら、酔ってはいるが、分ふん別べつくらいは残っているぞ」

「ようじょ！　ようじょ！　どうやって撃うつの!?　見せて見せて！」

「仕方ないやつだなベーコン、こんな感じだ」

　結果として正面の扉とびらが吹き飛び、向かいの店の屋根が削けずれて、直線上じようにあったM. H. R. R.神聖ローマ帝国 北部の方から抗こう議ぎが来た。

「じょ、女王陛下！　巴ともえ御ご前ぜんが〝おっ死ちね馬ば鹿か野や郎ろう〟と不ふ遜そんな事を！」

「でもあたるとあぶないのー」

「ようじょ！　ようじょ！　どう危ないの!?　見せて見せて！」

　結果として二度目の抗議が来た。

　吹っ飛んだ扉を、その腕で摑つかんで引っ張ってきたウオルシンガムが静かに言う。

『……Drain？』

「姉が、酔っているのだろう」

　エリザベスは、頰ほおを薄うす赤あかく染そめた顔で、見えぬ南東の空を見上げた。

「感覚共きよう有ゆう。魂たましいの共有という部分もあるな。それが最近、姉の方からこちらに届いてくる」

「ダ、〝重双ダブル血塗れブラツデイ〟メアリの力が、上がっている、と？」

「元もと々もと、姉は抑よく制せい派はだ。私は瞬しゆん間かん的に光こう翼よくを出せるが、姉とて、地ち平へいに広がる程ほどの睡すい蓮れんの花を出しただろう？　──英国イギリスの地ち脈みやくに重なり、この国を護まもろうとした。それだけの力はある」

　だが、と彼女は言った。

「当とう然ぜん、感覚は、それが近しいならば近しい程ほど、伝わりやすい。私が日々、幸いに過ごしているのに対し、姉の方も、幸いを自覚し──」

　フ、と彼女は小さく笑った。

「それを、誰だれかに伝えたいのだろう。──一番に伝わるのは、私なのか、定さだかでは無いがな」

「嬉うれしそうだな、妖よう精せい女じよ王おう」

「面めん倒どうだぞドレイク？　会議の最さい中ちゆうなどに、変な感情が飛び込んでみろ。それに、強くなれば、身体からだの感覚まで届く事もある。昔の事だが、な。それが届かなくなったのは──」

「三百人切ぎり、とか言うなよ？　そういうの苦にが手てなんだ、俺おれ」

　ドレイクが、エリザベスの言葉を遮しや断だんするように言った。

　エリザベスも頷うなずき、ただ、

「姉は、一いつ切さいの痛みを伝えてこなかったとだけ、言っておこう。美び談だんではなく、妖精女王が〝重双ダブル血塗れブラツデイ〟メアリに見くびられた、としてな。何しろ聖せい譜ふ記き述じゆつでは、エリザベスはメアリに対し、厳きびしかったのだから」

　たださあ、と言葉を挟んだ者がいる。土ど下げ座ざ姿し勢せいで動かなくなっている商人を検けん分ぶんしていたベーコンだ。国こく璽じの妖精は、首を傾かしげ、

「ようじょから、向こうには、感覚送おくれないの？」

「姉はな？」

　エリザベスは、カウンターに置かれたグラスを手にとって言った。

「自分がされる事に慣れてない、人に何かしたくて堪たまらないと言ったタイプなのだ」







[image: 第三十五章『試され先の回頭者』]
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「浅あさ間ま様さま、少々、質問があります」

　真さな田だ行きの空。有あり明あけを出た武蔵むさしが、ゆっくりとした方向転てん換かんを終え、動き出した頃ころだった。浅間はホライゾンの声を聞いた。

　場所は教室内ない。テストが午前中ちゆうだけで強ごう引いんに七教きよう科か終えられ、大だい体たいの人じん員いんが机つくえに突つっ伏ぷしたり、椅い子すに身を預けている時間帯たいだ。

　浅間は、喜き美みの席に来て、ミトツダイラと明日あしたのテストについて話し合っていたのだが、

「何ですかホライゾン、明日のテストの事ですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、神しん学がくは、浅間様の領りよう分ぶんだと判はん断だんします」

「あー、ノートならこっちにもー。マッハで返すから」

　ナルゼと二人で机に突っ伏していたナイトが言う。はいはい、と応じている間に、表示枠サインフレームでノートの配はい布ふ準備をすれば、ホライゾンの横の席で寝ている彼が見える。

「トーリ君、どうだったんでしょうか」

「何やら凄すごい勢いで答とう案あんを書いて、後は寝てましたが」

　Ｊｕｄ．、と応じたのはネシンバラだ。

「極きよく東とうの総そう長ちよう、生徒会長は無む能のう。だからテストの時は逆に点てん数すう取るとアウトなのさ。上う手まく赤点ぎりぎりを確かく保ほしていくのがいいとされてるね」

「そうなのですか」

　ええ、と浅間は首を横に振る。

「だから一いち応おう、私やネシンバラ君からノートを借りて、最さい低てい限げんの点数を取れるようにしてるんですよ。──あ、ホライゾンの方にもノートを送っておきました。明日、頑がん張ばって下さいね？」

「有あり難がとう御ご座ざいます」

　ホライゾンが頭を下げた。いえいえ、と言っていると、

「ホライゾン、昨さく夜やから浅間様の膝ひざ枕まくらなど、世せ話わになりっぱなしですね」

「それは言わない約束ですよ。ミトなんか完全に猫ねこ──、犬いぬ布ぶ団とん状態でしたから」

「な、何ですの今の言い直し！」

　フフ、と笑ったのは、喜き美みだった。彼女は自分の得とく意いである、古こ文ぶんのノートを配布用ようにまとめながら、

「浅間こそ、起きた時、愚ぐ弟ていの顔を胸で潰つぶしてて慌あわてまくってたくせに」

「あれはお見事でした」

「い、いや、あれは何ていうか。その……」

　喜美が、自分の左胸むねを持ち上げながら目を細めた。

「愚弟の顔の痕あと、ついてない？」

　彼女はそのまま立ち上がり、身をくねらせながら作り声で、

「や、やあっ、私の身体からだの大事なところに、トーリ君の型がついてる……！」

「ありませんって！　消えてますって！」

　思わず言った言葉に、皆が動きを止めた。ただ、ナイトとナルゼが、

「……消えた、って事は、あったって事だよねガっちゃん」

「……シっ、あまり目立つと警けい戒かいされるわ。静かに行くのよ」

　一いつ体たい何をするつもりだろうか。ただ、そんな皆の中で、鈴すずが首を傾かしげた。

「型？」

　えっと、とアデーレが何かを言おうとした瞬しゆん間かん。直なお政まさがその後こう頭とう部ぶを瞬間的にひっぱたいて止める。

　……ナイスストップですよマサ！

　意い外がいにマサは真ま面じ目めですよね、と思う一方で、

「えーと、とりあえずは、その、自然現げん象しようで」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね」

　応じたのは、メアリだ。

「私も今朝けさ、点てん蔵ぞう様さまに膝ひざ枕まくらしてましたけど、点蔵様が皆様より早起きされた時、胸で点蔵様の顔……、帽ぼう子しですけど圧あつ迫ぱくしてしまっていて、ちょっと痕あとついてましたから」
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　点蔵は、皆が自分に視線を向けたのを感じた。

　……しもうた!!

　忍にん術じゆつによる短たん時間睡すい眠みんで、外げ道どう共どもが起きるより先に起き床しよう。そうする事で、メアリの膝枕と、自分の身の安全を両立した。そのつもりだった。

　まさか浅間からこちらに飛び火フレンドリフアイアが来るとは。だが、事じ態たいは既すでに進んでおり、

「点蔵君、メアリに膝枕して貰もらってたんですか」

「あ、浅あさ間ま殿どの！　そちらの方が先に御ご座ざるよ！」

「というか女の子の身体に帽子の痕つけるとか、サイテー。こんな感じで寝てたのかしら」

「ナルゼ殿！　想そう像ぞうデッサンなら自分もうちょっと脚あし長ながいで御座るよ！」

「宗むね茂しげ様、宗茂様も、私に、膝枕をして欲しいですか？」

「当とう然ぜんです」

　即そく答とうであった。

「──キヨナリ、どうなの？　ああ、もっとゴツゴツした脚じゃないと駄だ目めのようね」

「何な故ぜ、貴き様さまは拙せつ僧そうの趣しゆ味みが解わかるのだ……？」

　ここらはおかしい範はん疇ちゆうで御座ろうな、と思っている横、メアリが浅間に言う。

「Ｊｕｄジヤツジ．、おかしな事では、ありません」

「え？」

　浅あさ間まが、珍めずらしく戸と惑まどいの声を出す。が、メアリが構う様よう子すは無い。彼女はただただ、静かに頷うなずき、細めた笑えみで浅間に言葉を送った。

「いい流りゆう体たいの色が見えています。──必ず、良い結果になりますよ」

　飛んだ台詞せりふに、浅間が顔を赤くして、口を横に開いた。すると横、ホライゾンが彼女の肩に手を乗せ、うんうん、と二度程ほど頷うなずいた。それを、振り向かずとも理解した浅間が、

「え、ええと」

　彼女は、ホライゾンの肩を摑つかんで引き寄せた。皆に対する盾たてとすると、

「明日あしたのテストの事ですよね！　え、ええ、神しん学がくの方は、私のノートがありますから大だい丈じよう夫ぶですよ！　不安だったら御お守まもりや破は魔ま矢やも持って来ますから！　──って、何を喜き美みとミトは笑ってるんですか！」

「馬ば鹿かねえ」

　喜美が、浅間の肩を叩たたいた。彼女は笑えみを消さず、

「すぐに美術室しつ行くわよ？　身しん体たい測定。──食事して、体重上あげたくないでしょ？」
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　清きよ正まさは、机つくえについていた。

　目の前にあるのは、テストの用紙だ。

　……やっぱり、夏休み前は、こちらもこちらで忙いそがしいですね……。

　昨夜、片かた桐ぎりが武蔵むさしに学がく業ぎようの履り行こうを説いたが、それはこちらも変わらない。自分達たちとて、毛もう利り攻ぜめや、他の方に出ている派はへの援えん護ごや補ほ給きゆうに動いていたのだ。特に自分と福ふく島しまは江え戸どから水み戸とに〝警告〟に行った事もあって、

　……今いま頃ごろ、福島様も、テスト中なんでしょうね……。

　安土あづち城じようの皆は、こちら以上に江戸での仕事が多かったらしい。自分達の方に向かいながら、やはり期き末まつテストを行っている筈はずだ。

　ゆえに、皆の集中が乱れるからと言う理由で、安土城は低てい速そくでこちらに向かっている。

　福島自じ体たいは、別べつ艦かんを利用して明日の未み明めいにはこちらに合ごう流りゆうすると言うが、

「何い時つになりますか……」

「──加か藤とうさあん、テスト中です」

　教員が、こちらに苦く笑しようで言葉を送ってくる。

　すみません、と応じるのも声になるので、清正は頭を下げてテストに向き合う。

　気付けば、先さき程ほどまでの自分は、いつの間にか窓の方を眺ながめていた。

　気が散ってますね、と思う事もだが、やっぱり外は夏なのだ。戦せん争そう状況でなければ、開放的な気分で外に出ているのだろう。それが今は、

　……一時間交こう替たいでテストと外の警けい備びとは。

　スケジュール的にテストを先に終えた者達たちが前ぜん線せんを作り、それ以外の者達はローテーションでテストと戦争を行う。

　羽は柴しば勢ぜいとて、スケジュールの管理は完かん璧ぺきではないのだ。

　他た国こくと戦争や国こつ交こうを行っている以上、他国からの干かん渉しようを受ける。今回の毛もう利り攻ぜめでは、周しゆう辺へん国家が協力や侵しん行こうルートの確かく保ほや開放に対し、夏休みの進しん行こうを駆かけ引きに出してくる。

　見み返かえりや安全の確保が無ければ、協力はしないという訳わけだ。

　それによって、こちらのスケジュールは静かに乱れていく。

　無む論ろん、他国との折せつ衝しようの影えい響きようを考こう慮りよしたスケジュールもあるのだが、羽柴が管理していて表おもてには出さない。本ほん人にんに言わせると、

「だ、出すと皆、それを頼ります……」

　……確かにその通りです。

　戦せん場じように出るのだって、スケジュールで出るよりも、ちゃんと訓くん練れんなどを経て出たいのだ。スケジュールのマージンは他国相あい手てではなく、出来れば自分達に用いて欲しいとも思うが、

　……私達がしっかりしていれば、どうとでも対たい応おう出来る事ですものね……。

　とはいえ、期き末まつの時期は慌あわただしくなるのが常だ。

　今も廊下を、重じゆう装そう備びの機き動どう殻かくが空中ダッシュで突っ走っていき、向こうの教室で、

「す、すみません！　保ほ健けん体育のテストに遅れました！　今日きようのは合がつ体たい系けいで興きよう味みあるところなので良い点採とれると思うんです！　受けさせて下さい！」

「あの、出来れば実じつ技ぎ駄だ目めですか!?　──あっ、ここ、男のみの教室かよ！」

「先生！　用よう語ご解わからないんですけど、絵だったら表ひよう現げん出来ます！」

　素す直なお過ぎませんでしょうか。

　だが、こちらの方も、記き入にゆうは終わっている。確かく認にんも済ませた。だから、

「先生、外に出てもいいでしょうか」

「Ｔｅｓテスタメント．、後ろから回って」

　Ｔｅｓ．、と頷うなずいて、清きよ正まさはその通りにする。

　席を立つ。

　……今日は低てい速そくの進行です。

　安土あづち城じようとの合ごう流りゆうもだが、昨日きのうの疲ひ弊へいがある。今日は後こう続ぞくを寄せるようにして六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの南にある森林部ぶを西に通つう過か。明日あしたからは麓ふもとを抜け、中央から北部への侵行を開始する。そこからは、森林部をショートカットした分、敵の首しゆ都とである巴パ里リには早く近づける筈はずだった。

　だが、武蔵むさしの移い動どう教室は移動日びを入れて三泊ぱく四日か。自分達たちが巴パ里リに接せつ近きんした辺りから、武蔵勢ぜいはまた夏休み前の関かん与よを狙ねらってくるはずだ。

　だから迅じん速そくに、

　……水みず攻ぜめですね。
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　毛もう利り攻めの成せい立りつ条件。

　その最たるもので、最さい終しゆう条件とも言えるのが、毛利の城である備びつ中ちゆうの高たか松まつ城じようを土ど木ぼく工事と灌かん漑がいによって水に沈める、という水攻めだ。

　だが、該がい当とう地ちである備中高松は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの南ではなく、K. P. A. Italiaにあった。

　なので、交渉の末すえ、解釈による代用で毛利の居きよ城じようでもある巴里を水攻めにする事になった。

　都と市し一個を沈める。つまり、マクデブルクで行った事の大だい規き模ぼバージョンをするために、自分達たちは多くの用意をしてきた。

　失敗する訳わけにはいかない。

　その方法は幾いくつもあるし、現にマクデブルクでも試験を行った。

　だが、備中高松城の水すい没ぼつが歴史再さい現げんであるならば、そこには毛利側がわの意い向こうも関わる。マクデブルクの時のようにM. H. R. R.神聖ローマ帝国 内の事として内ない々ないに進しん行こう出来るものではない。

「毛利が、もし、駆かけ引きを起こしに来たならば……」

　呟つぶやきつつ、歩き、ドアを開けて、清きよ正まさは廊下に出た。

　すると、

「あら？　もう終わり？　早いわね」

　金きんの翼つばさが、少し眉まゆを上げた顔で、一歩を下がった。教室に入ろうとして、こちらが出て行くのにカウンターを受けたのだろう。それは、

「嘉よし明あき様さま。早めの戻りですね。脇坂様は？」

　問い掛けに、嘉明は軽く右の手を上に向けてみせる。

「安治とは２-１ローテーション。こっちはノヴゴロド以い降こう──」

　彼女は、自分の背後、何も無い空間を親おや指ゆびで示した。

「白姫ヴアイス・フユルステインの調ちよう整せいでちょっと掛かってしまったものね。アンジーの黒姫シユヴアルツ・フユルステインの方は比ひ較かく的てき安定していたようだけど」

「完全重じゆう力りよく制せい御ぎよ型がたとなると、いろいろあるものですね……」

「魔女テクノヘクセン自体が一種の喪そう失しつ技ぎ巧こうだもの」

　嘉明が小さく笑った。そして彼女は、

「中、誰だれかいる？」

「保ほ健けんは私だけですよ」

「へえ。らしくないわね」

「は？」

「興きよう味みあるヤツほど後に回すって事よ。長なが泰やすとか。──片かた桐ぎりがいたらからかってやろうと思ったんだけどね。まあいいわ、先に次の予よ習しゆうしてる」

　乾いた転がりの音をつけて、嘉よし明あきがドアを開けて中に入る。

　教室内ないの皆は、テスト中だから振り返らないが、誰だれが入って来たかは気け配はいで分かるのだろう。僅わずかな、しかし厚みのある、息を詰めるような雰ふん囲い気きが室内から生まれた。

　だが、嘉明はそれを気にする事なく、最後部ぶの空あき席に向かう。

　そして清きよ正まさは気付いた。

　……ドア、開けっ放しですね。

　苦く笑しようでドアを閉めると、気付いたらしい嘉明がこちらに笑えみで手を小さく振る。

　ドアを閉じる。その時だった。

『──報告！　前方七キロ！　敵てき影えい発見！』

　廊下に、通つう神しんの声が飛んだ。

『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ武神隊ルール・デ・マリオネツタ、対たい空くう部ぶ隊たいです！』
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　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 羽は柴しばの毛もう利り侵しん攻こう団だんの先せん頭とう。鉄てつ甲こう艦かんの舳へ先さきには、一つの影が立っていた。

　黒の六枚翼よく。黒の長ちよう砲ほうを携たずさえた少女だ。彼女は、目の前に展てん開かいした望ぼう遠えん術じゆつ式しきの魔術陣マギノフイグーアに、ペインティングナイフ型の焦しよう点てん具ぐで流りゆう体たいの絵を描いていく。

　それは前方の風景、草原と左右の森を粗く示したもので、

「あ、いるいる。カッキー、拾える？」

・□□凸：『拾えました。いきなり、という感じですね。前まえ触ぶれがありませんでした』

「カッキーが言うなら、武神用ようのステルスかなあ」

・□□凸：『それはどうかと……、と、脇坂さん！　来ました！　砲ほう撃げき八つ！』

　安治アンジーが構える魔術陣の中に、光の描びよう写しやが八つ来た。

　それは正確にこちら、鉄甲船の艦かん首しゆに飛ひ来らいした。

「わあお」

　安治が、爆ばく風ふう除よけに翼つばさを狭く閉じた瞬しゆん間かんだ。

　艦かん前方に防ぼう護ご障しよう壁へきが重じゆう連れん。そこに前方からの砲ほう弾だんが七つ激げき突とつした。

　音が破は裂れつする。

　防護障壁が割れ、亀き裂れつの形に砕くだけ散って、宙に光の破は片へんと化す。その残ざん滓しを浴びて翼を震わせる安治アンジーは、

「あ、カッキー！」

　言うなり、右手を回した。

　右の手ての平ひらから甲こうをぐるりと回って手に収まったのは、黒の長ちよう砲ほうだ。長い鉄てつ板ぱんを接せつ合ごう無なく砲ほうとして組み上げたものを、安治は脇わきに抱えて、

「これ！」

　応おう撃げきした。





●






　それは、時間差さの着ちやく弾だんだった。

　砲ほう撃げき音おんは八発同どう時じ。だが、そのうちの一発だけが、違う砲ほう弾だんだった。

　異い質しつの弾だん丸がんは、約七キロの距離を飛ぶ際に他の七発の後こう続ぞくとなったのだ、

　届く。

　先の七発が防護障壁を砕くだいた後で届く一発。そういう仕掛けだ。

　だが、その瞬しゆん間かんに、安治が応撃を入れた。

　全長五メートルの長砲。内部に仕込まれた箒ほうきを後部にスライドさせ、

「銀ぎん貨かで行くよ！」

　弾丸状じように成せい形けいされた弾だん貨かを砲ほう口こうから飲ませるなり、砲の後部スライドが前に走った。それは叩たたかれぶち込まれるような勢いで、砲を作る板の隙すき間まから白い発はつ光こうがあり、

「──Herrlich！」

　反発加か速そく術じゆつ式しきの魔術陣マギノフイグーアを割って、弾丸が行った。

　位置は真ま正しよう面めん。やや上うわ向むきの角度をつけて放たれた一発は、

「どう!?」

　当たった。

　高速の打だ撃げきに音は間に合わない。ただ発光現げん象しようが生じ、火ひ花ばなにも似た光が、しかし強く艦かん首しゆを照らした瞬間。

　弾丸を受けた砲弾が、衝しよう撃げきに溶とけたように崩くずれ、二つに分かれた。

　長さ六十センチ程ほどの砲弾だった。

　正しよう面めん下部を撃うち抜かれた一発は、前側が溶け捻ねじれて左右に分かれ、しかし後ろは、弾丸の衝撃が抜けていくのを受け止める形になり、

「──違ったかあ」

　安治の声と共に、捻じれた砲弾は二つに散って、

「御ご免めん」

　急ぎ間に合わせるように出しゆつ現げんした防ぼう護ご障しよう壁へきに当たる。

　音が鳴った。

　威い力りよくを失った力は、壁を砕くだけない。ただ硬い音をつけて、空に破は片へんが散った。

　それを見送る事も無く、黒の翼つばさが右の砲ほうを脇わきから手に移した。彼女は、手の平の中の黒くろ鉄がねの連なりを重さが無いもののように回すと、

「行く？　撃うつ？」

・□□凸：『脇わき坂さかさん。突とつ撃げき命令も指し示じも出てません』

　それに、と片かた桐ぎりが言葉を繫つなげた。

・□□凸：『敵が消えてます』
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　安治アンジーは、艦かん首しゆの舳へ先さきから、遠くの前方を見た。

　まだ荒れた風の残る中、今、先さき程ほどまで敵の武ぶ神しん達たちがいた位置には、煙が上がっている。

　砲ほう撃げきの際に発はつ生せいしたもの。と、一いつ見けんはそのように見える。

　しかし、その実じつ際さいは、

・□□凸：『逃とう走そう用ようの煙えん幕まくです。術じゆつ式しきを使用していない素そ材ざい物ぶつ系けいですね』

・ＡｎＧ：『カッキー、今の連れん中ちゆう、どう思う？』

・□□凸：『時間稼かせぎでしょう。竹たけ中なかさんにもさっき問われて、そう答えましたけど』

　……じゃあ違うなあ。

　片桐には悪いが、安治は違い和わを確かく信しんする。これが時間稼ぎだとしたら、あっさりし過ぎているよね、と。

　片桐は素す直なおな捉とらえ方をするから、彼にとってはそれで正せい解かいだ。が、違う見方を出来る者としては、そうではないと考えておいた方がいいだろう。

　だから安治は、術じゆつ式しき陣じんを新しく開く。実況通神チヤツトの相手を竹中に指し定ていして、

・ＡｎＧ：『竹たけ子こー、どう思う？』

・黒　竹：『左からだと思いますねー』

・ＡｎＧ：『あいよー』

　安治は、右手の砲ごと左に身体からだを回した。直後に、

　……あれかあ！

　弾だん貨かを砲ほう筒づつにセットして、安治は即そく座ざの砲撃を左の森に叩たたき込んだ。

・□□凸：『え？　脇坂さん!?』
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　家庭科かのテストで、嘉よし明あきは額ひたいに手を当てていた。

　……いかんわー。

　栄えい養よう関係など、すっかり忘れていた。

　歴史再さい現げんに則のつとって、この時代の栄養学がくは、食材一つ一つに〝体温上じよう昇しよう・下か降こう〟〝地上のもの・地下のもの〟などによるランク付けが為なされて、それが実際の栄養関係を代だい用よう的に〝解かい釈しやく〟するものとなっている。

　途と轍てつもなく、面めん倒どうだ。神かみ代よの時代から伝わるようにＶナンタラとか記号類るいで全部シメてしまえばいいものを。

　……あ、問題に書いてある。

《設せつ問もん：何な故ぜ、神代の時代からの知ち識しきで栄養学などを賄まかなわないのでしょうか》

　これはストレスの吐き出しをしろという事だろうか。

　嘉よし明あきは、ふん、と一ひと息いきを入れ、

『歴史再現のルールが至し上じようである。また、強きよう国こくは栄養学などの知識によって人口の下支えを行うため、強国への縛しばりとして、政治的にこの不ふ便べんさを用いる事もある。だが──』

　だが、

『実際は、このような用よう語ごの変へん換かんは、術じゆつ式しきによって自じ動どう化かが為なされているため、日常生せい活かつでも支し障しようが無いものである』

　お堅かたいわね、と自分の言葉に鼻で自じ嘲ちようをつける。と、

「あら？」

「加か藤とう──、嘉明さん、テスト中に余よ所そ見みは」

「先生、皆、伏せた方がいいわよ」

　直後、左の窓が全ぜん壊かいし、教室内ないを爆ばく風ふうが突っ走った。
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・きめえ：『アンジー、派は手でね』

・ＡｎＧ：『え？　アンジーじゃないよ？　派手なのはどっちかっていうと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズじゃないかなあ』

　荒れた風の中、安治アンジーは宙に飛んだ身を数すう回転して、補ほ助じよ翼よくを開いた。

　後ろの空にもたれ掛かるようにして止めた身は、先さき程ほどまでいた鉄てつ甲こう船せんの艦かん首しゆより、右う舷げん側がわに十五メートル程ほど動いている。

　眼がん下か。甲かん板ぱん上じようには、下階から索さく敵てきの学生達たちが慌あわてた動きで出てくるのが見えた。

　隊たい長ちよう格かくの男だん子し生徒が、こちらを振り仰あおぎ、

「五番槍やり！　状況は──」

「今のところ動きないみたいだから、大だい丈じよう夫ぶだと思うよー」

　言ってる間に確かく認にんした周しゆう辺へん。左さ舷げん側がわの森は、多くの木々がなぎ倒され、半はん径けい五十メートル程が潰つぶれた形だ。

　……随ずい分ぶんな威い力りよくだなあ。

　艦かんは止まっている。後こう続ぞくも、だ。

・ＡｎＧ：『後続艦かんと、先せん頭とう、入れ替えて先さき進む？　この艦は判はん断だんつくまで置いていってさ』

・黒　竹：『後続艦が同じ目に遭あったら意味無ないですよー。その艦の疲ひ弊へいは許きよ容よう出来るので、そのまま真まっ直すぐ行って下さい。迎げい撃げきさえ出来れば、沈む事はないと思いますのでー』

　あいよー、と返答して、安治アンジーは宙から甲かん板ぱんの状況などを絵にしておく。

　艦のフレームや装そう甲こうが歪ゆがんでないかどうか、整せい備び部ぶが判断してくれるだろう。

　そして、ここで問うべきは、

・ＡｎＧ：『向こうの戦せん術じゆつ、どう思う？』





●






　今回の敵の動き。

　その理り屈くつを問うた安治に対し、言葉が来た。

　やはり軍ぐん師しの竹たけ中なかからだ。

・黒　竹：『そうですねー。まず、最初の砲ほう撃げきで使用された砲ほう弾だんが地じ味みに厄やつ介かいですね』

　彼女は、仕事をしているのだろうか。やや遅めのタイミングで続く台詞せりふが来る。

・黒　竹：『先さき程ほどの、最初の砲撃。もの凄すごい単たん純じゆんな時間差さの仕し掛かけですが、ああいう風に高速で飛ひ来らいする砲弾に対しては障しよう壁へきの一いつ斉せい防ぼう護ごが基本です。

　砲撃音おんや、砲撃の発はつ光こう、流りゆう体たい反応がそのトリガーになる訳わけですが、発はつ射しやされた後で着ちやく弾だんに時間差が生じると、それに気付いても補ほ正せいに間に合いません』

・きめえ：『確かにね』

　嘉よし明あきが言葉を送ってくる。

　テスト中だったはずだが、今ので中ちゆう断だん状態になったのだろう。

　テストから、戦せん闘とうへのテンションの移り変わりか、彼女は言葉を一いつ気きに送ってきた。

・きめえ：『砲撃タイミングをズラした時間差攻こう撃げきなら、その発射現げん象しようへの対たい応おうで防護障壁の自じ動どう化か対応だって出来るわ。

　でも、発射されてから時間差が発生するんだと、発射現象に対応する事に慣れてる分、対たい応おうが遅れるわね……』

・黒　竹：『基本、防護障壁を破るため、砲撃はタイミングを合わせた集しゆう弾だんを狙ねらいますからねー……。だからこそ、受ける側も砲撃に合わせて防ぼう御ぎよ出来る訳です』

・□□凸：『だとすると、今のは──』

・きめえ：『私達は時間差用新しん型がた砲ほう弾だんのテストに使われた、って訳。そして、あわよくば、昨日きのうの輸ゆ送そう艦かん突とつ撃げきにぶっ込んだ別の新型砲弾を当てようとした訳』

　そうだね、と安治は呟つぶやいた。

　昨日の戦せん闘とう。

　あの、輸送艦を貫つらぬき、しかし貫かん通つうせずに衝しよう撃げきだけを叩たたき込む新型砲弾を皆は見た。

　……あ、いや、アンジー達は後から合ごう流りゆうだから見てないけど。

　記録映えい像ぞうは清きよ正まさの機き動どう殻かくが撮とっていた。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにとって、あれは恐らく対たい艦かんの要かなめとなる砲ほう弾だんだ。

　それがあるゆえ、自分達たちは高い空を移い動どう出来ない。

　着ちやく陸りくという行為が必ひつ須すであるため、航こう空くう艦かんは艦かん底ていに迎げい撃げき能力を持つ事が難しいからだ。

　故ゆえに下部は防ぼう護ご障しよう壁へきを頼るのが基本だが、あの砲弾が防護障壁の間を縫ぬって穿うがたれてきたら、と考えると、無む防ぼう備びに下を晒さらして移動する事は出来ない。

　だから、今、自分達は遮しや蔽へい物ぶつを置いた低てい空くうを移動する。

・黒　竹：『しかし、あの衝しよう撃げき砲弾……、あ、そう呼びますね？　って、あれが見事に戦せん場じようを支配してますねー。さっきの、時間差さ砲弾の意味が、ちょっと変わってきますから』

　竹たけ中なかが言っている意味は解わかる。

　敵は、時間差砲弾で防護障壁を消し、衝撃砲弾をぶち込む事が可能なのだ。

　だが、

・□□凸：『時間差砲弾を防ぎきるには、幾いくつかの方法があると思います。ただ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 内羽は柴しば勢ぜいが確実に行えるとしたら、──防護障壁の層そうを二に重じゆう化かする事ではないでしょうか』

・きめえ：『〝──〟使ってまで喋しやべったのに悪いけど、時間差は一段とは限らないんじゃないかしら？』

・□□凸：『あ』

・黒　竹：『いや、防護障壁を割るのにはそれなりの砲弾量りようが要いりますからねー。敵の砲ほう塔とう数すうを確かく認にんしたら、そこから何なん層そう設もうければ良いのかが解ると思いますねー』

　片かた桐ぎりが竹中にフォローの礼を言うのを見つつ、安治は舳へ先さきに降りた。

　正面を見れば、遠くにあった煙えん幕まくの煙は消えている。

　今、草原には、森から逃げてきた鹿しか達たちを始めとする動物達がちらほら見える。

　平和といっていい光こう景けいだが、煙幕の匂においが鼻につくのはどうにかしたい。

　既すでに、煙の向こうに敵は無いのだ。左さ舷げん側がわも、森の中から次じ弾だんの攻こう撃げきはない。

　ならば、

・ＡｎＧ：『防護障壁の重じゆう層そう化かは、した方がいいかなあ。燃ねん費ぴは？』

・きめえ：『有ゆう能のうな傀かい儡らいがいるじゃない。──ただ、重層で防護障壁を展てん開かいするとしたら、出しゆつ力りよく器きに負ふ荷かが酷ひどくない？　物理系けいの部ぶ品ひんは地ちみ脈やく経けい由ゆで送れないの？　私達の位い相そう空間みたいに。──あ、テスト再さい開かいしたから、御ご免めん』

　嘉よし明あきの連れん座ざ名めいが消えた。代わりに発言をするのは、

・巨　正：『あの、補ほ足そくいいですか？』

・ＡｎＧ：『あいよー』

・巨　正：『Ｔｅｓテスタメント．、地ち脈みやく通つう神しんによる物ぶつ理り系けいの運送は、可能ですけど、形を保つのに相当な出力を食うそうです。

　嘉よし明あき様さまや脇わき坂さか様達たちの位い相そう空間からの出し入れは一いつ箇か所しよからで、入れて閉じたら放ほう置ちですけど、複数箇所からの出し入れとなると、出す際の環かん境きようや設せつ定ていが違うので変へん換かんが掛かりやすく、形が保ちづらいそうで』

・ＡｎＧ：『あー、確かにアンジーやキメちゃんの位相空間は、後ろにくっついてるようなものだもんねえ……。あれ、術じゆつ式しきで呼び出した時に棺かん桶おけの形が見えるけど、いつもはそこで閉じてるんだっけ』

・巨　正：『羽は柴しば様に申しん請せいして、物理系のものを調ちよう達たつしますか？』

・□□凸：『そうしないで、部品を通つう常じようの運送で予よ備び調達するとなると、後こう続ぞくの列を伸ばして、補ほ給きゆうの安全を確かく保ほしたいところなんですが……』

・黒　竹：『侵しん攻こうが遅くなりますねー』

　でもまあ、と竹たけ中なかが言った。

・黒　竹：『必要な事ですし、向こうも、それを望んでいるようですしね。ちょっと後のち々のちが大変になるかと思うんですが、ここは向こう合わせで行きましょう。

　羽柴君には私から話しておきます。ここは皆を安心させるためにも、一度腰こしを落ち着けて補ほ給きゆうを行いましょう。それから侵攻です。

　きっと、──巴パ里リに着くと、面白いものが見られると思うんですよ』

　え？　と安治アンジーは、甲かん板ぱんに降りながら疑問の声をあげた。

　……巴里に、何かあったっけ？

　あるとしたら、敵の本ほん隊たいとの激げき突とつだろう。

　現在、巴里は、羽柴が水みず攻ぜめを行う備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようの扱いになっているのだ。

　……面めん倒どうな話だよねー……

　だが、この他に、巴里に何かあっただろうか。

　解わからない。

　だが、それを考えるのは竹中達たちの仕事だ。こちらは先せん陣じんに立ち、戦っていくのが仕事。そういうものだ。

　ならば、と安治は言った。

「これから向こうが、たびたび砲ほう撃げきしてくるのを、当とう然ぜんの事として凌しのいで行け、って事だよね？」

・黒　竹：『そういう事です。私には、段だん々だんと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのやってる事が見えてきましたよ。──彼ら、敵でも味み方かたでもあると、そう思いますねー。何しろ……』

　と、竹たけ中なかが、一度間まをもって、言葉を作った。

・黒　竹：『傲ごう慢まんと虚きよ栄えい。彼らはその扱いを心こころ得えてますから』







[image: 第三十六章『隠れ場所の受け入れ人』]
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　身しん体たい測定、春にもやったね、と鈴すずはカーテンを閉めた美術室しつで思う。

　春。あれはもう三ヶ月程ほど前になるのだ。まだホライゾンが梅うめ組ぐみにいなくて、でも、

　……青雷亭ブルーサンダーには、皆、行っていたりで。

　自分は、ホライゾンが本ほん物ものかどうか解わからず、しかし彼女の動どう作さや気け配はいから、それが〝解わかってしまう〟かもしれなくて、青雷亭には行けなくなった。

　万まんが一いち、違ったと確かく信しん出来た場合でも、同じだと思えた場合でも、皆と彼女の付き合いに対し、何て言えばいいのか解らなかったからだ。

　だから、彼が彼女を連れ帰った時、嬉うれしかった。

　そしてまた、自分の弱よわ虫むしを、少し[image: ]しかったのだ。

「あの、ね……」

「シッ、鈴様、喋しやべらないで下さい。正確なオパイの計けい測そくに乱れが生じます」

　ホライゾンが、後ろから布メジャーを回してくる。彼女は、

「ぬ……！」

　測はかる。だが、すぐに、メジャーの角度を変え、

「こちらでしょうか……」

「え？　な、何が？」

「いえ、鈴様の胸きよう部ぶをアンダーとトップで水平に割って考えた場合、どの角度と位置で割るのが、最も的てき確かくなのかと」

　ああ、と直なお政まさが呟つぶやいた。

「上で測るか下で測るか、みたいなもんさね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何しろ鈴様、制服着ちやく用よう時じにはあまり悟さとられぬ立りつ体たいが確かにおありで。これが喜き美み様や浅あさ間ま様なら大だい体たいこの辺りと最大御お[image: ]パイ径けいが解るのですが、鈴様のような浅い立体、しかも発展途と上じようとなると、見かけのトップとは別の、内面的、または今後発展的てきトップがあるかとも、そんな風ふうに愚ぐ考こうするのです」

「い、いや、あの」

「ホライゾンの見立てでは、このオパイは将来有ゆう望ぼう」

「フフフ、ホライゾン？　アデーレは？」

　ホライゾンが、アデーレの方に顔を向けた。

　と、アデーレを、浅間やハイディが「ほら！　頑がん張ばって！」などと勇気づけているが、

　……頑張ってどうにかなるのかなこういうの……。

　だが、ホライゾンが、

「く……」

　ややあってから、静かに頷うなずいた。

「自じ動どう人形は噓うそを言えないのですが、酷ひどい事を言わないためにはどうしたらいいでしょうか。急きゆう募ぼします」

「それだけで充分酷いですよー!!」

　アデーレが叫ぶが、同どう情じようしてはいけない気もする。なので、鈴すずはアデーレに言う。

「気にしたら、負け」

「気にしなかったら将来自じ体たいが無くなる気もするんですがー」

　まあまあ、と、浅あさ間まがアデーレの肩を叩たたく。と、そんな浅間の胸をミトツダイラが測はかり、

「……えっ」

　ミトツダイラの声に、皆が動きを止めた。

　瞬しゆん間かん的てきに、ナルゼが右手を挙げた。

「口にしないで。誰だれかが聞いてるかもしれないし、後で通神文メールで送ってくれればいいわ」

「な、何に使うつもりですか!?　また同どう人じん誌しですか!?」

　だが、小さく笑う声がした。カーテンをしめた窓まど際ぎわで、喜き美みに測って貰もらっていたメアリだ。彼女は皆の方に顔を向け、

「春の時も、こんな賑にぎやかだったんですか？」

「フフ、春の時は、アンタもホライゾンも、二ふた代よや誾ぎん、成なる実みもいなかったわよ」

　喜美が、笑えみの声で言った。

「ま、春は春で、それなりに賑やかにやっていたんだけどね？　更さらには三み河かわ争そう乱らんの時、作文の授業をやった後で、聖せい連れん側がわが私達が動けないように、身しん体たい測定のやり直しを命じてきたの」

「そうだったね。アレ、要するに皆の武ぶ装そうとかを没ぼつ収しゆうしようって話で」

　そうそう、と、ナイトに応じたのはナルゼだった。彼女は一つ頷うなずき、

「そこで警けい護ご隊たいと一ひと悶もん着ちやくあったけど、こっちが主しゆ導どう権けん握ってね。──図書室でネシンバラとシロジロが会かい談だん出来たのは、そういう流れがあったのよ」

　成なる程ほど、と二代が頷く。彼女は、正まさ純ずみとどっちが先に測るかをじゃんけんしながら、

「拙せつ者しや、あの頃ころは疲ひ労ろうで寝ていて、少々放ほう置ちで御ご座ざったなあ」

「……お前がそうなってる間、私も寝てたからなあ」

「あたしゃ機き関かん部ぶで会議してたけど、ミトは寝てたんかい？」

「騎き士し連れん盟めいと会議してましたわよっ」

　少し、ミトツダイラの言葉に力が無いのは、あれ以後、彼女が騎士連盟とは距離を取るようになっているからだろう。

　あの三河争乱で、いろいろと変化があった。そして今も、だろう。

　喜美が言う。

「今、やってる身体測定は、三河の時に中ちゆう断だんになったののやり直し。でも、ソレで良かったのかもね。ホライゾンや二ふた代よ、メアリや誾ぎんに、成なる実みもいるんだから」
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「──という訳わけで、順じゆん当とうに覗のぞきに行くというのは、どうかと思うで御ご座ざるよ？」

　点てん蔵ぞうは、身を低くして後あと側がわ棟とうの壁かべ際ぎわを移動しながら、後こう続ぞくのトーリに言う。

　今、時刻は夕ゆう刻こくを過ぎた。西に向かう武蔵むさしには、西からの陽よう光こうが当たるものの、美術室しつのある後側棟は、前まえ側がわ棟の影に入る。

　影の中ならば、忍にん術じゆつは優位だ。足音を消し、気け配はいを消し、隠おん形ぎようまでこなせる。それを理解しているのか、後ろの馬ば鹿かは、

「いいじゃんよー。春の時は一回目めも二回目も出来なかったし。オメエだってメアリのハダカ、見たくね？」

「そりゃあ見たいで御座るが。うーむ……」

「何なに唸うなってんだよ？」

「トーリ殿どの、メアリ殿のハダカ、見てはならんで御座るよ？」

・俺　　：『おい、コイツ、独どく占せん欲よく出だしてきやがったぜ……』

・未熟者：『あまりそんな余よ裕ゆう無ないと思うけどねえ。だって、今の美術室って、武蔵の総そう戦せん力りよくの相当な部分が集しゆう合ごうしてるんだから。──でも、ウルキアガ君や西さい国ごく無む双そうは、覗のぞきされてもいいのかい？』

・ウキー：『成実狙ねらいではなかろう。狙いなら止めるがな。それに、拙せつ僧そうが既すでに見たものだからなあ』

・立花夫：『はは、誾さんは常に隙すきがありませんから、その辺りは完かん璧ぺきです。逆に、私が覗きに行ったら、迷いを生じてしまいますよ』

　一いつ瞬しゆん、まともな事を言っているように感じるが、二人とも充分な馬鹿で御座る。

　大だい丈じよう夫ぶで御座ろうかなあ、と、そんな事を思いつつ、美術室の前に至る。ここからは窓まど枠わくよりも身を低くしていかねばならないが、

「テンゾー、気を付ける事って？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と点蔵は頷うなずいた。

「鈴すず殿どのが強きよう敵てきに御座る。既すでに気付かれてる可能性もあるで御座るからな」

　確かになー、という馬鹿の呟つぶやきを聞いた時だ。ふと、点蔵は、それに気付いた。

　……あれは──。
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　真さな田だ・信のぶ之ゆきは、自分の行為に自じ問もんをしていた。

　今、父を乗せた艦かんは真田に先せん行こうしていて、己おのれ自身は外がい交こう館かんにいる状態だ。

　水み戸と領りよう地ちへ、真さな田だを経けい由ゆして武蔵むさしから移い動どう中ちゆう、という扱いになっているため、密みつ航こう状態とはなっていない。

　今は手て持もちぶさたで、時間を過ごしている状態だ。

　武蔵にて、しかし、どうするべきか。

　外がい交こうなど、用意の無い現状では出来はしない。可能であるとすれば、私的な事だ。

　……そう、昨さく夜やの中で、うやむやになった事だな。

　結婚である。

　武蔵副ふく長ちよう、本ほん多だ・二ふた代よに、自分は振られたようにも思うのだが、場の勢いというものもある。個々で向かい合い、意い思しを告げたらどうであろう、と思うのだ。

　だが、教きよう導どう院いんに来てみれば、身しん体たい測定中ちゆうという。表示枠サインフレームから情報を得てみると、現状、本多・二代は、美術室しつにて測定中のようだ。

　外から、カーテンの向こうを見れば、着替え中や測定中の彼女が見られるかもしれない。

　見ると、嬉うれしいものであろう。

　これは、覗のぞきであろうか。

　否いな、これは、昨夜の告こく白はくの続きなのである。自分は、昨夜の念ねん押おしとして、彼女の意い思しを確かめに来たので有り、それ以外に邪じや念ねんはない。

　邪念はないから、覗きではない。ああ、向こうにいた前まえ髪がみ枠わくの娘むすめがいいなあ、などと思ってはいけない。歴史再さい現げんに準じ、嫁よめ取とりに来て、覗くだけ……、否、これは念押しである。

「ようし」

　忍にん者じやの隠おん形ぎよう系けい忍にん術じゆつを総そう動どう員いんして、信之は行く。
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　鈴すずは、椅い子すに座って、皆の動きを見ていた。

　相手の接せつ近きんには、半はん径けいにして三十メートル辺りから知ち覚かくしていた。身体測定中で、音おと鳴なりさんをつけていない状態でそこまで知覚出来たのは、初めてかもしれない。

　……誰だれかが壁かべ際ぎわに来てる。

　それに気付いた時、すぐに、誰なのかは連れん想そうが出来た。

　ゆえに、初めは、迷った。

　黙だまっていても、いいんじゃないかと。だって、

「トーリ君、見たいんだよ、ね……？」

　誰を見たいのか。ホライゾンだろうとは思う。だけど彼は、時とき折おりに浅あさ間ま神じん社じやの泉いずみを覗きにも行くし、着替えの現げん場ばを同どう様ように狙いにも行く。

　昔から、と考えると、被ひ害がい者しやは、

　……浅間さん、ミトツダイラさん、喜き美みちゃんに、マサさんや……。

　自分、というのも入る。

　だから、問題は共きよう有ゆうすべきと思って、覗のぞきが来ている事を告げた。すると、

「もう、仕方ないですね」

　浅あさ間まがやれやれと言って捕ほ縛ばく術じゆつ式しきの準備と弓ゆみを出してミトツダイラが微笑で銀ぎん鎖さを出してアデーレが笑えみで槍やりを出して直なお政まさが地じ摺ずり朱雀すざくの大型レンチを出してハイディが慰い謝しや料りよう請せい求きゆうの訴そ訟しよう申もうし立たての準備をして二ふた代よが蜻蛉とんぼスペアを構えて誾ぎんが十字砲火アルカブス・クルスを二に律りつ空間から抜いて成なる実みが虚こ空くうから顎あご剣けんを抜いてナイトとナルゼが箒ほうきとペンを構えてホライゾンが、

「皆様、お待ちを」

　言う姿すがたは、美術室しつの作業台だいに悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシと拒絶の強欲アスピザ・フイラルジアと憤怒の閃撃マスカ・オルジイを置いた状態だ。彼女は鈍い汗あせを搔かきながら、

「全部使つかうには腕うでが足りないのですが……」

「あ、確かに、ホライゾン副ふく王おうの持つ閃せん撃げきの方は、両手射うちですしねー……」

「ホライゾン？　そういう時はフィーリングで選ぶんですのよ？」

　そういうものなのだろうか。だが、

「メアリさん、……迎げい撃げき、しないの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ちょっと作さ法ほうに慣れてませんので……。今回は見学させて頂いただいて……」

　どういう意味だろう、と思ったが、本来はそういうものなのかもしれない。

　ただ、成実が、首を傾かしげて、

「減るもんではないけど、覗いて見て何が楽しいのかしら。──手に入れれば違うものが見えるでしょうに」

　おおう……、と皆が声を作る。と、誾が頷うなずいた。

「伊だ達て家け副ふく長ちよう。僭せん越えつながら三征西班牙トレス・エスパニアの作法で言うと、男性が女性の事を求めるというのは、〝情じよう熱ねつ〟なのです。無む論ろんこれは、南なん国ごくの作法でもあると思いますが」

「Ｊｕｄジヤツジ．、確かに、北きた国ぐにの女だったら、寒い外から帰ってきた男を温める方をとるしね」

「武ぶ家けの女もそうです、伊達家副長。──宗むね茂しげ様さまはその辺り構わず、という人ですが、突とつ発ぱつ的なアドリブは少ない方なので、こういう時の趣しゆ向こうが欲しいところです」

・貧従士：『深いですね……』

・金マル：『変と深いの区く別べつが必要じゃないかな？』

・●　画：『この手のは描きにくいのよ……』

　だが、彼の覗きについては、喜き美みに言わせると、

「あれは、〝何かいいもの見た！〟っていう、その感覚が大だい事じなのよ。エロとか、そういうのもあるのかもしれないけど、ちょっと言い換えるなら〝秘ひ密みつを共有した〟っていう、そんな感じが好きなんだと思うの」

「喜美、……そういうのって、強ごう引いんにするもんじゃないでしょーに」

「あら？　同どう意いを求めたら、洒落しやれにならないでしょ？」

　だ・か・ら、と喜き美みが、シャツを上から掛けただけの浅あさ間まの胸に、下から手しゆ刀とうを挟んだ。

　ほらほら、と喜美が浅間の胸を左右に揺らしながら、

「きゃあきゃあ言いつつ、でも、──秘ひ密みつにしておきたいけど、自信があったり、相手が喜ぶ場所で、見せてもいいかな、っていうところは、チラ見せ程てい度どにしとくのよ」

　メアリが、ふと、ジャージの胸むな元もとを指でつまんで上げて、中を覗のぞき込む。そして、頰ほおを赤くして皆に笑えみを見せ、

「──憶おぼえておきます」

・あさま：『点てん蔵ぞう君、幸せゲージが振り切れて不ふ感かん症しようになってるんじゃないでしょうか』

・銀　狼：『智とも！　智！　地じ味みに怒ってますわね!?』

　よく解わからないが、そういうものなのだろう。だが、不ふ意いに浅間が、カーテンの閉まった窓の方に顔を向け、

「あれ……？」
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　二ふた代よは、浅間が不意に弓ゆみを下ろしたのを見た。応じるように、ミトツダイラも、

「智……？」

　と言いつつ、しかし、

「あら？」

　と、眉まゆをひそめて銀ぎん鎖さを下ろした。

　だが、二代には、何な故ぜ彼女達たちが武ぶ装そうを下ろしたのか、解わからない。

　……は？

　どういう事で御ご座ざろうか。今は一いつ斉せい迎げい撃げきの準備ではないので御座ろうか。ひょっとして構えの演えん習しゆうだけで、実際は本ほん気き撃うちが無しという事なので御座ろうか。

　……だとすると、残念で御座るなあ。

「正まさ純ずみ、痴ち漢かんは死し刑けいでは御座らぬのか？」

「そうだと良いが、と常つね々づね思うし、大おお久く保ぼ辺りもそのつもりのようだが、法ほう律りつ改正は一年後ごくらいにして貰もらわないと、武蔵むさしの運営が成り立たなくなるなあ」

「成なる程ほど。ではそれまで、正純の身は拙せつ者しやが守らねばならぬで御座るか」

「ガっちゃん！　血！　血──出てる鼻から！」

「ナルゼ殿どの、率そつ直ちよくに言うが、病気で御座ろうか」

「ああ、うん……、ある意味、病気ですわね……」

　だが、攻こう撃げき準備をやめたのは、浅間やミトツダイラだけではない。自分が仕える姫ひめ、ホライゾンも同どう様ようだ。彼女は、大罪武装ロイズモイ・オプロに、あのねのね、をやっていたのを止め、

「鈴すず様さま」

「う、うん」

　四人の動きと応おう答とうの意味が、自分にはよく解わからない。ただ、

「喜き美み殿どの？」

　問うた先、喜美が口に手の甲こうを当てて苦く笑しようしている。

「愚ぐ弟ていったら」

　踊り子が、頰ほおに手を当てて、笑えみでくねくねした。

「──随ずい分ぶんとしっかり、私達の事、意い識しきするようになったのね」

　彼女が言った瞬しゆん間かん。窓に外から何かが激げき突とつした。

　肉がぶつかる音だ。そしてミトツダイラが皆を見み渡わたし、着ちやく衣いしている事を確かめると、

「下げ手しゆ人にん……！」

　衝しよう撃げきを受けた窓のカーテンを、銀ぎん鎖さで払う。するとそこにいたのは、

　……馬ば鹿かではない!?

　違った。窓に叩たたきつけられ、出の字のようになっているのは、アデーレの叫ぶ通りの、

「──真田さなだ総そう長ちよう！」

　無む言ごんで全ぜん員いんが武ぶ器きを持ち直した瞬間だ。

「あ、彼が何な故ぜここにいるのかは解らないが、これ、一応、来らい賓ひんだからな？」

　正まさ純ずみの言う事を考こう慮りよして、全員が甘あま撃うちでぶっとばした。
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　点てん蔵ぞうは、一人の人間が何ど処こまで空くう中ちゆう多た段だんヒットされるか、という事実を見た。

　最初に入ったのは、誾ぎんの十字砲火アルカブス・クルスだった。

　郵便用ように先を潰つぶした砲ほう弾だんが信のぶ之ゆきの胸きよう部ぶ上うえ側がわにヒットし、その身体からだが仰のけ反ぞった。そこに銀鎖が二本、脇わきからぶち込まれ、彼の身がバンザイ状態になる。

　直後に、先を潰した顎あご剣けん二発が飛んできて、脇わきに突き込まれ、全身が浮いた。そこにデカい直なお政まさのレンチが入って更さらに浮く。

　わずかに吹っ飛んだ信のぶ之ゆきの身体からだが、しかし反応した。

　真田の総長なのだ。空中で身を動かし、忍にん術じゆつか何かで逃げようと言うのだろう。全身の膂りよ力りよくを示すように身体が膨ふくらみ、

　……おお！

　真田の忍にん者じや。恐らく特とく殊しゆな忍術は使えないのだろうが、それは自分も同どう様ようだ。点蔵は、他た国こくのまとも系けい忍者の筆ひつ頭とうが、どのような手しゆ段だんで逃とう走そうを試みるか注目した。

「宗むね茂しげ弓ゆみ、初はつ命めい中ちゆう……！」

　ホライゾンが憤怒の閃撃マスカ・オルジイをぶち込み、動こうとしていた信之の五ご体たいが、引きつったように空中で大だいの字じになった。

　傍かたわらにいるトーリが、ふと呟つぶやく。

「心しん臓ぞうガツン入るんだっけか、アレ」

　入った身が、空くう中ちゆうで仰のけ反ぞり、弛し緩かんした。が、

「届くで御ご座ざるな」

　二ふた代よの声と共に、伸しん縮しゆく機き構こうの石いし突づきが空を向いた顎あごを穿うがち、信のぶ之ゆきの身が吹っ飛んだ。追い打ちを掛けるように、硬こう貨か弾だんが手て足あしを誘ゆう導どう弾だんで穿うがち、胴どう体たいを直線弾だんで撃うち、

「あ、御お約束行いこう」

「そうねマルゴット」

　仰け反って回りかけた信之の股こ間かんに、七発が集しゆう弾だんして、その回転を止めた。

　直後に、彼の身体からだが前まえ側がわ校こう舎しやの廊下窓まどを突き破って、図書室しつの外がい壁へきに激げき突とつした。

　いい音がする。だが、

「あ、す、すいません、遅れました！」

　槍やりが飛んで、開いた穴にぶち込まれたが、アデーレ殿どの、それは先せん端たん潰つぶしておらぬように見えたので御座るが。

　最後、浅あさ間まが放った捕ほ縛ばく術じゆつ式しきが、前側校舎の廊下に光を放ち、

「……終わったで御座るな」

　死んだ方が楽ではないで御座ろうかと、そんな事を思うこちらの横。全ぜん裸らが、ふと動いた。

　彼は頭を搔かきつつ、攻こう撃げきの砲ほう門もんとなった美術室しつの窓から中を覗き込む。

「おーい、どうよ？　オメエら」
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　ホライゾンは、憤怒の閃撃マスカ・オルジイを提さげたまま、一ひと息いきをついた。

　左右に浅間とミトツダイラを置いて、馬ば鹿かの前に立ち、

「覗のぞきに来たのですか？」

「ああ、うん、そんな感じ」

　だけどさ、と彼は言う。

「何か、先せん客きやく来て、覗こうとしてたからよ」

　という言葉に、ホライゾンは首を傾かしげた。

「一いつ緒しよに覗くという、そんな選択肢しは無かったのですか？　そうすれば、このように皆バレ状態を引き起こさずに済んだと思うのですが」

「いや、俺おれもよく解わかんねえけど。俺、こういうの、最終的には堂どう々どうやるじゃん？」

「誇られましても」

　言うが、横の浅間や喜き美み達たちが、地じ味みに確かに頷うなずいた。正まさ純ずみも、

「お前、去年の水泳の時も、更こう衣い室しつに〝おっと間違えた！〟とか言って、堂どう々どうと入ってきたよなあ……。あんな噓うそが通ると思ってんのか？」

「馬ば鹿か、大だい事じなのは言い訳わけなんだよ！　──あ、何だ百足むかで女おんな！　その蔑さげすむような顔！」

「そうですよ成なる実み様さま、大事なのは言い訳です。噓うそでも、騙だまされたいと、または、騙して貰もらった方が落としどころになる事もありますから」

「そこにテンゾー来てるから、メアリは後で話してやれな？」

　だけどよ、と馬鹿は言った。対するこちらも、

「だけど？」

　と、首を傾かしげたこちらの目の前で、馬鹿が腕を組み、首を傾げて言った。

「少なくとも、知らねえ他ひ人とにゃ見せたくねえってか、……そんな感じ？」
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　ミトツダイラは、短い驚きを得た。

　それは疑問にもならない、意い外がいを感じた際の、制せい御ぎよ出来ない感情だ。

　……え、ええと……？　──と!?

　どう反はん応のうしていいものか。だが、後ろから来た喜き美みが、髪かみを揺らしてこちらをホライゾンと浅あさ間まごと抱き込み、王に問うた。

「フフ、愚ぐ弟てい？　見てみたい？」

「あ、うんうん」

　……素直過すぎますわ──！

　だけど、と喜美が言った。

「他の人に見られるの、嫌いや？」

「あー……」

　全ぜん裸らが、頭を搔かいた。

「たとえばさ」

「え、ええ」

　思わず浅間と声を揃そろえながら、ミトツダイラは相づちを打つ。すると王は、窓から中を覗のぞき込み、メアリに顔を向けた。

「メアリはさ、あんま見ちゃいけねえような気がすんのな。そっちの百足女も。ほら、点てん蔵ぞうと、ウッキーが見るべきじゃね？　立たち花ばな嫁よめとかもな？　そう思う訳わけ」

　……ちょ、ちょっと。

　その理り論ろんだと、自分達たちのを見たいという事は、ある意味を示す。

「トーリ様、それはつまり、浅間様やミトツダイラ様や喜美様、鈴すず様やアデーレ様を、嫁にしたいという事ですか」

　……ド直球過すぎますわホライゾン!!

　だが、馬ば鹿かは、んー、と考えた。

　その思し考こう時間は、実際、ひどく短いものだろう。しかし、ミトツダイラは、数すう瞬しゆんで鈍い汗あせが全身から噴ふき出し、身体からだが蒸むれたような感覚を得る。

　それは、ホライゾンを挟んだ向こう、浅あさ間まも同じだろう。

　そして王が、こう言った。

「嫁よめに出来るかどーかは、俺おれの器き量りようと、オメエ次し第だいだろ。オメエが俺の横なんだから」

「──Ｊｕｄジヤツジ．、確かに。しかしその状態では、後のち々のちに困りますね」

　ホライゾンが頷うなずいた。

　その頷きと、〝困る〟という意味が、ミトツダイラには解わからなかった。

　するとホライゾンが、皆を見み渡わたして言う。

「いいですか皆みな様さま。──ホライゾンを救い、また、ホライゾンの感情を取り戻し、世界を征せい服ふくするために、トーリ様は動いておられます。しかし──」

　しかし、

「トーリ様は、困った事に、一人ではソレが出来ません。そしてホライゾンも、自分ではソレが出来ませんし、トーリ様を頼るしか、ありません。そうして生じるのが……」

　生じるもの。それとは何か。

　ホライゾンが、こう言った。

「トーリ様とホライゾンは、恐らく、皆様の生き方や、人生というものを、自分のものとしてしまっているのだと判はん断だん出来ます」
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　ホライゾンの言葉に、正まさ純ずみは、ふと、二つの事を思い出した。

　三み方かたヶ原はらの戦いと、ノヴゴロドでの戦いの事だ。

　……あの時──。

　義よし頼よりは、馬鹿を含めた自分達全すべてを救い、後を託たくした。

　そしてノヴゴロドでは、宗むね茂しげ弓ゆみを射うつ際、ホライゾンはこう言ったのだ。

「如い何かにして生き、死ぬべきか……」

「Ｊｕｄ．、そうです」

　ホライゾンが言った。

「布ふ陣じんです」

　明らかにホライゾンは言った。馬鹿を見て、自分を包む喜き美みの手に己おのれの手を重ね、

「皆様が、何も出来ないホライゾン達を支え、ホライゾン達の望むところへと連れて行って下さいます。これは正まさしく、自分の望みと合がつ致ちします。

　しかしその一方で、ホライゾンとトーリ様は、皆みな様さまに自分達たちを押しつけ、皆様を奪うばっているのです。皆様は、ホライゾンとトーリ様と進むべき道が合がつ致ちしているのだから気にするなと、そう言う事があるかもしれませんが──」

　彼女は、皆を見み渡わたした。

「ホライゾンとトーリ様がいなければ、皆様は違う生き方をし、死んでいった筈はずです。それは、ホライゾンとトーリ様と何も重なる事の無い、御ご自分だけのものであるかもしれません」

　だから、とホライゾンが言った時だ。

　外から覗のぞき込んできていた全ぜん裸らが、こう言った。

「皆は好きで俺おれ達と一いつ緒しよに来てるんだ。そりゃ俺らも解わかってる。

　だけどその一方で、ホライゾン、オメエはこう思っているんだろ？」

「答えを外はずしたら、どうなるか解っていますか」

　おう、と馬ば鹿かが言う。ゆえに正まさ純ずみは、息を詰めた。

　……これは……。

　大だい事じだ。

　ここから先に聞くのは、恐らく、自分達が、次のステージに向かうための言葉。

　託たくされた三み方かたヶ原はらの敗はい北ぼくから、再さい起きのノヴゴロドで見た生き死にを経て、

「……生きていく、始まりか」

「そう堅かたくなんなよ、セージュン」

　馬鹿が言った。この場にいる皆に対し、馬鹿がこう言った。

「──夢を、叶かなえていく俺達。その最初から最後まで、責任も世話も俺は見てやるよ」
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　ホライゾンは、馬鹿の言葉を聞いた。

「俺が王様になって、皆の夢を叶える国を作る。そのために皆も、気き分ぶんが合ったら協力する。それでトントン、って感じだけどよ。でも、俺が、ホライゾンと一緒に引っ張った部分だってあんだよな。ネイトもだけど、浅あさ間まだってそうだ。姉ねえちゃんなんか特にそう」

　全裸が、窓の下から、忍にん者じやをつまみ上げた。

「テンゾーなんか、英国イギリス背せ負おうハメになっちまってな。でもよテンゾー、オメエ、俺よりもしっかりしてるところ、あんだよ」

「な、何がで御ご座ざるか？」

　忍者の問いに答えたのは、全裸ではなかった。

　メアリだ。英国王おう女じよは、頰ほおに手を当て、

「私にとっての全部の責任を、背負って下さいました」

「あ、あれは──」

　忍にん者じやが口くち籠ごもり、しかし、ややあってから、息を吸った。

「メアリ殿どのと、今後を共にいるためには、必要な事で御ご座ざる」

「──はい」

　言って頷うなずいたメアリの目め尻じりから、涙が零こぼれた。

　直後、皆が忍者に視線を向け、

「泣かした……！」

「い、いや、今のはちょっと違うで御座るよ！」

「オメエ、中入っていいから話してこいよ」

　ホライゾンが周りを窺うかがうと、皆が頷いた。だからというように、忍者が窓から入ろうとして、馬ば鹿かに蹴けられて転がって、メアリに支え起こされるまでが１ターンだ。

　美術室しつの隅すみ、笑い泣きをする彼女と、忍者が言葉を交わす光こう景けいが生まれる一方で。

「トーリ様」

　おう、という彼の頷きを見て、ホライゾンは言った。

「生き方を左右した分、トーリ様もホライゾンも、責任を背負います。つまり──」

　つまり、

「ウエルカム態勢です」







[image: 第三十七章『夢見処の差し伸べ者』]
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　ウエルカム態勢。

　右の親おや指ゆびを上げて言う彼女に、ミトツダイラは言葉を失った。

　……え、ええと、これって、大おお奥おくとか、そういう……。

　考え、迷い、しかし自分の都つ合ごうのいい方には理解が働かないのは性しよう分ぶんだ。母なら違う。
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「え？　な、何ですの貴方あなた。あらあら、やめて欲しいんですの？　ええ、解わかりましたわ。もうちょっときつく絞しぼってあげますわね？　──あら、これもやめて欲しいんですの？　仕方ありませんわね？　じゃあ、これはやめて、ゆ──っくり動いてあげますわね？　あらあら、どうしたんですのそんなに仰のけ反ぞって。やめろと言われたから違う事してますのに」
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　母のような性格でしたらねー、としみじみ思いながら、ミトツダイラは口を開く。

　言わねばならない事があるのだ。だからホライゾンに視線を向け、

「ホライゾン？　早そう計けいですわよ？　だって貴女あなた、感情を全部取とり戻してませんし、嫉しつ妬とですら、まだ明確ではありませんのよ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、確かにそうですね」

「で、ですわよね？　だから、この案あん件けんは、貴女が後になって〝こんな約束するんじゃなかった〟と、そう思うような事になりかねませんのよ？」

　……うあ──。

　ミトツダイラは内ない心しんで吠ほえた。

　自分の心の中に、己おのれの形をしたサンドバッグを想そう定ていして、全力で殴なぐりつける。

　……ま、また私は、何て本ほん心しんでも無い事を……！

　と、自分らしさの凄すごさに、半なかば呆ぼう然ぜんとしてしまった時だ。

　ホライゾンが、こう言った。

「その件については、喜き美み様からアイデアを得ております」

「そ、それは？」

　期待が乗り過ぎた聞き方だったろうか。

　だが、気付けば、ホライゾンの向こうで、素そ知しらぬふりをしている浅あさ間まが、耳だけは明確にこちらに向けている。

　……わ、私だけに押しつける気ですのね!?

　一発咆ほう吼こうあげて驚かせてやろうと、そんな事も思ったが、浅間とは昨日きのうに洗面所じよでこの辺の事を共きよう有ゆうしている。

　ゆえに、ミトツダイラは甘んじてホライゾンの言葉を受けた。

「簡単です」

　ホライゾンが言うには、つまり、

「ホライゾンとトーリ様が、主しゆ導どうするのではありません。──皆みな様さまが、トーリ様とホライゾンをシェアリングすればいいのです。そうすれば、そこにはホライゾンの嫉しつ妬とはありません」

「フフ、ホライゾン？　──合がつ体たいの時はどうするの？」

「──シェアリング望むところです。あ、男の方は女じよ装そうにどうぞ」

「喜き美み──!?　シェアリングとか、何なに教えたんですの!?」

　フフ、と喜美が笑って、明らかに思し考こうの時間をおいた。

　数すう拍はくの後、彼女はホライゾンの肩に手を乗せ、

「私が言った言葉、よくそこまで理解したわね？　流石さすがよホライゾン！」

「い、今、明らかにでっち上げましたわ！　そうですわね!?」

　ホライゾンが喜美に右の親おや指ゆびを上げているのをどうにかしたい。心しん底そこそう思う一方で、しかし心の半分は、そっちに吹っ飛んでしまいたくもある。これはどう考えても、

　……あっ。尻しつ尾ぽ振ふって主人の反応迷まよってる状態ですわ……！

　そんな事を思って、狼おおかみとして戦せん慄りつした。その時だ。

「ちょ、ちょっと待って下さい！」

　制せい止しの言葉が、慌あわてた口く調ちようで来た。

　浅あさ間まだ。
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　……な、何が何やら……!?

　浅間は思し考こうが二に転てん三転する状況に、ふらついた。

　赤せき面めんどころか、知ち恵え熱ねつの出てくるような状況だ。何から何まで、思い返すだけで、

　……え？　えええええ!?

「ど、どういう事なんですか？」

　全く問い掛けになってないが、しかし、説明は来る。

「トーリ様、大だい体たいはそっちが原因なので、事じ例れいを」

「そーだなー……」

　と、彼が美術室しつ内ないに視線を走らせる。と、皆が慌あわてて引き、しかし何ど処ことなく、

　……来てもいい、という動きしてる人、いますよね。

　喜美などは堂どう々どうとしてるし、鈴すずも、頑がん張ばって逃げないでいる。原げん稿こう魔術陣マギノフイグーアバリアーを張っている魔女テクノヘクセン達はいいとして、直なお政まさのやる気のなさも凄すごいが、

「えーと、たとえばネイト」

「は、はひっ!?」

「いや、落ち着けネイト。ステイステイ。──椅い子す持ち上げるなよ！」

　いいかー、と馬ば鹿かが頭を搔かきながら、こう言った。

「ネイトは、もう、俺おれとの責任共きよう有ゆう範はん囲いに入ってんじゃねえかって、俺、そう思う訳わけよ。

　だって、ネイト、言ったじゃん？　もう、別の王に仕つかえたくねえって」

「そ、そうですわね」

「俺も、ネイトいると安心だし、何かいい感じだし」

　……いい？　いいって、どういう事です!?

　聞いてみたいが、ミトツダイラの問題だ。当の本人はホライゾンの向こうで眉まゆを浅く立てた顔をしているが、口が波なみ打うったような、かみしめたようなものになっている。

　嬉うれしいのか、困っているのか、どっちなのだろうか。

　だが、彼は言った。

「でも、そうやっているのって俺との夢、ネイトが一いつ緒しよに見てくれているって事でさ。それって、俺は、ネイトの夢の責任、取ってやんねえとな、って思う訳」

「そ、そんなの、王の夢が叶かなう事が、騎き士しの本ほん望もうですのよ」

　ミトツダイラの言葉に、浅あさ間まは、咳せき払ばらいを一つ送った。

　……ミト。

　こちらが迷ってるのを、助けてくれる約束だというのに。完全に逆になっている。

　だが、そうなるのも解わかる。

　ミトツダイラが、こちらに視線を一いつ瞬しゆん送った。そして、意い図とを理解したのだろう。だが彼女は、改めて眉まゆを立て、

「──王が、そこに責任を感じる事は、ありませんのよ？」
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　ミトツダイラは、言った。

「もし何かあったとしても、騎き士しであるならば、王から報ほう償しようの領りよう地ちを貰もらって、それで充分ですのよ？」

　これが本ほん心しんなのかどうか、自信はない。ただ、

「聖せい譜ふ記き述じゆつで言えば、それが順じゆん当とうな処しよ置ちですわ」

　その通りだ。

　……そう、これが、普通の判はん断だんですわ。

　と思った眼前で、ホライゾンが右手を挙げた。

「ホライゾン、土地を持ってませんが」

「──え」

　だよな……、と馬ば鹿かが眉まゆ尻じりを下げた顔で言う。

「そこら辺要求されると一番マズイんだわ。ネイト」

「マズイって……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、三み河かわはうちの父がハシャいだおかげで中心部ぶがボン！　してしまって消しよう失しつ。江え戸ども中心部が羽は柴しば様さまの嫌いやがらせで消失。──市し民みんに回す土地があるかどうかで、どちらかというと役やく職しよく者しや達の方から、見み本ほんとして倹けん約やくして頂いただく事になります」

「い、いえ、世界を征せい服ふくしたら、土地などは……」

「奪うばったらよかねえって。暫ざん定てい支配ったって、そこに人が住んでんだから」

　それについては、正まさ純ずみが右手を挙げた。

「外がい界かいを開かい拓たくさせ、暫定支し配はい国こくに極きよく東とうを出て行って貰もらうという手もある」

「で、ですわよね!?」

「──だがミトツダイラ、いきなり全ぜん移い住じゆうってのも無む理りだ。そして、まずは居きよ留りゆう地ちに押し込められた極東の民たみを、本来の土地に住まわせねば」

「じゃ、じゃあ」

　食い下がってどうするんですの──！　と内ない心しんで叫びつつ、ミトツダイラは言った。

「暫定支配国が抜けた土地に、支配大だい名みようとして入るというのは」

　その案に、頷うなずいた者がいる。ホライゾンだ。成なる程ほど、と彼女は頷き、

「確かにその案ならば、空あき領りよう土どの支配者になって頂く事で、土地を報ほう償しようとする事が出来るかと判はん断だん出来ます」

「そ、そうですわね？」

「あのう……」

　アデーレが手を挙げるのをミトツダイラは見た。

　彼女は、恐る恐る、という動きで皆を見み渡わたし、こちらを見た。

「あの、第五特とく務む？」

「え？　何ですの？」

「あ、はい。……第五特務は、もう、水み戸と領りよう主しゆとしての土地をちゃんと持ってますよね？　それも六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから、歴史再さい現げんに正確な広さのものを。それなのに」

　言われた。

「──報償って言って、歴史再現として追つい加か出来るんですか？」

　……そうでしたわ──!!

　横で、ホライゾンが眉まゆ根ねを寄せて、顎あごを当てた。

「他、正式に襲しゆう名めいと土地などを得ている方達たちは、追加が得られませんね……」

「つーか、ネイトくらいじゃねえの？　そういうの」

「トーリ様、そういう場合は、こちらの自じ腹ばら、という特別ルールかと思うのですが……」

「い、いや、あの」

　まあまあ、とホライゾンがこちらを手で制す。

「ホライゾンとトーリ様の所しよ有ゆう土地から割り当てるとなると、……トーリ様の部屋の九割程ほどを与えてもミトツダイラ様の働きには足りないかと」

「俺おれ、寝るとこ消しよう失しつしてね？」

「フフ、昔みたいに私のベッドで一いつ緒しよに寝ればいいじゃない」

「駄だ目めですのよ……！」

　つい叫んだミトツダイラは、横で、ナルゼが言うのを聞く。

「じゃあアンタがベッドね」
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　ミトツダイラが、何かを言おうとして、

「────」

　そのまま膝ひざをつきかねない動きで俯うつむき固まったのを、浅あさ間まは見た。

　……壮そう絶ぜつに敗はい北ぼくしましたね……。

　納なつ得とく、という気分で思っていると、ホライゾンがこちらに顔を向けた。

「浅間様も、どうですか」

　一いつ杯ぱい、と繫つなげられそうな口く調ちようで言われ、浅間は一いつ瞬しゆん、意味が解わからなかった。しかし、

　……こっち!?

「え!?　や、あ、あの」

　逃げようとする。が、肩を押さえるものがあった。

　喜き美みだ。彼女の腕が、こちらの身を外から押さえている。

　……あ。

　喜美の顔は、笑えみで弟の方を見たものだ。だが、腕に込められた力は、ほら、と促うながされているようで。

　浅間は、彼の方を見ぬよう努めながら、こう言った。

「ホライゾンは、それでいいんですか？」

「構うかも知れませんし、構わないかもしれません。ただ、ホライゾンの強ごう欲よくが告げるのです。憤ふん怒ぬを得ぬよう、哀かなしみを得ぬように──」

　彼女はいつもの静かな視線で、告げる。

「──多くと。それも、失われぬ多くと、共にいたいと」

「────」

「横にはトーリ様がおられます。が、何なに分ぶん不ふ規き則そく言げん動どうの多い電でん池ちです。その一方で、夢と、生き方を、共きよう有ゆう出来る方達もいます。ならば、現状、ホライゾンはこう思うのです」

　それは、

「死ぬまでをも、ずっと共にいられる多くを、望んでは駄だ目めなのかと」

　ホライゾンの言葉は、外への問いかけとも、自じ問もんとも取れるものだった。

　どう答えていいか、浅あさ間まには解わからない。ただ、

　……うわ。

　答えは、あるのだ。自分の中ではなく、それは、

「神しん道とうとして見れば、──有りです」
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　浅間は、なるべくに心を落ち着かせながら、言葉を作った。

「既すでに今の世の中、正せい室しつと側そく室しつなど、神道でも歴史再さい現げんとして認められていますし、松まつ平だいらの世になってからは、大おお奥おくの慣かん習しゆうも出来ます。ですから──」

　武蔵むさしの神道代だい表ひようとして、浅間は言った。

「ホライゾンとトーリ君が極きよく東とうの王となるならば、充分可能です」

「Ｊｕｄジヤツジ．、有あり難がとう御ご座ざいます」

「おーい」
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　と呼びかけて来たのは、彼だ。浅あさ間まは一いつ瞬しゆん振り向きかけ、

　……う。

　今いま更さらながらに、自分の先さき程ほどの発言が、どう取られてないかが自じ意い識しきに過か剰じようする。だが、喜き美みが誰だれにともなく小さな苦く笑しようをしているならば、悪い事ではないのだろう。そして、

「今のが、ホライゾンの夢か？」

「違いますね」

　当人が、即そく座ざに否定を入れた。

「──今のは、強ごう欲よくと、悲ひ嘆たんと、憤ふん怒ぬ、そしてそれらから作られる嫉しつ妬とを入れた段階での、暫ざん定てい的てきな将来希き望ぼうです。まだ、皆さんとは完全に共有出来ないものでしょう。ただ……」

「ただ？　何よ？」

　ホライゾンが、わずかに考える時間を有した。その後で、彼女は会え釈しやくをつけて言う。

「哀かなしみから始まったホライゾンの感情ですが、ゆえに、この望みは、ホライゾンの夢の基き礎そ部ぶになるのだと思われます。失いたくないという、哀しみの否定。そこから始まる──」

　それは、

「何もかもと、共にずっといたい、です」

「そっか」

　じゃあ、と彼の声が聞こえた。

「俺おれもしっかりしねえとな」

・約全員：『無む理りだ……』

・俺　　：『即そく否ひ定ていか!?　つーか何で約やく全ぜん員いんで聞いてんだＹＯ！』

・金マル：『いや、共きよう有ゆうしておいた方がいいっしょ。こういうの』

　そうだな、と正まさ純ずみも頷うなずく。そして、ホライゾンが右手を挙げた。

「ウエルカム態勢です。浅間様さま」

「い、いや、私は、その」

　ホライゾンの向こう、何な故ぜか疲れ切った顔のミトツダイラが、半はん目めを向けてくる。

　この裏うら切ぎり者……、と言われているような気もするが、

「……し、神しん道とうとして答えますけどね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何でしょう」

「ほ、ほら、巫み女こは神かみ様さま第一なんで、他が第一になると力弱よわまっちゃうんですよ！　ほうら、そうなると大変でしょう？」

「大変ですねえ」

「そ、そうですよね！　超ちよう大変！　それに、浅間神じん社じやの場合、跡あと取とり見つからないと結婚とか、そこら辺しない方がいい的な流れもあるんですよね！」

「智とも？」

　ミトツダイラが、ふんふん、と頷うなずいてるホライゾンの向こうから、声を掛けてきた。

「──つまり、その辺りがクリアされれば、ウエルカム望むところですのね？」
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《通つう神しん：あさま様から銀ぎん狼ろう様さまに限げん定てい：確かく認にん》



・あさま：『ミト──!!』

・銀　狼：『あらあら、別に、蓋ふたを開けてはいませんのよ？　瓶かめごと表おもてに出しましたけど』
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　だが、浅あさ間まは、ホライゾンの頷きがこちらに向いたのに気付く。

　何か言われる、と思ったが、ホライゾンはミトツダイラにも振り向き、

「成なる程ほど」

　……な、何が!?　どういう意味で!?

「かなり実際を考こう慮りよした応おう答とうをお二人から頂いただき、問題はあれど、ホライゾンの考え方に歴史再さい現げん的な問題は無いと解わかりました。無む論ろん、これはホライゾンとトーリ様の問題ともいえるもので、基本、ウエルカム態勢であったとしても、強きよう制せいではありません」

　告げられた言葉の意味は、今いま更さらながらによく解る。だから浅間はミトツダイラと顔を合わせ、

「そ、そうですよね!?　強制じゃないですよね!?」

「ふふ、そうですわよね!?　いきなり明日あしたから、とか、そんなじゃないですわよね!?」

・●　画：『往おう生じよう際ぎわの悪い連れん中ちゆうだわ……』

・不退転：『これ、プライドじゃなくて、単なる現げん状じよう理解力りよくの不ふ足そくじゃないかしら』

・貧従士：『み、皆が黙だまってた事を結けつ構こうズバっといいますね伊だ達て家け副ふく長ちよう！』

　やかましい。

　だが、浅間は、ホライゾンの頭あたま越ごしにミトツダイラと視線を交わした。アイコンタクトで、

〝ど、どーするんですか？　ミト〟

〝そ、そっちこそ……!?〟

　と、やっていると、間、ホライゾンの頭に顎あごを乗せるように、喜き美みの顔が来た。

　喜美は、湯にでも浸つかったような顔で上を見て、

「すっごく楽しいわあ──」

・あさま：『喜美……!!』

・銀　狼：『この女は……！』

　フフ、と馬ば鹿か姉あねが笑った。そして、

「ここからは、アンタ達次し第だいよ？」

「……何がですか？」

　喜き美みが言う意味は、よく解わかる。何しろ、喜美の言げん動どうなのだ。つまりは、

　……好きにしろ、って事ですよね。
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　ミトツダイラは、内ない心しんで喜美に頷うなずいた。

　心に思うのは、そうですわね、と、いう前まえ置おき無しの静かな納なつ得とくだ。

　ホライゾンはウエルカム態勢と言い、王も応じた。

　そこに跳び込めば受け入れられるだろう。

　だが、それは素す直なおな判はん断だんだが、甘え過ぎだとも思う。

　……我が王に、ちゃんと、認められてこそ、ですわよね。

　これは浅あさ間まも同じだろう。

　そしてそれら全て、喜美が言うように、自分達次し第だいだ。

　高たか嶺ねの華はなになる必要はない。だが、受け入れられるだけの安あん堵どと、不安に陥おちいりたくはない。

　自分は、こうであったから、受け入れられたと、欲されたと、そういう確かく信しんが欲しいし、

　……ま、まだ、受け入れられに行くとも、決めてませんのよ!?

　そういう事だ。

　と、そんなこちらの思し考こうに応じるように、ホライゾンも首を下に振る。

「──ホライゾン、現状、そのような事を思し案あんしております。トーリ様は……」

「おう、俺おれも、王様として、皆の受け入れする器き量りよう持たねえとな、って思ってるしな」

　だから、と王が言った。

「来たいヤツは、うちに来いよ。──今すぐは無む理りだけど、俺が王様になる頃ころにゃ、俺、来る奴やつらくらいは食わせてやれるようになるつもりだからよ」

「フフ、ミトツダイラの肉や、浅間の酒の消費量はハンパじゃないわよ？」

「あー……、いつも頼ってるから、その位は覚悟だな」

　……う。

　困った事を言う。だって、これは一種の告白だし、

　……手伝いたくなってしまうではありませんの……。

　出来る事なら、もっとしっかりした告白をされるような、そんなシーンを得てみたくもある。が、それもまた、彼も含めた自分達次第という事なのだろう。

　どうしたものか、とミトツダイラは内心で熱のある息をつく。

　すると、ホライゾンが、上に喜美の顎あごを乗せたまま、こちらと浅間を順に見た。

「じゃあお二人は、いつか気がのったら、ウエルカムオッケーという事で」

　促うながされ、一いつ瞬しゆん、胸の奥が過か熱ねつした。だが、浅間が、

「そ、そうですよね!?　いつか、いつかその、気が！　気が乗ったら、そういう事もあるかな、って事で。ねえ、ミト!?」

　……馬ば鹿かですの──!!

　こういう時は保ほ留りゆうにしておくものでしょうに。

　蓋ふたを閉めるのはいいが、ついでにこちらも巻き込みに来るとは何事だ。だからミトツダイラは、ふと、喜き美みに視線を向けた。

　すると、喜美がこちらを見ていた。彼女は無む言ごんの薄い目で、

「…………」

〝やれ〟と言っている。そんな風ふうに見えた。だからこちらも、

　……Ｊｕｄジヤツジ．。

　自分の方は、確かな会え釈しやくを、喜美に送った。

　そんな事をしているこちらと喜美の向こうでは、浅あさ間まが、笑えみを固めていく。彼女は、わずかに血の気の失うせた顔で、

「え？　あの、ミト？　喜美？」

　構わない。ミトツダイラは浅間の呼びかけを無む視しした。

　今、自分は、己おのれも巻き込んだ無む茶ちや苦く茶ちやを進めようとしていると、そう思いながら、

「ホライゾン？　これから、移い動どう教室ですわね？」

「Ｊｕｄ．、確かにその通りです」

「移動教室とは、何であるか、解わかりますの？」

「Ｊｕｄ．、修しゆう学がく旅行のための演えん習しゆう。そのような位置づけが、基き礎そとしてありますね。皆の交こう流りゆうと、理解を深めるという事で」

　そこまで解っているなら、話は早い。ミトツダイラは、笑みが顔に浮かぶのを自覚した。

　いい笑みだ。吹っ切った、とも、思い切った、とも言っていい。

　向こう、浅間が、こちらの意い図とを悟さとったのか、目を見開く。

「あ、あの、ミト!?」

　構わない。

　ミトツダイラは言葉を作るために、口を開いた。

　……ええ。これも、智を後押しするためですわね。

「ホライゾン？　将来のウエルカム態勢、実際にやったら、どうなるか解りませんわね？」

　だから、

「この移動教室期き間かん中ちゆうでもいいので、ホライゾンと我が王、そして私と智と喜美と、──そうですわね、他、皆で、一いつ緒しよに生活してみません？」
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　……一緒に!?

　浅あさ間まは、全身の血が勢いよく下って、高速に上がり戻ったのを感じた。

「ちょ……」

　言葉が出ない。

　……え。

　いや、そんな、無茶な、というか強ごう引いんというか、あの、

「今日きようからですか!?」

「フフ、お・馬ば・鹿か・さんっ？　移い動どう教室は明日あしたからよ？　今日は移動日だし。

　現げん地ちで同じ天てん幕まくで、というところかしら」

　……何なに言い出してるんですか──!?

　何か抗こう議ぎをしようと思う。何しろ、

　……う、うち、浅間神じん社じやの仕事があって……！

　朝の禊祓みそぎやら何やら、毎日為なすべき事がたくさんあるのだ。

　だが、喜き美みがこちらの頭ず上じようを見て、首を傾かしげた。

「あらハナミ、浅間の仕事調ちよう整せいや、浅間のお父とうさんへの連れん絡らくしてるのね」

　振り仰あおぐと、こっちに背を向けた状態のハナミが、黙もく々もくと作業している。

「ええと、ハナミ？　その、父さん宛あてに許きよ可か願いとか……、あ、父さんの許可ももう来てるんですね……、って隠かくさなくていいですから、ね？　ね？　こっち向いて？」

　走狗マウスは解わかってらっしゃる……、という周囲の声が心しん外がい過ぎる。

　ただ、自分が何か言うより先に、ホライゾンが振り向いた。

「──来られますね？」

「は、はぃっ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、いい返答です」

　ホライゾンが右の親おや指ゆびを上げて、頷うなずいた。

「──ホライゾンが、哀かなしさや、不安を得たくないという、ずっと幸せまみれになっておきたいという、そんな強ごう欲よくではありますが」

　浅間は、彼女の言葉を聞いた。

「──同じような方、おられるのでしょうか」
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　ホライゾンの、呼びかけにも似た呟つぶやきに、皆が沈ちん黙もくしたのを浅間は聞いた。

　誰だれも、何も言わない。

　ただただ、じっと、夏の夕の空気が、窓から美術室しつを浸ひたすだけだ。

　無む反応にも感じられる、数すう呼吸分ぶんの不ふ動どう。

　だが、と浅間は思った。よく考えたら、この静けさは悪いものではないですよね、と。

　……だって、皆……。

　先さき程ほどの、彼女の言っていた事もだが、今の事も。

　ホライゾンは、随ずい分ぶんと、自分の事を話してくれるようになったのだ。

　そして、

　……強欲ですね。

　ずっと幸せまみれでいたいなどと、誰だれもが願い、しかし、口にはしない事だ。誰もがそんな事は無む理りだと、そう、思っている。

　だけど、強ごう欲よくは望むのだ。強く欲して、でも、自分ではどうしようもないから、

「私達を、頼ってくれたんですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……本当に、ホライゾンは、一人では何も出来ませんので、だから──」

「ほーい、俺おれ、一番乗のりな。──だって、哀かなしくなると死ぬし」

　窓の向こうから、彼が、手を挙げた。

　だから、という訳わけではない。

　自分の中で、少し、理由が出来たのだ。それは、

「仕方ないですね……」

　あら？　と喜き美みが目を細めてくるのも、気にしない。

　いろいろな事の結けつ論ろんは、今ではなくても、充分なのだ。ならば、

「トーリ君が哀しくなったりの管理と禊祓みそぎは、私の役やく目めですから」

「トーリ様をシェアリングする訳わけですね」

　……く！

　ド直球過すぎる。向こう、ミトも、こちらに続いて何かを言う気だったようだが、今では口をつぐんで真まっ直すぐ前を見ている。下へ手たにいい事を言えば直球攻ぜめが来るのが解わかったと、そういう事だろう。

　……よく考えたら、トーリ君、毎まい度どコレ食らってるんですね……。

　変な感かん心しんをしてしまうが、今は、それでいいだろう。

　浅間は、ホライゾンに言う。

「移い動どう教室ですけど、お泊とまり会ですね」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンが頷いた。

　すると、背後で声がした。

　鈴すずだ。彼女が一ひと息いきをついて、

「懐なつかしい、ね……」

　言う身が、しかし、気を失って後ろに倒れていく。と、横にいたアデーレが慌あわてて支えて、

「……っと、危ない！　──って、な、何です!?　英国イギリスの時より大きくなってますよ!?　く、くそ！　あ、いや、くそとか言っちゃいけません。で、でも何ですか!?」

　アデーレが、こちらに振り向いた。

「まさか、そっち行けそうな人達は、おっきくなるんですか!?　──あ、いや、第五特とく務む違いましたね。すみません。勘かん違ちがいでした」

「何か飛び火してますのよ──!?」

　まあまあ、と言いながら、浅あさ間まは、ちらりと窓まど際ぎわを見た。

　そこに、全ぜん裸らがいる。それはいつも通りの光こう景けいで、いつも通りではいけない気もするのだが、

　……うん。

　彼が、自分達たちの着替えを他ひ人とに見せたくなかったと言った、そんな事を思い出す。だから、

「ちょ、ちょっと、ミト」

「は？　何ですの？」

　喜き美みの腕をくぐり、ミトツダイラの手を摑つかんで、浅間は引っ張る。

「ちょっと洗せん面めん所じよ。え、ええと、顔洗って禊祓みそぎしたい感じなので、つきあって下さい」







[image: 第三十八章『夜間の転がり者』]
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　夜の中に、立つ影があった。

　木々の並ぶ斜しや面めん。しかしわずかな広場となった場所に、二つの影が立っていた。

　真さな田だ教きよう導どう院いん、要いらずの五番たる穴あな山やまと、九番の根ね津づだ。

　二人は、穴山が無む手てで、根津が表示枠サインフレームを広げている。

　両者が見上げる空、夜の色をした天てん上じようがある。

　そこには、今、あるものが存在していた。

「──まさか、兄あに若わかさんと、学長が、武蔵むさしを呼んできてしまうとは」

「乗り込んでいきますか？　穴山先せん輩ぱい」

「以前の事も考えると、今いま乗り込むのは得とく策さくじゃありません。真田の地に来る事を考えて、警けい備び態勢も相当に固めていると思いますから」

「弱気ですね……」

　根津の台詞せりふに、穴山は頷うなずいた。

「君のその〝……〟が復ふつ活かつしてくれて、私は嬉うれしいですよ」

「残念ですが、昼にはもう使ってました。学がく食しよくのうどんの中に山葵わさびが落ちてしまって」

「〝辛からいな……〟ですか？」

「違います。〝これは好きじゃないんだ……〟です。直接否ひ定ていは性しように合いません……」

　見事ですねえ、という穴山の言葉を無む視しして、根津は空を見上げた。

「学長は戻ってきたんですよね？」

「兄若さんも、強きよう制せい送そう還かんされてきました」

　あの人は……、と根津は、表示枠を空に掲かかげる。そこに、ノヴゴロドに向かう武蔵の全ぜん景けいを映した上で、今の武蔵を重ね、差を見るのだ。

　結果として、根津は数秒の観かん測そくの後、表示枠にメモを書き込む。

「中央前ぜん艦かんの左右舷げん、追加加か速そく器きがやや外に出ていますね」

「……伊い佐さ君くんがいれば、どうしてかは解わかったんですけどねえ」

「忘れたい感かん傷しようを、いきなり持ち出すのはやめて貰もらえませんか」

「私は、こういう風ふうに口にして、風ふう化かさせていくのも供く養ようだと思うんですよ」

「穴山さんの方が、僕よりも浸ひたり性しようじゃないですか」

　Ｔｅｓテスタメント．、と穴山が言った。その時だった。

「根津君。穴山先輩」

　斜面の上の方から、草を踏む堅い音がした。

　足音は軽い。少女だ。根津が振り向いて、眉まゆを歪ゆがめるのは、

「由ゆ利り、──足音がしてるぞ」
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　少女、由ゆ利りの声が、森の奥、夜よ影かげの中から届いてくる。それは、

「大だい先生が、脚あしの〝脈みやく〟を見てくれて、歩いた方がいいって」

「随ずい分ぶんと、歩きましたね。昼には、校庭一いつ周しゆうがようやくだったのに」

　うん、と由利が、月明かりの下に来る。

　長い髪かみと、白の制服。両の鎌かま刀とうを提さげた身は、しかし左手に杖つえをついていた。

「誰だれかに会いに行った方が、歩けるし、万まんが一いちにも助けて貰もらえるだろうって」

「甘え過ぎだ……」

　やれやれと根ね津づが吐と息いきする。彼は肩を落とすが、

「それだけじゃないだろ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、先生達たちが遺い跡せきに入るって」

「入ったのか!?」

「──根津君くん」

　穴あな山やまが、根津に右手を掲かかげ、制せい止しする。

　声をあげた根津と、肩を落とした苦く笑しようで相あい対たいしている由利。そんな二人に対し、穴山は、

「────」

「……違います穴山さん。そういう時は、〝……いいですか？〟とゆっくり話し出すのが作さ法ほうというものなんです」

　根津は吐と息いきを一つ落とす。そして、額ひたいに手を当て、

「先生達たちに、武ぶ運うんの応おう援えんをしておきたかったのにな」

「しようとしたら、〝竜りゆう属ぞくに人類が？〟って、才さい蔵ぞう先生に笑われた」

　だけど、

「〝俺おれ達たちの味み方かたなのは、解わかってる〟って、そう言われた」

「────」

「根津君！　今のは〝────〟でいいんですね!?」

「何がやりたいんですか穴山先せん輩ぱい……」

　と、吐と息いきした根津が由利の方に歩き出す。

　穴山が、空を見上げ、武蔵むさしを指さし、

「こちらは？」

「もう充分に撮とりました。早く戻りましょう。先生達が出て行ったなら、校舎の点てん検けんが必要ですからね。由利もそれで来たんだろう？」

「Ｔｅｓ．、私と、他の子達だけじゃ届かないところがあるから」

「解った」

　根ね津づは頷うなずき、由ゆ利りとすれ違う。彼女が振り向き、先に行く根津に何か言いかけ、

「…………」

「由利君！　今のは〝…………〟でいいんですね？」

「大だい丈じよう夫ぶ？　穴あな山やま先せん輩ぱい」

「若い子達の生せい態たいを確かく認にんしておくのも私の仕事に繫つながりますからね」

　はあ、と頷うなずく由利が、穴山と一いつ緒しよに前を見れば、根津が足を止めている。

「早く来い。他ほか、連れん絡らくは？」

「若わか様さまが、佐さ助すけさんと才さい蔵ぞうさんに、〝先に大おお坂さかへ行け〟って」

　由利の言葉に、穴山が反応した。

「────」

「穴山さん、……出来るじゃないですか」

「いいのですね？　今ので！」

「…………」

「何ですか二人とも、その沈ちん黙もくは」

　いや、と由利が眉まゆ尻じりを下げた微笑をする。

「穴山先輩、有あり難がとう御ご座ざいます」

「──先輩が後こう輩はいの世せ話わをするのは当とう然ぜんの事です。とはいえ、君きみ達たちの上うわ役やくである筧かけい君も海うん野の君も、今は出てますけどね」

「筧先輩達たち、早く帰って来ませんか……」

　また歩き出した根津が呟つぶやく言葉に、由利の後ろからついていく穴山が応じる。彼は、んー、と眉まゆを寄せた顔で、

「向こうの出しゆつ向こう解かい除じよがされませんしねえ」

　それに、

「若様が先を大坂の役えきに見み据すえたなら、私達の出で番ばんもそこですね。上に武蔵むさしが来ていても、もはやあれは、収しゆう集しゆうした情報を他た国こくに売るための素材です」

　由利と穴山が見上げる夜空、風の音が、緩やかに動いていた。

　武蔵が、艦かんの制せい動どうに入ったのだ。

「私達との交こう戦せんを警けい戒かいして、基本、輸ゆ送そう艦かんでこちらに降りて〝観光〟〝調査学がく習しゆう〟とするらしいですね。勿もち論ろん、調査先さきの遺い跡せきには、先生達が入った訳わけですが」

　さて、と穴山が言った。

「私達にも未来が見えてきましたが、──他の人ひと達たちはどうなのでしょうか」
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「太陽王ロワ・ソレイユ、そろそろ寝しん所じよに入った方が良いのでは？」

　夜の風。夏の、やや蒸むした大たい気きの動きの中に、声が通った。

　場所は広い庭園の中。そこにある、東西に長い屋や敷しきの入口前だ。白しろ塗ぬりの、舞ぶ台たいにも似た広い玄げん関かんの上、フレアの髪かみを揺らした全ぜん裸らがいる。

　彼は、腰に手を当てて後ろに振り向き、

「前ぜん線せんの輝てる元もとから、連れん絡らくがあったのかい？　アンリ」

「Ｔｅｓテスタメント．、〝腹はら出だしてないで早く寝ろ〟と」

「朕ちんは輝元の心配と期待を一いつ身しんに受けている……、そう捉とらえていいのだね」

　アンリは、僅わずかに空を真ま顔がおで見上げた。

　と、横、人ひと影かげがいきなり生じる。堅い足音一つで出現したのは、

「アルマン、……今、私は、心ある者の不ふ可か解かいについて思し考こうしているのだが」

「Ｔｅｓテスタメント．、俺おれはそこら辺、程ほどよく、で済ませているからな。──で、太陽王ロワ・ソレイユ」

「何だいアルマン、前線の輝元から、追つい加か連絡でもあったのかい？」

「Ｔｅｓ．、──あ、いや、実際は太陽王というよりアンリか。おい、アンリ、姫ひめ様さまが〝一時間経たって馬ば鹿かが寝てなかったら、股こ間かんに木ぼく刀とう叩たたき込んでいい〟だと」

「フ、輝元よ……、愛の表ひよう現げんが苦にが手てだからと言って、他ひ人と任まかせはよくないな」

「いえ、太陽王、太陽王は〝馬鹿〟なのですか」

「愛に転んだ男は大だい体たい馬鹿だ」

　太陽王は腕を組んで言う。

　そして彼は、アンリとアルマンに身を向け、いいかい、と両の腕を広げる。

　彼の両腕。それに抱えられ、支えられるように広がるのは、

「巴パ里リの夜や景けいだ。──傍ぼう論ろんによれば、後に区く画かく整理され、高層のアパートメントなどが主となるとされているが、朕の時代は木もく造ぞうや石せき造ぞうの家屋の超ちよう密みつ集しゆう。しかし──」

　と、彼はそちらに振り向いた。

「だからこそ、人々の営みは見える。このEchol　de　Paris、アンヌが日々ベッドから見ていたものを受け継いで、朕は思った。この時間帯たい、皆、明かりの向こうで、エロい事に励はげんでいるのではないかと」

「アンヌ様に聞かせてあげたい台詞せりふです。あ、輝元様さまには送りました」

「返答は？」

「──〝上じよう段だんから真まっ直すぐ打て〟だそうで」

「そこまで明確に指し示じがあるなら、他人任せとは言えないか」

　太陽王はアンリに振り向いた。胸を張り、自分の腹を右手で一つ叩たたき、

「さあ、やってみたまえ」

　即そく座ざにアンリは打った。鋭い打だ撃げき音おんが響ひびき、ややあってから、エクシヴが、

「────」

　真ま顔がおのまま、タメのある動きで、後ろに倒れた。

　数秒、じっとしていた彼だったが、ふ、と息を入れて立ち上がり、

「──輝てる元もとと違って、奥に響ひびいて来ないね。ジン、と来るのだよ、輝元のは」

「響いた方が危険では」

　アンリは、表示枠シーニヤカドルで通神文メールを飛ばした。ややあってから返答が来て、

「太陽王ロワ・ソレイユ、──〝ははは本当にやったのか〟だそうで」

「フ、輝元、これが愛に転んだ愚おろか者の為なす事だよ」

　解わかるか、とエクシヴは両の腕うでを再び広げ、空の月を仰あおいだ。

「普通、木ぼく刀とうでチンコ打たせてもいいなどとは考えないだろう」

「統とう計けい的てきに考えて、おかしいと判はん断だん出来ます」

「そう。もし誰だれかが輝元を好きだとしても、今のチンコダメージ分、朕ちんの方が愛が深い！」

「奥に響かないとは、深さの事でしたか」

　アンリが頷うなずき、横のアルマンが腕を組んだ。

「アンリ、──これが愛か」

「アルマン、──これは特とく例れいだ」

　そうか？　とアルマンが首を傾かしげた。

「武蔵むさしの総そう長ちようは、姫ひめに股こ間かんをよく殴なぐらせていると聞くが」

「フ、あの偽にせ全ぜん裸ら君くんが、そんな事をしているのかい？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とアルマンが頷いた。

「太陽王。──素す手でと木刀、どちらの愛が深いだろうか」
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　白の壁と床に包まれた部屋がある。

　浴室だ。白のタイル張り。しかしその中央にあるのは、

「輝元様、〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟の安全規き定てい上じよう、流し式の浴室しか用よう意い出来ずにすみません。浴よく槽そうは姫様の好きな檜ひのき材ざいにしましたので、御ご容よう赦しやを」

「ああ、気にすんな気にすんな。つーか充分過ぎらMouri-01、お前みたいに生せい体たい式しきを持って来てる連れん中ちゆうは、入りに来いよ」

　と言う輝元は、頭にタオルを載のせ、浴よく槽そう縁ふちに寄りかかった姿し勢せいだ。

　今はMouri-01が、タオルを身に纏まとった姿すがたで、輝元の衣い装しようをぬるま湯の桶おけに浸つけている。

「輝元様の夏服、少し新しん調ちようした方がよさそうですね」

「何だかんだで使い方が荒いからなあ」

　と、言っていると、表示枠が輝元の顔かお横よこに現れた。向こう、いるのは、

「Mouri-03か。どうした？」

「あ、うん、輝てる元もと！」

　夏服を着き崩くずしたMouri-03が、両手を握って声をあげる。

「太陽王ロワ・ソレイユから通神文メールで、──チンコ素す手でで殴なぐってくれって！」





●






「太陽王、──〝死ね〟と来ました」

「フ、照れているのかい輝元！　だが、これは仮か性せい全ぜん裸らと真しん性せい全裸の戦い！　それも愛を懸かけた打だ撃げき戦せんなのさ」

　アルマンが、その台詞せりふを表示枠シーニヤカドルにタイプして、

「アンリ、俺おれ、こんな事してていいんだろうか」

「お前はどうしてそういう疑問ばかりを抱く」

　返答が来た。

「太陽王、──〝任まかせた〟と来ました」
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　武蔵むさし上じよう、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんは、身しん体たい測定を終え、皆が帰り支じ度たくをしていた。

　教室内ない、皆が入口の方に身体からだを向けた動きで荷物をまとめる中、浅あさ間まが、ハナミからトスされた表示枠サインフレームを眺ながめ、

「は？」

　眉まゆをひそめた。

　そんな彼女の反応に気付いたのは、鈴すずだ。彼女は首を傾かしげ、

「ど、どした、の」

「あ、はい。えーと……、トーリ君、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから、変なスパムが来てます」

「は？　どんなだよ一体」

「はい、〝朕ちんの──〟って危なっ！　口に出して読むところでしたよ！」

「フフ、馬ば鹿かねえ。攻こう性せい対たい抗こう術じゆつ式しき掛けて返へん神しんしてやりゃいいじゃない。向こう、どうせ旧派カトリツクなんだろうけど、そこら辺に利くヤツ、浅間神じん社じやでも研けん究きゆう出来てるんでしょ？」

　そうですね、とホライゾンが頷うなずいた。

　彼女は浅間に対し、右の親おや指ゆびを上げ、

「──許きよ可かします」





●






「た、太陽王！　今のは旧派の姦かん淫いん違い反はんに対する雷らい撃げき仕し置おき！　まさか武蔵からの返神に、旧派系けいの仕し込こみがしてあるとは！」

　股こ間かんに放ほう電でん現げん象しようと煙を上げながら大だいの字に倒れた太たい陽よう全ぜん裸らを前に、アンリが急ぎ応おう急きゆう術じゆつ式しきを展開した。横のアルマンが、腕を組み、

「太陽王ロワ・ソレイユにもコレが効くという事は、政治と宗しゆう教きようはちゃんと分ぶん離りされているという事か」

「皇こう帝ていを名乗るのも、リスクがあるという事だな……」

　だが、太陽王は動いた。

　ふ、と息を下した腹はらに入れ直し、彼は起き上がる。そしてまた一ひと息いきを入れ、太陽王はゆっくりとフレアの髪かみを払った。そして、胸を張り、太陽王は鋭い目つきを自じ動どう人形の二人に向ける。

「──目が醒さめたよ、アンリ、アルマン。今は、戦時中ちゆうだったな」

「アンリ、……俺おれ、何か言いたい気がする」

「気のせいだアルマン。何も言うな」

『沈ちん黙もく必ひつ須す』

　イザックの表示枠シーニヤカドルに、エクシヴが目を細めた。

「輝てる元もとも問題なし、となれば、前ぜん線せんは安全なようだ。──対する羽は柴しば勢ぜいは？」

「Ｔｅｓテスタメント．、明日あしたの午後には、森林地ち帯たいを抜けるかと推すい測そくされます」

　成なる程ほど、と太陽王は頷うなずいた。

「彼ら羽柴勢、明後日あさつての夜にはここまで来るかな？」

「彼らのスケジュールでは、そうなっていると判はん断だん出来ます」

　では、とエクシヴが腕を組み、視線を街の周しゆう囲いに走らせた。

　彼が見るのは巴パ里リの街ではない。もっと遠く、囲む丘の方に目を向けて、

「ここを、毛もう利りの居きよ城じようとして行う水みず攻ぜめの用意は、明後日の夜からかな？」
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「おそらく」

　とアルマンが答えた。

「こちらに向かっている安土あづち城じようだが、羽柴勢に今すぐ合ごう流りゆうはしない。南の森林部ぶを抜け、市街地ち上空で合流するよう、M. H. R. R.神聖ローマ帝国外がい縁えんでタイミングを取っているそうだ、──です」

　アンリに足を軽く蹴けられ、アルマンが語ご尾びを訂てい正せいした。そして彼は、

「ただ、安土城は現在低速移動中。物ぶつ資しの中、緊きん急きゆうで必要なものを輸ゆ送そう艦かんで前線の竹たけ中なか隊たいに送っています」

「どうしてそんな事をしているか、解わかるかい？」

　Ｔｅｓ．、とアンリが表示枠を出した。

「太陽王、──推測でいいならば」

「聞こう」

　Ｔｅｓ．、とアンリが一枚の画が像ぞうを出す。エッチングの繊せん細さいな陰いん影えいで描かれたものは、

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国 北部、マクデブルク近きん辺ぺんの鉄てつ塔とうから観かん測そくされた安土あづちです。

　──各かく艦かんの上じよう面めんに、資し材ざい関係の積せき載さいが確かく認にん出来ます。それも一番艦かんなど、主しゆ砲ほうや副ふく砲ほうを搭とう載さいする艦の上にも、です」

　成なる程ほど、と太陽王ロワ・ソレイユが頷うなずいた。

「その資材で、この巴パ里リの下か流りゆうを封ふう鎖さし、水みず攻ぜめにしようと？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──巴里は大だい都市ですので、多た量りようの資材が必要になります」

　と、アンリが巴里全ぜん体たいの概がい要よう図ずを出す。

　概要図内ないの巴里は、全体として円えん状じようだ。アンリはその下流側がわを囲む半はん弧こラインを赤で描き、

「巴里の直ちよつ径けいは大だい体たい十二キロ。それだけのものを半なかば囲い、決けつ壊かいしない堰せきを高速で作るには、恐らく輸ゆ送そう艦かんのダムと、多量の資材による穴あな埋うめと補ほ強きようを必要とします。

　ただ、その資材を一気に運うん搬ぱんするには、本来、多量の輸送艦が必要ですが──」

「輸送艦群ぐんでは、安全に運搬出来るかに不安がつきまとうし、現げん地ちでの艦かん群ぐん管理が面めん倒どうになる。だから安土を使用した。そういう事だね？」

「Ｔｅｓ．、しかし、安土を用意した羽は柴しば側がわも不ふ測そくとなる事じ態たいを、こちらは提てい示じしました」

　それは、

「新しん戦せん術じゆつ。新武ぶ装そう。──特に後こう者しやの新しん型がた砲ほう弾だんなどは、安土であっても〝万まんが一いちの危険や不ふ備び〟を与えるものだったと判はん断だんしています」

「流石さすがに〝落とせる〟とは君きみ達たちも思っていないか」

「──新戦術と、私達が出れば」

「フ、人狼女王レーネ・デ・ガルウの無む茶ちやな発想様さま々さまだな。なまじっか六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦術を知らない分、あり得ない戦術をポンポン出してくる」

　Ｔｅｓ．、とアンリが首を下に振った。そのまま彼女は、俯うつむいて、

「六護式仏蘭西と姫ひめ様さまの威い光こうを穢けがさぬよう、卑ひ怯きような戦術を省はぶいて貰もらうのが大変です……」
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「──あら？　どうしたんですの貴方あなた。そんな風ふうに顔を押さえて泣いて。ふふ、嫌いやですわ、私、貴方との約束通どおりにしてますのよ？　ええ、貴方の懇こん願がんで決まった通り、この時間帯たいは〝見てるだけ〟で勝負にしてますの。ですから貴方、見られているだけなのに、私に振る舞ってはいけないんですのよ？　そして、私は時間切ぎれになったら負け。

　勝負がついたら、負けた方が、勝った方に〝お願いします〟って言うんですのよね？

　私、見てるだけだから、凄すごく不ふ利りですのよ？　まだ二時間ありますけど、見てるだけじゃどうやっても貴方に勝てそうにありませんもの。ふふ、私、負けてしまいそうですわ。

　ええ、私、このルール通りにしてますわ？　見てるだけですのよ？　──味を」
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「人狼女王レーネ・デ・ガルウは、噓うそやら何やらをこっちにまでふっかけてくるので、戦せん術じゆつの卑ひ怯きよう性せいというか、正せい道どう性せいが測はかりにくい時があるのが難なん点てんです」

「完全な自由人じんだからね。アンヌもそこが気に入っていた」

　太陽王ロワ・ソレイユは笑って、安土あづちがあるであろう南東の空を見る。

「安土とて、迂う闊かつに六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ内を蹂じゆう躙りんする事は出来なくなった。

　人狼女王の威い光こうと、新しん武ぶ装そう、新しん戦術の効果だ。彼らは少なくとも平へい地ちに出るまでは低てい速そく進行だ。その御陰で、──そう、こちらの前ぜん線せんも遠くへ飛ばせるというわけだね」

　しかし、と彼は言った。

「羽は柴しばも見事だ。力押おしというだけではなく、戦せん略りやくと、その変へん更こうの余よ裕ゆうをもって、この巴パ里リを水みず攻ぜめにしようとしている」

「それは──」

　Ｔｅｓテスタメント．、とエクシヴが頷うなずいた。

「羽柴は竜りゆう脈みやく炉ろによって江え戸どと里さと見みを破は壊かいしたが、結果として、江戸と里見の上じよう流りゆう、森林地ち帯たいで伐ばつ採さいされていた両りよう都と市し建けん築ちく用ようの木材などが浮いた筈はずだ。だから羽柴は、その買い取りとプール分ぶんの引き取りを行い、短たん期間で安あん価かに資し材ざいを集める事が出来た。

　いい戦略だよ。何しろ二に都と市し分ぶんの資材だ。巴里を囲むには充分だろう」

　更さらには、と彼は言葉を続ける。

「それでも、この巴里を囲むだけの資材量りように達するには、二週間程ほどを必要としたようだがね。……ただ、本来ならばノヴゴロド戦の時、ノヴゴロドへの補ほ給きゆうや援えん護ごのついで、琵び琶わ湖こ安土まで資材を運び、そこで他た地ち域いきからも集めた資材を搭とう載さいしてこちらに乗り込む、と言った手て合あいだったろうに」

　しかし、と言ったのはアンリだった。

　彼女は各かく委員長からの報告で、エクシヴの言った事を確かめながら、

「ノヴゴロド戦の時、伊だ達てや最上もがみが牽けん制せいしたために安土は動けなくなりました。ゆえに、他地域からの資材を琵び琶わ湖こ安土あづちに溜ためておくのは得とく策さくではないと判はん断だんしたのでしょう。

　今、琵琶湖安土にあった資材は、各かく地ちに配はい分ぶんされ直しているようです」

「それは何ど処こに行ったか、私の方にも情報は来てないね。そちらは？」

「不ふ明めいです。恐らくダム用として集めた輸ゆ送そう艦かん群ぐんも、配分されたようで、この辺りは分ぶん散さんが強く、追い切れませんでした。どこへ行ったのやら、と」

　仕し方かたないね、と安土の方を見ていたエクシヴが微笑した。

　太陽王の瞳ひとみが、夜の東を、上越露西亜スヴイエート・ルーシの方を真まっ直すぐに見る。

「──実じつ質しつ、朕ちん達たちは、あのノヴゴロド戦によって、若じやつ干かんの余よ裕ゆうを得た訳わけだ」

　彼の言葉に、自動人形ベル・デ・マリオネツタの二人は言葉を返さない。

　王の言葉を認めれば、武蔵むさしの成せい果かを認める事になる。それがために反応をしない二人を前に、太陽王ロワ・ソレイユが静かに言う。

「そして昨日きのう、白しら鷺さぎ城じようが無くなった」

　これは事実だ。

「その結果、朕ちん達たちは、羽は柴しば側がわが出せる援えん護ごの内、厄やつ介かいなものを考こう慮りよせずに済むようになった。

　超ちよう高こう々こう度どに長期存そん在ざい出来る戦せん艦かんなんて、防ぼう都市戦せんではやりにくい相手だからね」

「太陽王は、武蔵を、どう捉とらえているのですか？」

「それについての答えは難しい。輝てる元もとと二人で出すべきものだからね」

　と彼が言った時だ。空に、遠く、高く響ひびく音が聞こえた。

　アンリが、一いつ瞬しゆん目を細め、やがて一つ頷うなずく。

「──竜りゆう属ぞくですね。先日から、南なん部ぶの氏し族ぞくがざわついています」

　彼女は、南に視線を向け、こう言った。

「ゲルマンの大だい移動、その大たい半はんを担たん当とうし、一時は覇はを唱となえかけた竜属。気候変へん動どうと聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たいによって諫いさめられた者達の内、融ゆう和わを求めた者は重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんで東へと去り、覇を唱える者は欧おう州しゆうに残ざん留りゆうしながら、しかし山から下りて来なくなったと……」

「あの遠とお吠ぼえは、何だと思う？」

「解わかりません。ただ……」

　アンリは首を傾かしげてこう言った。

「仲間達たちを、求めているように聞こえます」
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　ミトツダイラは、ぐったりしていた。

　自じ宅たくの屋や敷しき、ベッドの上に、尻しりを突き上げるようにして俯うつぶせだ。

　教きよう導どう院いんから帰き宅たくして、手て持もちの企き業ぎよう帯たいに指し示じを飛ばしたところで限界だった。

　……いろいろあり過ぎですのよ──！

　何が何だか、というか、自分も最後には仕し手て側がわに加わったのだから文もん句くは言えない。

「全く……」

　ホライゾンの仕切りで、王達が自分達に対して責任を取ろうなどと。

　……な、何て事ですの!?

　騎き士しとしては、側そつ近きんとして、城しろ勤づとめになると考えればいいのだろうか。それも家族同どう然ぜんというか、

　……シェアリング!?

　一体、何ど処こから何処までがシェアリングなのか。

　勿もち論ろん、ホライゾンは、死ぬまでと言う事をほのめかしていたが、

「……うー……」

　何ど処こまで本ほん気きなのだろう、という疑問がある。

　そして、今後もホライゾンがそのようなアイデアを持ち続けるだろうか、という疑ぎ念ねんも、だ。

　何しろ、彼女は完全に感情を取り戻してはいない。それなのに自分達たちが了りよう承しようして、後になってホライゾンが反ほ故ごを願うなど、あってはならない事だ。

　……だからきっと……。

「わ、我が王が、結けつ構こう受け入れオッケーだったのも、ホライゾンが変へん心しんする可能性せいがあるから、感じ感じ！　って事ですのよね？　そうですのよね？」

　布ふ団とんに問うが、答えは無い。何でさっき、本人にそこまで問わなかったのか。

「く──……」

　度ど胸きようが無いんですわ、と思うが、言い訳わけもある。

　……騎き士しですもの、ね。

　王から与えられるならまだしも、自分から望んで、というのは駄だ目めだ。だが、

「王も、オッケー出してた訳わけですしねー……」

　うーん……、と答えの出ない疑問の唸うなりをミトツダイラは作る。

　そして数秒。沈ちん黙もくを作った上で、ミトツダイラは思し案あんした。

　……もし、我が王とホライゾンが本気だったら、どうなりますの？

　たとえば、とミトツダイラは思った。

「そ、そう、たとえば、ですわ」

　考える。

「……そうですわね」

　昨日きのうにあった〝布ふ陣じん〟では、王の横がホライゾン、自分が前、だ。

　王のいる城、というものを考えるが、ここは極きよく東とう、武蔵むさしだ。城は無い。だから城ではなく、場所は彼の家となるが、あの家の中で、そのような構こう図ずが作れるのは、

　……青雷亭ブルーサンダー本ほん舗ぽ？

　テーブルを挟んで、という図を考えたが、これは前にいるのではなく、正せい対たい過ぎる。大だい体たい、テーブルを挟んでいては王の護ご衛えいも出来ない。

　店舗内ないでそんな事をするとしたら、

「私が、王の足あし下もと、テーブルの下で……！」

　首くび輪わにロープつきで、王が食べかけをくれるのを待っているところと、喜びのあまり、椅い子すに座っている彼の身体からだに下から這はい上がるところまでをミトツダイラは想そう像ぞうし、

「う、うちのクラスのネタに毒どくされてますわ……！」

　慌あわてて身を起こす。

　尻しりをベッドにつけないようにして、身だしなみを整え、咳せき払ばらいを一つ。

　頰ほおを軽く叩たたいて、ミトツダイラはしかし、

「あ、ありませんわよね、そんなペット扱いみたいな事」

　手を前にだらりと下げて、銀ぎん狼ろうは顎あごから伏す。尻しりを掲かかげ、立てた膝ひざの間に手を伸ばし、

「そうですわ」

　眉まゆを立て、呟つぶやく。

「大体、我が王の家に、私と王とホライゾンが布ふ陣じん出来る場なんて──」

　と、そこまで言って、ミトツダイラは言葉を止めた。

　……自分と、王と、彼女が布陣出来る場。

「それって……」

　あった。浅く目を開いてみれば、答えは見える。

　……ベッド。

　彼の部屋のベッドだ。

　先日、浅あさ間まと二人で彼のを借りて眠った。あれだけのスペースがあれば、三、四人はちょっと難しいが、要よう努力だろう。あと、床にも絨じゆう毯たんが敷しいてあるし、カーテン開けて、横の喜き美みのベッドを持って来て連れん結けつすれば六人は余よ裕ゆう。

「く、ん……」

　思わず、目を伏せてベッドの匂においを嗅かいだ。が、彼の匂いはせず、

「──はっ」

　慌あわてて意い識しきを現実に戻す。

　ここは自分の屋や敷しきだ。青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽでも、彼の部屋でもない。それなのに、

「な、何なに考えてますの!?」

　否いな、青雷亭本舗や彼の部屋だったら考えていいという事でもない。正しく言うならば、

「駄だ目めですわね私……」

　それで正しいですの。うん。

　大だい体たい、とミトツダイラは心の中に想そう像ぞうの前まえ置おきを作る。

　……その場合、私が前って……。

　ミトツダイラは、今の自分の姿し勢せいを考えた。

　尻を後ろに突き上げて、布ふ団とんに顔を半なかば埋めた自分が、ここにいる。この状態で、後ろに誰だれかがいるとしたならば、とミトツダイラは想像。

　スタート。そして、数秒してから、銀狼は、

「い、いきなり直接的過すぎますのよ!?」

　身を起こす。そして腰を落として座ってみれば、後ろの髪かみが邪じや魔まに感じた。

「私が前にいるなら、こうして……」

　左の後ろ髪がみと背の間にスペースを空あけると、彼がそこに座れるだろうか。そして、まるでぬいぐるみでも抱えるようにしてもらって、

「う……」

　横、ホライゾンがこちらを確実に見ている、というところまで想そう像ぞう出来て、更さらには、

「おや、ミトツダイラ様、何を我が慢まんされてますか。さ、さ、広こう義ぎの肉にく料理を」

「わ、私だけじゃ駄だ目めですわ！　先にホライゾンから！」

「包ほう丁ちようとか出すなよ!?　塩揉もみとかもすんなよ!?　いいな!?」

「さあミトツダイラ様、あーん、と口を」

　そこまでイメージ出来て、ミトツダイラは、はっとした。

　起き上がらせた身が既すでに起きていたので、そのまま後ろに転ぶ。

「シェアリングとなると、確かにホライゾンに完かん全ぜん管理ですわね……」

　しかしコレ、英国イギリスで焼き肉した時と同じでは無いだろうか。よく考えたらIZUMOでも同じか。ついでに言うと水み戸とでチョーカー選んだ時も同じな気がする。つまりは、

「……いつも通りではありませんの？」

　しかし、そうだとしたら、自分の〝いつも通り〟とは、どうかしている。

　あひゃ──……、と、ミトツダイラは赤せき面めんの顔を手で覆おおい、無む防ぼう備びに腹を上に向けている己おのれの身体からだを縮める。そしてそのままミトツダイラは、天井を見た。手を下げ、ほ、と息をつき、

「私……」

　駄目ですわね、としみじみ思う。
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　ミトツダイラは一ひと息いきする。

　ベッドの上、軽く身をよじって縮めて、右の人ひと差さし指ゆびを口にする。

「私ったら」

　……王と姫ひめを勝かつ手てに変な想そう像ぞうのネタにして。

　かなり再さい現げん度どは高いと思う。が、それはそれとして、

「こんなのに浮かれてるようでは、騎き士し失しつ格かくですわ」

　言って、ミトツダイラは、ふと、半はん目めになって左右を見み渡わたした。

　誰だれもいない。表示枠サインフレームの反応も無い。

　……何だか、今辺りのタイミングでツッコミが来る感がありましたけど。

　落ち着くのですネイト・ミトツダイラ、教きよう導どう院いんや戦せん場じようでも無い限り、こっちが何か思うごとにツッコミが発はつ生せいする事はありませんの。

　だから、とミトツダイラは考える。

「プライベートの場で、いやらしい事考えるくらい、許されますわよね？」

　……そう、そうですとも！

　公こうと私しというものだ。私の場くらいは、自由でいていいだろう。そこで大だい事じなものを穢けがしてしまったら、その分、公の方で誠せい意いを尽くし、禊祓みそぎとすればいい。

「我が王だって、私の部分で独ひとりになれば、いやらしい事──」

　気になったので、私の部分を公に繫つなぐように、ミトツダイラは通つう神しんを飛ばした。

「あの、我が王？」

『お？　ネイト？　何？　これからまたエロゲやるんで、姉ねえちゃんと二人で音おん読どくするんだけど、来るか？　冒ぼう険けん系けいで結けつ構こう面白えんだコレ』

　馬鹿が直接過すぎたので、ミトツダイラは通神を切った。

　そして数秒して思うのは、

　……しまったですわ……。

　王は、フルオープン系けいだったのだ。よく考えたら全ぜん裸ら時間が長いし、横にはあの姉がいる。もしシェアリング生活に突とつ入にゆうしたら、向こうはホライゾンも入れて三人がかりだろう。

「そうなったら、いいようにされますわねー……」

　ですけど、とミトツダイラは思った。

「そういうシーンを想そう像ぞうする時、何な故ぜ、私、いつも全裸ですの？」

　あの王にして、この騎き士し、という事だろうか。それとも、

「あ」

　ある可能性せいに気付き、ミトツダイラは血の気を失った。

　はたと、身を起こして呟つぶやくのは、

「まさか、母の血……」

　恐ろしい、と呆ぼう然ぜんとした。その時だ。

『ミトツダイラ！　ヒロインが犬いぬ耳みみ系けいなのよ!?　来なさい！　ほら！　お手！　──あ、通神越ごしでもいいわ！　〝よく参まいられた、ここは納なつ豆とうの国コーモンワールド〟、はい！』

「何を言ってますの……!?」

『馬ば鹿かね、明日あしたから移い動どう教室だからエロゲ納おさめよ！　今日きようのお題だい、巫み女こエロゲはさっき終えたから、今度は全国行脚あんぎやもので〝コーモン様の紋もん所どころ〟！　　あ、愚ぐ弟てい！　先に進めちゃ駄だ目めだったら。ほらミトツダイラ、〝む、骨を頂いただけるのですか。はふっ、はふっ、はあ、はあ……。もうだめれすう〟、はい！』

「落ちるの早過ぎますわよそのヒロイン！」

『何言ってるの!?　愚弟の選択肢しが上う手まいのよ!?　三さん択たくテクニシャン！　今の、普通だったらピーナッツ選ぶところだから！』

「ピーナッツは南みなみ隣どなりの国ですのよ!?　あと、私がモデルじゃないですわよね!?」

『あー大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、ホント、大丈夫だから安心して──。うん、似てない似てない。後ろの髪かみ、作さく画が面めん倒どうなのか三本だし。似てないわー』

「無む茶ちや苦く茶ちや信用なりませんわ──！」

『フフ、賑にぎやかね。──って、あら何愚ぐ弟てい？　主人公こうがクリック三回でいたたまれない？　頑がん張ばりなさいよ。ほら、ミトツダイラ、ヒロイン落としに行くわよ！』

　通つう神しんを切って、しまった、とミトツダイラは思った。

　……もし、今のにノってたら、新しい世界が開けましたの!?

　かもしれない。

　くー、と意味も無く宙に唸うなってみるが、よく考えるとこんなのは常じよう道どうだ。一回くらいワールドに飛び込んだところで、世界が開けるどころか手て前まえの参さん道どうに踏み込んだ程てい度どの扱いでしかないように思う。

「全く……」

　ミトツダイラは気き分ぶんを変える事にした。

　同じような被ひ害がいを食らったり、ワールドを近きん辺ぺんに置いてしまっている者と、気分の交こう換かんなり、何なり出来ないだろうかと。だから、

　……ええと……。

「あの、智とも？」

　呼びかけた先、来た声がある。それは、

『んっ……、あ』
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「な、何なに変な声あげてますの!?」

　ミトツダイラは、体てい裁さいのためにも抗こう議ぎした。すると向こうは、

『──え!?　い、いや、違います！　私じゃないですよ！　毒どく味み中ちゆうのエロゲですよ！』

「ほほう」

『あっ、信じてませんね!?　こっち今、泉いずみで常じよ時うじ禊祓みそぎ状態保たもちながら毒味してるんですから。何だったら大きな音で聞かせましょうか？』

　こっちの狂きよう人じんもなかなか出来る。だが、向こうは、会話の場を埋めるためか、

『ミトみたいなキャラが凄すごいんですよ今』

「第二弾だんか何かプレイしてますのね!?」

　思わず放った疑問に、ミトツダイラは不ふ覚かくを感じた。何な故ぜならば、向こうの浅あさ間まが一いつ瞬しゆん、確かな沈ちん黙もくをして、

『──何で知ってるんですか？　ミト』

「い、いえ、それは、あの……」

　隠かくし事をしていても仕し方かたがない。友人同どう士しなのだ。だからミトツダイラは、咳せき払ばらいをして、

「さ、さっき、喜き美みから通つう神しんありましたの。我が王と、水み戸と・光みつ圀くにモデルのエロゲの第一弾だんをプレイしてるって」

『え？　さっき聞いたのでは、木花之佐久夜このはなのさくやを基礎としたのをプレイで、って……』

　浅あさ間まが、そこまで言って、言葉を飲んだ。

　沈ちん黙もくが来る。

　今度は代わりに、こちらが言う番だ。

「さっき、喜き美み、先に巫み女こモノをクリアしたとか言ってましたの」

『ああ、じゃあ、私がモデルのを先に……』

「ええ、おそらく、それで後に私のを……」

　言って、妙みような感情が胸の奥に生まれたのを、ミトツダイラは感じる。

　……う。

　先と、後。

　戦せん術じゆつでは、どちらも大だい事じな要よう素そだ。先を取るか、後を取るか。それは当とう然ぜん、エロゲのチョイスにとっても同どう様ようであろう。

　先に高速の一いち撃げきを放つのも有り。

　後に必ひつ勝しようの居い合あいを放つのも有り。

　彼は、どちらを大事と取ったのだろうか。

　だが、そんな思いに囚とらわれてはいけない。だから、ミトツダイラは、献けん身しんの徳とく、という言葉を思いながら、

「ほ、ほら、──智ともがモデルのを、優ゆう先せんしたんですわ、多た分ぶん」

『い、いえ、──ミトがモデルのを、メインにしたんですよ、多分』

　……しまったですの。

　コレは墓ぼ穴けつだ。恐らく、智の方もそう思っているだろう。ただ、

「きっと、ホライゾンがモデルのが、最後に取ってありますわよ。ね？」

『いえ、ミト、実は最近、自じ動どう人形や銀ぎん髪ぱつはブームじゃないんですよね……。ブームは回りますから、次の時期としては秋あき頃ごろじゃないかと』

「ソムリエ！　ソムリエしてますわよ!?」

　だが、とミトツダイラは思った。

「まさか、我が王のエロゲスタイルで、こんなにまで己おのれの感情が振り回されるとは思いませんでしたわ」

『向こうは更さらに喜美までいますしね……』

　そう言われて考えてみると、確かに、

「ホライゾンがいた方が、有あり難がたいですわね……。仕し切きって貰もらえますもの」

『ですねえ……』

　と、浅あさ間まがそこまで言って、はっと息を飲んだ。

『い、行くって決めてませんからね!?　浅間神じん社じやがありますし！』

　往おう生じよう際ぎわが悪過ぎますわ……、と、改めて友人の堅さにミトツダイラは感かん嘆たんする。だが、

「──？」

　遠く、空から音が聞こえた。

　……落らつ下か音おん？

　否いな、これは、違う。別のものだ。明らかな超ちよう重量物ぶつだが、

『〝武蔵むさし〟より各かく艦かんに警けい告こく！　高こう速そく飛ひ翔しよう体たい接せつ近きん──、強きよう行こう着ちやく地ちに来ています。──以上』

〝武蔵〟の声が続く中、左さ舷げん側がわ、武蔵むさし野のの方から警けい報ほうが響ひびいた。

　……強行着地？

　輸ゆ送そう艦かんの激げき突とつなら、防ぼう護ご障しよう壁へきの密みつ集しゆう多た重じゆう化かで防げる。が、それを抜けた上で、更さらには激突ではなく、着地となると、何だろうか。

　まさか、と心に言葉を作ったなり、〝武蔵〟が告げた。

『所しよ属ぞく識しき別べつ、真さな田だ教きよう導どう院いん。一いつ般ぱん学生、──真田からの照しよう合ごう出ました。総そう出席番ばん号ごう七番、筧かけい・虎とら秀ひで様さまです。

　リントヴルム氏し族ぞくの地ち竜りゆう系けい大だい飛ひ竜りゆう。全長約やく百二十メートル。艦かん上じよう戦せん闘とう可か能のうな方々は、迎げい撃げきをお願いいたします。──以上』







[image: 第三十九章『直夜からの来訪竜』]
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　来らい訪ほうは一いつ直線だった。

　全ぜん長ちよう百二十メートルの巨きよ竜りゆう。リントヴルムという種類は、有ゆう翼よくだが後うしろ足の無い、高速型がたの飛ひ竜りゆうだ。

　長ちよう大だいな身だった。だが、その姿すがたは、航こう空くう艦かんの行き来する武蔵むさしにとってはさほど大きいとも言えない。

　問題はその運うん用ようだった。

　百二十メートルの骨こつ肉にくと装そう甲こうの塊かたまりは、ハンマーのように、頭から空を降って来たのだ。

　武蔵の自じ動どう人形、索さく敵てき班はんは、その接せつ近きんと軌き道どうの確かく定ていをすぐには行えなかった。地ち竜りゆう系けいである飛竜の飛ひ行こうは、野や生せい体たいにおいては航空の移動中ちゆうに見受けられるものであり、上じよう空くうの通つう過かもあり得ない事ではなかったからだ。

　だから、直ちよく上じよう四キロの地ち点てんから、いきなりの落らつ下かを許した。

　武蔵の索敵班は、当とう然ぜん、即そく座ざの判はん断だんを行った。相手が竜りゆう属ぞくであるため、通つう神しんよりも指し向こう性せいのある音声投とう射しやを使用して、コンタクトを取ったのである。

『質問します。体調不ふ良りようや急きゆう病びようで落下、もしくは意い識しき不ふ明めいで落下中でしょうか。──以上』

　答えは無い。だから自動人形達たちは立て続けに言葉を送った。

　所しよ属ぞく、識しき別べつ、年ねん齢れいや氏し名めい、住所、経けい歴れきなどを問いただし、落下理り由ゆうや、その後の予定なども疑問した。

　だが、答えは無かった。

　だから自動人形達は、困った。手て詰づまりだ。仲間達たちの中でも粘ねばり強いものが、向こうの落下を止めるための説せつ得とくとして、故こ郷きようを思い出す歌や母の思い出というのを語り出しているが、靡なびきの気け配はいは無いらしい。

　彼女達の意見は、武蔵野むさしの艦かん橋きように送られる。〝武蔵野〟の補ほ助じよにつく〝国くに立たち〟〝国こく分ぶん寺じ〟が意見を統とう合ごうし、解決案あんを七十八案上じよう梓し。その結けつ論ろんとして、〝武蔵野〟は相手が真さな田だだと推すい測そくし、ある人物に頼った。

『〝武蔵〟様、真田に照しよう合ごうをお願いいたします。──以上』

『何な故ぜ、私なのですか。──以上』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵野〟は、艦橋に〝西にし国分寺〟がおぶって運んできた鈴すずを出で迎むかえながら言う。

『酒さか井い様さまから真田に照合をお願いしたいのです。──以上』
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「酒井様、御お茶ちやです。──以上」

〝武蔵〟は、教きよう導どう院いん下か、中央通どおりの休きゆう憩けい所じよで、縁えん台だいに座っている酒井に茶をサーブする。

　空から、遠く、軋きしむような咆ほう吼こうが届いてくるが、酒さか井いは振り仰あおぎもせず、

「あ、有あり難がとうね〝武蔵むさし〟さん。──今日きようの夕ゆう刻こく瓦かわら版ばん、持ってる？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それでしたら、酒井様が〝見るものがあるから〟と、〝奥おく多た摩ま〟に渡しましたが、取って戻させましょうか。──以上」

「ああ、タマ子、何か上の、検けん知ちに行ってるんだっけ？」

「酒井様は、上のアレ、何かお気付きですか？　──以上」

『〝武蔵〟様、ちょっと巻いて頂いただけませんでしょうか。──以上』

〝武蔵〟は現れた〝武蔵むさし野の〟からの表示枠サインフレームを即そく消けしした。

　振り向く酒井が、首を傾かしげて、

「〝武蔵〟さん？　どうしたの？」

「いえ、諸しよ事じですのでお構いなく。ともあれ酒井様、今、上、落らつ下かしてくる竜りゆう属ぞくですが、ひょっとしてお知り合いでしょうか。──以上」

「ああ、あれ、真さな田だの筧かけい・虎とら秀ひでだろうね。英国イギリスなんかでメジャーなリントヴルム。昔、真田に行った時、軽く殴なぐり合ったもんだよ。向こう、結けつ構こうトシだろうにねえ」

　どうする？　と酒井が問うてきた。

「正式な迎げい撃げき出だすために、照しよう合ごうする？　向こう、──昌まさ幸ゆきさんに聞いてみようか？

　おそらくは〝歓かん迎げいの余よ興きよう〟って来ると思うんだけど」
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　真田・昌幸による照合の結果、やはり〝武蔵ご当とう地ち到着歓かん迎げいの余興〟の宣せん言げんが出た。

『状況は教きよう導どう院いん間かんの歓迎行為。模も擬ぎ戦せんと見なされております。ゆえに接せつ近きん竜属、〝敵〟と認にん定ていいたします。個こ体たい名めい〝虎秀〟、認にん可か。──以上』

　その直後に、敵が落下を果たす。

　迎撃はまず、〝武蔵野〟艦かん橋きようの判はん断だんだ。武蔵各かく所しよの砲ほう塔とうは既すでに虎秀に向いているが、

「鈴すず様さま」

「は、はいっ？」

「上から降ってくる竜属ですが、撃うってい──」

「〝武蔵野〟様！　敵が加か速そく！　迎撃許きよ容ようを超えられました!!」

〝武蔵野〟が、わずかに眉まゆをひそめた。

「申もうし訳わけ御ご座ざいません鈴様、少々、上うわ役やくの遅れが響ひびきました。次はしっかりと鈴様の撃げき墜つい許きよ可かを頂いただきたく思います。では、防ぼう護ご障しよう壁へきの展開をお楽しみ下さい。──以上」

「う、うん、Ｊｕｄ．」

　鈴の頷うなずきと同時に、艦橋正面の大だい表示枠が、光を得た。武蔵野の上じよう空くうに、

「防護障壁、対たい艦かん密みつ集しゆう展てん開かい！　──以上」
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　竜りゆう属ぞく、虎とら秀ひでは、敵の反応を見た。

　それは、落らつ下かする己おのれ目め掛がけて、突き上げられるように重ねられた防ぼう護ご障しよう壁へきだった。

　防護障壁は、防ぼう御ぎよの手段だ。だが、こうしてみれば、

『ほほう……』

　感かん心しんの息をつけて、虎秀は言う。

『充分な攻こう撃げきの得え物ものであろう……！』

　虎秀は、迷わず落下した。

　全ぜん長ちよう百二十メートル、全ぜん重量は五百二十トンを超える巨きよ体たいを、竜属の加か護ごと、全身の加か速そく器きから吹き出す竜りゆう砲ほうで直ちよつ下かに飛ばす。

　一いつ直線だった。

　虎秀は、地ち竜りゆうだ。旧きゆう真さな田だ十じゆう勇ゆう士しの天てん竜りゆう達についてこの地にやってきたが、生まれの位い階かいが変わるものでもない。天竜は貴とうとく、この世界より生まれる精せい霊れいだが、地竜は父と母を持つ獣けものだ。

　獣であるが故ゆえに、神ではなく、人でもない。礼れい儀ぎも、道どう理りも、人のあり方も知る必要が無い。ただ老ろう練れんの身の地竜。天竜の十勇士達のように教える者も無い。それだからこそ、虎秀は、

『真田勢ぜい、信のぶ繁しげ派は、──模も擬ぎ戦せんとして、威いり力よく偵てい察さつ仕つかまつる！』

　眼がん下か、武蔵野むさしの橋きよう状じよう艦かん橋きようを護まもる防護障壁に、直線的な激げき突とつを望んだ。
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〝武蔵〟が見たのは、武蔵野艦橋へと落ちていく連れん破ぱの砕さい光こうだった。

　対たい艦かん激突用よう防護障壁。羽は柴しば達たちの輸ゆ送そう艦かん砲ほう弾だんに対し、必ひつ要よう充分と思われる量の障壁だ。

　それだけの数の重なりが、今、瞬しゆん間かん的に破は壊かいされていく。

　虎秀が、防護障壁を、避よけもせずに突き抜けていくのだ。

　破は砕さいの音が連れん続ぞくし、光が武蔵野の上じよう空くうに。

　……あれは……。

「ドラゴン級の平へい均きん的排はい水すい量りようより小さな地竜が、何な故ぜ、防護障壁を砕くだき続けられるのですか？　──以上」

「虎秀は、リントヴルムでも、ちょっと特とく殊しゆでねえ」

「ハッキリ仰おつしやったらどうですか。──以上」

「ああ、佐さ助すけ……、竜の方ね？　それに後で聞いた話だと、やっぱ地竜の多くは、天てん上じようでの種しゆ族ぞく的改かい造ぞうとか、そういうの受けてたらしくてさ。

　虎秀が自じ慢まんしてたのが本当だとすると、彼の先せん祖ぞ、星ほし々ぼしを制せい圧あつする先せん兵ぺいとして、衛えい星せい軌き道どうから地上基き地ちに飛び込む役だったんだとさ」

　ほら、と酒さか井いは空に散る防ぼう護ご障しよう壁へきの光を見る。

「リントヴルムの身体からだは蛇へび型がた。首から尻尾しつぽまで、関かん節せつは一いつ直線でね、そこに補ほ強きようが入ってるから、頭とう部ぶ正面の角つのから入った衝しよう撃げきは尻尾まで抜ける。

　輸ゆ送そう艦かんは、フレームで囲んだ鉄の風ふう船せんさ。対する虎とら秀ひでは、鉄てつ骨こつで出来た槍やりみたいなもんだ。

　どっちかって言うと面でぶつかる輸送艦より、点で激げき突とつする槍だから、対たい輸送艦用ようの防護障壁展てん開かいだと防げないんじゃないかなあ」

「──だ、そうです、〝武蔵むさし野の〟。──以上」

『〝武蔵むさし〟様!?　ここ、振られる場所ですか!?　──以上』

〝武蔵野〟の言葉と共に、武蔵野艦かん橋きよう上じようで、光の発はつ生せいが止まった。

　防護障壁の重じゆう連れんが尽きたのだ。

　急ぎ、下に障壁が発生しようとしているが、遅い。間に合って数すう枚まいだ。

　だが、そのような微び力りよくな護まもりに対し、まだ余よ力りよくを残した虎秀が動いた。彼は、加か速そく器きからの加速光こうを放ほう射しやし、

『────！』

　落らつ下かしながら、竜は手を抜かなかった。

　開いた口からの竜りゆう砲ほうを、武蔵野橋きよう状じよう艦橋にぶち込んだのだ。

「おやおや」

　酒井が、口を横に開いて言う。

「下じゃなくて前を見ようよ。虎秀」
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　虎秀が受けたのは、小さな、前からの一いち撃げきだった。

　……は!?

　高こう速そくで落下する自分。竜砲を吐く直ちよく前ぜん。そこに高たか尾お側から飛び込んできた敵がいる。

　馬ば鹿かな、と虎秀は思った。高速飛ひ翔しよう体たいである自分に激突を望むなど、自じ殺さつ行為だ、と。既すでに衝しよう撃げき波はを纏まとった身は、触れるだけでも当たった物を砕くだくのだ。

　それなのに、敵は、

　……何ど処こを狙ねらう!?

　落下の直線となった己おのれには、一いつ箇か所しよ、致ち命めいとも言える場所がある。

　逆げき鱗りんではない。そのようなものを穿うがたれても、固めた骨こつ格かくの一直線は揺るぎ無いのだ。だが、それゆえにあり得る致命は、

『……狙うか!?』

　虎秀は見た。正面に向けた視し界かいに真まっ直すぐ飛び込んで来たものを、だ。

　朱あけの武ぶ神しんだった。射しや出しゆつ補ほ助じよ外部フレームをつけた重じゆう装そうの姿すがたは、まさしくそれを狙ねらっていた。

「高たか尾お発デリック最強伝でん説せつ……！」

　武ぶ神しんの肩に乗った女が、こちらを見て確かに笑った。

　直後。武神が、その右膝ひざと外部フレームから、こちらの致ち命めいに激げき突とつした。

　それは眼がん下かに行く己おのれの、ひたむきの後こう端たん。頭とう部ぶより遙か後ろとなる、鋭えい角かくな尾の先だ。

　だが、それは、先せん端たん部ぶではない。

　先端部よりやや身体からだ側がわに至る側そく面めん。そここそが、

『見事だ……！』
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　虎とら秀ひでのまとった衝しよう撃げき波はが、武神を砕くだいた。

　突き出された右膝ひざが打だ撃げきされたように割れ、外部フレームも砕け、接せつ合ごうから吹き飛ぶ。

　だが、乱れた気き流りゆうの中で、

「おお……!!」

　右みぎ腕うで義ぎ腕わんの女が、武神を振り回した。

　背中の翼つばさを使い、全身をスイングさせた武神が、左の後うしろ回し蹴げりを放つ。

　これが本命だ。

　右膝からの激突と、そこから散った部ぶ品ひんが気流を乱し、虎秀の衝撃波を破は裂れつさせた。その中に、武神が、

「おい、悪あく徳とく商人……！」

『お買い上げ有あり難がとう──！』

　気き軽がるな声と共に、武神の右踵かかとが、ある形の流りゆう体たいを纏まとった。

　狐きつねだ。風を吹く白の狐。それが武神の右脚あしを護まもり、更さらには加か速そくさせた。

　行く。ヒットする。

　武神の右脚に重なっていた狐が砕け、莫ばく大だい量りようの硬こう貨かの形をした流体片へんとなって散った。

　そして武神の右脚も、振り抜きの動きと共に、破は砕さいする。

　武神の全身が虎秀の尾の前を横切り、

「く……！」

　衝撃波と、その余よ波はに吹き飛ばされた。

　しかし、打だ撃げきは確実に入った。それは、

「どうだい……!?」

　両の脚と、右の腕を半なかばから失った武神の肩かた上うえ。義腕の姿が叫ぶ、

「先端重量の重い突とつ撃げきに対し、軽い後こう端たんへのアタック。──微び力りよくだが、てこの原げん理りで先端は確実に動くだろうさ！」
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　虎とら秀ひでは、敵の成果を体たい感かんした。

　……地ち表ひようすれすれで、それを行うか!?

　突とつ撃げきの速度と先せん端たん重量ゆえ、自分の突撃は正面や前面部ぶからの攻こう撃げきを一切弾はじく事が出来る。だが、後部は別だ。

　自分のバランスを考え、てこに乗せた場合、作用点てんの頭とう部ぶを軸じくとして、首あたりが支し点てん。そして尻尾しつぽの先端が力りき点てんとなる。

　支点から力点までは約百メートル。頭部が二十メートルだから、尻尾の先端を動かした場合、頭部はその五分の一しか動かない。

　現状、敵は、自分の尾を武蔵むさし野のの艦かん首しゆ側に弾はじいた。

　それは微かすかな一いち撃げきだ。

　無む論ろん、高速の落らつ下かでは、その微び動どうこそが危険であり、

『……見事だ！』

　何しろ、こちらが、全ての防ぼう護ご障しよう壁へきを破は壊かいし、再さい加速を入れた直後だ。

　あのタイミングでは、補ほ正せいを入れる事が出来ない。

　現在、確実に頭部は逸それた。先端の衝角ラムが、真ま下したではなく艦かん尾び側にずれている。

　これから補正を入れても間に合わない。身を戻しかけている間に、艦かん橋きよう激げき突とつだ。

　眼がん下か、間に合った数枚の防護障壁は、それを読んでいる。斜めに浅い逸れを作った衝角ラムを見み逃のがさず、受け流し、艦橋上じよう面めん装そう甲こうで滑らせるつもりだろう。

　その場合、自分は顎あご辺りから艦橋の縁ふちに当たる。落下の勢いで、艦橋をある程てい度どは破壊出来るだろうが、衝撃の抜け方如何いかんでは自分の身体からだの、首から下が切せつ断だんされる筈はずだ。

　それでは意味が無い。

　だから虎秀は動いた。

『……不覚！』

　武蔵むさし野の艦橋を避けるため、虎秀は竜りゆう砲ほうを吐く。それも直線的なものではなく、己おのれを止めるための、拡散の爆ばく圧あつとして、だ。

　吐いた。
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　奥おく多た摩ま左さ舷げん艦かん首しゆから、武蔵野へと牽けん引いん帯たいを疾しつ走そうしていた二ふた代よは、ある光こう景けいを見た。

　空から落らつ下かしていた竜りゆうが、浅くこちらに顔を向け、爆ばつ光こうを吐いたのだ。

　……あれは──。

　明確な竜りゆう砲ほうを見るのは、初めてだ。

「巨きよ大だいな破は壊かいの一いち撃げき、それをここで見られるとは……！」

　少々、武蔵野むさしの艦かん橋きようが邪じや魔まだが、あれが直ちよく撃げきを食らって破は壊かいされるのだから、まあよしとすべきだろう。武蔵野艦橋が破壊されたら、それはそれで面めん倒どうな事にはなるが、今から拙せつ者しやがどうこうしても間に合わぬで御ご座ざるしな──。

　ならば今はただ、武蔵野艦橋の最後を見み逃のがさないように、

「見学に御座る……！」

　牽けん引いん帯たい上じようで、二ふた代よはスリーステップを用いて脚あしを止めた。蜻蛉とんぼスペアを立て、

　……さあ、来るで御座るよ武蔵野艦橋崩ほう壊かい!!

　鼻息つけて思った直後だ。背後から、

「あ、誾ぎんさん!?」

　宗むね茂しげの声と共に、背中に強きよう烈れつな激げき突とつがあった。

　振り向いた視し界かいの隅すみ、こちらを追うように突っ走っていたらしい誾がいる。

　わ、とも、あ、とも言いたげな彼女と共に視界が回り、

「──お」

　直後に、爆ばく発はつが起きた。

　武蔵野艦橋至し近きんで、竜の咆ほう撃げきが炸さく裂れつしたのだ。
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　鈴すずは、耳を塞ふさいだ。

　音おと鳴なりさんの上から押さえると、操そう作さ系けいの感かん圧あつセンサーが行為を察さつ知ちして音を遮しや断だんする。だが、そうやって、身を縮めて緊かたくしても、

「わ……」

　鼻や口を通って、音が耳に来る。全身の面や、内ない臓ぞうの密みつ度どや空くう白はくを揺らして、竜の咆ほう吼こうがこちらの身体からだに届いてくるのだ。

　その結果として解わかるのは、

「あぶ、な、い……！」

　武蔵野艦橋が打だ撃げきを受ける。竜が軌き道どうを変えるための一発だが、武蔵野艦橋にとっては広い面の打撃だ。完全な破壊はされないが、表面装そう甲こうを始め、窓やフレームの多くが震しん動どうし、内部に剝はく離りや断だん裂れつをもたらすだろう。

　だが、耳を塞いで尚なお、鈴の知ち覚かくはそれを感じた。

　武蔵野艦橋上じよう。そこに立っている人ひと影かげがあるのだ。それは、

「ネシンバラ君……!?」
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《竜りゆうの咆ほう吼こうは大きく広がった。》

《だが、拡かく散さんの力は、元もと々もとが竜の本ほん意いではない。》

《竜の意い思しに沿わぬものを、竜は他者に行こう使しするのか？》

《答えは一つ。──否いな、だ。》

《故ゆえに咆吼は謳うたう。夜空に謳う。竜が求めるだけの応こたえを送って、後は搔かき消える。》

《そして空に残るのは、竜の咆吼と、軌き道どうを逸そらした姿すがたと──。》

《「もう、何も無いよ。安心するといい」》

　武蔵野むさしの艦かん橋きよう上、ネシンバラが見上げる空には、何も無い。

　ただ、月の浮かぶ晩の天てん上じようと、

「やれやれ」

　展開した〝幾いく重え言葉〟の表示枠サインフレームから両手を離し、軽く振り仰あおいでから彼は言う。

「真さな田だの空で、竜を相手にする事になるとはね。──資料として格かく別べつだ」

　言ったなり、正面の眼がん下かから激げき音おんが響ひびいた。

　飛ひ来らいしてきた虎とら秀ひでが、軌き道どう変へん更こうと共に幾重言葉によって吹き飛ばされ、武蔵野中ちゆう央おうの市街に落らつ下かしたのだ。
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・未熟者：『さあ、どうだい？　発はつ動どうが遅いけど、やはりこういう時、僕の術じゆつ式しきが役に立つの、解わかって貰もらえたかな？』

・礼賛者：『凄すごいですが、……今、竜が落ちませんでしたか？　ズズン、って』

・未熟者：『え？』

・あさま：『……あの、ネシンバラ君？　今、落ちましたよ、ね？　あの竜、武蔵野表ひよう層そう部ぶのド中央って言うか……』

・未熟者：『え!?　あれ？　そういう打ち合わせじゃなかったの？　ヅカ本ほん多だ君！』

・副会長：『──初はつ耳みみだ』

・俺　　：『つーか俺おれん家ちの裏うら庭にわの方、何か破は片へんが飛んで来たんすけど。このまま姉ねえちゃんとエロゲやってて大だい丈じよう夫ぶ？』

・銀　狼：『え!?　さ、さっきのままなら、続けてても、い、いいんですのよ？』

・労働者：『何はともあれ仕事が増えたようだが、……現げん場ばはどうなんだ？』
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　……こ、この馬ば鹿か女おんな……!!

　誾ぎんは、馬ば鹿か女おんなと牽けん引いん帯たい上じようを転がりながら、自らの不ふ注意を悟さとった。

　目の前を走っていた武蔵むさし副ふく長ちようは、不ふ規き則そく言げん動どうが多い人間なのだ。ある程てい度ど、物理的にも距離を取って置かねばならなかったものを、

「……前ぜん方ぽう不注意で激げき突とつするとは、失しつ態たいです！」

　自分用ようの加か速そく術じゆつ式しきを試験していたのが、失敗だった。

　加速術式〝駆かけ詞ことば〟。

　加速術としての効果は、明確だ。

　……相手を補ほ捉そく、そこへの座ざ標ひようを求めていくという……。

　宗むね茂しげが酒さか井いから借りた〝瓶かめ貫ぬき〟。その誘ゆう導どう性せいをアイデアとして、しかし加速部ぶ分ぶんは己おのれの速度を累るい積せきとする。

　戦せん場じようで、宗茂が瓶貫を失った際のスペアとなるように構こう築ちくし、自分が試験をしているものだ。無む論ろん、自分の用よう途ととしては、宗茂の加速術式である駆かけ爪づめについていく事を主しゆ眼がんとしている。ノヴゴロド戦で、お市いちの方かたの動きに対し、後あと追おいのフォローしか出来なかった反省があるためで、今も先行する本ほん多だ・二ふた代よに追つい尾びをセットし、追つい走そうしたのだが、

　……宗茂様の〝速いですね誾ぎんさん！〟というのに、浮かれたのがいけません。

　立たち花ばな・誾、反省です。

　七回転程ほどして、強ごう引いんに義ぎ腕わんを広げ牽引帯上の重じゆう力りよく床ゆかに手の平を叩たたきつける。その衝しよう撃げきで制せい動どうを掛けると、前につんのめった顔が、何かに食い込んだ。

　尻しりであった。

　二代が、尻を突き上げた正せい座ざ姿し勢せいで前にぶっ倒れている。

「武ぶ家けの者に尻を食らえとは……」

　失礼にも程がある。と、そう思った時だった。後ろから宗茂が追いついてきた。

「誾さん！　追つい突とつは後ろ側の不ふ注意です。まずは謝しや罪ざいしましょう」

「う……」

　誾は、その通りだと思いつつも、いたたまれなくなって振り向いた。

　思わず、

　……宗茂様はどっちの味み方かたですか!?

　と言いたくなって、それはまた現状では意味違ちがいだと自分を収める。向こうが尻をぶつけてきたのではなく、自分から突っ込んだのだから。

　だから誾は身を起こし、前を見た。

　尻がある。

　女の自分から見ても引き締まって、肉付きがいい。走る者特とく有ゆうの形けい状じようだ。自分よりも身長が高い事もあって、全体的な肉にく量りようも違う。

　この尻が宗茂様を三み河かわで……、と思い、五十回という数字も思う。ゆえに今ここで双そう剣けんを用いて恨うらみを晴らすべきかとも考えるが、誾ぎんは息を吸った。そして、

「誠まことに申もうし訳わけ御ご座ざいませんでした。不ふ注意で進しん行こうの妨さまたげを」

　と、言うと、相手が動いた。

　尻しりが、毛け虫むしのように向こうに全身ごと伸び、そのまま伏した状態から、横に転がって身を起こす。追つい撃げき除よけの手て順じゆんを踏んだ動きだ。

　そして彼女は、こちらに気付くと、

「おや、誾殿どの、宗むね茂しげ殿、後ろから来て御座ったか」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じたのは、宗茂だった。彼は二ふた代よに対し、片かた膝ひざをついた上で、

「武蔵むさし副ふく長ちよう、──先さき程ほど、不注意とはいえ、副長が私の補ほ佐さに尻を押しつける形となりました。気付かれてはいなかったかと思いますが、少々御ご配はい慮りよを」

　……宗茂様……!?

「い、いいのです宗茂様！　別に私は、尻の一つや二つ押しつけられようとも、我が慢まんしようと思えば出来ます！　そんな配慮のために宗茂様が動く事は──」

「誾さん。誾さんは、立たち花ばなの姓かばねを持つ者なのです」

「────」

　誾は、言葉を失った。

　そして誾は思った。自分は少し、私的になり過ぎている、と。だから誾は、視線を鋭くして二代に振り返った。すると二代が、

「うん、──すまぬで御座るな」

　あっさりと言われ、誾は、言葉を失った。

　……うっ。

　この流れは、まるで自分が子供のようではないか。

　宗茂の有あり難がたさと、本ほん多だ・二代の馬ば鹿か素す直なおに挟まれて、誾は、

「……行きます」

　立ち上がった。

　何ど処こへ、と問う者はここにいない。皆、解わかっているのだ。

　音が聞こえる。それも、一つの音でも、小さい音でもない。

　町を破は壊かいし、薙なぎ払う巨きよ体たいの咆ほう吼こうが武蔵むさし野のから響ひびいているのだ。

　ゆえに、誾は言った。

「武蔵副長、前をお願いいたします。──ついて行けますので」
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　武蔵野は夜の檻おりとなっていた。

　中央を構こう成せいする学生寮りようの横よこ町ちよう。その内の、縦たて四よん横町、横よこ四よん横町の面積が、虎とら秀ひでによって崩くずされ、彼を囲む壁を形けい成せいしているのだ。

　先に〝武蔵むさし野の〟が避ひ難なん勧かん告こくを出していた事と、今日きようから行ぎよう事じ関係の準備で、多くが奥おく多た摩まにいた事が幸いした。住人達たちの多くは、手て短みじかな退たい避ひを終え、地下階かいの者達も四階層そうまでが更さらに下へと避難を行う。

　そうして中央部に出来た瓦が礫れきの堆たい積せきには、夜を照らす人工の光がない。ただあるのは、全身の加か速そく器きから流りゆう体たい光こうを漂わせる竜りゆうの姿すがただ。

　全ぜん長ちよう百二十メートルの飛行型蛇だ竜りゆう。衝角ラムを頭部に持った、二本前まえ足あしの偉い容よう。

　それは、今、ゆっくりと身を回し、武蔵野艦かん橋きようの方に身み構がまえつつあった。

　落らつ下か時じの加速と、先さき程ほどの拡かく散さん型がた竜りゆう砲ほうによって、虎秀は体内の流体を多く使用している。武蔵野艦かん橋きようをロングレンジから狙ねらうための竜砲はまだ放てない。

　そんな彼に対し、

「砲ほう撃げき……！」

　左右二番艦かん、多た摩まと村むら山やまが上じよう昇しようを掛けた。

　その内うち舷げん縁べりには、武ぶ神しん隊たいがおり、

『くっそ！　白しら鷺さぎの次は竜だぞ！　ケモナー大喜びだな！』

『ち、違う！　ケモナーは、獣けものを殺す事に憤いきどおりを、う……、く、えぐっ、えぐっ』

『泣くな……！　年とし増ま好ずきも白鷺戦せんでは耐えたのだ……』

　それぞれがそれぞれの思いを込め、左右からの砲撃を叩たたき込む。

　連れん射しやの音が列になって響ひびき、砲ほう弾だんが虎秀に走り行く。その着ちやく弾だんは火ひ花ばなを生み、しかし、

『届いてない……!?』

　砲弾が、虎秀に当たる寸すん前ぜんで弾はじかれている。

　空中に火花として散るのは、届かずに破は裂れつした弾だん体たいの姿だ。

　皆、砲撃の手を緩めず、視し覚かく素そ子しの感度を増ぞう幅ふく。夜の中で見えるのは、

『──防ぼう護ご障しよう壁へきか!?』

　違う。

　彼の全身の加速器、それが展開し、光を放っている。

　先さき程ほどまでの、加速後ごにおける流体の余よ波はではない。身を守るための、

『竜りゆうの威い圧あつってヤツか……！』
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・ホラ子：『多た摩まから眺ながめておりますが、どういう仕掛けでしょうか』

・未熟者：『おや、知らないのかいアリアダスト君！　つまりだね！』

・粘着王：『異い族ぞくとしての特とく殊しゆ能力の一つであるな』

・いんび：『そうとも！　僕達たちが、形を変えたり出来るように、竜りゆう属ぞくも特殊能力を持つ。特に竜りゆう属ぞくは、複数のそう言ったものを持つのが特とく徴ちようなのさ！』

・ウキー：『竜の威い圧あつ効果というのは、あれだ。拙せつ僧そうが流りゆう体たいチャージで全身から吹く放ほう射しや型の竜りゆう砲ほう。あれを常じよう時じ行ってるようなヤツだ。地ち竜りゆうで出来るのは希まれだと思うが、あの虎とら秀ひでとやら、それなりの位置にいる地竜なのだろう』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．。では、どのようにして、あの威圧を破るのでしょうか』

・未熟者：『何かいろいろすっ飛ばされたけど、それなら手を打ってある。そろそろだよ』

・ホラ子：『成なる程ほど。──ではスタート』
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　一いつ瞬しゆんの間が空あいた、と武蔵むさし上じようにいた皆は思った。

　身を低くして威圧を放ち、しかし体内に着ちやく々ちやくと流りゆう体たいを溜ためていく虎秀と。

　通じぬと解わかりながら砲ほう撃げきを送り、上から押さえつけるようにする武ぶ神しん射しや撃げき隊たいと。

　彼らの間に、ふと、間が生まれたのだ。

　その原因は、虎秀の呼吸であり、武神隊の弾だん倉そう交こう換かんであり、左右舷げん二番艦かんの上じよう昇しようが停止した事でもあった。

　そうして、何もかもが、一いつ瞬しゆん停てい滞たいした直後。次の動きが生じた。

『──!?』

　いきなり、巨きよ体たいが両の腕を前につき、仰のけ反ぞったのだ。

　普通の挙きよ動どうではない。勢いよく、何か下にあるものを避けるような、拒きよ絶ぜつの動きだ。

　は？　と、地上側にいた皆が、武神も含めて首を前に傾けた時だった。

　虎秀の動きによって生じた風の向こうに、光が見えた。

　虎秀の喉のど。先さき程ほどまで伏していた場所に、月光を反射するものが刺さっているのだ。

『あれは……』

　王賜剣エクスカリバーだった。

　刺さった場所は竜の逆げき鱗りん。仰け反った虎秀の首くび元もとにて、光を放つ刃やいばを刺した者は、

『地下か……!?』

　地面。虎秀の喉のどがあった場所に空くう白はくがある。

　縦たて町まちの中央にある運うん搬ぱんリフトの穴だ。その底から上がって来るのは、

「あら」

　仰け反った巨体を前に、金の色が風に踊った。

　メアリだ。

　英国王おう女じよ一人が、竜を気にする事なく、左右を見渡した。

　彼女は左右舷げんの武神達たちに軽く頭を下げ、

「──皆様、今こん晩ばんもまた、宜よろしくお願いいたします」
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　メアリが言うなり、彼女を乗せたリフトが止まった。

　そして表ひよう層そうに出た彼女の頭す上じよう。虎とら秀ひでが己おのれの牙きばを強く嚙かんだ。自分の逆げき鱗りんに刃やいばを突き立てた相手に対し、攻こう撃げきを放つのだ。

　だが、喉のどに刃やいばが刺さっている以上、伏す事は出来ない。

　その事が解わかっているように、メアリが頭上を見上げた。

　彼女は、竜りゆうの巨きよ体たいに物もの怖おじする事なく、静かに、しかしはっきりと言った。

「大人おとなしくして下さるなら、その王賜剣エクスカリバーを抜きます」

　しかし、

「大人しくして下さらないなら、その王賜剣は抜かれます」

『は……!?』

　言っている意味が解わからないというように、虎秀が両についた前足を動かした。

　彼は、仰のけ反ぞりながら首と左足を振ったのだ。

　十五メートルの前足が、その甲こう殻かくと爪つめでメアリを薙なごうとする。

　力任まかせの一いち撃げきだった。だが、それより早く、あるものが吹っ飛んできた。

　青い、鉄の塊かたまりだ。

　丸く、機き動どう殻かくの形をしていた。

　テールバラストには鎖くさりが巻いてある。鎖は村むら山やまの縁ふちにまで伸びており、その端はしは、

「行きますわよアデーレ!!」

　銀ぎん狼ろうの高速スイングでハンマー宜よろしく吹っ飛んだアデーレの〝奔ほん獣じゆう〟が、仰け反った虎秀の逆鱗に飛んだ。

　宙で、確実に、機動殻は水すい蒸じよう気き爆ばく発はつの白を抜け、

『いっきまっすよお──!!』

　武蔵むさし各所で犬いぬ達たちの遠とお吠ぼえや吠え声が響ひびくのに押されるように、〝奔獣〟が行った。

　当たるのは一いつ瞬しゆん。

　狙ねらいは虎秀の逆鱗だが、

『王賜剣！　打ちまあ──す』

　腕を使い、空中で位置を調ちよう整せいしたアデーレが、杭くい打うつように王賜剣に激げき突とつした。
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　鈴すずは、竜が苦く鳴めいを上げるのを初めて聞いた。

　……す、ご……。

　鈴が驚いたのは、その叫びの声ではない。

　竜りゆうが、反射的に苦く鳴めいをあげたという事実だ。

「痛みに、……即そく、はん、の、う？」

　鈴すずは思う。人間は、痛みでは悲鳴をあげないよね、と。

　人間は、自分に何が起きたかを知った時や、起きるかを理解した時に悲鳴を上げるのだ。

　痛みは、その気付きのトリガーの一つに過ぎず、痛みを感じない怪け我がでは、それに気付くまで、悲鳴は上がらない。

　だから人間の悲鳴は、未来の不安や嘆なげきに密みつ接せつだ。悲鳴をあげた時点で、そういう未来を受け入れたと言っていい。

　しかし竜は違った。横の〝武蔵むさし野の〟に言わせれば、

「Ｊｕｄジヤツジ．、人間の場合、悲鳴も苦鳴も、怪我を理解して発生します。ゆえに、心こころ構がまえが出来ていれば耐える事が出来ます」

　話が続くがゆえに、──以上、と来ない。

　だが、〝武蔵野〟が、こちらの理解のために作った〝間ま〟に、鈴は頷うなずく。

　……確かに、そうだよ、ね……。

　自分など、未いまだに家のロフトを支える柱に小こ指ゆびをぶつけた時は、声もなくうずくまってしまう。あの我が慢まんも、やはり、一種の心構えや、経験によるものだ。ダメージを受けても〝このくらいでは〟と耐えていけると、そういう事なのだろう。

　しかし、

「竜りゆう属ぞくのように身体からだが大きい生物では、怪我に気付くのが遅れる場合があります。尻尾しつぽの方など、死し角かくも多いからです。また、野や生せい生物としては、怪我に気付くまで自分の現状を理り解かい出来ないというのは致ち命めい的てきです」

　そのために、

「竜属の多くは、身体にダメージがあった瞬しゆん間かんに、それが副ふく脳のうなどから各部への反応を起こします。意い思しより先に痛みに身体が反応するのです。今の一いち撃げきに対する反応は、それです。

　無む論ろん、意思ある竜属です。心構えが出来ていれば耐える事も出来ますが──」

　鈴は知ち覚かくした。武蔵むさし野の艦かん上じよう、竜に激げき突とつしたアデーレが、ミトツダイラの逆スイングと銀ぎん鎖さの動きで、瞬しゆん発ぱつ的な離り脱だつを見せるのを、だ。

　そして鈴は更さらなる気付きを得た。アデーレの機き動どう殻かくが、

　……抜く!?

　機き械かいの腕が、王賜剣エクスカリバーを摑つかんでいた。

　離脱の際、強ごう引いんに引き抜いたのだ。

　竜の苦鳴がまたあがり、〝武蔵野〟が静かに言った。

「──基本、大型の竜属にとって、小こ物ものである人間サイズの動きなど、心構えも何も出来ないものでしょう。──以上」
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　虎とら秀ひでは、逆げき鱗りんの穿うがちから流りゆう血けつを悟さとった。

　流りゆう体たいを纏まとった血が、甲こう殻かくの内側にたまり、筋きん肉にくの動きをポンプとして吹き出す。

『く……！』

　初めは間かん歇けつ泉せんのように。やがて滝たきのようになり、そして素早い凝ぎよう固こから、止し血けつが入る。そこに至るまで、時間にして十二秒。

　竜りゆうの呼吸では、わずか一度の時間だ。それだけをもって、虎秀は、

『貴き様さまら……！』

　蓄ちく積せき量七割。その威い力りよくの竜りゆう砲ほうを喉のど奥おくから放った。

　だが、それは武蔵野むさしの艦かん橋きよ向うむきでも、周囲の武ぶ神しん達たちに対してでもない。

　眼がん下かの地面だ。

　武蔵野表ひよう層そう部ぶ。巨きよ体たいで潰つぶした町並みは、構こう造ぞう材ざいの床を露あらわにしている。

　パッケージ建築で出来た街の構造に、防ぼう御ぎよ効果は薄い。ならば、

『艦橋を落とさずとも、艦を貫つらぬけば勝ちだ……！』

　虎秀は、竜砲を叩たたき込む。

　狙ねらいの目め印じるしは一つ。

　眼下に未いまだ立っている、英国王おう女じよだった。

　片かた頰ほおに手を当てて自分を見上げている彼女に、流体光こうの威力が激げき突とつする。
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　二に瞬しゆんと、一いつ瞬しゆんだった。

　最初に届いたのは、一つの声だった。

「結むすべ、──蜻蛉とんぼスペア！」

　二ふた代よだった。

　全力疾しつ走そう。

　現場に駆かけつける翔しよう翼よくの速度を緩めぬため、武蔵野左さ舷げん艦かん尾びから現げん場ばまで道が作られていた。

　自じ動どう人形と退たい避ひ学生によって、あらゆる扉とびらが開け放たれ、段だん差さや穴に板を渡し、ほぼ一いつ直線の道が作られたのだ。

　立たち花ばな夫ふ妻さいとの追つい突とつ人じん身しん事故があったために、予定よりも到とう着ちやくが遅れたが、

「とっとと行け副ふく長ちよう！」

「どこかにいるだろう忍にん者じやは別にいい！　メアリ様を！」

「ポニーテール万ばん歳ざい!!」

　皆の声に、疾走で二代は応じた。翔翼を砕くだく事なく、ただ直線的に抜け、

「……！」

　真まっ正しよう面めんから割かつ打だした。
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　竜りゆう砲ほうが割さかれるのを、虎とら秀ひでは視し認にんした。

　……竜の力を蜻蛉とんぼが割るか！

　縦たて一発の真まっ二ぷたつだ。

　光は割け、二発となり、威い力りよくが分ぶん割かつされた。英国王おう女じよの左右に竜砲が裂さかれる。

　だが、

『これでもまだ充分……！』

　空そらとも言える高さから、虎秀が叫んだ。

『砕くだきが二に箇か所しよになるだけぞ!!』

　だが、虎秀は見た。こちらの背後に走り抜けていく武蔵むさし副ふく長ちようの後ろに、一人の男が追つい走そうして来ているのを、だ。

　……あれは……。

　西さい国ごく無む双そうの名を、知らぬ虎秀ではない。だが、西からの噂うわさでは、彼は襲しゆう名めいを解かい除じよされたと聞く。そして武蔵にて、鍛たん錬れんを重ねる身だと。

　西国無双が現在持つ武ぶ器きは、ノヴゴロドに行っていた同どう志しからの情報に拠よれば、

　……〝瓶かめ貫ぬき〟！

　対たい象しよう物ぶつを追つい尾び、接せつ近きんを促うながす準じゆん神しん格かく武ぶ装そうだ。

　その力によって、恐らく彼は、武蔵副長を追って来た。

　しかし、と虎秀は思った。〝瓶貫〟で、竜砲に対してどのような対たい抗こうを為なすのかと。

　見た。

　すると、西国無双が、ある動きを取った。瓶貫の柄つかを、己おのれの肩に引っ掛かけて回したのだ。

　長めの刃やいばを持った槍やりが回転をしている間、彼はフリーになった手を頭す上じように掲かかげる。

　そこに、一本の線が飛び込んで来た。

　西国無双の背後から、風のように、横向きの波を作りながら引かれ、飛んできた物。

　曲線の横おう断だんは、鎖くさりだった。

　銀ぎん鎖さだ。

　右う舷げんの多た摩まから、村むら山やまへと引かれていく鎖には、高度差さがあった。

　虎秀は気付く。いつの間にか、多摩の方が、随ずい分ぶんと低くなっている、と。

　……これは──。

　気付くより先に、どういう事か思うより先に、銀鎖が張った。引きの加か速そくがマックスに達し、多摩から村山方向へと直線の走りになったのだ。

　そして、西さい国ごく無む双そうの手に、それが飛び込んで来た。

　虎とら秀ひでにとって、初しよ見けんの武ぶ装そう。その名は、

『──悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ！』

「今は宗むね茂しげ砲ほうです。しかし──」

　西国無双が、制せい動どうを脚あしに掛けながら、刃やいばを横に構え、声を作った。

「結べ。──悲嘆の怠惰!!」
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　虎とら秀ひでの竜りゆう砲ほうが、合計四よん分ぶん割かつされた。

　直後に、分割の先に防ぼう護ご障しよう壁へきが連続で出現する。

　先さき読よみの結果だった。しかし、数十枚の障壁が一いつ瞬しゆんで砕くだかれ、竜砲は地面を穿うがった。

　やや斜め撃うちに薙ないだ光は、床の構こう造ぞう材ざいを砕き、流りゆう体たい燃ねん料りようや水の伝でん導どう管かんを破は裂れつ。内ない圧あつに押されたそれらが吹き出し、瞬しゆん間かん的に武蔵むさし野のが光の煙と蒸じよう気きの立ち上る戦せん場じようとなった。

　だが、竜砲は確かに減げん衰すいしていた。直ちよく撃げきならば地下深ふかくに届いたものが、

『地下二階層そう、二に横よこ町ちようへの被ひ害がいのみで抑よく制せいしました。──以上』

〝武蔵野〟からの声に、皆が歓かん声せいをあげた。

　無む論ろん、戦せん闘とうは終わっていない。

　虎秀の攻こう撃げきを防ぎはしたものの、彼自じ体たいは無む傷きずに近いのだ。逆げき鱗りんの負ふ傷しようも血液の凝ぎよう固こで穴が塞ふさがり、後は身を伏せ、今度こそ、

『壊こわしてやるよ……！』

　立ったまま、動かない英国王おう女じよに、リントヴルムの右打だ撃げきが飛んだ。

　直後。虎秀は、〝壊そう〟という自分の望みがある程てい度ど、叶かなえられたのを知った。

　身を支える左前まえ脚あし。その直ちよつ下かにあった床が、いきなり抜けたのだ。

　崩ほう壊かいだ。一いつ気きに肘ひじから肩までが床に突き抜け、

『……壊れた!?』

　虎秀は左を下に、横よこ倒だおしになる。
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「急ぎの退たい避ひと、落とし穴の〝抜き〟は上う手まく行ったようであるな」

　武蔵野地下、六階。ウルキアガの正面に、横町の天てん井じようをぶち抜いて竜の手が落ちてきていた。形けい状じようはトカゲのそれに近いが、大きさ自体は手の平だけで七メートル程ほどもある。

　だが、ウルキアガは、横に立つノリキに頷うなずきを送り、

「捕ほ縛ばく開始……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．……！」

　各階の横町に待ち構えていたのは、武蔵上じようの建築や、補ほ修しゆうに関わる者達だ。彼らや彼女らは、地下横町に入れる軽けい武ぶ神しんも総そう員いんで竜の腕に鎖くさりを掛け、一気に引き縛しばった。

　一つ一つは弱いものだ。だが、総そう勢ぜいで数百の鎖が竜の腕一本に絡み、そのまま武蔵野の地下フレームに連れん結けつされる。最後の数本が間に合わなかったが、

「竜が動くぞ！」

　いきなり、強きよう烈れつな引きが来た。
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　武蔵むさし野のの表ひよう層そう部ぶにて、虎とら秀ひでは自分の捕ほ獲かくを悟さとった。

　……これは……！

　あり得ぬ、と思う事こそが未み熟じゆくか。

　今、己おのれの左腕は肩までが武蔵野の床に埋まっている。

　左の腕は、明らかに下へと突き抜けさせられた。踏み抜く瞬しゆん間かんに得た構こう造ぞう材ざいの硬さと反はん力りよくが、自分の乗っている床部分の感かん触しよくとは違ったのだ。

　しかし竜りゆうの腕と筋きん力りよくをもってしても、肩までが深く沈んだ状態では、腕を床から引き抜くのは至し難なんだ。何しろ、身体からだを真まっ直すぐ上に持ち上げねばならないが、竜の腕は、楕だ円えん断面の身体の左右下側についている。そんな竜りゆう体たい構造上じよう、真ま上うえに腕を抜くのはほぼ不ふ可能だ。

　出来る行動としては、右腕がフリーであるため、それを床につき、一いつ気きに身体を反そらせる事だけだ。ただ、

　……右腕の下を抜かれては厄やつ介かい！

　故ゆえに虎秀は、右肘ひじを曲げ、下か腕わん全体を床に押しつけた。

　接せつ地ち面積が広くなれば、床ゆか抜ぬきは行われない。そういう判はん断だんだ。その上で更さらに、腕の反力よりも全身の反りを用いようと思い、だが、

『……！』

　安全の確かく保ほのため、虎秀は威い圧あつの放ほう射しやを行った。

　その直後に、砲ほう弾だんの連れん射しや音おんが聴ちよう覚かくに届いた。だが、その攻こう撃げきはこちらにきかない。

　無む数すうの着ちやく弾だんは、自分の身体に届く前に火ひ花ばなと散り、無む効こう化かされるのだ。だから虎秀は、

　……落ち着け。

　慌あわてては、何かの罠わなにはまる。

　ここは敵てき地ちだ。そして恐らく、敵は、対たい竜りゆう戦せん闘とうの思し案あんを行っていたのだ。

　理由は解わかる。昨日きのうに、佐さ助すけと才さい蔵ぞうが彼らに挨あい拶さつをしたからだろう。

　儀ぎ礼れいや、天てん竜りゆうとしてのプライドもあろうが、斥せつ候こう役やくとなる地ち竜りゆうの自分にとっては、敵に身み構がまえさせただけの、面めん倒どうな話だ。だが、

『かかる所しよ行ぎよう、成し遂とげてこその地竜……！』

　天竜達たちは、真さな田だの未来のためにある場所へと向かった。

　真田の主力も、いずれこの地を捨てて、大おお坂さかに向かう。そして、自分達は、

　……我ら、長く生き過ぎた者よ……！
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　虎秀は思う。人間ではない生物の中でも、竜りゆう属ぞくは特に長ちよう命めいだ、と。

　ただ、それにも寿じゆ命みようはある。一千年を生きれば充分とされる竜りゆう属ぞくの中、自分は既すでに八百年強きようを生きている。

　まだ百年以い上じようの余よ裕ゆうはあるが、実じつ情じようで老ろう体たいだ。

　恐らく、大おお坂さかで生じる東西の決戦では、保もたない。

　何しろ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを始めとする、欧おう州しゆうに残った仲間達たちや、後こう継けいの十じゆう勇ゆう士しから、いろいろな方法で、現代の戦争についての情報が伝わってくるのだ。

　自分達が若い時間を過ごしたゲルマンの時代は終わった。

　既すでに、組織化された大だい戦せん士し団だんや、航こう空くう艦かんが、戦せん場じようを支配し、人類は強きよう大だいな王を得ている。

　そういった敵を相手に、短たん時間の決けつ戦せんで華はなと散るのも有りだろう。

　最後、世せ話わになった者達たちと共に、戦場を駆かけるのもいいだろう。

　だが、と虎とら秀ひでは思う。

　自分は、約四百年前まえ、敗はい北ぼくしてこの地にやってきた。由あって欧おう州しゆうを去る事を決めた軍ぐん団だん長ちよう達たちについてきて、人々との融ゆう和わを求めたのだ。

　紆う余よ曲きよく折せつはあったものの、土地の人々は自分達を受け入れ、

『────』

　真さな田だという勢せい力りよくの存在が聖せい譜ふ記き述じゆつに謳うたわれ、自分達は、聖せい連れんの使し者しやから、その襲しゆう名めいを依頼された。

　この勢力は、聖譜記述の傍ぼう論ろんとして、後の戦場において、極きよく東とうの支配者へと後あと一歩のところまで迫るのだ、と。

　自分達の長ちようは、竜属の存在を秘ひ匿とくする事を条件に、それを受け入れた。

　老ろう化かが見えつつあった身だ。

　地元の人々に、必ひつ死しの突とつ撃げき役やくを運命とさせる気は、軍団長には無かった。

　軍団長達も老いたな、と、正直、その時は思った。

　人々は自分達を気き遣づかい、しかし軍団長達は、突撃役となる襲しゆう名めいを譲ゆずらず、代わりに、決戦では死なず、生きて行ける者達の襲名権を、人々に与えた。

　そして年月が経たち、自分達も、天てん竜りゆう達も寿命を得た。

　八百年以上を生きた天竜達は死に行き、その数を数人に減らした。

　自分達も、だ。

　多くの仲間達が亡くなり、自分達だけではなく、土地の人々に手を合わせられた。

　一方で、昔に若く、斥せつ候こう役やくだった自分が、現状でもまだ、それをしている。

　そして今、だ。

　虎秀は思う。老いたな、と。昔であれば、斥候は偵てい察さつにこだわり、非ひ戦せんを貫つらぬき、戦っても、それは生せい還かんのために手早く済ませるものであったろうに。

　今のこれは何だ。ああ。

『竜りゆう属ぞくの意い地じよ……』

　天てん竜りゆう達たちは去って行く。若い、主力の者達も、次に向かう。

　古い、老おいた者は道を譲ゆずるべきだ。だが、

『譲った先、残される土地に来た敵を、黙だまって眺ながめるのは堪たえられぬ!!』

　強ごう引いんに、虎とら秀ひでは左の腕を抜きに掛かった。

　鎖くさりで、見えぬ地下の中、指は広げられ、腕は数百の鎖に絡められている。だが、

『……！』

　咆ほう吼こうをあげ、虎秀は、己おのれを絡め取るものを千ち切ぎりに掛かった。

　一度ではない。二度、三度でもない。何度でも、だ。
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　地ち下か六階、ウルキアガはそれを見た。

　巨きよ大だいな竜の左手が、幾いく度どとなく上に引こうとアタックを掛け、鎖くさり巻まきに固められた三本の指を強ごう引いんに握ろうとしているのだ。

　竜の手には相当な力が入っているのが、手て首くびや各所の放ほう熱ねつスリットから漏もれる熱気で解わかる。

　そのたびに鎖が軋きしみ、

・ベ　ル：『ウルキア、ガ、君？　武蔵むさし、野のの、ちょっと、警けい報ほう』

・ウキー：『ああ、聞こえているな。さっきから表示枠サインフレームも出ておる。何だか〝危険〟とか言っているが。そこまで酷ひどいか』

・武蔵むさし野の：『端たん的てきに申もうしまして、私の本ほん体たいが、今、相当に歪ゆがみつつあります。──以上』

　まあ待て、とウルキアガは気にしなかった。

　横を見れば、軽い足あし取どりでやってきた影がある。成なる実みと、

「──教きよう師しオリオトライ、こういう時、どうすればいいか、授業として一ひと言こと頼みたい」

「そうねえ」

　と、彼女は、紙かみ袋ぶくろに入った串くし揚あげのクロケットを囓かじりながら言う。

「これ、一応、模も擬ぎ戦でしょ？　先生、ちょっと一方にだけ荷か担たん出来ないんだけど」

・武蔵野：『あの、オリオトライ様？　かなり危険なのですが。──以上』

「大おお家やがそんな感じかー」

　こちらの視し界かいの中、成実が信じられないものを見るような目つきをオリオトライに向けているが、

　……さて、今の教師の反応、何かおかしいところがあったであろうか。

　成実は繊せん細さいなのだろうな、とウルキアガは結けつ論ろんする。と、その時だ。

　アタックを掛け続けていた竜の大おお腕うでが、上下に震しん動どうした。

・83　　：『地下三階が、フリーになりましたネー』

　腕が、上がらぬまでも、軽く上下するようになった。

「こうなったら、反動がつくから、一気に持って行かれるであろうなあ」

　と、ウルキアガは、竜りゆうの手を指さした。そして、ふと見れば、足あし下もと、オリオトライの食べているものが欲しいのか、それとも安あん堵どを求めてか、やってきた犬がいる。

　ノリキが、

「アデーレによくくっついている一いつ頭とうだな……」

「先生達たち、アデーレの匂においがするのかしら。──と、ウルキアガ、あれが何？　竜りゆう属ぞくの手て羽ば先さき……、じゃないか、手に何か興きよう味みでもあるの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とウルキアガは応じた。

　そして彼は、オリオトライの足下に行く犬を指さし、言葉を作った。

「ちょっと治ち療りようなどしなければならんからな。だから聞いておきたいだけだ。

　教きよう師しオリオトライ。答えてくれ」

　問うた。

「──あれと、それは、同じか？」
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　鈴すずは、激げき音おんを聞いた。

　横に立って、茶の湯ゆ飲のみをサーブしてくる〝武蔵むさし野の〟が、ふと動きを止める。

「虎とら秀ひで様の腕が、抜けましたか。──以上」

「〝武蔵野〟さん、……怒って、る？」

「いえ、別に。ただ……、幾いく分ぶんか放ほう置ちタイムが長かったかと。──以上」

　言った彼女が、艦かん首しゆ方向に顔を向ける。そちらには大型表示枠サインフレームがあるのは解わかるが、鈴にはその内容が見えない。

　だが、聞こえてくる音から、現状は理り解かい出来ている。

　武蔵野の中央にて、竜が身を起こしたのだ。

　左の前足に鎖くさりを何なん重じゆうにも結びつけた巨きよ竜りゆうだ。それは、喉のどを反そらし、

『……!!』

　夜空に叫びを迸ほとばしらせた。

　……うわ。

　圧あつ倒とう的な声だった。艦かん橋きよう内ないまで震しん動どうが来る大だい咆ほう吼こう。しかし、鈴は、

「あれ？」

　何ど処ことなく、これを、聞いた事があるように思った。何処だろうか。それは、

・不退転：『嫌いやな鳴き声ね』

　聞こえた。

・不退転：『青せい竜りゆうのように、憤いきどおり、行き場のない者の声だわ』





●






　起き上がりざまに、虎とら秀ひでは動いた。

　腕うでの引き抜きは身を反そらせるものだったが、身体からだの軸じくが右腕側がわに寄っている以上、その動きは左上うえ方ほう向こうに傾いた。

　好こう都つ合ごうだ。何な故ぜなら、引き抜いた動どう作さを用いて、左腕を右に振る事が出来る。

　それは、先さき程ほどから立ったままの、

『英国王おう女じよ……！』

　かっさらうように、高速の一いち撃げきが彼女のいた場所を薙ないだ。

　人間の一人など、竜の全ぜん速そくと重じゆう量りようの前では全くの重さも何も持たない。

　勢いゆえ、打だ撃げきで飛ぶ事もない。大たい概がいにおいては、インパクトの瞬しゆん間かん、水みず風ふう船せんのように砕くだけるだけだ。

　今は夜。その実じつ状じようを明確に見る事はない時間帯たいだった。

　虎秀は左腕を振り払い、左の手を月に翳かざした。

　一いつ瞬しゆんだった。

　己おのれの生む威い圧あつの流りゆう体たい光こうと、月の光と。そこに照らされる獣けものの手の平には、赤黒いものが付ふ着ちやくしている。

　血である事は、解わかった。それも大量の、だ。

『…………』

　ようやく、という、妙みような感かん慨がいが己の中にあるのを、虎秀は感じた。

　斥せつ候こう役やくが一番手て柄がらというのは、戦せん国ごくの世としては間違っているとは思う。だが、

　……軍ぐん団だん長ちよう……。

　他、天てん竜りゆう達も。

『この程てい度どの相手だぞ……』

　こちらの攻こう撃げきを引きつけるために、愚ぐ直ちよくな囮おとりを用意し、自分達の戦せん術じゆつを行こう使しする。

　が、最終的には竜の力に負け、貴き重ちような囮を失った。その結果として、周囲からは、

「おお……」

　驚きの声があがった。それも一つではない。左右舷げんの武ぶ神しん隊たいや、戦せん士し団だんから、

「見ろ！　──メアリ様が手を振っておられる！」
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　声を、虎秀は聞いた。左舷側、村むら山やまの方から、

「おおおお！　本当だ！　夜よる尚なお解る王女の威い厳げん……！」

「──お、俺おれに向かってかな!?」

「──待て！　こっちにあの忍にん者じやがいる可能性があるぞ！　検けん知ちしろ！」

　……何!?

　英国王おう女じよが生きている。

　それを確かめるため、虎とら秀ひでは己おのれの左手を上に掲かかげ直し、向こうを見た。

　いた。

　金の髪かみ。極きよく東とう式と、英国式を組み合わせた夏服。

　英国王女。メアリ・スチュアートだ。彼女は無ぶ事じで、位置を変えてもいない。ただこちらが生む威い圧あつの風に髪かみを揺らしながら、光に照らされ、左さ舷げん側がわに手を振っていた。

　如い何かなる事か。

　虎秀は、月に翳かざした己おのれの左手を見た。血に濡ぬれた獣けものの手だ。だが、この血は、

『まさか──』

　月に翳し直した己の獣けもの手で。

　そこに異い変へんがあった。三本の爪つめが半なかばから断たれ、流りゆう血けつしているのだ。

　負ふ傷しようだ。

　……何な故ぜだ!?

　虎秀は思った。竜りゆう属ぞくの反射系けいは、ダメージに対して敏びん感かんな察さつ知ちを返す筈はずだと。その仕し掛かけが、発動しなかった理由は、

『────』

　あった。

　翳した爪に、それぞれ、微び弱じやくな光がついている。

　聖せい術じゆつの、治ち療りよう術じゆつだ。それも、治ち癒ゆのためのものではなく、痛みを除じよ去きよする麻ま酔すい系けいだった。
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「人間と違って、獣の爪の中には、神しん経けいが走っている」

　ウルキアガが、天てん井じように開いた大おお穴あなと、そこから届いてくる咆ほう吼こうを耳にしながらそう言った。彼は、ゆっくりと身を動かし、オリオトライがステップだけで追いかけっこを遊んでいる子こ犬いぬへと視線を向けた。

「──獣のそれは、単純な末まつ端たんではなく、ある程てい度どの循じゆん環かんも有した神経だ。

　よって、獣の爪は、根ね元もとから切り落とすと、感覚を失う。ただ、その際には激げき痛つうを伴うため、気付かれぬよう、竜属相手には麻酔術じゆつ式しきを先に掛ける必要があった訳わけだ」

　と、符ふを掲かかげる半はん竜りゆうが、顎あご剣けんを宙に納めていく成なる実みを見た。

　床には、赤黒い血が落ち、溜たまりを作っている。既すでに凝ぎよう固こを始めているそれは、

「……地ち竜りゆうのだけど、これ、いい金きん属ぞく強化の素そ材ざいになるのよね。伊だ達てでも賢鉱石オレイ・メタロの上じよう位い加か工こうに、これを用いてたわ」

　それを眺ながめるウルキアガは、上で生じている震しん動どうと激げき音おんを無む視しの上で、

「まさか、武蔵むさしの中にいながら、こんなアウトドアハンティングが楽しめるとは、移い動どう教室もなかなか捨てたものではないな。成なる実みはどう思う？」

「仙せん台だい城じようでも似たような事やったから、食しよく傷しよう気ぎ味みね」

　こいつらは……、と呟つぶやくノリキが、遙はるかな天てん井じよう越ごしの震動を見上げ、疑問した。

「上の竜りゆう……、爪つめを切り、神しん経けいを切るとどうなる？」

「ああ。当然、手て指ゆびの感覚を失う。ものを正しく握ったり、手て先さきの狙ねらいがつかなくなる。

　竜からしてみれば、人間サイズのものを狙うのは、相当な面めん倒どうになるだろう。

　麻ます酔い術じゆつ式しきによる感覚消しよう去きよもだが、実際に神しん経けい系けいの循じゆん環かんを切せつ断だんしたのだ。治ち癒ゆ能力で血を止めたところで、循環が再さい形けい成せいされるには時間が掛かる」

　つまり、

「ヤツの左手では、当分、ろくに攻こう撃げきも、動どう作さも出来ぬ」
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　虎とら秀ひでは、左ひだり腕うでで身を突き支えられない事を悟さとった。

　爪が立たない。

　武蔵むさしの表ひよう層そう部ぶが、構こう造ぞう材ざいの平面である事や、爪が短くされた事もだが、

　……感覚が失うせている……！

　無む論ろん、手て指ゆびを動かす事は出来る。だが、そこに反はん力りよくの実感がない。

　手ての平ひらの半なかばまで、熱を持ったような、ぼんやりとした感覚があるだけだ。血は止まっているが、それゆえに、切断された爪の断だん面めん辺りで鼓こ動どうのようなものを感じるに過ぎなくなっている。

　爪に掛けられた聖せい術じゆつも、また厄やつ介かいだ。

　痛つう覚かく遮しや断だん。麻酔の術だ。

　虎秀は、この術式が生む光を知っている。

　これは、八百年前、欧おう州しゆうを竜りゆう属ぞくが席せつ巻けんした時、自分達に散らばらされるだけだった人間達が、開発強きよう化かした術なのだ。この術で痛みを消し、それをまとっただけで戦せん場じように復ふつ帰きしてくる人類を、自分達は幾いく度どとなく叩たたき潰つぶした過去がある。

　だから、これは、正確に言えば、治ち療りようの術ではない。

　怪け我がを治すためのものではなく、戦せん闘とうをし続けるためのものだ。

　……見み事ごと也なり……！

　命を粗そ末まつにするな、と、そう教える向きもあるのだろう。今の軍ぐん団だん長ちよう達たちならば、そのように言う筈はずだ。

　だが、我ら竜りゆう属ぞく。戦いは名めい誉よそのもの。

　怪け我があれど、痛みあれど、欠けつ損そんがあれど、戦いを止める事は名の誉ほまれを失うに等しい。

　ゆえにこの術じゆつ式しきは、応用として、〝要いらず〟達に与えられている。聖せい術じゆつを土ど着ちやくの術式にアレンジの上、薬やく物ぶつなどを重ね、身しん体たい強化と痛つう覚かく遮しや断だんの符ふに形を変え、最後の手段として与えられているのだ。そして八百年を過ぎ、

『……それを自分に使うか！』

　虎とら秀ひでは、左ひだり腕うでに頼るのをやめた。両の肘ひじをつき、身を低く身み構がまえる。

　顔は正面。未いまだに立っている英国王おう女じよの髪かみを、視し界かいの中央に見み据すえた。

　そして虎秀は気付いた。英国王女が、こちらを見ているのを、だ。

　何な故ぜか、と思った直後だった。

　右う舷げんから、一いつ直線の激げき突とつが来た。顔かお狙ねらいの高速突とつ撃げき。それは、

「里さと見みの武ぶ神しんか……！」
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　交こう戦せんは刹せつ那なだった。

　虎秀が、全身をくの字に振り、その反動で右腕をフック気ぎ味みに右へ叩たたき込んだのだ。

　対する里見・義よし康やすは、〝義ぎ〟の摑つかんでいた武ぶ装そうを、カウンターで虎秀の右手に放つ。

　それは、大おお楯だてだった。

　武蔵むさしの外部装そう甲こう板ばんに、急ぎの保ほ持じ用ようダンパーをつけ、空気抵てい抗こう削さく減げんのために粗あらく曲げただけのもの。

・３４７：『爺じいちゃんが指し揮きして曲げたやつだから、精せい度どは高いよ！』

　通つう神しんで、義康は三み科しな・大ひろの声を聞いた。

・３４７：『躊躇ためらわずにぶっ壊こわしちゃって！』

　凄すさまじい技術者家か系けいだと、そう思いながら、義康はその通りにした。

　まず、全ての翼つばさを減げん速そくどころか進しん行こう方向への逆ぎやく展てん開かいとする。

　急きゆう制せい動どうどころか、後こう退たいをも叶かなえる出力はフルバースト。背はい部ぶや肩、腰の、翼よく部ぶ連れん結けつパーツが一いつ瞬しゆんで悲鳴を上げるが構わない。壊れるのはもっと後なのだから。

　ゆえに義康は、前方への突とつ撃げきから、急きゆう激げきな後退に入りながら、

『くらえ……！』

　大楯を、前に、吹っ飛んでくる虎秀の右手に蹴けりつけ、はね飛ばした。

　竜の拳こぶしは、それを砕くだいた。

　一瞬だった。

　まるで枯かれ葉のように、武蔵の装甲を基礎とした楯が弾はじけ、飛び散った。

　だが、中央部ぶ分ぶんの破は片へんは、竜の打だ撃げきに押され、こちらへと飛んでくる。

　……来い！

　義よし康やすは、跳ね返された楯たての破は片へんに照しよう準じゆんを合わせた。

　続く反応で行われるのは、単たん純じゆんな迎げい撃げきではない。昨夜、武蔵むさしの副ふく長ちようが見せたような、

『空中での、跳ちよう躍やく回かい避ひ……！』

　破片を爪つま先さきで貫つらぬくように蹴けりつけ、〝義ぎ〟が瞬しゆん発ぱつした。

　楯をぶち抜き、追って来ようとする虎とら秀ひでの拳こぶしから、距離を取ろうとする。

　だが、竜りゆうの拳こぶしが伸びた。

　爪つめを鋭く立て、肘ひじを真まっ直すぐに、こちらへと突き込む貫ぬき手ての動きになったのだ。

　仕し留とめに来る。

　その事実を武ぶ神しんの視し覚かく素そ子しで確かく認にんした義康は、恐れなかった。

　代わりに、彼女はこう思った。意識の口くち端はを吊つり上げ、

　……流石さすがは竜りゆう属ぞく！

　竜はいい。北ほう条じよう原げん産さんの触しゆく手しゆとは動きが違う。巻き付こうとかしがみつこうとか全体的に振り回してみようとか、そんな動きが一いつ切さい無い。

　殺しに来てる。

　だから義康は己おのれを翼つばさで後ろに弾はじかせた。背の翼、前に振り抜いた鉄の四枚を操そう作さし、その中に蓄ちく積せきしていた圧力を前にぶちまけさせた。

　全身を細く、身を縮めるようにしての後こう退たい飛ひ翔しよう。

　行った。

　こちらに迫る竜の爪が、その先せん端たんまでを見せ、胸むな元もとに届くまでに接せつ近きんした。

　しかし、速度を上げたこちらが、等とう速そくになる。

　接近は停止のようになり、ただ背景だけが流れる透とう明めいな時間の中。

　続く瞬しゆん間かんで、〝義〟が僅わずかに加か速そくした。そしてお互いの距離が緩やかに離れていき、

『……来い！』

　叫びの直後に、敵が来た。

　リーチの追つい加かだ。

　竜が、肩までをもこちらに伸ばし入れたのだ。竜にして、肩かた軸じく一本分ぶん。その長さのリーチが敵の攻こう撃げきに加か算さんされる。

　……素晴らしい！

　獣けもので有り、知ち性せいを持つ生物。人を遙かに超える戦せん闘とう能力や知性を持つ存在。

　それと今、激げき突とつしているという事実が、瞬しゆん発ぱつ的な高こう揚ようを心に寄よ越こす。そして何よりも、

『────』

　今、己の戦せん場じようは、敵てき地ちではない。ここは、

『生せい存ぞんの場だ……！』
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　義よし康やすは、ふと、かつての事を思い出した。

　三み方かたヶ原はら以前の事だ。

　海うみ辺べの故こ郷きよう。里さと見みが健けん在ざいだった頃ころは、多くの仲間達たちがいて、自分の上にいる者が存在し、彼らと共に自分達の国を護まもっていたのだ。

　国こく土どは狭く、しかし、だからこそ団だん結けつは必ひつ須すで、いがみ合う事はあっても、戦せん場じように出れば同じ目的で戦っていたのだ。その目的とは、

　……自分達の居い場所を護る事だ。

　何しろ対たい岸がんは敵てき地ちだ。そこから来る敵は、すぐにこちらの領りよう海かいに入り、沿えん岸がん部ぶの街に届く。

　ゆえに自分達は、常に人々の居場所を背に戦っていた。

　勝つ事が必ひつ定じようで、奪うばわれたならば即そく座ざに取り返す事が義ぎ務むだった。人々の応おう援えんは常に背で聞くもので、賞しよう賛さんは帰り道の通りすぎでしかない。

　そういった生活を誇りとし、居場所を護ってきたのだ。

　だが、それらは全て失われた。

　以後、そういう感覚と機き会かいを失っていた。ノヴゴロドでは、他た国こくとの協きよう同どうの攻こう撃げき役やくとして戦場に出たのだし、昨夜も戦場に出ている仲間達を護るためや、作戦の一いつ環かんとして空に出たのであって、人々の生活の場を護る動きとしては間かん接せつ的てき過ぎる。

　今は違う。

　現在、己おのれが戦場としているのは、武蔵むさし上じよう。ダイレクトに街の中だ。

　敵は巨きよ竜りゆう。それも、既すでに武蔵むさし野のの街を大きく破は壊かいしている。

　そして、この敵は強きよう大だいで、未み知ちで、強い。ならば、

『おお……！』

　義康は己の役目を果たした。背負った人ひと々びと達たちの期待に応こたえるものとして、

　……かつて、里見で得てきたものを、忘れぬ証あかしとして……。

　それだけではない。己に望むべきものがある。

『私は……』

　高速の軌き道どうの中、義康は一いつ刀とうを抜き放った。

『……強くならねばいかぬ!!』
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　虎とら秀ひでが、右の手て指ゆびを跳ね上げたのを、武蔵上の皆は見た。

　武蔵野後こう部ぶの縦たて町まち並びにて、鉄の火ひ花ばなを散らし、高速で後こう退たい滑かつ走そうの制せい動どうを掛ける〝義ぎ〟の頭ず上じよう。竜の右手指から血の流りゆう弧こが振り回されていた。

　そして、月光の中、あるものが三つ、村むら山やまの空に飛んだ。それは、

『竜りゆうの爪つめ、か……！』

　武蔵むさし野ので砲ほう撃げきを行っていた武ぶ神しん隊たいが、長さ二メートルはある琥こ珀はく色いろの弧この行方ゆくえを振り仰あおぐ。

　空に舞った爪は、

『あの動きの中で、──里さと見み生徒会かい長ちようが落としたのか』

　皆の視し界かいの中、聴ちよう覚かくの底、武蔵野の縦たて町まちで、火ひ花ばなが強く立ち、金きん属ぞくの軋きしみが鳴った。

　右う舷げん側がわの端はしで、〝義ぎ〟が着ちやく地ちからの制せい動どうを終えたのだ。

　背はい部ぶの四枚翼よくからは陽かげ炎ろうが上がり、スラスターの内部には赤せき熱ねつした朱しゆの色が見える。

　各部の駆く動どう機きや、関かん節せつ部ぶも同どう様ようだ。

　もはや、整備をしない限り完全な動どう作さは取れない。それは、誰だれが見ても確かだ。内部の義よし康やすにも、フィードバックから、相そう当とうの疲ひ労ろうや激げき痛つうが来ているだろう。

　身長にして、十倍以い上じようはある化ばけ物ものと、一いつ瞬しゆんとはいえ交こう戦せん。成果を上げた上で生せい還かんし、

『着地からの制動で、地ち表ひよう部ぶの街を傷つけやしねえ……』

　だが、〝義〟は身み構がまえを解いていない。一いつ刀とうを、手て首くびを戻した状態で、肘ひじを前にしたスタンスを取っている。

　だからというように、次の動きを今度は皆が取った。

　義康の単たん騎き突とつ撃げきの成果は目の前にある。

　虎とら秀ひでが、右の腕を激痛に振り、バランスを崩くずしているのだ。

　竜の咆ほう吼こうが月から地上へと振り、回るようにうねった。

　その直後。皆が、動きを放つ。それは、武蔵野艦かん橋きよう上じように立つネシンバラの指し揮きによる、

『村山総そう員いん、──突撃してくれ!!』
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　村山と武蔵野の高度は、等しいものとなっていた。

　虎秀の竜りゆう砲ほうを十じゆう字じ割かつ断だんした時、高度を合わせたものだ。そこからは、村山側を隣りん接せつさせ、

『輸ゆ送そう艦かんで橋を架かけた。金を払えば渡してやろう……！』

　会計の表示枠サインフレームに、皆が十円玉だまを全力で投げつけながら船の橋を駆かけ渡る。

　行き先は武蔵野に横たわる蛇だ竜りゆうの、

『横よこ腹はらだ……！』

　狙ねらう箇か所しよは明確だった。左ひだり側そく面めんの三十七箇所。鈴すずが虎秀の動きから割り出した〝バランスの軸じく〟だ。そこに浅あさ間まが照しよう準じゆん誘ゆう導どうの表示枠を重ねれば、

『おお……！』

　武神隊が、突撃槍やりをもって激げき突とつ。それに合わせるように、戦せん士し団だんや魔女テクノヘクセン隊たいが、虎秀の左側面に砲撃を集中させた。

　激げき音おんが響ひびき、右みぎ腕うでの支えを失っていた虎とら秀ひでの身体からだが揺れる。

　だから皆は、更に竜りゆうに当たり、押した。

　左から激げき突とつを重ね、砲ほう撃げきを重ね、人々は街を破は壊かいした巨きよ竜りゆうを、

「押し切れ……」

　転がし、倒す。竜の背を、腹を、左ひだり横よこに向け、仰あお向むけにさせようとする。

　狙ねらいは一つ。

『こいつに空を飛ばさせるな！』

　巨竜。リントヴルム。蛇だ竜りゆうであり、飛ひ竜りゆうである。その背には二枚の翼つばさがあった。

　この巨竜を制せい圧あつするには、翼を使えないようにするのが一番だ。そしてその方法は、

『裏うら返がえせ！』

　野や生せいの生物は無む防ぼう備びな腹を晒さらす事で、相手への服ふく従じゆうを示す。

　ならばその姿し勢せいを取らせ、押さえつける。それこそがネシンバラ達の狙いだ。

　だが、

『……っ!!』

　何をされるかを理解した虎とら秀ひでが、足あ搔がいた。

　全身の加か速そく器きを展開し、周しゆう囲い全ぜん域いきにわたる竜りゆう砲ほうの加速器爆ばく発はつを行ったのだ。
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　威い圧あつの爆ばく砕さい。

　光の破は裂れつと大だい音おん。その反動によって、虎秀の身体が高く浮く。

　武蔵野むさしの艦かん橋きようと等とう高こう度ど、もしくはそれ以上にまで、巨きよ体たいが跳ねた。

　高圧の威い力りよくだ。大圧をぶつけられ、村山からの突とつ撃げき隊たいと砲撃隊は吹き飛ばされた。

　武ぶ神しん団だんの多くは尻しりから倒れ、そうならずとも圧力によって床ゆか上うえを滑すべらされ、皆は虎秀を囲む街の檻おりにまで後こう退たいを余よ儀ぎなくされる。

　戦せん士し団だんや魔女テクノヘクセン隊たいも同どう様ようだった。彼らは威圧の風に押し切られ、そのまま街の檻おりに背中から激げき突とつした。

「く……！」

　だが、続くように飛んでくる瓦が礫れきや構こう造ぞう材ざいの破は片へんに対しては、

『防ぼう護ご障しよう壁へき展開します！　──以上』

〝武蔵野〟の号ごう令れい一いつ下か、虎秀を囲むように立った防護障壁の防ぼう風ふう林りんが、快かい音おんに砕くだけながらも皆を護まもりに入る。

　しかし、その防ぼう御ぎよが間に合うかどうかより、明確な不ふ都つ合ごうがあった。

　距離が空あいたのだ。

　空あいた彼ひ我がの向こうで、転び掛けた巨きよ体たいが、宙高く舞い上がり身を戻そうとする。

　右に回りかけた身を宙ちゆうで戻すのは、長い全身の内、尻尾しつぽからの仕事だ。

　細い尾を左へと強く巻き、そのねじりを顔かお側がわに伝えるようにして、竜りゆうは空中で身体からだを戻す。

　そして、夜天に浮いた巨体が、ぶるりと震えるように、

『……！』

　回った。
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　虎とら秀ひでは、身体の戻しが完了されるのを悟さとった。

　身が、尾を軸じくとして、捻ねじれ、しかしその動きが頭とう部ぶにまで伝わる事で巻き直される。

　絞しぼった布が、反はん力りよくで戻るようなものだ。やや力を強く入れているが、加か速そく器き爆ばく発はつによって浮いた身体にとっては、

　……身に力が入り直すというもの！

　宙にて身をロールし、回す中、虎秀は敵を見た。

　今、武蔵むさし野のは左右を防ぼう護ご障しよう壁へきに囲まれている。まるで、光の谷たに底ぞこ。正面にだけ進める道の中にいるようだ。

　正面の浅い上空には武蔵野の艦かん橋きようが見えており、地じ面めん側がわには英国王おう女じよが立っている。

　だが、顔の左右側についている竜の双そう眼がんは、視し界かいの端はしに、あるものを認めた。

　左さ舷げん村むら山やまの縁ふちと、右う舷げん多た摩まの縁に、幾いくつかの影が立っている。

　……あれは……？

　右舷の縁にいるのは、武蔵むさしの姫ひめだ。エプロンつきの彼女は、風に銀ぎんの髪かみを靡なびかせている。

　左舷の縁にいるのは、全ぜん裸らの男だ。股こ間かんにマフラーの彼は、風に白の布を靡かせている。

『全裸……!?』

　思わず宙で声をあげてしまった虎秀は、ある事実に気付いた。

　多摩にいる姫の髪が、後ろへと、それもやや、上へと靡いている。

　多摩の高度が、下がっているのだ。それも、この武蔵野や村山と合わせる高さにまで、だ。

　……突とつ撃げきを、多摩からも行うのか!?

　疑問した時だった。

　新たに、二つの影が追つい加かされた。

　一つは全裸の横、身体にシーツを巻いただけの女が立った。風に髪とシーツの裾すそを舞わせ、布の起き伏ふくで己おのれの身体を浮き上がらせる彼女は、口を開いた。

「あ」

　通る声、整せい調ちようの声、歌い始めの調ちよう律りつの音声だ。

　そして対岸、姫の横に、息せききった駆かけ足で辿たどり着いた者がいた。

　巫み女こだった。

　彼女は、息を切らし、身体からだを一度前まえに折る。しかし巫女は、武蔵むさしの姫ひめが腰に下げていた竹ボトルを差し出すのを両手で制して、

「喜き美み……！　トーリ君！」
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　浅あさ間まは、対たい岸がんの相手を叫ぶなり、両の手を打った。

　柏かしわ手でだ。肩かた上うえのハナミが頷うなずき、

『拍はく手しゆ──！』

　直後に、声が来た。喜美の声だ。それも勢いある、アレンジ型の、

「──通りませ」

　通す歌。それに応じて、光が来るのを浅間は見た。

　全ぜん裸らからだ。彼の背後から、流りゆう体たい供きよう給きゆうのラインが弧こを描いて無む数すうに飛んだ。

　……早く……！

　時間との勝負だ。上空では虎とら秀ひでが落らつ下かに入っている。こちらは、あれよりも早く、

　……対たい処しよし、武蔵を護まもります！

　声が聞こえる。

「行かば　何処いずこが細ほそ道みちなれば」

　トーリから飛んでいく光の行き先は、武蔵むさし野のと、多た摩まと村むら山やまの隙すき間ま。村山側では輸ゆ送そう艦かんが橋のように塞ふさぎ、多摩側がわではただ空くう白はくとなっている場所に、全裸の後ろから光が連れん射しやで波打つように行く。その制せい御ぎよを、こちらは表示枠サインフレーム二枚で、まるで鍵けん盤ばんを鳴らすように行いながら、

「奏そう上じようします……！」

　浅間は、表示枠を翼つばさのように両腕うでで広げ、声を重ねる。

「天てん神じん元もとへと　至る細道」

　直後。喜美と自分の、舞と歌の奉ほう納のうが、神の側から認にん可かを受けた。浅間と大おお椿つばきの上位が行うユニゾンだ。加か護ごの選択として、浅間はその大だい部分を、

　……トーリ君……！

　増ぞう幅ふく設定を申しん請せい。即そく座ざに許きよ可かされた威い力りよくは、果たして全裸の供給ラインが一いつ気きに倍となった事で示される。

　それだけではない。浅間は、ホライゾンと視線を合わせた。そして、

「御ご意い見けん御ご無む用よう　通れぬとても」

　唄うたうと、同じように、ホライゾンが唇くちびるを動かした。

　音はない。だから、浅間は、ただ頷きを送った。

　すると、ホライゾンが会え釈しやくを返した。彼女は、開けた口から音を放ち、それを声とした。

　声は、歌であった。

「──この子の十とおの　お祝いに」

　浅あさ間まはホライゾンと言葉を重ねながら、彼女を自分達たちの歌に組み込む。

　奏そう上じよう。追つい加か。一般人じんだが申しん請せいは通る。

　……ホライゾンの声が、神様に認められる、という事ですね。

　武蔵むさしの浅あさ間ま神じん社じやには、毎まい朝あさと毎まい夕ゆうに、彼女の歌が届いてくる。ひょっとすると、既すでに神様は彼女の声を耳に入れているかもしれない。

　結果として、空を走る光の全てが増ぞう幅ふくされた。

　対たい岸がんで彼が眉まゆを上げて、そして微笑する。こちらに対して「ありがとよ」と手を軽く振っているのも見える。浅間はそれに応じようかと思ったが、

　……ホ、ホライゾンに対しての御お礼れいですよね？

・賢姉様：『ほら二人とも、愚ぐ弟ていへのリアクションは？』

　ホライゾンが右の親おや指ゆびを上げて見せたので、仕方なくこちらも続く。


《伝でん達たつ：振り付けがダサいのでちょっと拝はい気き下げます：by神》



・あさま：『な、何て事を！　何て事を！』

・賢姉様：『感じ感じ。で、どうなの？　──鈴すず？』

　呼びかけに、応こたえは確かにあった。

・ベ　ル：『う、うん、Ｊｕｄジヤツジ．、行ける、よ』

　それは、

・ベ　ル：『武蔵むさし野の、緊きん急きゆう下か降こう……！』
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　落らつ下かの虎とら秀ひでは、確かに着ちやく地ちをした。

　武蔵野の上、先さき程ほどと同じ位置だ。

　身体からだのねじりを強く落下したのには理由がある。

　己おのれの身体に打だ撃げき力りよくを加え、着地自体で武蔵野にダメージを与えるためだ。

　先程、左ひだり前まえ足あしを抜く際に、武蔵野のフレームには歪ゆがみを掛けている。ここで上から、超ちよう重じゆう量りようの自分が落ちれば、何らかの成果は出るだろう。

　そうでなくても、下の表ひよう層そう部ぶは砕くだけ、数すう町ちように渡っての被ひ害がいが生じる筈はずだ。

　だから自分は落ちた。そのつもりだった。

　しかし、打撃直前の武蔵野が、いきなり沈ちん下かした。

　……何!?

　疑問を放ったのは、それがあり得ぬ事だったからだ。

　今、武蔵野に生じているのは、落下ではない。

　落らつ下かならば、初しよ速そくは遅い。だが今の動きは、こちらが落ちた時の速度より速く、

『下か降こうだと!?』

　直後。左右に光の壁が現げん出しゆつした。

　武蔵むさし野のの両りよう舷げんから、左右に上がっていくように見える多た摩まと村むら山やま。その隙すき間まから、膨ぼう大だいな流りゆう体たい光こうが噴ふき出しているのだ。

　瀑ばく布ふのような光が、上へと遠ざかっていく奥、虎とら秀ひではそれを見た。

　多摩と村山の内う舷げん側がわにある重じゆう力りよく加か速そくシステムが、全ぜん開かいになっているのを、だ。

　本来ならば、艦かんの航こう行こうや、巨きよ大だい砲ほう筒づつの形けい成せいに用いられるそれを、敵はある目的で用いた。

『武蔵野を下降させてこちらの落下を受け止め……』

　それだけではない。

『身体からだを戻す回転を、空から回まわりさせる気か！』
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　ネシンバラは、リントヴルムが着ちやく地ちの瞬しゆん間かんに身体を強く捻ひねるのを見切っていた。

「そうする事で、地ち表ひようと内部に、衝しよう撃げきを叩たたき込んで破は壊かいを導けるからね。だから──」

　ネシンバラは呟つぶやいた。表示枠サインフレームに武蔵野の下降制せい御ぎよの指し示じを置きながら、細めた眼めで落下の終わらない巨きよ竜りゆうを見る。

「──だから地表を、遠ざけてやった」

　臨りん時じの動きだ。ゆえに流体供きよう給きゆうの管理を、武蔵むさし側がわではなく、精せい密みつ操そう作さ可能なトーリ経けい由ゆにして、必要なだけの加速器きを動かした。

　本当ならば、

　……上に跳ね上げて放り出す事も考えたけど。

　流石さすがにそれでは〝決けつ着ちやく〟の要素が薄い。

　だから、相手の予よ測そくを超えた動きを取り、引っ繰り返してやる。そういう事だ。

「フ、あれだけの巨竜。空中では容易たやすく補ほ正せいを掛けられないだろう。

　そのまま落下すれば──」

・眼　鏡：『ああ、背中から落ちるんだね。解わかった解った。面白いね。早く進めてよ』

・未熟者：『く、くそ！　僕のキメを！　キメを！』

・ベ　ル：『……あれ？』

・貧従士：『あ──、さっき調ちよう子し乗ったせいでフラフラですね……。って、何です鈴すずさん』

　うん、と鈴が頷うなずいた。

　彼女が、武蔵野の落下を管理している。それは、確かな動きで、頭ず上じようのリントヴルムは既すでにこちらの艦かん橋きようよりも上にあるくらいだ。

　しかし彼女は、こう言った。

・ベ　ル：『竜りゆう、の人、もうちょっと、回る、よ？　多分、お腹なか、から？　下に』

　つまり、

・ベ　ル：『高さ、ズレ、てる』

　ネシンバラは、不ふ意いに、背の寒さむ気けを感じだ。

　それは作戦が外はずれた、という事への寒気ではない。

　……来る！

　来た。ネシンバラの恐れていたもの。その反応は、

・約全員：『…………』

　……うっわ！　沈ちん黙もく痛いたいなあ──！

　思う頭ず上じようで、リントヴルムが動きを止めたように見えた。

　武蔵むさし野のの落らつ下かが規き定てい位置まで達し、速度を緩めたからだ。

　巨きよ竜りゆうが、身を回しながら、初しよ速そくゆっくりと落ちてくる。それを見た直後に、

・ベ　ル：『あ、やっぱ、り、うん、……合わな、い』

　……言わないでくれええええええ！

・眼　鏡：『バァ──カバァ────カ！　想そう像ぞうの世界に生きてる子供!!　作さく図ずで確かく認にんくらいはしようよ！　あはは！　何だか凄すごく楽しいよトゥーサン、今までで一いち番ばん面白ーい！』

・●　画：『これは否ひ定てい出来んわー』

・金マル：『というかバラやん、一いつ体たい何したかったのかな？』

・いんび：『難しい問題だね！　皆、考えてみよう！』

・労働者：『待て、ネシンバラが無む能のうだと決まった訳わけじゃなかろう』

　助けが来た！　とネシンバラは心の底からそう思った。

・未熟者：『そ、そうだよね!?　ね!?』

・賢姉様：『そうよ！　ええ、まだネシンバラが無能と決まった訳じゃないわ！　あと少しで解わかるけど！』

・ホラ子：『あと、何秒後ごくらいですか』

・武蔵野：『落下終しゆう了りようまで七秒です。──以上』

・未熟者：『追い打ち早くない!?　ねえ!?』
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　しまった、と鈴すずは思った。

　ネシンバラの当とう初しよの計算は、合っているのだ。ただ、

　……む、向こうの人、空中、で、いきお、い、つけて……。

　竜の方が、強ごう引いんに補ほ正せいを掛けたのだ。

・ベ　ル：『あ、あの』

・あさま：『どうしたんです？　鈴すずさん』

・ベ　ル：『ネ、ネシンバラ君、悪く、ない、の』

・約全員：『…………』

・●　画：『この同どう人じん男おとこ、鈴にこんな事まで言わせるなんて……。えぐっ、えぐっ』

・金マル：『ガっちゃん、不ふ憫びんを感じたからって泣き真ま似ねまでしなくていいよ？』

　あれ？　何か間違った気がする、と鈴は思った。

・ベ　ル：『そ、そうじゃない、の。ネシンバラ、君、ちゃんと、計算、してて』

・未熟者：『そうとも、ぼ、僕はちゃんとやったよ!?』

・煙草女：『出来は？』

・ウキー：『ちゃんとやったのに出来なかったか……』

・●　画：『何？　不発ネタを提供してくれるの？』

・金マル：『ガっちゃんテンション上下激はげし過ぎるよ!?』

・眼　鏡：『──トゥーサン、詳しく聞かせて貰もらおうか』

　何だかもっと間違った気がする、と鈴は思った。だが、その時だ。

・武蔵野：『敵、リントヴルム、──着ちやく地ちします！　──以上』







[image: 第四十一章『狩り場の咆吼手』]
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　勝負は、着ちやく地ちの寸すん前ぜんだった。

　虎とら秀ひでは全身を更さらに捻ひねり、回転力りよくをつけた。そうする事によって、

　……全身をぶつけた際の打だ撃げき力を上げる！

　そのために、身体からだをねじり、虎秀は着地を狙ねらった。

　行く。全身を、腹から艦かん体たいに叩たたきつけに行き、

『……合がつ致ち！』

　回転と、着地のタイミングが合ったと、そう確かく信しんした。

　瞬しゆん間かんだった。

　眼がん下かに動きがあった。こちらの落ちる喉のどの下に、あるものが飛び込んで来たのだ。

　武蔵むさし副ふく長ちようだった。

　彼女は横から高速で走ってきて、こちらの落ちる喉の下に、あるものを立てた。

　槍やりだった。

　武蔵副長は、バランスよくそれを立てると、二度、三度、と両手を添え、ちゃんとしているかを確かめて、

「じゃ、蜻蛉とんぼスペア、拙せつ者しやが〝よし〟と言ったら、伸しん縮しゆく機き構こうでのびるで御ご座ざるぞ」

『御ご了りよう解かい──』

　武蔵副長が、一いつ瞬しゆんで百メートル程ほどを下がった。そして、こちらが着地の瞬間。

「よし！」

『御ご伸しん張ちよう──』
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　武蔵上じようの皆は、巨きよ竜りゆうが、身を捻って落ちた瞬間に前足をついて衝しよう撃げきをのがすというより上に仰のけ反ぞったが間に合わなくて槍が伸びて逆げき鱗りんに刺さって更さらに巨竜が仰け反って尾っぽの方が階かい層そうを二つ程突き破るという光こう景けいを見た。

　武蔵むさし野のの遙はるか上空。多た摩まの上、浅あさ間まに肩を支えられて下を見ていたホライゾンがいる。彼女は、通し道どう歌かの合間の空くう白はくを利用して、浅間に振り向くと、

「今の、何ですか。やたらといろいろなものが生じた気がしますが」

「さ、さあ……？」

　ただ、と浅間は告げた。対たい岸がんの村むら山やまでは、トーリと踊る喜き美みが通し道歌の二周目めに入ろうとしている。

　それを利用して、これから行うのは、

「下の人達への流りゆう体たい供きよう給きゆう、行きますよホライゾン！」
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　虎とら秀ひでは、前足を振った。

　喉のどに突き刺さった槍やりは、感覚のない手て指ゆびでは摑つかめない。だから力任まかせに、腕を擦こすりつけるようにして強ごう引いんに引き抜いた。

『くお……！』

　槍を投げ飛ばした。つもりだった。だが、摑めていない槍は、そのまま払われ、ただ落ちるだけだ。

　血が、喉を割るように噴ふきだしている。熱いものが、喉から腹へと零こぼれていく感覚がある。

　二度目の負ふ傷しようだと、そう思った時だった。

　落ちていく槍に、何かが乗った。

　……あれは……！

『西さい国ごく無む双そう！』

「今はフリーの立たち花ばな・宗むね茂しげです」

　宙にある蜻蛉とんぼスペアを、彼は蹴けった。

　一いつ瞬しゆんでこちらの胸むね前まえに来た彼は、宙で身を回し、ある事を行った。

「成なる程ほど」

　仰のけ反ぞるこちらの胸。逆げき鱗りんの縁ふちに、ほぼ垂すい直ちよくに立ったのだ。
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　宗茂は、感かん嘆たんの息を内ない心しんでついた。

　竜りゆう属ぞくとの戦せん闘とうは、初めてではない。新しん大たい陸りくに行っていた時、野や生せいの竜属とは幾いく度どか交こう戦せんした事があるからだ。だが、

　……あれはどれも、竜とは言っても、体長三十メートル程ほどのもの。

　開かい拓たくが、まだ奥地に進んでいないという、それを示す程てい度どの相手ばかりだった。

　この竜は、違う。そして、このクラスの竜を相手にして、初めて解わかった事がある。

　何もかものスケールが大きいのだ。そう、たとえば、

　……外がい部ぶ装そう甲こうを取ってみても、その構こう造ぞうや整備などは、竜属のスケールに合わせた部分が大半なのですね。

　装甲の鱗うろこを一枚取とってみても、材ざい質しつの密みつ度どが高い一方で風ふう化かや汚れなどが酷ひどい。

　表おもて向むきは手入れされていても、側面や陰になっている部分では、もはや岩や樹じゆ木もくの自然物ぶつのレベルに近い状態だ。

　竜の眼めからすれば、解らないのだろう。人間が爪つめの間を見るようなものなのだから。

「ゆえに、足を掛けようとすれば、何ど処こにでも掛けられますね」

　すると竜りゆうの腕が来た。だが、宗むね茂しげは、竜の胸を走った。

　そして一度、逆げき鱗りんから離れ、しかし即そく座ざに戻り、瓶かめ貫ぬきを構えた。

　穿うがつのではない。既すでに虎とら秀ひでの逆鱗には、深い傷を与えているのだ。今からその負ふ傷しように瓶貫を叩たたき込んでも、あまり意味は無い。為なすべきは、瓶貫をポイントとした、

「誾ぎんさん！　こちらです」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　返答は、即そく座ざに聞こえた。

　背後の宙だ。

　そこに、〝駆かけ詞ことば〟を使用し、追いついてきた誾がいる。だから宗茂は両腕うでを広げた。

　誾が身を捻ひねり、尻しりを下にして、仰あお向むけに上から飛び込んで来る。

　それを宗茂が受け止めた瞬しゆん間かんだ。誾が、戦せん闘とうの表情で頭ず上じようを見上げた。

　竜の逆鱗の正面。それを狙ねらっているのは、

「穿ちなさい。──〝十字砲火アルカブス〟、〝四つ角十字クアトロ〟」
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〝四つ角十字クアトロクルス〟はまだ一本しか射しや出しゆつ出来ない。

　だが、十字砲火アルカブス・クルスの二本を合わせ、至し近きんからの三さん連れん射しやが、正確に竜の傷きず痕あとに叩たたき込まれた。

　鋼はがねの弾だん丸がんだった。それも、四つ角十字のものは、攻こう城じよう戦せんを主しゆ眼がんとしている。

　竜の身体からだは城に満たない。それがゆえに、巨きよ竜りゆうの全身が、喉のどを中心に激げき震しんした。

　前まえ足あし後ろ、左右の背中が跳ねるように震え、身が大きく仰のけ反ぞる。

　胸上に乗っている元もと西さい国ごく無む双そうは、妻つまを抱き上げたまま、

「────」

　不ふ意いに、胸上から降りる動きを取った。竜が、口を開いたのだ。

『……！』

　大たい竜りゆうは、負傷の両腕を振り回し、己おのれの胸を搔かき、敵を見ぬままに払いのけようとする。

　己おのれの胸上、既すでに元西国無双は地面へと跳び、十字の砲ほうも二に律りつ空間に移い送そうされたというのに、

『貴き様さまら……！』

　竜は大きく仰け反り、胸を反らした。

　両腕を左右に広げ、もはや頭部が後ろを見るような反そりを作る。

　そして巨竜が叫んだ。胸部からの流りゆう血けつを頂いただきに、全身を血に染そめながら、

『おお……！』
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　竜の咆ほう吼こうが細く長くのびるのを、皆は聞いた。

　その音は、高く、しかし段だん々だんと音量を上げていく。

　遠とお吠ぼえではない。だが、無む防ぼう備びとも言える姿し勢せいで叫び続ける竜りゆうに、皆が砲ほう撃げきや術じゆつ式しき射しや撃げきを行いながら、疑問詞しを作った瞬しゆん間かんだ。

　巨きよ竜りゆうの全身が、鈍く光った。それは、

「加か速そく器き爆ばく発はつを行うぞ!!」

　咆ほう吼こうにて流りゆう体たいを集め、己おのれを中心とした衝しよう撃げきを放つ。

　長期の咆吼と、竜の全身から燻くすぶる光は、ある事を教えてくれる。

「今までの中で一番デカいぞ……！」

　皆の視線の中、竜の判はん断だんは明確だ。

　直線的な竜りゆう砲ほうでは、武蔵むさし野の艦かん橋きよう側がわに展開する防ぼう護ご障しよう壁へきに防がれるかもしれない。

　だが、零ゼロ距きよ離りから叩たたき込める加速器爆発ならば、

「既すでに破は壊かいされてる武蔵野地ち表ひよう部ぶから、内部を一いつ気きに破壊出来る……！」

　砲撃班はんの一人が叫ぶと、他の皆が応じた。

「書しよ記きが考えそうなやり方だ！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　誰だれもが考えるけど誰もやらん方法だ！」

「だったら書記──！　対たい処しよ法ほう──！」

　竜の叫びが音として高たか鳴なっていく中。彼らの声に、応じるものがあった。

　表示枠サインフレームだ。皆の前に現れたそれは、中に、眼鏡めがねを上げる書記の姿すがたを映していた。

『──任せてくれ。既に手段は講じてある』

　彼の言葉に、誰もが真ま顔がおで頷うなずき、こう言った。

「ホントに出やがった……!!」
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・俺　　：『つーかネシンバラ、早めにケリつけてくんね？』

・ホラ子：『ですねえ。早めが有あり難がたいです』

・未熟者：『ああ、大体、言いたい事は解わかってるよ。借りっぱなしだもんね。──君きみ達たちの騎き士しや侍さむらいを』

・義　　：『それより来るぞ！　聴ちよう覚かく素そ子しに音おと割われが入り出した！　……加速器爆発の発はつ射しや瞬しゆん間かんパターンに等しくなってる！』
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　虎とら秀ひでは、空の月を見上げながら、全身の加速器を開いた。

　もう、どうやっても止まる事はない。後は顎あごを閉じ、喉のどの閉へい鎖さ硬こう膜まくを閉じ、本来なら口から吐かれる竜砲を全身に回すだけだ。

　月光が涼すずやかだと、竜りゆうはそう思う。

　胸きよう部ぶ上側。逆げき鱗りんの傷は深い。内部には奥おく底そこまで砲ほう弾だんが入っている。

　だが、竜の治ち癒ゆ能力は、砲弾ごと己おのれを回復する事を選んだ。

　中に鉄の弾だん塊かいを詰めたまま、血は凝ぎよう固こを始め、傷きず口ぐちを埋めていくのだ。

　砲弾については、構わない。竜の血は、大気に触れねば、熱く、異い物ぶつに対する溶よう解かい、吸きゆう収しゆう作さ用ようを持つ。雑ざつ菌きんや病びよう原げん体たいに対する〝捕ほ食しよく〟的防ぼう衛えい機き能のうで、それは身体からだに受けた弾だん丸がんや、刀とう剣けんの刃やいばなどにも適用される。

　数すう時間で、砲弾は、失った血液が持つ鉄てつ分ぶんに変わる筈はずだ。

　月光がそれを加か速そくする。

　月の内、手前にあるとされる一つは、流りゆう体たいの塊かたまりたる賢鉱石オレイ・メタロで出来ているのだと言う。それがこの星の裏側にある太陽の光を反射し、流体の力を夜に舞わせるのだと。

　故ゆえに月の夜は異い族ぞくの時間だ。心地ここちよいと、そんな事を思いながら、虎とら秀ひでは喉のどを閉じた。

　そして、月に向けた視線が、あるものを見た。

　それは、丸かった。

　人ひと型がたをしていたが、丸く、鎖くさりがついており、どう見ても垂すい直ちよく叩たたき付けのスイングで、

『あひゃあああああああ！』

　機き動どう殻かくが、逆鱗の傷きず痕あとに真ま上うえから激げき突とつした。
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・ホラ子：『前から思ってたんですが、アデーレ様、中に入ってる意味あるんですか』

・あさま：『……芯しん？』

・俺　　：『いや、アデーレ、ああいうの、実は好きなんじゃねえの？』

・あさま：『今、私の方がまともでしたよね!?　ね!?』

・義　　：『上級生なのに、何でこんな低いレベルの争いを……』
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　機動殻の落らつ下か。虎秀は、その直ちよく撃げきを受ける瞬しゆん間かん。身を硬くした。

　そして、己おのれは無ぶ事じだと、彼はそう確かく信しんした。

　傷痕を狙ねらわれたが、既すでに血は凝固し、装そう甲こうに匹ひつ敵てきする硬さを得ている。

　そこに、機動殻によるハンマーを受けたとしても、砕くだかれるものではない。

　衝しよう撃げきを受けたならば、その反動を咆ほう吼こうに転てん化かし、加速器き爆ばく発はつを叩き込む。

　これで決まりだ。

　武蔵むさし野のの艦かん橋きようを破は壊かいする事は出来ないが、艦かん体たいを大きくえぐり、周辺の人々を吹き飛ばす事は出来る。

　だからそうした。

　衝しよう撃げきと同時に、声をあげ、叫んだのだ。

　生まれた叫びは、しかし、加か速そく器き爆ばく発はつではなかった。

　苦く鳴めいだった。
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　竜りゆうの軋きしみが、武蔵むさし野の上に響ひびき渡った。

　その原因を、武蔵野艦かん橋きようから、一人の男が確かに見ていた。

「お見事」

　呟つぶやき、頷うなずく声に、艦かん長ちよう席せきの鈴すずが振り向いた。彼女は笑えみで、

「ヨシナオ、教きよう、頭とう……？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──以前はすまぬ事をした。今回は、大人おとなしく見ていよう」

　艦橋内ないの正面大表示枠サインフレーム。そこに映った一いつ瞬しゆんの画が像ぞう。アデーレの機き動どう殻かくが、右の腕に一つの武ぶ装そうを振りかざしている。

　従じゆう士しの長なが槍やりだ。

　獣けものの紋もん章しようが入ったそれは、機動殻のテールスタビライザーに保ほ持じされるものだが、

「竜の視し覚かくに捉とらえられぬよう、ぎりぎりまで手に取るのを耐えたか」

　彼は自分の隣となりにて、一ひと息いきをつく妻つまを見た。手を取り、言う。

「まだ使いこなすには至っていないようだが、いずれ、必ず」

　何な故ぜなら、

「もはや獣は、護まもりの国から、攻める野に出ているのだ」





●






　アデーレは、全身に鈍い汗あせを搔かいていた。

　……う、っわあ──。

　昔、これに比べると遙かに小さい竜との戦せん闘とうをした事がある。あの時、自分は機動殻を用いておらず、ゆえに身み一つの突とつ撃げきを行って、皆の起き点てんを作っていた。

　今から思い返してみれば、いい度ど胸きようだと思う。

　何故なら、今、あの時よりも遙かに安全な機動殻の中にいるが、

　……プレッシャー、半はん端ぱないですよ！

　攻こう撃げきの起点役やくや、アシストではない。

　攻撃の主力として、確実に一いち撃げきを叩たたき込まねばならないのだ。

　外はずせば、作戦が狂う。

　そうなってはいけない。だから、きつい。

「く」

　右腕うでが、緊きん張ちようで震えている。

　右の手。操そう作さする機き動どう殻かくの右腕は、長さ三メートルはある機動殻用ようの槍やりを、竜りゆうの喉のど元もとに叩たたき込んでいた。

　単なる激げき突とつではない。

　機動殻の手て首くびは、肘ひじまでスライドする。

　それを術じゆつ式しき火か薬やくで発はつ射しやする事によって、簡かん易いな杭打ちパイルバンクを果たすのだ。

　訓くん練れんや、試し技ぎでは幾いく度ども用いた事がある。だが、実じつ戦せんでぶち込むのは初めてだ。

　やった。だが、

「そ、外は──」

　機動殻の視し覚かく素そ子しから内部に送られてくる映えい像ぞうでは、黒いものしか見えない。

　夜間用に光こう感かん度ど増ぞう幅ふくを掛けているが、恐らく竜が近過ぎるのだろう。

　……どうなったんです？

　思った時だった。機動殻〝奔ほん獣じゆう〟が、背から引っ張られた。

　上がる。それも高速に、ミトツダイラの銀ぎん鎖さで引っ張られる。

　そしてアデーレは見た。真まっ正しよう面めんから、真ま下したとも言える位置に、己おのれの成果を見た。

　竜の胸きよう部ぶが、大きく砕くだかれているのを、だ。

　直後に、竜が音を立てた。

　加か速そく器き爆ばく発はつではない。勢いはあれど、敵は、その全身から破は裂れつしたのだ。
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「自じ爆ばくですわね」

　ミトツダイラは、夜の通りで呟つぶやいた。

　自分がいるのは艦かん首しゆ側。学生寮りよう並びの一角だ。虎とら秀ひでまでは距離にして約七十メートルの位置だった。

　アデーレを背後に、武蔵むさし野のの大おお通どおりへと滑かつ走そうさせるように急ぎ戻した彼女は、前を見た。

　竜がいる。

　だが、竜は、震えているが、それ以上に動かない。月を食らうように、今はただ、全身から血を吹き上げている。

　……大だい咆ほう哮こうによる加速器爆発。

　竜が用いる最大の技の一つは、自分の力を全身から外へと吐き出すというものだ。

　己の威い圧あつを最さい大だい限げんに誇こ示じする、と、そう言っていい。だが、

「その傲ごう慢まんを吐く直前、己に不安を感じたならば？」

　不安は、心に感じるものでなくていい。

　竜りゆうは、獣けものとして、己おのれの危き機きに反応するのだ。だから、

「誾ぎんの放った砲ほう弾だんは、まだ体内に取り込まれてなかった筈はずですわね。ならば、たとえ傷きず口ぐちを塞ふさぎ、ガードを固めたとしても──」

　ミトツダイラは、両腕うでを振り、銀ぎん鎖さを高速に引き戻した。

「機き動どう殻かくの長なが槍やりで傷口を破は損そん。槍という異い物ぶつで、更さらに砲弾を体内へ押し込み、開いた破損口こうにおいては、機動殻の激げき突とつ力りよくで逆げき鱗りんの装そう甲こうを打ち砕くだく」

　結果は、弱点部ぶである逆鱗部ぶの完全破は砕さいと、槍と砲弾という異物の貫かん通つう撃げきだ。

　この二つの成果は、竜の身体からだに一つの反応を生んだ。

　竜の意い思しとは無む関係の、拒きよ絶ぜつ反応だ。

　……そうですわね。

　たとえ、竜の意思がどうあろうとも、弱点部を破は壊かいされ、体内に異物を置かれたならば、身体が反応する。全身が、敵の攻こう撃げきを避け、体内にこれ以上の異物を叩たたき込まれないように自じ閉へい状態になるのだ。

　竜の身体は本ほん能のう的に、全ての感かん覚かく器や加か速そく器きを閉じるしかない。

　しかし、虎とら秀ひでは加速器爆ばく発はつを行おうとしていた。

　本能が全てを閉じて自閉しようとした瞬しゆん間かん。全身から竜りゆう砲ほうを吐こうとすれば、どうなるか。

　答えは目の前にある。

　全ての加速器を暴ぼう発はつ状態にした竜は、全身から流りゆう血けつしている。

　起き上がった身体は、ふらつき、広げた両腕がゆっくりと下がっていく。

　眼めには光があるが、

『が……』

　喉のど奥おくまでが、己の攻こう撃げき力りよくで焼かれた状態だろう。

　しかし、とミトツダイラは思った。

「──襲しゆう名めい者しやが、この程てい度どで終わりにする訳わけ、ありませんわね？」
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　ホライゾンは、ミトツダイラの言葉を聞いた。

「ホライゾン？　……如い何かに生き、そして死ぬのが正しいのか、という問いですが」

「────」

「残念ながら、まだ生きていき、終わりに死ぬ途と中ちゆうの道みち上うえにいる自分には、答えが出せませんの。恐らく、ほとんどの皆が、そうだと思いますわ」

　ただ、と彼女は言った。

「──後こう悔かいの無いよう、生きていき、そして終われればいいと、私はそう思いますの」

「ミトツダイラ様」

「何ですの？」

　遠く、眼がん下かから来る銀ぎん狼ろうの言葉に、ホライゾンは問うた。

「その方法は、解わかりますか？　──後こう悔かいを、得ない方法が」

「いえ」

　短く、しかし確かな否定が来た。

　そして、代わりというように、狼おおかみが新しい言葉を添えてきた。

「ただ、……うちの母は、一人で生きようとして、つまらなくなって、死んだほうがいいかと、そうも思ったそうですの」

　だから、

「誰だれかと共にある事は、後悔を生む事かもしれませんわ。しかし、その数が多ければ、後悔は分ぶん散さんされ、楽しい事を、皆で回し合えるかもしれませんわね」
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　ミトツダイラは、ふと思った。

　……たまには、実じつ家かに帰ってみるのも、いいかもしれませんわね。

　無む論ろん、父と母には友人がいて、関係する者達も多くいる。

　父と母だけ、などと、そんな事は有りはしないのだから、寂しいかも、というのは考え違いだろう。
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「──ええ、大だい丈じよう夫ぶですのよ？　ここは私と貴方あなただけですもの。……えっ？　人が通る場所？　他に誰か来たらどうするの、ですって？　い、いやですわ。そんないやらしい事言うなんて。想そう像ぞうするだけで盛り上がるに決まってるじゃありませんの。それに、その案あん件けんでしたら大丈夫ですの。ええ。だって今、脱いでるの貴方だけですもの。

　ふふ、壁に背をついたって、隠かくれられませんのよ？　──さあ、寂しくて震えてる子はどこですの？　狼が放っておきませんからね？」
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　月が出てるし、母は絶ぜつ好こう調ちようでしょうねえ、とミトツダイラはしみじみ思う。

　そして、

　……それは、こちらも同じですわね。

　ミトツダイラは、前を見る。

　正面、竜りゆうと自分の間で、メアリがこっちに振り返っている。

　笑えみの顔が会え釈しやくして、軽く手を振ってくれた。

　彼女は、恐ろしい事に、戦せん闘とうが始まってから微び動どうだにしていない。

　……肝きもが太いですわねー……。

　書記の指し示じで囮おとりとして立っているが、一応、近くには姿すがたを消した状態で第一特とく務むが控ひかえている筈はずだ。

　第一特務が姿を消しているのは、竜りゆうに対するメアリの囮度どを上げるためだが、

・金マル：『何かさっきから、通神帯ネツトの方で〝あの忍にん者じやが逃げた事について〟って情報端スレツドが立ってるんだけど』

・●　画：『あれ？　私が立てたのが、いつの間にか百二十七端スレまで進んでるわね』

・十ＺＯ：『え、冤えん罪ざい！　冤罪で御ご座ざるよ！　というか身内の犯はん行こう！』

　聞こえてないメアリが、第一特務といることで嬉うれしそうなので、よしとする。

　だが、こちらが健けん在ざいであるのとは別に、敵もまだ、存在している。

　竜は、負ふ傷しようして、全身を自ら砕くだいた状態。今から竜の治ち癒ゆ能力で身体からだを修しゆう復ふくしたとしても、事じ態たいの進しん行こうには遅過ぎる。

　だから、敢あえてミトツダイラは待った。相手がこちらの言葉を聞き、応こたえを送れる状態にまで時間を置いてから、竜を見上げた。

　月の下。竜は逆ぎやつ光こうに黒く。蒸じよう気き上あげる血こそが反射の光で獣けものの形を露あらわにする。

　血の染しみた竜りゆう眼がんは、月光に薄うす黒ぐろく見えていた。

　その色の向こう、夜よる故ゆえに開いた瞳どう孔こうの黒い円が解わかる。わずかに身体を左前に傾け、虎とら秀ひでは左目でこちらを確かく認にんしている。

　ミトツダイラは、銀ぎん鎖さを四本、引き戻しながら、宣せん告こくした。

「──撤てつ退たいなさい。真さな田だ総そう長ちようと武蔵むさしは、友ゆう好こう関係にあります」

・蜻蛉切：『さっき痴ち漢かんの罪で強きよう制せい送そう還かんしたが、あれも友好なので御ご座ざるか』

・金マル：『よくある、よくある』

　ですわねー、と同意したミトツダイラは、しかしふと思う。

　……こ、この竜の襲しゆう撃げきって、総長の強制送還のお礼れい参まいりじゃないですわよね？

　大だい丈じよう夫ぶ。違うはずだ。多分。

　だが、ミトツダイラは、咳せき払ばらいを一つ入れて身み構がまえた。

「どうしますの？」

　問い掛けに、高い位置からの応答があった。

『──竜を、人が見くびるか？　撤退を促うながされるなど、竜りゆう属ぞくをナメた物もの言いいぞ』

「違いますわ」

　ミトツダイラは言った。

「我が王は、極きよく東とうの征せい服ふくを為なす王。──竜とて対たい等とう。そういう王の騎き士しですの、私」

　告げた言葉に、虎秀が、小さく息をした。それは、

　……笑った？

　意味が解わからない。嘲ちよう笑しようか、同意の笑えみか、竜りゆうの感かん情じよう表現を量れる程ほど、自分はこういう存在と相あい対たいしていない。だが、そんな自分にも、解っている事がある。

「──行きますわ」

　自分達は、挑ちよう戦せん者しやだ。
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　疾しつ走そうを、ミトツダイラは自分に叩たたき込んだ。

　一いつ瞬しゆんで竜への距離を詰め、メアリを抜く。

　その際に、英国王おう女じよはあるものを手渡してくれた。

「どうぞ」

　王賜剣エクスカリバーを一本。確かな力を狼おおかみは手に得た。後は、ただ瞬しゆん発ぱつし、銀ぎん狼ろうは虚こ空くうに跳ちよう躍やくする。

　何も無い場所。竜の身体からだには届かない距離だ。しかし、足あし場ばはある。

「銀ぎん鎖さ！」

　地面に鋭えい角かくに跳ねさせた銀鎖が、先せん端たんのタイトアームを振り上げる。そのトスを利用して、ミトツダイラは十七メートルの高度に上がった。

　だが、それではまだ足りない、身を起こした竜と対たい等とうの相あい対たいをするには、

　……あと、三十メートル……！

　だから、銀鎖を別に跳ばした。

　梯子はしごを組むように、しかし動きを見切られぬように掲かかげられた銀鎖の間。ミトツダイラは己おのれの姿すがたを跳ねさせ、宙に舞い上がる。

　加か速そくの勢いで、やや腹はら側がわをせり上げた高速の上じよう昇しよう。それに対して、

　……来ますわね……！

　竜が、攻こう撃げきを放ってきた。

　左手だった。身体を左前にやや出した状態からの、左打ち。

　それも、振りかぶってすぐに水すい蒸じよう気き爆ばく発はつを抜いた、高速の三さん爪そうだ。

　視し認にんすら難しく、また、音を超えているためにこちらに発はつ射しや音おんが届かない。更さらには、その左手は、

「……爪つめの切せつ断だんを、回復してますわね!?」
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　虎とら秀ひでは、全身をもって、その一いち撃げきを叩たたき込んだ。

　自分の左手、自じ慢まんの爪は断たれたままだ。

　だが、爪を通る神しん経けいと血けつ管かんの断だん面めんは既すでに塞ふさがれ、送る拳こぶしに流りゆう血けつは無い。爪の感覚も、やや熱が溜たまった感はあるが、確かだ。

　己おのれの手て爪づめが使い物になる。その事実を月光の下に確かく認にんし、虎とら秀ひでは歓かん喜きした。

　この一いち撃げきが、間に合った、と。

　……そうとも……！

　先さき程ほど、自分は全身の加か速そく器き爆ばく発はつに失敗した。

　だが、加速器は手て指ゆびに存在していないのだ。

　そして、己の最初の負ふ傷しようが、爪を断たれた左腕うでだ。

　負傷の発はつ覚かく以後、無む理りに突く事なく、肘ひじを曲げて伏すなどして、左手をかばってきた。

　自分の膂りよ力りよくを必要とする機き会かいがあると、そう見切っていたからだ。

　竜りゆう属ぞくが、何な故ぜ、そのような後あと先さきを考えた用意をするのかと、そんな自じ問もんに、内ない心しんが苦く笑しようもする。が、自分は、これでいいのだ。

　何故なら、己おのれは獣けものではあるが、

『真さな田だの、一員だ……！』
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『おお……！』

　虎秀は、かつての自分を思う。

　八百年ねん前と、四百年前の事だ。

　自分は、ゲルマンの大だい移動の歴史再さい現げんに自分達の勢せい力りよく拡大を合わせ、重じゆう奏そう神しん州しゆうの欧おう州しゆうを一気に席せつ巻けんし、それを継けい続ぞくしたのだった。

　無む論ろんそれは、竜属だけのものではない。北ほく欧おうと東とう欧おう起き源げんとされた自分達以い外がいにも、人類や異い族ぞくはおり、特に初期にはその混こん成せいの度ど合あいが強かったのだ。

　そして自分は存ぞん分ぶんに破は壊かいし、食い尽くし、だが、気付けば、

　……仲間達は、いなくなっていたとも。

　竜属の中でも、穏おん健けん派が分ぶん裂れつし、人類や異族の仲間達も、移動の際に定てい住じゆうの地を見つけて去って行った。

　そして残った自分達は、先せん鋭えいし、戦い続けたが、最後の居い場所となったシチリアにて、

　……四百年前に、敗れ、撤てつ退たいした。

　人類が、聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たいを組み、相あい対たいしたのだ。気き候こうの変へん動どうも始まり、自分達にとっては不利な状況が生じた時期だった。

　最終的に自分達は敗はい北ぼくし、歴史の流れに従う時、ふと、己はこう思った。

　俺は、歴史に乗じていただけだった、と。

　高こう揚ようも、愉ゆ悦えつも、仲間達との語らいも、ただ、決まった歴史の流れに乗っていたに過ぎない。だから、楽しい時間が終わってしまえば、あとは今まで通り、歴史の流れに乗せられて、運ばれていくだけだ。

　虎とら秀ひでは思い出す。竜りゆうの記き憶おくを、叫びに変える。

『……八百年前まえだ……！』

　あの頃ころの、仲間達がいた世界は、何ど処こにあるのか。

　分かれていった仲間達は、どうしているのか。

　同じ進しん行こうを行った小さな人類、異い族ぞく達は、何処に行ったのか。

　解わからない。

　解らないが、長ちよう命めいで、知ち能のうある竜りゆう属ぞくは、だからこそ全てを背負い、忘れない。そして、己おのれの思いを、単なる一いち地ち竜りゆうの記き憶おくとせず、世界と対たい等とうに並べるならば、

　……世界を動かす側にならねばならぬ……！

　対等であれ。

　そして、この世界が好きならば、共にいればいい。

　そして、この世界が嫌きらいならば、変えたり、はぐれて一いつ匹ぴきになればいい。

　ただ、その選択が、単なる一個の獣けものの身み勝がつ手てなのか。

　それとも、友人達と過ごし、語らったこの世界と、同どう等とうの存在としての選択なのか。

　これは、自分の存在という言葉に重ねて見ると、大きく違う。

　歴史に相あい対たいしているとは、そういう事だ。

　己の、楽しかった全てを背負い、対等に相対しているとは、そういう事だ。

　敗れ去りはしたが、あの頃の仲間達との同どう道どうは、

　……本ほん物ものだ……！

　そう、虎秀は思う。

　そして虎秀は、こう思う。

　俺おれはきっと、馬ば鹿かなのだと。

　自由であった八百年前に対し、その自由を思うがあまり、己を縛しばっているのだと。

　だが、

『人類よ……！』

　久しぶりの昂たかぶりを、虎秀は心に得た。宙に身を回し、身み構がまえた騎き士しに対し、

　……懐なつかしい。

　四百年前、自分達を制せい圧あつしたのも、こういった連れん中ちゆうだった。

　その事を思い、虎秀は叫んだ。

『我は竜属！　しかしこの世界に等しい襲しゆう名めいの竜属ぞ！　もし、貴き様さまらが世界を統すべると言うならば──』

　打だ撃げきした。

『この斥せつ候こうをまず越えてみろ！』
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　ミトツダイラは、敵の一いち撃げきを正面に捉とらえた。

　動けるのは、もはや一いつ瞬しゆんしかない。しかし、敵の攻こう撃げきが莫ばく大だいだ。

　下へ手たにかわしたところで、音速を超えた豪ごう腕わんの放つ衝しよう撃げき波はに飲まれるだろう。

　だが、大きく回かい避ひすれば、メアリ達を危険に追い込む。

　……ならば──。

　ミトツダイラは、銀ぎん鎖さを蹴けり、瞬しゆん発ぱつした。

　決けつ着ちやくを、つけに行ったのだ。
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　虎とら秀ひでは、打だ撃げきした。

　夜の大気を貫つらぬく左の手て爪づめには、

『……か!!』

　手て応ごたえが、確かにあった。

　重みだ。

　先さき程ほどまでとは違う。痛みを得ていた分だけ、敏びん感かんになった左爪が、敵の五体分ぶんの重みを確実に得ている。

　……やった……！

　爪を振り抜き、虎秀は咆ほう吼こうした。

　八百年前まえ、自分の王達は人類に破れ、自分達も四百年前に敗はい北ぼくし、撤てつ退たいした。

　欧おう州しゆうとはいえ、自分達の世界を明け渡したのだ。

　それが今、この極きよく東とうを制せい圧あつする王がいると、語る騎き士しを前にした。

　人類は何い時つであっても、竜りゆう属ぞくに対たい抗こうする際、世界を語る。

　そうでなくては、と、思いながら、虎秀は左の手爪を振り抜いた。

　手指の先せん端たんが宙を穿うがち、大たい気きを割る音を立てた。

　打ったのだ。

　直後に、腕が通つう過かしたラインを中心に、風が爆ばく発はつした。

　衝撃波をまとった手爪だ。響ひびく大だい音おんは空を抜け、上空にある武蔵むさしに反はん響きようした。

　木霊こだまする打撃の音は、真さな田だにも届いているだろう。

　敵は穿うがった。

　爪を撃うち抜いた瞬しゆん間かんから、手に纏まとわり付いていた重量も無くなっている。

　正面の空に敵が飛んでいない。それは、こちらが確かく認にんするより早く、吹っ飛んだか、散らばったという事だ。

『おお……！』

　虎とら秀ひでは声をあげた。

　……最初の敵は倒した！

　ここは敵てき地ちだ。次こそは、囮おとりとしてたたずんでいる英国王おう女じよ。その後で、武蔵野むさしの艦かん橋きようだ。

　そして彼は正面に突き込んでいた左腕うでを引く。

　眼がん前ぜんの英国王女に叩たたきつけるのは、だが、左の手て爪づめだけでは無い。

　既すでに右の手爪も、感かん覚かくが戻っている。ならば使うのは、両の前足と、全身だ。

　今こそ竜りゆうの巨きよ体たいを活かし、敵を一いつ気きに押し潰つぶす。そのつもりで、まず身を反そらし、

『──？』

　虎秀は、左の手に、妙みような重みを感じた。

　引いた左手だ。

　そこに、引っ掛かるような、強く引くような抵てい抗こうがあったのだ。しかし、

　……無い？

　左の前足。三本の爪と指には、何の重量物ぶつも無い。だが、

　……血すらも、ついていない!?

　どういう事だ。

　打だ撃げきした敵の破は片へん。最も解わかりやすい血と肉、骨の破片は何ど処こに行ったのか。そして、引き戻していた手に感じた重みは、

『──そこか！』

　正面やや左、夜の大たい気きの中に、一つの影がある。

　宙を高速でこちらに飛ひ来らいするのは、

『武蔵むさしの騎き士し……！』

　敵は、無ぶ事じだった。
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　風を切り、王賜剣エクスカリバーを構えた空中突とつ撃げきを、ミトツダイラは敢かん行こうした。

　今、足あし下もとの宙ちゆうには道がある。

　武蔵野が牽けん引いん帯たいを数本解かい除じよして作った水平の道だ。

　それに衝しよう撃げきを加え、幾いくつかの道を跳ねて加か速そくしながら、銀ぎん狼ろうが行った。

　瞬しゆん発ぱつの加速を連続し、突っ走りつつ、ミトツダイラはこう思う。

　……全く。

　奥おく歯ばを軽く嚙かみながら、ミトツダイラは心の中に言葉を作った。

　……何もかもがぎりぎりですわね！
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　狼おおかみの突とつ撃げきを、急速クーリング中の〝義ぎ〟から、義よし康やすは見た。

　……よくぞまあ、あのような手段を……！

　思うのは、彼女の攻こう撃げきでは無い。

　回かい避ひだ。

　虎とら秀ひでが放つ手て爪づめをどう回避するかという選択において、水み戸と領りよう主しゆは、大きく回避する事を選んだ。

　至し近きんで衝しよう撃げき波はを受けるのは避けるべきと言う、そんな判はん断だんだろう。だが、

『それでは虎秀を倒す事は出来ん』

　衝撃波の余よ波はもあるのだ。下へ手たをすると吹き飛ばされ、戦せん場じようから離り脱だつしかねない。

　だから、敵の打だ撃げきに対し、水戸領主は自分でしか打てぬ手を取った。

　鎖くさりだ。

　竜りゆうの爪からの大だい回避を行いながら、その爪に銀ぎん鎖さを掛ける。それも、自分の身体からだを模もすような人ひと型がたにして、だ。

　そうやって鎖を掛ける事で、彼女の身は竜の拳こぶしに振り回された。

　巨きよ大だいな弧こを描いて飛んだ方向は右う舷げん側。竜の左爪の、外に回る宙に彼女は飛んだのだ。

　そこは、竜の視し界かいにとって、爪と腕で死し角かくとなる位置だった。

　後は、鎖の長さと引きを調ちよう整せいしながら銀鎖に安全圏けんとなる空中にまで運んで貰もらい、

　……竜の高速突きにわざと振り回され、遠くへと一度投なげさせた。

　こちらが見ている限り、水戸領主は竜の左手の外から大きくスイングし、二百メートル程ほどを飛んだ。そして、

『竜が腕を高速で戻した時、それに引っ張られて竜側に加か速そく。鎖を解かい除じよすると同時に、足あし下もとに牽けん引いん帯たいの足あし場ばを展開させた、か』

　後は簡単だ。

　竜の振り回しからの引き戻しという、超ちよう高速の勢いを得た身で、突撃を掛ける。

　更さらには、

『突撃力りよくを上げるため、王達の流りゆう体たい強化を入れる……！』
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　ミトツダイラは思った。空中を行く自分の身は、一人ではない、と。

　力が来ているのだ。それも多量と言える力が、上空の、

「多た摩まと村むら山やま。──我が王と、喜き美みや浅あさ間ま、ホライゾンからですのね……」

　流体供きよう給きゆうのラインが、束たばとなり、突撃の身を包んだ。

　構えた王賜剣エクスカリバーに光が宿り、禊祓みそぎが入る。

　刃やいばの威い力りよくを何ものにも邪じや魔まされないようにする、禊祓の強化だ。自分の飛ひ翔しようにおいても、進しん行こう方向に鳥とり居い型がたの表示枠サインフレームが幾いく枚まいも立ち、干かん渉しよう物ぶつを除じよ去きよしている。

　そして、表示枠が幾いくつか来た。まずは浅あさ間まが、

『竜りゆうへの直ちよく撃げき直前で、加か速そくが頂ちよう点てんに達します。そのまま打ち抜いて下さい！』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じる先、表示枠の中では、浅間の前に立つホライゾンがこちらに右の親おや指ゆびを上げている。

　同じように、横の表示枠では、自分の王が、手て招まねきする。

　え？　と思うなり、彼の表示枠が前に、段だん々だん遠ざかって行って、

『おーし、こっちこっち、カモンカモーン』

「犬じゃありませんのよ……!!」

　言いながら、騎き士しは加速した。王の表示枠を抜き、

「獲え物ものを、狩かってきますわ……！」

　王が頷うなずき、こう言った。

『行って来い』

　だから、ミトツダイラは行った。

「──Ｊｕｄ．」

　走る。

　距離が一いつ気きに詰まり、残り三十メートル程ほどとなる。

　同時に、正面に立つ虎とら秀ひでが動いた。

　身を仰のけ反ぞらせ、口を開いた。

　竜りゆう砲ほうだ。

　身体からだには完全に流りゆう体たいが蓄ちく積せきされていないだろうに、

「……竜のプライドですの!?」

　だが、とミトツダイラは思った。

「月下では、狼おおかみのプライドが優ゆう先せんですのよ！」
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　最初に銀ぎん狼ろうが放った攻こう撃げきは、四発だった。

　突撃の狼が、鎖を高速で四し方ほうに走らせたのだ。

　それは、弧こと言うよりも反はん射しやの動きを描いて、地ち表ひようで跳ねてから虎秀の喉のど元もとに向かう。

　逆げき鱗りん狙ねらいだ。

　だが、竜は構わなかった。

　もはやどのような攻こう撃げきが届こうとも、喉のどの叫びをやめるつもりは無いと、そういう顎あごの開き方で喉のど奥おくに光を蓄ちく積せきした。
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　直後。先行した銀ぎん鎖さ四発が、竜りゆうの逆げき鱗りんに着ちやく弾だんした。

　突き刺さるそれは、鋭えい利りで、巨きよ大だいな刃は物もののような形をしていた。

　虎とら秀ひでの断たれた爪つめだった。
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　異い物ぶつであれば、良かった。

　現在、竜の全身は修しゆう復ふく中ちゆうだ。血によって、あらゆる異物が消しよう化かされ、肉や血液、装そう甲こうを復ふつ活かつさせる触しよく媒ばいとなる。

　だが、そこに、爪がぶち込まれた。

　竜の爪は外がい部ぶ装甲に構こう成せい物ぶつが近い。ゆえに、修復中の身に対し、消化も溶よう解かいも為なされず、そのままに逆鱗に突き立ち、己おのれを主張した。

『──！』

　竜が仰のけ反ぞりを強くした。

　だが、竜は堪こらえた。そして竜りゆう砲ほうをぶち込むため、蛇だ竜りゆうの身を前に折ろうとした。

　瞬しゆん間かん。その喉のど元もとに、狼おおかみが激げき突とつした。

　加か速そく術じゆつ式しきをつけ、慣かん性せい重じゆう量りようをも加か護ごで追加した銀ぎん狼ろうが、王賜剣エクスカリバーをもって激突したのだ。
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　竜の全身が浮いたのを、鈴すずは湯ゆ飲のみを手にしながら知ち覚かくした。

　横に立つ〝武蔵むさし野の〟が、一つ頷うなずきを作り、こう言った。

「お見事です。現在、ミトツダイラ様には、トーリ様の流りゆう体たい供きよう給きゆうと、浅あさ間ま様からの加か護ご添てん付ぷによって、武蔵むさし総そう艦かんの三百分の一に匹ひつ敵てきする衝しよう突とつ力りよくが疑ぎ似じ加か算さんされています。

　本来ならばこれは主しゆ砲ほう兼かね定さだ発はつ射しや時じの弾だん体たい形けい成せいに──」

「〝武蔵野〟さ、ん！　く、来る！」

　鈴は、敵を捉とらえ続けていた。

　ミトツダイラの一いち撃げきを受けた相手が、しかし首を前に倒し、

「竜りゆう砲ほう、こちらの艦かん橋きよう狙ねらいだと判はん断だん出来ます。──以上」

・金マル：『え？　どーやって？　ダメージ食らったら暴ぼう発はつか悲鳴じゃないかな？』

・ウキー：『恐らくだが、先に、喉のどなどの閉へい鎖さを行っていたのだろう』

　それはどういう事か。半はん竜りゆうが告げる。

・ウキー：『一撃を食らったならば、ダメージで閉鎖は解ける。しかし先にそれを予測しておく事で、暴発ではなく、──自然解かい除じよによる竜砲の発はつ射しやを行う。

　たとえ死のうとも、気を失おうとも、最後の一いち撃げきを見み舞まう方法だ』

・眼　鏡：『勉強になるねえ……。で、直ちよく撃げき食らうのは何ど処こ？』

・未熟者：『フ、ここだよ！　悪かったな！』

　フ、って笑って言う事なんだろうか。と、そんな事を思う鈴すずの知覚内、一いち条じようの光が、確かに竜りゆうから放たれた。

　竜りゆう砲ほうだ。
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　空に光が散った。

　竜と、それに向き合うような武蔵野むさしの艦かん橋きようの間。

　一いつ直線の竜砲は、しかし、

『防ぼう護ご障しよう壁へきか……』

　虎とら秀ひでの呟つぶやきが飛ぶ先、まるで吹雪ふぶきのように光こう片へんが舞っている。

　それは、一いつ瞬しゆんで何なん重じゆうにも展開した防護障壁の破は片へんで有り、自分が放った竜砲の飛び散りでも有る。

　己おのれの最後の攻こう撃げきは、防がれたのだ。

　……見事。

『戦せん闘とう中ちゆうに、こちらの打だ撃げきを計けい測そく。対たい応おう出来るだけの防護障壁を展てん開かい出来るように、調ちよう整せいを入れたのだな』

　虎秀は、頭ず上じようを見渡す。

　周囲、七艦。そのどれもの甲かん板ぱん縁べりに、一人の自じ動どう人形が立っている。

　各かく艦かん長ちよう式しき自動人形だ。

　計測役を彼女達として、そのデータをまとめ、流りゆう体たい供きよう給きゆうの管理を行ったのは、武蔵むさしの巫み女こだろう。武蔵総そう長ちようの流体供給術じゆつ式しきを使用しつつ、武蔵自じ体たいの流体供給管理を大きく操そう作さしていたに違いない。

　銀ぎん狼ろうが、それによって加か速そくした際、気付いておくべきだった。

　彼らは個々で戦っているのではない、と。

　……成なる程ほど。

　地ち竜りゆう系けい、飛ひ竜りゆうのリントヴルム。全ぜん長ちよう百二十メートルの巨きよ体たいは、人の敵かなうものではない。

　だが、この武蔵は、

『準バハムート級。──一いち地竜の敵うものではなかったか』

　言うなり、虎秀の背が弾はじけた。
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　竜は、新しい翼つばさを得たかのように、背後の空に血をぶちまけた。

　咲いた。

　銀ぎん狼ろうの衝しよう撃げきが、背後へと浸しん透とうし、抜けたのだ。竜りゆうの身体からだは、己おのれが生む震しん動どうに耐えるための構こう造ぞうをしているが、それを尚なお貫つらぬくダメージがその骨こつ肉にくを通つう過かした。

　肩と背の結けつ合ごう部ぶが割さけ、翼つばさの基き部ぶを含む装そう甲こうの接せつ続ぞくが、弾はじけ飛んだ。

　副ふく次じ装甲や、主しゆ装甲を動かす駆く動どう系けい。進しん化かによって筋きん肉にくから変化したそれらが、一度ふくれあがって破は裂れつする。

　一度や二度ではない。全身の、後ろ側が、血を断だん続ぞく的に噴ふん射しやする。

　しかし、それは前ぜん方ほう向こうへの加か速そくにはならない。

　もはや竜は、後ろへと倒れていくだけだ。

　仰あお向むけに倒れる。空に浮かんだ二つの月に腹を晒さらすように、虎とら秀ひでを名乗る巨きよ竜りゆうが、戦せん闘とうをやめた証あかしとして、倒れていく。

　だが、彼を受け止めるものがあった。

『──？』

　蔦つただ。

　武蔵むさし野のの表ひよう層そう部ぶから生はえた流りゆう体たいの柔やわ茎くき。波のうねりを作るようなそれが、巨竜の倒れを包み込み、抱き留めていく。

　竜の敗はい北ぼくを目の前に、ずっと見ていた存在。

　英国王おう女じよの精せい霊れい術じゆつによる、治ち療りようの顕けん現げんだ。
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　莫ばく大だいな量の回かい復ふく術じゆつ式しきに倒れ、受け止められながら、虎秀はある事を思い出した。

『英国王女、この術式は──』

「Ｊｕｄジヤツジ．、私の母はは方かたの実じつ家かに伝わる、木精ドライアド式の回復術です。英国イギリスでは、ケルト式として伝わっているものですね──でも、元々この術式は欧おう州しゆうの木精なら誰だれでも使えるものです」

　しかし、

「母達の祖そ先せん、木精の大だい精せい霊れい達たちは、元は欧州の住まいでしたが、貴方あなた達たちの大だい移動に合わせて、ケルトの民たみを助けるために英国に渡りました。英国は当時、浮ふ上じようさせた海かい底てい岩がん盤ばんの地ち質しつゆえに樹じゆ木もくが育ちにくく、私の祖先の力を必要としたからです」

　虎秀は、息を詰めた。

　己おのれを囲む蔦に、葉が広がり、一部は森のような形を形けい成せいするのを見ながら、

　……おお。

　かつての事。かつて戦いの合間に、仲間達たちが施ほどこしてくれた回復の儀ぎ式しきを思い出す。

　あの頃ころの木精達たちは、皆、このような莫ばく大だいな術式ではなく、小さな、それこそ自分の爪つめ一本を回復させる程てい度どの術式を、行っていたのだ。

　それを、無む駄だだと笑い、しかし、施ほどこされながら、夜の中で語り合った。

　そして、英国王おう女じよが、ゆっくりと告げた。

「英国イギリスに伝わる竜りゆうの内、メジャーなのは飛ひ翔しようする蛇だ竜りゆう。リントヴルム。

　貴方あなた達たちは、私の祖そ先せんが英国に渡るのを助け、また、心配で幾いく度どか訪れたのでしょうね。

　何な故ぜなら、英国でのリントヴルムは、その形は語られながら、しかし、倒されたり、実在しているという伝でん説せつは希まれなのです。逆に──」

　逆に、

「古くから存そん続ぞくする貴き族ぞくの家か系けいに、その形は紋もん章しようとして残っています。──リントヴルム。英国の守しゆ護ごの竜の末まつ裔えい。かつてを知らぬかもしれませんが、英国の末裔の一いつ端たんが、もう一度、問う事をお許し下さい」

『それは──』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と英国王女の声が、もはや森となった流りゆう体たいの形の向こうから聞こえた。

　深い森。

　北ほく欧おうや東とう欧おうにある、黒き森とは違うが、かつて、小さい形の中に、自分が確かに見た森。

　……おお。

　襲しゆう名めいし、世界と対たい等とうに向かい合っている自分の背後に、当時の皆はいる筈はずだ。

　そして、新しい世界の住人が、こう問うてきた。

「大人おとなしくして下さるなら、その王賜剣エクスカリバーを抜きます」

　しかし、

「大人しくして下さらないなら、その王賜剣は抜かれます」

　さあ、と彼女は言った。

「どうなさいますか？」
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　虎とら秀ひでは、心の中で笑った。

　記き憶おくの淵ふちで、昔と、今を重ねたのだ。

　かつての事だ。

　八百年前まえの大だい侵しん攻こうの際、自分達は前ぜん線せんに出て、毎日のように負ふ傷しようをした。

　身体からだに敵の武ぶ装そうや、その破は片へんを突き刺したまま帰き還かんする事も多く、そのたびに人類や精霊達は、小さいくせにこちらを心配した。

　彼らは、あの頃ころも同じ事を言っていた。刺さった刃やいばなど、時間で吸収してしまうと言うのに、自分の前に立って物もの怖おじ無く言ったのだ。

　……大人しくして下さるなら、か。

　無む理りを言う。

　竜りゆうの本ほん能のう。負ふ傷しようへの反応は敏びん感かんだ。剣を抜かれた際、その痛つう覚かくに身を動かせば、「ほらみた事ですか」と、そう言われるのが常だった。

　だが、と虎とら秀ひでは思った。

　今も、変わらず、そうなのだろうかと。

　ゆえに彼は、許きよ可かの意を告げながら、自分の敗はい北ぼくを確かく認にんした。

　そして竜は、己おのれに、ある思いを作った。

　自分は、老ろう体たいだが、老いてはいないと。

　……ただ……。

　若かったのだ、と、そう思いながら、虎秀は眼めを伏せた。

　遙か昔の事。仲間達の事を思い出しながら、竜は目を閉じた。







[image: 第四十二章『無防備部屋の案内者』]
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『何やら、武蔵むさしが相当に無む茶ちやな事をやったようですねー……』

　月夜の下。濠ほりの底を覗のぞき込みながら、忍にん者じや装しよう束ぞくの少女走狗マウスが言う。

　彼女が振り仰あおぐ背後。そこには月光を上に置いた、二本角づのの姿すがたがある。

『氏うじ直なお様。氏直様なら、竜りゆうを相手にどう戦いますか』

「ふふ、小こ太た郎ろう、──正面から〝天てん下か険けん山ざん〟でも展開しましょうか」

『いや、そーじゃなくてですね』

　小太郎が、濠から氏直に近付きつつ、北の空を示す。彼女は眉まゆを立て、

『歴史再さい現げんに正確に従うなら、私達は、次に武蔵勢ぜいと当たります。そして武蔵は、今、真さな田だ勢の一いつ角かくを退しりぞける事で、周しゆう辺へん諸しよ国こくに対して示じ威いを行いました』

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですね小太郎。しかし、それが？」

『北ほう条じようは、同じ事が、出来ますか？』

　そうですね、と氏直が口に人ひと差さし指ゆびを当てて、空を見上げた。

　ややあってから、彼女は、

「同じ事は、出来ませんね」

『──いえ、氏直様。先に言いますが、経過ではなく、結果として、です』

　成なる程ほど、と氏直が微び笑しようした。

「賢かしこくなりましたね、小太郎」

『いえ、それ程ほど──、な、何ですその本ほん気きで子供扱あつかい!!』

「落ち着きましょう小太郎」

『はい』

　小太郎は落ち着いた。そして、

『違うとしたら、どんな方法です？』

「輸ゆ送そう艦かん、数すう艦かんを使用して、正面を塞ふさいだ上で、上から潰つぶします。──無む論ろん、地ち上じよう戦せんを仮か定ていした上で、ですね」

『航こう空くう戦せんの場合は──』

「輸送艦一いつ艦かんを囮おとりにして、その輸送艦で短たん時間の捕ほ縛ばくを行います。そうしたら、後は、その輸送艦に対して戦せん艦かんからの集中砲ほう火かです」

　氏直は、静かに言った。

「倒す、というだけならば、それで充分でしょう。無む論ろん、一応は〝勝ち方〟にも気を遣つかってはいるのですけどね。──どのような手段を使っても、一方的に倒す、と」

『……それこそが、戦せん国ごくの習い、と？』

「いえ、単に性格ですよ、小太郎」

　言うと、小こ太た郎ろうが小さな肩を落とした。

『氏うじ直なお様……』

　まあまあ、と氏直は言う。

「多くの力や、同どう道どうする者達が、今、北ほう条じように集つどいつつあります。これからどのような勢せい力りよくがこちらに向かおうとも、竜りゆうとは違う事が可能ですよ」

　ほら、と氏直が濠ほりを指した。

　小太郎がそちらを向くと、濠の底から、ゆっくりと光るものが上がって来た。

「蛍ほたるの季節もそろそろ終わりというのに」

　氏直は、緩やかに交こう叉さしていく蛍を追うように、背後へと振り向いた。

　夜の底。青あお黒ぐろい影となって月光を浴びる平面がある。

　広大な空間と、そう言える広場には、しかし今、無む数すうの人ひと影かげや建けん造ぞう物ぶつがある。

「ここ小お田だ原わら城じように、武蔵むさし勢ぜいが辿たどり着くのは、何い時つになるでしょうか」

　氏直は、笑えみの口で言葉を零こぼした。

「──贅ぜい沢たくな待ち時間です。何故なぜなら、歴史を待てるのですからね、小太郎」
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「……虎とら秀ひでさんがやられたかよ」

　暗がりの底で、声が生まれた。

　森の中。太い木々と、落ち葉の堆たい積せきの中で、地面がゆっくりと剝はがれ起きる。

　大たい木ぼくの根ね元もと、苔こけ生むした地面に見えていたのは、一人の男だった。

「よく寝たわ。腕も何とかなってんな。──望もち月づき、テキトーに話しててくれる？」

『Ｔｅｓテスタメント．、──筧かけい様さま、遅おそめの夕食を用意しながら、でいいのならば』

「あ、こっちもー。頂ちよう戴だいー」

　と言う女の声は、木の上からだ。すると木々の枝と葉は影かげしか見えない森の中、響ひびいた女の声に向け、動きが生まれる。

　侍じ女じよ服ふく姿すがたの自じ動どう人形だ。彼女は、闇やみの中に一いつ瞬しゆん姿すがたを見せ、

『参まいります。海野うんの様』

　肘ひじと手首だけで、素す早ばやく、ティーカップのセットと、紙かみ包づつみを投じる。

　おおう、という海野の声が、キャッチの音と共に聞こえた。

　その頃ころには、もう、地面側がわにあった筧と望月の姿も闇やみに消えている。

　海野が、ややあってから、

「あっれ、英国イギリス式しき。芋いもフライなんて、どこに持って来てたのこんなに」

『爆ばく薬やくばかりを位い相そう空間に入れている訳わけではありません。加か熱ねつポットに油と燃ねん料りようを入れておけば、戦せん闘とう中ちゆうでも揚あげ物は可能です』

「お前、俺おれらと十じゆう勇ゆう士しやってないで、元の侍じ女じよに戻った方がよくねーか」

『〝十勇士〟としての戦せん力りよく的てき不ふ備びを、新しん人じんが補おぎなえるならば今すぐにでも』

　無む理りだぁね、と海野うんのが吐と息いき混まじりに言った。

「伊い佐さの分の補ほ充じゆうもするか、って話になるだろうしさ。そうなったら、佐さ助すけの旦だん那なも、佐助の先生も、いい顔しないさ」

　海野の声に、反応は生じない。

　ただ、遠くから、鳥の群が飛び立つ音がして、望もち月づきが呟つぶやいた。

『──有あり難がとう御ご座ざいます。海野様』

「あたしゃ別に何も言ってないよ。それより──」

『虎とら秀ひで様の事ですね。……筧かけい様も気になりますか。何しろ虎秀様は、聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば筧・十じゆう蔵ぞう様の父にあたられる方でしたからね』

「俺おれの〝先生〟は、俺が真さな田だに来た時、もういなくなってたけどな。その分、虎秀さんにゃあ世せ話わになった。……あの人、存ぞん外がいに人間好すきだしな」

「父ふ性せいか母ぼ性せいか、そういうのが誰だれにでもあるんだよねえ」

　お前にもかよ、という筧の声に、先せん端たんを鋭くした枝が上空から飛んだ。

　しかし宙に一いつ瞬しゆん生じた望月の手が、その枝をキャッチ。指の中でそれを回すと、その間に揚あげた鶏とりを刺して投げ返す。

　真まっ直すぐに飛んだ揚げ鶏の串くしは、果たして闇やみに消え、

「──ナイス」

『有り難う御座います』

　望月が、一つ、咳せき払ばらいをする。そして、

『──虎秀様ですが、現在、真田・信のぶ之ゆき様の指し揮きで、輸ゆ送そう艦かんに移い送そうされているそうです。真田の最さい大だい輸送艦〝上うえ田だ城じよう〟でも、乗せ切るのが大変な御ご様よう子すとか』

「ハ、兄あに若わかさん、──沼ぬま田たを輸送艦にすべきだったんじゃないかねえ」

「こんな事になるなんて想そう定てい外がいだろーが」

　筧が言う。

「真田の竜りゆう属ぞく、地ち竜りゆう系けい最強の虎秀さんが、記録見みてる限りだとノーダメ攻こう略りやくじゃねえか」

『その分、武蔵むさし中央前ぜん艦かん、武蔵むさし野のが小しよう破は、隣りん接せつしていた村むら山やま、多た摩まにも少なからずの破は壊かいが確かく認にんされております。──人じん命めいに優ゆう先せんするもの無し、と捉とらえるべきでしょうか』

「生き延びるために、他の物を代用するのは間違ってねーって事さ」

　筧が、寝ね転ころがる気け配はいを音にしながら、空に言った。

「〝勝ち方〟としちゃ上じよう出で来きだろ。武蔵は破壊されても、戦ってる奴やつらはほぼ無む傷きずで竜りゆう退たい治じだ。武蔵は修しゆう復ふくすればどうとでもなる。だから──」

　だから、

「武蔵むさしが健けん在ざいなら、あの連れん中ちゆうは竜りゆうをも倒す」
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　筧かけいは、内ない心しんで頭を抱えた。

　……さーあ、面めん倒どうになってきたぜ。

　虎とら秀ひでは、真さな田だの竜りゆう属ぞくの中でも、相当に〝出来る〟方だ。訓くん練れんで、時とき折おりにこちらを試すように本ほん気きをぶち込んで来る時があるが、その時、こっちはほとんど回かい避ひ専せん念ねんを強いられる。

　ただ、自分にとっては、

「虎秀さん、相あい性しよう良よかったけどな。──装そう甲こうが死し角かくの塊かたまりだから、弾だん丸がん叩たたき込みたい放ほう題だいだし」

「一回マジギレされて全開竜りゆう砲ほうぶち込まれたの誰だれだい」

「〝対たい戦せん艦かん訓練のつもりだと思え〟とか、無む茶ちや苦く茶ちや言われたよな──」

　小さな笑いが起きるのは、気分的に余よ裕ゆうが生じたと言う事か。だが、

「俺おれらの不ふ遜そん。虎秀さん達との訓練の御お陰かげだぜ？　あれなきゃ、人狼女王レーネ・デ・ガルウと向き合うとか、やってらんねえ」

「無茶苦茶ビビってたじゃないか」

　あれはあれ、だ。何しろ、人間と同サイズなのに、天てん竜りゆう同どう等とうの気け配はいを感じたのだ。それもまだ、攻こう撃げき的てきな面を見せていないのに、だ。

「あんな化ばけ物ものを、毛もう利りは飼かってるって訳わけだ」

「うちは何人もいるし、あたし達だって、その薫くん陶とうじゃないか」

「……お前なあ」

　海野うんのの気き分ぶんも解わからないではないが、冷静が射しや撃げき手しゆの身しん上じようだ。だから筧は空に言う。

「──攻撃的過すぎるぜ。先生達が、何で俺達を受け入れたか、忘れるなよ？」

　それは、と、海野が口くち籠ごもった。

　場の空気が停とまるが、落ち着いたならばそれでいい。だが、言い過ぎたか、とも思う。

　……全く。

　忠ちゆう告こくして、今度はこっちがヘコんでどーすんのよ。

　しかし、そんな自分の思いを気き遣づかうように、声が来た。

『忘れてはいませんとも。──自じ動どう人形ですので』

　望もち月づきが、付け加えるような言葉とともに、そう言った。

『私どもが真田に着いた時、校こう舎しやとなっている遺い跡せきの奥で、先生達は出迎えてくれました。

　そして程ほどなく、私達の適てき性せいを見てから、十じゆう勇ゆう士しの後こう継けいを依い頼らいしたのですが、その時、先生達は、こう仰おつしやいました』

　昔の事。憶おぼえている事。忘れてない事。それを、人形が正しく告げる。

『──襲しゆう名めいしても、死ぬ必要は無い、と』

　何故なぜならば、

『先生達たち、天てん竜りゆうの寿じゆ命みようが近付いていました。ゆえに、大おお坂さかの役えきにおける十じゆう勇ゆう士しの死亡についても〝先に自分達が果たしておく〟と。……先生達は、そう仰おつしやられたのです』
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　望もち月づきは、言う。

『伊い佐さ様さまの死が、私には納なつ得とく出来ません』

　何故、と自じ動どう人形の最さい適てきが、疑問を作る。

　どうして、伊佐が、あそこまで武蔵むさしの破は壊かいにこだわり、命を賭とす必要があったのか。

　解わからない。無む論ろん、それは皆も同じだろう。だからというように、海野うんのが、

「無む理りし過ぎて、逃げ遅れた、って判はん断だんは？」

『海野うんの様、自分の中でも判断がつかない事を、同じように判断のついていない私に投げかけられても、やはり判断は等とう位いに不ふ可能です』

「アンタ、気き慰なぐさめって言葉を理解しないねえ……」

「そ──いうもんだ」

　筧かけいのいる辺りから、彼の言葉が聞こえた。

　と、宙に、影が一つ投げられた。紙かみ包づつみだ。

「ごっさん」

『御お粗そ末まつ様さまでした』

　望月は、全身のワイヤーシリンダーを一度緩ゆるめ、締しめ直す。そして自分の気分を、ハード面からアジャストし、

『先せん代だいの伊佐様がいれば、伊佐様の行動の意味を、教えて貰もらえたでしょうか』

「望月」

　筧が、小さく言った。

「お前、恐らく、お前として、その答え、解わかってるよ。気付いてねーだけで」

『？　それは──』

「生き方への疑問だ」

　短い彼の台詞せりふに、望月は判断を止めた。ゆっくりと、彼のいる暗がりに振り向き、

　……今、私はただ疑問しただけですが……？

　疑問が、何故、答えになるのか。

　疑問は疑問だ。そこから経過を経て、答えになるものだ。それが何故、

『どういう……』

　事ですか、と問おうとした時だ。頭ず上じようから、海野が声を吐き捨てた。

「うっわ、くっさ──」

「お前にゃ言ってね──よ」

　二人の遣やり取とりは、いつも通りのもの。それはつまり、筧かけいの言った事に、海野うんのが反はん感かんを抱いていないという事だ。

　ゆえに、と望もち月づきは判はん断だんした。今の筧の言葉は、こちらの理解の範はん疇ちゆう外にあるだけで、正解なのだろう、と。

　望月は、正当な評ひよう価かを筧に下した。彼の、恐らく寝ね転ころがっていると見せかけて、見み張はりとして座っている筈はずの闇やみに向け、

『有あり難がとう御ご座ざいます』

「あれ？　望月、筧に靡なびいちゃうの？」

「人じん徳とくだよ馬ば──鹿か」

　しかし、と筧が言った。

「お前ら、気付いてっか？」

「さっきの鳥だろ？」

　と、海野が、闇の頭ず上じようから、枝えだ串ぐしを投げてきた。

　……流石さすが、と判断します。

　先さき程ほど、遠くから鳥の群が飛び立つ音がした。何者か、それも単独ではない集団が、こちらに接せつ近きんしているか、近くを通りつつあるのを、望月の聴ちよう覚かく素そ子しは捉とらえている。

　それに気付いて貰もらう意味を込めて、海野には鶏とりを投げた。

　そして、自分の意い図とを得て、上からの物もの見みをしていた海野が、ゆっくりと言う。

「森の動きを見るからに、こっちに、結けつ構こうな数が来てるね。だけど片方は大おお勢ぜい。片方は、少数。更さらには、どうも航こう空くう艦かんの気け配はいもある。──敵だと思うかい？」

『ここは敵てき地ちと判断出来ます』

　望月は言った。

『とりあえず、向こうの出方を見たいところですが、既すでにこちらにも気付いている御ご様よう子す。

　足音が、止まったグループがあります』

「面めん倒どくせ──……」

　確かに、と望月は頷うなずいた。

『夕食のデザートをお出しする暇ひまがありませんでした。ただ──』

　ただ、

『場ば末すえにいるこちらが忙しくなるとするならば、真さな田だにいる武蔵むさしの方は、どれだけ多た忙ぼうとなる事でしょうか』
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　アデーレは、さっぱりした。

「さっぱ──！」

　浴衣ゆかたを着て、フルーツ牛ぎゆう乳にゆうを一本一いつ気き行いくと、流石さすがに声も出る。

　場所は鈴すずの家が経営する湯ゆ屋や。その内の、奥おく多た摩まにある〝鈴の湯〟だ。深しん夜や営業をしているここを、生徒会権けん限げんで借り切って、役やく職しよく者しやや、先の戦せん闘とうに加わった者が集まっている。

　男おとこ湯ゆはどうか解わからないが、女おんな湯ゆは、

　……荷物を取りに行ってるミトツダイラさん達以い外がいは、大体いますね。

　明日あしたから、移い動どう教室で真さな田だに降りる。

　だが、先さき程ほどの戦せん闘とうの後あと始し末まつなどがあるため、皆は動かざるを得ない。だから、本来ならば昨日きのうと同じ生徒会室に行く案もあったのだが、武蔵むさし野のに一度集あつまった際、

「ここから奥多摩の後ろまで、動くの面めん倒どくね？　つーか明日、移動教室だぜ？」

　という総そう長ちようの案と、浅あさ間まが手を挙げての、

「竜りゆう属ぞくの流りゆう体たい余よ波はがありますから、禊祓みそぎした方がいいと思います。うちか何ど処こか──」

　という事で、鈴の湯屋に集まる事になった。

　今日きようはここに泊とまって、明日は荷物を持ってそのまま下行きの船に乗る。

　……おお！　地上でお泊まり！

　アデーレは、地上が結けつ構こう好きだ。武蔵むさしの外から輸ゆ入にゆうされたり、通神帯ネツトで遊べるゲームは当然のように地上が舞台で、どの風景も、山や谷があり、

　……奥おく地ちの感覚、って言うんですかねー……。

　山やま奥おくとか、洞どう窟くつとか、谷たに底ぞこなどは、武蔵には無む縁えんのものだ。第一特とく務む達たちは武蔵が停てい泊はくするごとに外部訓くん練れんを行っているが、自分達にはそのような機き会かいもほとんど無い。

　地上に行くと言う事は、探たん検けん感かん覚かくが強い。特に今回は、

「遺い跡せき調査です……！」

「期待するのはいいけど、もう敵も見えてるようなもんだから気を緩めるなよー」

　というのは、タオルで身体からだを拭ぬぐっている副ふく会長だ。彼女は、衣い装しよう清せい浄じよう用ようの藻もの獣けもの達を自分の脱だつ衣い籠かごから据すえ付けの獣けもの籠かごに入れ、タイツ無しで下着とインナースーツの上を着る。

　副会長なりの寝ね間ま着きスタイルという事だろう。昨夜は皆、ジャージや戦闘用ようの衣装のまま疲れから寝てしまったが、今夜は違う。明日に備えての、

「だーめだ、アサマチの弁べん当とうの酒飲んだら一いつ気きに来たさね」

　浴衣姿すがたの直なお政まさが、外した義ぎ腕わんを枕まくらに床に転がるのに、鈴が慌あわてて布ふ団とんを宛あてがう。

　そして、誰だれとも無く、布団を好き好きに敷しいて、浅間が、

「あ、今、屋や敷しきに行ってるミトのはどうしましょうか……」

「こちらで如何いかがでしょうか」

　ホライゾンが、脱衣籠の並ぶ棚たなの近くに、第五特務の布団を敷いた。

　どうしてそんな端はしに、と思ったこちらの横、鈴を後ろから捕つかまえた喜き美みが言う。

「男おとこ湯ゆの方。そこらに愚ぐ弟ていが寝てるって訳わけ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、先さき程ほど、正面から入って位置を確かく認にんしました」

　……ああ、さっき、男湯の方が騒さわがしくなったのはそれで……。

　ホライゾンが、自分の布ふ団とんを第五特とく務むの布団の後ろに敷しく。

「意味は無いものと思いますが、布ふ陣じんというものを、考えてみるのもまた一いつ興きよう」

「じゃあ、私ここにしようかしら」

　と、喜き美みがホライゾンの後ろに布団を敷いた。すると浅あさ間まが吐と息いきして、

「喜美はまたそういう……」

「鈴すず！　鈴！　こっち、皆で一いつ緒しよに寝るわよね？　二ふた代よもホライゾンのそばでしょ？」

　え？　と鈴が顔をあげるが、すぐに頷うなずいた。副ふく長ちようも同どう様ようだ。

　代わりというように、自分を飛ばされた浅間が、

「えっ？　ちょ、ちょっと、喜美」

「何かしら？　ええ？　な・あ・に？」

「く……！」

　……浅間さんが握った拳こぶしは何処どこに行くんでしょーか。

　ただ、喜美が、自分が敷いた布団を手で叩たたき、

「ここ、じゃあ、浅間ね。私は、鈴と一緒。鈴、いい？」

「う、うん。……喜美ちゃん、いい匂においするし、あったかい、し」

　と、メアリが、右手を挙げた。そして、彼女は赤せき面めんの顔に片手を当て、ホライゾンに、

「点てん蔵ぞう様、どの辺りでしょう」

「B-3辺りかと」

　座ざ標ひよう？　と皆が呟つぶやく中、見けん当とうをつけたメアリがそこに布団を移動する。

　浅間が、ふと顔をあげ、

「北、今だとこっちです。右う舷げん側がわ。こちらが頭になると思います」

「Ｊｕｄ．、有あり難がとう御ご座ざいます」

　言ったメアリが、枕を一度置おき、しかし、ややあってから、それをどかす。代わりに崩くずした正せい座ざを作った彼女は、皆に断るように、

「……エア膝ひざ枕まくら？」
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・●　画：『き、効いた……！　今のは短い人生の中でも相そう当とうに効いたわ……！』

・金マル：『ぐ……、ほ、ほら、ガっちゃん、こっちも膝、膝ある、よ……』

・あさま：『二人とも！　傷は浅いですから頑がん張ばって！』

・ホラ子：『座標が重なってると、エアツッコミとか入れられる訳わけですね……』

・ベ　ル：『そういう、ルー、ル？』
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　浅あさ間まは内ない心しんで、すごいものを見た、と思いながら、昨夜の事を思い出す。

　自然な流れでトーリとホライゾンが寝てしまい、最終的に自分が数人の寝ね床どこのフォートレス状態になってしまったが、

　……トーリ君もホライゾンも、私にああいうのを期待してるんでしょうか……。

　だが、そうだとしたら、ミトは犬じゃないですかねアレ。

「うーん……」

　と、腕を組んで唸うなる身は、しかし、喜き美みが用意した位置にいるのだ。

　誘ゆう導どうされてる感はあるが、本ほん気きで逆さからう気が起きないのが情なさけない。だが、

「……？」

　ホライゾンが、身を反そらして二ふた代よを手て招まねきした。

　腰を落とし、足音を消した二代がやってくる。

　皆が、何？　という視線を向ける中央、ホライゾンが二代に何か囁ささやいた。

　直後。二代が、虎とら秀ひで戦で伸しん縮しゆく機き構こうを破は損そんし、本ほん体たい部ぶだけになった蜻蛉とんぼスペアを脱だつ衣い棚だなの奥にぶち込んだ。それも穂ほ先さきの根ね元もとまで、だ。

「え？」

　疑問詞しを皆が作った直後。隣となりの方、男おとこ湯ゆの方から、

「おわあああああ！」

　あがった声に、ホライゾンが呟つぶやく。

「仕し留とめ損そこないましたか。奥の方、光がちらついていたので覗のぞきポイントだと思いまして。

　──あ、鈴すず様さま、修しゆう復ふく材ざいの方は持って来ております。青雷亭ブルーサンダーで使用したのがありますので」

　凄すごいもんですねー……、と浅間がしみじみ思った瞬しゆん間かんだ。

　女おんな湯ゆの入口、仕切りを開けて、

「馬ば鹿か野や郎ろう！　あぶねえじゃねえかホライゾン！」

　浴衣ゆかた姿すがたの女じよ装そうが飛び込んで来た。
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　奥おく多た摩ま地下、鈴すずの湯のある縦たて町まちを移動していた輸ゆ送そう業ぎようの者達は、湯ゆ屋やの入口から人ひと影かげが吹っ飛んで来たのを見た。

　女？　という疑問が皆に働いた。だが、人影吹ふっ飛ばした得え物ものが宗むね茂しげ砲ほうや義ぎ腕わんや槍やりや牛ぎゆう乳にゆう瓶びんである事や、女に見えたものが女装である事を理解して、

「おーし、武蔵むさし野のへの補ほ修しゆう物ぶつ資し、運うん搬ぱん続けるぞー」

　皆、女じよ装そうが得え物ものをそれぞれ拾って女おんな湯ゆに入っていくのを余所よそに、輸ゆ送そう作業に戻る。
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「つー訳わけで、オメエら、もうちょっと投げるもの考えろよ。あ、ホライゾン、これムネオ砲ほうな？　あと浅あさ間ま、オメエは何で先を潰つぶした矢を持ってんだ……」

　言われる浅間は、矢を受け取りながら吐と息いきする。

「大体は想そう定てい内ないですから。あとトーリ君、何で女装なんですか」

「いや、だって、女湯に入るなら女にならねえと」

　言っている意味が微び妙みように解わかる気もするから怖こわい。よく考えると神しん道とうは神しん話わ段階で女装ネタの宝ほう庫こでもあるのだ。仕方ないかなあ、と思いつつも、

「あのですね？　嫁よめ入いりされてる方もいるんですから、少し気を遣つかって下さい」

「嫁入り？」

　女装が向けた視線の先を見ると、義ぎ腕わんを横に外した誾ぎんが既すでに寝ている。が、十字砲火アルカブス・クルスが警けい護ごのためか、浅く浮いてこちらに砲ほう口こうを向けていた。

　本ほん気きだ。それは誾の性格上じよう、よく解る。

　……さっき撃うたれなくて良かったですねー。

　また、成なる実みも、既すでに眠っているが、布ふ団とんの横に顎あご剣けんを抜いている。

　いつでも戦せん場じように出られるような雰ふん囲い気きだ。

　……本気過ぎますよね、うちの嫁入り勢ぜい。

　あ、でも、外からの人ばかりですね、と、意味も無くそんな事を思っていると、不ふ意いに女装が別の方に視線を移した。

　メアリだった。

　彼女が女装に、軽く頭を下げた。その直後。入口側から、点てん蔵ぞうが飛び込んで来て、

「トーリ殿どの！　メアリ殿を見てはいかんで御ご座ざるよ！」
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　奥おく多た摩ま地下、鈴すずの湯のある縦たて町まちを移動していた輸送業ぎようの者達は、湯ゆ屋やの入口から忍にん者じやが吹っ飛んで来たのを見た。

　だが、忍者を吹っ飛ばした得物が宗むね茂しげ砲や義腕や槍やりや牛ぎゆう乳にゆう瓶びんである事や、それらを回かい収しゆうに武蔵むさしの姫ひめの両腕うでが床を高速に這はって来たのを理解して、

「おーし、武蔵むさし野のへの補ほ修しゆう物ぶつ資し、また運うん搬ぱん続けるぞー」

　皆、倒れたまま泣き真ま似ねを始めた忍者を、女装が男おとこ湯ゆに引きずっていくのを余よ所そに、輸送作業に戻る。





●






　……点てん蔵ぞう君も、独どく占せん欲よくを出すようになりましたか……。

　女じよ装そうと忍にん者じやが男おとこ湯ゆに戻ったのを確かく認にんした浅あさ間まは、一ひと息いきをついた。

　ホライゾンが両腕うでを戻すのを見ながら、浅間は自分の布ふ団とんの上で言葉を下に落とす。

「全く」

　移い動どう教室組ではないので、義よし康やすや大おお久く保ぼはいないが、メアリ達は、この流れに対して不ふ慣なれだろう。だから、今いま更さら遅いと思いつつも浅間は言う。

「トーリ君。ああいうの、あまり気き遣づかいないんですよね。……今、寝るところですし、皆、下した着ぎとかつけてないのに」

　うん、と自分で頷うなずき、浅間は言葉を続けた。

「そういうところに来て、見たりしたらいけない、っていつも言ってるんですけど」

　と、喜き美みが手を挙げた。よく考えると、彼があまり気遣い無いのは、近くにコレが存在するせいの気もするが、もはやどうしようもない事だろう。

　だが、言い訳わけがあるなら聞いておく。

「何です？　喜美」

「Ｊｕｄジヤツジ．、下着とかつけてないなら、見ちゃいけないの？」

「普通そうでしょー」

「でもその理り屈くつだと、巫み女こで、いつもつけてない浅間はどうすんの？　見ちゃいけなくなるわよね？　ちょっとダブルスタンダードしてない？」

　言われて、浅間は考えた。

　……あれ？

「……そう言われてみるとそうですね」

「は、早いですよ浅間さん！」

　アデーレの声に、ホライゾンが頷いた。

「浅間選手、ポイント一つダウンです」

　何か独どく自じルールが始まったらしい。だが、アデーレがそのまま手を挙げ、

「浴衣ゆかただと、ほら、見えちゃうじゃないですか隙すき間まから。自分、背が低いから、座ってる時なんか、結けつ構こうありますよ？　今も、こう、ちょっと下にあるものを手に取ろうとすると、やはりときたま確かく認にん出来ます」

　皆が、それぞれが自然な動きに見える動どう作きで姿し勢せいを直す。と、そこで、

「そうねえ」

　と頷いたのは喜美だ。彼女は、鈴すずが慌あわてて袷あわせを直すのを後ろから抱きながら、

「──二ふた代よがガード堅かたいわよね。正せい座ざきっちりだし。ミトツダイラも」

「マサさんも、女おんな座ずわりですけど、膝ひざきっちりそろってますよね」

「ガっちゃん、膝までちゃんと袷あわせ止とめるよねー」

「椅い子すに座って作業してる時、そうしないとどんどんだらしなくなってくから。でも、普ふ段だんは開けた方がいいなら、家ではそうしとくわよ？」

　成なる程ほど、と思っていると、アデーレがこちらを見た。

「──浅あさ間まさん、結けつ構こう無む防ぼう備びですよね」

「な、何ですかその物もの言いい!!」

　抗こう議ぎとも何とも言えない台詞せりふに、メアリが苦く笑しようした。

「でも、浅間様さまは、さっき、浴衣ゆかた姿すがたで普通に話をしてらっしゃいましたよね」

「え？　──え、ええ、トーリ君には慣れっこですから。何しろ夜中に逃げ込んできたりしますし、うちは結けつ界かい張はってるんですけど、トーリ君はお父とうさんが加か護ごパス指し定ていしてますし……」

　と、そこまで言って、浅間は気付いた。

　……しまった……！

　ナルゼが、無む表情にペンを構えて、

「無防備で、慣れっこ？　夜に受け入れる？」

「い、いや、ちょっと……！　ホライゾンも布ふ団とんを使って泥どろ棒ぼう猫ねこしない！」

　しかし、言われて気付くとは迂う闊かつ。

「ほらほらガっちゃん、アサマチ、今、〝ひょっとすると見えてた時があったかも〟って記き憶おくを呼び戻してる系けいの顔」

「長い！　長いですよ形けい容ようが！」

　だが、既すでに一部の連れん中ちゆうはひそひそと。ホライゾンまで含みで、

「……完全に、気を許してるよね、あれ」

「逆にソーチョーが襲おそわれないかどうかが心配になってきたかな？」

「とはいえ愚ぐ弟ていも、見えたところであまり気にしないというか」

　という喜き美みの言葉に、ホライゾンが言った。

「──要するに、トーリ様は浅間様と秘ひ密みつを共きよう有ゆうしている訳わけですね」
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　……あ。

　秘密の共有。もしくは確かく保ほ。

　それは、夕方に喜美が言った事だ。だが、それはまた、

「先さき程ほど、トーリ様が覗のぞいたというのは、ホライゾンや皆様の秘密を共有や確保したいという事なのだと思いますが……」

　ホライゾンが、こちらを見た。

「浅あさ間ま様さまのところにおいては、それは、自然に行われているのですね」

「い、いや、アデーレの言う通り、私が無む防ぼう備びというか、トーリ君に慣れてるだけで……。それにトーリ君、うちの泉いずみに他の人が入ってる時だって覗のぞきに来ますよ？」

「同じ部分はあれど、差さ異いが大事だと判はん断だんします。何な故ぜなら、それが、トーリ様における、ホライゾンと浅間様の関係の質しつ差さだからです」

　ただ、

「関係を断ってしまったら、トーリ様もホライゾンも、何も無くなってしまうのです」

「──私がいるわよ？」

　喜き美みが、眼めを細めてホライゾンに口を開いた。

　軽い吐と息いきは、喜美にして、感かん心しんの意を示すものだ。

　きっと、ホライゾンが、いろいろ言うようになった事に、喜んでいるのだろう。

　そして喜美が言う。笑えみ混じりに、姫ひめに言う。

「──愚ぐ弟ていの生き方を、手伝ってあげるんだから。愚弟がホライゾンを必要とするなら、ホライゾンだって同じよ？　──他のもね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、有あり難がとう御ご座ざいます。あとは──」

　ホライゾンが、こちらを、皆を見み渡わたして口を開こうとした。だが、

　……もう。

　この人も、馬ば鹿かです、と浅間は思った。

　失いたくなくて、喜びたくて、多くのものとずっといたいなどと。

　解わかっているのだろうか。彼女は、今日きよう、いつもより多く喋しやべっていると。そして、そんな彼女に比くらべると、煮え切らない部分のある自分は、

「────」

　浅間は、ホライゾンの後ろの布ふ団とんに座った。彼の傍そばでもあるここが、自分の布ふ陣じんだ。

　腰を下ろし、一ひと息いきをつく。すると皆が真ま顔がおになって、

「──無防備」

「ええ!?　ちゃんと膝ひざ合あわせましたよ!?」

　皆が、座ったまま、スクラムを組んだ。

「ほら、太ふと腿もものボリュームで……」

「自己制せい御ぎよの利きかない身体からだ！　……いいアオリだわ！」

「というか、こういうのって、気付き始めると気になってしょーがないよね」

　浅間は慌あわてて座りと裾すそを直し、息を入れ直す。
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　……不ふ思し議ぎな人達だわ。

　と、成なる実みは横よこ向むきに、背を向けて寝た振りをしながら、そう思った。

　武蔵むさしの姫ひめが言った事は、運うん命めい共きよう同どう体たいを作るという事だ。

　狭く考えれば、家。広く考えれば、氏し族ぞくや国といったものも、それに当たる。

　ただ、なし崩くずし的な集まりではなく、それはお互いが綿めん密みつな、

　……誰だれかの繁はん栄えいが、そのまま全体の繁栄に繫つながるという、人の集まり。

　幸いを独ひとり占じめするのではなく、分け合う。

　その代表とも言えるのは、強きよう力りよくかつ公こう平へいな家か長ちよう制せい度どだろう。極きよく東とうの聖せい譜ふ記き述じゆつでも、そのような方策は記しるされている。

　無む論ろん、生き延びる事が必ひつ須すとなる北ほつ方ぽう、伊だ達てや最上もがみの土地では、基本的な事だ。

　最上・義よし光あきも、イヴァン四世せいも、強きよう権けんと、共にいる者達への公平をもって、あの地ち位いと国を築き上げたのだ。

　武蔵の姫は、しかし、

「……ん」

　思わず自分が寝ね返がえりを軽く打つ振りをするくらい、彼女達の意い思しは、くすぐったい。

　何しろ、指し導どう者しや達たちは、国や、国こく民みんのために、それを人々に強いて〝良い国民〟である事を望むものだ。

　家長であっても、指し揮きと分ぶん配ぱい権けんを持つ家長は、家の存そん続ぞくと繁はん栄えいを願い、家族に〝良い家族〟である事を望むのだ。

　武蔵の姫と、王は、違う。

　繁栄のために皆と共にいるのではなく、皆が共にいられるために、繁栄を約束する。

　逆だ。

　繁栄が先にあるのとは、逆だ。

　王も姫も、皆も、何もかもが逆だ。

　キヨナリから、王の事は聞いた。彼はかつて、こう言ったのだと。

　……皆の夢が叶かなえられる国を作る、か。

　それは、皆の居い場所を、自分のところに用意するという事だ。

　ただ、この王は、一人では何も出来ない。だから、皆が夢を叶える手伝いをしてくれる事について、王も姫も、そこに責任を感じる。

　……馬ば鹿かな話ね。

　だが、伊達では、どうだったろうか。

　強い指導者を求めて、政まさ宗むねは追い詰められた状態になったではないか。

　もしも、政宗に皆が強さを望まず、ただ居場所と、道みち筋すじだけを欲したならば、違う今があったかもしれない。

　と、そんな馬鹿げた話を、成美はふと考え、

　……私も、ユルくなったものね。

　何しろ今、伊だ達ては全ての問題が片付き、自分共とも々どもに幸いなのだ。それなのに他にも幸いがあっただろうかと、幸いのもしもを探すなど、随ずい分ぶんと自分は変わったものだ。

　だが、向こう、皆の方から、

「成なる実みさんは、意い外がいと放りっぱなしなんですよ」

　何？

「……聞き捨てならない話になっているようね」

　成実は起き上がり、皆の話に加わりにいく。
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　皆が集まり、寝る筈はずが賑にぎやかな空気が生まれる中、浅あさ間まは一ひと息いきをついた。

　脱だつ衣い棚だなに背をつけ、

　……どーしたもんですか。

　いろいろな感情や道みち筋すじが、ここのところで急に生まれた気がするが、何に乗っていくべきか、それとも現状保ほ留りゆうにすべきか、全く解わからない。

　ホライゾンにしてからが、ウエルカムという態度なのがいけない。こっちに選択権けんがあった場合、動きにくいのが自分なのだから。

　ゆえに、浅間は、

　……ミト……。

　彼女は、屋や敷しきに荷物を取りに行ったまま、こっちに来ない。やはり騎き士しともなると、荷物が多過ぎるのだろうか。

　ともあれ、ダメージを分ぶん散さんするため、こっちの現状にミトツダイラを巻き込もう、と浅間は思う。そして、そのためにミトツダイラに通つう神しんを飛ばした。

　呼び出し音が鳴って、数秒。

『何ですの？』

「え？　いや、あ、ミト？　今、鈴すずさんのところで皆みな盛もり上がってるんですけど、早く来ませんか？」

『それが……』

　何か？　と問うた向こうで、ミトツダイラが応こたえてくれた。

『──うちの屋敷が、崩ほう壊かいしてますの』
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　ミトツダイラの眼がん前ぜん。夜の武蔵むさし野のの町並がある。

　自分の屋敷も、そこにある。

　それは周囲を自然環かん境きようのブロックに囲まれた、小さいながらも屋や敷しき様ようの家だ。庭もあれば囲いもある。外がい見けんは見事なものだと、そういう自じ負ふもある。

　特に、頑がん丈じような作りを目め指ざしているため、屋根は硬こう化か木もく材ざい。壁も漆しつ喰くいだ。

　しかし目もつ下か、最大の問題は、

「コレ、……あれですわね」

　奥おく開びらき式しきの入口の向こう。家か屋おく内部が、砕くだけている。

　何かが斜めから屋根に突とつ入にゆうし、奥の壁もしくは床で反射。そのまま屋おく内ないの壁や調ちよう度どを薙なぎ払ったのだろう。

　七部屋程ほどあった屋内は、今、どう見ても一個になっている。

　その原因は、

「あの竜りゆう……」

　爪つめだ。

　戦せん闘とう中ちゆうに切せつ断だんされた竜の爪は、合計で六本。自分はその四本を使用したが、残り二本の内、一本がここに飛んで来たのだ。

　……どーしたもんですの。

　前向きに考えよう、とミトツダイラは思った。これは恐らく、保険が適てき用よう。無む論ろん、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側からの派は遣けん騎き士しでもあるため、修しゆう復ふく予よ算さんの大だい部分は向こうが持つだろう。

　あと、明日あしたからは、というか本ほん日じつからは移い動どう教室だ。二泊はく三日かか一泊二日、そうしている間に、少なくとも整せい地ちまでは持って行けるだろうとは思う。

　移動教室から帰ってきたら新しい屋敷……、とまではいかないが、夏休みはそのような環かん境きようで生活出来るに違いない。

「そうですわね」

　前向きに、とミトツダイラは笑えみを作った。

　内部にある荷物を出さねばならない。頑丈な家で良かった。内部は破は壊かいされたが、外の形は残っているので、中の捜そう索さくは楽だろう。

　と、背後から声が来た。

「ネイト。家、大だい丈じよう夫ぶかよ」

「我が王？」

　振り返ると、女じよ装そう浴衣ゆかたがやってくる。それも、こちらが気付いた事を悟さとると、己おのれの挙きよ動どうを女走りに切り替えて、だ。

　駆かけつけて来た事を感謝すべきか、帰らせるべきかをミトツダイラが思し案あんしていると、その後ろから夏なつ服ふく姿すがたのホライゾンや浅あさ間ま達がやってくる。

　皆、肌はだや髪かみがさっぱりしているところや、石せつ鹼けんなどの匂においから見るに、一ひと風ふ呂ろ浴あびたのだろう。それが夏服を着て、となると、

「……心配お掛けしましたわね。わざわざ着替え直しをさせてしまって」

「いえいえミトツダイラ様、お気になさらず。浅あさ間ま様さまの無む防ぼう備びがありましたからね」

「無防備？」

　女じよ装そうと振り向くと、浅間がホライゾンの肩を叩たたいて、

「ハイッ、ハイッ、ちょっとこっちで一般常じよう識しきの勉強しましょうね!?」

　何が何だか解わからないが、友ゆう好こう的なのはいい事だ。だが、横に来た女装が、

「ネイト、中にあるもの、大だい丈じよう夫ぶかよ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、奥のクローゼットの中にあるものは難しいかもしれませんが、角かどのものや、地下のものは大丈夫かと思いますの」

「そっか……」

　女装が、一ひと息いきをついた。安あん堵どの顔で、

「地下の納なん戸どに、隠かくしておいたエロゲ、潰つぶれてねえんだな」

　やってきたホライゾンと一いつ緒しよに蹴けりつけて壁に激げき突とつさせる。

　すると、その衝しよう撃げきで、

「あ」

　保っていた屋や敷しきが、一いつ気きに倒とう壊かいした。
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　朝の風がある。

　森の間。谷の底を抜けてきた、東の風だ。

　夏の未み明めいから漂っていた涼すず風かぜではない。午前の始まりを告げる、熱を持ち始めた大たい気きの動きだった。

　その風が吹き、また重なるに合わせて、

「キヨ殿どの、蟬せみが鳴き始めたで御ご座ざりますな」

「じゃあ、福ふく島しま様さま、早めに済ませてノルマ終了としましょうか」

　水が跳ね、外に零こぼれる。

　場所は、毛もう利り側がわに侵しん攻こうした羽は柴しばの鉄てつ甲こう艦かん。その最さい後こう尾び艦かんの甲かん板ぱん上じようだ。円形艦かん橋きようの上、テラス部分を改造して、木造プールが作られている。

　そこにいるのは、清きよ正まさと、福島と、

「片かた桐ぎり様さま、歴史再さい現げんですから、すぐにあがってしまっても構いませんよ？」

　清正の言葉が飛ぶ先、プールサイドで画が板ばん相手にテスト解答を進める片桐がいる。彼はシャツに紐ひも止どめの男用水着で、足を水に突っ込んでいるが、

「大だい丈じよう夫ぶです。ここで試験というのも、気き楽らくに出来て有あり難がたいですからね」

「確かに。拙せつ者しやもこのような環かん境きようでテスト出来ると解わかっていたら、昨夜ぶっ通しで全ぜん教科終おえてこなくてもよかったで御座りますな……」

　と、既すでに水の中に入って一度肩かたまで浸つかっていた福島が、身を起こす。彼女は身体からだを軽く振って、結ゆった髪かみに纏まとわせた水を陽よう光こうに跳ねさせる。その上で、プールサイドに手をついて伸び上がり、

「下の風景も、なかなかで」

　彼女が眼めを細める先。甲板上では縁えん日にちが始まっていた。

　福島に続くように、清正が、こちらもプールサイドに上がって座り、甲板に振り向く。

「──小お田だ原わら征せい伐ばつの歴史再現の一部。その前まえ倒だおしですね。一番艦かんと二番艦は、破は損そんもありますし、警けい護ごのためにも通つう常じよう状態ですが、三番艦以い降こうは福ふく利りのためにも縁日状態となってます」

　毛もう利り攻ぜめと同どう様よう、北ほう条じようを攻こう略りやくする小田原征伐でも羽は柴しばは水みず攻ぜめを行う。がその際、羽柴側は、相手の備び蓄ちくが尽きていくのを理解させるために、ある事を行う。

「陣じん中ちゆうで祭や、宴えん会かいを行うので御座ります」

　ただ、その準備や展開には時間が必要だ。

　だから前倒しとして、小田原征伐を行う前に、毛利攻めに重ねて済ませてしまう。実際の小田原征伐は迅じん速そくに条件を果たし、

「武蔵むさしが、移い動どう教室の後に北条に向かったとしても、対たい処しよしたいもので御座りますが」

「それより」

　と言ったのは、陽よう光こうが画が板ばんに当たるのだろう。麦むぎわら帽ぼう子しを被かぶって、水の入ったグラスを手にプールサイドをこちらに回ってくる片かた桐ぎりだ。彼は、東の空を見て、

「安土あづちを、こっちに持って来られないんでしょうか」

「微び速そくで来ているで御ご座ざりますよ」

　と、言う福ふく島しまの視線の先。彼女も見る東の空には、遠く、青く霞かすんだ巨きよ艦かんの影があった。

　福島はプールサイドで身を捻ひねり、安土の方を向くと吐と息いきする。

「安全確かく保ほの上でこちらについてきて御座ります。……敵の新型砲ほう弾だんによって攻こう撃げきを受ける可能性を考えると、こちらの前ぜん線せんがすぐに前に出られない現在、安土が来ても引っかかるだけで、前に出られぬものになるので御座ります」

「あの新型砲弾によって、私達の対地基本戦術に変更を強いられている訳ですね」

　と言う清きよ正まさの言葉に福島が頷うなずき、片桐が手を挙げた。

「それって、どういう事なんです？　出来れば戦術の基本から知りたいんですが……」

　よう御座ります、と福島が言葉を作り、表示枠レルネンフイグーアを出した。
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　清正は、福島がプール上に平たく表示枠を展開したのを見る。

　それは、地上に防ぼう御ぎよ側の要よう塞さい、上空に攻こう撃げき側がわの航こう空くう艦かんを描いた板だ。

　そこに描かれた対たい地ち、対たい空間の戦せん闘とう模も式しき図ずに示しめされるのは、

「航空艦の対地戦闘では、まず、自分達への地上側からの攻撃を考こう慮りよせねばなりませぬ」

　福島が言って、地上の要塞を示すブロックから、空の艦かん群ぐんを示すブロックに矢や印じるしが向かう。

　対し、上空側は近付いていくが、

「近付く事によって地上からの攻撃は密みつ度どを増すので御座ります。ゆえに、航空戦力は要塞に向かって、水平座ざ標ひようを合わせながら、垂すい直ちよく座標としては斜めを保ち、なるべく遠くから有効な射しや程てい距離を保つ、という事になるので御座ります」

　と、片桐が手を挙げた。

「前から、その辺りのセオリーに対して疑問に思っていたのですけど、真ま上うえに位置して、爆ばく撃げきや下方射しや撃げきをした方が有利では？」

「真上に位置するという事は、停止するという事で御座ります」

　福島がきっぱりと言って、清正は苦く笑しようする。

　……解わかりやすいですけど、少々、断じ気ぎ味みですね。

　フォローのためにも、と清正は片桐に顔を向けた。

「私のカレトヴルッフや、近きん似じの武ぶ装そうが地上側にあった場合、空に停止していては即そく撃げき沈ちんされてしまいます。そういったのを避けるためにも、上空からであっても、基本は移動しながらの攻撃や、なるべく水平に近い高度からの攻撃となります」

「水平に近い高度がいいのは、何な故ぜです？」

　なかなか鋭い。

　……片かた桐ぎり様さまが、これだけ戦せん術じゆつに嚙かもうとしてくるのも珍めずらしいですね。

「福ふく島しま様、ちょっと」

　と、清きよ正まさは水に入り、福島に伺うかがいを送る。と、福島の頷うなずきと共に、こちらの顔かお横よこに〝共きよう有ゆう〟という文字を書いた表示枠レルネンフイグーアが来た。

　そして清正が福島の表示枠に手を伸ばすと、

　……操そう作さ出来ますね。

　清正は表示枠を手にして片桐にそれを向ける。そして、模も式しき図ずの水平、やや上の位置に、航こう空くう戦せん力りよくのブロックを追加で一つ置いた。

「一昨日おとといに毛もう利りと相あい対たいした私達が、大体こんな状態だった訳わけですけど、──航空戦力が水平に近い高度を取った場合、迎げい撃げきの地ち上じよう戦力は、全体で迎撃出来ません」

　画が像ぞうにしてみれば解わかる。迎撃の地上側がわを示すブロック、そこから上空側にのびる対たい空くう砲ほう火かの矢や印じるしが、水平になっていくにつれて、細くなっていくからだ。これは、

「地上側の砲ほう台だいや迎撃戦力は、地上にある以上、それはほとんど水平に配はい置ちです。そうなると、こちらが低い位置にいる場合、水平に近い角度で撃うつ事になって、遠くの砲台は手て前まえの砲台や市街、要よう塞さいが邪じや魔まになるんですね」

「また、敵の前ぜん線せんも、こちらの地上部ぶ隊たいと、水平位置に近い航空戦力と、どちらを狙ねらうかの選択を迫られるので御ご座ざります。一昨日は、その辺りを狙ねらった戦術に御座りますな。地上部隊に新しん人じんが多かったため、敵の砲ほう火かを上空に散らしておきたかったので」

　成なる程ほど、と頷く片桐に、

　……ここで追つい加か情報を入れても、片桐様なら大だい丈じよう夫ぶでしょう。

　と清正は、水平位い置ちに近い上空戦力から、敵てき地ち上じよう戦力に向け、四角いブロックを飛ばした。

「羽は柴しば様の輸ゆ送そう艦かん突とつ撃げきは、航空戦力の誇こ張ちよう、かつ、それを相手に意い識しき付づけさせるものです。

　輸送艦がどこからか飛ひ来らいする可能性がある以上、敵は砲ほう撃げきを各かく方向に向けて準備し、防ぼう護ご障しよう壁へきも構えていなければなりません。それによる敵の砲火の分ぶん散さんやプレッシャーによる疲ひ弊へいは、輸送艦突撃のダメージとは別で、しかし大きなものです」

　ただ、と清正は言った。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、対たい艦かん特とつ化かの砲ほう弾だんを開発しました」

　清正は、それを目もく前ぜんで見ている。

　画が像ぞうもある。輸送艦が艦かん首しゆから貫つらぬかれ、しかし貫かん通つうされずに弾はじけ散る画だ。

「恐らくは三さん銃じゆう士しのイザックによる砲撃。有効射しや程ていは七キロ。──無む論ろん、六護式仏蘭西の持つ武ぶ神しんの長ちよう銃じゆうでは、有効射程は二キロに落ちます」

　しかし、

「先せん夜や、白しら鷺さぎ城じようを相手に、武蔵むさしの武神による射しや撃げきが、約二十キロの射程を確かく保ほしました。

　同どう等とうの技術を六護式仏蘭西が有しているかは不ふ明めいですが、近きん似じの能力を有していると考えた方がいいでしょう」

「そんなロングレンジの射しや撃げき、安土あづちなら防ぼう護ご障しよう壁へきでどうにかなるのでは？」

「ロングレンジを保つ、という事は、安土は何ど処こにいるのが得とく策さくですか？」

　問うと、片かた桐ぎりが僅わずかに考えた。そして、

「──あ」

　片桐が、東の空の安土に視し線せんを向ける。

　彼は眉まゆ根ねを詰め、画が板ばんで一いち度ど自分を仰あおいだ上で、言葉を作る。

「距離を取らざるを得なくて、更さらには、航こう空くう艦かんから砲ほう撃げきを入れたとしても、毛もう利りには防ぼう御ぎよの中ちゆう武ぶ神しんが存在する、と……」

「Ｔｅｓテスタメント．、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦せん術じゆつは、明確で御ご座ざりますな」

　それは、

「極きよく東とうの、航空艦主しゆ体たいとなる戦術の封じ込めに御座りましょう」

　清きよ正まさは、福ふく島しまの言葉に頷うなずいた。

　竹たけ中なかも含め、戦せん闘とう系けいの皆が出した解かい答とうが、それだ。

「六護式仏蘭西は、聖せい譜ふ記き述じゆつ上、欧おう州しゆうの覇は王おうとなります。しかし毛利は縮しゆく小しようとなる。だから、毛利に敵てき対たいする極東勢ぜいに対たい抗こう可能な戦せん力りよくと戦術を用意した。そういう事でしょう」

　では、と片桐が言った。

「航空艦を主体とした侵しん攻こう自体が、通つう用ようしない、と？」

　彼はプールサイドの西側にて、東を前に座り直す。

　清正は、そちらに緩く立ち泳ぎで移動。福島の表示枠レルネンフイグーアを掲かかげて、

「──出来ない事はありません。ただ、無む理りをしなくてもいい、という判はん断だんですね」

　福島が、自分の手元に出した表示枠から、こちらの大おお型がた表示枠の内容を操そう作さする。

　現在の自分達の侵行ルート、巴パ里リ行きの確かく認にんだ。

　それを表ひよう示じしながら、清正は片桐に問うた。

「さて、片桐様は、安土をこれから用いるなら、どのようにしようと思います？」

「──それは、引っかけ問題ですか？」

　片桐の問い返しに、清正は言った。

「考え方によっては、そうなります。ただ、正解も、今の私の問いにあります。

　つまり、使えない安土を使って、これから、毛利を侵攻するのは確かなんです」

　さて、

「片桐様なら、安土を、どう使いますか？」
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　片かた桐ぎりは、問われて考えた。

　自分は外がい交こう関係をまとめる役にいるので、各かつ国こくの動きを理解している。

　今朝けさ方に出したその情報を基き礎そに、竹たけ中なかが各かく部ぶ署しよの意見を聞いて、安土あづちの運用を決めた筈はずだ。

　……清きよ正まささん達は、恐らく、竹中さんからそれを聞いてるんですね。

　仲間外はずれ、とは思わない。彼女達たちは戦せん闘とうの実じつ働どう。自分は外交情報。

　そしてここは戦せん場じようなのだ。清正がこうやって話を振ってくると言うのは、竹中から情報を共きよう有ゆうしてもいいという許きよ可かが出ているのだろう。

　だが、と片桐は思った。自分は外交役です、と。

　戦せん術じゆつについては、ある程てい度ど解わかっても、目の前の二人を相手にしては素しろ人うと同どう然ぜんだ。先さき程ほども航こう空くう艦かんの運うん用ようと戦術について、無む知ちを晒さらしている。

　……駄だ目めだなあ。

　と、そんな事を思い、しかし、片桐は、

「Ｔｅｓテスタメント．」

　清正に、頷うなずきの言葉を送った。

　自分には、考えて答える意い思しがある。そういう返答だ。

　……ちゃんと、考えて、出来るだけの答えを出そう。

　間違えてもいいから、自分の思し考こうを尽くす。

　……そうとも。

　昨さく夜や、巫み女こさんと話して、男らしくあるにはどうしたらいいかなどを話した時、そんな事を教えられたのだ。自分に出来る事を頑がん張ばれ、と。

　ゆえに片桐は考えた。外交情報から、何ど処こまで正解を導けるか。

　そして、画が板ばんの答とう案あん用紙は無む視しした。コークスペンも画板の留とめ具ぐに置き、口を開いた。

「──消しよう去きよ法ほうで、言えるだけ言います」
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　……おや。

　福ふく島しまは、プールサイドに座った姿し勢せいから、片桐の顔を覗のぞき込む。

　こちらは南の縁ふち。片桐は西の縁。陽よう光こうはまだ東にあるため、プールで反射した波光が、下から彼の顔を照らしている。

　片桐は、眉まゆを立て、随ずい分ぶんと考え込んでいるようだ。しかしそれは、

　……些いささか、変わったで御ご座ざりますな。

　以前の片桐ならば、素す直なおだった。

　解らない事があった場合、即そく座ざにそれを表ひよう明めいし、教えを請こうた。

　だが、今の彼は違う。解らないが、解らないなりに考えている。

　今の沈ちん黙もくは、思し考こうと、自分達たちを前に、知ったような口を利かないためのものだろう。この口が音を生む時は、

・しとお：『キヨ殿どの』

・巨　正：『──え？　あ、はい、何でしょうか？』

・しとお：『片かた桐ぎり殿、少し、変わったように御ご座ざりますな』

　言葉に、返答が少し来なかった。ただ、数すう呼吸あってから、

・巨　正：『──ちょっと残念を感じてしまうのは、私の年とし上うえぶってる部分でしょうね』

　何気ない振りでこちらを見る清きよ正まさは、自じ嘲ちよう気ぎ味みに小さく笑っている。

・巨　正：『小さな変化ですけど、これが、一いつ時ときだけのものじゃなくて、今後も続いてくれるなら、片桐様の部ぶ署しよは指し示じを待たずに能のう動どう的てきに動いていけるようになる筈はずです』

・しとお：『そうなってくれると、有あり難がたいものに御座りますな』

　と、言葉を送った時だ。ふと、片桐が動いた。

「まず……」

　彼の指が、清正の掲かかげる概がい要よう図ずの、北東と、南を指さした。

「──安土あづちの運用で考えられるのは、安土を僕達の本ほん隊たいとは別べつ行動にして、敵の分ぶん化かを狙ねらう事です」
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　片桐は言う。自分の中に感情を生まないようにして、ただただ、思し考こうを言葉にする。

「敵側は武ぶ神しんを用いた戦せん術じゆつを中心にしています。しかし、武神戦せん力りよくを運用するには、それなりの規き模ぼの隊たいを組む必要があります。だから敵を分化させてしまえば、武神戦力の運用力は落ちます」

　告げた。その言葉に、清正が動いた。

　彼女は、ただ無む言ごんで、福島に振り向いたのだ。そして福島が、右みぎ手て側がわのプールサイドから、

「成なる程ほど」

　告げて、彼女が何かを言おうとする。

　しかし、片桐は動いた。

　右の手を挙げ、福島に見せてから、言葉を作る。

「ただ、──これは、残念ながら、不ふ可能です」
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　片桐は、二人に告げた。

「安土を囮おとりとして敵の分化を狙うのは、残念ながら出来ません」

　その理由は、知っている。自分が昨夜、まとめたのだ。

「理由はあります」

　それは、と言って、片かた桐ぎりは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの概がい要よう図ずを出す。その南に手を当て、

「同どう盟めいのK. P. A. Italiaから援えん助じよが来ている事もあり、南から安土あづちを侵しん攻こうさせるのが、安全な手かと、そんな風ふうに考えられていた時期もありました」

　しかし、

「先にK. P. A. Italia側に交こう渉しようしたところ、K. P. A. Italiaの各かく商しよう業ぎよう都市は、安土に通行されるなら、代わりに物ぶつ資し援助をするとの事でした」

「それは、どういう事で御ご座ざります？」

　福ふく島しまの問いは、今の自分の言葉が〝当たり〟だったと言う事だ。恐らく、竹たけ中なかは今の判はん断だんを彼女達に告げはしたものの、理り屈くつは言わなかったのだろう。

　ゆえに、片桐は言う。

「K. P. A. Italiaは、各都市の共きよう同どう国家です。各都市は商業都市で、K. P. A. ItaliaがM. H. R. R.神聖ローマ帝国 に占せん領りようされている今でも、他国と貿ぼう易えきをしている訳わけです。

　商売相あい手ては、六護式仏蘭西や、そこと付き合いのある国。また、未いまだ羽は柴しば様さまやM. H. R. R.に対たい抗こうしている国とも、です。

　──それが安土の通行を認める筈はずがありません」

「だから、彼らは、援助を代わりに、となった訳ですね」

「Ｔｅｓテスタメント．、地ち脈みやく通つう神しんを使った流体エーテル燃ねん料りようの供きよう給きゆうなどは、その成果です。旧派カトリツク本ほん拠きよとも言えるK. P. A. Italiaともなれば、拝気ブレスは豊ほう潤じゆんですからね。僕達は経けい路ろを確かく保ほすれば、気き兼がねなく侵しん攻こうを行う事が出来るようになりました」

　だが、と声が飛んできた。

　福島だ。

　彼女は自分の右腕うでを撫なで、一度肘ひじを摑つかむ。

　肘には、白い、傷きず痕あとがあった。あれは、

　……ノヴゴロド戦の負ふ傷しよう。

　ノヴゴロド地下で武蔵むさし副ふく長ちようと相あい対たいした際、福島は肘を折った。江え戸ど行きの前に復ふつ帰きするため、緊きん急きゆうで治ち療りようしたものだが、日当たりのいい場所では傷の痕が浮き上がる。

　まだ違い和わ感かんがあるのか、それとも、露あらわになっている事を思い出したのか、彼女は一いち度ど肘を曲げ伸ばしして、水に入る。そして、

「──安土を別ルートから侵攻させるのは、不ふ可能なので御座りましょうか」
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　清きよ正まさは、福島の言葉に内ない心しんで微笑した。

　朝あさ方がた、安土あづちの今後を竹たけ中なかが決定した。それを賜たまわるために福ふく島しまは合流したのだが、

　……ちょっと、納なつ得とく行ってませんでしたからね。

　安土の臨りん時じ城じよう代だいとして、江え戸どからの参さん戦せん。それも、滝たき川がわを見み捨すてるような形で、だ。福島の本ほん心しんとしては、急ぎ毛もう利りを攻こう略りやくして、関かん東とうの動どう勢せいに関わりたいというところだろう。

　自分とて、

　……真さな田だの遺い跡せきの今後が、気になりますね。

　これについては、皆が共通の筈はずだ。

　だが、それは竹中に止められたし、彼女は多くを語らない。

　今、福島が片かた桐ぎりに求めているものは、彼女なりの現状への憤いきどおりだ。

　そして、片桐が応じた。

　彼は、自分の手て元もとにある六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの概がい要よう図ずの内、北ほく東とう側を示す。

「安土の侵しん攻こうルートの副ふく案あんとしては、こちら、北東部ぶからのルートがあります。自分達たちは東の中央部側がわから入っていっていますが、平行するように北東から後あと追おいで安土が来れば、僕達が中央部の山さん岳がくを抜け、森しん林りん地帯を北に通つう過かした辺りで、安土が合ごう流りゆう出来る筈はずです」

「そうで御ご座ざりますな」

　福島の想そう定ていも、そのルートだったという事だろう。

　水に入って、緩くこちらに移動してくる彼女に、清きよ正まさは場を空あける。

　プールサイドにいる片桐を挟むように、プールの縁で福島が左、自分が右だ。

　そして、片桐が掲かかげた表示枠レルネンフイグーアを、お互い左右から覗のぞき込むようにする。と、彼が表示枠をこちら向きに、大きめに拡かく大だいした。

「──さて、その北部側のルートですが」

　片桐が、望ぼう遠えんの画が像ぞうを出した。そこにあるのは、

「ここだけの話ですが、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 北部の改派プロテスタントが、南側境きよう界かい線せんに集中してきてます」

　画が像ぞうの中、丘がある。光こう学がく増ぞう幅ふくされた斜面の上には、M. H. R. R.改派である事を示す黒くろ尽ずくめの機き動どう殻かく隊たいが、並んでいる。

　改派の企き業ぎよう体たい、〝黒鉄侍アイゼンリツター〟の手によるもので、装甲は厚めという仕し様ようだ。それが、

「……マクデブルク方面ですか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、柴しば田た様さまが南東から陽よう動どうに入っていますが、順当に暫ざん定てい国こつ境きよう警けい備び隊たいが対たい応おうしてくるだけで、改派主しゆ力りよくは移動砲ほう、航こう空くう艦かんなども含め、マクデブルクから以い西せいにまで南下を。

　その中にはどうやら──」

「どうやら？」

「──阿蘭陀オランダ勢ぜいの加か勢せいも、あるようです」

「何な故ぜ？」

　と問うたのは、福島だ。

「阿蘭陀オランダは、抵てい抗こう総そう長ちようのウィレム、オラニエ公こうが、ノヴゴロドにて公こう主しゆ隠かくしにあった筈はず」

「Ｔｅｓテスタメント．、西班牙エスパニアと闘とう争そう中ちゆうの阿蘭陀としては、危き難なんの状態です。しかし──」

　片かた桐ぎりが、新たな画が像ぞうを出した。

　二枚だ。

　一枚は、海上を西に行く艦かん隊たいの、望ぼう遠えんだ。

　もう一枚は、改派プロテスタント主力の待たい機きする頭ず上じよう、長ちよう大だいな鉄てつ塔とうに接せつ舷げんした航こう空くう艦かん隊たいの望遠画像。

　そして先の一枚。そこに映った艦の形けい状じようを見て、清きよ正まさは首を傾かしげた。

「これ、上越露西亜スヴイエート・ルーシ艦隊ですか……？」
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　清正は、上越露西亜艦隊の西さい行こうに、疑問を得た。

　……これは──。

　別に、上越露西亜艦隊が移動をしていてもおかしな事はない。

　だが、違い和わを感じた。その理由は、

「……海上を？」

　上越露西亜は、北を海に面している。だから戦せん艦かんを含む艦隊は基本、南西にいる柴しば田た勢ぜいや、東の奥おう州しゆうに向けて移動する筈はずだからだ。

　それが何故、海を移動するのか。

　片桐が頷うなずき、口を開いた。

「上越露西亜がノヴゴロド戦を機に、〝英国イギリスとの友ゆう好こう〟として、北ほつ海かいからドーヴァーまで、英国艦の通行を護まもるための戦せん力りよくを出しているんです」

　ならば、と言ったのは福ふく島しまだ。その声に振り返る先、彼女は片桐の出した二枚目の表示枠レルネンフイグーアを摑つかんで自分の方に向ける。

　そして福島は、画像に映った艦隊、改派主力の上空に浮かぶ船の影を見て、こう言った。

「こちらは、英国艦隊に御ご座ざるな……」

「Ｔｅｓ．」

　片桐が、福島に頷き、こちらにも頷いた。

「先の、ノヴゴロド戦に介かい入にゆうしてきた一派。〝その帰き還かんを出で迎むかえる〟ために、英国、女王の盾符トランプの四番、ハワードが有する艦隊が阿蘭陀に向かいました。

　ハワードの所有する艦隊は元もと々もとが阿蘭陀から買い取ったもの。そのまま阿蘭陀側の戦力として貸し出されるのではないかと推すい測そくしています」

　そして、

「阿蘭陀が、現状の教きよう導どう院いん運営権けん限げんを、英国に一時預あずける動きが出ています」

「────」

　片かた桐ぎりの言葉に、何な故ぜ、と言う意味も無い。

　現在の阿蘭陀オランダは、独立のための闘とう争そう中ちゆうだ。

　相手は阿蘭陀と南北を分けた白耳義ベルギーや、阿蘭陀の元々の所しよ有ゆう国家であった西班牙エスパニア。

　阿蘭陀の援えん護ごは、同じ改派プロテスタントである独逸ドイツ北部の諸しよ州しゆうと、

「英国イギリスが、事実上、最大の支し援えん者しやですね」

　英国が上越露西亜スヴイエート・ルーシを北ほつ海かいの護まもりにつけてくれるならば、阿蘭陀は英国と上越露西亜の二強きよう国こくに北を護られる事になる。更さらには地上側でも、

「英国が、アルマダ戦を無む傷きずで過ごした英国艦かん隊たいを、一部なりとも分けるならば……」

　おそらく、

「オラニエ公こう自身が、万まんが一いちの権限貸たい与よの話を、英国とつけていた可能性がありますね」
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「有あり難がたい話だね」

　と、伸びた向日葵ひまわりの花か壇だんを前に、麦むぎわら帽ぼう子しの男が言った。

　横、花壇脇わきに敷いた茣ご蓙ざにぶっ倒れている青年が、顔に被かぶったハンカチの下で言う。

「──有り難いとは、何がですか、セグンド総そう長ちよう」

「喋しやべって大だい丈じよう夫ぶなのかいバルデス君。投とう手しゆだからって、長時間日ひ差ざしの下は危険だよ？」

「いやあ、ここまで長時間作さ業ぎようとは思いませんでした。フアナ様の根こん性じようには感かん服ぷくいたします」

「フアナ君は体たい調ちよう管理なんかが完かん璧ぺきだからなあ」

「日焼けもしないようにしてて、正まさに鉄てつ壁ぺきですよー」

　と、花壇の向こう側から声を掛けてくるのは、バルデス妹だ。彼女は下した草くさを取る音を立てながら、

「兄あに貴きはどうでもいいとして、何が有り難いんです？」

「ああ、英国が、阿蘭陀側に介かい入にゆうを始めた事だよ」

　つまり、

「英国が、新しい動きを始めた。僕達、三征西班牙トレス・エスパニアを相手にせず、次の国家間かん戦せん略りやくの動きを取り始めたって事だね」

「それは──」

「アルマダが、完全に終わったって事になるんだ」

「……総長、ようやく一ひと息いきですか？」

「どうだろうね。フアナ君は喜ぶんじゃないかな。アルマダに関係した他国が次の態たい勢せいに移った以上、こちらが拘こう泥でいするのは国内だけの事情になるからね。──そしてフアナ君の経営力りよくなら、期待値ち含ぶくみで、国内の代表委員会コルテスからは挽ばん回かいの支し持じを得る事が出来る。

　問題は、毛もう利り戦を終えた羽は柴しば勢ぜいだけど、うちは大おお内うち勢せい力りよくよりも三征西班牙が圧あつ倒とう的に優ゆう勢せいだから、羽は柴しば側をかわす事優ゆう先せんだ。対たい処しよ法も、フアナ君に託たくしてある。

　だから、どちらかというと、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの関係の方が大事になるし……」

　セグンドは、花か壇だんの縁ふちに座って、脇わきに置いてあった水みず瓶がめを手に取った。

　喉のどを鳴らして、水を腹に入れ、彼は一ひと息いきをつく。

「──僕達も、ヴェストファーレンをそろそろ考える時期だ」

「でも総そう長ちよう、そこで、阿蘭陀オランダはうちから独立するのが決まったり、ですよね？」

「だから考えるんだよ。──どうすれば、一発逆ぎやく転てんホームランのファイナリストになるのかを、ね。有あり難がたい事に、調べてみる限り、うちにはそのための素そ材ざいがたくさんある」

　と、南側、病院棟とうの方から、影がやってきた。

　フアナだ。彼女は麦むぎわら帽ぼう子しを手で直しながら、右に提さげた籠かごを掲かかげる。

「第四特とく務む？　今日きようはインターバルと言って熱ねつ射しや病びようでは、少々示しがつかないでしょう。回復用ようの術じゆつ式しき飲料や、符ふを持ってきました」

「兄あに貴き情なさけなーい」

「妹よ。何事も経験だ。兄は今、妹よりも経験量りようで勝ったという事を忘れるな」

「フアナ様ー、私、いらん経験したくないから水下くださーい」

　はいはい、と言うフアナは、しかし先にセグンドとバルデス兄の方に来る。

　そして、セグンドに籠を渡しながら、ふと彼女は花壇の上を見た。

「……大だい分ぶ、蕾つぼみが膨ふくらみましたね、総長」

「フアナ君の世せ話わが行き届いているからだよ」

　いえいえ、とフアナが笑えみを零こぼした。

「──種たねを蒔まき、芽めが出るまでを一人で御お世話されたのは、総長です」
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「──英国イギリスが阿蘭陀に関かん与よしているかどうかはまだ不ふ明めいです。が、今回の航こう空くう艦かん隊たいの動きと、三征西班牙トレス・エスパニアが阿蘭陀側がわへの干かん渉しようを止めた事で、大体の判はん断だんはついています」

　片かた桐ぎりが言う台詞せりふを、プールサイドに上がりながら清きよ正まさは聞いた。

　彼は、向こう側に福ふく島しまが上がるのも気付かぬ風ふうに、言葉を続ける。

「もし、安土あづちを六護式仏蘭西北ほく東とう部ぶから侵しん攻こうさせれば、改派プロテスタントの介かい入にゆうを生む恐れがあります。そうでなくとも、改派側からのマークをされ、安土の動きは監かん視し状態とされるでしょう。

　何な故ぜなら──」

「何故なら？」

　促うながしの台詞に、片桐はこちらを見ず、頷うなずいた。彼は、そのまま六護式仏蘭西の北部、ある地域を指で示す。

「ここにIZUMOがあります。IZUMOは英国に浮ふ上じよう技術や製品の技術供きよう与よを行っている事もあり、英国イギリスと友ゆう好こう。更さらには今回、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが攻こう撃げきされるとなると、IZUMOは自身の警けい護ごをM. H. R. R.神聖ローマ帝国 敵てき対たい勢力に依い頼らいする可能性があります」

「その依頼先さきが英国だ、と？」

「実際には、英国と、それに連なる各かつ国こくです。──ヴェストファーレンでの戦せん勝しよう国こく。後の六護式仏蘭西や英国、武蔵むさしなどに関係し、出来れば彼らに恩おんを売っておきたい国が、英国の動きを機に、一いつ気きに動く可能性があります」

　だから、と片かた桐ぎりが言った。

「六護式仏蘭西の北ほく東とう部ぶ、及び北部への刺し激げきをする事は出来ません。そうなると……」

「そうなると？」

　清きよ正まさは、眼めを細めて片桐を見た。

　……ここからが本ほん論ろんですね。

　北と南から侵しん攻こう出来なくなった安土あづちは、自分達が侵しん攻こうするルートを追いかけざるを得ない。そして、敵はこちらの航こう空くう戦せん力りよくを足あし止どめする戦力と戦せん術じゆつを持っている。

　しかし、安土は使えると、竹たけ中なかが判はん断だんした。

　では、どのように使うのか。

　片桐が、東の空を浅く見た。ここから見ても、遠くの巨きよ山ざんに感じられる六艦かんに視線を送り、

「──基本、僕達の前に出られない安土は、戦力として温おん存ぞんです。水みず攻ぜめの資し材ざいが積せき載さいしてあるという意味でも、前に出る事は出来ません」

　言いながら、片桐が右の手て指ゆびを上げた。指すのは六護式仏蘭西の概がい要よう図ずの南だ。

　自分達が抜ぬけてきた山さん岳がく部ぶを示しめし、彼は眉まゆを立てて言う。

「今、K. P. A. Italiaからの支し援えん物ぶつ資しを積んだ輸ゆ送そう艦かんが、安土と同じように東回りで合ごう流りゆうしに来ています」

　これは外がい交こう役である片桐も持っている情報だ。ならば、

「安土と、合流する輸送艦群ぐん。これを用いると、僕達は、この六護式仏蘭西で、ある戦術を展てん開かい出来るようになります」

　片桐が手を動かす。

　彼の細い指は六護式仏蘭西の概要図の上で幾いく度か迷ったが、最終的には中央部の草原を抜けた辺りから北部の巴パ里リまでの間に、三つ程ほどの点を置く。その意味は、

「拠きよ点てんです」

　片桐の言葉に、自分も福ふく島しまも何も言わない。ただ、彼の言葉を待つ。

　すると、息を一いち度ど吸って、片桐が台詞せりふを繫つなげた。

「敵の武ぶ神しん隊や、襲しゆう撃げきを避けるためには、市し街がい地ちを制せい圧あつしている余よ裕ゆうも用意もありません。だから、六護式仏蘭西の有する田でん園えん地帯を高速で抜けていく。

　しかし、それを支える兵へい站たんラインの確立には、拠点が必要です。

　ただ、現状のように、単に輸ゆ送そう艦かんを集めた拠きよ点てんでは、敵の襲しゆう撃げきに対たい応おう出来ない可能性がありますし、もしも拠点を潰つぶされたら一いち大だい事じです」

「何な故ぜで御ご座ざります？」

「毛もう利り攻ぜめの後、大おお返がえしで僕達は帰き投とうします。それなのに、もしも拠点が潰されていたら、大返しが至し難なんとなるからです」

　だから、と片かた桐ぎりが視線を東に向けた。

「輸送艦ではなく、安土あづちを各かく拠点として六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの中に点てん在ざいさせる。

　強きよう固こな兵へい站たんラインの要かなめとして安土を防護専念で置いたら、その中ちゆう継けいを、K. P. A. Italiaから供きよう出しゆつさせた輸送艦群ぐんで行うのです。

　──これが、〝安土を使う〟という竹たけ中なかさんの決定ではないでしょうか？」





●






「プラン、ええと、で、出来ましたか？　竹中さん」

　食事の匂においがする板いた張ばりの広ひろ間まの中、小さな声が生まれた。

　鉄てつ甲こう艦かん内部、食堂だ。

　上の甲かん板ぱんでは縁えん日にちが行われているため、食堂内ないには人は少ない。ただ、いる人々は、今の声を作った存在に振り返り、頭を下げたり、一歩を退ひいた。

　猿さる面めんの帽ぼう子しを被かぶった少女。それに向かって飛ぶ声は、

「あ、羽は柴しば君くん。──身体からだの調子、どーかな？」

「あ、はい、安土からパーツが来たので」

　と、竹中の座るテーブルの下しも座ざに回りながら、羽柴が左の手を広げては握る。白い手て指ゆびは、義ぎ体たいのものだ。

　その動きを見る竹中が、自分の隣となりの椅い子すを引きつつも羽柴に顎あごを振った。そして、

「上に行かないの？」

「え？　あ、はい、調ちよう整せい直ちよく後ごは、日に当たると定てい格かく温度が上う手まく合わなくなるので」

・成成成：『羽柴様、身体は大事にして下さい。実際、決けつ戦せん仕し様ように近いのですから』

　と、顔かお横よこに出た表示枠レルネンフイグーアに、羽柴が頷うなずく。

「三みつちゃんには迷めい惑わく掛かけますからね」

・成成成：『そういう事ではありませんっ。余よ計けいな事言いました』

「心配してるなら素直にそういえばいいのにねー」

　竹中が、苦く笑しようで言って。伸びをする。そして彼女は、羽柴に一枚の表示枠をトスした。

「朝に通神文メールで投げたやつだけど、大体、それでいけるんじゃないかなー、と、竹中のお姉ねえさんはそー思います」

「わ、Ｔｅｓテスタメント．、どうも有あり難がとう御ご座ざいます」

「いやいや、あっちの二人がよくやりましたから」

　と竹たけ中なかの手で示す先、食堂中央にあるテーブルでは、黒と金の翼つばさが向かい合って寝ている。

「未み明めいの内、二人が垂直上じよう昇しようで超ちよう高こう々こう度どからの視し覚かく情報を取ってくれたので、実際の街の位置やら何やら解わかった感じで」

　竹中が、椅い子すに浅く座り直して、両の腕を左右に下ろした。肩から力を抜いて、

「とりあえずコレで巴パ里リまで突っ走って、大おお返がえしでソッコ帰る部分のプランは立ったけど、羽は柴しば君、覚かく悟ごしておいてね」

「何をですか？」

「──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの勝負は、巴里……、というか、備びつ中ちゆう高たか松まつ城じようですよー、きっと」

「それは解わかってます」

「解ってないなー」

　あはは、と竹中が笑う。そして彼女は、

「後あと一いち両りよう日じつ内ないに、すっごい事が起きるけど、もう対たい応おう不可能な状況なのでお姉ねえさんは何も言いません。とにかく巴里行ゆきに専せん念ねんですねー」

　はあ、と頷うなずく羽柴に、竹中は左の平ひら手てを出した。

「タルト」

「は？」

「昨さく夜や、キヨちゃんがくれたんだけど、全部脳のうにいっちゃって、味憶おぼえてませんからねー。

　それ食べたら寝ますんで、だからタルト」

　はあ、と羽柴は席を立ち、カウンターに向かう。カウンターにいる皆が、気付くなり、慌あわてて頭を下げたり退ひくのに恐きよう縮しゆくしながら、だ。

　そんな光こう景けいを見つつ、竹中は呟つぶやいた。

「あ、片かた桐ぎり君くんにも、御お礼れいを言っておかないといけませんねー……」
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　片桐は、清きよ正まさと福ふく島しまから、竹中が朝に告げていた作さく戦せんを聞いていた。

　それは今先さき程ほど自分の言っていた内容と重なる部分が多く。

　……良かった。

　両横よこの二人に対して、自分は劣おとっていないと、そう思う事が出来る。その事自体が嬉うれしいというのは、子供じみているだろうか。だが、

　……自分に出来るところから考えたんです。

　昨夜、浅あさ間まの巫み女こさんと話した通りの事だ。

「うん」

「？　何が〝うん〟なんですか？　片桐様」

　左の清きよ正まさに問われ、片かた桐ぎりは焦あせりを心に得た。

　自分と相手だけが知り得ている事。その記き憶おくに問いかけをされたように感じたからだ。

　故ゆえに慌あわてて首を横に振り、

「いえ、あの、テストの内容が腑ふに落ちたので」

「ふふ、変な片桐様」

　笑われるという事は、噓うそだとバレているという事だ。

　だが、追及は来ないのが有あり難がたい。

　と、右に座すわっている福ふく島しまが身を起こした。

「キヨ殿どの、竹たけ中なか様から、朝の指し示じの決定バージョンが」

　福島が自分の表示枠レルネンフイグーアを軽く叩たたく。その動きで、手て元もと側がわから、一つの箱画像フオルダが出た。十じゆう字じの紋もん章しようつきのそれを、彼女は清正に手渡そうとする。

　左に座る清正も、起き上がって、受け取り用の通神文メール表示枠を広げながらそれを受け取ろうとする。が、余よ所そ見みと、二人のタイミングが合ってしまい、

「あ」

　二人が、こちらの頭ず上じようで胸からぶつかった。

　あたた、と鼻を押さえて下がる二人だが、清正が小さく笑った。彼女は、

「……巨きよ乳にゆう防ぼう御ぎよって言うんでしたっけ？」

「拙せつ者しや、会え得とく方法がイマイチ解わからぬので御ご座ざりますが」

「そんな技まであるんですか……」

　戦せん闘とう系けいの事はよく解らないですね、と思う片桐は、ふと、昨さく夜やの事を思い出す。

　通つう神しん相手となっていた、浅あさ間まの巫み女この事だ。彼女の胸は結けつ構こうな大きさだったが、

　……あの胸も、そういうのなのかなあ……。

　頭の中で、昨夜、アップになった薄うす桜さくら色いろの胸むね生き地じを思い出す。その上、こちらに投げかけられる言葉を作る唇くちびるにも、薄桜の口くち紅べにが引いてあった。

　ただ、記き憶おくは少々、定かではない。昨夜はどちらかというと映えい像ぞうよりも言葉を中心にしていたためだ。ゆえに、

「ふふ、こんな風ふうでしょうか、巨乳防御って」

　左、清正が、顎あごに手を当てて首を傾かしげている福島に、それを見せる。

　その胸きよう部ぶ装そう甲こうの変へん形けいを見た片桐は、

　……いや、昨夜のは、もうちょっと左右からの圧あつ迫ぱくによる変形があったような──。

　と、ソムリエして、ふと、我に返った。
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「わあああああ!!」

　片かた桐ぎりが、画が板ばんを投げていきなり水に飛び込むのを福ふく島しまは見た。

　突とつ然ぜんの事で、向こうにいた清きよ正まさを見ても、胸きよう部ぶ装そう甲こうを持ち上げているだけだ。そんな彼女はしかし、周囲に目め配くばせをする。それは、

　……狙そ撃げき!?

　眼がん下か、プールの中を見ると、沈んだ片桐が、急いだ動きで対たい縁えんに泳いでいく。

　こちらから遠ざかるような動きだ。

　……という事は──。

　福島は、背後、艦かん首しゆ側がわに振り返った。

　そして急ぎ、清正の頷うなずきと共に腰を上げると、加か速そく術じゆつ式しきを展てん開かいした。

〝逆さか落おとし〟。

　宙に膝ひざを掲かかげて浮いた姿し勢せいから、一ひと息いきに福島はプールサイドの端はしまで跳ねた。途と中ちゆう、プールの縁に置いていた〝一いちノ谷たに〟を拾い、

「敵てき襲しゆう──!!」

　眼がん下かに見える縁えん日にちの皆に叫ぶ頃ころには、横に清正もカレトヴルッフを携たずさえて並んでいる。

　そして声の届く位置、皆が、こちらを振り仰あおいだ。

　注ちゆう視しがある。男連れん中ちゆうが手を合わせているが、どちらかというとキヨ殿どのの方に多いのはやはり巨きよ乳にゆう防ぼう御ぎよのセンスゆえで御ご座ざりましょうか。ともあれ、

「──片桐殿が狙撃されたで御座ります！」
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「ええっ!?」

　プールの水面。水から顔を出した片桐は、何かが勝かつ手てに進しん行こうしているのを悟さとった。

　……ちょ、ちょっといいですか!?

　違います。と片桐は言おうとした。

　……狙撃じゃなくて、胸です！

　だが、それを言おうとして、手を伸ばした先。プールの縁ふちから甲かん板ぱん上の皆に対し、叫ぶ福島の背がある。

「敵、正面方ほう向こうにいる可能性が御座ります！」

　ああ、うん、巴パ里リはそっちなので、それは噓うそじゃないかもしれません、と片桐は思った。

　正面方向、この谷の道の向こうには、確かに敵がいるかもしれないのだ。だから、

「片桐殿の犠ぎ牲せいを無む駄だにせぬよう、警けい戒かいを！」

　……噓うそですよそれ……!!

　流石さすがにそれはまずい。しかし、甲板の方からは、おお！　と応じる声がした。

「片桐様を狙ねらうなんて、A. H. R. S.小しよう説せつ研究会〝花おい魁らんシュピーゲル〟が赦ゆるしませんドスえ！」

「そうとも、片かた桐ぎり様は我らA. H. R. S.受け身研究会〝たまたまきはる〟の偶ぐう像ぞう崇すう拝はい！」

「何の、片桐様の良さを語るなら我ら語り部べサークル〝カモン長ちよう命めい〟がこそ！」

　嫌いやな現実が一いつ気きに湧わいた気がする。

　……僕、どんなイメージで見られてるんでしょうねー……。

　振り返るものが一切いないプールで立ち泳ぎしている状況としては、なかなかあるものではないだろう。ただ、

「ええと」

　流石さすがにこれで戦せん士し団だんを動かすのは危険だ、と、片桐はそう思い、正面の二人に声を掛けた。

　すると、福ふく島しまと清きよ正まさが振り向いた。

「片桐殿どの!?」

「片桐様!?」

「あ、いや、ええと」

　誤ご解かいです、と言おうとした瞬しゆん間かんだった。

　……え!?

　正面の二人の間から、こちらの頭ず上じようを、高速に突き抜けていったものがある。

　あれは、

「……っ!?」

　眼がん前ぜん。プールの水面が数センチ低くなったと、そう思った直後だ。

　水の表面が弾はじけ、片桐は水の中に叩たたきつけられた。

　……砲ほう撃げき!?

　水みな底そこから解わかる事は一つ。水を通して伝わる、福島の叫びの通りの、

「正面！　──武ぶ神しんによる砲撃に御ご座ざります!!」

　敵が来たのだ。
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　それは、巨きよ体たいだった。

　縦じゆう列れつをなして行く羽は柴しばの侵しん攻こう艦かん隊たい。その先せん頭とう艦かんの前方に、不ふ意いの姿すがたが出現したのだ。

　武神だ。航こう空くう戦せん用ようの翼つばさをつけた銀ぎん色いろの突とつ撃げき型がた。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武神ルール・デ・マリオネツタ騎き士し団だんだ！」

　それも、左の肩に、赤のフラッグをつけていた。その意味は、

「近衛このえ隊たいのエースナンバー！　十じゆう番ばん代だいだぞ！」

　特とく務む級きゆう。実際にも騎き士し階かい級きゆうの身み分ぶんだ。それが二に体たい一組。滑かつ空くうというよりも飛ひ翔しようの勢いで、彼らは空から来た。

　迎げい撃げきは間に合わない。あり得ない程ほどの至し近きんからの突とつ撃げきだ。

　防ぼう護ご障しよう壁へきが連続し、彼らを阻はばもうとするが、

「砲ほう撃げき来ました！」

　正面の空。何も無い筈はずの向こうから来た打だ撃げきの連れん射しやが、防護障壁を破は壊かいした。

　そして、砕くだける光と快かい音おんを割り開くように、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武ぶ神しんが、来た。

　着ちやく地ちする。

　場所は先せん頭とう艦かんの甲かん板ぱん上じよう。

　二機は突とつ撃げきの勢いを消さぬまま、翼つばさを羽ばたき前に突っ込んだ。

　脇わきに抱えた長ちよう砲ほうを連れん射しやしながら、並ぶ八はつ艦かんを高こう速そくに縦じゆう走そうする。







[image: 第四十四章『祭屋台の前後者』]
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　二機の武ぶ神しんは邁まい進しんした。

　織お田だの鉄てつ甲こう艦かんは、ガレー型で、上部甲かん板ぱんがほぼ平面に長いのが特とく徴ちようだ。

　艦かん首しゆに衝角ラムと主しゆ砲ほうがあるため、艦首側がわはやや上がっている。ゆえに甲板には正面向むきの砲は無く、左右に追つい尾び式の無む塔とう砲ほうを並べているのが常だ。

　その中央。甲板という懐ふところに、二機の武神は飛び込んだ。

　一番艦の左右舷げん、行く姿すがたは背の四枚翼よくを用いて速度を落とさない。

　武ぶ器きは無む数すうだ。両の脇わき、武神のハードポイントに長ちよう砲ほうを挟みながら、両腰こしには長なが槍やりを。両肩かたのハードポイントには、

「自じ律りつ駆く動どう型がたの楯たてか……！」

　甲板にいる者の内、対たい武神用よう長ちよう銃じゆうを放つ者が舌した打うちした。

　上じよう半はん身しんを狙ねらえば、楯が自動で動いて火ひ花ばなを散らし、下を狙えば、

「腰の装そう甲こうも同どう様ようか……！」

　まるで甲こう殻かく生物の足のように、しかし鳥の翼つばさのように、展開する装甲が火を咲かせた。その際、楯の重量から発生する慣かん性せいの振り回しに対して、武神二機は、

『……！』

　舞った。

　身を回し、翼を動かす事でバランスを取り、更さらには前に出ながら、

「砲ほう撃げき来るぞ！」

　来た。

　両脇の砲を、身体からだのバランスを取るように左右それぞれで撃うち分ける。

　火花の武神が、悠ゆう然ぜんとしたスピン運動の中から砲ほう炎えんを穿うがった。

　それは回る動きで、あるものを穿つ。

　甲板左さ右ゆうに配置してある無塔砲だ。

　連れん射しやが走り、鉄の巨きよ大だいな踵かかとが甲板を削けずって跡を引く。撃げき音おんが幾いく度ども吠ほえる中、左右の武神は一度内うち側がわに身を傾けて交こう叉さした。

　瞬しゆん間かん。両者は両脇の砲を縦たてに回した。ハードポイントの接せつ続ぞくラッチを緩めて、脇から肩かた上うえへ、そして背後から回して、

『──！』

　止めた。その動きで、砲の半なかばに立っていた弾だん倉そうが外れて宙に飛ぶ。

　その間も、身を回す動きは止まらない。彼らは一いつ瞬しゆんで新しい弾倉を叩たたき込む。

　同時。艦かん橋きようの上に立つM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の男子学生が、手を前に振った。この艦の艦かん長ちようである事を示す肩けん章しようをつけた彼は、眉まゆを立てて叫んだ。

「撃うて……！」

　砲ほう撃げきが武ぶ神しんに飛んだ。

　だが、その砲撃も、艦かん長ちようの指し示じも、自分の艦に与えたものではない。

　後ろの二番艦かんが、高度を上げたのだ。艦かん首しゆ部ぶの主しゆ砲ほうを、一番艦の甲かん板ぱんに合わせ、

「構うな!!」

　応じる決けつ断だんが、二番艦に砲ほう火かを跳ねさせた。

　大たい気きを震わせ、陽かげ炎ろうにも似た風景の揺らぎを作って、二発の高こう速そく撃げきが飛んだ。

　狙ねらいは、一番艦の甲板中央で交こう叉さする二機の武神だ。

　武神は速度に乗っている。それを読んだ上で、それぞれの軌き道どう先に放った二発だ。

　だが、武神達は止まらない。

　四枚翼よくの背から大気を爆ばく発はつさせて、斜め前方へとスピンしながら飛び込んだ。

　飛ひ翔しようする砲ほう弾だんは、既すでに音を抜け、透とう明めいな空くう白はくを纏まとっている。その、無む音おんの二に撃げきが、

「当たれ……！」

　砲撃の風に煽あおられ、しかし耐える艦長の声に押された。

　行く。二発が二機に命めい中ちゆうする。

　その直ちよく前ぜんだった。離れ行こうとする二機が、ある事を行った。

　それぞれ、艦中央側がわに回していた手を繫つないだのだ。

　金属の軋きしみは握あく力りよくの確かさに他ならない。

　片方が片方を引き、片方が前に出るようにただ突っ走った。お互いの力は作用し合い、

『……っ！』

　二人が一組にスピンする。

　二機の両側を、砲撃が抜けた瞬しゆん間かん。二人は手を離した。

　そして二機が左右に分かれた。その背後で、通つう過かの砲弾が一番艦の艦首に裏から激げき突とつする。

　破は壊かいが起きた。

　一番艦の艦首にある主しゆ砲ほう二機が砕くだけ、下にある弾だん薬やく部に衝しよう撃げきを食らったのだ。

　爆発する。しかしその光が起き、艦が激げき震しんするより先に、二つの動きが起きていた。

　左右舷げん端はしまで跳んだ二機の武神が、両舷の無む塔とう砲ほうに激突する直前で、背部の翼つばさを動かしたのだ。

　銀ぎんの巨きよ体たいの背後で、風が爆発した。

　直後に、艦首からの、無音が届いた。

　被ひ弾だんからの爆発による衝撃波はの前まえ触ぶれ。それは波は紋もんのように大気の塵ちりと空気を冷やし、

「伏せろ……！」

　二重の衝撃波が、甲板を薙なぎ払はらった。

　だが、その速度を超え、波を追い越すように、武神が出た。

　彼らにとって、もはや敵の攻こう撃げきは無く、楯たての自じ律りつ運動は生じない。

　それゆえに身軽。それゆえに、

『────』

　無む音おんから大だい音おんの狭はざ間まを追い越し、追い越されるようにして、二機の武ぶ神しんが疾しつ走そうした。

　そのまま艦かん尾び側がわに突っ走り、右の武神がルートを変える。

　艦中央側に、右の武神が滑かつ走そうしたのだ。

　武神はそのまま、左腰の長い槍やりを抜き、振りかぶった。後は一いち連れんの、訓練された者特とく有ゆうの動きで、

『一つ』

　艦尾にある艦かん橋きように、長なが槍やりを叩たたき込んだ。

　そして二機の武神は飛ひ翔しようする。

　二番艦。上じよう昇しようした艦かん首しゆを飛び越え、次の甲かん板ぱんに向かったのだ。
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　福ふく島しまは、加か速そくした。

　水着姿すがたのまま、七番艦で行われている縁えん日にちの間を駆かけ抜けた。

　学生達の間、売り物の間、屋や台たいの前を〝逆さか落おとし〟で加速し、前を見み据すえる。

　人と人の隙すき間ま。そのルートを見通し、

　……そこ！

　己おのれなら抜けられる道を見た。そして、人ひと群むれの谷の奥に、

「あれか……！」

　一番艦から二番艦へと、飛翔する銀ぎんの二機が、ちらりと見えた。

　一番艦の方からは、鉄の破は壊かい音が空を渡って届いてくる。

　艦首撃うちを食らったのだ。

　今、ここから急げば、四番艦で間に合うだろう。ならば、

　……更さらに急げば、三番艦で間に合うで御ご座ざります！

　そのために、福島は叫んだ。

「総そう員いん動くな！」

　凜りんと響ひびかせた声は、通じると言うよりも、人々を驚かせた。威い圧あつの響きが皆を震わせ止めたのを、しかし福島は確かく認にんしない。

　既すでに大おお勢ぜいの間をくぐり、

「〝逆落とし〟……！」

　加速の連れん打だと身の回しが、全ぜん速そくで縁日の流れを突っ走る。それも、滑るような緩いカーブを連続して、だ。

　身を左右に振るごとに加か速そくし、勢いをつけ、福ふく島しまはしかし思った。

　……まだまだに御ご座ざります！

　ノヴゴロドでの敗はい北ぼくと負ふ傷しようは、すぐに思い出せる。身体からだに近しい記き憶おくだ。あの時の己おのれの動きを、ありのままに再さい現げんし、敗北を確かめる事だって可能な濃い記憶だ。

「く……！」

　艦かん首しゆ側がわに届く。だが、艦と艦の間を越えるために、高さが必要だ。

　……この距離を──。

　福島は思う。艦と艦の間にある、数十メートルの距離など、

　……武蔵むさし副ふく長ちようという存在にとっては、容易たやすいので御座りましょう……！

「キヨ殿どの！」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

　応じる声に振り向かず、福島は跳ちよう躍やくした。

　縁えん日にちとして並ぶ左右の屋根の上、そこを助じよ走そうの場に選ぶ。

　自分は左、清きよ正まさは右だ。

　突っ走り、屋根の切れ目から大きく跳躍した。

　軌き道どうはライナーだが、前にした左肩かたに、〝逆さか落おとし〟の加速を置き、

「行け……！」

　艦首の砲ほう塔とう基き部ぶを次の足あし場ばに、福島は六番艦へと跳んだ。
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　六番艦、五番艦と、高速で突っ走り、跳躍しながら、清正は思った。

　……福島様？

　何ど処ことなく、彼女の動きに、こちらを振り返らぬものを感じる。

　何となく、必死や、焦あせりを感じる気け配はいだ。

　だが、清正は、福島に対し、理解のようなものを心の中に持っている。

　錯さつ覚かくかもしれませんが、と前まえ置おきして思うのは、

　……武蔵副長との、相あい対たいですね。

　ノヴゴロドで、彼女は敗北した。武蔵副長と激げき突とつして、最終的に凌しのぎ切られたのだ。

　多くを彼女は語らないが、一いちノ谷たにの柄えについた擦さつ過かや裂さけ跡あとをみれば、どれだけの戦せん闘とうが行われたのかは解わかる。

　水み戸とで戦闘した際の、比では無い。

　そして思い出すのは、一つの記憶だ。

　水戸で武蔵副長と相対した彼女は、相手が本ほん調子では無いのを残念に思っていた。

　しかし、恐らくノヴゴロドでは、武蔵副長は本ほん気きだった筈はずだ。

「ですけど……」

　ノヴゴロドで相あい対たいした敵は、彼女の想そう定ていを超えていた。

　あの時の話を、他から聞けばよく解わかる。

　たとえば、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 副ふく長ちようである、柴しば田た・勝かつ家いえとの戦せん闘とうがそうだ。

　三み方かたヶ原はらの戦いの前ぜん哨しようとなるマクデブルクにおいて、武蔵むさし副長は柴田と戦い、防ぼう御ぎよに徹てつする事で勝負をこなした。更さらには、複ふく数すう人にんの攻こう撃げきで、彼を退しりぞけたのだ。

　しかし、ノヴゴロドでは、片かた腕うでの柴田相あい手てとはいえ、同どう等とうの立ち回りを見せた。

　大だい事じなのは、武蔵副長が、〝立ち回った〟という事だ。

　足の捌さばき、体たい術じゆつ、そしてお互いの有ゆう利り位置の取り合いは、剣けん技ぎのみで測れない。その戦いにおいて、武蔵副長は柴田と張り合ったのだ。

　きっと、水み戸とからノヴゴロドまでの間に、変化があった筈はずだ。

　修しゆ行ぎようか、閃ひらめきか、強化かは解らない。しかし何かが武蔵副長にあって、その実力を一いつ気きに伸ばした。

　だから、だ。だからこそ、福ふく島しまは、悔くやんでいる。

　相手を、本ほん調子ではないまま倒さざるを得なかった水戸と。

　相手の実力を測り切れず、不ふ準備で敗はい北ぼくしたノヴゴロドと。

　相手と自分。一勝一敗という戦せん績せきではあるが、違いは大きい。

　こちらは、越えて行かれたのだ。

　だから悔やみ、それが態度に出ている。

　今、福島は振り返らない。前に前にと、焦あせっているかのような動きで、前ぜん進しんする。

　視し界かいが開けた。五番艦かんを艦かん首しゆに抜けたのだ。

「と」

　四番艦に跳び込む。

　跳んだ。その前方、福島は振り返らない。

　……Ｔｅｓテスタメント．。

　それでいい、と清きよ正まさは思った。

　敗北と言えば、自分も同じなのだ。

　先を行く一番、福島が振り返らないなら、こちらも同じでいい。

「福島様」

　聞こえているかどうか、定かでは無い呼びかけを用いて、清正は言った。

「先に行きます」

　両のカレトヴルッフを脇わきにして、清正は加か速そくした。

「果てなさい。──カレトヴルッフ！」
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『なあ』

　空を森の木き枝えだに囲まれた、広い空間がある。

　広大なホール。しかし、床に見えるものは堆たい積せきした土で、壁に見えるものはドーム状の天てん井じようだった。

　その天井も中央が抜けており、今はその向こうの木々が、朝の陽よう光こうを透すかしている。

『なあ』

　声がまた、響ひびいた。広いホールの中央に座っている黒い竜りゆうの声だった。

　ホールを五分の一程ほど占せん領りようする巨きよ体たいは、奥の壁、地下に行く穴の方を見ていた。

　地ち下か入口前、そこに白い竜がいる。

『なあ』

　と、黒い竜がまた呼びかけ、白い竜が振り向いた。

『さっきから何だ才さい蔵ぞう？　一人でいるのが怖こわくなったのか？』

『お前は天てん竜りゆうに何つー事を……』

　と、光の籠こもった吐と息いきを落とし、才蔵が言った。

『佐さ助すけ、──虎とら秀ひでが負けたの、どう思う？』

『八百年前まえと四百年前の呪じゆ縛ばくが、完全に解とけただろう。虎秀は、酒さか井いの時は、少々不完全燃ねん焼しようだったからな。その意味で、武蔵むさしの学生達には感謝せねば』

『俺おれ達、どーなんのかね』

『あと一いち両りよう日じつで解わかる事だ。──無む論ろん、その程てい度どの先の事も解らないから、欧おう州しゆうでは後れを取り、しかし、酒井達とは、面白い時間を過ごせた訳わけだが』

『あいつら面白かったなあ。降りてこないかな』

『来るだろう。だが、ここにはまだ来ないだろう。──一いつ昨さく夜やに、そういう事を話していたからな』

　それは、

『かつて酒井を案内した場所だ』

『俺達には、何が何だかさっぱりだな』

『元もと々もとは、単なる遺い跡せきだったのは確かだ。だが、三十数年前、あの男が来てから変わった。

　……私達と同どう等とうの話を出来、いろいろな探たん求きゆうを行った男』

　懐なつかしむように、佐助が言った。

『松まつ平だいら・元もと信のぶ。──散り際ぎわが、地ち脈みやくを通して我らにも伝わる、面めん倒どうな男だったな』

『懐かしむなよ』

　と、才蔵が苦く笑しようした時だ。

「先生」

　二人の背後から、声がした。

　入口側、彼らを追って、ホールの光の下に入ってくるのは、巨きよ漢かんだ。

　僧そう服ふくアレンジの極きよく東とう式しき夏なつ服ふく。それを着込んだのは鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞくの男だ。彼は、入れ墨ずみの施ほどこされた右腕うでを振って、

「〝要いらず〟の三番。三み好よし・晴せい海かい、これから真さな田だの外に出ます」

　と、地下への降り口で待っていた佐さ助すけが、前肩から力を抜いて、問い掛けた。

『あいつは？』

「──え？　ああ、大だい先生なら、伊い佐さの話を穴あな山やまから聞いたあと、すぐに出て行かれました」

『あいつらしい。……伊佐については何か？』

「〝見事〟と」

　ほう、と言ったのは才さい蔵ぞうだ。彼は僅わずかに歩ほ速そくを緩め、

『伊佐も、あの世で喜ぶだろうよ。──で、あいつの行き先は？』

「Ｔｅｓテスタメント．、伊佐や、小しよう生せい達の無む念ねんを晴らそう、と」

『武蔵むさし、……の訳わけはないな。あいつは〝今〟をあまり見ぬ癖くせがある。ならば──』

　佐助が、堅さのある口く調ちようでその場所を言った。

『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ。──我らの激げき戦せんを得た土地か』
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　接せつ敵てきは、三番艦かんの後部で生じた。

　三番艦の甲かん板ぱんが縁えん日にち仕し様ようで、二機きの武ぶ神しんの侵しん行こうがやや遅れた事もだが、福ふく島しまの前を先行する清きよ正まさが、四番艦の半なかばからカレトヴルッフの一いち撃げきを叩たたき込んだのが、功こうを奏そうした。

　艦かん橋きようを狙ねらおうとして、中央にラインを取ろうとした二機の武神を、また左右に割る事が出来たからだ。

　左さ舷げんに跳んだ一体に、福島が〝落ちた〟。

　彼女が水平に落らつ下かする場所。三番艦の上は、無む人じんの縁日だ。左右舷と中央に屋や台たいが並び、通路にも出し物や食料の木箱コンテナが放ほう置ちされている。

　福島は、途と中ちゆう、木箱を蹴けって、

「参まいるで御ご座ざります……！」
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　福島は、敵が武ぶ器きを変えたのを見た。

　武神の両腕は、脇わきにセットしてある長ちよう砲ほうから外れない。代わりに用いるのは、

　……腰よう部ぶ装そう甲こう！

　翼つばさのように展開し、下面防ぼう御ぎよを担たん当とうしていた装そう甲こう。その右前まえ側がわにあるものが、甲こう殻かく生物の爪つめのように動いた。

　武ぶ神しんが腰を落としてこちらに滑かつ走そうすれば、腰よう部ぶ装甲は貫かん通つう撃げきとして飛んでくる。

　来る。

　その突とつ撃げきに対し、福ふく島しまは避けなかった。

　ほぼ水平に打ち込まれてくる装甲の直じか爪づめに対し、屋や台たいの屋根縁ふちを蹴けって、

「正面……！」

　武神右みぎ脇わきの砲ほう撃げきが放たれた。が、構わない。福島は空中で身を右に回し、結ゆい髪がみの裾すそを通つう過かの砲ほう弾だんに食わせながら、

「落ちろ、……一いちノ谷たに！」

　手持ちの神しん格かく武ぶ装そう。一ノ谷の刃やいばを展開した。

　一ノ谷は、相手の攻こう撃げきを吸収し、それを放つ事が出来る。

　今、一ノ谷の中に入っているのは、初しよ撃げき用ようとして蓄ちく積せきしている対たい艦かん流体エーテル砲ほうだ。

　光の放ほう射しやは一いつ瞬しゆん。一ノ谷の横よこ一いち文もん字じに開いた刃から、至し近きんの一発が武神に飛んだ。

　狙ねらいは相手の横よこ腹はら。右膝ひざをやや前にしているため、半はん身みとしてこちらに向けられている右の脇わき腹ばらだ。

　直ちよく撃げきする。

　した。

　だが、命めい中ちゆうしたのは相手の脇腹ではなかった。それは、

「長ちよう砲ほう!?」
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　福島は、敵の防御を見た。

　敵てき武神が、右脇のハードポイントに装そう着ちやくしていた砲を外したのだ。

　砲ほう筒づつが落らつ下かする。

　だが、その高さは、

　……こちらの砲撃合わせに御ご座ざりますか！

　内ない心しんに作った言葉は、その通りのものだった。

　自分の砲撃は、落ちる砲筒に叩たたき込まれた。

　武神の長砲は準じゆん対たい艦かん砲ほうだ。砲筒の中は、そのクラスの発はつ射しや力りよくに耐えられる。

　こちらの対艦砲撃を食った砲筒は、瞬しゆん間かん的に膨ぼう張ちようした。砲撃の威い力りよくは内部を溶よう解かいし、しかし、砲ほう口こうから漏もれた力が、長砲の破は壊かいより先にその姿すがたを後ろに吹き飛ばした。

　武神が上げた右脇と、右の翼の隙すき間まを、破は裂れつの長砲が飛んでいく。

　飛ひ翔しようは刹せつ那なだ。武神の背後、二十七メートルの地ち点てんにまで飛んだ長砲が、爆ばく砕さいした。

　光が見える。

　逆ぎやつ光こうに武ぶ神しんの突とつ撃げきが見えた。

　そして福ふく島しまは、敵の突撃が速度を一いつ切さい落としていないのを悟さとった。更さらには、腰よう部ぶ装そう甲こうは振り上げられ、こちらに高度を合わせて振りかぶられてもいる。

　腰部装甲の直じか爪づめが、空中にいるこちらに叩たたき込まれてきた。

　当たる。
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　左さ舷げん側がわで起きた砲ほう塔とうの破は裂れつを、清きよ正まさは見ていた。

　自分の戦せん場じようは右う舷げん側。二本のカレトヴルッフを用いて、武神との剣けん戟げき中ちゆうだ。

　一本のカレトヴルッフを、艦かん尾び側への後こう退たいや跳ちよう躍やく補ほ助じよに用い、もう一本で武神と渡り合う。

　武神との刃やいばの合わせは、膂りよ力りよくでは不ふ可能な事だ。だから下がりながら、攻こう撃げき側のカレトヴルッフも短たん距離加か速そくを用い、威い力りよくをつけた刃をぶつけていく。

　音が響ひびき、縁えん日にちの屋や台たいが幾いくつも弾はじけた。そのたびに果くだ物ものや保ほ冷れいの水が宙に散る。

　だが、そうやって自分が後こう退たいしつつの激げき突とつをするのに対し、

　……福島様さま!?

　疑問は心に生まれるが、確かく認にんしている暇ひまは無い。敵は今、こちらに対し腰部装甲の展てん開かいを連れん打だしながら、砲ほう撃げきを止めないのだ。

　そして左舷から、金きん属ぞく音おんが走った。

　視し界かいの端はしに見えたのは、光を反射する短い線が、艦尾側に跳ねた光こう景けいだ。

　福島の一いちノ谷たにが、敵の攻撃に弾はじかれたのだ。
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　福島の攻撃が、敵に防がれた。

　だが清正は、迷わなかった。彼女は、カレトヴルッフを用い、

　……私はこちらです……！

　自分達には目もく標ひようがある。

　敵だ。

「……十じつ本ぽん槍やりは、対たい武蔵むさし用の部ぶ隊たいです！」

　二年生である自分達にとって、三年が主力の武蔵勢ぜいは、一年のアドバンテージを持つ。追いつかねばならない相手である一方で、追い越さねばならない義ぎ務むもある。

　そして、敵の攻撃の要かなめ、武蔵副ふく長ちようは、ノヴゴロド以前のIZUMOにて、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武神と正面から渡り合い、倒している。

　人間は、武神相あい手てに勝てるのだ。

　無む論ろん、それは五ご大だい頂ちようや、各かつ国こくの副ふく長ちようならば〝やる〟だろう。特とく務むクラスでも、準備があれば可能だろう。

　ならば自分達たちも、そうでなければならない。だから、

　……私はこちらです！

　清きよ正まさは福ふく島しまに振り返らず、右のカレトヴルッフに後こう退たいを入れた。

　前方、武ぶ神しん側がわに加か速そく光こうが放ほう射しやされ、清正は一いつ気きに後ろに跳ぶ。

　と、そこに武神が距離を詰めてきた。翼を使った加速には伸びがある。そして、

　……砲ほう撃げきが来ます！

　相手の左脇わきが見えた瞬しゆん間かん。清正は後退しながら左に身を捻ひねった。

　その顔かお横よこ。先さき程ほどまで頭のあった部分を、後ろに砲ほう弾だんが抜けていく。

　武神が、脇にセットした長ちよう砲ほうを至し近きんでぶち込んできたのだ。

　砲弾の行方ゆくえ。右後ろの屋や台たい群ぐんが、一気に砕くだかれた。斜め撃うちで入った一発は十数軒けんの屋台をラッセルし、空にぶちまけさせる。

　その破は片へんと、果くだ物ものや水の雨が降る中に、清正は加速の後退で飛び込んだ。

　行く。

　落らつ下か物ぶつの全てを、身の捌さばきとカレトヴルッフの加速で避け、清正は一気に祭の欠片かけらをくぐり抜けていく。

「通ります……！」

　凌しのいだ、と、そう思った時だった。

　敵が、一つの動きを見せた。

　肩だ。

　先程の左脇からの砲撃で、右肩を前に出しながら、敵はあるものをこちらに発はつ射しやした。

　砲撃では無い。槍やりでもない。

「楯たて!?」
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　清正が見たのは、鉄てつ塊かいの滑かつ走そうだった。

　武神の両肩に装そう着ちやくされ、自じ律りつ駆く動どうで振り回される楯。

　上面への攻撃を弾はじき切る楯の内、右肩のものを、武神は自律駆動器で振り回してこちらに投げたのだ。

　それも、水平の投とう射しやではない。甲かん板ばん上じようを滑る、アンダースローに近いサイドスローだった。

　完全な足あし下もと狙ねらいの一発に、清正は、

　……く……！

　自分は、福島程ほど身の捌きやバランスが出来ている訳わけではない。

　左右に避けようにも、左には屋や台たいがあり、右は崩くずされた屋台が堆たい積せきしている。

　背後に逃げた処ところでも、楯たてが追ってくるのに変わりは無い。

「ならば……！」

　左上、中央の屋台上じように、清きよ正まさは跳ぼうとした。

　その時だ。

　左の屋台列れつが、前から後ろに爆ばく砕さいした。

　敵が、右前に出した右脇わきから、砲ほう撃げきを叩たたき込んだのだ。

　それは、こちらを狙ねらったものではない。こちらの行く手を阻はばむものでもない。

　……艦かん橋きよう!!

　艦かん尾び側にある艦橋。そこへの射しや線せんを確かく保ほする一いち撃げきだった。

　砲撃の音が、屋台を貫つらぬき、祭の構こう成せい物ぶつを宙に散らして艦橋に飛んだ。

　清正は振り返らない。左の背後で、音が聞こえる。艦橋の装そう甲こうが砲ほう弾だんを弾はじいた鳴り散りだ。

　艦橋は破は壊かいされていない。だから清正は跳んだ。

　前に、だ。

　床を滑かつ走そうしてくる楯を飛び越え、砕くだけた屋台の瓦が礫れきに清正は着ちやく地ち。壁かべ材ざいの板ごと足を滑らせ、右のカレトヴルッフを敵に向けた。

　敵の武ぶ神しんは、今、右みぎ砲ほうを撃うち込んだ反動で、上じよう半はん身しんを右に引いている。こちらへの身構えとして、左側が急ぎ前に振られてくるが、遅い。

　胴どう体たいの中央部が空あいている。

　故ゆえに清正はそこを狙ねらった。右の穂ほ先さきの先せん端たんを、空中で銀ぎん色いろの胸きよう部ぶに向け、

「果てなさい。──カレトヴルッフ!!」

　カレトヴルッフの刃やいばから、一いつ直線の砲撃を叩き込む。
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　それは、一いつ瞬しゆんの差だった。

　清正は、己おのれの砲撃の直ちよく前ぜんに、あるものを見た。

　影だ。

　……え？

　頭ず上じように掛かった、闇やみには足りないもの。その正しよう体たいは、

「天てん幕まく!?」

　屋台の屋根を構成していた薄うす茶ちや色いろの布だった。分ぶ厚あついキャンバス地の一枚、三メートル四し方ほうはあるものが、こちらの頭ず上じように、落ちると言うより打ち付けられてくる。

　明らかに、風や、先さき程ほどの爆ばく風ふうを無む視しした動きだ。何な故ぜなら、外に飛ばず、内側にいるこちらに落ちてくるからだ。

　どういう事か、清きよ正まさは悟さとった。

　……武ぶ神しんの右腕うでです！

　敵は、右の砲ほう撃げきを艦かん橋きように向かって撃うった際、左の半はん身しんを前に振っていた。その際に、右の手て元もと側がわにある屋や台たいの屋根から、天てん幕まくを剝はぎ取っていたのだ。

　発はつ射しや時じの爆ばく風ふうで、天幕は簡単に手に取れた事だろう。

　後は、反はん動どうで身を回す動きに合わせ、右腕を引けばいい。天幕を離せば、それはこちらの頭ず上じように後ろから覆おおい被かぶさって来るものだ。

　結果として、頭上の視し界かいが失われた。

　カレトヴルッフが狙ねらっているのは敵の胸きよう部ぶ。そこを見る視界は、天幕の影を得た。

　……しまった……！

　カレトヴルッフで穿うがつ位置を遮しや蔽へいされた。

「……っ！」

　思わず身を堅くした瞬しゆん間かんだ。

　風が生じた。

　それは自然の風ではない。

　目の前に突っ込んでくる武神の挙きよ動どうが生んだ、巨きよ大だいな風ふう圧あつだ。

　それが、こちらの目を隠かくした天幕を軽く揺るがした。

　見えた。

　天幕の向こう。敵は動いていた。

　狙った胸部が、別の位置にあった。敵の身体からだが、右前の半はん身みになっていたのだ。

　……無む茶ちやな!!

　自分の狙いが無む効こう化かされた事も忘れ、清正は敵の決けつ断だんに感かん嘆たんした。

　何しろ、敵は右の砲撃を行い、反動で左前の半身になろうとしていた筈はずだ。

　それを強ごう引いんに止め、更さらには戻した姿し勢せいになっている。

　単純に見み積つもっても、砲撃の勢いを全て自分で受け止めた事になるのだ。

　どれだけ武神の全身に負ふ担たんを掛けるのか。その軋きしみと歪ゆがみの影えい響きようか、腰よう部ぶと左ひだり脚あしの基き部ぶからは陽かげ炎ろうが噴ふきだしている。

　二度と今のような挙きよ動どうは出来まい。

　しかし、もはやカレトヴルッフを撃つタイミングは損なわれた。

　身体を強引に回さぬ限り、敵は射しや線せんに入らない。左のカレトヴルッフを撃とうにも、

　……間に合いません！

　そして敵の全身は、今こそ正しい砲撃を行った。右脇わきの砲をこちらに向け、

『……っ！』

　搭とう乗じよう員いんの意い気きを、清正は聞いた。

　苦く悶もんの響ひびきを押して通す気き合あいは、敵の必ひつ死しを示す不ふ文ぶん律りつだ。

　砲ほう撃げきの音は聞こえなかった。砲ほう口こうの奥の暗がりが目に見え、

「あ」

　天てん幕まくが掛かった。
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　空中に穴を開ける射しや出しゆつ音おんが、宙を落ちる天幕をぶち抜いた。

　甲かん板ぱんにあった屋や台たいの瓦が礫れきが、谷たに底ぞこを作る波のように左右にぶちまけられ、その中央に天幕が止まった。砲ほう弾だんの速度が高過ぎて、天幕が吹き飛ばないのだ。

　砲撃は、三さん連れん射しやだった。

　天幕に穴が開き、反動で武ぶ神しんの身体からだがスピンする。

　だがその勢いを利用して、武神は左腕うでを前に発はつ射しやした。

　鉄の豪ごう腕わんは、腰にある長なが槍やりを抜いていた。

　先せん端たんの一いち撃げきが、天幕を貫かん通つうする。

　破れる音さえさせず、槍の断だん面めん形けい状じようを覆おおうように広がった天幕が、そのまま四し方ほうに千ち切ぎれた。

　そこで武神は止まらなかった。

　天幕の後ろ、遮しや蔽へいの向こうで光が放たれたのだ。

　カレトヴルッフの加か速そく光こうだ。白い光の飛び散りは、一いつ直線に向こうへ、艦かん首しゆ側へと飛ひ翔しようした。

　敵が、撃うてなかったカレトヴルッフを加速用に変へん更こうして、距離を取ったのだ。

　だから武神は逃がさない。

　右脇わきの砲を旋せん回かいさせてコッキングしつつ、スピン運動で突き出した左脇の砲を、

『……！』

　砲撃した。

　狙ねらいはカレトヴルッフの光が飛んだ先。自分が先さき程ほど投とう射しやした大おお楯だてだ。敵が次に遮蔽物ぶつにするであろう滑かつ走そう物ぶつに、武神は四よん連れん撃げきを追い撃ちした。

　劾がい音おんが起き、果たして鉄の楯はカレトヴルッフともども跳ね上がった。

　風が動き、勢いが飲み、鉄てつ塊かいが屋台の列に飛び込んだ。

　破は砕さいが生じる。しかし、武神は身を逆ぎやく回転させながら、前へと行く速度を緩めず、だが、

『────』

　その時、確かに鉄の騎き士しはそれを聞いた。

　一つの声だ。響ひびくのは、

「──待ちなさい」

　位置は、正面だ。

　だが、距離が違った。自分が吹き飛ばし、飛び散らせた彼方かなた。カレトヴルッフと共に吹っ飛ばした大おお楯だての在処ありかからではない。

　音の声がするのは。足あし下もととも言える至し近きんだった。

　駆かけ抜けていく足下。その瓦が礫れきの中から立ち上がった姿すがたがある。

　加か藤とう・清きよ正まさだ。





●






　武ぶ神しんは、その光こう景けいを見ていた。

　甲かん板ぱんを覆おおうように零こぼれていた瓦礫の堆たい積せきから、金きんの髪かみが起き上がるのを、だ。

『馬ば鹿かな……!?』

　屋や台たいの破は片へんや木箱コンテナの欠片かけらなどはあろうと、人を隠かくす程ほどの資し材ざいは無かった筈はずだ。

　先に、こちらの砲ほう撃げきで直線上じようの瓦礫は大体吹ふき飛ばしてもいるのだ。

　しかし、清正の出しゆつ現げん位置は、自分の真まっ正しよう面めん。先さき程ほど、砲撃を叩たたき込んだ天てん幕まくの真ま下しただ。

　どうやって、そんな場所に隠かくれたのか。

　疑問の答えは、彼女が既すでに手にしていた。

『カレトヴルッフか！』
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　清きよ正まさの判はん断だんは一つだった。

　敵の砲ほう撃げきを絶対に回かい避ひする。それだけだ。

　何しろ、敵の攻こう撃げき意い思しは強い。歴史のある六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武ぶ神しん騎き士し団だんの中でも、最さい先せん端たん戦せん術じゆつに特とつ化かした連れん中ちゆう。更さらにはエース級の者が乗り込んで来ているのだ。

　ここまでの数すう瞬しゆんの遣やり取とりでも、この敵が自分を逃のがさぬと言う事は解わかっていた。

　危険の予よ感かんはその通りに、敵は多た重じゆうの追い撃うちをぶち込んできた。

　だから、清正は動いた。

　最初の砲撃。右みぎ構かまえ故ゆえに撃てなくなったカレトヴルッフの一いち撃げきを、しかし清正は放った。

　……真ま下したに、です。

　本当ならば後ろ側、甲かん板ぱんを削そぐように撃ちたかったが、間に合わなかった。

　右の足あし下もと、刺し落とすように向けたカレトヴルッフから、退たい避ひ壕ごうとしての極ごく厚あつの一撃を入れるので精せい一いつ杯ぱいだ。出力調ちよう整せいは急ぎで入れたが、確実に三次装そう甲こうまでは食っただろう。

　しかし、そこに身を落とした結果、敵はこちらを見失った。

　砲と、槍やり。直線に突き出せば下への視し界かいの遮しや蔽へいとなるものだ。砲撃で瓦が礫れきの大たい半はんを吹き飛ばした以上、下に敵がいるとは判はん断だんしないという、清正のそんな読みが当たった結果だ。

　だが、更さらに上を行く必要がある。

　清正はカレトヴルッフの一本を捨てるつもりで、天てん幕まくの遮蔽が残っている内に背後へと発はつ射しやした。

　放った。

　敵が槍を引いたタイミングで、艦かん首しゆ側がわにカレトヴルッフを飛ばし、視線を誘ゆう導どうする。

　果たして敵は、正しく反応した。

　そしてこちらも、

「果てなさい」

　すれ違いざまの一撃。

　敵は身を捻ひねっての槍の横よこ薙なぎ。自分は側そく転てんでそれをかわしての、

「──カレトヴルッフ」

　敵の右腕うでを、光の刃やいばが根ね元もとから断った。
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　福ふく島しまは、敵の展てん開かい装そう甲こうの直じか爪づめを、一いちノ谷たにで受けていた。

　金きん属ぞく音おんが響ひびき、視界を白く染そめる程ほどの火ひ花ばなが生じ、

「く……」

　一いちノ谷たにが弾はじけた。無む論ろん、重じゆう量りよう差さとして当然の事だ。

　一いつ瞬しゆんの反はん動どうを利用しつつ、腕を持って行かれないようにしながら、福ふく島しまは一ノ谷を手て放ばなして身を宙に舞わした。

　敵の右側となる宙、左さ舷げんの空にとんぼをきって跳ねたのだ。

　直後に、敵が反応した。

　使用される敵の武ぶ器きは、右の貫ぬき手てだった。金属の五ご指しの先せん端たんは小さいものを捉とらえるためにも細く平たく、

『……！』

　手ての平ひらを上に向けた状態から発される貫手は、初しよ速そくで白い水すい蒸じよう気きの爆ばく発はつを伴った。

　一瞬で、来る、というよりも、届く。そんな攻こう撃げきが躊躇ためらいなく放たれた。

　しかし福島は落らつ下かした。加か速そく術じゆつ式しき〝逆さか落おとし〟をもって、回かい避ひの動どう作さを行った。

　足あし場ばはある。

　屋や台たい並びから宙に飛んだ果くだ物ものだ。

　柑かん橘きつ類るい。夏を知らせる黄き色いろい果か実じつを福島は足場に使った。爪つま先さきで触れ、

「〝逆落とし〟……！」

　落ちた。

　前方、武ぶ神しんよりやや前の空中を先行し、宙を連れん続ぞく落下する。

　身を回し、

「……っ！」

　福島は判はん断だんした。この敵の手の届く位置にいながら、ずっと回避を連続出来る足場の連れん鎖さは、どのルートだろうかと。

　福島は場を読む。一瞬の中で宙を見み据すえ、近きん距離と遠えん距離の位い置ち関係を把は握あく。その上で、空中にある物全ての移い動どう方向と速度、重さを捉とらえ、

「Ｔｅｓテスタメント．……!!」

　宙を舞った。

　そして、虚こ空くうを落下した彼女の手に落ちてきたものがある。

　一ノ谷だ。
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　武神ルール・デ・マリオネツタは、敵が武ぶ装そうを再さい獲かく得とくした事を悟さとった。

　受けた力を内部に包ほう括かつし、再発はつ射しやする神しん格かく武ぶ装そう、一ノ谷。

　先さき程ほど、武神の展てん開かい装そう甲こうが、確実にそれを打った。

　対武神の攻こう撃げきとしては弱い力かもしれないが、関かん節せつ部ぶや急きゆう所しよに打ち込まれれば別だ。

　ゆえに武神は、福島を敵と見なした。

　宙を行く、倒すべき相手と認にん識しきしたのだ。

　そして、武神ルール・デ・マリオネツタは、福ふく島しまを穿うがつために、

『──!!』

　全力した。





●






　一いつ瞬しゆんという時間を幾いく重えにも区く分ぶんした速度の中。

　武ぶ神しんと福島が、高速の応おう酬しゆうを繰り返した。

　宙を跳ね続ける福島の速度は、落らつ下かの連続累るい積せきだ。積み重なるごとに速さは上がり、宙を行く髪かみがたゆまず、直線に伸びていく。

　それを追う武神も、また己おのれを緩めなかった。

　右を前にした全ぜん速そくで、使用するのは右の貫ぬき手てと腰の展開装そう甲こう。

　武神は、右の砲ほうを落としているが、左の砲を使えない。

　福島の位置が、右腕うでの届く位置を保っているからだ。

　しかし、福島は攻こう撃げきを行わない。彼女も、用いる一いちノ谷たにに内ない包ほうされた力が弱い事を知っている。だから、空から隙すきを窺うかがい、タイミングを読む流れとなり、

「……ぬ！」

『く……！』

　お互いの体たい捌さばきと位置取どりの応酬に、武神が裁たち切りの決けつ断だんを行った。

　一度速そく度どを緩めた武神が、福島を手前の空中に置いたのだ。

　距離を開けた。

　約七メートル。それは人間のリーチではない。

　身長十二メートルの重じゆう武神にしても、最さい大だい限げんのリーチ範はん囲いだ。

　だから、武神は背の四枚翼よくを背後に叩たたきつけた。強ごう引いんな、甲かん板ぱん上の一いつ直線加か速そくを敢かん行こうする。

　高さ九メートルの位置にいる福島を狙ねらい、一いつ気きに前に出た。

　前進した。

　身が背から押され、反動で一度前まえにぶちまけられるようになる。

　その動きを利用して、武神は最後の攻こう撃げきを福島に飛ばした。別れ際の挨あい拶さつのように、すれ違いざまの一発として、貫手を放ったのだ。

　肩どころか、上じよう半はん身しんが全て入った一発だった。

　弧こを描き、しなった全身は、人の動きを再現した。

　伸びる。関かん節せつのワイヤーシリンダーを走らせ、

『おお……！』

　空中の人ひと影かげを、高速の鉄てつ指ゆびが捉とらえた。
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　福ふく島しまは手て順じゆんを重ねた。

　届く鉄の貫ぬき手てに対し、視し界かいから離さず、宙を連続で落ちた。

　単なる回かい避ひでは駄だ目めだ。

　……既すでに武ぶ神しんの速度が、こちらを上回って御ご座ざります！

　避けただけでは、腕が起こす衝しよう撃げき波はに巻き込まれる。

　しかも、内側に跳べば、前に出る武神の身体からだに撥はねられるのは必ひつ定じようだ。

　しかし、外に跳べば、もう二度と、自分は追いつけなくなる。

　……ならば──。

　福島は、更さらに手順を重ねた。

　方法は単純だ。宙を武神より前に、先せん行こうするように落ちながら、

「……と！」

　彼女は、空中にある屋や台たいの破は片へんを手に捉とらえ、脚あし側がわに放った。

　落らつ下かの足あし場ばを、自ら作ったのだ。それを彼女は確かに踏み、

「そこに御ご座ざります！」

　続く最後の足場を、福島は蹴けった。

　武神の貫手だ。飛ひ来らいする高速の先せん端たんを、連れん続ぞく落下の足が確かに触れる。その直後、

「……っ！」

　福島は貫手の指ゆび先さきを強く蹴り、落らつ下かした。
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　……行った！

　福島は、武神に対しての先行を確かく信しんした。

　場所としては、屋台の列を抜けた所。艦かん尾び側の広場の上空だ。

　艦かん橋きようまで三十メートルという位置の空中で、福島は勝利の流れを捉えた。

　距離は空あいている。

　だが、こちらのターンだ。

　敵は加か速そくしているものの、全身を前に振っている。それも、右腕を内側に振り抜いた状態だ。肩が首を護まもっているものの、敵の顔面素そ子しは覗のぞいている。

　狙ねらうなら、顔狙い。武神に対する攻こう撃げきとしては基本となるものだ。

　しかし、不ふ意いに福島は、色を見た。

　銀ぎんの色。平たく大きなものだ。それが、自分の見み据すえた射しや線せん上じようをこちらに突っ走ってくる。

　……は？

　疑問に思った心が、動どう作さを止めていた。が、その静せい止しが、生き死にを分けた。

　楯たてだ。

　武ぶ神しんの肩に接せつ続ぞくされた自じ律りつ駆く動どうの楯が、振りかぶられ、放たれていたのだ。

　敵の貫ぬき手ての上をたどるように、駆動器き任まかせの一発が来た。

　見えた。

　だから福ふく島しまは動いた。

「……く!!」

　一いちノ谷たにの砲ほう撃げきを、飛ひ来らいする楯に撃うち込んだのだ。
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　衝しよう撃げきが宙を割り、福島の身が吹っ飛んだ。

　楯に、そのまま直ちよく撃げきした訳わけではない。

　一ノ谷の砲撃によって速度が揺らいだ鉄てつ塊かいを、彼女は強く蹴けり跳ばし、

「……〝逆さか落おとし〟！」

　衝撃の抜ける方向に福島は落らつ下かした。

　落ちる。

　福島の身が、空中で仰のけ反ぞり、一いつ回転した。

　落下の加か速そくが行き過ぎ、速度が彼女を追い抜いたような形になったのだ。

　だが、身を回した動きは、落下の方向を正しく旋せん回かいに変える。

　三百六十度を回り、制せい御ぎよされた身は、半なかば横よこ倒だおしに、しかし宙を前に落ちた。

　だが、その軌き道どうがずれていた。

　彼女の身体からだは、僅わずかに艦かんの中央側、武神の正面に流れているのだ。

　武神の楯によるものだ。

　貫手の軌道は、フック気ぎ味みになっていた。内うち曲まがりのラインを伝うように来た一発は、それを蹴った福島を艦の中央側に飛ばす。

　そして、武神は砲を構えた。

　福島の一ノ谷に、その力を吸収される事を恐れていない。何な故ぜなら連れん射しやは可能だし、返されたとしても、楯がある。更さらには、

『足あし場ばがそちらにはないぞ!!』

　叫びと共に、武神が福島狙ねらいの砲撃を行った。

　三さん連れん射しやだった。





●






　武神ルール・デ・マリオネツタは、全ての流れを見ていた。

　最初、空中にいる福ふく島しまが振り返ったのを、彼の視し覚かく素そ子しは確かく認にんした。

　結ゆった髪かみが踊り、構えられた一いちノ谷たにの向こうでは、鋭い目がこちらを見ていた。

　敵てき意いの目ではない。

　戦せん意いの目だ。

　その目の正面。自分と彼女の間で、砲ほう弾だんが炸さく裂れつした。

　一ノ谷が、初しよ弾だんを受けたのだ。

　そして受け切れぬ衝しよう撃げきに、福島が吹っ飛んだ。

　彼女の吹き飛ぶ軌き道どうは武神ルール・デ・マリオネツタの計けい算さん能力で予よ測そく出来ている。

　後あと追おいの二発の内、二発目が、確実に福島の五ご体たいを捉とらえる。

　何な故ぜなら、彼女が飛ばされた方向には、足あし場ばがないのだ。空中に何かの破は片へんが舞っていると言う事も無い。そうなるように、貫ぬき手てと楯たての二に連れん打だで調ちよう整せいを入れた。

　ゆえに、彼女はどうしようもない。

　それに、こちらはまた、逆さか落おとしという加か速そく術じゆつにも警けい戒かいをしている。

　あの術は、無む制せい限げんではないようだが、進しん行こう方向への連れん続ぞく落下を可能とする術じゆつ式しきだ。今、空中を吹き飛ばされた彼女が、その方向に連続落下した場合、どうなるか。

　後追いの一発目は、その方向への追つい撃げきだ。

　だからもう、彼女に逃げ場はない。

　武神は加か速そくした。吹き飛ぶ福島の運うん命めいを決めるために瞬しゆん発ぱつした。

『おお……！』

　左の長なが槍やりを摑つかみ、前に出たのだ。

　槍にて、福島を貫つらぬくためだ。何故なら、

『最初の一発、内ない包ほうしただろう……!?』

　こちらの追撃を、それで無む効こう化かする可能性がある。

　そんな行いを止めるために、武神は加速した。

　手を抜かない。自分の追撃に追いつき、タイミングを重ねるようにして、武神が槍を叩たたき込む。右前に出していた半はん身みを引きながら、左背の翼つばさを先に振った速度の追つい加かで、福島に砲弾と長槍の同時攻こう撃げきをぶち込んだのだ。

『──行け！』
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　全ての攻撃が、相手に届いた。

　やった、と、武神ルール・デ・マリオネツタの視し覚かく素そ子しが捉とらえた時だった。

　武神の搭とう乗じよう者しやは、ある事に気付いた。

　福島の行く先に、足あし場ばが生じているのだ。

　果くだ物ものや、屋や台たいの破は片へん。

　それは自分が作ったものではない。右う舷げん側がわでは、既すでにそのような戦せん場じようの破は壊かいが終了していたし、左さ舷げん側では、こちらよりやや遅れた進しん行こうがあった筈はずなのだから。

　……ならば──。

　と思った視し覚かくは、一つの火ひ花ばなを見た。

　視線の先にある三番艦かんの円形艦かん橋きよう、その正面装そう甲こうに高速砲ほう弾だんが激げき突とつしたのだ。

　左舷側の武神ルール・デ・マリオネツタが放った一いち撃げきだった。

　意味は解わかる。

　艦橋狙ねらいの射しや線せんを取るために、左舷の仲間が、中央部の屋台並びを穿うがったのだ。

　その結果、艦かん尾び広場の宙に、屋台の破片がぶちまけられた。

　……まさか……!?

　敵、福ふく島しま・正まさ則のりの動きに、武神の搭とう乗じよう者しやは、存在しない息を詰めた。

　彼女は、この状態を読んでいたか、と。

　思い当たる節ふしはある。先さき程ほど、こちらと速度の応おう酬しゆうをする際、福島は確実に周囲の全ぜん域いきを把は握あくしたのだ。

　あの時の高度ならば、左舷側の動きも見えていたはず。ならば、

『読んだと言うのか……!?』

　これが答えだと言うように、福島が動いた。

　宙に飛んできた足場を蹴けって、こちらの砲弾と槍やりを左にかわしたのだ。

　回かい避ひされた。

　自分は今、全力で左の突き込みを行っている。

　それは、左ひだり外そとから見れば、左腕うでと楯たてでガードはしているものの、

　……楯を……！

　顔をかばわねばならない、と、そう思った瞬しゆん間かんだ。

「落ちろ！　──一いちノ谷たに！」

　武神の搭乗者は、顔面の左に破は損そんの衝しよう撃げきを受けた。





●






　清きよ正まさは、右舷側の戦せん闘とう結果を見た。

　……福島様さま！

　歓かん喜きとも、安あん堵どとも取れる思いが心の中に生まれる。だが、まだ戦闘は続ぞつ行こう中ちゆうだ。

　自分が相手をしていた武ぶ神しんは、右みぎ腕うでを断だん裂れつ。

　福島が相手をしていた武神は、左さ顔がんを破損。

　しかし、そのどちらも痛つう覚かくと情じよう報ほう伝達遮しや断だんがすぐに為なされている筈はずだ。たとえ右腕が断たれても、体たい幹かんの管かん理り情報制せい御ぎよには擬ぎ似じ重量計けい算さんが為なされ、すぐ両腕うでがあった時と同どう様ようの機き動どうを出来るようにさせる。

　まだ、武ぶ神しんは力を失っていないのだ。

　ゆえに清きよ正まさは、カレトヴルッフを構え、敵を追った。

　まだ、武神が、自分達の損そん傷しようを理り解かい出来てないうちに、

　……沈めます！

　そのためにも、清正は叫んだ。

「福ふく島しま様！」

　ここで、二人の力で二に機きを倒し、戦せん果かとする。それこそが、

　……福島様の憤いきどおりを、解かい除じよする入口になれば……！

　思い、心の動きを果たすために、清正はカレトヴルッフを武神の背に向けた。

「果てなさい……！」

「おっと」

　いきなり、声が来た。

　それも自分の正面。今まさに砲ほう撃げきを行おうとしているカレトヴルッフの前に、一つの影が立ったのだ。

　老ろう人じんだった。
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　福島は、目の前に、その影が立ったのを見た。

　老人だ。

　着ちやく地ちから、武神を追つい走そうしようとした瞬しゆん間かんだった。

　極きよく東とうの夏服を気き軽がるに着込んだ男。

　背は低く、髪かみは薄く、何ど処ことなく人の良さそうな笑えみが有る。しかし、

　……は？

　ふと、福島は、眼がん前ぜんの老人に対し、目の焦しよう点てんが定まらなくなるような感覚を得た。

「────」

　急ぎ、頭を振る。汗あせか、緊きん張ちようによるものか、原因は解わからないが、福島は乱れた両の目の焦点を定める。すると、

「鋭いですなあ」

　声が聞こえた。老人の声としては、やや張りがある。

　その姿すがたは、背は低く、髪かみを総そう髪はつに、頭には丸まる帽ぼうをかぶったものだ。

　先さき程ほどと違う老人だった。だが、

「宜よろしいか」

　声は違えど、喋しやべり方は同じ。

　そんな彼を見て、福ふく島しまは、一つの事実に気付いた。

　自分が、一いちノ谷たにを握る手に、全力を込めている事を、だ。

　……これは……！

　福島は思った。今、眼がん前ぜんにいるのは、

　……人の形をした化ばけ物ものに御ご座ざります……！
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　勝かつ家いえを前にした時に近い、と、福島は思った。

　否いな、勝家自じ身しん、自分の持つ気け配はいを、強ごう引いんに内に秘めているところがある。

　だが、目の前にいる老人は、それを隠かくさない。

　見た目ではない。内側にある、人の型に入り込んでいるだけの圧あつ倒とう的な存在。

　巨きよ大だいと、そう言えばいいか。

　それが動いただけで、こちらは踏み潰つぶされる事を覚かく悟ごせねばならないような、息をするだけで刺し激げきをしてしまうのではないかと、そんな懸け念ねんの働く存在。

　目の前にいるのは、それだ。

　今はただ、戯たわむれに、こちらと話しているだけに過ぎない。

「貴き殿でんは……」

　何者だ、と問おうとした。しかし、

「ほほう」

　老ろう人じんが、小さく喉のどで笑った。

「目の前にしてそれだけ言えるとは、上じよう等とう上等。──筧かけいや佐さ助すけよりも割り切りがいい」

　そして福島は気付いた。老人が、いつの間にか広げた扇せん子すを手にしている事と、

　……向こうの武ぶ神しんが、動いていない!?

　先さき程ほどまで、高速の疾しつ走そうと加か速そくを自分達は遣やり取とりしていた筈はずだ。

　そこに老人が飛び込んで来て、言葉を交わした。ならば、既すでに武神達たちは艦かん橋きようへと攻こう撃げきを仕し掛かけていていいはずだ。

　場合によっては、既に艦橋を破は壊かいし、四番艦かんに向かっていてもおかしくない。

　それなのに武神達は止まったままだ。

　否いな。

　……周囲……。

　福島は、視線を老人に留とどめたまま、周りを見た。

　止まっている。

　何もかも。屋や台たいの破は片へんや宙に舞っていた果くだ物ものも。埃ほこりや、加か速そくで生じた水すい蒸じよう気きの煙さえも、まるで立りつ体たい的てきに描かれた絵のように止まっている。

　と、不ふ意いに声が聞こえた。

「はい」

　老ろう人じんが、扇せん子すを閉じたのだ。

　すると、あるものが消えた。

　武ぶ神しんだ。

　二に機きの武神が、左右からその巨きよ体たいを消していく。舞台上じようの幕が両側から閉じるように、銀ぎんの敵てき影えいが搔かき消える。その消しよう失しつは、

「さて」

　と扇子を閉じ、手て首くびを振るのと同時に終了した。

　直後だ。福ふく島しまの耳は声を聞いた。

「福島様さま！」

　右う舷げん側がわ、艦かん尾びを向いている自分にとっては左側から、清きよ正まさの言葉が届いてくる。

「この男──」

　化ばけ物ものの正しよう体たい。それは、

「真さな田だの第一特とく務む、加か藤とう・段だん蔵ぞうです!!」
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　清正は、目の前の相手を知っている。

　加藤・段蔵。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、戦せん国ごく時代における最強クラスの忍にん者じやの一人だ。上うえ杉すぎ家けに仕つかえていたが、その才さい覚かくを戯たわむれに試した際、存在を恐れた上杉家から追われる身となり、

　……多た大だいな損そん害がいを与え、武田側に身を寄せたとか。

　真田に流れたのは、そういう経けい緯いだろう。

　自分は、彼と会うのはこれが初めてだが、知ち識しきとして知っている。何な故ぜなら、

「加藤・段蔵は、上越露西亜スヴイエート・ルーシに荷か担たんしていた歴史再さい現げんがあります。だから、ノヴゴロドに入り、市長マルファに仕えていた筈はずですね……？」

「よく知っておられる。ノヴゴロド攻ぜめの際の事じ前ぜん調査か？　ならば──」

　老人が、口くちの端はを上げた。中ちゆう背ぜいの肩の上、禿とく頭とうを頂いただいた顔を笑えみにして、

「知っておろう？　加藤・段蔵、またの名を、幻げん術じゆつ使つかいの〝飛び〟加藤と」

　充分知しっている。

「戦せん国ごく時代最さい強きようの忍者の一人。──しかし、幻術とは名ばかりの、実じつ害がいをもたらす〝戯たわむれ〟を用いるとか」

「遊びは面白い。そうでしょう？」

　言った老ろう人じんが、いつの間にか手を掲かかげていた。

　右の手ての平ひら、そこに乗っているのは、

　……私？

　人形だった。二に頭とう身しん程ほどの、紙で出来た張はり子この人形だ。

　老人、段だん蔵ぞうの手の上で、ふと、その人形が動いた。両の腕で自分の顔を挟むと、こちらに向け、笑えみを作る。そして、

「キヨ殿どの!!」

　福ふく島しまの声と同時に、人形が自分の首を胴どう体たいから外した。

　直後。清きよ正まさは、自分の首が斬ざん撃げきされたのを悟さとった。
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「キヨ殿！」

　福島の叫んだ先、崩くずれた屋や台たいの列の向こうで、血ち飛沫しぶきが宙に舞った。

　何がどうなっているのか解わからないが、清正が一いち撃げきを受けたのだ。それも、

　……急きゆう所しよに御ご座ざりますか!?

　しかし、吐と息いきが聞こえ、声がした。

「流石さすが、十じつ本ぽん槍やり。──この程度で素そっ首くび落とす事は出来ませぬか」

　福島は振り返らない。

　……この相手は──。

　定かではないが、福島は思った。この敵は、〝見てはならない〟のだ、と。

　だから福島は、敢あえて清正に視線を向けたままでいた。すると、

「──大だい丈じよう夫ぶです」

　清正の、静かな口く調ちようの言葉が聞こえた。

　だが、位置が違う。先さき程ほどまでの、老人の正面至し近きんではない。彼女はそこから数メートルを下がった場所にいた。

　斬撃を受ける瞬しゆん間かん、カレトヴルッフの加か速そくで後こう退たいしたのだ。

　そして彼女は、眼がん前ぜんにカレトヴルッフの刃やいばを立てた。

「人形遊あそびで人を殺せると思っているとは、幻げん術じゆつ使つかいも甘いものですね」

　清正の首くび元もとで、出しゆつ血けつはまだ収まっていない。だが、彼女の首には薄うす青あおい流体エーテル光こうの束たばが結びつき、傷きず口ぐちを押さえに掛かっている。

「──何をしに来ました？　真さな田だが毛もう利りに荷か担たんするなど、聞いた事もありませんが」

「私し怨えんですよ。──私以い外がいの」

　段蔵が呟つぶやく声を、福島は聞いた。

「私は、真さな田だで、〝要いらず〟を名乗る者達に、大だい先生と、そう呼ばれていましてね」
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　清きよ正まさは、体温のこぼれが首から胸の間を流れるに任せ、眉まゆをひそめた。

　正面。老ろう人じんが口に扇せん子すを当てて笑う。

「それだけ言えば、──相あい対たいの理由は上出来でしょう」

「意い趣しゆ返がえしですか？」

　いやいや、と段だん蔵ぞうが扇子の向こうで笑った。

　彼は、額ひたいに扇子を当て、自分の頭を軽く叩たたく。その瞬しゆん間かん。

「貴女あなた達は、──失わなくていいものを、覚かく悟ごの場に追い込んだ。その理由を、問いただしたいと、そう思っているのです」

　と、彼の扇子が、その頭を叩いた。

　直後。全てが消えた。

　段蔵も、武ぶ神しんも、周囲に止まったままだった瓦が礫れきや破は片へんも。

「え……？」

　戦せん闘とうの跡あとはある。縁えん日にちは破は壊かいされている。自分のカレトヴルッフは、一本が手て元もとだが、もう一本は艦かん尾び側に武神の大おお楯だてと共に転がっている。

　そして自分の首も、

「…………」

　血が、手を染そめていた。

　食らったのだ。

「キヨ殿どの！」

　福ふく島しまの声を聞きつつ、清正は息を吸った。

　腹と、脚あし、特に膝ひざに力を入れようとする。だが、

「あ、と」

　間に合わない。出しゆつ血けつに力が崩くずれ、清正は尻しり餅もちをついた。
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　清正は、脱だつ力りよくを感じた。

　原因は、出血もあるが、緊きん張ちようからの解放が何より先に立つ。そして、

「……！」

　駆かけつけ、目の前に立った福島を、清正は見上げた。

　笑えみを作って見せるが、逆ぎやく効果かもしれない。彼女の向こう、艦かん尾びを越えた位置にいる四番艦かんからは、武神の迎げい撃げきに出ていた皆がこちらに声を送ってくる。

　凌しのいだと、そう言っていい現げん場ばだ。

　結果として、福ふく島しまはこの戦せん場じようを勝利したと言っていい。

　だが、清きよ正まさは、福島を見ていた。

　俯うつむいた彼女の顔は、座り込んだ姿し勢せいの自分からはよく見える。

　眉まゆを歪ゆがめ、口を結ぼうとして、出来ない。ただ、一いちノ谷たにを握る手が震えている。

「く……」

「福島様さま」

　清正は、福島が言おうとして潰つぶした言葉を、敢あえて言った。

「悔くやしいですね」

　武ぶ神しんの迎げい撃げきに出て、撃げき破は出来るかと思えば、新たな敵の介かい入にゆうに止められた。

　それも、圧あつ倒とう的な理り不ふ尽じんの力だ。武神を消し去り、跡あと形かたもなく自分を消す。更さらには、

　……私と、福島様の目の前に、同時に現れましたよね……。

　幻げん術じゆつ使つかいとしては、あのくらいは普通だと、そういう事なのだろう。

　だが、そうしてみれば、結果は違う。

　自分達は凌いだのではない。

　見み逃のがされたのだ。

　だからというように、福島が、首を前に倒した。

　彼女は、もはや俯きではなく、前まえ髪がみで表情を隠かくし、

「くそ……」

　握り潰つぶさんばかりに、一ノ谷の柄つかを握り、彼女が叫んだ。

　憤いきどおり。

　今まで、前を行く事に焦あせっていた彼女が、足を止め、現状を飲んだ証あかし。

　口を大きく開け、前髪の向こうで涙をこぼし、

「あああああぁ……[image: ]」
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　清正は、福島の咆ほう吼こうを聞いた。

　ノヴゴロド以来、溜たまっていたものを、ようやく吐き出す叫びだ。

　砕くだけ、破は壊かいされた縁えん日にちの甲かん板ぱん。まるで暴ぼう風ふうに晒さらされた街のような堆たい積せきの上で、清正は、福島の叫びを頷うなずきで迎えた。

　……ようやくです。

　最初の、水み戸とでの相あい対たいから、ここに至るまで。

　敗はい北ぼくした自分達を補ほ正せいしていいものかどうか迷い、ただ敵を追えば何とかなるのではないかと、そう思っていたものが、

　……ようやく、認めた訳わけですね。

　自分達は、未み熟じゆくなのだと。

　だから、清きよ正まさは言った。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　言いつつ、清正は自分の限げん界かいを悟さとる。

　流石さすがにいろいろなものを使い切ったと、内ない心しんで吐と息いきしつつ、清正は言葉を作った。

　前まえ髪がみの向こうから涙をこぼし、咆ほう吼こうを唸うなるような息に変えた福ふく島しまに、

　……大丈夫。

「今度は、私達が再さい起きする番ですよ」

　告げている自分の顔は、笑えみだろうか。

　清正は目を閉じた。

　そのまま、陽よう光こうが暖かいと思いながら、清正は仰あお向むけに倒れた。







[image: 第四十六章『送り出し部屋の男女』]
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「で、準じゆん備び出来たの？　──って、ほら、竹ボトル早さつ速そく忘れてる」

　六ろく畳じよう洋よう間まの部屋の中で、少女の声が響ひびいた。

　車くるま椅い子すの駆く動どう音おんとともに、竹のボトルを手渡すのはミリアムだ。彼女は、膝ひざに乗せた半はん透とう明めいの少女が、

「ぱぱ、どこかいくのー？」

「ぱぱねー？　他の女と地上に行っちゃうのよー？」

「ままをすてるの……!?」

　真ま顔がおで問われて、東あずまは考えた。

「何て言うべき？　ミリアム」

「私も、そこまで深しん刻こくな反応が来るとは思ってなかったわ。……でも本当に、ぱぱ、何人もの女とバカンスなのよー？」

「や、やめてよミリアム！　移い動どう教室なんだから」

「こっちに気を遣つかって、行きたくないとか言わないだけ良かったわ」

　と、彼女は部屋のあちこちに視線を飛ばす。

「忘れ物は？」

「あるかなあ……」

「毛もう布ふ持ち込みでしょ？」

「あれ？　そうだっけ……」

「外で寝ね泊とまりするのに慣れてないわねえ……。あ、縛しばる紐ひもなら、私のベッドのバンド使って。布ふ団とんが落ちないようにするやつだけど、充分でしょ」

　急いで梯子はしごを登って、毛布を抱えてくる彼に、ミリアムは苦く笑しようする。

「そのザックの下、ラッチにつけられるでしょ？」

「ああ、これ、そう使うんだ……」

「KENDOの修しゆ験げん者じや用ようなんて、結けつ構こう高いブランドのを買ってくるから、詳しいかと思ったら」

「店の人に聞いたらコレ勧められただけだよ」

　成なる程ほどねー、とミリアムが納なつ得とくの頷うなずきを作る。

「いい客だわ」

「うん、そう言われた」

「……意味解わかってる？　訳わけないわね」

　ミリアムが半はん目めで問うと、東が考え、ややあってから、首を傾かしげたまま問い返した。

「……余よはよく解らないけど、お説せつ教きよう、入る？」

「暇ひまが無いでしょ？」

「うん。ええと、……御ご免めん」

　東あずまの言葉に頷うなずき掛け、ミリアムがその動きを止めた。

　あのね、と彼女は前まえ置おきし、

「ちょっと今の、無む茶ちや苦く茶ちや勘かん違ちがいよ？　別に私、貴方あなたにお説せつ教きようなんて、したくないんだから。──大体、女としては、そういうのしなくて済む男の人の方が有あり難がたいんだから」

「じゃあ、そうなれるよう頑がん張ばる」

「……意味解わかってる？　訳わけないわね？」

　ミリアムが半はん目めで問うと、東が考え、ややあってから、首を傾かしげたまま問い返した。

「……余よはよく解らないけど、お説教、入る？」

「だから暇ひまが無いでしょ？」

　ループしても仕方が無い。

　そしてミリアムが、毛布をつけたザックを背負う東を点てん検けんする。彼女は、用意物をメモしていた紙を手にして、それと東を見み比くらべ、

「うん、タオルを荷物に入れちゃってるのが致ち命めい的な気もするけど、大だい丈じよう夫ぶだと思うわ」

「凄すごい前置きやめようよ」

「いいから。──私はそっち行けないけど、代わりに家の中は護まもってるから、行ってらっしゃい。帰ってきた時、楽しい話が出来るようにしておいて」

「……皆、本ほん気きで天てん竜りゆうと戦せん闘とうする気なんだけど」

「昨夜のは凄すごかったものねえ」

　ねえ東、とミリアムは力を抜いた表情で言う。

「昨夜の見て、ちょっと考えてたでしょ？」

「────」

　黙だまった彼に、彼女は言う。

「図ず星ぼし」
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　ミリアムは、東が考えている事に対して、大体の見けん当とうをつけている。

　このところで、散歩にも付き合ってくれるし、半はん透とう明めいの少女の世せ話わもしてくれる。しかしその際に、彼が何かを言おうとして迷っている気け配はいを感じるのだ。

　自分は、促うながす性格ではない。

　待つのには慣なれているのだ。

　しかし、今は、促せる時間かもしれない。そう思って、ミリアムは言った。ザックを背負って、準備を終えた彼に対し、

「──何か言う事、ある？」

「え？」

「うん。このところで、何か考えてるでしょう？」

「ああ、……うん」

　問いかけの内容を、東あずまが認めた。

　ならば後は、どうするかと言う事だ。が、そこから先、どう言えば安全かが、ミリアムには思いつかなかった。

　何を考えてるの？　と、問う事は簡単かもしれない。だけど、彼が迷ってた時間を思うと、気き軽がる過ぎて、否ひ定ていが来るようにも感じられて。

　だが、今の彼に必要なのは、気軽という、その事だろうとも思うのだ。

　しかし、

　……駄だ目めね。

　促うながしを作ったのは自分だ。だからそのまま、言葉を続けようと思い、

「あのね」

「ミリア──」

　言葉が、ほぼ同時に出た。

　東が顔をあげ、こちらは言葉をつぐむ。

　そして、反応が早かったのは自分だった。

　ミリアムは、促しの手を差し出し、

「何？　先にどうぞ」

「あ、いや、ミリアムは？」

　こっちの手て筈はずを崩くずすのが上う手まい人だわ、とミリアムは思う。やれやれ、と心の中で覚かく悟ごの溜ため息いきをしながら、ミリアムは言葉を作った。

「何が言いたいの、って、そう言おうとしただけよ」

　これで、こっちも、彼に興きよう味みが強い事を晒さらしたようなものだ。

「教えてくれる？」

　問い掛けに、東がすぐに頷うなずいた。

　彼は、意味も無く左右を見渡し、

「昨夜もだけど、ここのところで思ってるんだ。──余よに出来る事は無いか、って」
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　やっぱりね、とミリアムは思った。

　このところ、散歩に付き合ってくれるのも、少女の世せ話わを手伝ってくれるのも、

　……全部、〝自分に出来る事〟を探してるようなものね。

　バイトも入れるようになったし、この人の意識は大きく変わってきているのだ。

　世せ話わをされ、気き遣づかわれる方から、世話をして、気遣っていく方へ。

　そして、武蔵むさし全体が、世界に対してのアプローチを必ひつ死しに続けているなら、

「余よの友達……、というか、皆が頑がん張ばる一方で、他の国だって同じなんだ。

　今、敵であるP. A. Odaだって、中では皆が頑張ってると、そう思う」

「相手の理解は大だい事じだけど、身み内うちじゃない相手に感情移い入にゆうは駄だ目めよ？」

「解わかってる」

　ただ、

「余は、そういう、身内とか何とか、飛び越えた部分から、……アプローチ？　そういうのが出来るんじゃないかと、そう思うんだ」

「どうしてそんな事を思ったの？」

「いろいろ見たりもしたけど、……ノヴゴロドに行く際さいかなあ」

　と、自分の腕の中、半分程ほど沈み込んだ半はん透とう明めいの少女が言う。

「としょしつ──」

「そうだね」

　東あずまが笑った。そして、彼はこう言った。

「泰やす衡ひら公こうと皆が話をしている時、こんな風ふうに思ったんだ。副ふく会長の本ほん多だ君が思し案あんして、浅あさ間まさんが躊躇ためらったり、葵あおい君くんがフォローしたりと、いろいろあったけど、ああいう、歴史の話で、今の世の中の方のしがらみとか、そういうのがあるなら」

「あるなら？」

「余が、責任を──」

「はい間違い」

　悪い、と思いつつ、ミリアムは吐と息いきした。

　……馬ば鹿かねえ。

　この人は、変なところで、皇こう族ぞくの生活からくる考え方が抜けてない。

「悪い事になる責任は、取らない。皆でいい方に解決する。──うちのクラスの皆なら、そんな風ふうに言う筈はずよ」

「でも──」

「現げん場ばにろくに出ない貴方あなたが責任取るなんて、傀かい儡らいそのものじゃない。武蔵のイメージが悪くなるだけよ。大体、還げん俗ぞくしてるんだし」

　だから、とミリアムは、右の人ひと差さし指ゆびを上げた。

　何な故ぜ、こんなにいらだってるのかしら、と思いつつ、

「責任なんて言ったって、誰だれも真ま面じ目めに捉とらえてくれないわ。だったら──」

「何？」

「アドバイスくらいにしといたら？」

　一応、という感じで言ってみた。だが、

「ミリアム」

　東あずまが、眉まゆをやや上げて言う。

　彼の語ご調ちようが強い事に対して、ミリアムはこう思った。ひょっとして〝馬ば鹿かにしないで〟とでも言われるのか、と

　すると、東が言葉を繫つなげた。

「余よはね？　──アドバイス出来る程ほど歴史とかに詳しくないよ」





●






　東は、自分の言葉に確かく信しんをもって頷うなずいた。

　何しろ、皇こう族ぞくの歴史は〝表おもて向むき〟の歴史だ。これはノヴゴロドに行く前、図書室しつで三さん要ようの話を聞いていて、よく解わかった。

　大体、それらの話題ならば、ネシンバラや浅あさ間まがいる。彼らの知ち識しき量りようやバックにあるものに対して、自分のそれはあまりにも小さい。ときたま、こちらの少ない知識と、向こうの知識の欠け方が等しい場合もあるだろうが、それはアドバイスとは言えない。

　……余は、無む知ちだなあ。

「その辺りは解ってるんだ」

　ゆえに、

「責任、ってそう思ったりもする訳わけ」

「貴方あなた、私の予よ測そく以上だわ」

　やった、褒ほめられ──、てない。あの半はん目めは違う。経験で解る。昔はこの経験が無くてよく狩かられた。

　だが、ミリアムが、半はん透とう明めいの少女を深く抱いて言う。

「する事あるのかしら」

「今は、バイトしたりで、生活出来るようになる事かなあ」

　東は、いろいろな事が振り出しに戻ったような感を得る。これだったら、もっと早く話をして、リスタートなり方向転てん換かんなりの指し針しんを得た方が良かった、と。だが、

　……あ。

　そんな事を思う自分は、やはり、〝何かをしたい〟のだろう。

　それは恐らく、自分の中で決まってしまっている事なのだ。だって、

　……皆、頑がん張ばってるんだよなあ。

「あのさ」

　いきなりだけど、と思いながら、東は言う。

「皆、生活するだけで、大変だよね」

「よく気付いたわね。自じ給きゆう自じ足そくするにしても、労ろう力りよくいるものね」

　うん、と東あずまは頷うなずいた。

　最近になって気付いた事があるのだ。

　……働いて、生活してるんじゃないんだよなあ。

　武蔵むさしという国の、人によってスケールは違えど、〝一部〟を担になっているのだ。

　市いち場ばのレジ打ちのバイトをしていても、そうだ。自分は、市場を管理している企き業ぎよう帯たいの一部になっているのではない。武蔵に所しよ属ぞくする企業帯が持つ市場、その一部を担たん当とうしているのだ。

　もし、自分がそこを抜ければ、武蔵の中に、空くう白はくが生まれる。

　その空白は別の人が入ってきて埋めるだろうが、武蔵を構こう成せいするピースの入れ替えである事には代わりが無い。

　給きゆう金きんも、企業帯がお金を刷すっている筈はずもないので、結局は武蔵内に循じゆん環かんする金が、武蔵の一部を担当した者の手に、企業を通して回ってくるだけだ。

　自分は、働く事で、何らかの形で武蔵の一部を担当している。

「……ここのところで、武蔵の補ほ修しゆうを手伝って、お金貰もらった時、何となく思ったんだ」

「自分が武蔵を〝作ってる〟感、高いものね」

「うん……、実じつ作さ業ぎようやってる僕達もだけど、ものを運んでるナイト君やナルゼ君も、料理の配はい給きゆうやってる御お広ひろ敷しき君なんかも、皆、ね」

「だったら、そこで済ませられないの？」

　ミリアムの問い掛けに、東は、うーん、と考えた。

　数すう拍はくの後、あのさ、と前まえ置おきつきで、東はミリアムに言う。

「葵あおい君くんとホライゾンが、言ったんだ。自分達には何も出来ないから、助けて貰もらってばかりだから、生き方の責任取って欲しい人は、自分のとこに来いって」

　そう、とミリアムが少女を抱いた。

「ぱぱ、男のところに行っちゃうのよ……」

「ぱぱ、おとこずきー？」

「そ、そういうのやめようよ」

　東は、吐と息いきをつけて、口を開く。

「余よには、あれだけの事は言えないし、責任取って欲しい程ほどの生き方？　……って、そういうのもしてないなあ、って思うんだ」

「そこまで行くと、人にん間げん関係出来てない限りは、うっとうしい部分もあると思うわよ？」

　確かに、と東は思った。今のところ、浅あさ間まとミトツダイラが、そちらの方に行きつつあるが、主しゆ従じゆうや、昔からの密みつ接せつな付き合いと言った強きよう固こな関係が、そこにはある。

　だが、それとは別で、

「余の立場って、他の人には無いもので、これを使えないかな、って思うんだ」

「時間が経たつと賞しよう味み期限も来ちゃうしねえ……」

　頷うなずきながら言われると、どうしようもない。ただ、

「皆には相談したの？　特に王様」

「いや、まだ」

「じゃあ、移い動どう教室の際にでも相談しなさいよ。向こうはそういう事の専せん門もん家かなんだから、貴方あなたが有ゆう用ようなら答えをくれる筈はずよ」

　ミリアムが、そう言って、車くるま椅い子すを前に、こちらに出してきた。

　何？　と思う自分に対し、ミリアムが半はん目めで言う。

「──行かなきゃいけない時間でしょ？」

「あ、そうだね。有あり難がとう」

「どうしたしまして。ドアのとこまでだけど、送るわ。──あと」

　彼女が、吐と息いきとともに、こう言った。

「貴方が何をしたとしても、どうあったとしても、私達のところに戻ってくるなら、いつも通り普通になる事。それだけは約束して」

　何な故ぜなら、

「お互いの生活には干かん渉しようしない約束は、もう崩くずれちゃってるんだから、これ以上は困るわ」







[image: 第四十七章『水縁の議論者達』]
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　水の音が、大きく落ちて、広く流れている。

　渓けい谷こくの中、落らつ下かする滝たきから流れた水が石の河かわ床どこを通つう過かしていく響ひびきだ。

　水の流れは滝たき壺つぼ側がわで緩い。だが、そこからは次の滝に向けて、河床が上がるにつれ、川かわ幅はばは広くなる一方で流れが速くなる。

　水の流れは石によって一いつ定ていではなく、せせらぎの音が跳ね続けている。

　そんな小さな飛沫しぶきの群むれ音おとには、声も混じっていた。

「行くで御ご座ざるぞー」

　滝壺の前、水着姿すがたの二ふた代よが蜻蛉とんぼスペアを振り回した。

　そして彼女は刃やいばに滝壺が映る角度を数すう度ど試ためし、

「結べ、──蜻蛉スペア！」

『御ご了りよう解かい──』

　滝壺が割れた。

　底の側、潜ひそんでいたり、滝を昇るために一度沈しずんでいた魚さかな達たちが、慌あわてた動きで跳ね上がる。それを取っていくのは、アデーレやミトツダイラであり、その保ほ管かんを行うのは、

「フフ、こっち、生いけ簀すが出来たわよ？　あと、向こう、温泉が湧わいてたから、直なお政まさが女おんな湯ゆを作ってるわね」

　川かわ縁べりの大おお石いしから、川の中に脚あしを突っ込んでいるのは、ホライゾンと喜き美みだ。

　その横の、石を組んで作られた温泉の場では、直政が囲いの出来を確かめており、更さらにその傍かたわらでは、石の河原かわらに突き立った長ちよう大だいな竹たけ槍やりを前にして、浅あさ間まが表示枠サインフレームを広げている。

　すると、滝壺側から脱いだ夏服のシャツを袋ふくろ代がわりに、ミトツダイラが魚を運んできた。

「一人一いち尾びは、何とか行けそうですわね」

　彼女の横、同じようにやってくるメアリが、周囲に何かの精せい霊れいらしい光を纏まとわせている。

　メアリは、その光に小さく幾いく度どか頷うなずき、

「川かわ魚ざかなは、まだ獲とっても大だい丈じよう夫ぶそうですね。今年は水が豊富で、遡そ上じようも多いそうなので」

　そして彼女は、生け簀に脚を突っ込んでいる幾いくつかの姿すがたを見た。

　正まさ純ずみと、成なる実み、そして誾ぎんだ。

　彼女達は、今、数枚の表示枠を広げて検けん分ぶんを行っている。それは、

「伊だ達て家け副ふく長ちよう、立たち花ばな嫁よめ、──この速報、どちらが本当だと思う？　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 のものだ。少々判はん断だんがつきにくいので、頼みたい」
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　そうねえ、と成実は頷き、手て元もとの表示枠を見た。

　伊だ達ては、教きよう導どう院いんとしては戦せん闘とう系けいに属する方だ。そんな場所の元もと副ふく長ちようといえば、確かに情じよう報ほう関係の読み方には慣れている。

　成なる実みは、浅あさ間まの承しよう認にんつきで手元に送られた文ぶん書しよ二枚を見比べた。独どく仏ふつ二国、原げん文ぶんそのままの瓦かわら版ばん号ごう外がい。どれも仏蘭西フランス弁べんと独逸ドイツ弁べんで書かれたものだった。

　内容は、午前に行われた戦闘の結果についての本ほん営えい報告だった。だが、

　……随ずい分ぶんと、二国の情報に差があるわね。

　と、思った時だ。横の誾ぎんが呟つぶやいた。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの発表では、武ぶ神しん隊たいのエース二に機きが、羽は柴しばの先せん行こう艦かんを二艦撃げき沈ちん、十じつ本ぽん槍やりの二人を倒した、……ですね」

　この人も他た国こく弁が読めるのね、と成実は思う。そして、

　……張り合う訳わけじゃないけど。

　成実は、誾が何か言うより先に言葉を作った。

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の方では、六護式仏蘭西の武神隊エースを二機撃げき破は、先行艦を護まもり切った、ね」
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　誾は、伊達家副長の言葉に、こう思った。

　……この方も、独逸弁を読めるのですね。

　流石さすがは伊達の副長、と誾は素直に感かん嘆たんした。

　張り合うつもりはない。

　向こうは元副長。自分は元第三特とく務むだ。役やく職しよくの位い階かいが違う。

　張り合ってはならない。ゆえに、

・立花嫁：『宗むね茂しげ様さま、副長と第三特務、どちらが偉えらいと思いますか？』

・立花夫：『え？　それは、誾さんの事ですか？』

・立花嫁：『たとえば、の話です』

・立花夫：『ああ、成なる程ほど、でも誾さんは気にしなくていいと思いますよ？　何しろ、元第三特務と、そういう事にもなる訳ですから。一般生徒です』

・立花嫁：『元、ですか』

・立花夫：『私が、そうなってしまったからですけどね』

・立花嫁：『……じゃあ、元、でいいです。それでいいです』

　そうでした、と誾は思った。元、であるならば、もはや第三特務である事は関係ない。そして向こうも、元副長なのだ。

　同じ一般生徒同士、構う事はないのでした。

・立花嫁：『宗茂様は、いつも、私に新しいものの見方を教えて下さいますね』

・立花夫：『それは、一体？』

・立花嫁：『Ｊｕｄジヤツジ．、──立たち花ばなの名を汚けがさぬようにする。それですね』

　誾ぎんは、伊だ達て家け副ふく長ちようを見た。

　自然と、口くち元もとに笑えみが生まれた。

　対する伊達家副長も、限定実況通神チヤツトで何か言葉を交わしていた。相手は、第二特とく務むのようだった。
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・不退転：『ねえキヨナリ、もしもの話だけど、両りよう腕うで義ぎ腕わんと私が争ったらどうかしら』

・ウキー：『貴き様さまは両脚あしも義ぎ体たいだろう。貴様の方が格好かつこいいぞ』

・不退転：『単純に人じん機き比ひ率りつじゃなくて、中なか身みで勝負だとしたら？』

・ウキー：『中身……？　つまり内ない臓ぞうか！　拙せつ僧そう、中は柔らかくてジューシーな方がいいのだが、入れるならば鋭えい角かく的てきでメタルなものを頼む』

・不退転：『凄すごい価か値ち観かんを聞いたわ』
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　誾ぎんは、向こうが対たい話わを終えたのを見た。

　何を言っていたかは解わからないが、最後、消えていく表示枠サインフレームに小さな吐と息いきをしていた辺り、満足な回答が得られたのだろう。

　そして、向こうも、こちらを見て、笑みを作った。

　口元だけの、笑みだった。

　不ふ思し議ぎな事に、自分も向こうも、同時に言葉を作った。

「じゃあ」

　息を吸い、

「宜よろしく」
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　誾が言った。

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の国家的特とく性せいは堅けん実じつである事。ゆえに、M. H. R. R.の報告からは、まず虚きよ偽ぎ性が薄いと判はん断だんした方がいいでしょう」

　成なる実みが応じた。

「しかしM. H. R. R.旧派カトリツクは、免めん罪ざい符ふなど虚きよ飾しよくに満ち、偶ぐう像ぞう崇すう拝はいという仮かり初そめの対たい象しようを神しん奏そうのシンボルにもするわ。そして内部には元ムラサイの羽は柴しばがいる。自分達に有利な情報を流す事に躊躇ためらいはないと、そう思うのも有りだと思うわ」

　そして彼女は、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、後の欧おう州しゆう覇は王おう。現状、国家の向きを争うような戦せん闘とう状況にあるわね。

　それにおいて、しかし現状では戦せん力りよくを温おん存ぞんしている。つまり六護式仏蘭西は戦せん況きようとしては有利な態勢にあるわ。だからこの報告からは虚きよ偽ぎ性が薄いと思うの」

「それはどうでしょう。六護式仏蘭西に預けられた大罪武装ロイズモイ・オプロは虚きよ栄えいと傲ごう慢まん。そして戦せん地ちは六護式仏蘭西内ない部ぶです。悪い戦せん果かを知らせる筈はずが無いでしょう」

「ほほう」

　成なる実みが身体からだの横に手をつき、口くち端はを上げた。

　対する誾ぎんも、身体の横に手をつき、口の両横よこを吊つり上げた。

「ほほう……？」

　二人は、それぞれの表示枠サインフレームを手に取った。

　先に問うたのは、成実だった。

「どういう事だと思うの？　立たち花ばな・誾」

「公こう平へいを期すために、同時に言いませんか？」

　そうね、と成実が頷うなずいた。そして二人は同時に、

「──どちらも虚偽」

　そう結けつ論ろんし、脚あしを生いけ簀すに投げ出した。
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　だよなあ、と正まさ純ずみは頷いた。

　そしてまず、誾に対して、前まえ屈かがみに問い掛ける。

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国、羽は柴しば勢ぜいは、どのような戦果を上げたと思う？」

「敵てき武ぶ神しんの撃げき退たいでしょう。もし撃げき破はしたなら、搭とう乗じよう者しやの捕ほ虜りよ化が発生しますし、六護式仏蘭西側がわでも、国家間かん世せ論ろんにものを言わせて、それを追及します。捕虜を帰さぬ国は蛮ばん国こくだと」

　では、と正純は成実を見た。

「六護式仏蘭西は、どのような戦果を上げたと思う？」

「羽柴の鉄てつ甲こう艦かんを二に艦かん、中ちゆう破は以上の状態にした。そして、十じつ本ぽん槍やりの二人から逃のがれ切った。もしくは負ふ傷しようをさせた、というところね。

　何な故ぜなら、羽柴の鉄甲艦は巴パ里リへ急いでいる最さい中ちゆう。中破以上の被ひ害がいを受けたら自じ沈ちんか放ほう棄きして先を急がねばならないわ。だからその状態にすれば〝撃げき沈ちん〟でいい。

　また、十本槍を倒したと言うなら、指し揮き官かんクラスを失ったM. H. R. R.側の侵しん攻こうは止まる筈はず。そのような事が無い以上、倒したと言っても完全な仕事では無いわ」

　きっと、と成実は言う。

「今夜か明日あしたには、倒された筈の十本槍が表おもてに出てきて無ぶ事じな姿すがたを見せる筈はず」

「ならば、どのような戦いが発生したのだと思う？」

　そうですね、と誾ぎんが言った。

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国 側は、歴史再さい現げんのために甲かん板ぱん上じようで縁えん日にちを開いていたそうですが、周囲の検けん知ち自体はここ数日の襲しゆう撃げきによって完全なものを行っていた筈はずです。そして、十じつ本ぽん槍やりが武ぶ神しんとの戦せん闘とうを行ったとなると……」

　彼女が言う台詞せりふを、正まさ純ずみは聞いた。

「至し近きんからの武神二に機きによる甲板上への突とつ撃げきと離り脱だつです」

「……一いち応おう聞いておくけど、艦かん下かの大地からの攻こう撃げきという線は？」

「航こう空くう艦かんは下からの攻撃に弱いとはいえ、艦かん底てい部ぶを撃うち抜くには艦底部に対して砲ほうを垂すい直ちよくに構える必要があります。高速の突撃で、そのような直ちよく上じよう砲ほう撃げきを行いつつ、水すい平へい方向から来る十本槍を相手に出来るとは思えません。また、艦底部を撃ち抜いても航空艦はなかなか沈みません。突撃と離脱で狙ねらうならば、艦かん橋きよう部ぶでしょう。

　──織お田だの鉄てつ甲こう艦かんは上部甲板が平たく一いつ直線。縁日の用意もあるとなれば、そこは突撃に適した遮しや蔽へいと滑かつ走そうの場です」

　……わあ、私、知ち識しきが足りない……。

　正純は、理解の頷うなずきを自分に実感しながら、そう思う。

　己おのれもいろいろと本を読んで、知識や理解を得ているつもりだが、

　……最さい新しん情報から、推すい測そくまで働かせるとなると、ついていけないなあ……。

　目の前の相手は副ふく長ちようと第三特とく務むクラス。こちらとは思し考こうや知識に差があって当とう然ぜんだが、

・副会長：『うちの副長と第三特務は何してる？』

・蜻蛉切：『大おお物ものが獲とれたで御ご座ざるぞ！』

・金マル：『ねえガッちゃん、渓けい谷こくのせせらぎの中で入れるスミケシは格かく別べつだねー』

　フリースタイル。そんな言葉を正純は思った。

　だが、不ふ意いに成なる実みが呟つぶやいた。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、対たい艦かん攻こう撃げき手段として、武神を転てん用よう出来るようになった訳わけね」

「転用？」

「三征西班牙トレス・エスパニアのように、航空用よう武神を作らなくて済むという事です。恐らくですが、六護式仏蘭西はステルス型の武神輸ゆ送そうプラットフォームを建けん造ぞうしたという事ですから」

　それは、

「武蔵のような、甲板上に市街など有している艦にとっては、致ち命めい的てきな存在です」
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「今の記事から、読んだ事実か？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と誾ぎんは応じた。

「二に機きの武ぶ神しんによる甲かん板ぱん上じようへの突とつ撃げき。長ちよう距離から飛び込んだならば、迎げい撃げきは必ひつ須すです。

　恐らく──」

　誾ぎんは、かつての事を思い出す。それはほんの二ヶ月程ほど前の事。

「アルマダ海かい戦せんで三征西班牙トレス・エスパニアが運用したサン・マルティン。あのクラスのステルス技術を、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも有している、という事ですね。ただ、三征西班牙が戦せん艦かんにそれを用いたのに対し、六護式仏蘭西は、武神の射しや出しゆつプラットフォームにそれを用いました」

「プラットフォーム？」

　問い掛けに、横の伊だ達て家け副ふく長ちようが頷うなずく。

「この場合は、空くう母ぼ型がたを考えて貰もらえばいいと思うわ。そうでしょう？」

　最後を振り向かれて言われ、誾は相手の顔を見た。

　笑っていない。まるで、長年の作さく戦せん会議をこなしていると、そんな顔だ。

　見事、と、そんな言葉を思いながら、誾は首を下に振った。

「──M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の鉄てつ甲こう艦かん。その艦かん橋きよう部を破は壊かいするならば、対たい艦かん砲ほうか、貫かん通つう特とつ化かの長なが槍やりが必須となります。この戦せん術じゆつは初はつ披ひ露ろうであり、武神と騎き士しの国、六護式仏蘭西であるならば、使用武ぶ器きは長槍でしょう。そうなると、運用されたのは地上用ようの武神に準じゆん対艦砲や長槍を装そう備びし、航こう空くう戦せん装備をつけた重じゆう装そうとなります」

「……長槍もって、準……、対艦砲も、か？」

「準対艦砲は、基本、艦かん上じよう構こう造ぞう物ぶつの破壊に用いられます。飛ひ翔しよう突撃には、最適の重量となる装備ですね。長槍と共に持ち込むのは、二機での、成功が必須となる任にん務むだからです」

　言って副ふく会長を見ると、？　という顔をしている。

　どう説明したものか、と思し案あんを走らせると、横の伊達家副長が副会長に告げた。

「相あい打うち覚かく悟ごなら、単たん騎きで長槍だけ、というのも有りだと思うの。そういう姿し勢せいを見せる事で自じ勢せい力りよくの戦せん意い向上にもなるものね。

　でも、その任にん務むを必ず果たす事が必須となると、二人以い上じようで援えん護ごしあった方が、成功率りつも生せい還かん率も上がるでしょう？」

「確かに……」

　でしょう、と伊達家副長が身を前に傾けた。

「ステルスプラットフォームから外に飛び出し、敵の甲板に乗るなんて、それだけで無む茶ちやな芸げい当とうよ。敵てき甲板上が縁えん日にちなら、それが偽ぎ装そうの場合もあるんだし。

　それを堂々と、長槍に長ちよう砲ほうもって、艦上構造物を破壊しながら突撃。

　──六護式仏蘭西は、航空戦用の武神を作るのではなく、航空に地ち上じよう戦せんを持ち込む事で、敵てき艦かんを沈められるようになった訳わけね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と誾ぎんは頷うなずいた。

「この事から、六護式仏蘭西の有するプラットフォームの全長は──」

「待った」

　副ふく会長が、言葉と手を挟んできた。

　……は？

　いきなりの事に、誾ぎんは戸と惑まどった。

　平ひら手てで言われる差し止めが、何なに故ゆえになされたのか解わからない。

　だが、続きの言葉を彼女が言うより早く、伊だ達て家け副ふく長ちようが台詞せりふを言った。

「伊達の武ぶ神しんは航こう空くう用ようだけど、重じゆう武神の中でも重じゆう量りよう級きゆう。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは中ちゆう量りよう級が基き礎そだけど、重装そう備びにすれば、伊達のものに匹ひつ敵てきする筈はず。

　そして伊達の武神空くう母ぼは、約三百メートルのカタパルトレーンで武神を撃うち出すわ」

　その台詞せりふを聞いて、誾は、副会長の差し止めを理解した。

　……そうでした。

　まだ、自分は、立たち花ばな・誾の襲しゆう名めいを解かい除じよされておらず、三征西班牙トレス・エスパニアからの留りゆう学がく生せい扱いなのだ。
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　……そうでしたね。

　襲名解除と転てん入にゆうをした宗むね茂しげは、武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いんの学生だ。

　自分は違う。

　だから、ここでアドバイザーは出来るが、三征西班牙の情報は必ひつ要よう以上にもらせない。

　武神を発はつ射しやするプラットフォームの推すい測そくには、自分の場合、三征西班牙が有する武神空母や、航空用武神のスペックを元にする。

　それは、自分が出してはならない情報だ。

　そして、その内容を、武蔵側が聞く事も、危険に該がい当とうする。

　何な故ぜなら、三征西班牙の機き密みつを知った事になるからだ。

　ゆえに、誾は武蔵副会長と、伊達家副長に頭を下げた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、有あり難がとう御ご座ざいます」

「いえ、私の方も気き遣づかい無かったわ。伊達は松まつ平だいらと同どう盟めいするから、気き軽がるにいろいろ言えるけど、三征西班牙は違うものね」

　ただ、と彼女は言った。

「六護式仏蘭西の武神用飛ひ翔しよう器きの性能を考えた場合、プラットフォームはどれだけ短たん縮しゆく出来るかしら？」

　疑問の意味に、誾は即そく座ざの口を開いた。

　伊達家副長の問いかけは、三征西班牙で戦せん闘とうに従じゆう事じする上じよう位い者しやならば、大体は回かい答とう出来る。何な故ぜならば、

「三征西班牙は、六護式仏蘭西の隣りん国ごく。西班牙にとっては、食料買い付けの相手と、借しやつ金きんの大おお主ぬしですよ。そことの戦せん闘とうは幾いく度どとなくシミュレートされ、実際、暫ざん定てい国こつ境きようでは小こ競ぜり合いもありますが──」

　言った。

「単純な滑かつ走そうからの飛び込み。防ぼう護ご障しよう壁へきの効果範はん囲いぎりぎりから飛び込むだけの速度を得たいだけならば、百十メートルもあれば足りるかと」
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「戦せん場じようが変わるさね」

　直なお政まさは、温おん泉せん部分の石いし組ぐみを固めながら、口を挟んだ。

「百メートルそこらのプラットフォームと武ぶ神しん二に機きがあれば、戦せん艦かんを二に艦かん中ちゆう破はに追い込める。

　効こう率りつが良過ぎて涙が出るさね」

「〝猛鷲エル・アゾウル〟はロングレンジの砲ほう撃げきを行えますが、軽けい装そうなので、艦かん橋きようへの直接攻こう撃げきなどは最さい終しゆう手段として考えられていますからね。……ある程てい度ど重じゆう装そう化かした武神による航こう空くう艦かんへの直接乗のり込みと突とつ撃げき。それもステルス状態からのものとなると、どの国も想そう定ていしていないでしょう」

「そうかい？」

　直政は、苦く笑しようした。

「うちは、想定するんだろ？」

　なあ、と呼びかけた先、正まさ純ずみが満まん更ざらでもない吐と息いきで肩を落とした。

「せざるを得ないなー……」

「あー、そーなるとまた大おお損ぞん──」

　声をあげたのは、川に入らず、斜面の山さん菜さいを摘つんで背中の籠かごに入れているハイディだ。

　直政は、半はん目めで、

「アンタ何してんのさ」

「え!?　た、高いんだよコレとか！　──こっちの致ち死し量りようソッコで、裏うら取とり引ひき凄すごくて！」

　コイツ相変わらずさねー、と思うが、とりあえず聞いておく。

「何が大損なんさ」

「だって、今、奥おう州しゆう側と連れん絡らくが楽に取れるようになってるから、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦せん術じゆつなんかに対応する武ぶ装そうとかいろいろ、IZUMO本社に生産一いち任にん出来るっしょ」

「確かにねえ」

　そうなのか？　という正純と、静かな視線を向けてくる成なる実みに、直政は頷うなずいた。

　こちらに気を遣つかって席を立とうとする誾ぎんを義ぎ腕わんで制し、直政は口を開く。まず説明の声を向けるのは正純に対して、だ。

「いいさね？　武蔵にも武蔵IZUMOがあるさね。そして浅あさ間ま神じん社じやもあるだろ？　浅間神社はIZUMO分ぶん家けとも言える白しら砂さご台だい座ざの企き業ぎよう帯たいと密みつ接せつさ。とはいえ、武蔵むさし内ないでは、やはり施し設せつが小さいのと人じん員いんも少ないから、大きな開発や試験を行えない。生産もな。だから──」

「武蔵むさしで企き画かく、検けん証しようを行った上で、実際の開発や生産を、IZUMO本社や白しら砂さご台だい座ざに任せる、という訳わけね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、開発までをIZUMOに行わせて、地上側居きよ留りゆう地ちの内、武蔵に近いところに生産をさせても構わないさ。──以前からこのシステムは存在していたけど、英国イギリス辺りから重要になってきていてさ、現状のような場合は、特に有ゆう用ようさ」

　そういう事、と言ったのはハイディだ。彼女は斜しや面めんに尻しりをつき、

「IZUMOと連れん絡らくが密みつに取れないなら、いろいろな機き材ざいや資し材ざいは代だい用よう品ひんや現地調ちよう達たつ。その場合は、商人の介かい入にゆう余よ地ちもかなりあるんだけどね。ところが新しん戦せん術じゆつ装そう備びの開発をIZUMO任せにする風ふう潮ちようが始まると、先に資材とかを買い付けてた商人達たちは大変なの」

　成なる程ほど、と正まさ純ずみが頷うなずいた時だ。河原かわらの行く先、二段目の滝たきの下から、声がした。

「おーい」

　トーリだ。
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　ミトツダイラは、生いけ簀すに魚を預けて第二の滝に向かう。

　滝の縁ふちは岩がん盤ばんで、苔こけが浅く生はえている。滑らないように、と四よつん這ばいになって、アデーレや喜き美みと一いつ緒しよに下を覗のぞき込んだ。

　落差八メートル。

　下は広い河原だった。渓けい谷こくに挟まれてはいるが、川を構こう成せいする石は小さく、河かわ床どこが深い。

　砂と小こ石いしの河原には、天てん幕まくが幾いくつか建てられていた。

　そして白はく緑りよく色の滝たき壺つぼに、水着の女じよ装そうがいた。

　ミトツダイラは、水着とはいえ、肌はだを王に晒さらすのをやや躊躇ためらいながら、

「どうしましたの我が王？」

「あ、おう、ネイトか。後、そこにいんの、アデーレと姉ねえちゃん？」

　はいはーい、と手を振るアデーレの後ろ、ホライゾンがやってくる。

　ホライゾンは、不ふ意いに低く身み構がまえ、タックルで、

「危ない！　アデーレ様！　──なんて、ギャグです」

　苔で滑った自じ動どう人形の重みで、二人の姿すがたがそのまま滝から突き出る。

　……え？

　落ちる。その瞬しゆん間かんに、ミトツダイラはホライゾンの腰、ハードポイントの後ろを摑つかんで、

「ぬぁ……！」

　二人を引き戻す。

　戻った。だが、今度は反はん動どうでこちらが滑り、前に出た。

「え？」

　落ちる。その瞬しゆん間かん、ミトツダイラは、両腰こしのハードポイントをホライゾンと喜き美みに摑つかまれ、

「ふぬ……！」

　引き戻される。

　が、両腰を結ぶ腰後うしろのハーネスがないため、水着が一いつ気きに尻しりを回って腿ももにめくれた。

「きゃああああ！」

　浅く広げた脚あしの間。滝たきに落ちていく水が溜たまって更さらに身を押す。

　と、右のホライゾンが、

「喜美様さま！　尻を！　胸は駄だ目めです！　摑めません！」

「私が左ね!?　捏こねるのね!?」

「何する気ですの──！」

　言ってる間に、身体からだが確かに落ちかけた。

「く……！」

　滝の中にある岸がん壁ぺきを、ミトツダイラは両手で下に突いた。

　苔が分ぶ厚あついのが、行ぎよう幸こうだった。爪つめはしっかり立ってホールドが入り、ミトツダイラは身体を一いつ気きに持ち上げる。

　戻った。

　正せい座ざの姿し勢せいで座り込みながら水着を直し、左右を見る。

　右では、ホライゾンが躊躇ためらい無い無む表情で右の親おや指ゆびを上げていた。

　左では、馬ば鹿か姉あねが、躊躇い無い笑顔で踊っていた。

　何な故ぜこの女は足を滑らせて落ちないのだろうと、そんな事を思っていると、横に浅あさ間まがやってきた。彼女は、弓と矢を手にこちらを見て、

「ああ、良かったですね。ノーパン状態で滝を落ちるなんて、滅めつ多たにない事ですし、どうやって止めようかと思いました」

「その弓と矢で、何をするつもりでしたの？」

　向こう、ナイトと一いつ緒しよに温泉に脚を突っ込んでいたナルゼが、矢で真ま上うえから貫つらぬかれて滝たき上うえに縫ぬい止められている魚の絵を描いて見せる。

　それを振り向き見た浅間が、内容を理解するのに三秒。彼女は、慌あわてて手を左右に振り、

「ち、違いますよ！　ミトの脱げたパンツが引っかかるように、脚の間に撃うち込もうとしたんですよ！」

「いろいろな意味で危き険けん発はつ想そうですのよ!?」

　だが、まあまあ、とこちらを手で制した上で、浅間が下を見た。

「えーと、トーリ君？」

「おう、ちょっと火元の話な？　土地の神様とか、いろいろあんだろ？」

　はい、と浅あさ間まが頷うなずいた。

「今、こっちの氏うじ神がみに伺うかがいたてて、一時的にこの近きん辺ぺんを間ま借がり出来る事になりました。浅間神じん社じやの方から、御お神み酒きを持ち込む事で了りよう承しようとの事で」

「……随ずい分ぶんと、綿めん密みつに行きますのね」

「今回は、遺い跡せき入って、天てん竜りゆうとの戦せん闘とうがありますから。土地の神様には挨あい拶さつをしておいた方が、神様の間を通す契けい約やくを今後行おこなう時に余よ分ぶんな代だい演えんをせずに済みます」

　とはいえ、と彼女は肩を落とし、

「実際は、こっちの山の精せい霊れい達と先に話をまとめたんですけどね、この辺りの山さん系けいは浅間に繫つながってますので。皆、その恩おん恵けいが欲しいようで」

「酒ですか、浅間様」

「そんな感じですねー……」

　と、浅間が苦く笑しようした時だ。

　眼がん下かで天てん幕まくの設せつ営えいをしている男おとこ連れん中ちゆうの中央に、空から竹たけ槍やりランチャーが突き立った。
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「うおわあ──！」

　ミトツダイラの視し界かいの中、ネシンバラが、ダッシュで迷い無く逃げ、その後で振り向く。彼は、ランチャーの姿すがたを確かく認にんすると、服の裾すそに音を立てさせる動きで身み構がまえ、

「敵か……!?」

　……また変な遊びを憶おぼえて……。

　ミトツダイラが思っていると、後ろ、水に押されて寄ってきた自分の後ろ髪がみを、喜き美みが持ち上げる。振り向かなくても何をしているかは解わかる。

「モミアゲ」

　横のアデーレ、笑いの沸ふつ点てん低ひくいですの。

　ともあれ振り向くと巻き込まれそうなので、好きにさせておく。そして下を見ると、突き立ったランチャーの脇わきに鳥とり居い型がたのインジケーターが表ひよう示じされた。

〝酒しゆ量りよう：飲み過ぎには注意しましょう〟と書かれた下。中なか身みの残ざん量りようを示す色が減っていく。

「これ、土地が御お酒さけ臭くさくなりませんの？」

「片かたっ端ぱしから飲まれてるから大だい丈じよう夫ぶですよ。あとで下げられたら、地じ元もとの人達に供きよう出しゆつですね」

「フフ、浅間神社は大変ね。別に、そんな事しなくても移い動どう教室自じ体たいは進められるっていうのに。……これはそう、浅間のアウトドア精神が開いたのよ！　ほら！　開いて！　開いて私のアウトなドア！　広こう義ぎのピッケル持って奥おく地ちに入っていいのよ!?　奥地の恋人！　何アンタその蔑さげすむような目！　そんなに見たいの!?　ヤァッホ──[image: ]」

　山やま彦びこが起きてるんですけど非常に勘かん弁べん。

　振り向くのは絶対やめよう、とミトツダイラは心しん底そこ思った。

　しかし、浅あさ間まがこちらの横に立って言う。

「トーリ君、そっちの方、御お酒さけが無くなったら火を使っても大だい丈じよう夫ぶですよ」

「おーう、点てん蔵ぞうにそう言っておくわ。──ホライゾン、オメエらのテントも出来たから、後で置いてる荷物、入れておけよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、トーリ様とホライゾンのテントですな」

　空気が固まった。
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　ミトツダイラは、近きん距離範はん囲いの皆が、動きを止めたのを悟さとった。

　無む論ろん、それは今の応おう答とうを聞いていた近くだけだ。遠くの方では、正まさ純ずみ達たちが議ぎ論ろんしていて、メアリと二ふた代よが滝たき壺つぼで魚獲とりに夢む中ちゆうになっている声も聞こえる。

　……ああ、蟬せみの声が、遠く聞こえますわ……。

　背後で喜き美みが、もそもそ動き出して、こちらの髪かみ群むれに尻しりから入ってくる。

「ヤドカリ」

　蹴けり飛ばしてやりたいが、反はん動どうでまた落ちそうな気もする。

　と、下では、ノリキが真ま面じ目めな顔で、女じよ装そうに対し、こう言った。

「トーリ」

「何だよ？」

「死ぬな」

「オ、オメエはまたダイレクトだな！」

　しかし、その声に応じたのは、喜美だった。

「あらあら、死なないわよ？　だって、私とミトツダイラがついてるもの」
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　腹の底の辺りが、一いつ気きに下るような感覚をミトツダイラは得た。

　ぞ、とか、ご、とか言う音で、血の気が失われ、しかしすぐに跳ね上がったのを感じる。口を開けば、

「ちょ、ちょっと、あ、あのの」

「落ち着きなさいよ。うちに来てるのと同じじゃない」

「環かん境きよう的にはそうですね」

　ホライゾンが言った。彼女はこちらを見て、後ろを見て、

「浅間様も」
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　腹の底の辺りが、一いつ気きに下るような感覚を浅あさ間まは得た。

　ぞ、とか、ご、とか言う音で、血の気が失われ、しかしすぐに跳ね上がったのを感じる。口を開けば、

「い、いや、ええと、な、何です一体!?」

「落ち着きましょう。トーリ様の家に行った時と同じでは無いですか」

「状況的にはそうよね」

　喜き美みが言った。彼女はこちらを見て、ミトツダイラを見て、

「でも先日、うちに浅間とミトツダイラが泊とまった時、ホライゾンはいなかったのよね」
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　あ、と浅間は息を飲んだ。

　……そっか……。

「先日ですね……。ネシンバラ君が潰つぶされた晩。点てん蔵ぞう君くんが変なもの出す前日の晩です」

・十ＺＯ：『な、何か！　何か変な扱い受けてるで御ご座ざるよ！』

・傷有り：『大だい丈じよう夫ぶですよ点蔵様さま、皆様、よく解わかって下さってますから』

・約全員：『うん、すっごく解ってる!!』

・十ＺＯ：『敵！　敵で御座るな!?』

　忍にん者じやが疑ぎ心しん暗あん鬼きになったが、浅間は放っておく事にした。

　だが、今いま更さらながらに、ホライゾンに対して理解する事がある。シェアリングとかいろいろ、今後の事も含めて考える事は多くあるが、今の自分達としてみたら、

　……私達の方が、トーリ君と関係の深しん度どが深いと、ホライゾンはそう思ってるんですね。

　恋愛も、人と人の関係の一つに過ぎない。だから、先せん輩ぱい格となってしまうこちらに対し、

「ホライゾンは、気を遣つかう必要、無いですよ？」

　ミトツダイラが、水の下で脚あしを伸ばし、こっちの臑すねを軽く蹴けってきた。

　引き気ぎ味みのこちらを咎とがめるつもりなのだろう。

　その気き遣づかいを有あり難がたいと思ったが、足を滑らせて浅間は転んだ。

　喜美とミトツダイラの上に覆おおい被かぶさると、そのまま三人で滝たき上うえの岩を滑って、

「きゃあああああ!!」

　ミトツダイラが強ごう引いんに耐え、ホライゾンが引っ張って何とか保つ。

　荒い息で膝ひざをついて見れば、こちらの肩に、ホライゾンが手を乗せた。

「浅間様が気を遣われる方が、ホライゾンとしては些いささかのやりにくさを感じます」

「そーいうもんですかー……」

　呟つぶやく視し界かいの横。ハナミが一枚の表示枠サインフレームを出す。下における、土と地ち神がみ達たちの飲いん酒しゆが終わったのだ。

　だから、今の転てん倒とうで濡ぬれた髪かみを搔かき上げながら、浅あさ間まは下を覗のぞき込む。

　女じよ装そうに向かって、

「そっち、火の準備、大だい丈じよう夫ぶです。あと……」

　やれやれと、首を落としながら、浅間は言った。

「──ホライゾンに任せます」

「おう、よく解わかんねえけど、同どう居きよ生活みたいな感じで、部屋割わりそれでいいなら楽しく行こうぜ。あと、浅間」

「はい？」

　これ、と、下の女装が川の中から布ぬのと紐ひもの構こう成せい物ぶつを掲かかげて、耳のように頭に被かぶる。

　それは？　と思うなり、背せ肌はだを喜き美みが撫なでた。

「アウトドア」

　何の事か気付いた浅間は、悲鳴を飲んで身体からだを抱える。
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　板張りの床を持つ空に、風が吹いていた。

　夕の空だ。

　西に夕日は平行にあり、床ゆか上うえにいる者達は皆が夕の色に沈む。

　夕空に浮かぶ床は、甲かん板ぱんだった。

　羽は柴しばの六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ侵しん攻こう艦かん隊たい。その四番艦かんだった。

　甲板上じようには縁えん日にちの用意があり、屋や台たいは動いている。が、明かりを点ともして稼か働どうする中にいるのは、皆制服姿すがたの学生だ。屋台は軽食など調理しつつも、その内部には対武ぶ神しん用の長ちよう銃じゆうや、測そく位い用の術じゆつ式しき符ふなどを完かん備びした状態だった。

「──敵てき襲しゆう対たい策さくを打って縁日続ぞつ行こう。もしくは、これが夜間用ようの縁日か。どっちかよく解わからないけど、加か藤とう・嘉よし明あき、一番艦と二番艦の自じ沈ちん見み届とどけに来たわ」

　金の翼つばさが、紙かみ皿ざらに載のせた団だん子ごを手に、艦かん首しゆ側の広場を通る。

　彼女の行く先、夕日に正せい対たいするようにいるのは、

「竹たけ中なか、ちょっと説明して貰もらうわよ」
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　嘉明は、P. A. Odaの夏服だけになっている竹中を見た。

　彼女は、こちらに背を向け、甲板の手て摺すりに肘ひじをついた状態だ。

　日が沈み掛け、肌はだを気にしない時間帯たいになったのか、彼女は長ちよう衣いとしたM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の上着をまとっていない。

　長身の背せ肌はだ。自分達と違って翼つばさのないラインに嘉よし明あきは視線を向け、

「考え中？」

「え？　あー、まー、いつも考え中ですよー」

　そう、と嘉明は竹たけ中なかの右に並ぶ。手にした団だん子ごの紙かみ皿ざらを掲かかげて、

「いる？」

「いただきますよー」

　笑えみで言われて、手に取られる。

　一本。笑みのままに竹中は口にして、

「さて、聞きたい事は、何でしょーか」

　思い当たる節ふしがあるのか、竹中がそのまま言葉を繫つなげた。

「──巴パ里リへの侵しん行こうから何から、大だい体たいは話したと思いますけど。あ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの思おも惑わくについては駄だ目めです。今からだと、間に合わないので、そうなってから説明しますからね？」

　……こいつは。

　昔からそうだが、チーム内だというのに平へい気きで秘ひ密みつ厳げん守しゆをするから困る。

　とはいえ、実際に、

「アンタが間に合わないって言ったら、間に合わないからいいけどね」

「そうだと有あり難がたいですねー。でも、それ以外で聞きたい事ってあります？」

「どうして、武ぶ神しんと馬ば鹿かやってる時、私達に出場指し示じを出さなかったのかしら？」

「寝てたじゃないですか！　マジ寝でしたよ!?」

「一日八時間睡すい眠みんがいいのよ」

　嘉明は言った。

「別に起こせば、出場するわ」

「本当ですかー？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と嘉明は頷うなずき、団子を口にした。

　甘い。丸みを感じる甘さだ。それを右みぎ頰ほおの奥で、弾だん力りよくさせながら嚙かみ、

「起こされたら、そりゃあ不ふ機き嫌げんになるし、愚ぐ痴ちも言うし、睨にらみつけるし、後あと々あとまでも文もん句くを言い続けて、二日くらい無む視しするだろうけど、──前まえ向むきに出場するわ」

「思い切り嫌いやじゃないですかー」

「でも、ハイダメージが自分に来る事くらい、包ほう括かつ出来るでしょ？」

　そりゃまあ、と笑う竹中に、嘉明は内ない心しんで吐と息いきする。

　これだからこの軍ぐん師しは恐ろしい。

　主しゆ家かを出る時に、平へい然ぜんとその家の何もかもを敵に回すような乗っ取りごっこを行った。それは、怠たい惰だな主家に対する諫いさめの方法としては無む茶ちや苦く茶ちやだが、竹中にしてみれば最も解わかりやすいものだった筈はずだ。

　そういう、極きよく端たんな手や、自分達たちが傷つくという事に対し、竹たけ中なかに躊躇ためらいはない。もし竹中が自じ勢せい力りよくの損そん耗もうを恐れるとしたら、

　……それは、未来の損耗のために、取って置く必要があるからだものね。

　ゆえに、今回の敵の襲しゆう撃げきに対しては、一つだけ信しん頼らい出来る事がある。

「ハイダメージ。──福ふく島しまと清きよ正まさをあれだけ傷つけたのは何な故ぜ？　二人とも、今、治ち療りよう室で眠らせてる状態よ？　後で無事の声明出す時、寝ボケてなきゃいいけど」

「いやあ、二人とも、育ちが良過すぎますし、ちょっと強過ぎますからねー」

　竹中が、表示枠レルネンフイグーアを開いて言う。こちらに内容を見せないという事は、一番艦かんと二番艦の自じ沈ちん指し示じという事だろう。

　遠く、三番艦の瓦が礫れきなども積せき載さいした一番艦と二番艦が、高度を上げた。そして両艦の左さ右ゆう舷げん、無む塔とう砲ほうの内、無ぶ事じなものが真ま上うえを向いていく。

　それらの動きを見上げていきながら、竹中が呟つぶやいた。

「皆さんには、もっと強くなって頂いただかないと、困ります？」

「何で疑問形けい？」

「だって、皆さんが強くならないといけない部分って、私の担たん当とうじゃないですから。

　私は軍ぐん師し。実じつ働どうの皆さんは強くあってくれれば、私の作さく戦せんが非常にザッパで楽になりますけど、でも、それ以上に──」

　言われた。

「皆さんは、武蔵むさしへの対たい抗こう部ぶ隊たいですからね」
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　成なる程ほど、と嘉よし明あきは思った。

「あの二人は、負けたものね」

　竹中の思し案あんはよく解わかる。

「私達は強いけど、少々、経けい験けん不足。だから、福島にしろ、清正にしろ、水み戸ととノヴゴロドでの敗はい北ぼくに、ちょっと実感が薄かった。──そういう事ね？」

「嘉明さんは優しい人だから、そこら辺、解ってくれますかー」

「気持ち悪い事こと言ってると団だん子ごの代だい金きん請せい求きゆうするわよ」

「じゃあもう一本」

　恐ろしい女だ、と、そんな事を確信しながら、嘉明は言った。

「敗北の意味と実際を理解させるために、私達の相あい対たいすべき相手とは別の相手にぶつけさせて、敗北させた」

　そうする事で、

「自分達たちは未み熟じゆくだと。まだまだ、相対すべき相手に届いてすらいないのだと、実感させたのね。上から目め線せんで素晴らしいけど、軍ぐん師しが下から見上げるようになったら終わりだものね」

「ま、そんな感じですが。──正しよう直じき、期待はずれでした」

「何が？」

「武ぶ神しん、倒せるとは」

　竹たけ中なかが、小さく言った。

「向こうは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのエース級。こっちは水着装そう備びで槍やり持もってヒャッハーです。どこのRPGの特とく典てんコンテンツですか一体。援えん護ご無なしで勝てるとは思ってませんでしたよ。

　特に福ふく島しまさん。一いちノ谷たには使い方さえ間違えなければ攻こう守しゆ叶かなえるチート武ぶ装そうですが、敵の火か力りよくが強きよう力りよくであればある程ほどいい。それがまあ、武神クラスの火力の遣やり取とりで……」

「褒ほめてるんだか憤いきどおってるんだか解わからないから、ざまあみろ、って言ってあげるわ」

「ハイダメ──ジ」

「可愛かわいくないわ」

　手て摺すりに突つっ伏ぷした竹中に、嘉よし明あきが苦く笑しようした。

「ただ、厄やつ介かいなのが出てきたわね。加か藤とう・段だん蔵ぞう？　──下へ手たすると、武蔵むさし勢ぜいよりも面めん倒どうよ？」

「確実に六護式仏蘭西と組んでますねー」

　まあいいでしょー、と竹中が言った。

「彼は、私達全ぜん員いんに因いん縁ねんのある相手です。化ばけ物もの級ではありますけど、だからこそ、福島さんや清きよ正まささん達にはいい相手です」

　竹中が身体からだを起こした。

　彼女の視線の先では、夕日が沈む。その光をも隠かくすように、破は損そんの鉄てつ甲こう艦かんが上じよう昇しようする。

「そんなところですか」

　竹中が言って、表示枠レルネンフイグーアの片かた隅すみに手をついた。

　直後だ。夕空から、紫むらさきに変わっていく天てん上じようをバックに、光の滝たきが昇った。

　一番艦と二番艦。その両りよう舷げんにある無む塔とう砲ほうが、空に砲ほう撃げきを連れん射しやしたのだ。

　光は数百メートルを上がり、

「おお、計けい算さん通り」

　発はつ射しやされた光こう弾だんの群が、失しつ速そくしたかのように向きを変えた。

　下に。そこにある、発射元もとの一番艦と二番艦に、真ま上うえから、

「たーまやあ」

　激げき突とつの破は砕さいに、一番艦と二番艦が破は裂れつした。
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　一番艦と二番艦の自じ沈ちん。

　砲撃効果を上げるために甲かん板ぱんの下や構こう造ぞう材ざいを抜いてある。それゆえに、光を食らった二艦かんは、内部の力を艦かんの外がい殻かくから躊躇ためらいなく漏もらし、裂さけ散った。

　轟ごう音おんつきで砕くだけていく二艦。それらの光を見上げて嘉よし明あきは、一ひと息いきつきでこう言った。

「……今こん度ど武ぶ神しんが乗り込んできた時は、こうやって迎げい撃げきしてやるって、そういう見せつけかしら？」

「違いますよー。花はな火び、花火ですって」

　だって、と、竹たけ中なかが後ろに身体からだを回した。

　彼女の見る先、やり直された縁えん日にちの中には、また人が戻ってきている。一番艦と二番艦の爆ばく破はを見に来たのだ。屋や台たいの中の皆も、おお、と声を上げ、

「……！」

　誰もが、散っていく一番艦と二番艦に、右手を肘ひじから挙げた敬けい礼れいを送った。

　それを見る嘉明は、成なる程ほど、と呟つぶやいた後で、最後の団だん子ごを口にした。

「祭というのは、極きよく東とうの場合、その土地の神を呼び、土地や参さん加か者しやの穢けがれを一切禊祓みそぎって貰もらうものなんだってね」

　さて、

「長なが泰やすがいれば、完かん璧ぺきだったんだけど」







[image: 第四十八章『寝床の近寄り娘』]
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　夜が更ふけていく中。ミトツダイラは眠れずにいた。

　天てん幕まくの中だ。

　天幕の上部は非ひ発はつ光こう式しきの表示枠サインフレームが大きく広がっており、天てん上じようの星ほし々ぼしを映うつしている。

　月は無い夜よるだ。星は、山の中と言う事もあってか、武蔵むさしとは見み栄ばえが違う一方で、武蔵以い上じようの光と量を見せてくれている。

　ミトツダイラは、星の光で身体からだが活かつ性せい化かする種しゆ族ぞくではない。

　だから、星の光に対しては、純じゆん粋すいに綺き麗れいと思い、広こう大だいを感じる。

　かつて、人々は、あの中で生活し、死に、受け継いでいったのだ、と。

　……不ふ思し議ぎですわね。

　あれだけ広く、無む縫ほうの世界にいた人々が、今、この極きよく東とうから出る事も難しい。種しゆの衰すい退たいなどとも言われるが、そういったものへ抵てい抗こうする道みち筋すじとして、

「……非ひ衰退調ちよう律りつ進しん行こう」

　数千年前まえ。人々が聖せい譜ふを創そう造ぞうして、決めたルールだ。

　今になって思うが、当時の人々も、自分達と同じような部分があったのではないかと、ミトツダイラはそう思う。何な故ぜなら、彼らが決めたこのルールは、面めん倒どうなものではあるが、一つの目的を明確にしているのだ。

　……失われないようにする事。

　無む論ろん、歴史再さい現げんを厳げん密みつに行えば、人は失われる。だが、解かい釈しやくという言葉を、歴史そのものとも言える旧派カトリツクの長ちようですら口にする。

　解釈とは、いい方に使えば〝生き延びたい〟という事だ。

　そして、

「────」

　自分の横に、今、それを用いる王と、それによって救われた姫ひめがいる。

　真ま横よこに、だ。

　……わ、私、〝前〟じゃありませんの!?

　つまりは王の頭ず上じように横たわるのが普通だろうに、そこは喜き美みが先に取ってしまった。

　後は、天幕の構こう造ぞうから、横よこ並ならびに毛布が敷しかれる事となり、戦せん慄りつした。更さらには姫の向こうに浅あさ間まとなっていて、向こうも、

「ん……」

　寝ね返がえりを時とき折おり打うつが、あれは確実に起きている。間違いない。

　一方の馬ば鹿かは、

「が」

　浅いいびきをつけて全ぜん開かいで寝ている。

　両の腕を広げているが、右がこちらの頭の方に伸びていて、つまりは枕まくらＪｕｄジヤツジ．という事だろうか。よく見ると、ホライゾンは無む造ぞう作さにそのようにしていて、気を付けをしたような姿し勢せいで眠っているが、

　……何で目を開いてますの──!!

　防ぼう犯はんのため、という理由を聞いた気がするが、いつもこうなのだろうか。だが、

「……え？」

　不ふ意いにミトツダイラは、仰あお向むけの左ひだり腰こし。彼に沿う形となっている腰に、手て指ゆびの感かん触しよくを得た。

　五ご指しが、這はうように来て、こちらの寝ね間ま着きを裾すそからはだけようとしているのだ。
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　……我が王!?

　ミトツダイラは、鼓こ動どうを跳はね上げた。横に直ちよつ近きんにいるのは彼だ。しかし、

　……う、腕うで枕まくらありましたわよね!?

　急ぎ、確かく認にんのために頭を振ってみると、彼の腕が消えていた。

　振った頭が床に激げき突とつし、マットを敷しいていても解わかるくらいに、鈍い音が己おのれに響ひびいた。

「ぬ……！」

　と息を殺してうめいていると、その身じろぎで、腰こし上うえの五指が一いつ気きに内側に来た。

　……ひぁ……！

　袷あわせが左にはだけられ、左の腿ももから下か腹ふくが露あらわになる。

　……ちょ、ちょっと、我が王！

　声を出そうとして、ふとミトツダイラは息を詰める。

　今は、ホライゾンも寝ていて、浅あさ間まも寝た振り絶ぜつ好こう調ちようなのだ。ここで変な声を出したら、彼が行為に及んでいる事が二人に解わかって、状況次し第だいでは血ダルマだ。彼が。

　だったら声を出さぬよう、我が慢まんするべきか。

「く……」

　いろいろな思し案あんが来る。何な故ぜ、とか、どうして、とも。

　ちゃんとした状況ならば、こちらにも心の用意が出来るし、いくら何でも、ここでこの状態とは、友人である浅間やホライゾン、喜き美みに対して申もうし訳わけが立たない。

　しかしその一方で、逆らえない自分がいるのも確かだ。

　早く終わって欲しい、とも、ちゃんとして欲しい、と思いつつ、友人達の事も思う。

　そんな内ない心しんへの言い訳わけとして、ミトツダイラは、起きてる浅間へと声を飛ばした。

　これで気付かれたら、いろいろと諦あきらめや、判はん断だんをしよう、と。

「と、智とも……」

　反応は、あった。

　浅あさ間まが、わざとらしい寝ね返がえりを打って、

「んー……、駄だ目めですよミト、お肉は……、こんな、に……」

　がくり、と力を抜く辺り、迫はく真しんの寝た真ま似ねだ。

　というか自分のキャラってどうなってますの。

　ただ、不ふ意いにまた五ご指しが来た。袷あわせの中を、下に。何も穿はいていない腿ももの間、

「く……！」

　待って、とミトツダイラは言おうとした。そこまでされるなら、こっちの言い分も聞いて欲しいと。だから、来た腕を抱いて、彼の方を振り向き、腕を引き抜く。すると、

「え？」

　抱きかかえた腕が、そのまますっぽ抜けた。

　夜の天てん幕まくの中。こちらが両手で掲かかげたのは、根ね元もとからが無い、一本の右腕うでだ。

　闇やみの中なか、肘ひじから先がびくびくと曲がり、空中を泳いで搔かき騒さわぐ。

　ホライゾンの右腕だった。
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「──[image: ]」

　虫のようにじたばた暴あばれる腕を掲げ、ミトツダイラは悲鳴を押し殺した。

　……くあ──[image: ]

　今までの勘かん違ちがいと盛り上がりの分だけ、何かいろいろ抜けた。

　頭の中にあるものに、全部×ばつ印じるしをつけ、心の中の王に十回くらい平へい伏ふくした。そうしたら赦ゆるしてくれたのでミトツダイラは安あん静せいを取り戻す。

　……し、しかし、どういう事ですの!?

　気付けば、王は、こちらの腕うで枕まくらにしていた腕を、下ろした訳わけではない。

　よく見ると、彼は腕を真ま上うえに伸ばしている。その腕にこちらが気付かなかったのは、頭の方に横たわっている喜き美みが抱きかかえているからで、

「ん……、愚ぐ弟てい、……駄だ目めよ、そんな、髪かみをいじっちゃ」

　……何て夢ゆめ見みてますの……!?

　流石さすがに憤いきどおったので、王が腕を引く動きを見切り、ホライゾンの腕と入れ替えた。

　抱き癖ぐせのある喜美に、ホライゾンの腕がホールドされ、暴れる。だが馬ば鹿か姉あねは、

「ん、や、……も、もう、愚弟、そんな鰻うなぎごっこしたら駄目よ……？」

　どういう遊びだ、と思うが、この姉弟ならあり得るとも思う。

　ともあれ、ホライゾンの腕と喜美の抱き癖の両立は為なされた。

　一ひと息いきをついて、ミトツダイラは身を起こす。どーしたものかと。すると、

「──[image: ]」

　声にならぬ悲鳴を上げて、一本の腕を掲かかげた浅あさ間まが飛び起きた。

　明らかに心しん臓ぞうを跳ね上げている巫み女こに対し、ミトツダイラは右手を差し出した。

「それ、こっちで欲しいのいますから、受け取りますわ」
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　浅間は、荒れた息と、着ちやく衣いを直して、また毛布にくるまった。

　……ああ、びっくりしました。

　彼の腕が、腕うで枕まくらとしてホライゾン越しに伸びていたのは知っていた。だから、いきなり胸に手て指ゆびを這はわされた時、まさか、と思ったのだ。

　……全く。

　声を殺す事に専せん念ねんしようとか、そんな風ふうに思った自分が愚おろかしい。

　彼はただ寝ているだけで、ホライゾンも同どう様ようだ。自分だけがペースを崩くずしていると、そう思っていると、頭から被かぶった毛布の横に、非ひ発はつ光こう表ひよう示じの表示枠サインフレームが来た。

・銀　狼：『眠れませんの？』

　起きてますの？　と言われない辺り、ずっとバレていたのだろう。だから浅間も、

・あさま：『そっちもですか？』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、相変わらず、と言ったところですわね。しかしホライゾンの──』

・あさま：『夜中とか、腕を外して自じ律りつ駆く動どうで家か事じや朝の準備させてるそうですから。恐らく、いつもの調子でそうしたら、腕の方が、ここがどこだか解わからず、それこそ何だか理解するために手て探さぐりで移動しまくった、という事だと思います。

　燃ねん料りようが切れかかると自動でスリープ入ると思うので、放ほう置ちがいいかと』

　姉あねが変な声をあげているが、楽しそうなので放っておいていいだろう。ただ、

・副会長：『あー、起きてるの、いるか？』

・傷有り：『Ｊｕｄ．、起きてますよ。今、点てん蔵ぞう様さまに、星を教えて頂いただいてました』

・●　画：『違う天てん幕まく同どう士しで仲のいい事ねえ』

・十ＺＯ：『い、いや、それはその、というか、トーリ殿どの、死んでは御ご座ざらぬか!?』

・銀　狼：『どういう想そう像ぞうしてますの!?』

　あまり考えるとヨゴレメーターが上じよう昇しようしそうなのでやめておく。ただ、毛布から顔を出してみれば、眠っている彼や彼女の顔よこ横がおに、ぎゃあぎゃあ言ってる表示枠が幾いく枚まいか出ている。文字だけとはいえ、気付かれれば眠りを妨さまたげるものだろう。だから、

・あさま：『トーリ君もホライゾンも眠ってます。静かにして下さい』

　文字を打つには毛布が邪じや魔まだ。だから、天幕の外側に毛布を寄せ、その下に陰を作って表示枠を出す。そして、

・あさま：『正まさ純ずみ、……何か、ありましたか？』

・副会長：『ああ、明日あしたの事でな』

　正純が、告げた。

・副会長：『明日の朝から、真さな田だの遺い跡せきに突とつ入にゆう。その最さい深しん部ぶにある〝何か〟を見てこい、というのが酒さか井い学長からの三年梅うめ組ぐみに対する〝移い動どう教室〟だ。

　その準備はしたし、皆にも理解は得ていると解わかってはいても、……少し、な』

　正純が懸け念ねんする意味は解る。何な故ぜなら、

・あさま：『夕食の時に、聞きましたものね。その遺跡は、二十数年前まえ、酒井学長が一度入った後、ある人に預けられ、しかし十五年前、──酒井学長が、一度破は壊かいした、って」

　その〝ある人〟とは、

・あさま：『松まつ平だいら・信のぶ康やす。……元もと信のぶ公こうの弟おとうとです』
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　正純は、浅あさ間まの言葉に、身を起こした。

　天てん幕まくの空は表示枠サインフレームで天てん上じようが見えているが、その下、星明かりに照らされて、身体からだを起こしている姿すがたがある。

　アデーレであり、誾ぎんであり、成なる実みでもあった。

　左の布ぬの壁かべに、外からの明かりが淡あわく映っているのは、

・副会長：『クロスユナイト達か。明かりつけて何やってんだ』

・十ＺＯ：『い、いや、ウッキー殿どのが捕つかまえてきたカブトムシが、何ど処こかに消えてしまって御ご座ざってな。そして先さき程ほど菓か子しを食ってエロ談だん義ぎしていたら、ネシンバラ殿が寝ねっ転ころがった辺りからクシャアと。──それが菓子なのか〝やっちまった！〟なのかを確かく認にんせねば』

　嫌いやな盛り上がりだ。だが、

・副会長：『そっか、私と二ふた代よは三み河かわ育ちだからあまり気にしないが、お前ら、カブトムシとか、そういうの、珍めずらしいのか』

　魚獲とりに、二代とメアリが率そつ先せんして出る訳わけだ。だが、

・副会長：『遺跡探たん索さくで私が結けつ構こう緊きん張ちようしてるのとは別で、お前ら、それは慣なれてるっぽいな』

・金マル：『だって武蔵って、地下深ふかくがダンジョンそのものだもん』

・●　画：『怪かい異いもあったりで、モンスターとの戦せん闘とう経験だって、そこそこ』

　成なる程ほどなあ、と、昔にそんな事があったかと思い出す。ならば、

・副会長：『任せていいのか』

・銀　狼：『昨夜、地ち竜りゆうを倒したのを忘れましたの？』

　忘れてはいない。

　だが、次は天てん竜りゆうを相手に二連れん戦せんだ。それも、地の利は向こうにあるのだ。

　……しかしまあ……。

「よく寝てられますね」

　と誾ぎんが言うのは、自分の横で蜻蛉とんぼスペアを抱いて寝ている二ふた代よだ。髪かみを結ゆわずに、やや荒れた寝ね相ぞうで眠る彼女は、

「こいつは昔から、何ど処こででも寝るからなあ」

「剛ごう胆たんというか無む神しん経けいというか……」

　誾にとっては、いろいろと思うところもあるのだろう。

　だが、成なる実みが、こちらに視線を向けてきた。

「学長の言っていた事だけど、正直、よく解わからない部分も多いわ。信のぶ康やす公こうの自じ害がいなど聖せい譜ふ記き述じゆつの件については理解出来ているけど、真さな田だの遺い跡せきの実際は、どういうものなの？」

「それは私もよく解らない事ばかりなんだが……」

　正まさ純ずみは、酒さか井いから聞いた話と、聖譜記述などを思い出しながら、口を開く。

・副会長：『──話は、二十数年前まえの事となる』
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「その頃ころ、インノケンティウスに喧けん嘩か売るために、俺おれ、ここを通った訳わけだよ」

　夜空が広く見える場所。〝教きよう職しよく員いん用よう〟という札の掛かった木もく造ぞうの小こ屋やが四軒けんほど並ぶ前に、広場が有る。

　その広場を囲むように置かれた、幾いくつかの木もく造ぞうテーブルと椅い子すに、酒井は座っていた。テーブルの上には手て酌じやく用ようの徳とつく利りピッチャーと猪口ちよこグラスが有り、

「でさあ、〝武蔵むさし〟さん」

　話しかける先、テーブルの上には、一枚の表示枠サインフレームがある。その中に映っているのは〝武蔵〟だ。彼女は画面の向こうで表示枠を幾いくつか操そう作さしながら、

『当時の記録では、三み河かわからわざわざ江え戸ど方面に移動。そこから北上して北回りでK. P. A. Italiaの背後を突きに行った訳ですね。──以上』

「そうそう。江戸に遊びに、ってね。井い伊いや榊さかき原ばら達たちが江戸の秋あき葉は原ばらで遊んでる最さい中ちゆう、俺はこっち抜けてきてさ。そしたら真さな田だに引っかかってさ」

『引っかかった？　──以上』

「真田側がわも、ちょっと中が面めん倒どうな状態になっててね。部ぶ外がい者しやの手を必要としたのさ」

　酒井は、酒を一ひと口くち飲んで、こう言った。

「あの時は、大変だったなあ」

『記録を見ている限りではほとんど地上側を移動してますが、航こう空くう艦かんを使用すれば良かったのではありませんか？　──以上』

「いや、当時の俺、航空艦は苦にが手てでね」

『ほほう。──以上』

　あ、何その言い方、と酒さか井いは顎あごに手を当てる。摘つまみとして用意してある、夕食の焼き肉で余った焼き鶏とりを手にしながら、

「でもまあ、その時が一回目なんだ。そして、その時に、今の〝遺い跡せき〟を解放してね。

〝遺跡〟は江え戸ど側がわの管理になった訳わけ」

『当時の江戸の管理者というと──』

「──松まつ平だいら・信のぶ康やす。殿との先生の弟おとうとだよ。聖せい譜ふ記き述じゆつでは、弟先生は岡おか崎ざき城じようを居きよ城じようとするんだけど、三み河かわは中ちゆう立りつ領りよう土どとして厳きびしく見られていたから、隣りん接せつの岡崎に親しん族ぞくが入るのを認められてなくてね。結局、弟先生は後に松平が入る江戸の管理を任されてた訳。

　でも、だから俺おれ達としても、江戸に遊びに行くルートは問題無なかったのね」

　だけど、と酒井は言った。

「それから遺跡は殿先生と弟先生がいろいろ使ってたようだったけど、俺は不ふ良りようでねえ」

『そんな事は解わかっております。──以上』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と酒井は頷うなずいた。そして彼は、空を見上げた。

　夜。天には星が見えているが、彼はその向こうを見通すように真ま上うえを仰あおぎ、こう言った。

「だからまあ、弟先生、自じ害がいって事になった訳だよなあ」
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・副会長：『──大体は、ここまでなら、皆、知ってるだろう』

　と、そこまで言った正まさ純ずみは、皆の反応を聞いた。

・銀　狼：『Ｊｕｄ．、確かにその話は聞いていますわ。酒井学長、当時は三河で重じゆう鎮ちんだったのが信康公こうの自害を防ぐ事が出来ず、左さ遷せんで江戸に回されたと……』

・煙草女：『江戸にいる人間の勝かつ手てな自害を、三河から止められる訳ないじゃないさね』

　意い外がいと直政が熱っぽいのは、夜よ闇やみの中での話し合いだからだろうか。

　ただ、無む音おんの表示枠サインフレーム。外では虫の声と、ときたまの山に住む動物達たちの気け配はいや枝えだ葉はの鳴りと、滝たきの音が聞こえてくる。

　思ったより、地上も賑にぎやかだったのだな、と、正純は今いま更さらに気付く。そして、

・副会長：『だが、それならば、この話が繫つながると思っていた者はいるか？

　五十年前まえの事と、三十年前の事だ』

　それは、

・副会長：『五十年前、島しま原ばらで、極きよく東とう人の旧派カトリツク集団による反はん乱らんが前まえ倒だおしで再さい現げんされた。その残ざん党とうは、その二十年後ご、……つまり今から三十年前だな？　その時、ある場所で再さい反乱を起こしたとされる』

　その場所が、

・副会長：『明日あした行く〝真さな田だの遺い跡せき〟が、その、三十年前の反はん乱らんの場所とされる遺跡だ』
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「俺おれ、よく解わからなくてねえ」

　酒さか井いは呟つぶやいた。

「佐さ助すけ達から話聞きいたら、彼ら、八百年前の敗戦から後、四百年前に敗はい北ぼくして欧おう州しゆうを去る竜りゆう属ぞくは東西に分かれたっていうじゃない。東に散ったのは佐助達。そして西に散ったのは、重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんの後で島しま原ばら方面の暖かい地域に行ったって話で。だから五十年前の島原の乱らん、そこでも負けた竜属の連れん中ちゆうは、こっち頼ってやってきて、佐助達は、真田に身を移してから放ほう棄き状態だったあの遺跡に彼らを住まわせたって、そんな話も聞くんだけど……」

『何ですか？　──以上』

　いやさ、と酒井は頭を搔かいた。

「解らない事こと多くてね。たとえば、島原の乱に参加したのは、竜属だけじゃない。人間や異い族ぞくだって多くいた筈はずだ。だけど、俺が二十数年前まえに行った時は、残ざん党とうとしては、十数人の地ち竜りゆうしか残ってなかった。当時は、殿との先生が行った第二次鎮ちん圧あつの後だったから〝そんなものか〟と思ってたけどね」

『……何ど処こかに去ったかも、と？』

「……確かく証しようはないけどね。ただ、佐助達は、殿先生が三十年前に彼らを〝平へい定てい〟したのを知ってる筈だ。昌まさ幸ゆきさん達は殿先生に気を遣つかって干かん渉しようしてなかったけど、佐助達は、その真しん相そうを知ってるだろう。

　俺には話してくれなかったけど、……今、彼らの最さい期ごの時ならね、と、そんな事を思うのは、浅ましいかねえ」

『中ちゆう途と半はん端ぱに関わる人間の自じ虐ぎやくでしかありませんね。しかし──』

　と、〝武蔵〟が言葉を繫つなげた。

『先に、佐助様さま達たちが遺跡に入り、彼らが真田に移った後に島原残党がそこを利用。

　しかし、三十年前に乱を起こして平定されるまで、彼らはそこで何を？　──以上』

「解らない。これについては、佐助達も知らないらしいね。それに、平定の後にも遺跡で生きていた残党も、ちょっとまあ、理由あって、亡くなってるし」

　酒井の物言いに、〝武蔵〟が形だけの吐と息いきをする。

『大体の理由は解りますが、ある意味、貴き重ちような歴史の証しよう人にんを失った原因は酒井様にある訳わけですね。──以上』

「さっき言ったじゃん。〝そんなものか〟って。そういう流れだったんだよ」

　そして、

「また、今度は、佐さ助すけ達がその流れを欲してるけどね」

　向こう、木の小こ屋やの前を、三さん要ようを伴ったオリオトライが歩いて行く。〝機械仕掛けの明星フイーノアルバ〟のマークが入った天体望ぼう遠えん鏡きようを担かついでいる辺り、天体観かん測そくと言ったところだろう。

　オリオトライが軽く一いち礼れいするのに手を振り返しながら、酒さか井いは言った。

「……ここから先は、連れん中ちゆうに見に行って貰もらった方が早いかねえ」

『私には話して頂いただかないと理解出来ません。──以上』

　だよねえ、と、酒井は頰ほお杖づえをつく。だが彼は、

「何がどこから始まってどこに繫つながってるのか、解わからなくてね。

　それがはっきりしないと気分が悪いってのは、俺おれ、歳とし食くったのかねえ」

『理り不ふ尽じんへの拒きよ否ひは、若い方の特とつ権けんだと思いますが。ゆえに──』

〝武蔵むさし〟が言った。

『この武蔵、リニューアルで零ゼロ歳さいなので、理不尽は拒否します。私相あい手てだけでいいですので、知っている情報を述べて下さい。──以上』
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・傷有り：『今の話、少し、不ふ可か解かいなところがありますね』

　メアリの言葉に、点てん蔵ぞうは頷うなずいた。横、ノリキが何も言わずに寝ね転ころがって星を見上げている。ネシンバラとウルキアガはカブトムシを探しているがこちらはどうでもいい。

　夜なのに会議している自分は、正しいのかどうか謎なぞだが、

・十ＺＯ：『何が不可解に御ご座ざるか？　メアリ殿どの』

・傷有り：『Ｊｕｄジヤツジ．、今の話だと、江え戸どは……、信のぶ康やす公こう？　その方の管理地ち域いきとなっていたそうですが、三十年前の第二次島しま原ばらの乱らんを平へい定ていしたのは、確か記録では……』

　メアリの言葉に、点蔵は頷いた。

　これは公式の記録でも残っている事に御座るな、と思いながら、その名を告げた。

・十ＺＯ：『──松まつ平だいら・元もと信のぶ公。つまり、三十年前の段階では、弟の信康公ではなく、ホライゾン殿の父である元信公が江戸を管理していたので御座る』

・不退転：『第二次島原を平定して、それを契けい機きに弟に江戸を預けた、って事かしら。正式には聖せい連れんが手て配はいした事になってるけど、〝傀儡男イエスマン〟としては、自らそのようにした、と考えた方がいいかとも思うわ』

　ホライゾン殿が起きてたら、微び妙みように気まずい話題に御座るなあ、と点蔵は思った。

　ただ、それを敢あえて言うのが、成なる実みなのかもしれない。

　そして彼女の見けん解かい自体も、確かなものだ。

　……旧派カトリツクの反乱を平定すれば、旧派勢せい力りよくの多い聖連はうるさいで御座ろうしなあ。

　だから自らが江戸の管理を放ほう棄き。そして近くにいた親しん族ぞくを派は遣けんする。

　しかし、と点てん蔵ぞうは思った。

・十ＺＯ：『身み内うちを害された旧派カトリツクが、よくそれで収まったもので』

・〇べ屋：『何!?　お金の話!?』

・金マル：『さっきの話だと、島しま原ばらの勢力には竜りゆう属ぞくが多かったからじゃないかな？』

・未熟者：『いや、島原勢力には人間も少なからずいたから、それは違うと思うね。……明日あしたの遺い跡せき行きで、その辺りの事情が少しは見えてくるといいんだけど』

　点蔵は、ネシンバラに振り向いた。

「カブトムシは見つかったので御ご座ざるか？」

「ああ、クロスユナイト君の飲料水すいが栄えい養よう価か高いのか、湯ゆ飲のみにたかってた」

「じ、自分、さっきそれ飲んだで御座るよ！」

　まあまあ、とネシンバラが手で制す。彼は立ち上がり、虫を放すために天てん幕まくの入口を開けながら、

・未熟者：『──明日の遺跡は、僕の見立てでは、実じつ質しつハイキングだ。だが、そこで起きる戦せん闘とうは、どうとも言えない』

　大体、と彼は告げた。

・未熟者：『酒さか井い学長は言っていたよね。自じ害がいした信のぶ康やす公こうの遺ゆい言ごんに従って、遺跡を一度破は壊かいしている、って。……行ける場所は、そう無い筈はずだ。だから、戦闘は局きよく地ち戦となる』

・立花嫁：『それは、私達次し第だいとなりますね』

　ですが、と宗むね茂しげが言葉を繫つなげた。

・立花夫：『一体、遺跡には、何が？』

　その問い掛けに答えた者がいる。

・あさま：『ちょっと、そこも不ふ備びがあります』
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　浅あさ間まは、横よこ向むき寝の状態で、言葉を作った。

　背後、彼とホライゾンを挟んでミトツダイラが起きている。そんな気け配はいを背に感じつつ、

・あさま：『遺跡というと、神かみ代よの時代のものを想そう像ぞうされますが、どうも〝真さな田だの遺跡〟は、神代の時代のものではないようです。神しん道とう側がわの方に、記録や登とう録ろくがありませんので』

・銀　狼：『？　だったら、歴史上の遺跡となりますの？』

　用語の混こん同どうがややこしいですよね、と思うが、仕方ない。

　ただ、浅間は、単純にそこで収めなかった。

・あさま：『存在しない遺跡。そんなものを、私達は知ってますよね。

　天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いん。──ノヴゴロドの地下にあったような教導院は、各地に存在していたと言います。その一つが、〝真田の遺跡〟じゃないでしょうか』

　更さらには、

・あさま：『ノヴゴロドの地下で、オラニエ公こうは、消える時、こんな事を言ってました。三十年前、二年の期限で、世界中から優ゆう秀しゆうな者達を集め、聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たいを作ろうとしたと。

　そして──』

　そして、

・あさま：『そこで公こう主しゆに会った、と。……それが、これから行く〝真さな田だの遺い跡せき〟なんじゃないでしょうか』
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　成なる程ほど、と正まさ純ずみは思った。三十年前まえ。そして、教きよう導どう院いんという符ふ号ごうは確かに合う、と。

　……だとしたら、そうなんだろうか。

　ならば、そこで、何が行われていたというんだろうか。と、正純は思って、しかし、

「……？」

「どうしたんですか？　副ふく会長」

　髪かみを下ろしたアデーレの問い掛けに、正純は応じる。

「何だか、微び妙みようにズレてるというか、嚙かみ合ってない部分を感じるんだ」

　何ど処ことは言えないが、何かが〝合っていない〟し、〝気付いていない〟。そんな気がする。それは皆も同じようで、

・ベ　ル：『何、だろ……。何だか、そろってない、気が、する、の』

　向むか井いが、ややあってから、告げた。

・ベ　ル：『だって、酒さか井い、がくちょ、せんせ、……解わからないの、ね』

　そうだ、と正純は思った。

　酒井はこの件について、ずっと、こう言っているのだ。

　……解らない、と。

　浅あさ間まの言う通りだとしたら、ノヴゴロドの情報を得た時点で、中を見てきた酒井にとっては〝解った〟筈はずだ。

　では、酒井は何が解らないのだろうか。一つ言えるとしたら、

・あさま：『私達も、酒井学長と同じ、……謎なぞの入口に立つ事になると、そんな感じなんでしょうか』
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　浅間は、胸の奥で唸うなった。

　……早そう計けいはいけませんね。

　ノヴゴロドの地下で起きた事は、IZUMO側にも提てい出しゆつして検けん分ぶん中ちゆうだ。

　あの場所で見た事など、報告役やくとしていろいろまとめたため、こういう状況ではそれを連れん想そうしがちになる。

　だが、結けつ論ろんありきのような事をしたり、推すい測そくに推測を重ねていけば、理論だっていても現実からは乖かい離りしてしまう。

　それでは駄だ目めだ。

　自分はまだまだ、歴史の事実を語るのでも無い限り、議ぎ論ろん役には向いてないという事だろう。と、浅あさ間まはそんな事を思って吐と息いきする。

　しかし、結局は皆も、同じようだ。

　実況通神チヤツトの中では、

・ウキー：『解わからぬ事。そして、明日あしたには解るかもしれぬ事にここで時間を費やし、無む駄だに体力を使用しても意味が無いだろう。寝るに限るぞ』

　確かに、と頷うなずく向きもあれば、雑ざつ談だんを続ける者達もいる。メアリと点てん蔵ぞうは星ほし見みの話を続けているし、自分達も、

・あさま：『ミト、起きてます？』

・銀　狼：『え、ええ、起きてますわ』

　じゃあ、と何か話そうか、と思った時だ。

「ん……」

　みじろぎの音がした。

　トーリが、起きたのだ。
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　背を向けて横よこ向むきになってはいるが、至し近きん。

　そんな位置にいるミトツダイラは、慌あわてて、しかし音を立てないように身を堅くした。

　毛布は抱いたような姿し勢せいで、表示枠サインフレームはその陰に隠かくしている。これはきっと、浅間も同じ事だろう。

　今、背後では彼が身を起こし、眠そうに息をついている。

　寝ぼけている、というのは、息が深い事ですぐに解った。

　しかし、不ふ意いに声がした。

「いけねえなあ……」

　え？　とミトツダイラは思った。何が駄だ目めなのか、と。すると、

「ふぉれ」

　という彼の声と共に、横向きの身体からだに温かさが触れてきた。

　彼の毛布だった。

　横向きに掛けられたそれは、自分と、王と、ホライゾンと、そして浅間にまで掛かるだろう。彼はそれを整え、しかし苦く笑しようした。毛布が横よこ向むき故ゆえに、自分達の足が出る事に気付いたのだ。

　自じ嘲ちようとも言える口く調ちようで、彼が言う。

「駄だ目めだなあ、俺おれ」

　ふと告げられた意味。それに対して、ミトツダイラはこう思った。

　……駄目だなんて……！

　ミトツダイラは、起きてしまおうかと思った。

　そんな事はないと、そう言おうと思った。

　これで充分過すぎると。

　しかし、

「しっかりしねえとな」
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「────」

　ミトツダイラは、王の言葉に何も言えない。

　何を、しっかりすると言うのか。

　ホライゾンがいて、姉がいて、そこに自分達が余よ計けいなものとして飛び込んで来ているだけだというのに。

　この人は。

　私達の不ふ可能を受け止める以上に、何を受け止めてくれるというのか。

　ただ、彼はそれ以上、何も言わず、そのまま倒れるように、寝た。

　腕を広げ、仰あお向むけに、首を反そらせるようにして、

「か……」

　気付くと、息はもう、眠りのそれだ。

　その息を聞きながら、ミトツダイラは泣いた。

　身み勝がつ手てな、騙だましているような涙だと思いながら、自然な息になるよう心がけながら、目め端はしから横向きに流れるものに自由を許した。

　……私。

　毛布の端は、完全に自分の身体からだを覆おおっていない。だが、引っ張れば、

「…………」

　向こう、端の方を、持っている力がある。

　浅あさ間まだ。こちらの引きに、向こうの彼女の引きが、今いま答えてくれる。

　そしてミトツダイラは思った。この毛布は、甘えだ、と。本来なら、彼のもので、自分達への受け止めとして、彼が自分の不ふ備びと共に寄よ越こしてくれた、甘えだ。

　ミトツダイラは、甘える事が苦にが手てだ。

　だが、王がそれを寄よ越こしてくれる一方で、不ふ備びを得るならば、

　……王にそんなものを感じさせる甘え方、騎き士しとして、あってはならない事ですわ。

　ゆえにミトツダイラは泣きながら思った。

　……これから先……。

　王が騎士を甘えさせても、何の咎とがめも不備も無い程ほどの働きを、自分はしよう、と。

　ミトツダイラは、そう思った。

　寝た振りのまま、ミトツダイラは、涙を拭ぬぐった。

　王に対して寝ね返がえりを打ち、身を寄せた。

　毛布の端はしが、自分の身体からだを少しでも覆おおえるように、王に身を寄せた。







[image: 第四十九章『音無し広間の奮起少年』]
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　湯ゆ気げの伴う密みつ室しつがあった。

　浴よく場じようだった。月つき色いろの壁と床に覆おおわれた二十畳じよう程ほどの一室だ。

　だが、浴場は今、機き能のうを果たしていない。湯ゆ口ぐちの湯は止まっており、あるのは湯気よりも、

「……なかなか、限げん定てい出来ないですね」

　表示枠レルネンフイグーアが、各かく方ほう角がくと、下と上、含めて十五個。

　それら全て、表おもてを見せる方向は、浴場の中心から、やや奥に座っている少年の方だった。

　片かた桐ぎりだ。浴よく槽そう縁べりに腰タオルの姿すがたで座る彼は、目を伏せ、

「スタート」

　ヘッドホンを首から提さげた彼の言葉と共に、音が生まれる。

　彼を向いた全ての表示枠が震しん動どうし、あらゆる方角から、録ろく音おん情報を再さい現げんしたのだ。

　一いつ瞬しゆんだ。

　流れるのは、静けさ。

　そして不ふ意いに、片桐が右手を軽く震わせた。

　直後に、大だい音おんが流れた。

　葉の音だった。だが、葉は枝えだが擦こすれ、葉は縁ぶちが触れあう音は大たい量りようで、それが空気を破は壊かいした。まるで砂さ流りゆうが爆ばく発はつしたような響ひびきが浴室内ないを反はん響きようし、

「ストップ」

　片桐の言葉で、全ての音が消える。

　そして片桐はヘッドホンを耳に掛け、表示枠の操そう作さを開始。

「大体ここかな……」

　彼は、時間ごとの音量を波は形けいにした表ひよう示じを確かく認にん。その中の一点を拡大し、時間スケールを引き延ばす。途と中ちゆう、幾いくつかの聖術テスタメントクンストによる音響術じゆつ式しきを掛け、響きをクリアにしていき、

「おっと」

　クリアにし過ぎた。

　音響聖術を一個解かい除じよすれば、音は元に戻るが、術が一つ無む駄だになる。旧派カトリツクの聖術は使い切りだ。その事を申もうし訳わけないと思いつつ、片桐はそれを外はずした。

　すると表示枠の中で、波が一つ跳ね上がった。

　波の形が、やや右上がりの長い台だい形けいである事を確認して、

「やった……」

　片桐はヘッドホンを外しながら両腕うでを上げ、伸ばした。

　万ばん歳ざい。そのまま、少々時じ間かんを置いて、片桐は後ろに倒れる。ヘッドホンは床の側に。しかし、身体からだは浴槽内の湯に当たり、湿しめった平ひら手て打うちのような音を立てた。
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「と」

　片かた桐ぎりは、上じよう半はん身しんを背から湯に倒し、しかし沈まない。脚あしに力を入れ、踏ん張って、身体からだをやや温度の落ちた湯に寝かせる。

　……よし。

　やる事は、やった。

　午前に福ふく島しまと清きよ正まさの戦せん闘とうを見て、結果を知った時、こう思ったのだ。

　……僕も、何かをしなければ。

　そして先夜から、気になっていた調査を開始した。

「僕にしか、出来ない事」

　浅あさ間まの巫み女こに言われた事を、片桐は呟つぶやく。自分だけの能力。それは、交こう渉しようとは別の、

「音声を中心とした、高こう感かん度どの検けん知ち能力と転てん化か理解」

　ステルス航こう行こうや、敵の探たん知ちに必要な能力だ。航こう空くう艦かんならば数人の自じ動どう人形が行う事があるが、自分は十じつ本ぽん槍やりの一人として、その専せん任にんとなっている。

　知ち覚かくの高さは、有あり難がたい時もあれば、面めん倒どうな時もある。しかし今は、

「〝百ひやく紋もん検けん地ち〟」

　旧派聖術クラシツククンストの表示枠レルネンフイグーアが散ると同時に、倒れた湯ゆ面めんに波は紋もんが生じた。

　水の文もん様ようはこちらの身体からだを撫なで、しかしゆっくりと、

「る……」

　鼻はな歌うたに合わせ、浮き上がり、形を作った。

〝百紋検地〟。

　それは自分の中に聞こえる音を集め、外部に転化して形を持たせる術だ。本来はイメージを風や光で形にし、あらゆる状況下で仲間に指し示じや伝でん達たつを行う術じゆつだが、

「やっぱり」

　口を横に歪ゆがめて見上げる視し界かいには、女のシルエットが出来ていた。

　湯が持ち上がり、自分の頭の中にいる、ある女性のイメージを再さい現げんしているのだ。

　形は不ふ確たしかだ。だが、胸が有り、顔も首から顎あごの辺りまでは出来ている。その形には見み覚おぼえがあるが、

「どうして、数すう分ふん話しただけの相手が気になってくるかなあ」

　解わからない。

　だから解ろうとして、片桐は右手を上に伸ばした。宙からこちらを見下ろしている彼女に、触れてみる。

　湯だ。手て応ごたえは水と同じで、温度が人ひと肌はだに近いだけ。しかし、

「うん……」

　手で触れようとしている、という事に、片かた桐ぎりは少しの驚きを得る。

　これは自分の中の情報で、他者に送るためのもの。自分の中から出た時点で、自分の中にあるものとしては〝正解〟の形を取っている。

　だから、それを確かめる事も、触ってみようと思う事も、まず、無い。

　だが、そんな行為をしてしまうのは、一つ仕事を終了した開放感かんと、

「やっぱり、知りたいんだろう」

　自分の中の正解。しかし、その正解をもってしても、触れねば解わからないような事。

　動どう機き自体は明確な気がする。

「僕にだけ、出来る事」

　向こうからすれば、単純なアドバイスだったのかもしれない。巫み女こであるならば、悩み相談のようなものは絵え馬まや祈き願がんを通しても受けるものだ。定てい型けいの返答だったのかもしれない。

　だけど、その言葉が、当たりだったら、変わるものがある。

「────」

　片桐は、湯を崩くずした。

　そして彼は自分の中にある別の正解を蒸じよう気きの霧きりで作り上げていく。それは、

「朝の襲しゆう撃げきの、構こう図ずです」

　霧きりの濃のう度どが、プールにいた片桐から、一番艦かんに突とつ撃げき降こう下かを掛けた武ぶ神しん二機までを明確に作り上げた。

　縮しゆく尺しやくは寝ている自分の見上げに応じたもの。上下左右の圧あつ縮しゆくもだが、前後の圧縮が大きい。まるで書き割りを並べたかのように、蒸気の立りつ体たいが遠くまでを明確にする。

　少し、縁えん日にちの中に造ぞう形けいの甘いところがあるが、当時の艦かん外がい観かん測そくデータが得られれば完全なものと出来るだろう。

　更さらには、

「スタート」

　声と共に、蒸気が動き出した。たゆとう煙は、しかし、正確に武神の動きと、それに対たい抗こうしていく福ふく島しまと清きよ正まさの動きを再さい現げんする。

　……相変わらず、尋じん常じようじゃない戦せん闘とうだ。

　人間が武神を倒す。

　元々、武神戦せん力りよくは、人間では敵かなわないものを相手にしたり、人間戦力を蹂じゆう躙りんするために運うん用ようされるものだ。

　武神にとって否ひ定ていされるべき存在が、力でそれを否定し返す。

　あり得ない事をする存在が、少なくとも自分の仲間には二人いる。

　否いな、他の十じつ本ぽん槍やりでも、ほとんどはそのクラスを仕し遂とげる筈はずだ。

　それなのに、

「……福ふく島しまさんや、清きよ正まささんは、不ふ満足だったんですね」

　敵、加か藤とう・段だん蔵ぞうの仕し掛かけについては、自分にもよく解わからない部分がある。知ち覚かく検けん知ちと実際の部分が違ったり、合っている部分があって、戦せん術じゆつ的てきな見けん地ちや術じゆつ式しき的な見み立たてが無ければ、自分が自分を騙だましているのかすら解らないからだ。

　しかし、目の前の戦せん闘とうの再さい現げんが終了して、福島は泣いて、清正は負ふ傷しようした。

　……自分に出来る事を、全力で仕し遂とげて、しかし自分達としては、負けた。

　その時、片かた桐ぎりはこう思った。

「僕に出来る事をしよう」

　自分の術じゆつ式しき〝百ひやく紋もん検けん地ち〟は、再現分ぶん析せきと伝でん達たつの術じゆつ。

　だが、それをもって出来る事は多くある筈はずだ。そして、

「僕の出来る分で、僕の出来るだけ皆を支える事が、出来るんだろうか」

　最後、疑問形けいになるのは、確かく証しようが無いからだ。

　とはいえ、問う相手もおらず、答えをくれる者もいない。だから、

「うん」

　霧きりを収め、片桐は湯で再ふたたび彼女のイメージを作る。

　自分に、良くある内容の道を示してくれた女性。

　……この人になら……。

　始めた、と、そう報告してみたいとも思う。

　自分なりに考えて、出来る事を始めた、と。

　仲間が負けてからでは遅いのかもしれない。これが正解なのかも解らない。だが、

「始めました」

　湯の造ぞう形けいで微笑する彼女に言って、

「あれ？」

　片桐は気付いた。イメージの正解が、先さき程ほどと形を違えている事に、だ。
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　片桐は思った。胸の大きさが違う、と。これは、

　……あれ？　今のだと、清正さんや、長なが泰やすさんのクラスで……。

　いけない、と片桐は思った。

　これはそれぞれに失礼だ。こういう事をしてはいけない。

　だから形を変えようとして、

「……ぬ？」

　福島クラスになった。

　これもいけない。

　どうも、正解を作る事に躊躇ためらって、記き憶おくに近いものが出ているらしい。

　これではいけない。だから、

　……ちゅ、中ちゆう間かん点てんくらいかな……。

　やってみた。

　すると上う手まく行った。

　よし、と片かた桐ぎりは心の中で、頷うなずき、湯の造ぞう形けいに手を伸ばし掛け、

「……駄だ目めだ！」

　そういう事をするために脳のう内ないから正解を出したんじゃありません。

　……じゃあ何でだろう。

　見て楽しむためだろうか。それもまた語ご弊へいと別のものがあるような。否いな、自分の正解を出して、何か思いを伝えたい場合というのは、これ即すなわち、

「信しん仰こう……」

　そう、信仰だ。

　良い言い訳わけです。

　否、言い訳とか言っちゃ駄だ目めです。これは信仰。うん、そういうものです。

　ちゃんとした信仰です。良くあるじゃないですか、ロリコンを生命礼らい賛さんとかいう手て合あい。ああいうのとは違います。

　……何しろ僕のは、淫いん乱らん巨きよ乳にゆう巫み女こさんに悩み相談教きよう！

「駄目だ……!!」

　葛かつ藤とうしてしまう。

　そうじゃない。淫乱とか巨乳とか、信仰には関係ありません。

　ええ、これは個人の崇すう拝はい。それでいいのです。

　よし、と片桐は心の中で、頷うなずき、湯の造形に手を伸ばし掛け、

「……信仰触さわっちゃ駄目だ!!」

　旧派カトリツクでも、十じゆう字じ架かにキスしたりは有りかどうかでモメるくらいだ。キスは親しん愛あいの表ひよう現げんとして行う派もあるのだが、派によっては「キスが表現だったら、俺おれ、ディープだもんね！」と、口の中に突っ込んでクチョクチョしたり、行き過ぎて施せ療りよう院いんに運ばれるケースも後を絶たない。

　十字架は危険です。水だったら安心です。

　違う。

　そうじゃない。と、手を振っていると、脚あしが滑った。

「ふぉ」

　湯に寝かせていた上じよう半はん身しんが、背中の面から湯に沈む。

　いかん、と片桐は思った。急ぎ、脚を踏ん張り、

　……ぬ！

　水を吸った長ちよう髪はつを重いと感じながら、脚あし側がわ高めのブリッジ姿し勢せいを片かた桐ぎりは取った。

　その時だった。

「片桐様さま？　昨日きのうの今日きようで申もうし訳わけありませんが、先さき程ほどまで復ふつ帰きの会見をえましたもので。今からですけど、お風ふ呂ろ、入らせて下さいね？」

　清きよ正まさと福ふく島しまが、浴よく場じようの扉とびらを開けた。
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　福島の手を引いていた清正は、それを見た。

　風呂がある。浴場だ。士し官かん用ようとは言っても、この艦かんの中では実じつ質しつの十じつ本ぽん槍やり専せん用よう浴場。

　戦せん士し団だんの施し設せつ見学要よう望ぼうではいつもトップに入るここだが、

「…………」

　浴場の縁ふちがある。タイル張りのものだ。

　そこで、片桐が全ぜん裸らで脚をこちらに開き、仰のけ反ぞっていた。

　いいブリッジの、反り方だった。

　清正は勢いよく扉を閉めた。
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「ど、どうしたので御ご座ざりますかキヨ殿どの！」

　手を引く先、福島の問いに、清正は笑顔で首を横に振る。

「いけません」

「え？　な、何がで御座ります？」

「あれはいけません。理由があってもいけませんし、理由が無かったら尚なお更さらいけません」

「だから、何がで御座りますか？　拙せつ者しや、言われないとよく解わからないので御座りますが」

　そうですねえ……、と清正は、顎あごに手を当てた。

「丁てい寧ねいに説明すると……」

　まさか、下か腹ふくをガバアでブリッジで天てん上じよう突づきとか、言える訳わけもない。考えただけで赤せき面めんする。しかし、

　……やっぱり、片桐様も男の子ですからね。

　ストレス溜たまるとあんな遊びをしてしまうのかもしれない。

　だが、それはまた、一つの事実を示す。

　……嫌いやな事が、あったのでしょう。

　今日の事かもしれないし、別の日の事かもしれない。テストもあったばかりだ。年とし頃ごろの男の子が、奇き態たいに走っても仕方ない。

　ストレスがあり、考え込んでいる。

　こういう状況の時をどういうのか、清きよ正まさは、先さき程ほど見た光こう景けいによって頰ほおを赤く、福ふく島しまから視線を逸そらしながら、こう言った。

「片かた桐ぎり様が、おちこんでいたので……」
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　は？　と福島は首を前に傾かしげた。

　清正は顔を赤くして口を横に閉じてしまっている。どことなく、上じよう気きした頰ほおの上、目め尻じりに涙を浮かべているようにも見える。だが、

　……片桐殿どのが、おちこんでいる？

　どういう事で御ご座ざりましょう、と福島は思った。

　今日きよう、自分達は、勝ったようでいて、負けた。

　ならば、落ち込むのは自分達であって、片桐ではない筈はずだ。

　……それを何な故ぜ、片桐殿が？

　ともあれ、今の清正を見ていると、二度は聞けぬ気もする。

　ゆえに福島は考えた。ひょっとして、自分が聞き間違えたのではないか、もしくは、異い国こく人じんの清正が、何かを言い間違えたのではないか、と。

　だが、何を言い間違えたのか。似た言葉を、福島は考えた。

「成なる程ほど」

　現在の状況。風ふ呂ろ場ばと言う事も考え、福島は言った。それは、清正に気を遣つかい、彼女の言葉をそのまま用いたもので、

「──つまり、隠いん語ごとして、片桐殿が、おちこんでいたので御座りますな？」
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　え？　と清正は思った。

　自分の想そう定ていしていた単たん語ごと、福島の言ったものの発音が微び妙みように違ったのだ。

　だが、極きよく東とう人じんの清正の方が、正しいのだろう。ゆえに、

「え、ええ、Ｔｅｓテスタメント．、片桐様がおちこんでいました。お風呂の中、一人で」

「風呂の中で一人で!?」

　福島が声を上げた。だが彼女は、はっとした顔で、

「いや、男であるならば、その方が好こう都つ合ごうという事もあるかと」

「おちこんでるなら、お風呂の中で一人の方がいいのですか？」

「左さ様よう、自室の中では、緊きん急きゆうの呼び出しで、中ちゆう断だんせざるを得ぬのかもしれぬで御座ります」

　確かに、と清きよ正まさは思った。

「部屋の中で一人おちこんでる時、無ぶ粋すいに呼び出しなどあったら、気が散り散りになってしまいますからね……」

「気が散っては、おちこんでいる意味も無いで御ご座ざりますからな……。あ、いや、拙せつ者しや、おちこんでるタイプでは御座りませぬので、推すい測そくに御座りますが」

　福ふく島しまの言葉に、ふふ、と清正は笑った。

「そんな事仰おつしやって。──福島様、密ひそかにおちこんでるタイプですよ？」

「密かに!?」

「Ｔｅｓテスタメント．、密かに」

　福島が、呆ぼう然ぜんとした顔をこちらに向けた。

「精神の、とか、そういう枕まくらでは御座りませんで、リアルの、で御座りますか？」

「？　……おちこんでるのは精神の働きだと思います」

「確かに。精神の、ええと、いろいろあって出てしまうものかと」

　Ｔｅｓ．、と清正は頷うなずいた。

　スピリチュアルな話を基き礎そとするなら、自分の得とく意い分ぶん野やだ。

　清正は、福島を元気づける意味をもって、こう言った。

「福島様は、リアルにおちこんでるのを、制せい御ぎよ出来ないのだと思いますけど、でも、そういうふうになれたというのは、大きな変化だと思いますよ？」

「拙せつ者しや、知らぬうちに、そんな人間に進しん化かして御座りましたか……」

「ええ、いい事ですよ」

「いい事!?」

　と、脱だつ衣い場じように入ってくるためのドアが開いた。入って来たのは、細ほそ身みの、黒い六枚翼よく。

「あれー？　キヨちゃんにフクちゃん、怪け我がとかは？」

　十じつ本ぽん槍やりの五番。脇わき坂さかだ。
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　脇坂は、清正と福島が、人ひと差さし指ゆびを口に立てて振り向くのを見た。

　……おや？

　意味が解わからないので首を傾かしげると、清正が言った。

「中で、片かた桐ぎり様が、おちこんでいるんです」

　え？　と脇坂は思った。夏服を脱ごうとしていた手を止め、

「……隠いん語ごの言い方として、もうちょっとヒネらない？」

「でも、片桐様が、大変なんです」

「そりゃ見られたら大変だねえ。まあ、場所的には有りだけど」

　脇わき坂さかはなるべく冷静に対応しようと、そう思った。

　と、今度は福ふく島しまが、首を傾かしげた。

「脇坂殿どの。──今の、どっちで御ご座ざるか？」

　……どっち!?

　言われている意味が解わからない。だが、どちらか、という事は、選せん択たく制せいなのだろう。

　片かた桐ぎりの自然反はん応のうについて、何か選択肢しがあったろうか。

　ああ、そうか、と脇坂は理解した。

「セーフかアウトで言ったら、アウトじゃないかな？」
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　清きよ正まさは、愕がく然ぜんとした。

　脇坂と、嘉よし明あきの姉妹は、何ど処ことなく厳きびしいという雰ふん囲い気きがある。長年の付き合いでも、特にそれは彼女達それぞれと他人に対して発はつ揮きされるものだが、

「脇坂様、──おちこんでるのがアウトというのは厳きびしい判はん断だんでは？」

「いや、あのさ、フツー、アウトどころか一いつ発ぱつ退たい場じようじゃないかな？　レッドカード」

　……そんなに厳しい……！

　と、清正が思った時だ。脇坂に続くように、金の翼つばさが入って来た。

　嘉明だ。彼女は既すでに首くび元もとの袷あわせを緩めながら、

「福島、一いちノ谷たにの方の手て配はいは済んだから、──って、あれ？　三人で何してるのよ」

　え、ええ、と狼狽うろたえを隠かくせない物もの言いいをしながら、清正は言った。

「中で、片桐様がおちこんでるんですけど、脇坂様は、それを一発退場だと」
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　嘉明は、頭の中に疑問詞しを作った。

　……また、変な事を。

　だが、何となく解る。おそらく現状、清正が正解だ。多分。

　片桐が珍めずらしく落ち込んでいる。それは、自分達に取っては、いい事だと思う。

　ただ、脇坂も自分と同じで、他人に厳しいところがある。見方によっては、こんな戦せん地ちで落ち込みなど、危険でしかないのだ。

　馬ば鹿からしい話だわ、と思いつつ、清正合わせで嘉明は言った。

「片桐がおちこんでるのについては、面めん倒どうだから解決策さくを言うけど、──誰だれかが片桐に助じよ言げんやフォローしてやったら？」
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　流石さすがは嘉よし明あき様、と清きよ正まさは思った。

「そ、そうですよね。おちこんでいる片かた桐ぎり様には、助じよ言げんなり何なり必要ですよね？」

「助言……!?」

　福ふく島しまが、呆ぼう然ぜんとした顔をこちらに向けた。

「アドバイスで御ご座ざりますか!?」

「ええ、そうです」

「た、たとえば？」

　前のめりで言われる事だろうか。だが、彼女の問いに、嘉明が頷うなずいた。

「片桐だって男だもの。女からの助言は嬉うれしいでしょう」

「確かに……」

　Ｔｅｓテスタメント．、と脇わき坂さかが頷うなずいた。

「ちょっと恥はずかしいだろうけど、それもカッキーには似に合あうよねー」

　彼女はしかし、顎あごに手を当て、嘉明に問うた。

「でも、どんな助言？」

「アンジー、男がおちこんでるなら、それは当然再さい起きさせるものよ」

「──もう一回立たたせるの？」

「脇坂殿どの！　直接的に御座りますぞ……！」

　いいえ、と清正は断だん言げんした。

「何度でも立ち上がって貰もらわないと、駄だ目めです」

「……キヨちゃん、それでカッキー死んだらどうすんの？」

　え？　と清正は言葉を詰めた。確かに、そこまでは考えてなかった。だから、

「そ、そうならないように、皆でフォローを……」

「キヨ殿、……フォローとは？」

「それは、その……」

　片桐様は嫌いやがりそうですけども、と思いながら、清正は言った。

「片桐様の言う事をちゃんと聞いて上げて、手取り足取り、導いて、曲がっている部分は直して上げて、いいところを伸ばして……」

　言葉を作った。

「……皆で、責任を共きよう有ゆうしましょう」
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「責任取とるのはカッキーだけじゃないかな？」

　脇わき坂さかの言葉に、嘉よし明あきは応じた。

「何なに言ってるのアンジー。私達はそういう繫つながりじゃない筈はずよ」

「そうですよね、皆で一つの十じつ本ぽん槍やりです」

「今いま思うと、そういうキャッチフレーズ、重いで御座りますな……」

　と、浴よく場じよう側がわから扉とびらが叩たたかれた。

「ちょ、ちょっと、何で今いま頃ごろに皆で来てるんですか！　この前、こういう順じゆん番ばん崩くずしはやめようって言ったじゃないですか！」

　片かた桐ぎりだ。彼の言葉に、皆は顔を見合わせ、こう言った。

「──嫌いやな事があったら相談しなさい」

「するより先に変な話広ひろげられてるじゃないですか！」

　と、片桐の声が響ひびいた。

「幾いくつか、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦せん術じゆつで解わかった事があるので、後で会議室しつにお願いします！」







[image: 第五十章『入り口の測り手達』]
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　移い動どう教室二日目めの午前。

　真さな田だの遺い跡せきに向かう皆は、遺跡の前、広場となっている石いし野の原はらの上に座っていた。

　皆の前で、オリオトライが軽く手を打つ。

「さて、じゃあ状況を説明するわね。今日きようは移動教室二日目の、中なか日び。一応、予定では、今日きよう、明日あしたを掛けて遺跡を調査する事になってるわ」

　彼女が手て元もとに出し、拡大するのは遺跡の概がい要よう図ずだ。そして、

「入口、見てね」

　皆の正面に、入口がある。

　巨きよ大だいな穴だった。それも人じん工こうの、だ。高さは八十メートル。幅は二倍程ほどある。その全てが白い石いし張ばりのものだ。

「武蔵野むさしの艦かん橋きよう程じゃないけど、結けつ構こう大きめの通路ね。竜りゆう属ぞく対応って話。基本、まだ遺跡は生きていて、保ほ全ぜん加か護ごが働いてるわ。一度傾かたむいて泥どろとかいろいろ流れ込んだ結果、土の床が出来ちゃって、少し天てん井じようが低い部分もある。でも──」

　オリオトライが、遺跡の概要図を手で叩たたいた。

「階かい層そうは二つ。階層ごとに巨大なホールがあるわ。一いち階層目めは地上に露ろ出しゆつしていて、天井部ぶが吹き抜けになってる。二階層目は、地下ね。そしてこの奥に──」

　オリオトライが示した地下通つう路ろの先。そこには、しかし、何も描かれていない。

「一応、酒さか井い学長が言っていた、信のぶ康やす公こうの自じ害がいの場と、何か施し設せつがあるのよね。

　ここの調査が、移動教室のハイライト。だけど……」

　と、彼女が眉まゆを立てた笑えみで、二つのホールをそれぞれ叩たたいた。するとそこに、竜を模もしたマークが描かれる。

「何と今日は、ここに天てん竜りゆうがいまあす」

「先生、嬉うれしそうですわね」

「彼ら倒すの大変なのよー」

　やったんだ……、と皆が僅わずかに引く。

「昔よ昔、──とまあ、ちょっと訳わけありだけど、彼らを倒していく事になるわね。

　予備日として明日があるけど、出直しが通じる相手じゃないわ。気を付けなさい」

「先生、いいかしら。……倒すとしても、問題は無いように段だん取どりついてるの？」

　成なる実みの問いに、オリオトライは頷うなずいた。

「竜属の方からの申もうし出で、これは自主的な行動となってるわ。真田ではあるけど〝第一次上うえ田だ合かつ戦せん〟の歴史再さい現げんとして、竜属独どく自じの行動を取った、って事ね。

　彼らの方としては、竜属が動く事で、真田・信しげ繁のぶ派はの羽は柴しば勢ぜいへの優ゆう遇ぐうと、残された信のぶ之ゆき派の安あん堵どが確定するみたい。

　昨夜の地ち竜りゆうの飛び込みも、そういった流れによるものだそうよ。

　……羽は柴しば勢としては、この遺い跡せきの奥に調査の手を入れさせたくないようね」

　と、オリオトライが言うと、皆が沈ちん黙もくした。

　教師は生徒を眺ながめて言う。

「世界最さい大だいの相手が、君達を意い識しきしてるって訳わけね。──ハイ、じゃあ編へん成せいの方、どうなったかしら。──ネシンバラ？」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、と石の上に座っていたネシンバラは立ち上がる。眼鏡めがねを上げ直して、手て元もとの表示枠サインフレームから読み上げるのは、

「今回は、班はんを三つに分ける。遺跡に行って調査する実じつ働どう班、ここで帰き還かんメンバーを待つ待たい機き班、そしてベースキャンプの方を警けい備びするキャンプ警備員」

「最後が酷ひどいな!!」

　皆のツッコミに、ネシンバラは頷うなずいた。仕方ない、と思いつつ、

「聖せい域いき保ほ全ぜん班、……というべきかな。何気に竹たけ槍やりランチャーの制せい御ぎよとか、いろいろあるからね。ともあれ、──実働班の照しよう会かいと行こう」

　息を吸い、ネシンバラは淡たん々たんと告げていく。

「──葵あおい君くん、アリアダスト君、本ほん多だ君二人、クロスユナイト君、スチュアート君、ウルキアガ君、ミトツダイラ君、浅あさ間ま君、葵姉あね君、バルフェット君に向むか井い君。伊だ達て君と、立たち花ばな嫁よめ君。

　──人にん数ずうが多めだけど、天てん竜りゆう二体を相手にするからね。そのつもりで」

　と、アデーレが手を挙げた。

「立花さん夫ふ妻さいを分けるのは、何な故ぜですか？」

「立花夫おつと君には、ここに広げる第二キャンプの警けい護ごをしてもらう。彼の瓶かめ貫ぬきは、対たい竜りゆうとしては少々使つかいにくい。立花嫁君の方は、攻こう城じよう砲ほうがあるから対竜戦せんが可能だ」

　成なる程ほど、と誾ぎんが頷うなずいた。彼女は、赤仕じ立たての極きよく東とう夏服を着ていた。制服と言うよりも私服扱あつかいのつもりか、各部には装そう甲こうが仕込んである。胸が開いているのは三征西班牙トレス・エスパニアの流れか、その方が楽なのだろう。彼女は皆に軽く頭を下げ、

「──適てき材ざい適てき所しよという割り振りですね。Ｊｕｄ．、了りよう解かいしました。宗むね茂しげ様の分も、竜と戦せん闘とうをして参まいりましょう」

「そうしてくれると有あり難がたい。そしてここ第二キャンプでは、今日きようの夕食を作りながら実働班を待つ待機班を用意する。立花夫君、僕、ベルトーニ君──」

　シロジロが手を挙げた。

「私達は、武蔵むさしとの間にある外がい交こう艦かんから、渉しよう外がいを行いたい。

　──真さな田だの領りよう土どで、如い何かに理由があろうと竜りゆうを潰つぶしに行くのだからな。ここで少しでも稼かせいでおけば、北ほう条じよう戦せんで小こ遣づかいが使える」

「了りよう解かいだ。人にん数ずう分ぶんの食料は下ろしておいてくれ」

　おお、僕格好かつこいい、と思いながら、ネシンバラは言葉を繫つなげた。

「ペルソナ君、フルブシ君、御お広ひろ敷しき君、ナイト君とナルゼ君、直なお政まさ君、だね」

「確かに、あたしゃ昨夜ので朱雀すざく壊こわしてるしね。ここが順じゆん当とうさね」

「対たい竜りゆうクラスの砲ほう撃げきが可能な私達がこっちって事は、遺い跡せきからの救きゆう出しゆつ要よう員いん？」

　ナルゼの問いに、ネシンバラは頷うなずいた。

「昨日きのう、クロスユナイト君に調査して貰もらったが、この遺跡、実は崩ほう落らくの危険性せいがある」

「は？　どこに崩落していくっていうのよ？　向こう、森でしょう？」

「実は、そうじゃないんだ」

　ネシンバラは、オリオトライが広げている表示枠サインフレームを指さした。

　最さい奥おうの通路から先は不ふ明めいとなっている遺跡概がい要よう図ず。だが、あれは、

「この土地に、強きよう固こなステルス防ぼう護ご障しよう壁へきが掛けられている。遺跡の傾きからすると、裏には広こう範はん囲いに広がる谷か何かがあるらしいんだが、空から見ても、歩いて行っても、辿たどり着けない。

　しかし、遺跡の内部からならば、そちらに行く事も可能。つまり──」

　つまり、

「酒さか井い学長の言っている、信のぶ康やす公こうの自じ害がい現場などは、全て、そのステルスの中だ」
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　アデーレは、書しよ記きの言葉を聞いた。

　その上で、遺跡の現状を考えて意見を言うならば、

「つまり、遺跡は向こうの隠かくれ谷か何かに落ちつつあって、そこで戦せん闘とうしたら、遺跡が崩くずれるまでに逃げて来い、と？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事だね」

「──自分、奔ほん獣じゆうなんですけど」

　言うと、皆が同どう情じようの視線を躊躇ためらいなく向けてきた。鈴すずもこちらにがくがく頷うなずき、

「だ、だいじょ、ぶ、な、何とか、なる……！」

「有あり難がたいですけど、どーにもならない気がしますねー……」

「まあ、有ゆう事じの際には、私の銀ぎん鎖さで運びますから安心なさいな。奔獣の取り扱いは、解わかってるから大だい丈じよう夫ぶですわ」

　さすがに昨夜、ハンマーにした人は言う事が違う。

　ただ、残りの人員が保ほ全ぜん班はんとなると、

「ネンジさんにイトケンさんに、ノリキさんや東あずまさんも保全班ですか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、上う手まくいけば今夜で終了だが、テントの補ほ強きようなど、しておく必要があるからな」

　ノリキがそう言って頷うなずく横で、ネンジとイトケンと東あずまが神しん妙みように首を下に振る。

「正直、我わが輩はい達たちの場合、遺い跡せきの中にトラップがあったり、派は手でな結けつ界かいなどを行われると、浄じよう化かされてしまう事があるのだ」

「僕達の人じん格かくと、属ぞく性せいは別だからね」

「……私にとって銀ぎん製品が怪け我がを与えやすいのと、同じですわね」

　言われてみれば確かにそうだ。

　長い付き合いだから忘れがちだが、特とく性せい持ちのメンバーに取って、こういう場所はいろいろな意味で得意であり、危険でもあるのだろう。

　……大変ですねー……。

　と、しみじみ思っていると、人ひと影かげが来た。

　二つ。

　酒さか井いと、真さな田だ・昌まさ幸ゆきだ。
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「よう」

　酒井が右手を挙げるのを、武蔵むさし側の皆は見た。

「……出場前まえに、ちょっとした挨あい拶さつと、アドバイスに来たよ。あ、でも、挨拶って言っても、こっちの昌幸さんのは見なかった事にしておいてね。

　奥に行った佐さ助すけや才さい蔵ぞうは独自で、羽は柴しば側の要よう請せいもあって〝第一次上うえ田だ合かつ戦せん〟をしている訳わけだし」

「お気き遣づかい、誠まことに申もうし訳ない」

　と、木こ陰かげの中で、昌幸がこちらに頭を下げた。

「今回は、……全て、皆さまにお任まかせ致いたす」

　言って、彼は頭を上げない。一度、念を押すように、更さらに頭を深く低くして、

「──彼らの寿じゆ命みようは近い。既すでに仲間達のほとんどが死亡している程ほどに。

　そして、竜りゆうは戦いに誇り持つ者。そんな彼らの最後の戦せん闘とうを……」

　言われた。

「全て果たせるよう、お願い申し上げる……」

　その時だ。ホライゾンが、ふと、呟つぶやいた。

「如い何かに生き、如何に死ぬのが正しいか……、ですか」

「問いに行くか？　ホライゾン。失われる運命を持ってる相手に」

　トーリの声に、Ｊｕｄ．、とホライゾンは応じた。

「いろいろ、伺うかがいたいし、拝はい見けんさせて頂いただきたいと思います。ホライゾンが目もつ下か持っている問い掛けの答えや……」

　言って、言葉を続けながら、ホライゾンは昌まさ幸ゆきに頭を下げた。

「……答えに至る道を、勉強させていただければと、ホライゾン、そう思うのです」
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「──という事で、甲かん板ぱん上じようですが、十じつ本ぽん槍やりの午前会かい議ぎ、お願いいたします」

　背が低くなった森の間。そこを行く鉄てつ甲こう船せんの甲板上で、片かた桐ぎりが言葉を作った。

　艦かん尾び側がわを向く彼の視し界かいの中にいるのは、夏服姿すがたの福ふく島しまと清きよ正まさ、脇わき坂さかと嘉よし明あきだ。

　彼女達の向こうには、遠く、六艦からなる安土あづち城じようが見えている。

　その安土城に、片桐は視線を一度向むけた。朝日から、午前に昇る太陽を背後にし、逆ぎやつ光こうに青あお黒ぐろく霞かすむ巨きよ艦かんを見上げ、

「羽は柴しば様さまと竹たけ中なかさんには、進しん言げんをして、許きよ可かを得ています」

「Ｔｅｓテスタメント．」

　皆が、そう言って軽く頷うなずいた。

　嘉明が、じゃ、と前置きし、言葉を作る。

「──聞くわ。一体、何」

「Ｔｅｓ．、昨夜、浴よく場じようで〝百ひやく紋もん検けん地ち〟を使用して、解わかった事があるんです」

　それは何か。片桐は表示枠レルネンフイグーアを開き、二つの音声パターンのグラフを見せた。

　片方は波が強く立っているが、片方は一つだけ、だが、

「この、波が多い方が、先日の夜から、こちらを遠とお間まに襲おそって遊んでいる人狼女王レーネ・デ・ガルウのものです。幾いく度どとなく、木を投げつけられたりとか、したもんですが。

　取りあえず、全体の一部、この辺りに、彼女が木を投とう擲てきした時の音があります」

「でも、それがどーしたのかな？」

　脇坂が黒くろ髪かみを揺らして作る問いに、横の嘉明が応じた。彼女は鋭い視線で、

「もう一つの表示枠の音声パターンは？　その、単たん品ぴんのものの方」

「ええ、ここに重なるものです」

　と、片桐は、単品の一枚を、襲しゆう撃げきの一枚に重ねた。

　それは合がつ致ちする。その、人狼女王の音とされるところに、だ。

　皆は波の重なりを見ていたが、しかし脇坂が首を傾かしげる。

「同じ音なら、重なるのは当たり前っしょ？」

「アンジー」

　嘉明が言った。片桐の重ねた音声の波に眉まゆを立てて、彼女はこう言った。

「貴女あなた、行動する時、同じ音を立てられる？」

「え？」

　問われた脇わき坂さかは、えい、と靴くつで床を強く踏んだ。そしてもう一度、してみるが、

「……同じ？」

「結けつ構こう似にてますが、ここで鳴ってるものは、大たい木ぼくを投げるクラスの音ですね。……基本、同じ音を出すのは、難しいです。勿もち論ろん、これだって、アップしていくと結構違ちがうんですが」

　片かた桐ぎりは笑えみで言って、皆を見る。

　正面。四人とも、既すでに言葉を作らず、浅く鋭い視線をこちらに向けている。

　対する片桐も、口を一度締しめてから、会え釈しやくを送った。そして彼は、単たん品ぴんの音を描いた表示枠レルネンフイグーアを掲かかげ、

「──こちらの音。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの重じゆう武ぶ神しんの駆く動どう音おんです」
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　清きよ正まさは、深く息を吸った。

　……成なる程ほど。

　何が成程なのか、自分でも解わからない。だが、〝何が起きるか解らない〟という事に対する覚かく悟ごは出来ていたのだと、今いま更さらながらに理解する。そして、

「ならば、人狼女王レーネ・デ・ガルウは何ど処こに？」

「六護式仏蘭西の通つう神しんを傍ぼう受じゆする限りでは、前ぜん線せんに出ている、と」

「巴パ里リ郊こう外がいかしら？」

　嘉よし明あきの問い掛けに、片桐は首を振った。

「いろいろな可能性があります。ただ……」

「ただ？」

「──何があろうとも、勝たねばなりません」

　片桐は言う。昇あがっていく日の光を右から浴びながら、

「竹たけ中なかさんは大だい体たい解っているみたいで、ゆっくり行ったら？　とも言うんですけどね。でも、僕は急いだ方がいいと、そう進しん言げんしました」

「それで？」

　嘉明の問いに、答えたものがある。突とつ然ぜん現れた表示枠だ。

　寝ね間ま着き姿すがたの竹中がそこには映っており、

『急ぐから大変って事ですよー。お姉ねえさんはあまり勧めないんですけどね、ここから先の忙しさは。──腰こし据すえて、しっかりやった方がいいとも思うんですけどー』

　でも、と彼女は言った。

『ここまで来てるなら、急ぐのもありって事ですね。こっちで速度調ちよう整せいして、夕方には巴里に着くようにしておきますから、君達は準備しておいて下さい。

　──巴里では、きっと、激げき戦せんになりますからねー』

　笑えみで表示枠レルネンフイグーアが消えるのは、流石さすがだと清きよ正まさは思う。

　だが、嘉よし明あきがそれを見て、眉まゆを立てた笑みを作っていた。

「毎まい度ど、こっちを無む茶ちやなところに突っ込ませてくれて有あり難がたいわ。──で、福ふく島しま」

「何で御ご座ざりますか？」

「アンタの一いちノ谷たに、こっちで預かってるけど、後でちょっと調子を見に来なさい」

　嘉明は脇わき坂さかの肩を叩たたき、片かた桐ぎりやこちらに背を向けた。右手を軽く挙げ、

「勝たないといけないのは戦せん国ごくの習わし。当然の事を、ただただ激しくやらなきゃいけないだけね。──巴パ里リの街をオシャレに歩ける時間があればいいんだけど」







[image: 第五十一章『舞踏会場の退場者』]
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　さて、という声が、通路に響ひびいた。

　古く、広い通路だ。壁と天てん井じようは硬こう化か石せき材ざいで固められたもので、床はしかし、堆たい積せきした泥どろが固まり、覆おおっている。

　そこを行く者達は、小さい。二十人程ほどの集団だが、それだけの人にん数ずうをもっても、通路の左右は大きく余り、天てん井じようは遙かに高い。

　駆く動どう音おん付きの集団の中で、表示枠サインフレームを幾いくつも広げていた巫み女こが口を開いた。

　浅あさ間まだ。彼女はバインダースカート付きのフル装そう備びで、

「これ……」

　疑問の始まりとなる言葉が、天井や壁に反はん響きようする。

「ノヴゴロドと同じ組そ成せいですね。ただ、あれよりちょっと古いです」

「荒れてるだけ、って訳わけじゃないんですの？」

　続くミトツダイラの問いに、浅間は頷うなずいた。皆の表示枠にデータを送ると、

「──ノヴゴロドは保ほ存ぞん管理が為なされていましたし、ここは確かに荒れてますね。恐らく、一時的に地ち殻かくが傾いて、山さん間かん部ぶの泥が流れ込んだ時期があるのだと思います。ただ、それを考こう慮りよしても、ノヴゴロドのものより五十年程古いんじゃないでしょうか」

・未熟者：『黎れい明めいの頃ころの歴史に繫つながるね。極きよく東とう勢せい力りよくは、中央部から段だん々だんと地方への逆ぎやく転てんを果たしていった。ノヴゴロドに至る途と中ちゆう、作られた遺い跡せきなんだろう』

「しかし、あれよりデカくねえ？」

　皆の中央、ホライゾンを横に行くトーリが、天井を見上げて言った。

「あー、ベルさん？　奥、どのくらいあるんだ？」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．、お、奥は、このまま、向こう、入口」

　入口？　と問うたのは鈴すずを頭に乗せた奔ほん獣じゆうを歩かせているアデーレだ。

『奥って、向こう、空が見えますけど』

「傾いてる、の」

　確かに、と頷うなずいたのは、極東夏服に戦せん闘とう用ようのベストを着た成なる実みだ。

「きっと奥は大ホール。そこまで、昇る坂道として泥が堆積してる。だからホールの抜けた天井から、青空が見えてるの」

・不退転：『地上側、フォロー出来てるのかしら？』
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・未熟者：『位い置ち関係はフォロー出来てる。一応、酒さか井い学長のくれたマップからすると、その先が大ホール。そして、下に行って第二大ホール。その更さらに奥に、小ホールがあるらしい。

　酒さか井い学長が示すのはステルス空間内ないにある小ホールだけど、途と中ちゆうの大ホールには天てん竜りゆうの二人がいる筈はずだ』

　いいなあ、と、渓けい流りゆう沿ぞいの広場でネシンバラは思った。

　……地上側で参さん謀ぼう役やくとはいえ、ちょっと残念だ。

　出来れば天竜を間ま近ぢかに見たかったが、出入口の保ほ全ぜんは大だい事じな仕事だ。

　渓流沿い、山の斜面に突き出した出入口は広い。

「この遺い跡せき……、竜りゆう属ぞく対応だけあってデカいねえ」

・不退転：『ノヴゴロドは寒かん冷れい地ち。大たい半はんの竜属が苦にが手てとする場だから、あちらは人間用ようとしてのものでしょうね。そして、こちらの方、竜属対応のものが、当時としてはよくあるものだったんじゃないかしら』

　という成なる実みの言葉に、ベース側でテントの補ほ強きようを行っているノリキが言葉を送ってくる。

・労働者：『だとすれば、当時のナンタラ教きよう導どう院いんがほとんど残ってないのも解わかる。……デカい作りのもの程ほど、崩くずれ始めると止まらないからな』

・ウキー：『竜を恐れた人々が、竜属が立ち寄らぬよう、こういう遺跡を破は壊かいした、とも考えられるな』

　皆、なかなかいい発はつ想そうだ、とネシンバラは思った。次の小説で使おう。

　付き添いで来ているオリオトライも、御お広ひろ敷しきとハッサンが作るカレーの出来を待ちながら、

「そうそう。そういう風ふうに実じつ地ちでいろいろ考えるのが移動教室や修しゆう学がく旅行の醍だい醐ご味みってやつだから、帰ったらレポートあげられるくらいにはしておきなさいよ？」

　学生は忙いそがしいね、と嘆たん息そくしつつ、ネシンバラは問うた。

・未熟者：『下はどうだい？』

・傷有り：『あ、Ｊｕｄジヤツジ．、──二ふた代よ様さまが行きました』

・未熟者：『は？』

　ちょっと待て、とネシンバラは思った。

・未熟者：『調査しつつだろ!?　一体何なにをいきなりやってんだよ!?』

　答えは、すぐに来た。それも二代本ほん人にんから、

・蜻蛉切：『とぉつげぇきいいいいいいい──[image: ]　に御ご座ざる』
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　才さい蔵ぞうは、ホールの開いた天てん井じようからの陽よう光こうを浴びていた。

　天竜とは言え、身しん体たいの機き能のうは生物と同じだ。ただ、生まれと、死ぬ時に大きな違いがあるくらいのものだ。あまり、他と違いはないと、才蔵はそう思う。

　無む論ろんそれは、上位の者が持つ余よ裕ゆうの表れかもしれない。しかし、

　……眠ぃ──。

　陽よう光こうはいけない。特に夏の陽光は危険だ。

　竜りゆうであるが故ゆえ、身体からだの各かく部ぶには血液や流りゆう体たいを送るための副ふく循じゆん環かん系けいがある。それは身体が温まってくると、血けつ行こうが良くなるので当然緩む。

　緩むと、身体の全体が脱だつ力りよくする。そして眠くなる。

　結果として、夏の陽光は眠さと直ちよつ結けつだ。

　……下に佐さ助すけがいるけど、ま、いーか。

　しばらく寝るかなあ、と思った時だ。

　音が聞こえてきた。遺い跡せきに反はん響きようするからよく解わかる。この遺跡は自分達のような竜りゆう属ぞくや大型生物への対応型がたなのだ。最近は耳が遠くなってきたが、尚なお更さらに異い質しつの音には敏びん感かんだ。

『しかたねえな。第一次上うえ田だ合かつ戦せん、始まり始まり、ってかよ』

　才蔵は、身を低くした。

　奥の地下入口を護まもるように座り、前を見る。このホールの入口を正面とする姿勢だ。

　ホール入口の向こうは、上り坂だ。泥どろが堆たい積せきして、中に入りにくくなっていたのを、自分達が掘って入れるようにしたから、そうなってる。全部除じよ去きよしないのかと言ったら、

　……佐助のヤツは真ま面じ目めだから……。

　追っ手や、攻こう撃げき者しやが来ないとも限らない、と。

　確かに、そういう風ふうに、こちらが狩かられる時期があったのだ。
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　……あれは八百年と、四百年前まえだったか。

　竜属が重じゆう奏そう神しん州しゆうで欧おう州しゆうを荒らしたのは遙か昔の事だ。先せん祖ぞ達たちはゲルマンの大だい移動の時からだから、竜属が欧州を席せつ巻けんし始めたのは、千二百年前程ほどに始まる。

　祖そ先せんはゲルマンの襲しゆう名めいを行い、欧州を席巻した。だが、大移動の後、後こう継けいとなる次じ世代を人類側がわも襲名し、数百年に渡って戦ったのだ。

　自分達が参さん戦せんしたのは、両りよう勢せい力りよくの分ぶん水すい嶺れいとなった八百年前の時期だ。

　欧州を統一するカール大たい帝ていを、竜と人のどちらが襲名するか。その決けつ着ちやくがあったのだ。

　最終的に、人類側が欧州の中央部を解かい放ほう。仲間達が撤てつ退たいや降こう伏ふくをするのを余よ所そに、自分達は南部側から伊太利亜イタリアの南、シチリアを占せん拠きよして抵てい抗こうした。

　だがそれも攻こう略りやくされ、四百年前に撤退をする事となった。

　しかし、それらの戦いの中で、聞いた事がある。

　八百年前の事だ。戦せん線せんを広げ、制せい圧あつ地ち域いきを稼かせいでいた自分達の背後。竜属の老ろう王おうが倒されたと。そして、それを行ったのは、名も知らぬ人類や協力異い族ぞくであったと。

『聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たい』

　聖譜記き述じゆつを護まもるため。または、世界が危き機きになった時、それを解決するために、招しよう聘へいされた者達のワンオフ集団。

　集める者は誰だれなのか。集められた者達は誰なのか。誰も何も知らない。ただ、そんなものはありはしないと、そう思い、シチリアの温おん和わな土地を制せい圧あつしていた。

　そして四百年前まえだ。

　ある聖せい譜ふ記き述じゆつが聞こえた。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の北部、ザクセンのある街にて、大たい量りようの行方ゆくえ不ふ明めい事件が発生したのだと。

　消えたのは百三十人の少年少女。誰一人と戻って来なかったという。

　佐さ助すけが気にしたのは、それが自分達のせいにされるのではないか、という事だった。

　だが、物もの見み好ずきな飛ひ竜りゆうが、ある事実を探ってきた。

　件くだんの事件があった街では、何も生じていなかったと。そして、人類は現在、十じゆう字じ軍ぐん戦争の歴史再さい現げんに躍やつ起きで、そんな事に気を遣つかう者はいない、と。

　その夜に、襲しゆう撃げきを受けた。

　人類ではあると解わかっていたが、見た事の無い武ぶ装そう。術じゆつ式しきを使用する敵てき達たちだった。

　自分達は敵を半はん減げんさせたが、数時間で、こちらもそれ以上の被ひ害がいを受けた。ゆえに夜明け前に、壊かい滅めつ状態となっていた周辺氏し族ぞく達たちが撤てつ退たいを決定した。

　自分達も由を得てそうした。だが、自分達はプライドに任せて欧おう州しゆうの山さん岳がく地ちに逃げ延びるのでは無く、東西に分かれようと、そうなったのだ。

　そして東に逃げ、重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんにて、極きよく東とうの地に降りたのが、百六十年前。

　もはや佐助も自分達も、戦せん闘とう第一という生活には飽あいていたし、極東の人々は竜を神として崇あがめ、よくしてくれた。

　だが、ここで生活するようになって、ある事に気付いたのだ。それは、

『おっと』

　敵が来た。正面入口の斜面を下って来る。それもまずは一人で、だ。

　後ろに続いてくる者達がいるが、単独で女武む者しやが前に出ている。

　……おいおい、馬ば鹿かじゃねえか。

　下りの斜面では、バランスが下向きに働いて、横には移動しにくい。

　そこで竜りゆう砲ほうを撃うち込めば、一発だ。

　だから才さい蔵ぞうはそうした。
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　二ふた代よは、竜の動きを見み覚おぼえていた。昨夜、何度も見たのだ。そう、

　……竜は、竜砲を吐く際、１、２、３のタイミングで来るので御座る。

・副会長：『おい二代、こっちまだ坂さか登り切ってないんだが、大だい丈じよう夫ぶか!?』

・蜻蛉切：『大丈夫に御座る！　昨夜ので拙せつ者しや、竜りゆう属ぞくの竜砲タイミングをマスターしたで御座る。つまり、１、２、３のタイミングで』

　２で来た。
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　浅あさ間まは、正面から棒ぼうのように突き込まれてきた竜りゆう砲ほうを見た。

　下り斜面が抉えぐれ破は壊かいされる。位置としては、ほぼ真ま横よこの左。斜面の中央だ。

　……右側通つう行こうを守まもる人間で良かった！

　心しん底そこそう思うが、被ひ害がいは確実だ。何しろ竜砲は二ふた代よがいた辺りに直ちよく撃げき。それ即すなわち、

「きゃあ──！　消し炭ずみ……!!」

「ノリノリだな!!」

　皆のツッコミに対する根こん拠きよはある。砕くだかれた斜しや面めん中央には、白いものが見えているのだ。

　あれは確かに、

「……骨ほね？」

「竜りゆう属ぞくの骨よ」

　走らず、悠ゆう然ぜんとしたステップで追って来た成なる実みが言う。彼女は、義ぎ脚きやくの底で土の坂を軽く蹴けって、

「遺い跡せきが傾いているのもあるけど、泥どろの堆たい積せきが変に山になってるとか、妙みようだと思ったわ。

　──ここはきっと、竜属の墓はか場ばの一つよ。黎れい明めいの時代に作られた遺跡を懐なつかしんでか、祖そ先せんからの由ゆ来らいか、地ち竜りゆう達たちはここでの死を選ぶんだわ」

　ですが、と言葉を受け継いだのは、自分と同じく斜面右みぎを走って行く誾ぎんだ。

　彼女は前を見て、眉まゆをひそめると加か速そくし、

「……何で死んでいないのですか、あの女は。速度任まかせの前ぜん進しん回かい避ひなど行って」

　誾の行く先、二代が髪かみを揺らして突っ走っている。既すでに広ひろ間まの中央に達する勢いだ。

　それを見た浅間は、走りながら、

「生きてる……！」

「本ほん気きで死んだ事にしてたな！」

　皆のツッコミと同時に、ホールから声が聞こえた。それは、

「行くで御ご座ざるよ！」
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　叫びを上げ、疾しつ走そうの速度を追加した武蔵むさし副ふく長ちように、才さい蔵ぞうは身み構がまえた。

　……どう来る!?

　姿し勢せいを低くし、才蔵は武蔵副長の動きを見た。

　直後。彼女が更さらに加速した。こちらの正面に向かって、槍やりの伸しん縮しゆく機き構こうを使い、その身を飛ばしたのだ。

　距離が詰まる。だが、

　……まだだ！

　まだ、敵の槍やりの割かつ打だの射しや程てい、三十メートルの距離を割らない。ならば、

　……その外から、打撃で仕し留とめるか……！

　竜りゆう砲ほうの二発目は、まだ完全に溜たまっていない。

　ならば、敵の射しや程ていの外から高速の一撃を見み舞まえばいい。

　竜が殴なぐるだけで、人間は簡単に死ぬのだ。

　だからそうした。才さい蔵ぞうは間ま合あい調整に頭を引き、

『ふ……』

　と、右腕発はつ射しやのための息を吸った。

　その時だ。才蔵は、敵が再度の伸しん縮しゆく機き構こうで槍やりの穂ほ先さきをこちらに発射したのを見た。

　それでも割打にはまだ遠い。しかし伸びてくる穂先の直ちよく上じよう。そこにいるのは、

「加か速そく術じゆつ式しき〝駆かけ詞ことば〟。──立たち花ばな・誾ぎん、参まいります」
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　誾は、加速した。

　加速術式〝駆詞〟は、宗むね茂しげの持つ瓶かめ貫ぬき同どう様ように対たい象しようを追って加速する。

　だから誾は、先行する武蔵むさし副ふく長ちように追いつき、その背に貼はり付いた後で、

　……蜻蛉スペアの穂先に追いつき、加速……！

　武蔵副長とは、何の打ち合わせもしていない。

　ただ、フォローに回ろうと思って追っていったら、こちらの背を預け、前に出られる場があっただけだ。

　だからそうした。

　宗茂のように、こちらと密みつなサポートの交わし合いがある訳わけでは無い。ただ単に、前に出て行くだけが能のうのこの女には隙すき間まが多過ぎるのだ。だから、

「本ほん気きで気き遣づかわねばいけないとは、馬ば鹿かげた話です」

　今、自分が追いつく蜻蛉スペアの穂先も、武蔵副長は単なるフェイントのつもりだったろう。そして、恐らく、彼女はこの先を余り考えていない筈はずだ。

　仕方ない。だから先発として、

「十字砲火アルカブス・クルス……!?」

　砲ほう撃げきを叩たたき込む。その瞬しゆん間かん。

　……撃ちますか……！

　才さい蔵ぞうが、カウンターを竜砲に切り替え、放ってきたのだ。
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　二ふた代よは、穂ほ先さきに誾ぎんが乗っているのを見た。

　……いつの間に！

　誾殿どの、意い外がいと素す早ばやいで御ご座ざるよなあ、と思う視し界かいの中、竜りゆうが光を吐いた。

　竜りゆう砲ほうだ。先程一度使用した為、小出力。だが誾とこちらを打つには充分な一発だ。

　対する自分は蜻蛉とんぼスペアで相そう殺さいを狙ねらえる。が、穂先に乗った誾が邪じや魔まだ。

　このまま蜻蛉スペアを発はつ動どうすれば、誾が割かつ打だされる。

　それはいかん、と二代は思った。そんな事をしては宗むね茂しげ殿どのに迷めい惑わくが掛かる、と。

　そして二代は、落ち着いて、思し考こうをこう続けた。

　……でも、誾殿なら何とかするで御座ろうなあ。

「結べ！　蜻蛉スペア！」
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　武蔵むさし副ふく長ちようの決けつ断だんに、誾は、やっぱり、と思う反面、

　……こ、この女……！

　やると思ったら本当にやりました。

　急ぎ、誾は手を宙に伸ばした。十字砲火アルカブス・クルスだ。発はつ射しやする事で才さい蔵ぞうの竜砲を促うながした砲ほう撃げき。その反はん動どうで下がる十字砲の尻しりを、義ぎ腕わんでホールドしたのだ。

　宙に身を浮かせれば、反動で身体からだは下がる。

　これで安全、敵は竜砲後の隙すきを生むと、誾がそう思った時だ。足あし下もとに、穂先がついてきた。

「──!?」

　伸しん縮しゆく機き構こうで蜻蛉スペアが短くなっていくのだ。

　何をしている、とか、殺す気ですか、などと問う意味も無い。来る竜砲に少しでもタイミングを合わせるために間ま合あいを引いたのだ。

「この女……！」
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　才さい蔵ぞうは、己おのれと敵の間に光の飛沫しぶきが散ったのを見た。

　流りゆう体たい光こうだ。

　かつて、幾いく度どとなく弾はじけさせた光こう爆ばくは、今日きようも綺き麗れいだ。

　それは、自分の竜砲が凌しのがれたという事ではあるが、敵の攻こう撃げきを防いだという事でもある。

　かつてと同どう様よう。否いな、それ以上に、人類は恐ろしい相手だ。

　竜りゆう属ぞくが、成長と経験という以外に自分達の強化法ほうを持たないのに対し、人類は武ぶ器きや術じゆつ式しきを無む限げんに強化しうる。

　今もそうだ。こちらの竜りゆう砲ほうを相そう殺さいするなど、四百年前まえでも至し難なんであった事を、

『武ぶ装そうのスペアで行うか！』

　光が去る。その向こうに敵がいた。

　無ぶ事じだ。そのくらいは解わかっている。だが、

　……一人は穿うがったぜ！

　武蔵むさし副ふく長ちようが蜻蛉とんぼスペアを引いたからだ。空中に置いて行かれた立たち花ばな・誾ぎんは、竜砲を受けたはず。甘く当たったとしても、全身打だ撲ぼくの一発だ。ならば、

『──!?』

　空気のような、澄すんだものを右頰ほおに感じ、才さい蔵ぞうは身を左に捻ひねった。

　直後。先さき程ほどまで右目めがあった位置を突き抜けたものがある。

　砲ほう弾だんだ。あれは、

　……昨夜に、虎とら秀ひでが受けたものじゃねえか……！

　そして風を巻き、散る光の向こうに、才蔵は見た。穿うがったと思った相手が、無事だったのを、だ。あれは、

　……人類の強きよう点てんであり、弱じやく点てんでもある事。それは──。

『仲間を気に掛けたか！』

　砲ほう撃げきの女。立花・誾を、武蔵副長が右腕うでで抱き留めている。

　そして彼女の肩かた上うえ、新しい砲ほう門もんが出しゆつ現げんしていた。攻こう城じよう砲ほうクラスの大きさを持った、

「穿ちなさい。──〝四つ角十字クアトロクルス〟」





●






　誾は、感情を殺した。

　何しろ、現状、生きているのが不ふ思し議ぎな流れだ。

　先程、足あし下もとを穂ほ先さきが追って来た時、馬ば鹿かげた判はん断だんをしなければ死んでいた。それは、

　……まさか、駆かけ詞ことばで、武蔵副長を追つい尾びする事になるとは。

　追尾方向まで調整している余よ裕ゆうが無かった。後ろ向きに加か速そくしたつもりだったが、追尾物ぶつの中心点てんに初しよ期き位置が決定されていたので、相手の胸に飛び込む事になった。

　受け止められ、目の前で光が爆ばく発はつし、

「全く……」

　先に、相手の右目狙ねらいの一発を叩たたき込んだ。

　視し覚かく情報に対し、生物は、無む意い識しきであっても反応をするものだ。それが不ふ理解の段だん階かいであっても、野や生せい生物であった竜りゆう属ぞくは、確かに眼がん球きゆう狙いの一いち撃げきを捉とらえ、対応した。

　竜は左に、こちらから見て、右に顔を振ったのだ。

　そちらが自分にとっての本ほん命めいだった。

　今、四つ角十字クアトロクルスの砲ほう弾だんが、才さい蔵ぞうの顔がん面めん中央に飛んだ。

　だが、誾ぎんはそれを見た。

『仕方ねえな』

　言葉と共に、竜りゆうの身体からだがブレた。と、誾にはそう見えた。そして、

『残念』

　砲弾が、才蔵を貫かん通つうした。当たって抉えぐったのではない。竜が消え、弾だん丸がんが突き抜け、

『ほらよ』

　しかし次の瞬しゆん間かんに、再び姿すがたを現した竜の左前まえ脚あしが、高速で飛んで来た。
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　当たる、と誾は確かく信しんした。竜の膂りよ力りよくを込めた一発を、自分達が食らう、と。

　だが、その判はん断だんを僅わずかに戸と惑まどわせた疑問がある。それは、

　……今のは何です!?

　才蔵の身が、姓かばねである霧きり隠がくれという、文字通りのものとなったのだ。

　砲ほう撃げきは抜けてしまい、今、砲弾は向かいの壁に当たって反はん響きよう音おんを立てている。

　それに対する驚きは一いつ瞬しゆんだった。が、敵の攻撃を被弾するのには充分な遅れだった。

　これではいけない。

　ゆえに誾は決けつ断だんした。武蔵むさし副ふく長ちようだけでも無ぶ事じに逃のがそう、と。

　しかし、誾は武蔵副長を突き飛ばそうとして振り返り、気付いた。

　武蔵副長が、満まん面めんの驚き笑顔をして、

「誾殿どの！　向こう、何か凄すごいで御ご座ざるな！」

　……肩摑つかんで揺すらないで下さい……!!

　がくがく揺らされながら、誾は思った。お互いが離れるタイミングを確実に失った、と。

　もはや十字砲火アルカブス・クルスでこの女の頭を吹っ飛ばして、自分は竜に殴なぐられて死のう。

　……この女は他た殺さつ。自分は戦せん死し。それがいいです。

「──！」

　そんな事を思った瞬間。誾はしかし、回かい避ひの手段を見た。そして、

「え？」

　食らった。
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　才蔵は、全力の一発が空から振ぶりしたのを知った。

　……マジかよ!?

　空中にいる相手を狙ねらったのだ。落ちてくる鳥をキャッチするようなものだ。

　楽らく勝しよう。そのつもりでいたからこその、全力だった。

　しかし、敵は今、こちらの左前まえ脚あしを回かい避ひした。

　空中で三次じ元げんスピンを行いながら、こちらの左腕うでを肩かた上うえ、そして左さ翼よく上うえまでを越えて、敵が飛んでいくのだ。

　何かが、二人を打った。

　そして、立たち花ばな・誾ぎんが、その義ぎ腕わんで、打だ撃げき物ぶつを受けたのだ。

　二人を張り飛ばし、危き機きを逃のがしたもの。それは、

『──矢か！』

　視線を向けた先、ホールの入口に一人の巫み女こが立っている。それは、

『……武蔵の砲ほう撃げき巫女か!!』
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　ミトツダイラは、才さい蔵ぞうの言葉を聞いて、しみじみとこう呟つぶやいた。

「まさか、竜りゆう属ぞくにまで知れ渡っているとは……」

「い、今のは人じん命めい救きゆう助じよの一発ですよ!?　ほら、そのルールだと、武蔵の救助巫女です！　どうですか！」

　と、浅間が指さした先。誾と二ふた代よが向かいの壁に激げき突とつした。

　あうー、とか、きゃあ、とかいう声が聞こえて、二人が絡まったまま下に落ちていく。

　それを見た皆が無む言ごんで動けない中、喜き美みが半はん目めで浅間に振り向いた。

「人命救助？」

「……方法は、間違ってなかったと思うんですよね」

「たとえば？」

「いや、向こうに壁があるのがいけないんですよ。ね？　そうですよね？」

　だが、ミトツダイラは敢あえて問うた。

「あの、智とも？　──人は撃ってはいけないんですのよね？」

「え？　人命救助や訓くん練れんならいいんですよ？」

　凄すごい勢いで理論防ぼう御ぎよの防ぼう波は堤ていを固められた。しかし、今、問うべきは、

「竜は、撃ってはいけないんですの？」

「ええと、学生だと、駄だ目めになると思います」

「学生じゃなければ、いいんですの？」

「ええ、権けん利り関係、ないですからね」

「あっちの竜、学生じゃないですわよ」

　巫女がいきなり発はつ砲ぽうした。
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　才さい蔵ぞうは急ぎの回かい避ひに入った。

　……いきなりかよ！

　かわす。高速の一いち撃げきだ。だが、竜りゆうの膂りよ力りよくと反応があれば、確実な回避が可能だ。

　直線弾だんならば、だ。

　違った。敵の矢が引く光の尾おが、僅わずかだがこちらの挙きよ動どうに合わせて曲がった。

『……追つい尾び!?』

　射しや撃げき加か護ごで、追尾能のう力りよくを付ふ与よするのは知っている。しかし、これだけの高こう速そく射撃で追尾効こう果かとなると、

『あぶねえな……!!』

　才蔵は、尾を跳ね上げて、動いた。

　疾しつ走そうだ。

　もはや地下への入口を護まもるのではなく、右からの弧こを描いて敵に突とつ進しんを掛けたのだ。

　そうする理り屈くつはある。敵の追尾矢やが、それだ。高速の追尾など、無む茶ちやにも程ほどがある攻こう撃げきだが、その一発を回避するには、方法がある。

　尾だ。

　追尾系けいの加護は、相手の形を憶おぼえて追尾する動どう態たい式しきか、相手の流りゆう体たいや熱ねつ源げんなどを追う反応式のどちらかだ。

　竜りゆう属ぞくは、尾や翼つばさ、角つのがあるために、動態では捉とらえにくい。追尾の基本は反応式となる。

　ならば、こちらには囮おとりとなるものがあるのだ。

　長い尾だ。尾を遠くへと伸ばし、その先せん端たんを囮とする。

　そうやって、矢に文字通りの〝追尾〟をさせるのだ。そして、壁かべ際ぎわで、尾を一いつ気きに鞭むちのように振って逃のがす。そうすると、目標を失った敵てき弾だんは壁に激げき突とつする。

　だが、これをするためには、尾を伸ばすだけの距離が必要だ。

　走らねばならない。ならば、

　……蹴け散ちらすか！

　一気に片をつけるためにも才蔵は突っ走った。

　尾の方は、伸びている。敵の矢も、強ごう引いんなコーナーリングを掛けて追って来た。

　前に出た。
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　お？　と、遺い跡せきの入口で、黒魔術シユヴアルツテクノの術じゆつ式しきを箒ほうきの賢鉱石オレイ・メタロにまとめていたナイトが、顔を上げた。彼女は、横のナルゼに、

「ガっちゃん、今、地じ響ひびきしなかった？　ドオン、って感じの」

　え？　とナルゼが顔を上げる。椅い子すに横よこ座ずわりで、魔術陣マギノフイグーアに術じゆつ式しきを絵え化かして描いていた彼女は、自分の手て元もとの絵を見つつ、

「砲ほう撃げき術式の表ひよう現げん化か。そっちの擬ぎ音おんの方がいいかしら」

「あ、いやいや、そーじゃなくて」

　ナイトは、遺い跡せきの広い入口を見た。入口中ちゆう央おうに立つ宗むね茂しげが、顎あごに手を当てて、やはり奥に顔を向けている。

　どうしたんさね、という直なお政まさの声に、ナイトは頷うなずいた。

「何か壁にぶつかったみたいな、そんな音がしたんだよね」
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　ミトツダイラは、才さい蔵ぞうが右半はん身しんを擦こすりつけるようにして壁に激げき突とつするのを見た。

　こちらへの疾しつ走そうが、バランスを崩くずしたのだ。

　……あれは──。

　才蔵が、浅あさ間まの矢を自分の尾おに追わせた後で、それは起きた。

　竜が何を狙ねらっていたかは、解わかる。自分達の側に走り、突とつ撃げきを掛けながら、尾を囮おとりに追つい尾び弾だんを回かい避ひしようとしたのだ。防ぼう御ぎよ行動と攻こう撃げき行動が一つになった、厄やつ介かいな動きだった。

　そして走る才蔵が、浅間の追尾矢やに自分を見失わせるため、尾を壁かべ際ぎわに、しかし真ま上うえへと跳ね上げた。

　その瞬しゆん間かん。

「──トーリ君、ホライゾン」

　浅間が言った。僅わずかに小さな声で、

「アイス、……作れます？」

　直後。爆ばく発はつが起きた。

　それも、指し向こう性せいを持った漏ろう斗と状じように広がる爆発が、才蔵の尾があった位置で生じたのだ。

　浅間の矢だった。





●






　点てん蔵ぞうは、かつての事を思い出した。

　……春の、体育の授業で御ご座ざるな!?

　三み河かわ争そう乱らんの前日。自分達は品しな川がわまで先行するオリオトライを追うという、それだけの内容で戦せん果かを上げる事が出来なかった。

　浅間においては、追つい尾び加か護ごを入れて尚なお、オリオトライの追つい撃げきに失敗したのだ。

　あの時、オリオトライは、

「自分の髪かみを切って、チャフ代わりにして浅あさ間ま殿どのの矢を防いだので御ご座ざるが……」

　ええ、と浅間が、爆ばく発はつで尾おを跳ね上げられた才さい蔵ぞうを見る。

　彼女は一つ頷うなずき、

「あれの反省です。人じん体たいチャフなどに引っかかって軌き道どうが乱れた際、本来の進しん行こう方向に向けて矢の威い力りよくを放ほう圧あつするようにしています」

　成なる程ほど。と当時を知る皆が頷うなずいた。

「流石さすがは浅間ね。敵を仕し留とめる事に手を抜かないなんて」

「ああ、姉ねえちゃん。浅間神じん社じやに同じ技は二度効きかねえ。……凄すげえぜ!!」

「拙せつ僧そう思うに、竜りゆう属ぞく対応可か能のうって、うちの担たん任にんを何だと考えておるのだろうか……」

「また！　またそういう攻こう撃げき来ましたね!?」

　と抗こう議ぎする浅間の成せい果かは確かに出た。

　尾を跳ね上げられて疾しつ走そうのバランスを崩くずした才蔵が、壁に右から激げき突とつしたのだ。だが、

「点てん蔵ぞう様！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　──皆、気を付けるで御座るよ!!」
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　点蔵は思った。敵の判はん断だんは間違っていない、と。

　……尾を跳ね上げられた時、ホール中央に行けば壁には激突しなかったで御座ろう。

　しかし、それでは、バランスを崩した身を、中央にて晒さらす事になる。

「だから敢あえて右から壁に行ったとしたならば──」

　竜は壁に当たった。音も、地じ響ひびきもあった。

　だが、竜が今、ゆっくりと動き出す跡。彼が激突した壁には、

「……激突痕こんが、ほとんど無いで御座る……！」

　最初の当たりを受けただけの破は壊かいは生じている。だが、大だい質しつ量りようが激突し、壁を擦こすって生まれる筈はずの、跡が無い。

　それはつまり、敵が、食らった振りをしていたという事であり、

「──来るで御座る！」
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　才蔵は、苦く笑しようした。

　……全く。

　激げき突とつし、ダメージを負った振りをするとは。

　四百年前まえには考えられないような戦せん術じゆつの取り方だ。

　……まあ、それもいいだろうぜ。

　何しろ現在は元〝霧きり隠がくれ・才さい蔵ぞう〟なのだ。忍にん者じやとして、自分を偽ぎ装そうし、極きよく東とうの騎き士したる侍さむらい達たちを恐れて凌しのぐには、そのくらいがいい。

　大体、と才蔵は声を上げて動いた。

　彼は壁に右みぎ半はん身しんを一度ぶつけ、反はん動どうで一いつ気きに左前に、敵の群に激げき突とつを掛ける。

『思い出したぜ……！』

　狙ねらいは一つだ。

『巫み女こがいるんだよな……！』
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　竜りゆうの突とつ撃げきは、甘い弧こを描いて浅あさ間まに向かった。

「え!?　ど、どうしてこっちに!?」

「今、一発ぶち込んだの忘れましたの!?」

「い、いや、今向こう、思い出したって……」

　過去に何かあったのか解わかりはしないが、皆は対応を走らせた。

　先に行ったのは、アデーレだった。

　奔ほん獣じゆうのテールを摑つかんだ銀ぎん鎖さが、ハンマー宜よろしくそれを才蔵の顔面に叩たたきつけたのだ。

「いきますわよアデーレ！」

「何だかいきなりですけど頑がん丈じよう勝負──！」

　激突した。その筈はずだった。

　だが、奔獣が貫かん通つうした。

　青と白の機き動どう殻かくが、銀鎖ごと、才蔵の顔面から背に抜けたのだ。

　当たらなかった。

　先さき程ほどと同じ、一いつ瞬しゆん姿すがたを消しての貫通回かい避ひ。しかしその事実に対して、即そく座ざに動いた者がいる。奥にある地下への入口側。膝ひざ着つき姿し勢せいで四つ角十字クアトロクルスを構えた誾ぎんが、

「これならどうです!?」

　薙なぎ払うような連れん射しや撃げきを、彼女は才蔵の頭から腰に掛けて突っ走らせたのだ。

　高さも僅わずかに変えて行われた連射は合ごう計けい八発。

　それが終了する際には、竜は皆に激突する。
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　……如何いかがです!?

　誾は、大だいの字じになって目を回している武蔵むさし副ふく長ちようを横に置いていた。

　先さき程ほど、浅間に救助されたため、自分も軽い目眩めまいを感じてはいる。が、それとは別で、今は戦せん闘とうが継けい続ぞくしており、

　……プラスマイナスのアップダウンが激しい現場ですね。

　そう思いながら射しや撃げきした八発は、確かに才さい蔵ぞうを穿うがった。

　倒すためではない。

　才蔵を、仲間達たちに当てぬためだ。

　あの竜りゆうの防ぼう御ぎよは、仕し掛かけが全く解わからないが、こちらの攻こう撃げきを無む効こう化かしてしまう。

　ならば、向こうが皆に激げき突とつする瞬しゆん間かん、砲ほう撃げきを当て続ければ、

「あの竜も、皆に当たらなくなる筈はずです！」

　叫ぶと同時。竜が皆に接せつ触しよくした。
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　浅あさ間まは、竜の脚あしが自分達を薙なぎ払うのを見た。

　当たる。しかしそれは、音もなく、風もなく、地じ響ひびきもなく、

　……消えた!?

　まただ。また、才蔵が消えた。

　そして風が自分達の間を抜けた。

　通過する、と言った方がいいか。敵は実じつ体たいを消し、自分達は無む傷きずだ。頭ず上じようの方、壁に誾ぎんの砲ほう弾だんがぶつかり、堅けん音おんを立てたのが届いてくる。

　……これは。

　竜の突とつ撃げきは〝消えた〟。恐らく、誾の砲撃を避けるためだろう。

　だから自分達は、救われたのだ。だが、

「ミトツダイラ！　浅間！」

　喜き美みが叫んだ瞬間。三つの動きが生じた。

　一つは、ミトツダイラが右の水平に銀ぎん鎖さを叩たたき込んだ動どう作さ。

　続く一つは、後ろから、ホライゾンがこちらの身体からだを抱えて強ごう引いんに倒れ込む動きと、

「トーリ君!?」

　最後の一つは、目の前に飛び込んで来た女じよ装そうの身体。その背が、軽く震えたのだ。

　……何!?

　何が起きたのか解わからず、浅間はホライゾンの抱き締めと転てん倒とうから、身を起こそうとする。と、ホライゾンが、

「……思った以上に、こう、両の手に手て応ごたえが」

「喜美の病気が伝う染つってますよね!?　ね!?」

　ただ、浅間は、こちらをかばうように来た馬ば鹿かが、ゆっくりと振り向くのを見た。立ち上がろうとするこちらの眼がん前ぜん、女装が身を向ける。

　無ぶ事じだ、と思った。怪け我がは無い、と。だが、

『こんなものか』

　ホール中央に、黒の竜りゆうが再び姿すがたを現した。その瞬しゆん間かんだ。

「我が王！」

　ミトツダイラが叫ぶと同時。女じよ装そうが割れた。

　金きん髪ぱつのウイッグが音を立てて斜めに二に分ぶんされ、その直線上じようにある右肩かたから、

「おおう」

　赤のラインが、斜め打ちに二にの腕うでまで入った。

　負ふ傷しようしたのだ。が、それだけではない。浅あさ間まを後ろから抱きかかえたホライゾンの左腕うでも、

「おや」

　割れた。否いな、削そがれたのだ。まるで細い果くだ物ものにナイフを斜めに立てたように。

　……これは……。

　彼女の腕からは、体温に等しい潤じゆん滑かつ液えきが流れ、そして目の前では、彼の腕から、

「……！」

　血が飛し沫ぶいた。
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　喜き美みは、二つの動きを見た。

　一つは、ミトツダイラが眉まゆを立て、弟の前に立った事。

　もう一つは、浅あさ間まが無む言ごんで、

「…………」

　まず彼女はホライゾンの腕に治ち療りよう用ようの符ふを急ぎ巻いた。二枚、三枚と当て、ややきつめに締めるようにする。

　対するホライゾンが、静かな目を浅間に向けた。

「……有あり難がとう御ご座ざいます」

「救われたのは自分です」

　浅間が、わずかに眉を立てた顔をしているのに、喜美は小さく笑いそうになる。

　……全く。

　明らかに、ホライゾンが浅間に怖気おじけづいている。怒りの感情を持っている彼女には、今の浅間の感情がストレートに通じるのだ。

　ただ、その怒りがどういうものか、浅間がホライゾンに感謝もしているので、尚なお更さら彼女には解わからないのだろう。

　いい友人を持ったわ、と喜美は思う。つくづく思う。為なすべき事と仕方ない事の狭はざ間まと言える、良心と犠ぎ牲せいの関係を、矛む盾じゆんのままに示せる友人がいて良かった、と。

「……さて、浅間」

「何です？」

「慌あわてないのね」

「──昔とは違います」

　短く応じた浅間が、それだけでは足りないと思ったのか、言葉を作った。

「……何かを傷つけられたら、泣いて動どう揺ようするような。そんな〝いつも〟は払ふつ拭しよくしました」
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「そうなの？」

　喜美は浅間に問う。

「〝貴女あなたってこういう弱いところがある人なのね、可愛かわいい！〟とか、そんな、相手の弱みを見み下くだしたような可愛がり方はさせてくれないの？　私の幽ゆう霊れい嫌ぎらいみたいに可愛く振る舞ってみたいと思わないの!?　可愛いわよ、大だい人にん気きだもの気き絶ぜつプレイ！　スタ──ン！」

「……喜美、気き絶ぜつすると白しろ目め剝むいてるんですけど、あれ可愛いんですか」

「言った！　言ったわね!?　可愛いわよ私の白目！　清せい楚そで！　洗い立ての白！」

　と、後ろからようやく正まさ純ずみが追いついてきた。彼女は荒れた息も隠かくさず、

「ええと、向こう……、おいおい竜りゆういるじゃないか！　って、何だ葵あおい、女じよ装そうやめ……、やめてないな!?　カツラ外はずしただけか！　あと腕から流りゆう血けつ……、ってホライゾンまで包ほう帯たいで！」

「アンタ、後からやってきて、それに全部解かい説せつ求める気？」

「ってか、どういう事だ」

「私達が、ちょっと浮かれていただけって事です」

　浅あさ間まが、弟の腕を見る。血は溢あふれ、零こぼれているが、浅間が吐と息いきを一つ入れ、

「……傷きず跡あと残らないようにはしますので、あまり激しい事しないで下さいね？」

「え？　激しい事って？」

「……そういう意味じゃありません！」

　言った浅間に、喜き美みを含め、皆が沈ちん黙もくした。

　ややあってから、浅間が、はっとした顔を作り、

「ち、違いますよーう？　日常生活！　日常の行為ですよーう？」

・●　画：『男だったら日常的にする事じゃないの？　一日三回とか』

・金マル：『そうじゃないと同どう人じん誌しの売り上げが証しよう明めい出来ないよね？』

・あさま：『また！　またそういう風ふうに私に全てを押しつけようとしてますね!?』

・あずま：『全てって、何？』

・ウキー：『……解わからんのか。回かい想そうオプションを開いたら全部のアイコンが見えてる状態だ』

・不退転：『前ぜん提ていとなる世界の違う動物がいるようね……』

　だが、浅間が弟の腕に治ち療りよう用ようの符ふを巻いていく。

　その際、肘ひじが思い切り浅間の胸に食い込んでいるのだが、彼女は治療に集中していて、気にしない。弟の方も、浅間の治療をじっと見ているだけだ。

　ただ、幾いくつかの術じゆつを発はつ動どうしながら、浅間が静かに言った。

「ミト」

「Ｊｕｄジヤツジ．。解わかってますわ。──迎げい撃げき出来たつもりでしたけど、王に届かせてしまうとは」

　と、ホライゾンが立ち上がった。彼女はミトツダイラに、

「ミトツダイラ様。よくは解ってはいませんが、……先さき程ほどミトツダイラ様が迎撃を行ったがゆえ、トーリ様もホライゾンも生きているのだと」

「確かに、迎撃自じ体たいが出来たのは確かですわ。あの不ふ可か視しの突とつ撃げきの中で、私、確実に敵を捉とらえたと、そんな風ふうにも思いますの。ただ──」

　ただ、

「王を少しでも害させたのは騎き士しの不ふ名めい誉よ。特に今は、二ふた代よが向こうにいる状態。私が全ぜん権けん負う場でもありますものね」

「ミトツダイラ」

　喜き美みは、一応、という口く調ちようで言っておく。

「愚ぐ弟ていとホライゾンは、アンタが前にいてくれた御お陰かげで、浅あさ間まのフォローに入れたのよ？

　だからこの結果は、私も含めたアンタ達、否いな、皆の連れん携けいの結果。その中でアンタは今後、どうするっていうの？　責任ごっこは私達の中には無い筈はず。特にアンタには無い筈よ？　意味は解わかってるわね？　解ってたらハイ、尻尾しつぽ上げて獲え物ものに突とつ撃げき！　ＧＯ！」

「黙だまって聞いてたら内容どんどん酷ひどくなりましたのよ……!?」

　だが、ミトツダイラが、彼女の王に背を向けた。

「解ってますわ。──護まもる時は守しゆ護ごの騎き士し。攻める時は一いち目もく散さんの狼おおかみ。そして今は、攻こう撃げきをもって相手を仕し留とめる時ですものね」

　彼女は一ひと息いきをつけて、銀ぎん鎖さを出した。四本、弛たるみをつけて両腕うでにそれを下げると、

「我が王」

「へ？　何？」

　弟の問いに、騎士が応じた。

「──掛かる不ふ備びを始し末まつ出来るだけの指し示じを」
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　ミトツダイラは、息を吸った。

　先さき程ほど、竜りゆうの不ふ可か視しの突撃には何か強きよう烈れつな気け配はいがあった。その方向に攻撃を放った事で、気配を遠ざけたと思ったのだが、

　……切せつ断だん系けいの能力を、相手は持っていますのね。

　そうして考えると、王と姫ひめが浅間をフォローに入ったのは正解だ。

　きっと、喜美や王は、〝間ま〟を捉とらえたのだろう。芸げい人にんとして、〝ここで攻撃が来ないのはおかしい〟という〝間〟だ。そして自分達にそれが来ないなら、浅間だと、そう判はん断だんした。

　ホライゾンの動きは、王に準じたものだろう、と思うと、

　……これも、確かに連携ですわね。

　そう思う耳に、ふと、声が来た。

「ネイト」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

「何を要求してもいいの？」

「Ｊｕｄ．！」

　頷うなずいた時だ。

・●　画：『カラダね……』

・金マル：『そだね。ここは思い切って攻めていい時間帯たい』

・銀　狼：『何を言い出してますの──!?』

　いやさ、と、馬ば鹿かが応じた。彼はこちらの背後で、

「だったらオメエ、腕うで枕まくらで寝る時、もうちょっとこっち寄れって。肘ひじ近くだと血けつ行こう悪くなって痺しびれるんですけどアレ」

　皆が、浅あさ間まと喜き美み以外、ざわりと呼吸と身み動うごきをした。
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・銀　狼：『お、お待ちなさいな!!』

・約全員：『待つよ──。さあどうぞ！』

・不退転：『というか、さっき総そう長ちようが腕に食らったの、その痺れのせい？』

・傷有り：『ふふ、ミトツダイラ様、首やお腹なかに寝ていなくて幸いでしたね』

・銀　狼：『メアリ!?　そ、そんな事しませんわよ!?　わよ!?』

・副会長：『でもミトツダイラ、お前、前に葵あおい達たちの上に思い切り寝そべってたろ』
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　ミトツダイラが、馬ば鹿かに対して指を揃そろえた土ど下げ座ざをするのを見つつ、浅間は思った。

　……あ、危な！　こっちには飛び火しないようにしないと！

　何しろこっちもそのような寝ね方かただったのだ。

　無む論ろん、その原因は、彼と自分の間に両腕うで外はずれたホライゾンがいて、スペースが変に空あいた分を詰めたからだが。しかし、不意にホライゾンが、

「浅間様」

「な、何でしょう……」

「浅間様も、実はトーリ様の肘──」

「あー！　出ます！　出ます！　ちょっとミトと一いつ緒しよに始し末まつに出ますよーう」

　全身に鈍い汗あせを感じながら、ホライゾンの両肩かたを叩たたき、浅間は言った。

　前ぜん衛えいとなるミトツダイラに、諸もろ々もろ、敵について解わかっている事や、予測を書いた表示枠サインフレームを送り、

「ちょっとあの竜りゆう、ミトと喜美とで張り倒して来ますから、任せて下さい！」
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　……あの竜を、倒す？

　誾ぎんは、四つ角十字クアトロクルスを高速クーリング状態にしながら、浅間の言葉に疑問した。

　今、方向転てん換かんを終え、軽くステップしながら振り向く竜に対し、

「浅間様と、水み戸と領りよう主しゆと、総そう長ちよう姉あねが、……立ち向かえると？」

　問うた時だ。横に倒れていた武蔵むさし副ふく長ちようが、勢いつけて起き上がった。

　彼女は、向こうにいる皆に手を振り、

「おーい、皆の衆しゆう、ホライゾン様、拙せつ者しや、どうもこの竜りゆうとは相あい性しよう悪いような気がするので、──先行してよう御ご座ざるか？」

　……何を言ってるんですかこの女──!?

　だが、馬ば鹿か女の言葉が飛んだ先。武蔵むさしの姫ひめはこちらを見て、両の腕で〇を作った。

　よっし、とその横で武蔵総そう長ちようも頷うなずいた。

　すると武蔵副長は、こちらの肩を叩たたき、

「では、行くで御座るよ、誾ぎん殿どの」

　何か、いろいろ言いたくなった言葉を、誾は全て飲み込んだ。

　ただ、一ひと言ことにまとめると、

「何な故ぜです!?」

　何故、そんな発はつ想そうになるのか。

　何故、そうまで身み勝がつ手てなのか。

　何故、こんな時に自分なのか。

　思う先から、即そく答とうが来た。

「──西さい国ごく無む双そうの相あい方かたたる女性。それがついてくれれば、東とう国ごく無む双そうを目め指ざす身としてはこれ以上が御座らぬ」

　無む論ろん、と彼女が言う声を、誾は聞いた。

「他の御ご仁じんが隣となりにいるのであれば、共に戦う良りよう点てんは別に御座ろう。──しかし、今の拙者にとって、誾殿と共に行く理由とは、それに御座る」
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「────」

　馬鹿です、と誾は言葉を失い、こう思った。この女は、本当に馬鹿ですと。

　そして目の前、自然体で立つ女侍を見て、誾は自分の夫を思う。

　……宗むね茂しげ様。

　誾は考える。この女は、後ろから首獲とったって、毒どく飲ませたって、気付きません、と。

　その上で、解わかる事がある。誾には、自分にだけ解る事が、確かにある。それは、

　……この女は、宗茂様と立ち合えます……！

　戦せん闘とうの事しか考えていない。

　戦いの際、有利になると思って、この女は自分を戦せん場じように連れて行く。戦い以外の事が起きるとは、夢にも思っていない。

　戦闘のみに夢む中ちゆうだ。

　対する彼と自分は、西国無双である事に、二人で夢中だ。だから、お互いを見て、そのための障しよう害がいを全て振り切っていくだけの余よ裕ゆうがある。

　しかしこの女は一人だ。

　だが、この戦せん闘とう馬ば鹿かには、自分のような存在がいないだけなのだ。

　戦闘や、何かに夢む中ちゆうで、他を見るだけの余よ裕ゆうが無く、それを手伝ってくれる相手もいない。

　それが今、こちらを頼ってきた。

「馬鹿な、……馬鹿な判はん断だんです。私は西さい国ごく無む双そうの妻つま。──それを頼ってどうするのですか」

　誾ぎんは、言って、踵きびすを回した。

　通路の奥。地下に行く道に向け、身を前に出し、

「西国無双の妻ではなく、立たち花ばな・誾に頼みなさい！　西国無双の妻は、宗むね茂しげ様さましか担当しないのです！」
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　才さい蔵ぞうは、身を回した。

　鼻息がやや荒くなっているのは、久しぶりに獲え物ものに手を掛けたからだ。

　やはり、狩かりはいい。竜りゆうの心が絶え間なく躍おどる。

　今、敵が二人、下のフロアへと先行した。だが構わない。見る限り、総そう長ちようや武蔵むさしの姫ひめ、副ふく会長や、武蔵の巫み女こもまだこちらにいる。

　情報収しゆう集しゆう役やくがここに残っている限り、自分はまだまだ障しよう害がい役だ。

　時間を稼かせぐ意味も無いが、才蔵は、相手の動きを見た。彼らは頷うなずきを送り合うと、

　……お。

　敵が、分ぶん化かした。

　三人が隊たい列れつから離れたのだ。

　巫女と、水み戸との領りよう主しゆ、そして踊り子らしき女だった。

　武蔵の総長と姫は、と言えば、大だい集団の方で忍にん者じやや半はん竜りゆうがガードについている。

『成なる程ほど』

　目の前に三人の選せん出しゆつをおいて、才蔵は言った。

『──巫女が、やはり祟たたるか』
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　え？　と浅あさ間まは思った。

　……さっきもですけど、巫女が、何を？

　と、離れた位置から、トーリが声を飛ばしてきた。

「ほら、アレじゃねえの？　中ちゆう等とう部ぶの時、正しよう月がつに竜りゆう落おとしたろ？」

「いや、あれは元がん日じつだというのに空で飛ひ竜りゆうが騒さわがしいから、警けい告こくで撃うったら当たっちゃって」

「落ちてきたけど、すごくビックリしてたわよね、あれ。下の参さん拝ぱい客きやくも大おお騒さわぎになってて、私達で〝アトラクションよー！〟ってごまかしたけど」

「いやあ、あの後、〝奥おく多た摩ま〟さんに『動物は大切にしましょう』って怒られまして。すぐに放ほう竜りゆうしたんですけど、以後、寄ってこないですよね」

『あー』

　才さい蔵ぞうが呟つぶやいた。

『それ、多分、隣となりの氏し族ぞくのだ。恥はじかいたから、確かに以後、上じよう空くう通つう過かとかはやめるようになってた筈はずだぜ』

「あ、じゃあ、私のアレ、武蔵むさしの航こう行こうのために役立ってたんですね……」

　何を笑顔で言ってますの？　とミトツダイラが口を横に広げるが、気にしない。結果が大だい事じなんです。ええ。

　しかし、才蔵に聞いておく事がある。

「巫女が、……何を？」

『神道の記録には、当然、ねえだろうよ。俺おれ達たちにとっては、八百年前と、そして、四百年前の事だけどな』

　才蔵が、口の端はから光の霧きりを小さく吐いて、こう言った。

『──聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たいだ』
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　才蔵は言う。

『八百年前、俺達の総そう長ちようとも言える竜りゆう属ぞくの王が、人間に討うたれた。それは不ふ意いの事で、しかし王の不ふ在ざいによって竜属総そう軍ぐんは瓦が解かい。それまで保っていたゲルマンの統とう合ごうと存そん続ぞくは破れ、俺達は個こ別べつ勢力となって散っていった』

　懐なつかしい話だ。そして、

『四百年前、聖譜記き述じゆつによって、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 北部の街から、少年少女百三十人が一いち夜やにして消えるという事件が予よ告こくされた。──俺達のせいにされるんじゃねえかと、斥せつ候こうが行き、そんな事件は起きていないと確かめてきたが……』

　才蔵は、吐き捨てるように言う己おのれを自覚しながら、告げる。

『その夜に、俺達は襲しゆう撃げきを受け、俺達の隊は壊かい滅めつした』
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　ミトツダイラは、皆と共に浅あさ間まを見た。

　浅間は、全員の注ちゆう視しを受けた事に気付くと、

「わ、私じゃないですよ!?　違いますよ絶対！」

　そりゃそーでしょーねー、と伸ばし気ぎ味みでミトツダイラは思う。

　が、皆の中で声が上がった。正まさ純ずみだ。彼女は右の手を上げ、

「それは、……ハーメルンの歴史再さい現げんだな？　義よし経つねも言っていた。公こう主しゆ隠かくしと近きん似じだ、と」

『近似か。──面白い』

　確かに、と才さい蔵ぞうが笑った。竜りゆうが起こす息の断だん続ぞくに、ホールが、ひ、と震えた。

　そんな響ひびきの向こうで、竜が言う。

『確かに八百年前。一ひと晩ばんで街が消し去るような戦せん乱らんが存在したぜ』

「まさか……」

　ミトツダイラは、問うていた。

「貴方あなた達たちが公主の正しよう体たい……？」

『そんなもの、しらねえよ』

　竜が笑った。

『人を消したり何だったり。そんなん、竜より人狼ルウガルウの方が得意だろうが。──ま、俺達は、個人単たん位いで襲おそうなんて、そんなこたしねえけどな。街まち一個、村一個、全く破は壊かいしないで住人だけ消し去るとか、俺なんかにゃ楽な仕事なんだぜ』

「貴方……」

　咎とがめの言葉を、ミトツダイラが告げようとした時だ。浅あさ間まが言葉を放った。

「天てん竜りゆうがその風ふ情ぜい、──禍まが津つの存在と、そう見ていいようですね」

『そう。それだ、それ。その気け配はいだ』

　才蔵が、仰のけ反ぞって言った。

『四百年前。俺達を襲しゆう撃げきした連れん中ちゆう。見た事も無い装そう備びに身を包んでてな。その中にいた女が、今のアンタと同じ台詞せりふを吐いたよ。──八百年前にも、そうだったらしいがな』

　竜が口の端はを上げた。奥の牙きばまで、全てを見せ、

『何ど処この国の連中か、全く解わからねえ百三十人。しかしよ、重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんの後に、極きよく東とうってところに初めて降りてきたら、──その装備じゃねえか』

「────」

　解るか？　と才蔵が言った。

『重奏世せ界かい側がわにありうべからざる戦せん力りよく。向こう側にとっての聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たいは、そのほとんどが極東側からの派は遣けん部ぶ隊たいだったんじゃねえか、あれは』
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　正純は、急ぎの通つう神しんを走らせた。

・副会長：『ネシンバラ、今の話、照しよう合ごうは──』

・未熟者：『精せい査さは無む理りだ。何な故ぜなら、極東は山の土地、神かみ隠かくしや、集しゆう落らく自体が〝隠れる〟事なんてざらにあった。そして、四百年前、ハーメルンの時代に極きよく東とうを治めていたのは、鎌かま倉くらの北ほう条じよう政せい権けん。当時の長ちようが誰だれだか、知っているかい？』

・眼　鏡：『──北条・時とき頼より。ハイ終了』

・未熟者：『な、何な故ぜ、君はそういう事をするんだ！　僕の中の闇やみが増ぞう大だいするじゃないか！』

　闇はどうでもいい。

　だが、正まさ純ずみは、問うておく。その始まりとなるのは、

・副会長：『……北条・時頼ってのは何をした人なのか、解わかるか？』

・未熟者：『Ｊｕｄジヤツジ．、北条・時頼は名めい君くんでね。逸いつ話わで、ある事をしている。それは──』

　それは、

・未熟者：『極きよく東とうの全ぜん域いきを巡じゆん視しして、民たみの声を聞いたんだ。恐らく、為い政せい者しやの長としては、初と言っていい程ほどの行為だね。この極東全ぜん国こくを回ったなどと』

　待て、と正純は思った。

　そして、才さい蔵ぞうを見た。すると、才蔵が、こちらを見ていた。

　竜りゆうが問う。

『な？　──あの当時、まだ抵てい抗こうを続けていた各地の竜りゆう属ぞく氏し族ぞくが崩ほう壊かいし、欧おう州しゆうの奥に逃げ残ったり、東西に散っていった。だが、十じゆう字じ軍ぐんの再さい現げん準備で忙しかった重じゆう奏そう世界の住人に、どれだけ俺おれ達たちの相手が出来たと思う？　実際、欧州の連れん中ちゆうは、俺達がいる事で十字軍の再現が出来なかったんだぜ？　いつ、後ろから襲おそわれたり、空けた領りよう地ちを奪うばわれるか、と。

　──実際、そうしてやってたし、再さい集しゆう結けつの道も考えていたんだけどな』

「ならば、それは、どうやって崩ほう壊かいした？」

『さっき言ったろ？　ハーメルンだよ。──あれと近きん似じの聖せい譜ふ記き述じゆつが記しるされるたび、俺達の仲間は各かく地ちで壊かい滅めつさせられていった。最後に残った連中は、聖せい連れんに頭下げてTsirhcツアークになって暗あん黒こく大陸行いきだ。向こうでも、原げん住じゆう民みんが教きよう化かされた聖譜記述があったからな』

　はは、と才蔵が声だけで笑った。

『俺達を襲しゆう撃げきした連中には、巨きょ人じん族ぞくも多かった。調べてみたら、どうもあれは、平へい家けの残ざん党とうか、鎌倉幕ばく府ふで持て余した英えい雄ゆう達じゃねえのかな。だからあの当時、そいつらの存在を追って、長ちよう寿じゆ族ぞくの長が重奏世界に乗り込んで来たしな』

　知っている。その名は、

「──義よし経つねか！」
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　そうとも、と、上階での遣やり取りを聞きながら、下ホールの佐さ助すけは思った。

　聖譜越えつ境きよう隊たいという存在は、何い時つの時代にも、本ほん物ものか偽にせ物ものか解らないが、存在する。

　重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らん以後、それが現れないのは、佐助の推すい測そくでは、

　……恐らく、重じゆう奏そう神しん州しゆうと、現げん世せ神州の混こん成せい部ぶ隊たい。もしくは、そのどちらかの部隊が、もう一方に派は遣けんされていたのだろう。

　だから、痕こん跡せきがほとんど残らないし、重奏統合争乱以後は生まれない。

　佐さ助すけは思う。四百年前、欧おう州しゆうで仲間達たちを失い、東へと逃のがれた際、そこであった威い勢せいのいい長ちよう寿じゆ族ぞくの少女の事を。

　彼女は、戦ってきた敵を、探していた。

「討うち果たしたいのか？」

　と問い掛けた時、彼女は首を横に振った。

「もう終わったわい」

　だから、

「一いつ緒しよにどうだと、そう言いたい」

　しかし、自分達にも、彼女の仲間が自分達を襲しゆう撃げきしたものとは判はん断だん出来なかった。

　何しろ、彼らが何ど処こに去ったのかは解わからない。

　今でも解らないのだ。

　きっと恐らく、自分達と戦った聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たいは、平へい家けの残ざん党とうと、鎌かま倉くら幕ばく府ふの余り者達だ。

　燻くすぶっていて、行き場がなく、それを北ほう条じよう・時とき頼よりが密ひそかに搔かき集め、極きよく東とう巡じゆん視しを行いながら重じゆう奏そう世界に派は遣けんした。

　だから彼らは、戦せん後ご、散っていったろう。

　本来の居い場所ではなく、重奏世界の土地で、自分達を洗い直して行った筈はずだ。

　禍まが津つの存在である自分達を倒す事で、過去や、行き場のなさを払ふつ拭しよくした。これは、

　……禊祓みそぎだ。

　だが、それ以前のものや、以後のものは、どうだったのだろうか。

　解らない。

　ただ、聖譜越境隊と呼ばれる彼らは、以前も以後も、ある目的を持っている。

　それについて、伝える事が、自分に出来るだろうか。

　……可能ならば──。

　これから相あい対たいする相手がそれに相応ふさわしければいいと、佐助は思い、

『ようこそ』

　身を起こし、四し肢しを低く構えた。

　ホールの入口に、二人の女が立っているのだ。

　槍やりを手にした青の装しよう束ぞくと、砲ほうを携たずさえた赤の装束と。

　……ああ。

　昔も、このような相手と戦ったのだ。

　だから佐さ助すけは顎あごを開いた。牙きばを剝むき、敵を見み据すえ、

『精せい々ぜい、背せ伸のびをしてくれ人類。君達たちは、竜りゆう属ぞくの長ちよう、天てん竜りゆうの前にいるのだ。──天竜を倒せぬ程てい度どで、この世界を救えるなどと、自惚うぬぼれないために……』

　そう、

『自惚れではない、背伸びをしてくれ、──人類』
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　階かい下かから、震しん動どうが響ひびいたのを成なる実みは感じた。

　それも、遅い揺れではない。縦たてに一発来くる、大きな震えだ。

　……これは……。

　竜属の住む奥おう州しゆう。そこにいた成実は知っている。

「これ、大たい竜りゆうクラスが本ほん気きで決けつ闘とうしている証しよう拠こよ」

『佐さ助すけの旦だん那なが本気って訳わけだ。──言っておくけどな？　俺おれ、佐助の旦那と決けつ闘とうして、一回も勝った事ねえから』

　武蔵むさしの姫ひめが、右手を挙げた。

「弱い子自じ慢まんですか」

　危険な事を、と思ったが、横の総そう長ちようが首を横に振った。

「おい、黒マル」

・●　画：『解わかってるわ。──同どう性せいでもね？　好きな相手の事は、自分を比ひ較かく材料にしてでも立ててあげたいものよ』

　成なる程ほど、と武蔵の姫が頷うなずいた。そして彼女は才さい蔵ぞうに向かって、

「愛しているのですね」
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　ミトツダイラは、才蔵がこちらではなく真ま横よこに突っ込んだのを見た。

「何やってんですの──！」

　ナチュラルに挑ちよう発はつスキルが高たか過ぎる。

　わああ、と遠ざかるように逃げる皆だが、先せん頭とうに立って行くのはメアリだ。彼女は大たい気きの精せい霊れいに幾いくつかの指し示じをして、その結果の一つとして全体の動きを気き流りゆうに乗せた。

　集団が一いつ気きに速度を上げる。一方で、こちらに背を向けた竜に対し、

「会いました!!」

　浅あさ間まが、太ふと矢やによる一発を叩たたき込んだ。
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　……隙すきがねえな！

　砲ほう撃げきの音ではなく、気け配はいを察さつ知ちして、才さい蔵ぞうは動いた。

　厄やつ介かいな連れん中ちゆうだ。

　全体が一個として動いているのではなく。一個一個が全体となるように動いている。

　あまりにもアドリブ性が高いので、目につくものから潰つぶしてやろうかと思えば、すぐに別のところから手が出てくる。

　面めん倒どうなのは、連れん携けいが取れている事だ。

　今だって、巫み女こが砲撃する際、同どう種しゆの攻こう撃げきを行う者がいない。

　無む駄だな空から射うちとなる行動をしないよう、こいつらは訓くん練れんされているのだ。

　だが、と才蔵は思った。

『連携ってのが解わかってれば、対たい処しよは出来るわな……！』

　急ぎ姿し勢せいを低く、全身を退さげた。

　巫女が射った矢は追つい尾びではない、という確かく信しんがあった。

　何な故ぜなら、この状況で追尾弾だんを放ち、先さき程ほどのように爆ばく圧あつ化かしたり、またはこちらがかわしたならば、逃げる集団に被ひ害がいが及ぶからだ。

　確信は当たった。

　低く退たい避ひした背の上、ぎりぎりの位置を、高速の風が突っ走っていった。

　矢が抜けていったホール天てん井じようの空、頭ず上じように振り仰あおぐ意味は無い。

　ただ、才蔵は巫女達へと身を回した。

　回かい頭とうに使うのは脚あしではない。

　尾おだ。

　己おのれの長い尾を地下の入口側に強く振れば、反はん動どうで自分の身は回る。

　その通りにした。土の溜たまった床、地ち竜りゆう達たちの埋まった骨ほねを砕くだきながら、才蔵は四し肢しで円えん弧こを床に描く。

　身体からだが巫女に正せい対たいした。巫女は、矢を放ち、残ざん身しんの状態だ。この状態をしっかり保たねば、神からの射しや撃げき加か護ごが貰もらえないのは解っている。

　だが、才蔵は気付いた。

　……人狼ルウガルウがいねえ……！

　瞬しゆん間かん。才蔵は勘かんで身を引いた。首を縮め、肩を引いたのだ。

　すると、眼がん前ぜんを、貫かん通つうの力が落ちていった。

　銀ぎん狼ろうだ。

　いきなり、という訳わけではないだろう。先さき程ほどの巫女の矢に合わせ、鎖くさりを飛ばしたのだ。

　このホールの天てん井じようは抜けているが、構こう造ぞう材ざいはまだ残っている。その一本に鎖くさりを摑つかませ、高速でこちらの頭ず上じように飛んだという事だ。

　鎖によって、下がると言うよりも真ま下したに吹っ飛ばされていく身が、一本の槍やりのようなものを手にしている。

　巫み女こが放つ太ふと矢やだった。

　全長一メートル二十。人が持つ武ぶ器きとしては充分な長なが物ものだ。

　矢の狙ねらいが、完全にこちらの目を狙っていたのが恐ろしい。しかし、

『目の前だぜ……！』

　今から、落らつ下かする相手に竜りゆう砲ほうを合わせるのは無む理りだ。下向きに撃うつ事になって、巫女達を薙なぎ払う事も出来ない。

　だから、才さい蔵ぞうは動いた。身体からだを起こしながら、左の前足を前に。銀ぎん狼ろうに叩たたきつけようとした。そして、

『──！』
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　ホール右側を、急ぎ奥の通路へと走っていた正まさ純ずみは、それを見た。

　自分達の左側にいる才蔵。その巨きよ体たいが、いきなりのバックダッシュを全身に入れたのだ。

　……え？

　軽い動どう作さだった。

　あの巨体で、という思いすら起きない程ほどの高こう速そく移動。だがそれによる後こう退たいの動きは、正純の中で意い外がいなものとして、昨夜の戦せん闘とうを思い出させた。

　何しろ昨夜の地ち竜りゆうは、攻こう撃げき意い思しに満ち、とにかくこちらを叩たたき潰つぶそうとしてきた。

　……竜とは、ただただ前に出て、攻撃に専せん念ねんするものではないのか？

　この天てん竜りゆうは違う。危険を察さつ知ちしたら、退さがっても回かい避ひするのだ。その結果として、

「く……！」

　落下するミトツダイラの両腕うでから、爆ばく圧あつが才蔵に向かって走った。

　浅あさ間まの矢が持つ、破は裂れつの力だ。

　敵の追つい尾びが外はずれると、爆ばく発はつし、相手を撃つ。

　ミトツダイラが武ぶ器きとして持っていったのは、その一発だった。

　浅間の矢を追って鎖で飛ぶ。矢を貫かん通つう武器として使い、当たれば良し。当たらない場合は、矢を貫通武器として使うように見せかけ、しかし眼がん前ぜんで、爆圧を叩たたき込む。

　それがミトツダイラの描いたプランだったろう。

　だが、敵はかわした。

　攻こう撃げき主体の暴ぼう竜りゆうではなく、敵を倒すために立ち回る天てん竜りゆうだ。

　単なる獣けものではない。

　それを証しよう明めいするために、敵が今こそ動いた。

　身を縮め、顎あごを開き、直線上じようにミトツダイラと浅あさ間ま達たちを捉とらえ、

『なあ、下に行った連れん中ちゆう。片方が、こう言ってたよな？　俺おれとは相あい性しよう悪いって。

　──だけどよ、いいか？』

　才さい蔵ぞうが笑った。

『佐さ助すけの旦だん那なの方が俺より相性悪わるいぜ。──下で思い知ってるだろうけどな！』

　叫びと共に、二つの震しん動どうが走った。

　一つは、才蔵の竜りゆう砲ほうによる大たい気きの悲鳴。

　もう一つは、

　……二ふた代よ！

　階かい下かから、戦せん闘とうの激げき震しんが響ひびいたのだ。







[image: 第五十三章『円場の踊り手』]
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　誾ぎんは、両腕うでを大おお楯だてとして、その一いち撃げきを凌しのいだ。

　天てん竜りゆうのカウンターアタックだ。こちらが、最初の突とつ撃げきと同時に蜻蛉とんぼスペアの割かつ打だと砲ほう撃げきを叩たたき込んだ瞬しゆん間かん。高こう速そく移動による体当たりでそれを返されたのだ。

　無む論ろん、腕の駆く動どう系けいは全部耐たいショック設定。同じような耐衝しよう撃げき加か護ごも全ぜん開かいだ。身体からだも浮かせた上で、十字砲火アルカブス・クルスによる迎げい撃げきと、反はん動どうによる移動までを用いて、

　……それで、これだけの威い力りよくが来ますか!!

　思うなり、身体が背から壁に激げき突とつした。

　背は丸くしない。衝撃を受け止められなかったら背せ骨ぼねがずれたり、最悪の場合は折れるからだ。面として衝撃を分ぶん散さんし、最後に両腕を壁に叩たたきつける事で、残った力を全て壁に逃のがしていく。しかし、

「く……」

　肩の接せつ合ごうが悲鳴を上げた。

　義ぎ腕わんのため、肩の接合部ぶは肉にく体たい部分よりも前後に突き出している。

　背から激突する際は、そこから当たれば、接合部がずれて外はずれる。だからなるべく、同時に当たっていったつもりだったが、

　……硬さの違いが、こうも響ひびくとは！

　硬こう質しつパーツからの、骨こつ格かくへの震しん動どうが強い。いつもなら感じないものだが、接合部が高速で石の壁に当たった時、ハンマーで打たれたような打だ撃げきが両肩かたから身体に通った。

　痛つう痒よう、という感覚が全身に来て、柄がらにもなく、吐き気が来る。

　初手からやられたい放ほう題だいですね、と誾は思い、

「か……」

　ようやく吐く事が出来た息と共に、石の壁を落ちる。

　下までは、二メートル。武蔵むさしの中を飛び回って訓くん練れんしている身としては、どうって事ない高さだ。だが、膝ひざが揺れ、

「────」

　耐えた。自分は西さい国ごく無む双そうの妻つまなのだ。汗あせを零こぼし、目の焦しよう点てんも揺れているが、誾は言った。

　自分の腕の中、護まもるべきものがある。それは、

「武蔵むさし副ふく長ちよう。──敵の攻こう撃げきを凌しのぎました」
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「御お見み事ごと、誾殿どの」

　二ふた代よは言って、誾の腕の中から一歩を離れた。

　すると、誾ぎんが眉まゆを立てた顔で言う。

「何、先さき程ほど、抱き留められた分のお返しです。詰まり──」

　と、誾が、前に出た。

　あ、と二ふた代よが支えようとするが、その行為を無む視しする歩みで、誾が行く。

　背を壁に預けない。ただ誾が、前に進み、そして一歩ごとに目に光を戻し、

「貸し借り無しです。武蔵むさし副ふく長ちよう。次は助けません。──敵が割かつ打だの力を受けて今なお無む傷きずでいる理由、その理解を早くお願いいたします」

　素晴らしい、と二代は思った。これが、襲しゆう名めい者しやというものか、それとも、

　……否いな、これぞ、立たち花ばな・誾という御ご仁じん……！

　正面。白の竜りゆう、佐さ助すけが身を滑らせながら低く構え、右前まえ足あしをこちらに向けてついた。尻尾しつぽを揺らしてバランスを取るのは、突とつ撃げきの際に単純な直線ではなく、弧こを描いた軌き道どうを取るという事だ。

　迎げい撃げきは至し難なん。更さらには、

「──来るで御ご座ざる！　誾殿どの！」
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　誾が見たのは、爆ばく発はつだった。

　白の色の瞬しゆん発ぱつと激げき突とつ。その巨きよ大だいさは、体当たりと言えるものではない。

　一いち方向に撥はね飛んでくる、力の爆発だ。

　迎撃の不可能を悟り、誾は回かい避ひの専せん念ねんを選ぶ。

　十字砲火アルカブス・クルスを召しよう喚かんし、その砲ほう撃げきをスラスター代わりにして右に跳んだ。

　二代と離れる。充分な距離を取った、と思った直後に、豪ごう風ふうが左を行った。

　誾の目をしても、白の風としか見えない勢いが、風ふう圧あつとはいえぬ大たい気きの打だ撃げきを伴って左を通過する。

　だが、竜が放つのは速度と風だけではない。

　……先程の攻こう撃げきは、これです！

　壁に自分達を叩たたきつけた一発。不ふ可か視しとも思えた一いち撃げきを、誾は予よ感かんした。

　一度それを受けた身だ。臆おく病びようという言葉は、察さつ知ちという判はん断だんに変わる。

　ゆえに誾は先さき読よみで対応した。

　身を小さく回しながら、十字砲火で右下に跳んだのだ。

　膝ひざを土の床について滑かつ走そうした瞬しゆん間かん。頰ほおに擦さつ過かが走った。そして、

「……!!」

　風の横よこ薙なぎが、こちらの全身を打撃する。

　食らった。だけど直ちよく撃げきではない。今のは、

　……尾おですか！

　一いつ瞬しゆん確かに見えた。白の、巨きよ大だいな鞭むちのようなものが、撓たわんだ状態から直線になりながら、前に突っ走っていったのだ。

　それは、白はく竜りゆうの突とつ撃げきを、振り込んだ先せん端たんで追い抜きかねない動きだ。

　だが、意味は解わかる。尾を後ろに伸ばしていては、前に加か速そくした時、それが重りとなって速度を出せなくなるからだ。

　だから、尾を前に振り込む。そして同時に飛び出す。最初は全身の膂りよ力りよくで加速し、それによって身体からだが宙に浮いたら、

　……前に振った尾の勢いで、二段目の加速とする……！

　見切れない訳わけだ。

　超ちよう高速で移動しながら、空中で再さい加速など、巨きよ体たいでやられれば見み切きる意味も無い。自分達には高速の移動に見えているが、向こうとしてみれば、

「こちらを絶対に潰つぶすための、行き過ぎとも言える速度を出しているだけなのですね……！」

　声を上げ、風に吹き飛ばされながら、誾ぎんはしかし動いた。

　十字砲火アルカブス・クルスをスラスターに、地面を浅く滑りながら、通り過ぎた白竜のいる辺りへと、

「四つ角十字クアトロクルス！」

　三連れん射しやを叩たたき込んだのだ。
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　誾の視し界かいは、砲ほう弾だんを基礎に、それを捉とらえた。

　白の竜の軌き道どうだ。

　攻こう城じよう武ぶ装そうとして作られた四つ角十字の砲弾に対し、敵は、

　……かわす……!?

　違った。

　高速の鉄てつ弾だんを、白の竜は背を向けたまま、左右に、鋸のこぎりの刃はのような軌道で跳ね抜けたのだ。

　通り過ぎさせるのではない。間を抜け、遊び、追い越させ、

『──！』

　誾は、続く敵の動きを知ち覚かくした。

　白の竜が尾を振り、加速した動どう作さだ。しかしそれはただ前に行くのではない。

　自分がくぐり、追い抜かせた砲弾を、即そく座ざの左右跳ちよう躍やくで追い抜き返したのだ。

　……無む茶ちや苦く茶ちやな……！

　だが、これが、この竜の攻こう撃げき方法だ。天てん竜りゆうの膂りよ力りよくを用いた、圧あつ倒とう的な高速の大だい質しつ量りよう突とつ撃げき。更さらには精せい度ども高い上に、攻撃中ちゆうであろうと確実な回かい避ひ運動まで行う。

　化ばけ物ものだ。

　風が爆ばく発はつし、ホールが鳴めい動どうする中で、白はく竜りゆうが地面を抉えぐってターンした。

　追い越したばかりの砲ほう弾だん三発の内、最初の一発を、ターンの動きで嚙かみつき砕くだき、残り二発は首をくねらせて回かい避ひ。

　その頃ころには、身体からだがこちらに回っている。

　来る。そう思った瞬しゆん間かん。風の向こうから声が響ひびいた。

「結べ、──蜻蛉とんぼスペア!!」
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　誾ぎんと竜を挟む位置にいた二ふた代よは、風を突き抜け、竜の下に飛び込んだ。

　……割かつ打だの一いち撃げき。如何いかがで御ご座ざるか!?

　二度目だ。

　一発目は、効かなかった。

　突とつ撃げきに対し、正面からぶち込んだつもりが、アジャストされたのだ。

　その後に来た敵の突撃は、本ほん体たいとしてはかわしたつもりだったが、尾おが来た。誾にカバーされなかったら、即そく死しかもしれない。そんな一発を受け、次の機き会かいとして、

「装そう甲こうの薄い下側からならば、如い何かに!?」

　叫んだ先で、流りゆう体たいの飛沫しぶきが上がった。

　割打ではない。それが無む効こう化かされ、割打の力が流体に戻って弾はじけ飛んだのだ。

　……これは……！

　二代は今こそ理解した。蜻蛉切ぎりなど、名を映し読む武ぶ装そうに対しての防ぼう御ぎよ法ほうの一つを、相手は自然に有しているのだ、と。それは、

「全身の白い装甲が、こちらを映すので御座るか！」

　だが、告げた言葉を覆くつがえすような事が生じた。

　二代の見る蜻蛉スペアの刃やいばが、光を帯びたように見えたのだ。

　違った。

　光っているのは、刃ではない。天てん竜りゆう、佐さ助すけの白い装甲が、全て発はつ光こうしているのだ。

　この光を、二代は知っている。

「竜りゆう砲ほう!?」

　まさか、と二代は思った。竜砲は、口や、加か速そく器きから出るものではないのかと。

　しかし、返答は、単純だった。

『左さ様よう』

　佐助が、身み構がまえながら言葉を作った。

『我は白竜。光こう竜りゆうぞ。──身体全すべてが、竜砲の発はつ射しや器きだ』

　一いつ拍ぱくの間を置き、竜の全身が光を爆ばく発はつさせた。

　遺い跡せきの地下ホールが、光によって鳴めい動どうした。
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　上階ホールでは、ミトツダイラが竜りゆう砲ほうの直ちよく撃げきを受けていた。

　……く……！

　人狼ルウガルウの血を引いていても、空中では何も出来ない。だが、

　……何とかしますわよ！

　浅あさ間まが用意した防ぼう護ご障しよう壁へきが、一いつ気きに数十枚展てん開かいし、一ひと息いきに全て砕くだけ散った。

　銀ぎん鎖さは、二本が浅間達たちの方に伸び、全力でこの身を引いている。しかし、

「……！」

　竜の光が、防護障壁で減げん衰すいしながらも確かに来た。未いまだ、後ろ二人を巻き込むだけの大きさを保った砲ほう撃げきだった。

　当たる。だが、

「銀鎖！」

　腕を振り、飛ひ来らいの威い力りよくに対して、ミトツダイラは上からの一発をぶち込んだ。

　頭ず上じよう。才さい蔵ぞうの上に跳んだ際に、鎖くさりを巻き付けたホールの構こう造ぞう材ざいがあった。ミトツダイラはそれを力任まかせに折り砕くだき、竜砲に叩たたきつけたのだ。

「……どうですの!?」

　止めるまでには至らない。しかし、質しつ量りようある物体に激げき突とつした竜砲は、それを砕くプロセスで更さらなる減衰と拡かく散さんをした。

　まだ竜砲の威力はある。だが、ここまで砕いたなら、

「喜き美み！」

　振り向いた先、喜美がいる。

　彼女は、既すでに音おん響きよう術じゆつ式しきの素地となる〝転てん機き編あめ〟を立ち上げていた。そこから響ひびくのは、

「──そよぐ　過去の宴うたげに　踊り」

　歌だ。舞もつけて行われるそれは、こちらに届き、

「尽くしても　ここだけに　届き」

　竜砲と自分達の間に表示枠サインフレームが連れん立りつした。喜美が謳うたい踊る〝高たか嶺ね舞まい〟の防ぼう御ぎよ。それが、

「いつしか　夕焼けの　向こう　星の花が咲く」

　こちらにも届き、竜砲に激突したのだ。
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　光が水のように砕け、拡散した。

　ミトツダイラの眼がん前ぜんで高嶺舞の花を映した表示枠が散り、しかし、竜砲も割れた。

　無ぶ粋すいな力は、こちらに届かない。

　防いだのだ。

　ミトツダイラは身を回して着ちやく地ちする。その背後から、

「──流りゆう星せいが　夜よ闇やみを　紡つむぐ」

　喜き美みの歌声に合わせるように、白はく線せんが飛んだ。

　浅あさ間まが二発目を撃うち込んだ証あかし。一いつ矢しの軌き跡せきだった。
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　才さい蔵ぞうは、息を詰めた。

　……早え……！

　かつての戦せん闘とう経験とは違う。昔は、竜りゆう属ぞくに有効な射しや撃げきを放つとしたら、もう少し時間が掛かっていた筈はずだ。

　だが、時代は変わったという事だ。それも極きよく東とうの歴史とも言える神しん道とうにおいてすら、戦闘系けいの技ぎ能のうは磨みがかれていたとなれば、

　……俺おれ達との戦闘によって、力を伸ばした部分もあるんだろうよ！

　聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たいの行動は、記録に残されない。彼らが歴史にあらざるものだからだ。

　しかし、別の形で経験は残った。それが、

『人類の、抵てい抗こう方法の進しん化かか！』

　そして弾だん頭とうを見み切きり、才蔵が動いた。竜りゆうとしての力を発はつ揮きしたのだ。
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　ミトツダイラの視し界かいから才蔵が消えた。

「────」

　見えるのは、ただホールの天てん井じよう跡あとから森林と空に消えていく浅間の矢だ。

　そして、不ふ意いに第二特とく務むが叫んだ。

「成なる実み！」

　直後に、第二特務と伊だ達て家け副ふく長ちようが行動を放った。

　第二特務は、皆をかばうように加か速そく器き爆ばく発はつの流りゆう体たい光こうで壁を作り、伊達家副長は、

「危ない話ね」

　言うなり、宙から連れん射しやで引き抜いた刃やいばを横に重ね組み、莫ばく大だい量りようの剣けん楯だてを作り上げた。

　すると、いきなりの光が生じた。

　伊達家副長が構えた刃が斜め切りに砕くだけ散り、第二特務の加速器爆発が、

「……ぬ!?」

　広げていた両腕うでを閉じた第二特務の、その腕わん部ぶ装そう甲こうに斬ざん撃げき痕こんが走った。

　軋きしむような音で、半はん竜りゆうの装そう甲こうが裂さかれたのだ。

　……どういうレベルの切せつ断だん力りよくですの!?

　疑問を走らせた向こう。第二特とく務むが一歩を下がる。すると、並んでいた伊だ達て家け副ふく長ちようが、

「そこかしら」

　砕くだかれなかった顎あご剣けんの一本を、彼女は瞬しゆん発ぱつ的てきなスナップで拾い、そのまま投げた。

　飛ぶ。すると、

『おお、あぶねえ』

　ホール中央側、そこに才さい蔵ぞうが出しゆつ現げんした。

　顎剣を仰のけ反ぞりかわした、そんな動きだった。

　その時だった。不ふ意いにミトツダイラは気付いた。伊達家副長が、こちらに刹せつ那なの視線を向けたのを、だ。

　一いつ瞬しゆんだ。しかし、彼女の視線には、意味を感じた。それは、

・ウキー：『納なつ豆とうが食いたくなった、……か』

・不退転：『あながち外はずれじゃないのが恐ろしいところだわ』

・銀　狼：『あの意味が解わかりませんのよ？』

　だが、時間がない。既すでに才蔵が身み構がまえを終え、前に、こちらへと身を傾けつつあったのだ。

　突とつ撃げきを掛けてくる。その瞬しゆん間かん。伊達家副長がこう言った。

・不退転：『一いつ昨さく夜やと同じよ』

　え？　と思ったこちらの背後、浅あさ間まは次の矢をまだ番つがえ切っていない。向こうだって学んでいるのだ。浅間の射しや撃げき間かん隔かくを突いて攻こう撃げきを仕掛けてくる。

　来た。才蔵が、こちらに身を揺らし、

『行くぜ』

　前に走り出しながら、竜の姿すがたが消えた。

　また、不ふ可か視しの存在となったのだ。
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　才蔵は、己おのれの姿を消しながら敵を見た。

　巫み女こは、まだ次の砲ほう撃げき準備が出来ていない。それは今、向こうには迎げい撃げきの準備が無いという事を示している。

　だが、まだ向こうには方法がある。

　矢だ。

　巫女の矢を、弓ではなく、直ちよく撃げきの槍やりとする。

　無む論ろん、人間の膂りよ力りよくや、人狼ルウガルウの力ですらも、矢の一いち撃げきに匹ひつ敵てきするのは至し難なんだ。だから使用するのは貫かん通つう重じゆう視しのものではなく、

　……拡かく散さん型がた……！

　そりゃそーだ、と才さい蔵ぞうは思った。

　自分の隠おん形ぎよう術じゆつを、敵がどう捉とらえているかがよく解わかる戦せん術じゆつだ。

　姿すがたを不ふ可か知ちとしても、竜りゆうとしての巨きよ体たいは消えない。ステルス術じゆつ式しきで足音などを消したとしても、存在は消えないのだ。

　だから、拡散系けいの攻こう撃げきをもって面の打だ撃げきを与える。

　禊祓みそぎの力であるならば、こちらのステルスも破は壊かい出来る。そういう戦術だ。

　ゆえに今、舞を作りながら、踊り子が右の指にそれをつまんだ。重さのあるそれを、さも軽そうに、バッグのように振り回し、

「──夕日　消えて」

　こちらの胸目め掛がけ、

「山さん頂ちよう　豊か」

　投じてきた。

　その瞬しゆん間かん。才さい蔵ぞうは己おのれの姿すがたを完全に消したまま、動いた。
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　ミトツダイラは、敵の存在を知ち覚かくしていた。

　しかし浅間からの情報もあり、大体はつかめているが、それに対する自信がない。

　何しろ、敵は強きよう大だいで、力もある。一つ間違えれば全ぜん滅めつもあり得るのだ。

　だから、少しでも自分の知覚を確かく証しようづけるために、ミトツダイラは二人の人物を見た。

　一人は鈴すずだった。彼女は、真まっ直すぐに、ずっと前を見ていた。

　緊張している。そういう風ふ情ぜいだ。

　そしてもう一人は、

　……我が王。

　視線が合った。それを偶ぐう然ぜんかもしれないと、そう思った時だ。

　王の隣となりにいる姫ひめが、こちらに視線を合わせた。

　気付く。そして彼女は、頷うなずき、右の親おや指ゆびを下に向けて見せた。

　やっちまって下さい、と、彼女の声で脳のう内ない再さい生せい出来るのはどうかしている。だからミトツダイラは動いた。

　自分の勝利のために、確証の準備を行った。

　直後に、宙で拡散矢やが爆ばく発はつした。
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　咆ほう吼こうが上がった。

　成なる実みは、正面の空間に、黒こく竜りゆうが全身を現したのを見た。

　巨きよ竜りゆうは、拡かく散さん矢やの力を、食らっていた。

　ただ、それは直ちよく撃げきではない。甘く左前まえ肩かたを削けずられていただけだ。だが、

　……当たった!?

　疑問を、成なる実みは抱いた。しかし、肩の装そう甲こうを黒く散らし、才さい蔵ぞうが首を振る。

『あぶねえな……！』

　どういう事、と成実は眉まゆをひそめた。

　自分の見立てでは、こうなる筈はずではなかった。

　……当たらない筈では……!?

　疑問に、成実は、自分自身への自じ問もんを放った。

　しかし、こちらの疑ぎ念ねんを押しのけるように、才蔵が身を低く構えた。

　行く。その瞬しゆん間かんだった。

　タイミングを完全に合わせた次の一発を、浅あさ間ま神じん社じや代表が放った。

　三発目の貫かん通つう弾だん。

　だが、轟ごう音おんを伴って発はつ射しやされた閃ひらめきは、

『──！』

　今こそ才蔵が消えた。前に身を振り、突とつ撃げきの動きで竜が虚こ空くうに身を消し走る。

　全てが嚙かみ合ったような動き。その流れに対して成実は、

　……危険ね。

　顎あご剣けんを一いつ気きに八本抜ぬき、介かい入にゆうを望んだ。

　前に身を倒し、義ぎ脚きやくの中に熱を入れ、

「待て、成実」

　不ふ意いに、左に半はん竜りゆうが来た。彼は、自分達の足あし下もとを示し、

「お前は正しい。──その確かく証しようと同じものを持つ者が、助じよ力りよくを乞こうている」

　成実は見た。竜の姿すがたが消え、矢が大空に抜けていく光こう景けいを前に、確かに見た。今、自分の足下に来ているものは、

　……銀ぎん鎖さ！

　彼の声が、頭の上から降るように、こう聞こえた。

「迷える狼おおかみに、助力をするのも悪くない。──AMEN」
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　不ふ可か知ちの才蔵は、敵の方へと飛び込んだ。

　前に身を疾しつ走そうさせ、手を地面につき、膝ひざを胸につけるような動きで行った。

　狙ねらいは正面。消えた竜を探して、見上げ気ぎ味みの視線を走らせている女達の喉のど元もとだ。

　まずは狼おおかみ。次が踊り子。最後は巫み女こだ。

　やってくれた。

　そう、やってくれた。

　八百年と、四百年前だ。

　八百年前、自分達たちの王と側そつ近きん達は、たった一ひと晩ばんで全ぜん滅めつさせられた。

　あの時、敵の先せん頭とうに立っていたのは、桜さくらの花を意い匠しようにあしらった弓ゆみ使つかいの巫女と、踊り子、そして異い族ぞくの騎き士し達を基き礎そとした人類側がわの集団だと聞いた。

　そんな不ふ確たしかな、どこにでもある連れん中ちゆうに王達は敗れたのかと、あの頃ころはそう思ったものだ。そんな連中に敗れる王を抱く竜りゆう属ぞくなら、敗はい北ぼくもやむ無しかと。

　だから佐さ助すけ達と共に主力から外はずれ、伊太利亜イタリアの南部を制せい圧あつしていた。

　いずれまた、竜属の時代を作る事を考え、残ざん党とう氏し族ぞく達と連れん動どうを取っていたのだ。

　すると、四百年前に、それを食らった。

　自分達はおろか、残ざん存ぞん氏族達も、一晩で壊かい滅めつを受けたのだ。

　事実を、知るというよりも、悟さとったのは重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんの後だ。

　佐助の意い向こうもあり、この地に住む事にした自分達は、襲しゆう撃げき者しや達の由ゆ来らいを聞いた。

　当時の襲撃者の中ちゆう核かくにいた者。その事を話すと、人々はこう言った。

　巫女の装しよう束ぞくだろう、と。

　神しん道とう勢せい力りよくと、極きよく東とうの戦せん闘とう集団。それが、自分達の敵だった。

　重じゆう奏そう神しん州しゆうの欧おう州しゆう。それも、十三世せい紀きの時代にあっては、ありえない戦せん力りよくだ。

　何ど処こからか来て、消えていく聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たいの正しよう体たいは、自分達に対しては、それだった。

　他、各所では、別べつ神じん社じやの代表が中核にいたらしい。特に、剣をあしらった装そう甲こうの巫女は、戦闘力りよくが高く、残党氏族の中でも主力の大たい半はんが狩かられたと聞く。

　自分達の場所には、桜の花が来た。それだけだ。

　だが、そういった連中、竜属すらも退しりぞける、神しん威いの如ごとき力を扱える連中が、聖譜越境隊の正体だ。そして、

　……おお……！

　不ふ可か知ちゆえ、声を作る事なく。

　才さい蔵ぞうは敵を狩りに行った。
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　竜は走った。

　八百年前は正せい対たいの機き会かい無く王を失い。

　四百年前は突とつ然ぜんの襲撃に撤てつ退たいをする事となり。

　挨あい拶さつ含めた正せい規きの戦いを行うなら、今が初めてだ。それが故ゆえに、

　……勝負……！

　思い、突っ込んでいく才さい蔵ぞうは、視し界かいの左端はしにそれを確かく認にんした。

　刃やいばだ。

　狼おおかみが持つ鎖くさりが、左にいる伊だ達て家け副ふく長ちようから受け取ったものだ。数は合計で六本。

　それで竜りゆうの突とつ進しんを止められるものではない。しかし、

　……まさか……!?

　獣けものの目を見開き、才蔵は視し界かいの中央にそれを捉とらえた。こちらに向いている銀ぎん狼ろうの顔が、後ろの二人と違って上を向いておらず、両の目をも閉じているのを、だ。

『……！』

　息を詰めるが、驚きよう愕がくするまでもない。

　才蔵は思った。これが続きで有り、最初なのだと。

　四百年前の戦せん闘とうの続きであり、初めての相あい対たいなのだと。

　そう思い、自分の全ぜん撃げきを才蔵は叩たたきつけた。

　全てを持って、狩かりに行った。
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　ホール内にいた誰だれもが、ミトツダイラが火ひ花ばなを散らすのを視界に入れた。

　剣けん戟げきではない。

　何しろ相手がいないのだ。

　ただそれは、ミトツダイラの一人ひとり舞台にも似たもので、彼女が身を揺らし、腕と鎖を振り、

「……！」

　銀狼が高速で顎あご剣けんを連続してぶち込んでいく。すると、その向こうで火ひ花ばなと光が散った。

　音は高く、幾いく重えにも重なり、やがて、

「──走るなら　身は高たか鳴なり」

　喜き美みの歌声に押されるようにして、速度が上がった。

　狼の周囲に高たか嶺ね舞まいのシールドが幾いくつも現れ、

「心の果て　熱く　海うみ鳴なりのように」

　それが砕くだける一方で、ミトツダイラの剣がもはや振りかぶりをやめた。相手、虚こ空くうの敵に弾はじかれた反はん動どうをそのまま用い、ミトツダイラは、

「流りゆう星せいの　行き手　誰もいない　花の園その」

　狼が、火花の中に連れん撃げきと身のこなしをもって、舞に行った。
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　……何だこりゃあ……。

　正まさ純ずみは、素す直なおにこう思った。訳わけが解わからない、と。

　今、目を伏せたミトツダイラが、鳴り止やまない堅けん音おんと光と火ひ花ばなの向こうで舞っている。

　両腕うでを回し、身を捻ひねり、それら全てを加か速そく材料にして、彼女は己おのれから刃やいばを突とつ出しゆつさせる。

　剣は手て指ゆびから発はつ射しやされるものであり、鎖くさりが振り回すものであり、そして、

　……弾はじかれて……！

　しかし刃が飛ぶのを狼おおかみは赦ゆるさない。開けた牙きばの顎あごを再び閉じるように、宙に舞い掛けた刃を捉とらえ、ただただ彼女は目を閉じたまま、何かを求めるように、

「──!!」

　前に出た。確実に一歩一歩を、そして、

「追加するわ水み戸と領りよう主しゆ！」

　伊だ達て家け副ふく長ちようが、四本の刃を狼に投じた。それは彼女が巻き起こす火花と光の前進の方に飛び、しかし範はん囲いに含まれると、

「消えた？」

　違った。

　いきなり、音と火花が倍ばい加かしたのだ。そしてミトツダイラの身体からだが前ぜん傾けいと起こしと、左右の振りを連続するものとなり、

「る」

　瞬しゆん発ぱつする手て先さきが、宙で一いつ瞬しゆんだけ刃の柄つかをつまむのが見える。

　だが、自分に見えるのはそこまでだ。

　そして、代わりというように、あるものが見えてきた。

　敵の刃だ。

　空中に、大たい弧こを描くのは、数十本同どう時じ射しや出しゆつの鎌かま光びかりだった。

　長さにして、一本当たり二十メートルはある光こう刃じん。

　それは、流りゆう体たいで出来ていた。本来は薄く、光っている事も解わからぬものだろうが、過か熱ねつ状態になって、今や黄き色いろい光を帯びつつある。

　あれが敵の主しゆ武ぶ器きだ。

　しかし、その連れん続ぞく射出に対し、今や己おのれも不ふ可か視しの刃を激げき突とつさせていくミトツダイラを見て、正純は疑問を得た。

「どうして、ミトツダイラは、あれが見えていたんだ……？」

　ほとんど不可視の高速だった筈はずだ。その見み切きりを可能としたのは、

「ネイト、鼻が利くから」

　馬ば鹿かが、笑えみを含んだ声で、こう言った。

「俺おれとホライゾンを切った時、俺達の血とかが向こうについただろ。──それで初しよ動どうを見切ってる。つーか嗅かぎ取ってる」

「馬ば鹿か、匂においの伝でん播ぱが、攻こう撃げきよりも速い筈はずが無いだろ……？」

　その問い掛けに応じたのは、馬鹿ではなかった。

　向むか井いだ。彼女はアデーレの機き動どう殻かくの頭の上に膝ひざを揃そろえて座ったまま。

「匂いが、風や、周囲の大たい気きに、のって、相手を、見せて、る、の」

　だから、と鈴すずが言った。

「今、ミトツダイ、ラ、さんっ。──トーリ君、と、ホライ、ゾンの匂い、包まれてる」
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　ミトツダイラは、匂いに酔よった。

　昨夜と一いつ昨さく夜や、王の匂いは、その膝ひざ枕まくらの崩くずれと肘ひじ枕まくらの距離から充分に食った。寝ね息いきから自分に染しみ込んだ匂いは昼になっても当分抜ぬけなくて、しかし本ほん人にんに言う意味も無く、ただただ人狼ルウガルウならではの背はい徳とく感かんを感じていたくらいだ。

　しかし、それ以上のものが、来た。

　血だ。

　王と、姫ひめのもの。

　王の血を近くで嗅かぐのは、中ちゆう等とう部ぶ以来と言っていい。王と騎き士し、主しゆ従じゆうの関係を結んだ時、涙と共に憶おぼえた匂いだ。

　それを零こぼさせた愚おろかは、やはり、前と同じ自分だ。

　王が何と言おうと、姫が何と言おうと、王を護まもると言った自分のミスだ。

　だから、決めた。王の血によって勝つ、と。

　騎士の不ふ注意で流した王の血を用いて、雪せつ辱じよくをする。

　かつては誓ちかいと涙の血。今回は勝利の血を王に捧ささげる。そして、

　……来ますわね……！

　敵の攻こう撃げき。その初しよ動どうと連続の中で、敵の身についた僅わずかな王の匂いが、来る。

　まるで扇おうぎで扇あおいだかのように、微かすかな、しかしそれだからこそ感覚を鋭えい敏びんにさせる匂いが、頰ほおや身体からだを撫なで、髪かみの毛を梳すいてくる。

　くすぐったい。

　剣けん戟げきを交こう叉さすればする程ほど、相手の刃やいばと風から、こちらに王の匂いが触れてくる。

　夜の眠りで嗅いだものを記き憶おくとすれば、血の濃さは実みとなり、そこに形の肉を感じる。

　肉にく厚あつの匂いが、記憶絡がらみでこちらの身を抱きしめて踊る。

　酔よった。

　今すぐにでも襟えり元もとを緩め、胸むな元もとから身体からだを触れて欲しい。喉のどを撫なで、唇くちびるから奥に匂いを絡め、歯の裏や舌したを弄もてあそんで欲しい。

　だが、そこまでには、匂いの密みつ度どが足りない。だから、

「……その程てい度どですの!?」

　ミトツダイラは、目を伏せたまま叫んだ。踊り、身体からだを振って剣を発はつ射しやしながら言った。

「もっと分ぶ厚あつく叩たたき込んできなさい!!」







[image: 第五十四章『咆吼空間の抱擁者』]
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　才さい蔵ぞうは、激げき突とつした。

　両腕うでを振り上げ、長ちよう大だいな鎌かまの刃やいばを叩たたきつけた。

　……馬ば鹿か野や郎ろう……！

　刃を数十から数百に増やし、敵を押し潰つぶすように、行った。

　……散れ……！

　過か熱ねつし、赤く光る流りゆう体たいの刃を、彼は銀ぎんの狼おおかみにぶち込んだ。

　だが、敵は凌しのぐ。こちらの連れん斬ざんを跳ね返し、前に出てくる。

　何な故ぜ出来る。こちらは竜りゆうの膂りよ力りよくを絞しぼった攻こう撃げきだ。竜りゆう砲ほう用ようの流体を転用した超ちよう薄うす刃ばの流体刀とう、二十メートル超ちようの長なが物ものを、竜の力に任まかせて叩たたきつけているのだ。

　それが何故、受けられ、ここまで、

　……前に出る!?

　横からの一いち撃げきも、縦たてからの一撃も、鎌かまのように振るう一撃も、突き込む一撃も、全て、

「……っ!!」

　銀ぎん狼ろうの肌はだに傷がつく。彼女の周囲を護まもる歌うた姫ひめの防ぼう護ごなどは連続で砕くだいた上の攻こう撃げきだ。

　しかし、つけた傍そばから傷は修しゆう復ふくされる。

　獣じゆう人じんの特とく殊しゆ能力だ。竜も同どう様ようのものを持つが、この敵は、違う。

「一つ、教えて差し上げましょう」

　上じよう気きした頰ほお。舌したを覗のぞかせ、狼が言う。

「四百年前、貴方あなた達たちが欧おう州しゆうから去った後、欧州では何が起きたか、知ってますの？

　……竜達は異い族ぞく。ゆえに、後の魔女テクノヘクセン狩がりの始まりとして、まず、各かく地ちで異族への迫はく害がいが生じたんですの。──始まりは竜りゆう属ぞく該がい当とうするものや、爬は虫ちゆう類るい、両りよう生せい類るいの形けい質しつを持つ者達。

　そして続きは、獣人や霊れい属ぞくも、何もかも。だから──」

　だから、何だ。

「異族は人と馴な染じむ事を望み、あらゆる戦いの前ぜん線せんに出て、使い捨てのような扱いを受けましたわ。お互いの国の異族部ぶ隊たい同どう士しが、同どう族ぞく同士で殺し合うなんてのもよくある事。

　だけど、その中で、異族が学んでいった事もありますの」

　堅けん音おんが響ひびいた。

「──異族との、戦い方」

　彼女の言葉と共に、音が、また、響いた。

「異族を倒すために、人が作り上げた技。それを異族が学び、用いたらどうなるか」

　音が止まらない。だが、これは何の音だ。そして、

　……花!?

　赤い花びらが周囲に散っているように見えた。

　血かと、そう、才さい蔵ぞうは思った。

　違った。

　己おのれの刃やいばだ。過か熱ねつした数百の刃が、片かたっ端ぱしから砕くだかれていくのだ。

　赤の光が無む数すうに散り、その向こうで、目を伏せた笑えみが言った。

「残念ですけど、私、対たい異い族ぞくとしては精しよう進じんしてない方ですのよ？　──私の母が、完全に人ひと食くい方面でしたので、私、親からではなく、教きよう導どう院いんでしか習ってませんもの」

　だが、

「竜りゆうはそういう御お相手が、可能で？」
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　成なる実みは、水み戸と領りよう主しゆの実力を、頭の中で書き換えた。

　……想そう像ぞう以上に、修しゆ羅ら場ばくぐってるのね。

　もっと、御お嬢じよう様さまで、上じよう品ひんな戦い方を主としているのかと思った。

　違った。

　完全に、狼おおかみだ。相手の懐ふところに飛び込み、追いたて、攻こう撃げきをものともせずに首くび元もとに嚙かみつく。

　相手の出で方かたを見もしない。見るくらいなら潰つぶす。それが駄だ目めでも凌しのいで、首を狙ねらう。

　そのために、彼女は相手に合わせない。ただただ、己おのれのパワーの方向だけでバランスを取り、戦せん場じようを我が物とする。それは、

　……女じよ王おうの血ち筋すじね。

　綿めん密みつに相手を追い詰め、確実に仕し留とめる自分にとっては、やりにくい相手だ。

「だが、戦せん法ぽうも見事だわ。──相手を挑ちよう発はつして、下に入ったものね」

　振り下ろされる流りゆう体たいの刃の下では、水戸領主が攻撃を受け続けているように見える。

　違う。

　堅い音が連続し、刃が赤せき光こうの破は片へんとなる事からも解わかる。あれは、

「竜が力を込めても、威い力りよくのない部分を狙っているのね。剣の鍔つば元もとは、振っても速度が乗らないって事。力は乗ってるんだけど」

　あ、と英国王おう女じよが振り向いた。

「以前、点てん蔵ぞう様さまに説明頂いただいたものと似てますね。先せん端たん速度と、支し点てん速度の違いですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事。今、黒こく竜りゆうは、数百の刃を出してるけど、その先端側がわにいれば、高速の斬ざん撃げきを相手にしなければいけなくなるわ。だけど、懐ふところに入ってしまえば、対応密みつ度どは上がるけど、相手をする速度は下がる。そして、──速度の遅い斬撃ならば、捉とらえて、横からヒットして砕くだく事だって容よう易いなのよ」

　今もまた、堅けん音おんが鳴った。高い、遠くまで響ひびく音。それが鳴って、止やまず、

「そろそろ、敵の仕し掛かけが見えるわよ」

　言った瞬しゆん間かんだった。こちらの予よ測そくより速く、銀ぎん狼ろうが身を沈めた。

　彼女の頭ず上じよう、覆おおい被かぶさるように数百の赤せき刃じんが叩たたきつけられ、

　……見事ね。

　振り下ろされる弧この内側に、水み戸と領りよう主しゆは更さらに身を低く、飛び込んだのだ。

　後は、身を起こしながら、背に顎あご剣けんを横よこ渡わたしに担かつげば、

「あたった」

　数百の斬ざん撃げきが、己おのれの勢いと、カウンターで跳ね上がった顎剣に激げき突とつした。

　そして、硝子ガラスの砕くだけるような音が、何いく重えにも響ひびいた。

　竜りゆうの振る数百の刃やいばが、一いつ斉せいに砕け散ったのだ。
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　赤い花が散る。吹雪ふぶきのように、赤の光が舞って咲く。

　その中で、姿すがたを消したままの才さい蔵ぞうは、敵を見た。

　敵はいる。目の前、腰を落とし、背から頭ず上じように突き上げた刃を、

「────」

　左右に投げ落とす。

　既すでに向こうの刃も使い物にならないのだ。投げられた十本の内、刃が無ぶ事じなものは無く、柄つかだけになっているのも四本あった。

　だが、と才蔵は思った。自分にはまだ、刃がある、と。

　砕かれた数百本の内、まだ、無事なものがある。絶対的な量が違うのだ。

　一本でもあれば、眼がん前ぜんの相手を叩たたき切れる。

　ゆえに才蔵は両腕うでに力を込めた。左と右、そこにあるのは、合計七本の刃だ。

　ならば行ける。そう思い、才蔵は攻こう撃げきを振りかぶった。

『お……！』

　声が出た。八百年前と、四百年前。そのケジメを、ここで一つつける。そのために、

『おおお……！』

　余分な力が抜けた。驚く程ほどに、空中を滑るような斬ざん撃げきが両の手から放たれた。

　いろいろなものを砕かれ、それゆえに身み軽がるとなったのか、空気抵てい抗こうすら抜き去ったような七刀が銀ぎん狼ろうに向かう。

　行った。

　だが、当たる直ちよく前ぜんに銀狼が動いた。

　彼女が、いきなり膝ひざをつき、身を低くしたのだ。

　刃が当たるまでの時間稼かせぎか、命めい中ちゆう位置をずらすためか。それとも、

　……まさか……!?

　銀ぎん狼ろうが身を低くした分、向こうが見えた。

　敵だ。巫み女こが、こちらに矢を番つがえていた。

『く』

　矢は拡かく散さん式しき。それを見み越こしての銀狼の伏せ、だ。

　対する自分は刃やいばを振り下ろす動どう作さ中ちゆう。

　回かい避ひ不ふ能のうの一発を、才さい蔵ぞうは食らった。
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　爆ばく圧あつが走り、威い力りよくが通過した。

　そして皆は見た。不ふ可か知ちの竜りゆうの、その仕し掛かけを、だ。

　膝ひざをついたミトツダイラの前方、十二メートルの位置に、浅あさ間まの矢の一いち撃げきで吹き飛ばされ、しかし持ちこたえた影がある。

　それは、竜ではなかった。正まさ純ずみが叫ぶのは、

「人……!?」

　黒の衣い装しようを着た、細ほそ面おもての男が、全身から陽かげ炎ろうを吹きながら立っている。その姿すがたは、

「……キヨナリ、貴方あなたと同じだわ」

　点てん蔵ぞうが、ゆっくりと頷うなずいた。

「竜りゆう属ぞくは、人に転じる事が出来る。……ゆえに、あの黒こく竜りゆうは消えていたのでは御ご座ざらぬ。

　一いつ瞬しゆんで人に転てん化かした後、自分が使うような隠おん形ぎよう術じゆつで姿を見えなくしていたので御座るな。

　そして、人ひと型がた形けい状じようでこそ使用出来る、人として使い切れぬ竜の力を、刃やいばとして叩たたきつけていたので御座ろう」

　つまり、

「竜が、弱い形状に移る事は無いだろうという、人間側の恐れを用いたトリックに御座る」
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　ミトツダイラは、相手を見た。

　逆さか立だつ髪かみに、色いろ黒ぐろの肌はだ。細ほそ身みの男は全身から血を流し、腰を落とした姿し勢せいでこちらを見ている。両の腕を前に振って、ガードを固めたような姿し勢せいだが、実際は、

　……先さき程ほどの、刃を振っていただけの姿勢ですわね。

　向こう。退てつ避たいしていた皆も、才蔵の不ふ可か知ちの正しよう体たいを見きり、言葉を作っている。

　まずは、自分の王が、

・俺　　：『あのさ……』

・銀　狼：『？　何ですの？　我が王』

・俺　　：『何でそいつ、服ふく着てんの？』

・約全員：『思っていても言わなかった事を……！』

　恐らく、天てん竜りゆうクラスの大おお物ものだと、転てん化かの際に自分の〝余よ分ぶん〟を別べつ空間に納めるのだろう。

　人間の形状も、そこからの引き出しで、単たん純じゆん転てん化かではないという事だ。

　だが、ミトツダイラは感かん謝しやの言葉を述べた。

・銀　狼：『礼を言いますわ、鈴すず。そして智ともも』

・ベ　ル：『え？　な、何を？』

・銀　狼：『だって貴女あなた、敵のトリックに、一いつ昨さく夜やの時点から気付いていたでしょう？』

　一昨夜、武蔵むさし上じように現れた天竜達たちに対し、鈴は、特に才さい蔵ぞうに対し、一つの反応をした。

　橋はし上うえで、何も無いところに手を伸ばして疑問し、才蔵の存在を見み破やぶったのだ。

　あの時、才蔵は竜の姿すがたで現れた。しかし、鈴はこう言ったのだ。

　……おかしい、よ、と。

　竜の姿がそこに知ち覚かく出来ていたら、竜だ、と言った筈はずだ。

　ならば、鈴には、そこに別のものが知覚出来ていたに違いない。

　竜の気け配はいを持って、人の姿である何かが、だ。

　だからあの後、敵は、どちらも防ぼう護ご障しよう壁へきなどに掛からなかった。

　浅あさ間まの検けん疫えきに引っかからなかったのも解わかる。恐らくだが、彼らは、人の形をしていた時に、正せい規きのルートで武蔵に入にゆう国こくしていたのだ。

　人の姿になる事を、隠おん形ぎようとして利用する。そして、先さき程ほども同じだ。

「この黒こく竜りゆうが、不ふ可か知ち化かした時、鈴はまっすぐ前を見てましたわね」

　あれだって、ただ敵のいる方を見ていたのではない。

「水平の高さにいる敵を知覚していたんでしょう？」

　鈴の顔の向け方と、捉とらえている高さから、ミトツダイラは敵が人間型がたであるという確かく信しんを得た。それ以前にも、恐らく仕し掛かけを見み破やぶっていた成なる実みの反応や、

「──無む論ろん、我が王の血の匂においが来る高さから、妙みようを感じましたけどね」

　そして、それらの情報のベースになるものを、浅間が一度まとめ、こちらに寄よ越こしている。

　だから、とミトツダイラは、敵を見み据すえた。

　全身から高熱の血を零こぼし、陽かげ炎ろうを立てている相手に対し、

「何も言いませんわ、私。竜は、人に情なさけを掛けられるような存在ではありませんものね。

　しかし、私は、騎き士しとして、最さい低てい限げんの事は致します」

　ミトツダイラは、胸を張り、両手を挙げた。

　そこに飛び込んで来るのは二本の顎あご剣けんだ。

　両方を手て指ゆびで回し、ミトツダイラは一本を放り上げた。

　宙ちゆう高たかく回転したそれは、先せん端たんの重さ故ゆえ、牙きば型がたの先を下に落ちてくる。

　落らつ下かした。鈍い削さく音おんと共に土の地面に刺さった位置は、才さい蔵ぞうの前だ。

　ミトツダイラは、己おのれの顎あご剣けんを額ひたいの前に立てて構え、告げる。

「どうなさいます？」
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　竜りゆうは激げき吼こうした。

『……！』

　一いつ瞬しゆんで人の姿すがたを捨て、全身を黒の血で濡ぬらした竜の姿すがたを取る。

　……く!!

　全身は軋きしんでいる。人ひと型がたの際に対たい竜りゆうの拡かく散さん砲ほうを食らったのだ。五ご体たいが動き、五ご感かんがあるだけで僥ぎよう倖こうだろう。

　だが、竜は行く。

　……行くともよ！　何な故ぜなら、これが──。

『俺おれの決けつ着ちやくだ人類!!』

　三歩目で、膝ひざに力が入った。だから、

『初めての決着だ……！』

　才蔵は、竜としてただ行った。力の塊かたまり。恐きよう怖ふの象しよう徴ちよう。絶対的な我が欲よくの表現として、

『──！』

　突とつ撃げきした。

　ホールを震わせ、身を起こし、目の前の騎き士しに向かって力を叩たたきつけようとする。

　それは前足であり、顎あごであり、巨きよ体たいそのものであった。

　行く。前に出る。だが、竜は聞いて、そして見た。

　正面、眼がん下かにて顎剣を立てて構えた狼おおかみがいる。

　狼が立てる刃やいばに、それが映っていた。突撃する自分と、青空と、そして、

　……砲ほう弾だん!?

　銀ぎん狼ろうが、こう言った。

「どうなさいます？」
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　浅あさ間まは、息を詰めた。

　……回かい避ひするんですか!?

　今まで撃うってきた貫かん通つうの太ふと矢や。それは全て、追つい尾び無なしの、しかし軌き道どう制せい御ぎよ型がただった。

　遠くに飛んだ後、弧こを描いて戻ってくる。それだけの軌道制御だが、敵に対しては時間差さの不ふ意い打うちとなる。そういう攻こう撃げきを三発放はなったのだ。

　だが、ミトツダイラが、騎き士しとしての正せい道どうからそれを見せた事もあろう。

　才さい蔵ぞうが、回かい避ひを取った。

　三発。対する黒こく竜りゆうは振り返りもせず、身を左右に振って避けたのだ。

　もはや全身は重じゆう傷しようゆえ、まともに動かす事も難しいだろうに。だが、轟ごう音おんと震しん動どうをつけ、土つち塊くれを吹き飛ばした黒竜は回避を敢かん行こうした。そしてかわし切った後、ただ一いつ直線に、

『おおおお……』

　一いつ刀とうが来た。

　振り上げた右前まえ脚あしから伸びた極ごく薄うす刃ばの一刀が、ミトツダイラに叩たたきつけられる。

　だが、対するミトツダイラは、こちらに身を向けた。

　そして彼女は、顎あご剣けんの柄つかを右の人ひと差さし指ゆびと中なか指ゆびで摘つまみ、振り子のように揺らすと目を伏せた。笑えみとなった口が言葉を作る。それは、

「我が王。──私を後ろから抱きしめるように、血の匂においがしますわ」

　狼おおかみの瞬しゆん発ぱつが時計の針のような軌道で跳ね上がった。

　一いつ瞬しゆんだ。

　それは振り下ろしの刃やいばを真ま横よこから掬すくい上げるように穿うがった。

　砕くだいた。

　竜の最後の刃が、破は砕さいされたのだ。
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　才さい蔵ぞうは、ある事に気付いた。

　自分の脚あしが動かない事に、だ。

　先さき程ほど、あれだけの回かい避ひ運動をこなし、今も突とつ撃げきの動どう作さを取っていたというのに、

　……何だこれ。

　足あし裏うらに、根が生はえてしまったかのように、動かない。

　前に行こうとしても、

　……ああ。

　駄だ目めだ、と、そう思った。

　動かない。だから、

『しょうがねえ』

　才蔵は、そう呟つぶやいて、前に倒れた。

　そして、今いま更さらながらに才蔵は思い出した。このホールの中央には、日が当たっているという、そんな事実を。

　暖かい日差しは、眠くなる。そして、

　……だよなあ。

　己おのれの身体からだから、小さな、蛍ほたるのような光が昇りつつある。

　己の身体を作っていた流りゆう体たい光こうだ。

　竜りゆうの〝型〟。一千年近ちかくを生きたそれが、古び、そして壊こわれ、天に帰ろうとしているのだ。

　参まいったねえ、と才蔵は思った。歳としを食ってたなあ、と。

　ただ、言うべき事は、言っておく。

『下、気を付けとけ。佐さ助すけの旦だん那なも本ほん気きだからな。後……』

　呟き、伏せるだけとなった身体は、遺い跡せきに起きている一つの動きを感覚していた。

『この遺跡、そろそろ崩くずれるから。……急げよ』
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　浅あさ間まは、竜の言葉に頷うなずいた。

　確かに今、遺跡が鳴めい動どうするに合わせて、

・不退転：『傾いてるわ。微び弱じやくだけどね。でも、元々が少し傾いているものだから、もう止まる事は無いと思う』

・副会長：『ナイトとナルゼに、一応の救きゆう援えん準備を頼んでおくか……』

　そうですね、と皆に視線を合わせると、誰だれもが遺跡の奥に行く通路へと急ぎ出す。

　自分達もその動きに続く。まずはホール中央の、日の光の当たる中へと。

　そして浅あさ間まは走りながら、ミトツダイラの背を押した。後ろから追ってくる喜き美みと共に、

「ミト、疲れました？」

「い、いえ、まだ大だい丈じよう夫ぶですわ」

「まだ、って言ってる時点で駄だ目めよね。──後で愚ぐ弟ていに喉のど撫なでて貰もらいなさいな」

　言われたミトツダイラが、否定せずに苦く笑しようの吐と息いきをする辺り、疲労は濃いのだろう。

　ただ、ホール中央、眠りながら空に散っていく竜りゆうがいる。

　その傍かたわらを通り過ぎる時、浅間は、ふと、為なすべき事をしようと思った。

　この土地には浅あさ間ま神じん社じやの割込み許きよ可かが入っている。だから、

「奏そう上じようします」

　足を止め、僅わずかな時間ではあるが、周しゆう囲い空間を禊み祓そぎ、整せい調ちようしておく。

　天てん竜りゆう程ほどの〝型〟に入っていた流りゆう体たいが、また天に帰り、地ち脈みやくへと戻ろうとしているのだ。禊祓いで穢けがれなくしておくのは、礼れい儀ぎでもあるだろう。

　すると、竜が首を小さく動かした。

『あんた』

　大きいが、よく聞くと子供のような声だ。

　邪じや気きも害がい意いも感じない。肩かた上うえのハナミも、敵てき意いを察さつ知ちしていない。

　ゆえに浅間は応じた。

「何でしょう」
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　浅間は、竜の言葉を聞いた。

『あんた　いつも　そうしてるのかい』

　後ろ、足を止めて身み構がまえたミトツダイラに、手で〝安心〟と伝え、浅間は思った。

　……いつもって……。

　先さき程ほどの禊祓みそぎの事だろう。

　それは当然、解わかり切った事だ。

「これは、神しん道とうの儀ぎ礼れいのようなものです。自由になる魂たましいの道すがら、この土地や世界に染しみ込み、土地の神となり、またいずれ生まれ変わりもする魂に、禊祓の安あん堵どあれかし、と。

　ずっと昔、黎れい明めいの時代以い前ぜん、神かみ代よの頃ころから、そういうものです」

『……そうかい』

　なあ、と竜が告げた。

『さくらの　いしょう　つけてるみこ　しってるかい』

　浅間は、僅わずかに眉まゆを上げた。

　……それはもう、知ってますけど……。

　どうしてでしょう、と思いながら、浅あさ間まは彼の問いに答えた。

「それ、うちの古こ式しき装そう備びです」

　告げた先、竜りゆうが、浅く目を開けた。

　力ない瞳ひとみが確かにこちらを見て、そして、周しゆう囲いの地面に刺さっているものを見た。

　三本の、貫かん通つう矢や弾だんだった。それを確かく認にんした竜りゆうが、

『おれ……』

　何が言いたいかは解わからない。だが、浅間は何となく思った。

　自分の仕込みは、最後に回かい避ひされたのだ。ならば、

「貴方あなたの勝ちですね」

　告げた先、竜が目を細めた。

『ああ』

　長い息を竜がついた。恐らくは、最後となる、肺はい腑ふの中に残ったものを全て用いるようにして、彼は言った。

『──ようやくだぁ』
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　それきり動かなくなった竜を振り返りながら、ホライゾンは呟つぶやいた。

「あの方と、出来れば、言葉を交わしたかったですね」

「充分かわしたぜ？」

「そうなのですか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と、横を走る馬ば鹿かが、こちらの左手を取り、そして、左腕うでを摑つかんだ。

　そこには、浅間に巻かれた治ち療りよう用ようの符ふがある。

　馬鹿は、そこを握る手に力を込めた。

　痛みはある。機き械かいの腕だが、痛つう覚かくが無ければ物もろくに握れないのだ。しかし、来る痛みに対しては、機械故ゆえにシャットダウンが可能でもある。

「憶おぼえておけよ」

　馬鹿が言った。

「お互い、本ほん気きで確かめて、託たくされたんだ」

　彼の言葉に、不ふ可か解かいがあったので、ホライゾンは問うてみた。

「──何をですか」

「……え？」

「……その反応、まさか、言ってみただけ、では」

「え？　ええっと、そ、それは、言葉にしづらいっていうかあ……」

「考えて喋しやべれよ!!」

　皆のツッコミの補ほ強きように、右のグーパンを用意した時だ。後ろから、浅あさ間まとミトツダイラ、喜き美みが追いついてきた。

「大だい丈じよう夫ぶですか二人とも──、って、あ！　トーリ君、何をホライゾンの傷きず口ぐち握ってるんですか！　そんな趣しゆ味みだとは思いませんでした！」

「言葉の前まえ半分と後ろ半分が繫つながってねえぞ!!」

　だが、馬ば鹿かを無む視しして、ホライゾンは吐と息いきを一つ。そして、

「解わかりません」

「何が、ですの？」

　ミトツダイラの疑問に、ホライゾンは応じた。

　歩きながら、皆の中央にいる事を自覚しながら、ホライゾンは口を開いた。

「──如い何かに生き、如何に死ぬのが正しいのか」

　最近、思う事だ。

　失われなければいいと思いはするが、万ばん物ぶつは失われ、去って行く。失われないのは要よう努力というのは解る一方で、では、と一つ疑問に思うのだ。

　失われたり、去って行く時、最さい善ぜんとなる方法とは何だろうか、と。

　最善であったと、そう思えるならば、遺のこされた自分達の哀かなしみは独ひとり善よがりとなり、それは少なからず軽けい減げんされるだろう。

　だからホライゾンは、問い掛ける。

　……如何に生き、如何に死ぬのが正しいのか。

　そして、

「あの方は、正しい終わりを、迎えたのでしょうか」

「そりゃあ、聞いてみねえと解らねえ」

　馬鹿が、横から声を掛けてきた。

　だが、彼の物もの言いいには無む理りがあると、ホライゾンはそう思った。何しろ、終わった者に聞く事は出来無ないのだから。だから、

「あの方は、もう去って行かれたのですが。どう聞けと？」

「は？　もう一人いるだろ？　それも、もっと偉えらいっぽいのがさ。……だから、そいつに聞いてみようぜ？　アンタ達、去って行く事をどう考えてんだ、って。そして──」

　知ってるか？

「真さな田だの連れん中ちゆうは、遺されるんだぜ？　それについて、遺していく本ほん人にんはどう思ってんのか、聞いてみりゃいいじゃん」

　言われ、ホライゾンは納なつ得とくした。

　……確かに。

　今、下では、真田の竜りゆう属ぞくの長ちようが戦せん闘とうをしているのだ。

　時とき折おりの地じ響ひびきは、二ふた代よと誾ぎんが竜りゆうと戦っている事を示す。

　無ぶ事じであれば良いのですが、と、そう思いつつ、ホライゾンは前を見た。

「行きましょう」

　馬ば鹿かの腕、傷きず口ぐちの部分を握り、ぬおおお、と悲鳴を上げさせながら、

「──一千年を生きる天てん竜りゆうの、生き方講こう座ざ。聞けるならば、聞いてみたいものです」
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　戦せん闘とうは、激げき化かしていた。

　白はく竜りゆう、佐さ助すけは、光こう爆ばく式しきの全ぜん域いき型がた竜りゆう砲ほうを敵に放った後、その成果を確かめもせずに身を振り回した。

　敵は、こちらの下に入り込み、槍やりの割かつ打だ能力をしようとしていた。

　だから、それは無む駄だだと、全域型竜砲を放ったのだ。

　カウンターとなる攻こう撃げきで、敵に対しては、上から下に叩たたきつける攻撃だ。

　回かい避ひは不ふ能のう。その筈はずだったが、

　……避けられたか！

　確かく信しんに近い予よ測そくがある。敵は、連れん携けいをもって、自分の竜砲をかわした、と。

　その推すい測そくに従って、佐助は壁かべ際ぎわを見た。

　そこに、穴が穿うがたれていた。

　砲ほう弾だんによる破は壊かい痕こんだ。

　敵はいない。だが、明確に解わかる。敵は自分の全域型竜砲を回避したのだ。

　どうやって？

　方法は簡単だ。今、音が響ひびいてきたのが、それを示している。

　砲ほう撃げきの反はん響きようする音だ。宙を裂さき、割ったような、単純な音。だが、それを放つのは、この戦せん場じように一人しかいない。

　身を回し、振り向けば、遠く、向かいの壁際に長ちよう砲ほうを構えている女がいる。あれが、

『仲間を砲撃したのか！』

　そして、音がする。遠く、自分の背後に回り込もうとする疾しつ走そうの足音だ。

　あれは、

　……武蔵むさし副ふく長ちよう！

　敵は、間違いなく、砲弾を跳ねたのだ。
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　……危ないところで御ご座ざったな！

　回避の瞬しゆん間かん。二ふた代よは、迫る砲弾を見み据すえながら、一いつ昨さく夜やの事を思い出していた。

　筧かけいとの戦闘だ。

　あの時、筧が放った弾だん丸がんを、自分は確かに蹴けって跳んだ。

　しかし、あれは銃じゆう弾だん。それも、最初の一発は蜻蛉とんぼスペアの柄つかで受けて、助じよ走そうのように自分の速度を上げたのだ。

　今は、違う。相手は砲弾で、蜻蛉スペアを助走の楯たてには出来ない。

　だが、加か速そくする方法は、ある。

　……柴しば田た公こうや、福ふく島しま殿どのと戦った時の、見切りで御ご座ざるな。

　己おのれの動きを精せい密みつ化かするために、翔しよう翼よくを連れん続ぞく展開して制せい御ぎよする。自分の身体からだの動どう作さ一つ一つを、加速術じゆつ式しきで整え、迷いの無い動きを作るのだ。

　あれをするためには、全身に対し、莫ばく大だい量りようの翔翼を掛ける必要がある。一いつ箇か所しよでも翔翼が壊こわれたら、全身にそれが波は及きゆうし、五ご体たいが吹っ飛ぶ程ほどの量だ。

　それを、加速のために用いたらどうなるか。

　行けるで御座ろう、と二ふた代よは考えた。

　……しかし──。

　よく考えると、ノヴゴロドではあんな危険な事をよくやったと思う。

　先に行ったのは喜き美み殿どのとの訓くん練れん中ちゆうであったが、あれは喜美殿が補ほ助じよしてくれたので御座るし、そう考えると、柴田公の時や、福島殿の時はテンションで御座るなあ。

　うむ。

　危険で御座るなあ。

　危ない危ない。テンション任せに砲ほう弾だん蹴げりなど、誾ぎん殿も無む茶ちやを言うに御座る。

　昨夜の弾だん丸がんとは違うので御座る。大きさも破は壊かい力りよくも段だん違ちがいに御座ろう。

　ゆえに、可能ならば、別の手段を模も索さくしたいところに御座る。

「おや、目の前に砲弾が」
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　誾ぎんは、二代の回かい避ひの瞬しゆん間かんにこう思った。直ちよく撃げきした、と。

　何しろ、武蔵むさし副ふく長ちようが完全に無む防ぼう備びだった。

　竜りゆう砲ほうの一いち撃げきが来るというのに、顎あごに手を当てようとする動きまで取っていた。

　馬ば鹿か、という言葉は、しかし誾の心しん中ちゆうには生じなかった。

　……（一回）死になさい──！

　心の中だというのに、（　）つけて説明してしまうのは、それが有りの方がいいのか、無しの方がいいのか、どちらか判別つかないからだ。

　ただ、誾は一いつ瞬しゆんの動きを見た。

　武蔵副長の全身、後ろ側に、莫大量の術式表示枠サインフレームが現れたのを、だ。

　誾の目には、彼女の動きが遅くなったと、そう見えた。

　そうではなかった。初しよ速そくをゆっくりと、しかし確かに積み重ね、砲弾が届く時には、

「────」

　武蔵副長が、こちらを見た。

　右の手を、軽く挙げた。それも、や、とでも挨あい拶さつするような気軽さで。

　意味が解わからない。しかし彼女の身体からだは、

「……！」

　跳んだ。そして彼女に追いすがるように、佐さ助すけの光こう爆ばくがホールに叩たたき込まれた。

　それが、先さき程ほどのプロセスだ。

「全く」

　今、戦せん闘とうの続ぞつ行こうをもって、誾ぎんはこう呟つぶやく。

「どこまで付き合えばいいのでしょうか」
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　見事だ、と佐助は思った。

　加か速そく術じゆつの使い手には、幾いく度ども会った事がある。

　己おのれの力は光と速度。それゆえに、同どう等とうを望む相手が、いつも立ちはだかった。

　聖せい術じゆつ、神しん奏そう術じゆつ、他、各かく術じゆつ式しきや、機き械かい類るい、体たい術じゆつも含めて、どれも自分に相あい対たいしてきたのだ。

　今、自分の全ぜん域いき型がた竜りゆう砲ほうを回かい避ひした相手は、速度の領りよう域いきとして希まれな相手だ。

　ここまでの瞬しゆん発ぱつを見せる相手は、なかなかいない。

　なかなか、だ。だから佐助は、言った。

『その程てい度どで終わるなら、幾いく人にんと相手にしてきたものぞ』

　言葉と共に、佐助は加速した。壁かべ際ぎわ、こちらの後ろに回り込もうとしている武蔵むさし副ふく長ちように対し、彼は全身を振って、

『……参まいる！』

　逆に、ホール中央側からその背後へと回り込んだ。
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　……見事！

　二ふた代よは、走る背後に飛び込んで来た白の竜に、感かん嘆たんの感想を得た。

　あの巨きよ体たいで、どれだけの速度を出せるのか。そして、それ以上に、

「見事な姿し勢せい制せい御ぎよ！」

　叫ぶ先、白はく竜りゆうが、壁を走っていた。

　高速のターンでこちらの後ろに回り込んだ際、そのまま壁を床として使ったのだ。

　ホールが震しん動どうし、床を行くこちら目め掛がけて、佐助が加速した。壁を一いつ気きに下り、床と壁の継ぎ目を渡った瞬しゆん間かん。

『……！』

　佐助が尾おを前へと、こちらへと叩たたき込んだ。

　二に段だん加速だ。

　壁をも床とする速度の塊かたまりが、下りからの勢いで再さい加か速そくした。

　頭ず上じように、影が差す。追いすがる竜りゆうの、疾しつ走そうモーションで伸ばす首が、こちらの上に届いているのだ。

　そして敵が口を開いた。走りながら叫ぶ声は、大だい音おん量りようの威い力りよくとして竜りゆう砲ほうになる。

　全ぜん域いき型がたでは無い。直線型の、口から放たれる竜砲だ。

　それに対し、二ふた代よは叫んだ。

「──誾ぎん殿どの！」
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　佐さ助すけは、敵を追う眼がん前ぜんに一人の女が飛び込んで来たのを見た。

　立たち花ばな・誾。

　彼女の動きは、自身だけの疾走によるものではない。使用される加速術じゆつは、

『追つい随ずい式しきか……！』

　武蔵むさし副ふく長ちようの加速を利用して、新あら手てが来た訳わけだ。

　狙ねらいは解わかる。竜砲のために開いた口だ。

　あまり見た事は無いが、己の口の中は肉の色をしており、歯も舌したも外面の装そう甲こうとは違う。

　砲ほう弾だんは通り、武蔵副長の槍やりの一いち撃げきも効果を得る。ゆえに、

　……こちらの竜砲を誘ったか！

　思ったなり、佐助は声を聞いた。それは、誾の身体からだを後ろ手に右一本で抱えた武蔵副長の、

「結べ、──蜻蛉とんぼスペア！」

　砲と割かつ打だ。同時の力が、こちらの口狙いで放たれた。
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　誾の正面で、砲ほう撃げきによる風の爆ばく発はつが生じた。

　一いつ瞬しゆんで生じた霧きりの吹き飛びに、こちらを右腕うでで抱き抱かかえる武蔵副長が叫ぶ。

「やったで御ご座ざるか!?」

　追ってくる竜相手の二に撃げき。タイミングとしては直ちよく撃げきだった筈はずだ。しかし、誾は、

「く……！」

　急ぎ、義ぎ腕わんの力任まかせに、武蔵副長を壁かべ際ぎわに突き飛ばした。

　その反はん動どうで、誾は自分をホール中央側に逃がす。そんな行為に対し、武蔵副長が、

「誾殿!?」

　彼女の疑問詞しに答える意味は無い。すぐに回答は見えるのだ。それも、

『──！』

　息をつく間もなく、二人のいた空間に光の一いつ線せんが刺さった。

　竜りゆう砲ほうにして高速な、達たつ人じんの槍やりの一いち撃げきに似た一発だ。

　そして誾ぎんは、敵を確かく認にんするために後ろを向いた。

　後ろ。そこに白はく竜りゆうがいた。無む傷きずだ。先さき程ほどのこちらの攻こう撃げきに対し、竜が何らかの手段で強ごう引いんな制せい動どうを掛け回かい避ひしたのは解わかっている。

　……一体、どのような方法を!?

　解らない。しかし停てい滞たいは危険だ。だから誾は、身を振り返らせながら即そく座ざの砲ほう撃げきをぶち込んだ。

　盲もう管かん射しや撃げきだが、訓くん練れんはしている。竜砲の飛んで来た位置の把は握あくは完全だ。

　故ゆえに撃うった。

　当たる、と誾は思った。いくら高速機き動どう対たい応おう型がたの竜とはいえ、こちらを追う速度でフルブレーキングを掛けたならば、全身の重じゆう心しんは前に寄っている。そうなったならば、獣けものの四し肢しは踏ん張った状態になっている筈はずだ。

　そこにカウンターで砲撃を叩たたき込んだ。

　当たらない筈が無い。もしこれで回避されたら、あの竜には重さが無い事になる。

　しかし、

「……!?」

　誾は、竜の挙きよ動どうを捉とらえた。

　それは、動きだった。

　背後にいて、こちらの疾しつ走そうによって遠ざかって行く白竜が、いきなり横に跳ねたのだ。

　それも易やす々やすと、だ。
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　誾は、佐さ助すけを名乗る敵の可か動どうの理り屈くつを、一いつ瞬しゆん理解出来なかった。

　何な故ぜ、という意い外がいが、心に発はつ想そうを許さなかったからだ。

　しかし、視覚は、冷静に、敵の可動原げん理りを見み切きっていた。

　あの白竜の自由な挙動は、

　……やはり、尾おですか……!?

　長く、重みと速度を感じさせる白の尾だ。先程二に段だん加か速そくに用いていたそれを、

　……ブレーキングや、スライドにも振るのですが……!?

　先程の佐助は、恐らく、高速の挙動から四肢を突っ張ったブレーキングをしなかった。竜りゆう属ぞくの膂りよ力りよくで尾を後ろに跳ね振って、自分の巨きよ体たいを真ま後うしろに引っ張ったのだ。

　そして、今、彼は尾の振り一つで身を横にスライドさせ、

「回避した……」

『どうしたのかね』

　スライド回避からの着ちやく地ちと同時に、佐助が、膂力と四肢を地面にぶつけた。自分の爪つめと筋きん肉にくは土つち蹴ける加か速そくのためとでもいうかのように、今こそこちらに向けて、高速機き動どうを放ったのだ。

　来る。

　鋭えい角かくに跳ね、更さらには、一度横に振っていた尾おから力を抜き、

『────』

　再さい加速が入った。

　一いつ気きに白はく竜りゆうが距離を詰めてきた。

『どうしたのかね』

　もう一度、竜が言う。

『止まっているぞ』

　否いな、こちらは既すでに走っている。距離を取るために全力だ。

　だが、それですらも竜にとっては極ごく小しようのものだ。

　人を歯し牙がにも掛けぬが故ゆえの竜りゆう属ぞく。ただ巨きよ体たいという、あるがままの姿すがただけで潰つぶすのが、この白竜の戦せん闘とう方法だ。

「……っ！」

　誾ぎんはカウンターとなる一発を撃うち、反はん動どうで距離を開けるように跳んだ。

　しかし、それすらも詰められた。

　四つ角十字クアトロクルスの火か力りよく反動ですら、再加速の入った竜の疾しつ走そうに敵かなわない。

　激げき突とつされる。

　だが、不ふ意いに誾は、あるものに気付いた。

　白竜の向こうに、影が見える。

　……え？

　武蔵むさし副ふく長ちようだ。
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「は？」

　おかしい、と誾は思った。

　先さき程ほどまで、あの女は、自分と併へい走そうをしていたのではなかったか。

　そして自分が、壁の方に突き飛ばしたのではなかったか。

　だが、それがいつの間にか、白竜の向こうの壁を回って走っている。外から、こちらへ。白竜の背を追うカーブを描いて、突っ走ってくるのだ。

　……まさか……。

　馬ば鹿かげた推すい測そくを、しかし、誾は自分に許した。

　あの女は、きっと、

「この短たん時間で、ホールの壁を一いつ周しゆうしたのですか!?」
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　二ふた代よは、場所の広さと構こう造ぞうに感謝した。

　いくら何でも、半はん球きゆう状じようのホールでなければ、これだけの加か速そくを続ける事など出来ない。

　翔しよう翼よくが、今、膝ひざや肩の各所にて、何なん重じゆうにも重なっている。

　速度は充分。疲労も軽けい減げんされ、何もかもがクリアになっている感がある。そして、

「御ご免めん……！」

　佐さ助すけが誾ぎんの砲ほう撃げきを回かい避ひした瞬しゆん間かんだった。

　その動きを見た二代は、佐助を一いつ気きにパスした。

　前に出る。白竜追いつかれようとしている誾に対し、手を伸ばし、

「誾殿どの！」

　位置がずれていた。

　お？　という間でもなく、通り過ぎた。

　二歩も行けば、後ろに置いて行ってしまい、

　……いかん。

　いくら何でも、この状態で翔翼を緩めるのは危険だ。

　だが、誾を救わないと、皆に怒られる気がするで御ご座ざる。

　……もう一いつ周しゆう、すべきで御座ろうか。

　いや、もう、何もかもクリアという事で、このまま現状維い持じでもいいのかもしれぬで御座る。というかそうせざるを得ないような。

　だが、

「手を伸ばす意味はありません」

　右に、誾が並んだ。

　いきなりだ。しかし、彼女が来た事に対し、二代は、

「おお、元気で御座ったか……！　諦あきらめ掛けたところで御座った！」

「追つい随ずい式しきの加速術じゆつ持ってなければ死んでましたとも！　貴女あなたの御お陰かげで走りまくりです！」

　怒られたで御座る。今度からはちゃんと拾わねば。だけど、

「──誾殿、怒りっぽいで御座るな」
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　誾は、いろいろと嫌いやになった。

・立花嫁：『宗むね茂しげ様さま！　宗茂様！　──もーう嫌です、この女！』


《通つう神しん不ふ能のう：推すい測そく・壁が厚過ぎてMURI：正解なら〝是ぜ〟、違ったら諦めて笑う：by神》



　確かにいろいろ諦めて、変な笑いが顔に浮かび掛けた。

　というかこれ、是ぜを押しても、通つう神しん障しよう害がいでは届かないのではないだろうか、と誾ぎんは思うが、土と地ち神がみ経けい由ゆとか、そういうものでもあるのだろうか。

　だが、横を走る武蔵むさし副ふく長ちよう頼りになっている現状はどうしようもない。

　この女が今は勝しよう負ぶの決め所なのだ。

　すると、向こうから、

「誾ぎん殿どの！」

「何ですか？」

「拙せつ者しやの蜻蛉とんぼスペア、現状、役立たずに御ご座ざる！」

『無む能のう様さま──』

「帰っていいとは言いませんからね！」

　武蔵むさし副ふく長ちようが、端はたから見ても解わかるくらい愕がく然ぜんとした顔を作った。

　そのまま走って三秒間。彼女が、ふっと頭を一度振ふって、こう言った。

「誾殿！」

「何ですか!?」

「拙者の蜻蛉スペア、割かつ打だ能力が効かぬので御座る！」

『無む効こう力りよく──』

「さっきと同じですその説明！」

　誾は叫んだ。

「それでも何とかするのが副長でしょう！　総そう長ちよう連れん合ごうに入る時に習いませんでしたか!?」

　問うと、武蔵副長が胸を張った。

「拙者、成り行きで副長になったので御座るからな!!」

　しまった、その原因は私達でした。

　思い切り超ちようロングスローのブーメランが戻って来た気がして、誾は息を詰める。すると、武蔵副長が蜻蛉スペアをこちらに掲かかげた。

「つまり誾殿、こう考えて御座るな？　この戦せん闘とう中ちゆう、拙者が遂ついに謎なぞの力に覚かく醒せい。蜻蛉スペアの上じよう位い駆く動どうを使用出来るようになって、あの竜りゆうの光とかナントカ装そう甲こうとかを一いつ切さい合がつ切さい割打してしまう、と……！」

　いえ、そこまでは、と誾は言おうとした。すると向こうが先に、

「ところがどっこい！　蜻蛉スペアに上位駆動は無いので御座るよコレが！」

『練習用──』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様！　宗茂様！　今、目の前に〝呪のろうと人が殺せる券〟があったら、この女を指し定ていしていいですよね!?　ね!?』


《通つう神しん不ふ能のう：推すい測そく・距離が遠過ぎてMURI：正解なら〝是ぜ〟、違ったら踊ろう：by神》



　……何な故ぜさっきと違う──!?

　武蔵むさしに来てから解わかったが、神しん道とうはアバウト過ぎる。旧派カトリツクなんてK. P. A. Italiaのいい加か減げんな風ふう土どで育ちながらもあれだけ厳げん格かくだというのに、どういう事ですか一体。

　ただ、

「誾ぎん殿！」

「解わかってます！」

　背後から、疾しつ走そうを重ねた竜りゆう砲ほうが来た。





●






　佐さ助すけは、敵が左右に分かれたのを見た。左が青、右が赤、だ。

　だが、左の青は、攻こう撃げき力りよくを持たない。

　そして、右の赤は、速度を持たない。

　だから、敵はきっとこうする。

　……青が赤を引き、赤が攻撃をする。

　今、竜砲が二人の間を抜けた。

　二人が、赤の方から追つい随ずい式しき加か速そく術じゆつ式しきで距離を詰める。

　直後に、赤と青が、連れん携けいした。

　青が、槍やりの石いし突づきを前に発はつ射しや。それを遮さえぎるように、赤が鉄の手の平ひらで受けたのだ。

　……は!?

　逆だ。

　青が引き、赤が攻撃するのではなかったのか。

　違った。

　敵は、赤の手を石突きの伸しん長ちようで打った青が、こちらに向かって、

「行くで御ご座ざるよ……!!」

　一いつ直線に飛び込んで来た。

「結べ、──蜻蛉とんぼスペア！」
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　二ふた代よは、高速のすれ違いの中で翔しよう翼よくを制せい御ぎよした。

　自分が行っているのは強ごう引いんな百八十度ターンだ。翔翼に見み切きりをさせて尚なお、身体からだが速度に吹っ飛びそうになるのを軋きしんで堪こらえ、

「……！」

　そのままの速度で、白はく竜りゆうに飛び込んだ。

　蜻蛉スペアの発動は効かない。

　だが、割かつ打だの能力がどう弾はじかれるのか、正確に見ておきたい。

　自分の技が効かぬ存在。それを覆くつがえす方法を探るのだ。

　そして、冷たい空気の中、行きつつ、二ふた代よは光を見た。

　蜻蛉とんぼスペアの割かつ打だ能力が、敵に届く前に散った光こう片へんだった。

　やはり届かない。それは残念な事だが、しかし、見えたものがある。

　蜻蛉スペアの割打能力は、搔かき消されているのではない。

　……完全に、映し返されるので御ご座ざるな……！

　刃やいばに映った名を読み取り、それを割り打つのが蜻蛉スペアだ。しかし、この敵は、その映しを映し返し、蜻蛉スペアに自分自身を見せてしまう。

　自分を攻こう撃げきする事は出来ないから、蜻蛉スペアの割打能力は消える。

　父や宗むね茂しげクラスが、刃に映して行う高度防ぼう御ぎよだ。

　それを、この竜りゆうは、全身の装そう甲こうで行ってしまう。

　生物として、自分達のような武ぶ装そうの使い手にとって、この竜は天てん敵てきだ。

　高速のすれ違いの中で、二代は身を回した。

　今さっきまで自分のいた位置に、巨きよ大だいな前足が落ちたのだ。

　地じ響ひびきをつけたそれは、しかし、通り過ぎない。

　解わかる。

　白はく竜りゆうが自分の上で、方向転てん換かんのターンを行っているのだ。

　もはやこちらを敵と見なさず、踏み潰つぶすだけで済ませようと。

　だが、二代は身を連れん鎖さした。回転と旋せん回かいを繫つなげ、自分の身を頭ず上じようからの落らつ下か物ぶつの間と、その振り回しを抜けるように立ち回らせ、

　……く……！

　筧かけいとの戦せん闘とうを、ふと思い出した。

　あの時も、このように身を回し、後ろを取り、

「……っ！」

　頭上、いきなり二本の前足が来た。佐さ助すけが、尾おの振り回しによる姿し勢せい制せい御ぎよゆえ、身体からだを浮かせたのだ。そして振り上げられた前足は、ついでというようにこちらの身を狙ねらってくる。

　……見るな！

　上を見て避けていては遅い。相手の前足の裏に回るようにして、腹の下から、

　……横……!!

　身を吹っ飛ばすつもりで、竜の腹の下から抜けた。

　佐助が身を大きく回したため、地についた前足が大たい弧こを描いて追ってくる。

　回かい避ひする。身を回し、

　……筧殿どのがやって御ご座ざったな……！

　ターンスライドを放った。

　思った以上に身体からだが振り回され、空あいた手が、

「お」

　佐さ助すけの前足に触れた。だが、その接せつ触しよくから、手て指ゆびで自分を押し、

　……もう一回！

　先さき程ほどより上う手まく行った。そう思った。だから二ふた代よは、敵から目を切り、高速で身をホール中央に飛ばし、

「──誾ぎん殿どの！」





●






　誾は、武蔵むさし副ふく長ちようが稼かせいだ機き会かいを逃のがさなかった。

　先程、武蔵副長と分かれた時、自分はホール中央側に跳んだ。

　そして武蔵副長が、敵を引きつけるために真まっ直すぐ走って行くかと思えば、

　……敵の防ぼう御ぎよ性せいを確かめるために、突とつ撃げきするとは。

　無論、竜に対して蜻蛉とんぼスペアは攻こう撃げき力りよくを持たない。

　だが、敵は反応した。

　竜りゆう属ぞくにとって、足あし下もとで騒さわぐ敵を逃す意味も無いということだろう。高速の立ち回りに自信がある白はく竜りゆうにとっては、尚なお更さらだ。

　武蔵副長を踏み潰つぶすために、わずかながらのオーバーアクションが入った。

　それは、こっちに振り向く旋せん回かいを半はん身み分ぶん大きくした事と、踏み潰すための前足上あげを行った事。

　充分だ。何な故ぜなら、

　……踏み潰す動きは、重じゆう心しんを低くしなければならないからです！

　今までの尻尾しつぽ任せのターンとは違う。それを用いても、足を踏んだドリフトだ。

「穿うがちなさい！　四つ角十字クアトロクルス！」

　誾は砲ほう撃げきを連れん射しやした。





●






　佐助は、敵の攻撃を察さつ知ちした。

　視し界かいの中央に見えるのは八発の砲ほう弾だん。横に並べるように連射されたものだ。

　こちらを横よこ一いつ線せんのラインで捉とらえようとしているのだろう。

　いい判はん断だんだ。

　敵の砲ほう弾だんは攻こう城じようレベルのものだ。如い何かに竜の装そう甲こうが堅けん牢ろうだとしても、破は損そんは免まぬがれない。それを並べ撃うつ事で、こちらの回かい避ひを無む効こう化かしようというのだろう。

　無む論ろん、その砲ほう弾だん速そく度どは、自分の持つ膂りよ力りよくに劣おとるものだ。尾おによる再さい加か速そくを行えば、充分に回かい避ひが出来る。

　……ならばここで勝負か！

　佐さ助すけは思い、前に跳ねた。即そく座ざに再加速を、

　……右！

　全身を空中で右に飛ばす。

　その筈はずだった。しかし、

「……!?」

　不ふ意いに佐助は、自分の軌き道どうが乱れたのを悟さとった。

　右に振った身が、わずかに足りないのだ。

　何な故ぜだ、と思う身は、一つの感覚を得た。

　尾おの先せん端たん。そこを、再加速の瞬しゆん間かんに打ったものがある。

　硬さと、身体からだに響ひびくものからいって、鉄てつ弾だんだろう。しかし、それは、向こうの攻こう城じよう砲ほうによるものではない。あれは、

『小型砲ほうの狙そ撃げきか！』

　大型砲の連れん射しやの陰から放っていたのだろう。それを受けた尾は、バランスを微かすかに崩くずした。

　わずかな揺れだった。

　だが、ぎりぎりの回避と突とつ撃げきを望んでいた身にとっては、致ち命めい的なズレだった。

　大型砲弾の一発を左の鎖さ骨こつに食らう。





●






　加速物ぶつに着ちやく弾だんした際に生じる莫ばく大だいな粉ふん塵じんと、衝しよう撃げき波はによる水すい蒸じよう気き爆ばく発はつを、誾ぎんは正面に見た。遠く、ホールを構こう成せいする岩が砕くだけ、火ひ花ばなを散らすような音で崩くずれてくるのも解わかる。

　……当たりました！

　手て応ごたえはあった。砲弾が確実に穿うがったと、そう思う。

　そこまでの、確実な仕込みを行ったのだ。

　仕掛けとして使用したのは十字砲火アルカブス・クルス。

　それも、射しや撃げきの初しよ速そくを限界まで下げた設定のものだ。

　そして使用する砲弾は、衝撃力りよく重じゆう視し設定の一発。ここではそれしかない。

　何な故ぜなら、

　……この敵は、視し覚かくを重視しています！

　戦せん闘とうの開始からすぐ、佐助が四つ角十字クアトロクルスの三さん連射を回避した時、気付いた事だ。

　四つ角十字の初速は音おん速そくを超えているのに、白はく竜りゆうはそれに勝ったのだ。

　つまり、この敵は、音を頼りにしていない。視覚と、触しよつ覚かくなどで攻撃を察さつ知ちする。

　だから、武蔵むさし副ふく長ちようを潰つぶすために四し肢しを振り回している際に、低てい速そく弾だんを上空に放った。

　その上で、真まっ正しよう面めんからの掃そう射しやで、竜りゆうを狙ねらった。

　視し覚かくを重じゆう視しする白はく竜りゆうには、目の高さで飛んでくる八はち連れん射しやこそが捉とらえられたろう。どちらに竜が動くかは賭かけの部ぶ類るいだが、旋せん回かい方向から行って左に飛ぶと判はん断だんした。

　結果として、回かい避ひの尾おは、予よ測そくの位置に来た。後は、

「一いつ矢し報むくいたならば……」

　ここからが始まりです、と、誾ぎんは言おうとした。

　瞬しゆん間かん。竜がいた位置の方、真ま正しよう面めんから叫びが聞こえた。

「誾殿どの……！」

　武蔵むさし副ふく長ちようだ。

「──左に御ご座ざる！」





●






　誾は、左を見なかった。

　ただ、武蔵副長に駆かけ詞ことばを向け、瞬しゆん発ぱつした。

　応じるように、武蔵副長も突っ走ってきた。

　そして走る誾の視し界かいに、左からそれが入って来た。

　白竜だった。

　無む傷きずだ。

　おかしい、と誾は思った。予定では、左の鎖さ骨こつに砲ほう弾だんが一発入はいって、全力の機き動どうには至れない筈はずなのに。それに、白竜は真正面にいて、

　……尾おに受けた一いち撃げきから、再さい加か速そくには失敗した筈はずです！

　そんな状態にあった竜が、何な故ぜ、左にいるのか。

　先さき程ほど、自分が得た手て応ごたえは何だったのか。

　……これは……！

　誾は左を見なかった。だが、巨きよ大だいな存在は、向こうから視界を覆おおうように来た。

　目に入ったのは、翼つばさだった。今まで使用されていなかった、白竜の背はい翼よく。六枚のものが、全ぜん開かいしている。

　敵はそれを用いて、三度目の加速を放ったのだ。

『おお……！』

　明らかに、怒りと感じられる吠はい声せいが鳴り、

「……っ！」

　誾は衝しよう撃げきを受け、吹き飛んだ。





●






　佐さ助すけは、恥はじを感じた。

　……何と……！

　敵を見くびり、背の翼つばさを使用する羽は目めになった。

　自分の身体からだは、翼を持ち、飛ぶ事が出来たとしても、地上戦せん特とつ化かだ。背の翼を使用するのは、本来あり得ない事で、しかし、

　……それだけの事をするべき、相手であった！

　見事だ。

　こちらの攻こう撃げきを幾いく度ども凌しのぎ、回かい避ひし、更さらには自分の特とく性せいまで理解した上で、崩くずしてきた。

　竜りゆうの巨きよ体たいと膂りよ力りよくを、微かすかな攻こう撃げきで揺るがしたのだ。

　正まさに人類の為なすべき技。そして知ち能のうというべきだ。

　ただただ蹂じゆう躙りん出来る相手ではなかった。だから、

『翼の恥をもって、全力仕つかまつる……！』

　赤の敵に佐助は突っ込んだ。顎あごを開け、口を横よこ向むきにして食いに掛かる。

　天てん竜りゆうは、本来、餌えさを必要としない。流りゆう体たい系けい生物であるために、自分の〝型〟に合った場所にいられれば充じゆう足そく出来る。

　それが〝食う〟とは、竜りゆう属ぞくへの同どう化かを許す最大の親しん愛あい。敵に対する最高の賞しよう賛さんだ。

　しかし、顎を閉じる瞬しゆん間かん。横から敵が来た。

　青の女だ。

　彼女は突っ走ってきて、赤の女に対し、

「誾ぎん殿どの……！」

　手を伸ばし、しかし、

「おや？」

　歩ほ幅はばが合わず、赤の女に膝ひざ蹴げりをぶち込んだ。





●






　誾は、無む茶ちや苦く茶ちやなものを見た。

　ホールを高速で横おう断だん出来る馬ば鹿かも馬鹿だが、こちらに救いに来たと見せかけ、

　……膝蹴りとは！

　慌あわてて左腕うででガードしたから良かったようなもの、直ちよく撃げきだったら肋ろつ骨こつの数本を持って行かれている。

　それだけの勢いだ。

　サポート役として充分な手助けをしたかったが、これでは最さい低てい限げんの事しか出来ない。

　大体、膝ひざを入れた武蔵むさし副ふく長ちようの位置は先さき程ほどまで自分のいた場所だ。

　ゆえに、

「あ」

　横よこ向むきに食いに来ていた白はく竜りゆうの顎あごが、武蔵むさし副ふく長ちようを嚙かんで閉じた。

　……死んだ！

　誾ぎんは吹っ飛ばされながら即そつ決けつした。

　驚きと、あっけなさを感じながら、誾は思う。

　……死にました！　あの女、死にました宗むね茂しげ様さま！　竜にパックリされて!!

　喜んでいいものか祝っていいものか、誾には解わからない。竜に人が食われるなど、武ぶ人じんの娘むすめでも不ふ慣なれだからだ。

　しかし誾は、妙みような音を後からの響ひびきとして聞いた。

　耳に届くのは、梯子はしごを駆かけ上るような堅けん音おん。それが鳴ったのは、

「竜の顎……!?」

　思った時には、上空、数メートルの位置に青の姿すがたがあった。

　武蔵副長。その姿が舞っているという事は、

　……この女……。

「閉じる顎を蹴けり上がったのですか!?」





●






　佐さ助すけは一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。

　確実に今、食った筈はずだ、と、そんな思し考こうが心の中に巣くったのだ。しかし、歯に伝わった感覚は、その迷いを払ふつ拭しよくする。

　敵は、高速で閉じる上うわ顎と下した顎の牙きばを、跳ねるように駆け上がったのだ。

　佐助にして、初めて食らう回かい避ひ方法だった。

　だが、この状態は自分のターンだ。何な故ぜなら、赤の女は近くにおり、青の女は宙にいる。

　それならば、

『おお……！』

　全ぜん域いき型がた竜りゆう砲ほうを、佐助はぶち込んだ。





●






　誾は、十字砲火アルカブス・クルスを放ち、加か速そくしながら、しかし食らった。

　二ふた代よは、誾が放った十字砲火の弾だん丸がんを蹴けりながら、やはり食らった。

　光が爆ばく発はつし、その中心から、誾は数十メートルを吹き飛ばされ、ホールの壁に激げき突とつした。

　二代はそのまま、天てん井じように激突した。

　破は砕さいだ。

　誾ぎんが緩かん衝しように用いた左腕うでの表面装そう甲こうは、ホールの壁に当たって砕くだけ散り、二ふた代よの髪かみ飾かざりは天てん井じようにぶつかった時に割れて下紐ひもだけとなり、その顔に血を下らせた。

　一いつ瞬しゆんだった。

　二人の姿すがたが力なく崩くずれ、誾ぎんが膝ひざを落とし、二代が天井から剝はがれるように落ちていく。

　それらの動きの中央で、竜りゆうが吠ほえた。

『……！』

　背の翼つばさを広げ、白はく竜りゆうが吠えた。







[image: 第五十七章『加速領域の最高手』]











●






「何か、凄すごい盛り上がってるわねえ、下の方」

　午後の日ひ差ざしの下。遺い跡せきの入口に用意されたテントの下、紙かみ皿ざらのカレーを食べていたオリオトライが視線を動かす。

　彼女が見るのは、遺跡の入口に立っている宗むね茂しげだ。

　彼は、遺跡の方に背を向けて、顎あごに手を当てていた。

　その顔、眉まゆを微かすかにひそめた表情に、オリオトライは問い掛ける。

「宗茂？　──誾ぎんが心配？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何な故ぜです？」

　その問い返しに、オリオトライは辣らつ韮きように楊よう枝じを刺す手を止めた。彼女は、地下から聞こえてくる昂たかぶった咆ほう吼こうに肩を竦すくめ、

「下、何だか凄くなってない？」

　Ｊｕｄ．、と宗茂が頷うなずいた。そんな彼に、オリオトライが重ねて問う。

「もし、誾が負ふ傷しようしたらどうする？　下、通つう神しんも途と絶ぜつ状態のようだし」

「──そうですね。もし駆かけつけるとしたら、条件があります」

「何それ？」

　Ｊｕｄ．、と宗茂が、微笑で言った。

「誾さんが両腕うでを失った時です。それ以上傷つける事を、私は許しません」





●






　誾は、崩くずれながら、しかし膝ひざをつくのをかろうじて堪こらえた。

　……そうです。

　武ぶ家けの女が、戦せん闘とう中に膝をつくなど、みっともない。

　そう。かつて、それに似た事を、幾いく度ども言った事があるのだ。

　襲しゆう名めいしていない彼に、屋や敷しきの庭で稽けい古こをつけている時だ。戦って、こちらに敵かなわず、疲労して、足あし腰こし立たずに崩れた彼に、自分は幾度もそう言った。

　ならば、自分もそれでいい。

　彼は今、戦いのさなかに崩れる事の無い人間になっているのだから。

「その妻つまが、夫に全てを預け、自分は弱くなっていいなど……」

　身を起こした。

「──西さい国ごく無む双そうの名が折れます」

　立った。

　左腕が動かない。重力制せい御ぎよは効いていて不要な重量は無いが、戦せん闘とう用ようの可か動どうは無む理りだ。

　……ならば、左腕うでに楯たてを持っていると考えましょう。

　ええ、と頷うなずき、壁かべ際ぎわで、誾ぎんは左の半はん身みになった。

　正面。ホールの中央に竜りゆうがいる。竜はこちらに振り向いていた。

　身を低く、六枚の翼つばさを展開する姿すがたは、手を抜く素そ振ぶりなど全くない。ただ、相手は、

『名を聞こう』

「言うまでも無し」

　誾は即そく答とうした。

　右に四つ角十字クアトロクルスを抜き構え、言葉を重ねる。

「西さい国ごく無む双そうにとって、東の地で名乗るべき相手など、一人しかいませんので」

『それは──』

「東とう国ごく無む双そう、本ほん多だ・忠ただ勝かつ」

　さあ、と誾は言って、肺はいに息を入れた。

　自分の身に残る震えや脱だつ力りよくを吹き飛ばすために、誾は叫んだ。

「東国無双を目め指ざすなら、この地の敵は全て倒すべき相手です！　──本多・二ふた代よ!!」

　直後だった。流りゆう星せいのような加か速そくで、真ま上うえから白はく竜りゆうの背に激げき突とつしたものがある。

　槍やりを垂すい直ちよくに構えた青の影。流りゆう血けつの色を散らし落とした、

「武蔵むさし副ふく長ちよう!!」





●






　二代は、ぼんやりとだが、目を覚ましていた。

「く……」

　身体からだに痛みは有り、震えてまともに感覚していない部分もある。

　特に、流血がまずい。先のすれ違いで装そう甲こうをはじき飛ばされた事もあり、肩や頭から血が下っている。

　いかん、と二代は思った。これでは駄だ目めに御ご座ざる、と。

　……聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、東国無双の本多・忠勝は、その戦せん績せきにおいて生しよう涯がい無む傷きずに御座る。

　自分の今は、程ほど遠い。ならば、

「最さい低てい限げんでも、ここは勝たねば……！」

　落らつ下かした。位置は白竜の背。その中央だ。

　血を流し、ふらつき、だが二代は、ふと、それに気付いた。

　……え……？

　竜の背に、懐なつかしいものを見つけたのだ。だが、その懐かい古こは、そんな場所にあるべきものではなく、しかし、

「……!!」

　二ふた代よは、完全に意い識しきを戻した。

　目が醒さめるというのも生やさしい。意識そのものが蹴けり起こされたような感覚。足先から頭の天てつ辺ぺんまで、震えのようなものが来る覚かく醒せいだ。

　そして彼女は、思うがままに動いた。白はく竜りゆうの背に対し、そこにある己おのれの懐かい古こに対し、

「おおお……！」

　全身を上から下に振って、槍やりの穂ほ先さきを叩たたき込んだのだ。





●






　佐さ助すけは、背の上の敵を振り落としに入った。

　青の女。武蔵むさしの副ふく長ちようだ。だが、彼女の一いち撃げきに意味は無い。

　竜りゆうの背は、竜りゆう属ぞくにとって最も強きよう固こな場所だ。そこにある装そう甲こうは、槍の穂先が通る程てい度どのものではないのだ。

　その証しよう拠こに、硬こう音おん一つで穂先が弾はじかれた。

　そして佐助も動いた。背の武蔵副長を無視して、前に出たのだ。そして前方、赤の女に向かって突とつ撃げきして叩き潰つぶすために、白竜は、

『……！』

　一いつ瞬しゆんで、青の影を振り落とし、前へと三段加か速そくを重ねていった。





●






　佐助は音を突き抜けた。

　初めは、まるで水の中に入ったかのような、籠こもった轟とどろきが身体からだ全体を覆おおい、しかし各部の先せん端たんからは急きゆう激げきな軽さが届いてくる。

　その軽さを求めるように前に出れば、薄うす暗ぐらい視し界かいの向こうに、

　……ふむ。

　皮を剝むき、身を押し出すように、己の全体が軽くなった。

　代わりに、押して、揉もんでくるような濁だく流りゆうの衝しよう撃げきが全身を洗う。しかし、その冷たさと荒さこそが自分の惚ほれたものだ。

　速度はいい。それも、自分の膂りよ力りよくで走って得るものこそ至し上じよう。竜りゆう属ぞくには翼つばさがあるが、力とは膂力から生まれるものなのだ。全力疾しつ走そうで得る透とう明めいの空間は、何ものにも代えがたいものだ。

　佐助は行く。敵を潰し、壁の寸すん前ぜんでターンを掛けるのだ。壁と自分の間には三センチも空あけさせない。完全に敵を潰して、制せい御ぎよの利いた自分を愉たのしむのだ。

『ふむ』

　愉ゆ悦えつが、先行で心に生まれた。

　だが、佐助は、その喜びを油ゆ断だんと捉とらえた。だから彼は、心の中の愉しみを無む視しするために、更さらに速度を上げた。前ぜん傾けい姿し勢せいを取り、身を前にぶち込み直したのだ。

　行った。

　しかし、走る視し界かいで佐さ助すけは見た。自分の左を一つの影が走って行くのを、だ。

　振り落としたばかりの、武蔵むさし副ふく長ちようだった。
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　二ふた代よは走っていた。

　竜りゆうとの併へい走そうだ。一歩一歩を駆かけて、土を踏む自分の速度は段だん々だんと上がっていく。

　速さの源みなもとは、翔しよう翼よくではない。

　……これは……。

　自分の首の後ろに出ているのは、浅あさ間ま神じん社じやの創作術じゆつ式しきを告げる表示枠サインフレームだ。

〝駆かけ詞ことば〟。その文字を示す表示枠が、符ふと共に浮いている。

　誾ぎんだ。

　彼女が先さき程ほど、膝ひざ蹴げりで接せつ触しよくした時、こちらに付ふ与よしていたものだった。

　使用は一回。短時間。しかし、竜の加速は短い時間で高速に乗る。今も三さん拍ぱくの間で、

「……ぬ」

　己おのれの身体からだに負ふ担たんが掛かる程ほどの勢いに、身が達した。

　身体がきつい。身しん体たい加か護ごとして常じよう時じ掛かっている疲ひ労ろう軽けい減げんや強化系けい術式でも、これ以上の速度を支えていく事は出来ない。

　それもそうだ。誾や宗むね茂しげは、こういった術を使用する際、強きよう固こな冷れい却きやく系の術式を併へい用ようしているのだ。だが、そこまでの負担を得ても、戦せん線せんに復ふつ帰き出来るのは有あり難がたい。

　身体が過か熱ねつし、汗あせが出始め、血がまた流れた。

　運がいい。肩から流れる血は腕わん甲こうで止まっている。槍やりのグリップに支し障しようは無い。

　ならば後は、横に併走している、

『……!!』

　来たか竜。佐助殿どのと言うべきか。

　貴き殿でんとは、戦う理由に〝義務〟のようなものしかないと感じていたが、

「今いま更さらながらに、御お相手仕つかまつる」

　二代は術を切り替えた。併走の竜が疾しつ走そう状態からこちらに身体を叩たたきつけてくるのに対し、半なかば押されるようになりながら〝駆詞〟を切り、

「──〝翔しよう翼よく〟」
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　軽い、と、誾は二代の動きを見て思った。

　先さき程ほどまでの彼女の疾しつ走そうが、走る事を主において身体からだを動かしているならば、今の走りは、ただただ自分が出せる速度に身体を乗せようとしている。

　恐らくは、これが、

　……本来の姿すがたですか……！

　宗むね茂しげを破ったのは、恐らくこれだ。

　そして自分と相あい対たいした時も、確かにこれは見えていた。

　十字砲火アルカブス・クルスと四つ角十字クアトロクルスの応おう撃げきを潜くぐった後、二ふた代よは、こちらの連れん斬ざんを越え、潜り打った。

　あれは、自分が放った攻こう撃げきに対し、刃やいばを当てて迎げい撃げきしたのではない。

　今いま更さらに気付くが、あれは、

　……己おのれの速度を邪じや魔まするものを、ただ討うちに行っただけなのですね……。

　厄やつ介かいだ。

　この女は厄やく物ぶつです、と誾ぎんは思う。

　何な故ぜならば、この女は相手を見ていない。ただただ、自分の速度を追いかけているだけで、それは己の背を追っているようなものだ。つまり、この女と相あい対たいするには、

「──まず、自分を気付かせねばならないのですか」

　ゆえに、正面から突っ込んでくる高速の青に向かって誾は叫んだ。

「──ここです！」

　気付け。

「見落としたら、張り倒しますよ！」

　声を上げ、誾は、気付かせるために用意していたものを用いた。

　右手の四つ角十字を、二代に向けてカウンターで放ったのだ。

　それも三さん連れん射しやで、だ。
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　二代は、ただ前を見ていた。

　お？　と思ったのは、正面から、石のような、球たまのような、何かが三つ、

　……置いてある？

　空中に、それが止まっているように見えた。

　だから二代は、一つを飛び越え、そのままもう一つを、

「────」

　踏んで、向こうに行った。

　直後。視線に光が来た。刃やいばだ。宙にいて、落らつ下か軌き道どうに入った自分の目を狙ねらい、向こうから白はく刃じんの反射光が来たのだ。

　見れば、壁かべ際ぎわにて双そうの剣がある。その刃が鏡かがみのようにこちらの顔を照らしている。

　そこでようやく二ふた代よは気付いた。ホールの壁かべ際ぎわにいるのは。

「誾ぎん殿どのか」

　二代は着ちやく地ちした。

　よし、と、二代は思った。身体からだの熱も疲労も痛みも、今は禊み祓そがれている、と。

　ゆえに二代は疾しつ走そうする。着地の勢いを前にぶち込んで、速度に乗る。後はそのまま、前に左手を伸ばし、

「──誾殿！」
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　佐さ助すけは敵の挙きよ動どうを見た。

　ホールの壁際で合流した二人はどうするか。右と左のどちらに行くか。

　……右だ！

　佐助は判はん断だんした。

　青の女、武蔵むさし副ふく長ちようが槍やりを右手に持っている。彼女が左手を前に伸ばせば、応じる赤の女が、ろくに動かぬ左腕うでを差し出した。

　速度を出して赤の女を引くのは、青の女だ。

　その状態からならば、右にしか引けぬ。

[image: ]

　ゆえに佐さ助すけは、尾おを左後ろに構えた。それを右前に戻す反動で、右に行く敵を追う。

　そのつもりだった。

　高速に対たい応おう出来る佐助の目が、敵の動きを中央に補ほ足そくした。

　敵は、右に行かなかった。二人は、手を取り合うと、壁際でお互いを引っ張るように、

「────」

　回った。

　まるで舞の如ごとき動き。ただただ二に周しゆうを入れて回る間に、赤の女は速度を得た。加か速そく術じゆつの表示枠サインフレームが幾いく枚まいも現れ、

「行きます」

　言葉が聞こえるや否いなや、敵が来た。

　正しよう面めんだった。

　それも、上と下だ。

　下。地面の真まっ正しよう面めんを赤の女が。

　上。半はん球きゆう状のホールの内うち壁かべを駆かけ上って青の女が。

　同時に、一いつ直線の攻こう撃げきを仕掛けてきたのだ。





●






　竜りゆうが、右に跳ぼうとしていたのが幸いだった。

　迷うように浮いた前足の間に、誾ぎんは跳び込んだ。

　入る。

　だが、敵は反応した。こちらが四つ角十字クアトロクルスを出すより早く、身を低くしたのだ。

　大物の四つ角十字を、縦たてに構えるだけのスペースが無くなった。しかし、誾は四つ角十字を射しや出しゆつした。そのまま水平に、後ろに構え、

「お先に」

　砲ほう撃げきで、自分の身体からだを吹き飛ばした。竜の下を抜けて左脇へと、一いつ気きにその下を出たのだ。

　後は、

「行きなさい。──武蔵むさし副ふく長ちよう！」
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　二ふた代よはそれを見た。

　ホールの天てん井じようから弧こを描いて飛び降りる先、竜の背にあるものが見える。

　背の中央。

　先さき程ほど、鉄の穂ほ先さきの先せん端たんをぶつけた先。そこに一つの亀き裂れつにも似た、痕あとがあるのだ。

　それは、自分の見知ったもの。懐なつかしいもの。その形は、

「──蜻蛉とんぼ切ぎりの割かつ断だん痕こん！」

　何な故ぜそのようなものがあるのかは解わからない。ただ、その痕をつけたのは、

「過去に、父が、貴き殿でんと戦せん闘とうしたので御ご座ざるか！」





●






「まあ、そりゃ、江え戸ど行きは皆で行ったけどさ」

　遠く聞こえる竜りゆうの咆ほう吼こうに、森の中の広場で声が作られる。

　酒さか井いだ。彼は、〝武蔵むさし〟の映る表示枠サインフレームを前に、木のテーブルに肘ひじをつき、

「……本当に向こうに行ったのは井い伊いと榊さかき原ばらでね。ダっちゃんは付き合いいいからさ、俺おれが北回りで行くの、途と中ちゆうまで付き合ってくれたんだよ。当時は於お久くも元気でね。ダっちゃん、あれはどー考えても帰りに二人で外がい泊はくしたかったんだろーけどさ」

『昔を懐なつかしんでないで、昔を説いたらどうですか酒井様。──以上』

　まあまあ、と酒井は言う。

「あの時さ、蜻蛉切の試し作さくってか、……蜻蛉切自じ体たいが大罪武装ロイズモイ・オプロの試作って訳わけだけど、更さらにその前のね、アレ。割断能力試験用ようの、後の蜻蛉切のベースになるの、持ってたんだよ。

　射しや的てい距離五メートル程ほどの実験用。だけど──」

『だけど？　──以上』

　酒井は、うん、と頷うなずき、小さく笑った。

　空を見上げ、

「当時。あの遺い跡せきはさ、島しま原ばらから逃のがれてきた竜りゆう属ぞくの逃げ込み場所だったんだよ。

　だけど、ほら、俺達、松まつ平だいらでしょ？　島原鎮ちん圧あつしたのはかなり前の代だけどさ、これがまた、遺跡の連れん中ちゆうが相あい対たい願ってね。真さな田だの昌まさ幸ゆきさん達は、将しよう来らい、松平に世せ話わになるのが解ってるから親切にしてくれたし、佐助達も、あの頃ころは事情解ってて、結けつ構こう親しん身みでね」

　でも、

「島原の連中だって、言い分があった訳でさ。だから非ひ公こう認にんの教きよう導どう院いん間抗こう争そうやったんだよ。

　──島原の地ち竜りゆう達も、寿じゆ命みようでね。最後、戦って散りたいって。こっち三人で」

『……於久様が入られて、三人ですか？　──以上』

「ダっちゃんがやる気だったからさ。仕方ないので参加します、って言いながらね。──地竜狩かりまくって、撃げき墜つい数すうだったら一番多かったよアレ」

『酒井様が、ビリケツですか。──以上』

　と、吐と息いきする〝武蔵〟に、酒井は口の端はを上げていう。

「いやいや、二番手だよ、俺」

『？　忠ただ勝かつ公こうは──。──以上』

「Ｊｕｄジヤツジ．、ダっちゃん大おお物もの狙ねらいだもん。地ち竜りゆうのデカいのや、そう、〝騒さわぎをとめられなかったケジメ〟って言って相あい対たいした、佐さ助すけと最後にやったんだよね」

　酒さか井いは、言って、〝武蔵むさし〟に視線を向けた。

「ひょっとして、つまらない？　こういう昔むかし話ばなし」

『酒井様が、懐なつかしさと哀かなしさの混こん同どうをしてなければ、別によいかと。──以上』

「難しいねえ」

　酒井は腕を組み、空を見上げた。

「昌まさ幸ゆきさんが今回のコレを許きよ可かしたって事は。佐助達も覚かく悟ご決めてるって事だと思うんだよね。自分達が消えていく際に、何か遺のこそうって。だからうちの連れん中ちゆうには、全力で勝負していって欲しいと思うんだけど」

『遺されてばかりの酒井様としては、如何いかがですか？　──以上』

「聖せい譜ふ記き述じゆつとして考えると、俺おれが一番先さきにいなくなる筈はずなんだけどねえ」

　ただ、さ、と酒井は前置きした。

「──うちの連中、応こたえられるだけの力はあると思うんだ」
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　二ふた代よは、落らつ下かと同時に攻こう撃げきを叩たたき込もうとした。

　無む論ろん、眼がん下かの白はく竜りゆうには、蜻蛉とんぼスペアの一いち撃げきが効かない。

　だが、父の割かつ断だんはあの白竜には届いている。

　自分と父と、何が違うのか。

　武ぶ器きの性能差さや、特とく性せい差だろうか。

　それとも、と思いながら、二代は佐助に落下した。しかし、眼がん下かの佐助が動いた。誾ぎんが下に回り込んで、強ごう引いんに四し肢しを落とさせたと言うのに、

　……翼つばさを用いるで御ご座ざるか！

　白竜は六枚翼よくを下に叩たたきつけ、反はん動どうで身体からだを起こしたのだ。

　直後に敵は前に出た。

　瞬しゆん間かん的な動どう作さで数十メートルを移動し、前後が入れ替わったとしか思えないようなターンを行った。

　その全てが尾おと翼、全身の捻ひねりを使った全力だった。

　こちらは、相手の正面に落下する。そうなれば、

「竜りゆう砲ほう……！」

　着ちやく地ちと同時に、光の一いつ線せんが、真まっ正しよう面めんから突き込まれてきた。
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　竜りゆうの砲ほう撃げきに、二ふた代よは防ぼう御ぎよと攻こう撃げきを同時に行った。

　己おのれを狙ねらって来る一発に対し、真まっ直すぐに蜻蛉とんぼスペアの穂ほ先さきを突き刺したのだ。

　単なる刺し突とつではない。前方に、竜の方へと走りながらの一いち撃げきだ。

　当たった。そして刺さって、穂先はしかし、

　……貫つらぬけ！

　思った瞬しゆん間かんに、それが生じた。

　眼がん前ぜんで光が裂れつ破ぱしたのだ。

　割さけ、散り、飛沫しぶきとなって砕くだけ散る。そしてそのまま、

「おお……！」

　突き込む穂先が、竜りゆう砲ほうを爆ばく散さんさせた。
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　光の風が全ぜん周囲を殴なぐりつけ、宙に破は片へんの突き刺さりを生んだ。

　その中を行く二代を、誾ぎんは見ていた。

　彼女は無む傷きずだ。今の竜砲を完全に貫かん通つう撃げきし、真っ直ぐに竜へと向かう。

　走って行く。

　……ですが、今のは……。

　何な故ぜ、彼女が白はく竜りゆうの竜砲を砕けたのか。その理由を誾は思う。

「光……、という事ですか」

　竜は最初に名乗った。光こう竜りゆうだと。そして二代は幾いく度どとなく攻撃を弾はじかれ、理解したのだ。この竜には自分の攻撃が映されてしまうのだ、と。

　蜻蛉スペアの割かつ打だは、この光竜には通用しない。

　だが、二代はきっと、こう思ったのだろう。こちらの刃やいばが映されているという事は、向こうだって同じだろう、と。

　全ぜん域いき型がた竜砲がそうであるように、佐さ助すけの竜砲は光だ。

　だから、反はん射しや物ぶつでの迎げい撃げきを行った。

　蜻蛉スペアの穂先だ。

　それを光に叩き込めば、穂先が威い力りよくを反射する。そして弾かれた竜砲の力は、周囲を巻き込んで砕け、竜の力を内部から外に破は裂れつさせる。

　二代は、その行為を実じつ践せんしたのだ。

　だが、誾は思う。あり得ません、と。

　飛ひ来らいする竜りゆう砲ほうの中心をぶち抜かねば、こんな芸げい当とうは成せい立りつ出来ない筈はずだ。

　超ちよう高速の光こう砲ほうを相手に、正面からカウンターで、誰だれがそんな事を出来るというのか。

　しかし二ふた代よはそれを行った。どういう芸当なのか、誾ぎんには解わからない。ただ、

　……これが──。

　彼女の実力だ。

　そして今、光の散り帯おびを風に流し、武蔵むさし副ふく長ちようが行く。髪かみ止どめを失って、身み軽がるに、黒の髪を靡なびかせた青の姿すがたが白はく竜りゆうに向かって突っ走る。

　対する白竜も、

『──!!』

　咆ほう吼こうを放ち、姿すがたを飛ばした。

　真まっ正しよう面めんから、二代への激げき突とつを狙ねらったのだ。
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　佐さ助すけは咆吼した。

　長く、長く咆吼した。

　佐助は竜りゆう属ぞくであり、かつてはガリア侵しん攻こう軍ぐんの軍ぐん団だん長ちようを務めていたものだ。

　戦いに明け暮れ、敵を屠ほふって己おのれを誇こ示じした。

　それを続けて四百年。倒され逃のがれてからまた四百年、だ。

　人間達を屠る生き方と、共に過ごす生活のどちらも、同じ年月で。

　しかし人と共に過ごす途と中ちゆう、一度、人を相手に戦った事がある。

　酒さか井いの友人、忠ただ勝かつと言ったか。

　あの男は、数十分にわたる立ち回りの後、こちらの攻こう撃げきを全て回かい避ひし、竜砲を砕くだき、そして最後に背を割り、こう言ったのだ。

「この辺にしとこうや。お前さん、まだ、先があるんだろ？」

　その時、かつての事を思い出した。

　四百年前だ。

　桜さくらの意い匠しよう。巫み女こを先せん頭とうにした聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たいは、対たい抗こうする仲間達を砕いた後で、向こうも死し傷しよう者しやを出しながらだが、こう言った。

「どうなさいますか」

　問い掛けだった。

　それをどう捉とらえるかはそれぞれだろうが、自分はこう応じたのだ。

『戦いを、続けるかどうか、という事か？』

「違います」

　巫女が、眉まゆを下げた微笑でこう言った。

「竜りゆう属ぞくとして、違う生き方をしてみませんか」

　そして、

「それをしてから、ずっと先にて、死ぬかどうかを決めてもいいのではありませんか」

　上う手まい言い方だと、そう思った。

　だから、彼女の言葉に従った。燻くすぶる者達たちは多かったが、しかし、

　……二十数年前まえだ。

　こちらを凌りよう駕がする事も可能だった筈はずの相手は、それを止やめ、こう言った。

　まだ先があるんだろ。

　しかし今、自分達の寿じゆ命みようは近い。既すでに友は去り、恐らくは才さい蔵ぞうも天に還かえった。

　ならば、と佐さ助すけは思う。今や自分の戦せん闘とうこそが、受け継ぐ者達を羽は柴しばに送るよすがとなるものだが、それとは別で、

　……かつての巫み女こよ。

　突とつ撃げきを掛け、更さらに足を踏み、多た段だん加か速そくを跳ねさせながら、白はく竜りゆうは思った。

　……私達は、竜属として、二つの生き方をしてきたぞ。

　人を屠ほふり、人を護まもった。

　今もまた、真さな田だの者達の未来を守るために戦い、真田の未来を傷つける者達を屠ろうとしている。

　だが、白竜は思う。それは二十数年前に、得られる筈だったもの。

　四百年前に、巫女から預けられたもの。

　決けつ着ちやくの在処ありかを、白竜は叫んだ。

『〝先〟とは、今こそだ……!!』
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　二ふた代よは速度を緩めなかった。

　前に出て、重じゆう心しんと自分の軸じくを先へ先へと設定していなければ危険だ。

　これから自分が行う事のために、己おのれの軸を真まっ直すぐに保たねばならない。

　それは、

　……あの竜に、割かつ打だの力を叩たたき込む。

　出来るのは解わかっている。

　父が割かつ断だんを叩き込めたという事実からの逆ぎやく算さんだ。一体どのようにすればそんな事が出来るのか、と。

　思し案あんはしかし、一つの答えを導いた。

　二代は真っ直ぐに、その答えを見せに行った。自分の腹を前に突き出すように身体からだを反そらせ、一いつ直線に突き進む。そして、蜻蛉とんぼスペアを構え、瞬しゆん発ぱつで飛び込んで来る相手に対し、二代はこう叫んだ。

「結べ、蜻蛉とんぼスペア!!」
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　誾ぎんは、光の飛び散りを確かく認にんした。

　流りゆう体たい光こうの飛沫しぶきだ。が、それは、割かつ打だへの拒きよ絶ぜつではない。

　……あれは……！

　天てん竜りゆうの破は砕さいだ。

　突とつ撃げきを掛けた佐さ助すけの顔面。鼻はな先さきから額ひたいまでが割打された。

　今まで弾はじかれ、無む効こう化かされてきたものが、今、いきなりのヒットを果たしたのだ。

　誾の視覚は、その斬ざん撃げきの位置を見み切きっている。

　竜の正せい中ちゆう線せんだ。

　そして誾は理解した。全ては中心軸じくだ、と。

　……白はく竜りゆうの全身は、その鼻先から尾おの先せん端たんまで、左右対たい称しように出来ています。

　身体からだを覆おおう鱗うろこは鋭えい角かくで、全てが反はん射しやの力を持っている。

　だが、身体の中央に並ぶ鱗は左右対称の形だが、山やま型がただ。

　その山の稜りよう線せんには、反射力りよくが無い。反射の力も、山型故ゆえに傾いており、

「鱗の稜線を捉とらえ、そこに割打を叩たたき込めば、弾はじかれない……！」

　それを狙ねらうための正面激げき突とつ。

　敵の正中線を確かにするための、完全正せい対たいだ。

　そして、自分の軸じくをずらさぬための高速疾しつ走そうを彼女は行おこなった。

　タイミングが少しでも崩くずれれば割打は弾かれ、二ふた代よの身は宙を飛んでいた筈はずだ。

　だが今、彼女の身体は、竜の下を通過し、その身を止めていた。

　髪をほどき、蜻蛉スペアを回し、床に立てた。

　その直後。

　白竜が、一度身みを立て、

『見事』

　言うなり、竜が揺れた。ホール中央に、白竜が横よこ倒だおしとなっていく。

　倒れた。

　轟ごう音おんが響ひびき、床が鳴めい動どうし、二代が口を開いた。

　凜りんとした声が、ホールに響いた。

「──白竜、佐助、討うち取ったり……！」







[image: 第五十八章『決着舞台の再奏者達』]
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　ホールに辿たどり着いた正まさ純ずみは、勝負の結果を見た。

　倒れ伏した竜りゆうがいる。そして彼を前に、二ふた代よがゆっくりと膝ひざをつくところだった。

　まるで、片かた膝の礼をしているようだと、そんな事を思うのは、

　……ネシンバラ脳のうだろうか……。

「二代！」

「大だい丈じよう夫ぶに御ご座ざる。しばらく休んでいくがゆえ、先に行かれよ」

　二代の顔に笑えみがある事に気付き、正純は皆に振り向き、頷うなずいた。

　自分達たちは、このホールの奥に向かわなければならないのだ。

　既すでに床には微び弱じやくな震しん動どうが走り、

『急いだ方がいい』

　竜が、荒れた息を伴って呟つぶやいた。

　彼は、前足を伸ばし、伏せるような姿し勢せいを取ってから、立ち上がる。

『……地下にいくために、来たのだろう？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、正純は問うた。

「この下には、何が？」

『我も知らぬ。……才さい蔵ぞうなどは人となって行っていたようだがな。

　それに……、今あるものは、二十年前に揃そろえられたものばかりの筈はずだ』

「二十年前？」

　ああ、と、竜は、ふらつく身を完全に起こした。

　まるで血が零こぼれるように、彼は全身から流りゆう体たいの光が散っていく。

　天に昇ろうとしているのだ。

　最さい期ごが近い。その中で、竜はこちらに言葉をくれる。

『松まつ平だいら・信のぶ康やすが、この奥の場を受け継ぎ、独どく自じの研究とやらを始めたのだ。……そして、その奥で自じ害がいし、元もと信のぶの命めいで、酒さか井いが施し設せつを破は壊かいしに来た。十五年前にな』

　さあ、と彼は言った。

『行くといい。そして戻ってくるのだ。──聞こえていたぞ。竜の最後、聞きたい事があるのだろう？　武蔵むさしの姫ひめよ。貴女あなたが戻るまで、この命、まだ地に留とどめよう』

　そして、と彼が身を震わせた。震えのある身体からだを回し、佐さ助すけが後ろに振り向く。

　すると、そこに二代と誾ぎんがいた。

　白はく竜りゆうは小さく頭を下げ、彼女達にこう言った。

『もう少し、……付き合ってくれるかね』

「御ぎよ意い」

　二ふた代よは頷うなずき、身を立て、紐ひもで髪を結び直すと槍やりを構えた。

「千年寿じゆ命みようの大だい天てん竜りゆう。──御ご指し南なん、お願いいたしたい」
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　空を、巨きよ影えいが行く。

　雪の大地の上、点てん在ざいする雪ゆき解どけの野の中央で、義よし光あきは空を見上げた。

　彼女の見渡す空を、幾いくつかの影が南へと急いでいく。

　地ち竜りゆうもいれば、まだ若い天てん竜りゆうもいる。ただ皆が行く方向を見て、義光が呟つぶやいた。

「千年の大天竜。……老ろう衰すいで死にゆくのではなく、戦いにて死ぬならば、竜りゆう属ぞくはそれを雄お々おしく奉たてまつり、あやかりを得ようとする、か」

『義光様、知ってるモン!?』

　傍かたわらにいる鮭しやけ型がた走狗マウスの言葉に、義光は頷うなずいた。

「……欧おう州しゆうから真さな田だに渡った竜属の内、天竜は十一人。その内、天竜とはいえ、匪ひ天てん竜りゆうが八人、他地竜が大おお勢ぜい、といったところと聞いておる。そして、先に十じゆう勇ゆう士しを襲しゆう名めいしたのは天竜二人と匪天竜の八人。天竜の三人以外はほとんど死亡しておるが……」

　ふむ、と義光は肩を落とした。

　周囲、海側に向かって広がる谷の街は、傾いた日の影で幾いく重えの構こう造ぞうを見せている。

　彼女は、そちらに向かって歩き出しながら、空を見上げた。

「失われてばかりよのう、鮭しやけ延のべ」

『鮭延いますモン！』

「鮭延いると元気が出ていいのう」

　そうですモン！　という言葉に頷く頭ず上じよう。また竜が行く。

　風を切る高い音の通過に、義光は目を細める。

「──世界が切り替わる時代、という事よの、武蔵むさし。今夜は酒の夜ぞえ」

　ただ、と、彼女は南の空を見た。

　まだ夏の午後の光を保つ空に、彼女は視線を放ち、

「受け継ぐ意味、聞いてくるといい。そしてこの世にある不ふ可か解かいも。──私は、そのどちらも深ふか入いり出来なかった身ぞ」
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　背後となったホールから、鳴めい動どうが響ひびき出す。

　再びの戦せん闘とうが始まったのね、と、狭くなっていく石の通路を走りながら成なる実みは思った。

　轟ごう音おんは止まらない。床も鳴り、時とき折おりに石いし組ぐみが浮き上がりもする。

　竜属の長ちようたる天竜として、最後の戦いを中ちゆう途と半はん端ぱにする気は無いのだろう。

　欧おう州しゆう渡わたりの天てん竜りゆう。佐さ助すけや才さい蔵ぞう、他の元もと十じゆう勇ゆう士しの匪ひ天てん竜りゆうとも、成なる実みは幾いく度どか見た事がある。奥州会議とも言える合同祭さいの場で、たびたび竜はやってきて、酒を飲んでいたのだ。

　人と馴な染じんだ四百年。

　彼らにとってはどんな体験だったろうか。それが、以前の四百年より狭せま苦くるしいのは確かだろうが、密みつ度どと賑にぎやかさがあったならば、と成実は思う。

　床と壁が、戦いに鳴る。

　天竜が、自分を完全に燃ねん焼しようさせるために戦っている。

　鎮ちん魂こんの儀ぎ式しきとしての戦せん闘とうだ。

　相手が武蔵むさし副ふく長ちよう達で良かったと、成実は思う。

　何しろ、武蔵副長は、とにかく不ぶ器き用ような戦い方をする。傷ついた相手であろうと、容よう赦しやも同どう情じようもしない。

　その一方で、自分と相手の全力を出し尽くすように、お互いをぶつけていく。

　未み熟じゆくゆえ、割かつ断だん以外の決定打だを持っていない、というのもあろう。翔しよう翼よくという加か速そく術じゆつ式しきも、最さい高こう速度に乗せるのは瞬しゆん時じでは無い。

　後ご手てに回って、よくあれだけ戦う。

　……センスかしらね。

　と、そんな事を思っていると、いつの間にか武蔵副ふく会長が前に出ていた。

　駄だ目めよ、という意味も無い。ただ自分が前に出ればいい。が、

「自分らが」

　と、忍にん者じやと英国王おう女じよが前に出た。

　確かに、忍者が先せん頭とうの方が正せい解かいだろう。だから成実が半はん竜りゆうと共に下がれば、先頭は忍者と英国王女、そして武蔵総そう長ちようの騎き士しとなった。

　中央に武蔵総長と姫ひめや巫み女こ。後ろを自分達が詰めれば、

　……ああ。

　これが今の〝布ふ陣じん〟だ。

　副長や、他の特とく務むがいなくても、この布陣ならば奥に突とつ入にゆうしていける。

「随ずい分ぶんと、武蔵は強いのね」

「強いのではない。──変な馬ば鹿かが集まっただけだ」

　確かに、と彼の言葉に頷うなずいて、成実は思った。私も、変な馬鹿の一人なのだろう、と。

　悪い気分ではない。

　と、先を行く忍者が、不ふ意いに手を軽く挙げた。

「通路向むこうが開けて御ご座ざる！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と皆が応じ、先を急いだ。

　奥に見える光へと、足を速め、しかし成実は気付いた。

「これは……」

　奥の空間に見えた光の正しよう体たい。それは、

「──陽よう光こうじゃない」
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　成なる実みの声に押されるように先行した点てん蔵ぞうは、そこに辿たどり着いた時。息を飲んだ。

　眼がん前ぜんに、巨きよ大だいなクレーターがある。

　森が表面を覆おおっているが、窪くぼ地ちの直ちよつ径けいは約三キロ。巨大な半はん球きゆうに、大地をくりぬいた跡あとだ。

　莫ばく大だいな破は壊かいが、この地域を抉えぐったと、そういう事だろう。

　ただ、と点てん蔵ぞうは思った。周囲の地ち殻かくが内部に崩くずれ落ちて御ご座ざる、と。

　ならば本来の穴の大きさは一キロ程てい度どかもしれぬと、点蔵は素す早ばやく自分の見立てを訂てい正せいする。すると横に来たメアリが、周囲を見渡し、こう言った。

「かなり強きよう固こな術じゆつ式しきで、地殻の整せい調ちようがなされています。それも……、最近ですね」

「最近で御座るか？」

「あ、いえ、最近と言っても、地殻レベルの話なので……」

　メアリは、自分の周りに手を伸ばした。背せ高だかく、こちらよりも伸びた木々の間、小さな精せい霊れいの光を寄せて、

「……三十年前後、そんな時期のものじゃないでしょうか」

「その頃ころに、こんな場所で──」

　と、後ろにいるミトツダイラが、そこまで言って言葉を詰めた。

　理由は解わかる。眼前、広く草そう木もくは茂り、周囲の土地も落ち込んでいるために、ここはともすれば谷や広大な窪地に見えるだろう。

　だが自分達は知っている。このような大地の形けい状じようを作りうるのは、

「地ち脈みやく炉ろの爆ばく発はつ痕こんに御座るか……？」

　問うても答えられる者はいない。ただ、

『お、そこまで辿たどり着いたか』

　外がい界かいに通じたからか、通つう神しんが来た。

　酒さか井いからだ。
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　ミトツダイラは、酒井からの声を聞く。メアリと顔を見合わせながら、

『ちょっとお前ら、その窪地の周囲、見てみるといい』

　言われ、ミトツダイラは見た。広大な窪地の縁ふちとなる崩ほう落らくの辺り、そこから、

　……霧きり？

　薄い、霧きりのようなものが立ち上っている。地ち熱ねつや陽かげ炎ろうだとすれば、形が行き届き過ぎてるように見えるそれは、後ろの浅あさ間まが言うに、

「これが、その結けつ界かいですね……？　それも、ステルス型の」

『そーいう事だ。三十年前からさ、上からだと、そこ、近くにある筈はずなのに、何ど処こにあるのか割り出せなくてさ。だから遺い跡せき経けい由ゆでちょっと頑がん張ばって貰もらった訳わけだ。

　──昔は通つう神しんも使えなかったけど、これは遺跡が崩くずれかかってるってのもあるのかもな。

　危険だと思ったら、すぐ戻って来なよ？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と言いつつ、ミトツダイラは眉まゆを立てた。眼がん下か、崩ほう落らくの下に第一特とく務むが床を見つけたのだ。それは、

「酒さか井い学長。……昔は、奥の通路から、ちょっとした施し設せつに入れませんでした？」

『お？　やっぱまだあるのか』

　ある。下に崩落し、傾いた構こう造ぞう物ぶつがあるのだ。それは、この窪くぼ地ちを作った原因に巻き込まれず、ただ周囲地ち殻かくの崩れに乗ってずり落ちたものだろう。

『それ、多分、信のぶ康やすさんの研究所だな。そこが目的地ちだ』







[image: 第五十九章『陰影通路の先行人』]
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　信のぶ康やすの研究所。

　十五年前に本ほん人にんが自じ害がいし、酒さか井いが破は壊かいしたという場所に、正まさ純ずみは向かった。

　崩ほう落らくの斜面、砂利じやりの坂を少し下れば、瓦が礫れきの中に先さき程ほどの通路が続いている。

　落ちて砕けた施設だ。傾いた内部には雨が入ってはいたが、

「遺い跡せきの保ほ全ぜん加か護ごが、ぎりぎり伝わっているようですね」

　メアリが言う通り、蔦つたや苔こけが通路に入ると消えた。心なしか空くう調ちようが効いているような大気の緩い動きもある。ただ、明かりが無いが、

　……元々、地下の施し設せつだから、窓がないのか。

　と、通路奥おくに、開きっぱなしの扉とびらがあった。表ひよう札さつがあったようだが、外されている。

　一応、というように、クロスユナイトが傾いた壁かべ伝づたいに来て中を覗のぞき込んだ。

　ややあってから、馬ば鹿かが彼の後ろにやってきて、

「うるぁ!!」

　クロスユナイトを中に突き飛ばす。

　ぬお、と声を上げた忍にん者じやが、中に数歩入はいって、慌あわてて出てきた。

「な、何するで御ご座ざるか！」

「おいおい落ち着けよテンゾー。ちょっと盛り上げようとしてるだけだよ俺おれ」

　ホライゾンが馬鹿を入口の向こうに蹴けり込んだ。

　いつの間にか全ぜん裸らになっていた馬鹿が、宙をスピンして向こうの闇やみに落ちていく。

「あ～」

　声が響ひびき、成なる実みが顎あごの動きで秒を数えて三つ目。斜めに傾かしいだ部屋奥で、木材に何かが激げき突とつする音と、自分の耳に聞き慣れた響きが生まれたのを、正純は聞いた。

「……本だ」

　本が棚たなから崩くずれた音。そういう意味で正純は皆に告げた。だが、ホライゾンが一つ頷うなずいた。彼女はこちらの肩に手を乗せて、

「大だい丈じよう夫ぶ、つまらなくても、皆、解わかっておりますので」

「本ほん多だじゃないぞ!!」

　だが、こちらが何かを言うよりも、先に声が来た。

　奥だ。闇の向こうから、全裸の声がする。

「おーい、ちょっと来いよ。……何か変なものが、一いつ杯ぱいあるぞコレ」
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「ようやくか」

　酒さか井いは、椅い子すから立ち上がる。木もく造ぞうの小こ屋やが並ぶ広場に背を向けるように、

「〝武蔵むさし〟さん、ちょっと連れん中ちゆう、迎えに行ってくるけど、来る？」

『来る、も何も、表示枠サインフレームからの中ちゆう継けいですが。──以上』

　気分だよ、気分、と言う酒井は、空を見上げた。

「来てるねえ」

　空に、幾いくつかの影が舞っている。各地の天てん竜りゆうや、地ち竜りゆう達たちだ。

　空を広く舞い、緩やかに飛ぶ彼らの間からは、しかし鳴き声が聞こえない。

『……竜りゆう属ぞくの鎮ちん魂こんですね。死する仲間が最後に上げる咆ほう吼こうを邪じや魔ましないよう、送りに来た者達は無む言ごんで空を飾るという。こちらで観かん測そくしていますが、一体、どれ程ほどの権けん力りよくをもった天竜だったのですか？　酒井様達たちの御ご友人は。──以上』

「権力は捨ててたよ」

　酒井は、そう言って歩き出した。

　表示枠を自分の追つい随ずいに設せつ定ていして、彼は〝武蔵〟と並びながら遺い跡せきへの道を行く。そして、

「信のぶ康やすさんも、殿との先生も、俺おれも、ダっちゃん達だって、そんなじゃなかったんだよね」
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　信康の研究所と言われた場所で、浅あさ間まはそれを見ていた。

　四し方ほうを本ほん棚だなに囲まれた大部屋。奥に向かって下り斜面となった、広い空間だ。

　通り過ぎたが、入口側には機き密みつ空間となる部屋があり、左右には控えの間か、別の教室のようなものがあった。

　無む論ろん、左右の部屋は潰つぶされていた。それが崩ほう落らくによるものか、酒井が壊こわしたものかは解わからないが、今からここで調べる事は出来ない。

　ただ、灯とう光こう術じゆつ式しきで見る部屋の中央。その周囲に、妙みようなものがあった。

　基き部ぶだ。

　床からの流りゆう体たい出力を受け、何かを為なすための、鉄で出来た基部がある。直ちよつ径けいは一メートル程。鳥とり居い型がたの調ちよう整せい素そ子しが十六もついているが、

「何でしょう、コレ……？」

　基部はプラグの〝受け〟となる形をしていた。

　こういうものを、浅間は見た事があるようにも思うし、無いようにも思う。

　見た事、として頭の中で記き憶おくを探すと、似たものは幾いくつも思い浮かぶ。加か速そく器きのスラスター基部もだし、牽けん引いん帯たいの基部も似ている。搬はん出しゆつ用よう燃ねん料りよう槽そうの基部もこれに近きん似じだ。サイズは違うが、外がい灯とうとしての発はつ光こう術式符ふ束たばのプラグもこれに似ている。

「うーん……」

　知識があり過ぎるのも駄だ目めですね、と浅間は思し考こうを打ち切った。

・●　画：『何だったら、直なお政まさをそっちに輸ゆ送そうする？』

・煙草女：『面めん倒どうだろそりゃ。記録だけ取って持って来な』

　……確かに、記録だけ取って、マサに照しよう合ごうして貰もらった方が早いですね……。

　既すでに点てん蔵ぞうが、アデーレと共に一部の分ぶん解かいに掛かっている。二人とも機き械かい類るいには強い。自分が関わるよりは確かだろうと思いつつ、浅あさ間まは二人に近付いて、

「アデーレ、点蔵君、検けん分ぶんが出来るなら、上の方もお願いします」

「え？　上ですか？」

　アデーレが振り仰あおぐのに頷うなずき、浅あさ間まは頭ず上じようを見上げた。

　高さ五メートル程ほどの天てん井じようには、やはり基き部ぶがある。

　この上下基部の間に、何かが挟まれていたのだ。

　アデーレが、こちらを見上げ、

「大きいですね……」

「ええ、燃ねん料りよう槽そうだとすると、大型輸送艦かんの巡じゆん航こう用ように使える程てい度どのサイズだと思います」

「いえ、オパイが、その、陰になって……」

　皆が振り返る中、浅間は一歩をずれて、アデーレに頭上の視し界かいを渡す。

　向こう、ホライゾンが自分の胸の周辺に両手を広げ、エア揉もみをして、横の全ぜん裸らが、

「そうじゃねえ、こう、このくらい」

　と自分の胸むね前まえで修しゆう正せい案あんを見せているが、もはやどうでもいい。

　しかし、燃料槽で考えると、相当なものだ。一メートル級のものが三本もあれば、武蔵むさしでの祭は成立するのだから。そしてここには、その五倍クラスのものが、

「……フフ、八本？　何をやってたのかしら」

　そうですね、と浅間は喜き美みに応じて、もう一度上うえを見た。

　天井。そこにある基部を照らすと、

「あれ……、何でしょうね。下は鳥とり居いが固めているんですけど……」

　ほら、と浅間はそれを光で示した。

「上のでは、十じゆう字じ架か型がたの調ちよう整せい素そ子しが十六方ぽうを支えているんです。旧派カトリツクと神しん道とうの合ごう一いつ技術って事なんでしょうか」

「他にも不ふ可か解かいが御ご座ざる」

　と、声を作ったのは、基部を精せい査さしていた点蔵だ。

「部品を幾いくつか分解出来たので見てみたで御座るが、基本、三み河かわ製せい。IZUMOのものも幾つか御座った。しかしその中に、──三征西班牙トレス・エスパニアのものも、確かに御座った」

「それは……」

　点蔵から渡された部品。四角い、十字架モールドの入ったものだ。

　流りゆう体たいの伝でん導どう制せい御ぎよを行うスイッチらしきそれを眺ながめながら、浅間は考えた。ここと三征西班牙トレス・エスパニアを結びつけるものがあるとしたら。

　……あります。

「島しま原ばら関連、という事じゃないですか？　──島原の乱らんは、旧派カトリツク勢力によるものなので」

・金マル：『じゃあ、そこでは何を？』

　彼女の問いは当然のものだ。だが、それに答えられる者はいない。

　武蔵むさしの神しん道とう代表の自分とて、ここで何が行われていたかは判はん別べつがしづらい。

「この八つの基き部ぶに挟まっていたものが、何か、という事に拠よるんですよね……」

「八つ？」

　と、声がした。

　メアリだ。部屋の中央に立って、光の精せい霊れいで全体を照らしていた彼女は、手で光を掲かかげながら、足あし下もとに顔を向ける。

「ここ……」

　言われて視線を同じくした浅あさ間まは、メアリの疑問を見た。

「その基部に似たものを、一つ外した跡あとがありますよ？」
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「つまり、合計九つ？」

　壁を覆おおう本ほん棚だなの中身。その検けん分ぶんをツキノワと行っていた正まさ純ずみは、振り向いた。

　見れば、八つの基部と、中央のメアリは、位置の関係から言って、

「八つの基部から、中央に何か抽ちゆう出しゆつしたのか？」

「そうね……」

　喜き美みが、顎あごに手を当て、思し案あんの数秒の後に呟つぶやいた。

「きっとここは、里さと見みの人じん体たい改かい造ぞう機き関かんだと思うのよ。八つの犬いぬ徳どくを集めて一つにワンワン固めると、至し高こうの比ひ率りつと大きさのオパイが出来るの。ヨッシーがここを知らされる前に、ここは破は壊かいされたから、ヨッシーは一生貧ひん乳にゆうのままなんだわ。正純も残念ね。シェイムフル……！」

「本ほん人にんいないんだが、どうしたらいいだろうか」

「そうね……」

　喜美が、額ひたいに手を当て、思案の数秒の後に呟いた。

「きっとここは、浅間の隠かくれエステだと思うのよ。八つのコースを全部終おえて最後のコースを終えると、至高の比率と大きさのオパイが出来るの。浅間はここを七回くらい巡じゆん礼れいしたから視し界かいが邪じや魔まになるけど、ここが破壊されたから正純は一生貧乳のままなのね……」

「本人ここにいるぞ！」

「ここにもいますよ！　ああ、真ま面じ目めに聞いて損した！」

　その通り過ぎる。正純は吐と息いきをして、

　……酒さか井い学長の言った通りだなあ。

　訳わけが解わからない。否いな、解らない事が解った、というべきだろうか。ただ、

「ここが、ノヴゴロドで聞いた場所でいいのだろう。──三十年前の、有ゆう能のうな者達を集めて作った二年期き限げんの教きよう導どう院いん。その場所だと」

「あの、正まさ純ずみ」

　浅あさ間まの声に正純は振り返る。すると浅間が、手にしていた部品を掲かかげた。

「自分でもそんな事を言いましたけど、ここは、その教導院じゃないと思います。……というか、ええと、少なくともこの施し設せつ、基き部ぶの存在している現状の施し設せつは、違うだろうと」

「何な故ぜだ？」

　ええ、と眉まゆを下げた顔で、浅間がメアリの持つ灯光に手を翳かざした。

　指でつまんだ部品。それは、

「ちょっと今、同どう様ようの製品を照しよう合ごうしたんですが、三征西班牙トレス・エスパニア〝清らか大市サン・メルカド〟が有する旧派カトリツク共同ブランド〝旧派救羊会Ｃ．Ａ．Ｓ．〟製、流りゆう体たい制せい御ぎよ器きです。

　検けん索さく掛けたら販はん売ばい終了していて、販売期間は、十年前から、二十五年前、と出ました」

　つまり、

「三十年前、ここは存在してません。……三十年前がどうだったかは解わかりませんが、現状見みえているここが三十年前の教導院ではないのは確かです」
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　正純と皆に言いつつ、浅間は、昨夜の話を思い出した。

　夜の闇やみの中で話し合い、三十年前の辺りを推すい測そくし合っていた際、情報の嚙かみ合いに違い和わ感かんを得たのは確かだ

　何か、自分達は勘かん違ちがいをしていないか、と。

　それは皆が気付いていて、しかし、何を勘違いしているかは解らなかった。

　だからここに来れば解るかと思ったのだが、

　……確かに、解りました……。

　それは、昨夜自分達が得た違和感の正しよう体たいだ。

　浅間は、表示枠サインフレームにとっておいた昨夜のメモを広げる。そして、

「三十年前、二年の期限で、元もと信のぶ公こうによって、どこにでもあり、どこにもない教導院に、各国の優ゆう秀しゆうな者達が集められたと……、そう聞きました。──そして、三十年前まで、ここが元信公の管理下かだったと、そうも聞きました」

　だから自分はこう思ったのだ。

　ここが、その教導院ではなかったのか、と。

　しかし、違和感があった。その違和の正体は、

　……三十年前のことです。しかし──。

「三十年前に、ここは信のぶ康やす公こうに明け渡されているんです」

　そう言った時だ。あ、と声をあげた者がいる。

　鈴すずだ。入口際で、外の音を聞いていた彼女が、

「嚙かみ合わない、ね……」

「ええ、そうですね鈴さん。だって、三十年前に人を集めて二年なら、二十八年前までその教きよう導どう院いんは存続です。しかし、ここは、三十年前に信康公のものとなっています」

　つまり、と浅あさ間まは言った。

　表おもての方、崩ほう落らくの現場へと、顔を向ける。そんな事をしても外は見えないが、

「……三十年前、この遺い跡せきにいた島しま原ばら残ざん党とうと何かを為なした元もと信のぶ公は、研究施し設せつの大半を地ち脈みやく炉ろで破は壊かいしたのではないでしょうか。そして恐らく、ここを信康公に預け……」

　浅間は告げた。この推すい測そくはきっと正しいと、そう思いながら、

「元信公は、何ど処こか別の地で、二年間の教導院を作ったんです」
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　浅間の言葉に、正まさ純ずみは本ほん棚だなを検けん分ぶんする手を止めた。

　ツキノワが首を傾かしげてくるが、正純はそのままに、ふと問うた。

「……だとしたら、ここは、何なんだ？」

　背を向けたままの疑問に、沈ちん黙もくが来る。

　自分がいる場所は、薄うす暗くらがり。この広い部屋の端はしの壁かべ際ぎわ。中央にいるメアリや、浅間の持つ光が届きにくい位置だ。

　そこから、正純は問い掛ける。

「どうして、酒さか井い学長は、ここに私達を派は遣けんしたんだろう」

　それは、とバルフェットが言いかけた。だが、彼女はそのまま口をつぐんだ。

　解わからないのだ。否いな、ここの事を簡単に言えば、

「……信康公の、個人研究施設とも言えるよな」

　八つの基部と、その中央にある一つの基部跡あと。だが、これは、

「趣しゆ味みとか、何か個人的な研究のための場所かもしれないよなあ……」

「フフ、エロゲでも作ってたって言うの？」

・未熟者：『やめてくれないか。信康公は織お田だ家けに所しよ行ぎようを咎とがめられて自じ害がいするんだが、その理由がエロゲ作成だと、あまりにも現実が厳きびし過ぎる』

・●　画：『修しゆう正せい忘れを流通に乗せて切せつ腹ぷく……！　当時ならありそうね』

　本当にありそうだから困る。

「お」

　本ほん棚だなの本の向こうに、横よこ向むきに隠かくしたエロゲのパッケージが見えた。





●






　……待て。

　正まさ純ずみは、自じ制せいした。

　あのエロゲは、恐らくはビンテージだろうが、いろいろと悪い予よ感かんと現実が感じられた。

　……ま、まさか、これじゃないよな!?　切せつ腹ぷく原因、違うよな!?

　落ち着け本ほん多だ・正純、時じ系けい列れつ的てきに考えて、修しゆう正せい漏もれしたタイトルが裏に隠かくされている筈はずがないではないか。きっと今のは、それ以前のもの。その筈はずだ。そう、そうに違いない。

　だが、心の平へい穏おんと万まんが一いちのため、正純はツキノワに灯とう光こう術じゆつ式しきをさりげなく使って貰もらう。

『まー』

　照らして見えたタイトルは「愚ぐ感かん症しよう」。室むろ町まち時代のエロゲだ。よし、ビンテージ。間違いない。セーフかアウトなら、どっちかっていうとセーフ。

　……危なかった！

　正純はそのまま本を戻して隠かくしておいた。

　だが、一ひと息いきを入れた正純は、落ち着いて、しかし現実を思った。

　……結局、信のぶ康やす公こうがエロゲ持ちって現実に変化はないぞ……！

　否いな、年とし頃ごろの男なら、このくらいは持っていて普通……、か？

「…………」

　考えたが、人それぞれだと割り切る事にした。個人のプライバシーだ。それを詮せん索さくしたところで意味は無いし、個人を穢けがす事になる。でも獣けもの耳みみはどうかとも思う。どっちだよ。

　だが、不ふ意いに後ろから声がした。

「おいセージュン」

「何だ馬ば鹿か」

「おい……、何だその言い方は。今、俺おれは全ぜん裸らだぞ。ちゃんとこっち見て物もの言いえ」

　正純は、全裸の方を向いた。笑顔で右の親おや指ゆびを下に向け、

「じゃあな全裸、今、忙いそがしいんだ」

「こ、この野や郎ろう……！　──ってか、オメエ、一体、ここがどういう施し設せつだったら良かったんだよ。ちょっと言ってみ？」

　そりゃあ、と正純は口くち籠ごもった。

「ここが、元もと信のぶ公こうの言っていた創そう世せい計画に繫つながってるとか、公こう主しゆ隠かくしに繫がってるとか、そういうのがあればなあ、と、そんな風ふうには思っていたさ」

　言って、正純は、皆の反応に気付いた。

　沈ちん黙もくだ。

　皆が、無む言ごんで、自分の方をじっと見ている。

　……は？

「え、ええと？」

　正まさ純ずみは、全員の視線を見返す。唯ゆい一いつ、鈴すずだけが何か解わかっていなかったようだが、ホライゾンが歩いて行って耳みみ打うちすると、

「あ、う、うん、そうなんだ」

　……何がだよー!?

　そしてホライゾンが、全員の中央に立った。彼女が、軽く両手を上げ、さん、はい、とやった上で、皆が、

「左！」

　は？　と後ろの本ほん棚だなに振り向いた正純は、一つの記号を見た。

　自分がこれから検けん分ぶんしようとした本棚。ツキノワが先行して照らす本棚に、

「二に境きよう紋もん……!?」

　それだけではない。並べ書いてある文字は、

「〝おいてかないよ〟……」
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　二に境きよう紋もんの発見に対し、浅あさ間まは急ぎ、全員の防ぼう護ご加か護ごを確かく認にんした。だが、

　……どれも、働いてないですね。

　メアリも、正まさ純ずみも、ホライゾンにも、ノヴゴロドの時のような反応は生じていない。その事を確かめた上で、彼女は改めて視線を上げる。

　正純が、ゆっくりと距離を取るところ。本ほん棚だなには、本と棚を区別せず、黒の色で二メートル程ほどのそれが示されていた。この模も様ようは、

「エロマークの書き損そんじよ──！」

「違います」

「何なに言ってるの!?　大きく雄お々おしくぶっとく描こうとしたら人がやってきたので、横よこ一線だけ入れて〝想そう像ぞうしろ……！〟って、後こう世せいに委ゆだねて逃げたのよ!?」

「そんな事する意味あるんですか」

「馬ば鹿かねアンタ！　描いた事も無いのにそんな偉えらそうな事！　今こん度ど浅間神じん社じやの拝はい殿でんに描いてあげるから乞こうご期待よ！　いい!?　アンタも笑顔で手伝うの！　ニコエロよ!!」

「うちを邪じや教きようにするつもりですか喜き美みは」

　と、そこまで言って、浅間は気付いた。この二境紋と添えの一語だが、

「……今、出来たものじゃないですよ？　流りゆう体たい反応が無いですから」

　よく見れば、その二境紋と文字は墨すみで描かれていた。周囲に、チョークで描いた囲いや、保ほ全ぜんの符ふが貼はってあるのも見える。〝信のぶ康やす〟の名の札ふだも、だ。

　それを見た正純が、眉まゆをひそめて言葉を作った。

「これが、信康公こうの〝自じ害がい〟って事か……」

「……信康公の〝自害〟の後、ここに来た人が、現場の再さい現げんと保ほ全ぜんをやったんでしょう」

　酒さか井い学長でしょうね、と浅間は内ない心しんで頷うなずいた。だが、ここに二境紋があったという事は、

「Ｊｕｄジヤツジ．、ホライゾン、よく解わかりました」

　ホライゾンが、頷いた。彼女は皆を見渡し、右手を握って。

「エロマークを描いてるのは信康公の亡ぼう霊れいなのですね。ここで自害の際に切せつ腹ぷくしながらエロマークを描こうとしたら、人が来たので描き切れずに死亡。以後、亡霊として、信康公は極きよく東とう各地でエロマークを描こうとして〝ま──る……、よこぼ──う……、あぁここまで……、うらめしや……〟などとゴーストぶちカマしておられるのでしょう」

　喜美が横に倒れたが、後で起こした方が安全ですね、と浅間は思った。

　そして浅間は、ホライゾンに言った。

「そんな変な亡霊いませんて」

「でも一回、最後まで描かせたら、残念が消えて成じよう仏ぶつするかもしれませんよ」

　かもですねー、と思うが、その一方で、

「……謎なぞが一部進すすんで、増えた気がしますね。だって、信のぶ康やす公こうが二に境きよう紋もんで公こう主しゆ隠かくしにあっていただなんて」

　そうだね、と言ったのは、表示枠サインフレームだ。

　ネシンバラが、通つう神しんを送ってきている。

・未熟者：『……一つ見えてきたのは、公主隠しに、島しま原ばらというか、旧派カトリツクが関わっている可能性がある、という事だろうね。

　無む論ろん、神しん道とうの技術も用いられているんだろうけど、キーワードは島原だと思う。

　そして、きっと島原の残ざん党とうと元もと信のぶ公こうは、そこで合流をしていた、という事なんだろう』

・銀　狼：『だとしたら、後にここを得た信康公は、ここで何をしていたんですの？』

・貧従士：『おいてかないよ……、ってのも、何でしょう？』

　それは……、とネシンバラが言いあぐねた時だ。

　トーリが、天てん井じようを見上げて言った。

「ホライゾンのオヤジは、公こう主しゆってのと友人になろうとしたんだよな？　──で、それとは別で、ここでいろいろやってたホライゾンの叔お父じってのが、公主に攫さらわれた、と」

　だったら、と彼は言った。

「きっとここでは、ホライゾンのオヤジとは別べつ口くちで、公主か末まつ世せにか何か関わる事やってたんじゃねえの？　……で、俺おれ達の次のネタとしては、ここがどんなもんなのか記録とって調べながら、ホライゾンのオヤジの足取り追う事になる訳わけだ。そういう事だろ？」

　言われてみると、単純だ。

　ここで何が行われていたかや、島原の事は、そこからの派は生せいだ。それらに気を取られて足踏みするくらいなら、前が見えなくても動けと、そう言われているようで。

　確かに、と点てん蔵ぞうや成なる実み達たちも頷うなずいた。そんな反応を見た浅あさ間まは、ちょっと笑った。

　……全く。

　謎を感じ、皆が立ち止まり掛けたのに、簡単にまとめてしまう。

　いつもは馬ば鹿かなくせに、この人は、本当に私達の王様なのだと、そう思う。

　そして点てん蔵ぞうとアデーレが手を挙げた。点蔵が、表示枠にこの部屋の概がい要よう図ずを出し、

「Ｊｕｄジヤツジ．、大体の部分は見えたで御ご座ざる。後は、この、いろいろなものが抜け落ちているであろうここが何であったか、それを検けん証しようしていく段階に御座るな」

　と、言っている間に、天てん井じようから埃ほこりが落ちてきた。

「急いだ方がよう御座ろう。崩ほう落らくの土地。そしておそらく天てん竜りゆう達は、この遺い跡せきを崩くずすつもりの様よう子す。二ふた代よ殿どの達の戦せん況きようも気になるゆえ、早めに出た方が……」

　言葉が消えた。代わりに鈴すずが、

「はや、く……！」

　はっとした声を上げた瞬しゆん間かんだ。

　今まで遠くから響ひびいてきた震しん動どうより、一ひと際きわ大きな鳴めい動どうが全てを揺らした。

　遺い跡せき本体の方で、白はく竜りゆうの咆ほう吼こうが走ったのだ。

　そして、竜の響ひびきに応じるように、床が軋きしんだ。傾きが足あし裏うらにゆっくりと伝わってきて、

「……急ぐで御ご座ざるよ！」

　メアリの手を取り、点てん蔵ぞうが先せん頭とうを取るように入口に向かう。

　浅あさ間まも、ホライゾンが奥の二に境きよう紋もんを気にしているのを手を取って引っ張り、

「喜き美み！　喜美！　気き絶ぜつしてないで起きて下さ──い!!」





●






　二ふた代よは、疾しつ走そうしていた。

　戦い、攻こう撃げきを重ねるたびに天てん井じようは落ち、床が滑って跳ね上がる。

　元々、遺跡は崩ほう落らくの穴に向かって傾いていたのだ。それが今、二人の天てん竜りゆうとの戦せん闘とうと、土ど台だいの寿じゆ命みようを経て、崩くずれ落ちていこうとしている。

　だが、砕くだけていく戦せん場じようであろうと、

「戦いをやめる理由にはならぬで御ご座ざるな！」

『ああ、戦う行為こそが戦場を生むとも……！』

　竜は、もはや六枚の翼つばさを忌き避ひしていない。全力でこちらを追い、有利な位置に立ち回るために、多段加か速そくを用いて突っ走る。

　しかし自分達も、劣るものではない。今もまた、自分達は先行して距離を開ける白竜を追っている。今までのパターンでは、佐さ助すけが高速の旋せん回かいを入れ、こちらに竜りゆう砲ほうを叩たたき込んでくる筈はずだ。自分達はその前に追いつき、竜砲を撃うつ懐ふところに跳び込みたい。だから、

「誾ぎん殿どの……！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という声と共に、誾が前に出た。

　走る竜を追うには、誾の駆かけ詞ことばが有効だ。

　地じ響ひびきで、床を構こう成せいする土が下の石いし床ゆかの崩れに押されて盛り上がる。それは山であり、亀き裂れつであったりもするが、

「……！」

　誾の疾走は、腰を落としたものだ。身体からだは前にしているが、重じゆう心しん低く、床の変へん動どうを読み取って行く。いつでも攻撃態たい勢せいに入れるバランス取りが彼女のスタイルだ。

　二代は、槍やりを縦たてに回して扱う事もあり、走っていると腰こし高だかになりやすい。ひょっとして自分のバランス感が荒あらっぽいのは、そういうところから来ているのかもしれない。ただ、誾のような姿し勢せいの持ち主を見ると、

「誾殿、格好かつこいいで御座るな……！」

「戦せん闘とう中に何を言っているんですか！　ほら、手を出しなさい！」

　また[image: ]しかられたで御ご座ざる。

　だが、誾ぎんは優しい。手を差し出せば、ちゃんと摑つかんで、

「行きます……！」

　駆かけ詞ことばによって、二ふた代よは一気に白はく竜りゆうへの距離を詰めた。





●






　誾は、二代に速度を渡す為ために行く。

　竜に追いつけるだけの勢いを駆詞で得たら、二代の翔しよう翼よくに任せるのだ。後は二代がどうとでもすると、誾はそう思うのだが、

　……馬ば鹿かな人です。

　二代が、こちらの手を離さないのだ。しかも、戦せん闘とうに夢む中ちゆうになって手に力が籠こもっているのかと思えば、そういう訳わけでもない。ただ手を握り返してきているだけだ。

　まるで、二人で戦う事が当然というような、そんな風ふ情ぜいだ。

　仕方なく、こちらは駆詞で彼女を追い、併へい走そうせざるを得ない。

　そうやって、勝たねばならない。

　そのためには、安全な正せい対たいを得て、割かつ打だの力を叩たたき込む必要がある。

　向こうから正対されてはならない。もはや竜は、割打の一発が当たる事を知っている。自分に有利な正対から、竜りゆう砲ほうを穿うがつか、潰つぶしにくるだろう。ゆえに、

「いい位置を取りに行きます。──切り替えのタイミングは取りません。こちらの動きについてきて下さい」

　言って、誾は、二代に渡した速度を取り返した。

　手を繫つなぎ、駆詞を用い、竜の挙きよ動どうに食らいついていく。





●






　白が先行し、赤が追った。

　白が強ごう引いんに回れば、青がその内側に入るように短いターンを叩き込む。

　青は赤の手を取って。赤は青の手を取って。

　手を離す時もあり、左右を入れ替える時もあるが、距離は広がらない。

　離しはしても、離れない。二人の少女は、しかしお互いを見もしない。それぞれはただ先に走る白の竜を瞳ひとみにとらえ、お互いが虚こ空くうに手を伸ばす。

　摑つかんだ。

　巨きよ大だいな義ぎ腕わんと、細ほそ身みの手。不ふ釣つり合いなサイズと軽けい重じゆうの握りは、だがお互いを完全に繫ぎ、加か速そくと攻こう撃げきの中心となる。

　赤が砲ほう撃げきを行えば、白が身を左右に振って跳ぶ。

　白が砲ほう撃げきを行えば、青が瞬しゆん発ぱつして前に回かい避ひする。

　そしてまた、白が距離を取れば、振り回された赤が前に出て加速を行う。

　赤と青、お互いの左右の入れ替えは頻ひん繁ぱんになり、身を回して行く動きはホールを回り、横切る竜りゆうに引かれ、円えん場じようの上に方ほう位い図ずのような図ず形けいを作る。

　回る。

　縦じゆう横おうと無む尽じんに、弧こを描き、滑かつ走そうにも似た加か速そくと伸びで、三者が追い合う。

　天てん井じようは落ち、床が隆りゆう起きするが、それすらも方位図の中の装そう飾しよくだ。

「おお……！」

『──！』

　声と咆ほう吼こうが途と切ぎれず、そして走った。

　円状方位図の中、最さい長ちようとなる直線を、白しろ先行で三つの加速者が突っ走ったのだ。





●






　佐さ助すけは、敵の挙きよ動どうを見た。

　赤の女がこちらに追つい随ずいし、青の女がそれを切り取るように突っ込んでくる。

　二人の加速は違うものだが、こちらを墜おとすという目的は同じだ。

　仲が悪かったようにも見えた二人だが、ここで遂ついに完全な連れん携けいを取った。

　……そうだったな。

　かつての自分達に立ち向かってきた人類も、こうだった。

　八百年前と、四百年前、そして現在も、人類は相変わらず、手を繫つなぎ合う。

　自分達には出来ぬ事だ。

　竜は、群れたとしても、基本は孤こ高こうだ。それぞれの力が強過ぎるがゆえに、個々で立ち回った方が〝楽〟となる。

　人類と竜の勝負とは、常にそういう戦いだ。

　今、高速の旋せん回かいに、敵がついてきている。

　ホールの中、最大直ちよつ径けいとなるラインを行き、距離を取るつもりだった。そうやってターンと同時に竜りゆう砲ほうを放とうとした自分に対し、尾おの先せん端たんを強ごう引いんに捉とらえた二人が追つい尾びして来たのだ。

　こちらの速度を利用しているがゆえに、自分の速さの優ゆう位いは無い。攻こう撃げきするか、追尾を断ち切る挙動を取らねば、後ろから狩かられるだけだ。

　ならば、と佐助は思った。

　相手を試すように、壁かべ際ぎわに、自ら当たりに行くように佐助は疾しつ走そうした。

　振り向かず、速度を緩めなかった。言う言葉は一つだ。

『勝負……！』





●






　誾ぎんは白はく竜りゆうを追った。駆かけ詞ことばを幾いく重えにも掛け、更さらには、

　……冷れい却きやく術じゆつ式しき！

　疲労が激しい。軽けい減げんの術式や身しん体たい強化も重ねて入れているが、先の疲れもある。汗あせが速度で削けずれ落ちているだけで、水分の消しよう費ひも馬ば鹿かにならない。だが、

「追います！」

　自分はサポート役だ。追つい撃げきの主しゆとなる二ふた代よを引き、敵に届けなければならない。

　故ゆえに敵が壁かべ際ぎわに跳び込んでいく軌き道どうを見ても、誾は何も思わなかった。このままでは壁に激げき突とつすると、そう解わかっていても、何も疑問に思わなかった。

　武ぶ家けの娘むすめだ。

　戦せん闘とうの時間、勝負の時ならば、何が起きても覚かく悟ごは出来ている。

　……武蔵むさし副ふく長ちよう！

　任せるつもりで、誾は行った。

　自分はただ、竜の軌道を全力で追い、二代を引くだけでいい。

　そして正面で、疾走の竜が動いた。

　壁の寸すん前ぜん、その鼻はな先さきとの間が三十センチを切った位置で、右への旋せん回かいに入ったのだ。

　竜が尻尾しつぽを上げ、振り回して右に身を捻ひねる。

　自分達はその左のコースを取る。尾おが、こちらを追うように吹っ飛んでくるだろうが、竜の主しゆ導どうで前に出るより安全だ。

　……こちらから、強ごう引いんに正せい対たいをしなければ……！

　だが、尾が来た。右後ろの宙から、叩たたきつけるように降ってくる。

　旋回速そく度どを上げるための一ひと振ふりだ。高速の一いち撃げきは自分達を薙なぎ払う動きも兼ねているのだろう。壁とこちらを挟むような軌道にも見えた。

　かわす方法はある。駆かけ詞ことばを切り、後ろに逃げる事だ。

　しかし、それでは敵を討うつ機き会かいを失うし、旋回した竜に結局狙ねらわれる。

　ならば、と誾は思った。ここが勝負だ、と。

　ゆえに誾は跳び込んだ。

　竜の旋回の隙すき間ま。壁と竜の三十センチの谷たに間まに、速度を緩めず突っ走ったのだ。





●






　誾は、強ごう引いんな外からの飛び込みと、ドリフトにも似た加速任まかせの滑かつ走そうを敢かん行こうした。

　使用されたのは駆詞の連れん射しやだ。

　尾から外した照しよう準じゆんを、竜の旋回を追うようにして、腰、腹、肩と連続でロック。疾しつ走そうを重ね、誾ぎんは強ごう引いんに前に出ていった。

　身を半はん身みにし、左肩から行く。右の手は、二ふた代よの左手を摑つかんでいる。

　放さない。そうしてしまえば、もう二度と竜りゆうの前に出る機き会かいは無い。それ程ほどの接近と、高速の追つい随ずいだ。

　……行けます！

　竜が、尾おを上げた。壁に当てぬよう、振り上げたのだ。これによって竜は二段加か速そくし、前に出ていくだろう。だから、

「……っ」

　誾は、身しん体たい強化と冷れい却きやく術じゆつ式しきを全ぜん開かいした。

　所しよ有ゆう量りようのほとんどを出し尽くす。全身が流りゆう体たい光こうの欠片かけらを浴び、血が冷えたような感覚を得て、しかし確かに、

　……前に！

　行った。竜の二段加速より早く、身が壁かべ際ぎわを抜けていく。

　その直後だ。竜がいきなりの動きを見せた。旋せん回かいの横よこ腰ごしを、一度内側に振ったのだ。

　簡単な事だ。外を行くこちら、壁との間を行く自分達に対し、全身をぶつける初しよ動どうだ。そして、

　……これは……!?

「……!!」

　直ちよく撃げきした。





●






　鉄の破は砕さい音おんと衝しよう撃げきの手応えが、佐さ助すけの横よこ腹はらを穿うがった。

　敵を一人、確実に潰つぶしたと、しかし佐助は、

　……思わぬよ！

　壁際を打った横腹の反動を利用し、竜は膂りよ力りよくで身を回した。

　振り向いた壁際に、敵の影があった。

　壁に食い込むような形で、潰れた形が確かに二つあるのだ。

　赤の女の左義ぎ腕わんと、大型砲ほうだった。

　砕くだけたのは義腕。壁に突き刺さったのは大型砲。この二つの破は壊かいと穿うがちをもって、敵はこちらの破壊を逃のがれた。ならば敵は何ど処こに行ったのかと、佐助は一いつ瞬しゆんだけ左右に頭を振り、

「後ろか……！」

　正せい対たいは、正面からだけでは無い。

　背後からも正せい中ちゆう線せんは取れるのだ。

　高速の疾しつ走そう。こちらの潰しを抜けた後、青の女の加速で、壁を走って敵は背後に抜けた。

　赤の女が、敢あえて義ぎ腕わんと砲を潰した意味は解わかる。自分が手応えを確かく認にんするために、体ごと視線を振り向かせる事を読んでいたのだ。

　後は、義腕と砲ほうの対たい極きよくに回り込めば、敵は自動的にこちらの正せい中ちゆう線せんと後ろから正せい対たいする。

『……く！』

　佐さ助すけは後ろに振り向こうとする。身を上げて旋せん回かいする事で、後ろにいる相手に正中線を取られるのを避けようとする。

　そこに砲ほう撃げきが来た。

　正面だ。壁に突き刺さっている長ちよう砲ほうが、こちらに一発を放ったのだ。

　喉のど狙ねらい。

　……これは……！

　赤の女、立たち花ばな・誾ぎんは、逃のがれたのでも、身を犠ぎ牲せいにしたのでも無い。

　青の女を引きつつ逆げき鱗りん撃うちの一いち撃げきを狙ねらっていたのだ。





●






　誾は、対極位置に回ってからの制せい動どうに、身を揺らした。

　流石さすがに限界が来ている。速度を落とした瞬しゆん間かんから、汗あせが身体からだより零こぼれ、

「……か！」

　肺はいから、熱でしかない息が漏もれた。しかし充分だ。竜りゆうが旋せん回かいをしようとした時、仰のけ反ぞれば逆鱗。身を沈めれば額ひたいの割かつ打だ痕こんに砲ほう弾だんが直ちよく撃げきするように仕込んだ。

　衝しよう撃げきに竜が止まれば、本ほん多だ・二ふた代よは安全に割打の一発を打ち込めるだろう。

　今、竜は仰け反っている。逆鱗撃ちとなる状態だ。

　当たる。

　当たった。そして、衝撃音おんが鳴り、竜の逆鱗装そう甲こうが破は砕さいした。

　本ほん多だ・二代が前に出ようとする。

　だが、竜が動いた。それも、今まで見た事が無い動きで、だ。

　……は？

　竜は、仰け反り、喉のどに受けた衝撃を利用して、

　……あれは──。

「本多・二代！　下がりなさい！」

　誾は叫んだ。

「白はく竜りゆうが宙ちゆう返がえりします!!」





●






　白竜が、全身を跳ね上げての後こう方ほう宙返りを行った。

　膂りよ力りよく任まかせの一発だ。

　崩くずれるホールの破は壊かい速度を、更さらに進めるような鳴めい動どうをつけ、

『お……！』

　尾おが、両りよう脚あしをくぐって前に瞬しゆん発ぱつし、全身が宙に回った。

　白の輪が、崩ほう落らくの空間に現げん出しゆつした。

　直後。空中からの背面竜りゆう砲ほうを、佐さ助すけは武蔵むさし副ふく長ちように発はつ射しやした。

　対する武蔵副長が、槍やりを構える。

　光の閃せん撃げきを、砕くだくつもりだ。

　それは可能だろう。

　穂ほ先さきを立てるようにして、瞬しゆん間かん的な動どう作さで相手は竜砲の中央を貫つらぬいた。

　だが、その行為は、甘い。何な故ぜなら、こちらの砲ほう撃げきに対し、武蔵副長は壁かべ際ぎわにいるからだ。

　ゆえに自分が狙ねらったのは、彼女ではない。

　砕かれた竜砲が穿うがつ土の床と、壁。それこそが本当の狙いだ。

　直ちよく撃げきではないが、割られて破は裂れつした竜砲が壁や床に反はん射しやする。そして、次の瞬しゆん間かんに起きるのは、彼女の至し近きんでの、

『散った竜砲の爆ばく発はつだ……！』

　全ぜん域いき型がた竜砲にも似た範はん囲い攻こう撃げきが、武蔵副長とそのサポートを飲み込んだ。
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　佐助は着ちやく地ちする。身を捻ひねり、相手に正せい対たいする向きで床に四し肢しをついた。

　ホール中央。そこから正面を見れば、己おのれが放った最後の破壊を見み届とどける事が出来た。

　壁は崩ほう壊かいし、粉ふん塵じんと光の欠片かけらが散っている。

　風と言うよりも大気の揺らぎと破裂が行き来し、吹雪ふぶきのように何もかもが散っていた。

　そして彼は、こう言った。

『見事』

　解わかっている。破壊の場に相手がいない事を、竜は確かに解っていた。

　武蔵副長と立たち花ばな・誾ぎん。この二人は今、

『上か』

　上じよう空くう。そこに青と赤の影があった。高い位置だ。自分が宙ちゆう返がえりを行ったのに匹ひつ敵てきする直ちよく上じよう。

　敵は回避したのだ。爆ばく発はつの際、反射して跳ね上がった床や壁の破は片へんを用いて、

　……加か速そく術じゆつ式しきで蹴けり上がったのだな……！





●






　二ふた代よは、足の先に軸じくを感じていた。

　破は片へんを蹴けって宙を移動する。

　これは、北ほう条じようが襲しゆう撃げきしてきた際、宗むね茂しげが見せた技だ。見よう見まねでやってみたが、

　……至し難なんで御ご座ざるな！

　ともすれば足あし場ばとなる破は片へんを踏み抜きかねない。否いな、実際に幾いく度どもそうなっているが、そのたびに誾ぎんが手を引いたり、足場となるように十字砲火アルカブス・クルスを展開してくれる。

「全く」

　二ふた代よは呟つぶやいた。

「誾殿どのには頭が上がらぬで御ご座ざる」

「余よ計けいな口をきく必要はありません」

　また怒られたで御座る。

　だが、見えている。敵との正せい対たい。正せい中ちゆう線せん。それは前や後ろからだけのものではない。

　上からもあるのだ。そして、

「本ほん多だ・二代、──来ます！」

　竜りゆうが、もはや四し肢しを動かさず、身に力を込めた。

　全ぜん域いき型がた竜りゆう砲ほうを、落らつ下かしていくこちらに対し、カウンターで放つのだ。

　食らうつもりはない。ゆえに二代は、

「行くで御座るよ」

　え？　と誾が言ったが、疑問される意味が解わからない。

　彼女の手を引いて、二代は行った。今まで足場にしていたものを、逆に、下から踏む。

　真ま下したへと、二代は加か速そく任まかせの疾しつ走そうを送った。

　落らつ下かより早く、翔しよう翼よくの速度で突っ走ったのだ。
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　二代は光を感じた。

　それは破は壊かいの力。竜の呼吸だ。

　しかし、その光が最高となる直前に、二代は自分の狙ねらうべきものを見た。

　白はく竜りゆうの背にある一本の亀き裂れつ。あれは、

　……父の、竜越えの証あかし。

　それを目め掛がけて二代は行った。すると、誾が、こちらの手を強ごう引いんに放し、

「…………」

　無む言ごんで、彼女はこちらの背を押した。前へ、下へと、僅わずかながらも加速しろと。

　そして二代は蜻蛉とんぼスペアを構えた。来る光の強さに目を細めながら、

「結べ……！」

　東とう国ごく無む双そうの遺のこした証を、越えていけ。

「──蜻蛉とんぼスペア！」
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　光が破は裂れつし、ホール内のものが、一いつ瞬しゆん、全て吹き飛ばされた。

　何もかもがクリアになり、ただ、あるものは、三つだけ。

　背中を砕くだかれ、身を起こした竜りゆうと、距離を離して正せい対たいする二人の少女だ。

　彼女達は、どちらも膝ひざをつき、起きた竜に礼をしているように見える。

　だが、相あい対たいする竜が口の端はを上げた。

　笑ったのだ。

　そして竜は、傷のある額ひたいを振り、背の方をちらりと窺うかがった。

　直後。竜の背から、莫ばく大だいな流りゆう体たい光こうの飛沫しぶきが散った。

　透とう明めいになっていたホールに光が舞い、竜はしかし、倒れない。

『見事』

　身を上げ、立ち上がる少女達に竜が笑えみで告げた。

『過去の何もかもを、越えていくがいい……！』







[image: 第六十一章『別れ場の担い手達』]
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　遺い跡せきの破は壊かいは進んでいく。

　背後、崩ほう落らく跡あとからの通路が崩くずれて埋まっていくのを、ミトツダイラは音として捉とらえていた。

　そしてミトツダイラは、先さき程ほどのホールに辿たどり着いた時、

「二ふた代よ、誾ぎん……」

　外に急ぎましょう、という言葉は出なかった。

　二人と相あい対たいする竜りゆう。ホール中央に身を起こした巨きよ体たいが、光に消えていくのが見えたからだ。

　追いついてきた皆と、振り向く二人と、竜と。

　視線を交わしたミトツダイラは、こう言った。

「──終わったのですね」

　それしか、自分には言う事が出来ない。竜の負ふ傷しようもだが、二代と誾の疲労や状態は、先程見みた時よりも遙かに酷ひどいのだ。しかし、

　……充分を、得たのですわね。

　もはや何も動かない。自分が、母や、ルドルフ二に世せいと戦せん闘とうした時と同じだ。

　この人達も、何かの結けつ論ろんを得たのだろう。

　そして、こちらを見ていた竜と二人が、お互いにゆっくりと頷うなずいた。

　終わったと、ミトツダイラはそう思った。ここを退たい去きよする時間なのだ、と。

　だが、その時だ。足あし下もとが、明らかに傾いた。

「……急ぐで御ご座ざるよ！　通路は埋まるゆえ、今はホールに！」

　点てん蔵ぞうの言葉に疑問する意味も無い。急ぎ足を進める間に、背後の通路が崩くずれ落ちた。

　壊こわれていく。しかし、破は壊かいが、もはや止まらぬだけではなくなっていた。もう戻る事なく、失う形の方が多くなったのだ。

　だが、急ぎホールを渡り、二代達と合流しようとする皆の中、不ふ意いに浅あさ間まが頭ず上じようを見上げた。それは、上から来る破は片へんを気にする動きだったが、

「……皆、あれ……！」

　浅間が前に出て、ホールの天てん井じようを指さした。

　蔦つたが絡み、腐ふ食しよくの進んだ石のドーム。今も崩れていく全ての形は、しかし震しん動どうと破壊によって、表面を覆おおうものを振り落としつつあった。

　自分達の頭上。そこにあるものをミトツダイラは見る。直ちよく上じように広がるもの。それは、

「ノヴゴロドと同じ図ず形けい……!?」
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　鳴めい動どうと、床の傾きが止まらない。

　しかしミトツダイラは、崩くずれる天てん井じように確かな形を悟さとっていた。

　天井を囲む、八枚の黎れい明めいの模も造ぞうと、中央に彫ほり込まれた形。

　円形の中央部、その縁ふちでは、人々が手を繫つないでいる。

　祝っている、と、そう見えるものだが、彼らが仰あおぐ頭ず上じようとなる中央。そこには、

「ここもですの……!?」

　中央にあるべき何かが、削けずられていた。

　そうとも、と竜りゆうが応じる。

『かつてから、ずっと、こうであった。各地のものも、一いつ箇か所しよ以外は同じと聞いている』

　一箇所？　と問うたのは、ホライゾンだ。

「興きよう味み本ほん位いで聞きますが、何ど処こですか？」

『聞いているだけだと、言っただろう？　武蔵むさしの姫ひめよ』

「ならば、……聞いたとは、誰だれからですか？」

『──北ほう条じよう・時とき頼より』

　告げられた名前に、ミトツダイラは息を詰めた。それは、

「四百年前の聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たいの、指し揮き者しやが……？」

　左さ様よう、と竜は、崩ほう壊かいの破は片へんを時とき折おり身に浴びながら、頷うなずいた。

『我らがここに逃のがれてきた時、北条からの遣つかいが来たのだよ。そこには、当時の事を綴つづった時頼の遺い書しよが有り、遺い跡せきの奥の状況など、自由に使えともあった。そして──』

　そして、

『〝直ちよく上じようのレリーフだが、気になるなら北条に来るといい。北条がまだあれば、歓かん待たいと共に、この世界に一箇所だけ、その形を残す場があるから、その話をしよう〟と。……無む論ろん、世を捨てた我らだ。北条に迎え入れられるより、この土地で静かに人々と過ごす事を望んだとも』

「決まったな」

　正まさ純ずみが、即そく座ざに告げた。

　ミトツダイラも、頷いた。正純の方に力を自覚する視線を向け、

「──次は北条と戦争ですのね」

「……やや語ご弊へいがあるが、結果的には恐らくその通りだ」

・約全員：『回りくどいけど否定しない……！』

・俺　　：『つーか回りくどくなくなったら単なる危き険けん人物だぞコレ』

・副会長：『待て！　否定するとネタにするだろお前ら!!』

　憮ぶ然ぜんとしつつ、しかし正純が、竜に軽く頭を下げた。

「重要な助じよ言げん。感謝したい」

『行くのか、北条に。……ならば、追ってみるといい。もう解わかっているのだろう？　三十年前に、ここから去った者達が、元もと信のぶを首しゆ長ちように、何ど処こかでありもしない教きよう導どう院いんを作った事を』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは頷うなずいた。すると、全身から流りゆう体たい光こうを散らし、消えていこうとする白はく竜りゆうが、笑った。

　そして、竜がこちらに視線を向け、告げた。

『遺い跡せきが崩ほう落らくしつつある。上を開けよう。ただ、その前に……、武蔵むさしの姫ひめよ』

「──はい」

　ホライゾンが一歩を前に出て、会え釈しやくをした。

　応じるように、竜が言った。竜の聴ちよう覚かくに届いていたであろう、それは、

『如い何かにして生き、如何に死ぬのが正しいか、か』

　正まさしく、ホライゾンの先の問いだ。
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　ホライゾンは頷うなずいた。

　頭の中、ずっと、疑問に思っている事がある。

　三み方かたヶ原はら以降、そしてノヴゴロド行きや、現地でも、思った事だ。それは、

「ものは、失われます」

　失われないものはない。だから、

「止めようとしても、無む理りな時があります。そのような時、遺のこされた者達の慰なぐさめではなく、去る人達が確実に救われる、哀かなしくない正しさとは、ありますか」

『随ずい分ぶんと強ごう欲よくだ』

　その通りです、とホライゾンは思った。

「しかし、ものは、失われるのです」

　成なる程ほど、と白竜が答えた。そして、では、と彼は言葉を続け、こう、問うてきた。

『如何に生き、如何に死ぬのが、正しいのかね？』

　？　とホライゾンは、心に疑問を作った。

　それは、こちらの問いかけだ、と。だが、白竜は重ねて問うてきた。

『今の問題。──正せい逆ぎやくを考えた事は、あるかね？』
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　ホライゾンは、言葉を失った。

　……それは……。

　考えた事もない。大体、言い方が解わからない。

「如何に生き、如何に死ぬのが、正しいのか……」

　これを逆から言うと、どうなるか。

　その答えを、横からの声が作った。

　全ぜん裸らだ。彼は、こちらの肩を一つ叩たたき、こう言ったのだ。それもあっさりと、

「正しいと思った事を、生きて行う方法と、死んでも果たす方法は何よ、って事だろ？」
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　正まさ純ずみは、頭を搔かいた。

　……この馬ば鹿かは。

　今の言葉が、元から用意してあったのか、即そく座ざのものなのかは解わからない。

　ただ、正純は思った。今の馬鹿の台詞せりふは、義よし頼よりや、他、去って行った者達や、来た者達を、こいつなりに受け入れるためのものなのだろうな、と。

　だが、全裸の言葉に、ホライゾンが頷うなずいた。

　そして彼女は、こう言った。馬鹿の言葉を、自分として置き換えて、

「正しきのために……」

　言った。

「──生き、死ぬとすれば、如何いかがするか、ですか」





●






　ホライゾンは、全裸を見た。

「トーリ様」

　正せい逆ぎやくだ。

　自分と彼は、正逆だ。

　二つの異なる観かん点てん。位置があるならば、そこには必ずあるものが存在する。それは、

「平へい行こう線せんと、境きよう界かい線せんです」

　ホライゾンは言った。平行線から言った。

「──如い何かに生き、如何に死ぬのが正しいのですか、と」

　すると彼が応じた。ああ、と頷き、彼は逆の平行線からこう言った。

「──正しきのために、生き、死ぬなら、どーいう風ふうにするんだよ」

　そして、ホライゾンは応じた。

「この平行線を、共に重ねるもの。お互いの共通項こうがありますね」

「それは何だい、ホライゾン」

「……Ｊｕｄジヤツジ．」

　ホライゾンは、思し考こうを澄すませた。

　余よ分ぶんなものを考えず、ただ、今の問いに連なるものだけを思い、こう言った。

「それは、……平行線の重なるところ。生と死の、正しさと間違いの重なる場所」

　それは、

「生と死の、正しさを決める境きよう界かい線せんです」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンはもう一度言いった。

　そしてホライゾンは、今こそ、あるものを明確に認めた。

　自分の問い掛けに対する境界線の正しよう体たい。

「生と死の正しさを決める在処ありか」

　その形とは、今の自分が持てる言葉として、最適を出すならば、

「──夢ですね」

　正しさと置き換えられるもの。希望や理り想そうをひっくるめた全て。それを検けん算ざんするように、確かめるために、ホライゾンは彼に問い掛けた。

「如い何かに生き、如何に死ぬのが、夢としてあるべきなのですか」

　彼が応じた。

「夢のために、生き、死ぬなら、どーいう風ふうにするんだよ」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンは手を差し出した。

「片方の平へい行こう線せんから、境界線に行きながら、ホライゾンは言います」

　それは、

「皆様の夢を叶かなえる場所。ホライゾンが夢を見られる国を作りに」

　言った。

「ホライゾンは望みます。だから、──夢を叶えに、行きましょう、トーリ様」

　そして、彼を引き寄せ、また、引き寄せられながら、ホライゾンは言った。この境界線は、自分にだけでなく、皆にもあるのだと、そう思いながら、

「──皆様も、共に、です」
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　ははは、という響ひびく笑い声を、浅あさ間まは聞いた。

　竜りゆうだ。彼は頭ず上じよう、ホールの崩くずれる天てん井じようを見上げながら言った。

『いい結けつ論ろんだ。ゆえに祝おう』

　竜が、口を開いた。

　竜りゆう砲ほうだ。白はく竜りゆうの、最後となる竜砲が、

『〝第一次上うえ田だ合かつ戦せん〟これにて終了だ。──松まつ平だいら勢ぜい。撤てつ退たいのための道をつけよう』

　ホールの直ちよく上じよう。上階までを吹き飛ばした。





●






「パパ！　あれ……！」

　真さな田だの土地。山の中に岸がん壁ぺきで出来た天てん然ねんの高台がある。

　その上に、植しよく樹じゆによって姿すがたを隠かくした木もく造ぞうの教きよう導どう院いんがあった。

　竜りゆう属ぞく対応のため、地下行きへの巨きよ大だいな入口を側そく面めんに設けつつ、正面には小さな木き戸どの昇しよう降こう口ぐちを持つ建物だ。

　今、昇降口の前、木で出来たテラスに立つ者がいる。

　真さな田だ・信のぶ之ゆきと、昌まさ幸ゆきだ。

　足あし下もと、水み戸と行きの荷物を置いた信之が、空と、父である昌幸を交こう互ごに見た。

「パパ！　さっき、才さい蔵ぞうが昇っていったと思ったら、今度は佐さ助すけの竜りゆう砲ほうが……！」

「──見ておけ」

　父が、子に言った。

「〝第一次上うえ田だ合かつ戦せん〟。真田を支えた力が、真田に勝しよう利りをもたらし、去ろうとしているのだ。お前や自分が生まれるより遙かな前より、この土地を支えて来た者達がな」

　そう言って、昌幸が腰を落とした。丸まる太たを切っただけの椅い子すに腰を落とし、

「彼らには終ついぞ言えなかったが、……彼らは優し過ぎる」

「信のぶ繁しげ達を羽は柴しば側に優ゆう遇ぐうさせるため、これを反はん乱らん扱いとした事か？」

　それだけではない、と昌幸は言った。

　昌幸は視線を落とす。

　校庭の上、幾いくつかの影がある。真田の学生達だ。その中には、十じゆう勇ゆう士しの根ね津づや、由ゆ利り、穴あな山やまという姿すがたもあった。下の陸りく港みなとや森には、虎とら秀ひでや他地ち竜りゆう達もいる筈はずだ。

　昌幸は、空を仰あおいで動かぬ彼らの背を見て、

「説せつ教きようするぞ、信之」

「長いの嫌いやだよパパ！」

　昌幸は無む視しした。またか……、と学生達が振り向くのも無視して、彼はただ、空を貫つらぬいた光を見て言葉を作る。

「いいか？　大事なのは、ふと見せる気まぐれではない。──不ふ断だんの中にある、動かぬ岩のようなものだ。だから……」

　だから、

「お前に、そうなれ、とは言わない。ただ、お前が去り、また戻る頃ころには、ここはもうお前のものとなっている。──ここは、千年の竜に支えられた土地だ。我らは戦いに向かう。お前はここを支え、千年といかずとも、長なが生いきをしろ」

「大だい丈じよう夫ぶだよパパ！　俺おれ、先生達から、〝お前は長生きする〟って言われてるから！」

「それを聞いていろいろな意味で不安になるが、安心した」

　昌幸は、小さく笑った。

「やがて天てん竜りゆうは空に昇る。地ち脈みやくに己おのれを完全に解かい放ほうするまでは時間が掛かろう。それまで見送るのが義ぎ務むだ。百六十年の支えに対し、数時間の見送り、──人類とは不ふ遜そんなものよ」

　全く、と昌まさ幸ゆきは、身体からだから力を抜いた。全身で嘆たん息そくするように身を浅く縮めて、

「──酒さか井い様さま。最後、彼らに戦いを与えられた事、感謝しますぞ」
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　酒井は、森の間を行く山さん道どうから、空に昇る光を見ていた。

　竜りゆう砲ほうは、遠く空に途と切ぎれ、消えていく。

　それは敵に対して放たれるものではなく、ただただ力を使い尽くしていく光だ。

「佐さ助すけか……」

　そろそろ足は遺い跡せきに辿たどり着く。だが、

『酒井様？　足を止めてどうされるのです？　──以上』

「いや、さ。……ここからの方が、多分見みえるよ。あいつらが空に昇っていくのは」

『何ですか一体。年とし寄よりのように。──以上』

「そうは言っても、遺跡でハシャいでる連れん中ちゆうに比べて、歳としなんだけどね。それに……」

　酒井は、周囲の概がい要よう図ずを出した。

〝武蔵むさし〟に周囲防ぼう空くうの検けん索さく指し示じを送りながら、彼は言った。

「ちょっと妙みような空気あるね。空を回ってる竜も、何か恐れてる。……無ぶ粋すいな事を止められないのがアレだけど、〝武蔵〟さん、捕ほ捉そく頼むよ。俺おれの方は、ナイトとナルゼに連中の退たい去きよの用意頼むからさ」
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　ホールが崩くずれたのを浅あさ間まは見た。

　上階も落ち、しかし既すでに才さい蔵ぞうの姿すがたはない。

　……光として、空に昇ったんでしょうね。

　天てん竜りゆうは地ち脈みやくに還る。その通りの事が起きたし、これからまた起きるのだ。

　今、頭ず上じように遠くの空が見える。上階のホールの形に丸く抜けた穴だ。

　空には多くの竜が旋せん回かいし、白はく竜りゆうを送ろうとしているのが見えた。

　そして、光を全身から放ち、姿すがたを薄くしていく竜が告げる。

『武蔵の姫ひめよ』

　彼は目を細め、ホライゾンを見た。

『……元もと信のぶに、全く似ていないのが行ぎよう幸こうだな』

「父と会った事が？」

『いろいろと、昔の事を話したよ。あれは子供っぽくてな。……我が話した事を自分がやったように吹ふい聴ちようしてただろう、絶対。だけどあれは、いつも言っていたよ』

　それは、

『聖せい譜ふ越えつ境きよう隊たいを、作る必要がある、とな』
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　佐さ助すけは告げた。かつて自分達を倒したもの。そして、それ以前も以後も、たびたび存在した、偽にせ物ものか本ほん物ものか解わからない彼らの事を。

『聖譜越境隊は、あるために存在する』

「……聖譜記き述じゆつを果たすため、ですの？」

　銀ぎん狼ろうの問いには、首を横に振らざるを得ない。何な故ぜなら、聖譜越境隊自じ体たいが、聖譜を否定したところに存在するのだ。

『元もと信のぶは言っていた。聖譜越境隊の存在とは、世界を衰すい退たいさせず、調ちよう律りつし直すためのもの。しかしそれは聖譜を超えるがゆえに──』

　つまり、

『つまり彼らは、──黎れい明めいの時代に決定された非ひ衰退調律進しん行こうに対する、最大の監かん視し役やくであり、ストッパーなのだと』
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　正まさ純ずみは、元信がそれを言っているシーンを想そう像ぞうした。

　……確かに、そういうキャラであったような気がするな。

　ただ、ホライゾンが竜りゆうに頭を下げた。

「同じ話を聞く機き会かいがあれば」

『本になっていよう。それこそ、北ほう条じようにはある筈はずだ。行くといい』

　そして、

『いいか？　姫ひめよ。相あい対たいの者達も、皆も、……ええと、そこの全ぜん裸らも』

「ほ、ほら、トーリ君！　プレッシャー与えてどうするんですか！」

「仕方ねえだろ!?　女じよ装そうが壊こわされちまったんだから！」

　あー、と正純は手を振り、馬ば鹿かに言う。

「葵あおい、お前、あの女装、今後禁きん止しな？」

「何な故ぜだ……！」

　そんな愕がく然ぜんとする事か一体。

　だが、正純は、表示枠サインフレームを開く。そこにはM. H. R. R.神聖ローマ帝国 からの親しん書しよで、

「お前の女装を交こう渉しよう相手に、あの片かた桐ぎりが会談を申もうし込んできてる。だが、見る者が見たらバレるだろお前。ある意味、バレるのも芸だし。だから──」

　一応、神しん道とうで認められてるしな、と考え、言葉を作った。

「女装するならキャラ変えろ」

「禁止！　禁止にすべきですのよ！　智ともも何か言って下さいな!?」

　浅あさ間まが視線を逸そらしているのは、やはり神しん道とうの女じよ装そうネタゆえか。

　ただ、成なる実みが一つ咳せき払ばらいをした。

　竜りゆうの言葉が続いているのだ。だから皆、白はく竜りゆうに頭を下げる。

　すると白竜が小さく笑った。怒ってはいないらしい。

『──四百年、この生き方も、正しかったな』
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　浅間には、彼の言葉の意味が解わからない。

　ただ、彼は天を見上げた。傾きの床の直ちよく上じよう、空は午後終わりの色を見せている。

　白竜が、色褪あせた天てん上じようから視線を外はずさず、言葉を作る。

『武蔵むさしの姫ひめよ。……これから、我は去って行く。そしてまた、多くのものが、君からは去って行き、また、来る事になるだろう。だが、去る者がいたとしても、憶おぼえておいて欲しい。

　……正しきを求める者に、死を正しきとして、望む者はいないのだと』

　もしも、と彼は言葉を繫つなげた。

『もしも死が結けつ論ろんとなった場合でも、それは、死を夢としたのではない。

　夢の途と中ちゆうで、死が訪れただけだ。だから──』

「英国イギリスでトーリ様から聞いた事と似ていますね。楽しく日々を過ごしていれば、途と上じようの死について、哀かなしむ必要はないと」

『そうだな。哀しむ必要はない。余裕があれば哀しむといい』

　そうですね、と、ふと、浅間は頷うなずいた。その動きに竜が視線を向けたのを、促うながしと見るべきか、口を挟んだと見るべきか。思わず、自分のうっかりに肩を竦すくめてしまうが、

『……生死を身み近ぢかとする巫み女こは、解るか』

「あ、は、はい。……遺のこされた者達の哀しみは、去る者からすれば、どれだけ自分が惜おしいと思われているかという、誇りですから」

　だから、

「哀しみという感情が、忌き避ひされても認められているのは、そういう事だと思います」

『極きよく東とうの巫女は、強いな』

「いや、そんな事は。ええ」

　と手を左右に振って言うこちらを、皆が半はん目めで見ているのは何な故ぜだろう。

・●　画：『その竜、敵の実力を見る目があるわね……』

・粘着王：『ふむ、流石さすがは浅間だな……』

・いんび：『そうだね！　浅間君、僕達を撃うち込める実力者だしね！』

　違います。あれは撃ち込んだんじゃなく運んだだけです。ええ。

　ただ、竜りゆうは言った。

『十じゆう勇ゆう士しを頼む。あれもまた、夢を見つけつつも、それを抱えていいか、悩む者達だ。

　彼らは元々、それを奪うばわれてな』

「奪われた……？」

　左さ様よう、と白はく竜りゆうが頷うなずいた。

『元々、彼らはP. A. Odaに所しよ属ぞくしていた。後の、羽は柴しばに仕つかえるためにな。七なな本ほん槍やりと、補ほ佐さとなるような三人。そのためだ。しかし──』

　しかし、

『勝負によって、それは失われた。羽柴が連れてきた十人。それが彼らを破り、今、十じつ本ぽん槍やりを名乗っているのだよ。彼らは──』

　と言ったところで、白竜の言葉が止まった。

　え？　と浅あさ間まは彼を見上げた。竜の終わりが来るにしても、突とつ然ぜん過ぎる、と。

　そして浅間は、竜が声を止めた原因を見た。

　竜の首だ。白い装そう甲こうを貫つらぬいて、長ちよう大だいな流りゆう体たい剣けんが突き刺さっているのだ。それも、完全に鍔つば元もとまで貫かん通つうしたものが、だ。

　あれは何か、浅間は知っている。あの流体剣は、

「P. A. Odaの主しゆ社しや、織お田だの劔つるぎ神じん社じやが用いる対たい竜りゆう用ようの剣けん状じよう矢やです！」







[image: 第六十二章『過ぎ空の到着者』]
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　空から、流りゆう体たい剣けんによる敵の攻こう撃げきを確かく認にんした者がいる。

　竜りゆうが遺い跡せきを砕くだいたため、救きゆう助じよに向かった有ゆう翼よくの二人だ。

　その一人、ナルゼがまず見たのは、鋭えい角かくな誘ゆう導どう軌き跡せきで遺い跡せきの穴に飛び込んだ力。その形は、

「矢!?　……否いな、剣!?」

「検けん索さく出てる！　──P. A. Odaの劔つるぎ神じん社じやの対たい竜りゆう用ようでっかい攻こう撃げき！」

　マルゴットの物もの言いいは気き楽らくでいいわ、と思うナルゼだが、ふとした異い変へんに気付いた。

　今のが対竜攻撃ならば、狙ねらいは、中にいる竜だろう。

　しかし、上には竜りゆう属ぞく達が集まっているのだ。どれも攻撃手しゆの方に威い嚇かくなどしていていいものだと思うが、

　……恐れてる？

　若い竜達は、そちらを、西の方を見ている。

　だが、年ねん長ちようと見える竜程ほど、そちらから皆を遠ざけようとしていた。

　まるで、今の攻撃が脅きよう威いだと、かねてから知っている動きだ。

　そしてナルゼは、遺跡に飛び込むための軌き道どうを取る、その際に、

「マルゴット、後ろ確かく認にんして！」

「二発目は来てない！　でも、ガっちゃん……！」

　マルゴットの言いたい事は解わかる。西の国こつ境きよう側がわに、敵がいるのだ。だから展開した索さく敵てき術じゆつ式しきは、その魔術陣マギノフイグーアに敵の姿すがたを描びよう写しやした。

　遠く、織お田だの鉄てつ甲こう艦かんが見える。拡大を最大倍ばい率りつにして、詳しよう細さいを確認しようとするが、

　……あれ？

　遠い。確実に、三十キロ以上は離れている。

　だが、そんな位置にいる敵が、精せい密みつ誘導で中の竜を穿うがったのだ。更さらには、

「あれは……」

　見えるのは、鉄甲艦の甲かん板ぱん上。長ちよう大だいな弓を携たずさえた巫み女こがいる。

　白と赤の衣い装しように、身体からだを支えるバインダースカート。そして、

「何、あれ……」

　弓に、一本の長ちよう剣けんが付属していた。恐らくは先さき程ほどの流体剣の射しや出しゆ機つきであり、ガイドとなるものだろう。

　長さ七メートルはあるそれを携たずさえるように、巫女が弓を閉じた。

　剣ごと、大おお弓ゆみが、流体光こうの飛沫しぶきを上げて別べつ空間に綴とじ込まれていく。

　と、後こう続ぞくのマルゴットが、入って来た通つう神しんに眉まゆをひそめた。

「向こうから照しよう会かいと挨あい拶さつ来てる！　P. A. Odaかと思ったら、そうじゃない！　M. H. R. R.神聖ローマ帝国、羽は柴しば麾き下か──」

　十じつ本ぽん槍やり、という言葉は即そく座ざに連れん想そう出来た。続き、ナルゼが聞くのは、

「十本槍の六番、平ひら野の・長なが泰やす！　──〝会いました？〟だって」

「何その超ちよう余よ裕ゆう」

　だが、そこまでだった。黒くろ髪かみを揺らした影が逆ぎやつ光こうに甲かん板ぱんを下がった。

　立ち去られたのだ。
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『──騒さわぐ事はない』

　遺い跡せきが終わっていく中、ホライゾンは竜りゆうの声を聞いた。

　白はく竜りゆうが、首に突き刺さった流りゆう体たい剣けんを首のねじりで散らして折っていく。

　もはや光しかない上空。二つの色が見える。黒と白、ナイトとナルゼだ。

　こちらもウルキアガが、加か速そく器きの準備を始めていた。

　そして竜が言った。

『口止めを、破った我がいかぬのだろうな。ただ……』

　白竜が、空ではなく、こちらを見渡した。

『ようやく、一千年を追いついたな、人類。我らは千年前の生まれ。……人類は、ようやく、その差を埋めたのだ。そして我らは、また生まれる時、君達を越える』

　だから、

『いずれまた、追いついてくるといい』

　それだけを言って、竜が消えた。

　散ったのだ。

　その光を浴びる事は出来ない。竜の欠片かけらは全て空に昇るからだ。

　だからホライゾンは、頭ず上じようを見上げて会え釈しやくを送った。

　一いち礼れいでは視線を逸そらしてしまうから。そして、

「帰るわよ!!」

　空から舞い降りてきた二人に皆が頷うなずいた。

　帰るのだ。自分達の居い場所へ。

「行きましょう」

　ホライゾンは頷いた。

「──夢を叶かなえる場所に」
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「真さな田だの方。──長泰さんが、真さな田だに釘くぎを刺しましたか」

　空を行く甲かん板ぱん上にて、片かた桐ぎりは一ひと息いきをついた。今、自分達は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの平野を移動している。それも本来予よ定ていされていた道のりではあるが、

「急ぎます」

　片桐は言って、背後を見た。

　すぐ後ろに控えているのは、夏服装そう備びの福ふく島しまと清きよ正まさ、脇わき坂さかと嘉よし明あきの四人。そして更さらに向こう、行く鉄てつ甲こう船せん五艦かんの奥にて、広大な麦むぎ畑ばたけを眼がん下かに行くのは鉄甲船と巨きよ艦かん・安土あづち城じようだ。

　だが、安土はいつもの六艦態たい勢せいではない。

　今、後ろに来ているのは三艦だけだ。

　残りの三艦は、遠く、地ち平へい線せんの奥に見える。麦畑の平野の向こうにて、

「安土の拠きよ点てん化かを進めましょう。急がないといけません。安土には羽は柴しば様さまがいますが、身体からだの調ちよう整せい中もあって、大おお返がえしの拠点として控えて頂いただきます。いいですね、竹たけ中なかさん」

・黒　竹：『いいけど、あまり無む茶ちやしちゃ駄だ目めですよー』

　と、通つう神しんが来る間に、安土がもう一艦を分ぶん離りした。

　残り二艦。そうなると、

「そろそろ、巴パ里リが見えるで御ご座ざりますな」

　福島の声に、片桐は頷うなずいた。

「準備は出来てますか」

　片桐の声に皆は頷いた。だが、清正が眉まゆを立てて言った。

「……見立てが確かならば、罠わなと解わかって踏み込む訳わけですね」
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「そうです」

　と、片桐は答えた。

　じゃあ、と脇坂が応じる。

「巴里を、どれだけで落とすのかな？」

「明後日あさつての夕方までに。それが一つの限度となると思います」

「二日で一いつ国こく、一都と市し攻こう略りやくか」

「いえ、実際には、一日です」

　何な故ぜなら、と片桐は言った。巴里周しゆう辺へんの概がい要よう図ずを出し、

「いろいろと理由はありますが、巴里を水みず攻ぜめにして、それを毛もう利り攻めの大たい義ぎ名めい分ぶんにしなければなりません。そのために、輸ゆ送そう艦かんなどを使った突とつ貫かん工事で、一日。

　とにかく現場を急がせますし、交こう渉しようによって工事への手出しは出来ないようにしますが、一日は必ひつ須すになると思って下さい」

　だが、と片桐は前置きした。

「相あい対たい戦せんも何でもありです。宜よろしくお願いいたします。そうしなければ、武蔵むさし側がわの動きに対応出来なくなります。だから──」

　背後、空が動いた。

　安土あづちがまた、分ぶん離りしたのだ。

　巨きよ影えいが去って行く。その方向に、脇わき坂さかが、おお、と手を振って、しかし問うてきた。

「──あと何時間？」

「あと三時間で、巴パ里リ郊外に到着します。皆さんは戦せん闘とう準備をお願いいたします」

　言って、片かた桐ぎりは自分の胸に手を当てた。

「僕も、可能な限りの手助けをします」
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　清きよ正まさは、片桐の申もうし出に内ない心しんの喜びを得た。

　……随ずい分ぶんと、ここ数日でしっかりとなられました。

　そんな事を言うと、否定しか返ってこないだろう。だが、片桐が、自分達の事務や交こう渉しようの手伝いだけではなく、戦闘に関かん与よもしてくるとなれば、嬉うれしさも湧わく。

　同じ現場の共きよう有ゆうとして、仲間、という感覚が生まれる。それは、

　……もう、護まもってあげるような子じゃなくなるのでしょうね。

　思って清正は小さく頷うなずいた。自分も成長出来るよう、頑がん張ばろう、と。そして、

「福ふく島しま様？」

「？　Ｔｅｓテスタメント．何で御ご座ざりますか？」

　福島が、改かい造ぞうを受けた一いちノ谷たにから視線を外し、振り向いた。

　攻こう撃げき力りよくの格かく納のう数すうを増やすため、増ぞう槽そうをつけた槍やりは重さを増している。だが、

「命令はいつも通りの至し上じよう。──勝ちに行く、そうで御座りますな」

　まだ、声に覇は気きが無いが、致いたし方かたない。

　向こうには、重じゆう武ぶ神しん戦せん力りよくや、加か藤とう・段だん蔵ぞうなどの強つわ者ものもいるのだ。それを相手にするためにも、

「皆さん」

　清正は言った。己おのれの武ぶ装そう。カレトヴルッフを甲かん板ぱんに立て、

「──全力で行きましょう。何があっても、打ち払うために、です」

　そして、

「今、遺い跡せきの中で竜りゆうと対たい面めんしている武蔵むさし勢の、次の動きに対応していきましょう。

　後あと追おいになっても、騒さわがないために」
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　結局、正まさ純ずみが外に出たとほぼ同時に、遺跡は奥へと倒れるように崩ほう落らくした。

　潰つぶれて、その自じ重じゆうで地じ滑すべりを起こした遺い跡せきは、流れるように奥の窪くぼ地ちへと自分をぶちまけていく。

　音は川の流れに似ており、時とき折おりに木々が折れる音が含まれ。そして最後に、

「激げき突とつの音ね」

　成なる実みの言う通り、窪地の底に辿たどり着いた遺跡の砕くだけが、大たい砲ほうのような音を立てた。だが、それらの音が聞こえてきたと言う事は、上空に待たい機きしたナイト達から見るに、

「……奥の方、何だか急に、視し界かいが開けたような気がするんだけど」

「窪地を囲んでいたステルスの加か護ごが、切れたんでしょう」

　浅あさ間まが、崩ほう落らくと、それによって出現する地形を、概がい要よう図ずから未来予よ測そくつきで計けい測そくする。それを地元の神じん社じやと武蔵むさしに送る彼女は、未いまだ残る遺跡の入口と、しかし、その向こうに見える空を確かく認にん。

　表示枠サインフレームを閉じてから、一ひと息いきを入れた。

「これで、遺跡の探たん索さくは終了ですね」

　空、竜りゆうの光が上っていく。

　夕焼けを迎えつつある天てん上じように、竜達の送りを得ながら、竜が還かえっていくのだ。

　それを見上げる皆の前で、一つ、手を打つ音が響ひびいた。

「ハイ、気持ち切り替え！　じゃあ、レポートまとめる役は、そうしなさーい」

　と、そう言ったオリオトライが、正まさ純ずみを見た。彼女は首を傾かしげ、

「移動日入れて三泊ぱく四日予よ定ていだから、あと一日あるけど、どうする？」
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　オリオトライに問われた正純は、頭ず上じようの光から視線を外した。

　ええと、と前置きの上で、彼女は担たん任にんに振り向く。

「移動日として、武蔵で北ほう条じように向かおうかと思っています。少しでも時間を無む駄だにはしたくないので。その間に、皆の準備や回復も、ですね」

　それに、

「〝第一次上うえ田だ合かつ戦せん〟は、その終了と共に、松まつ平だいらと北条が同どう盟めいを結べなくなるものです。

　もはや北条は敵でしかない。──こちらも覚かく悟ごと準備が必要でしょう」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と皆が頷うなずく。

　全員が一いつ致ちだ。成実や、誾ぎんや宗むね茂しげ。そして、

「俺おれ達もだ」

　ベースキャンプの方から駆かけつけて来たノリキ達が、合流する。

　ノリキに、天てん幕まく下かでカレーを作っていた御お広ひろ敷しきやハッサンが、右の親おや指ゆびを上げてみせる。

　ノリキも頷き、皆にこう言った。

「行こう」

　それで決まりだ。

　だからと言うように、オリオトライは皆を見た。

「お疲れ。誾ぎんも随ずい分ぶんと疲れたようだけど、腕の補ほ修しゆうなんかは機き関かん部ぶに──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、その事なのですが」

　誾が、無ぶ事じな右腕を挙げて、一度、横の宗むね茂しげを見た。

「私も、武蔵むさしに正式編へん入にゆうしようと思います」
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「誾さん……？」

　宗茂の問い掛けに、誾は了りよう承しようの頷うなずきを見せる。安心して欲しいと。

「襲しゆう名めい解かい除じよがあったとしても、構いません。ちょっとした意い識しきの問題が、命に関わる。

　そういえるレベルの戦せん闘とうが今後あるのだと、そう判はん断だんしたのです」

　誾は、そう言って肩の力を抜いた。

　宗茂様、と誾は彼を呼び、視線を本ほん多だ・二ふた代よに向けた。

　既すでに、天てん幕まく下かで用意されつつあるカレーの方が気になっている彼女を、誾は心しん底そこタフだと思う。度どしがたいところもある女だが、

「──ここは、私達が自分を見失わず、また、鍛きたえるにはいい場所です」

「Ｊｕｄ．、そうですね」

　彼が頷き、こう言った。

「誾さんにも、友人と思える人が出来ましたね」

「……どうしてそういう事をしれっと言うのですか。大体──」

　と、誾は言葉をそこで止めた。否定したところで、面めん倒どうなだけだ、と。だから誾は、また一ひと息いきを入れ、皆を見た。

「もう、二度とは言いません。ただ──」

　頭を下げ、こう告げた。

「……これから宜よろしくお願いいたします」

　顔を上げると、皆が見ていた。それぞれ、遺い跡せき組ぐみは薄うす汚よごれた装そう備びと顔で。待たい機き組は、待ちくたびれた衣い装しようで。ただ、皆、笑えみで。

　そんな彼らの表情を見て、誾は思う。三征西班牙トレス・エスパニアの皆の事を。

　手紙を書こうと、誾は思った。通神文メールではなく、手紙を。ここで自分達を鍛えようと、そう思っている旨むねを、確かに伝えようと。

　また、いつか、あの土地に戻る時があったとするならば、

「世界征せい服ふく。──立たち花ばな家けとして、支し援えんいたします」

　その後で、西さい国ごく無む双そうとして戻るのも悪くはない。

　誾ぎんは、彼に背を軽く押された。その一押しで皆の輪に入る事が出来るが、先さき程ほどの挨あい拶さつはしなければ良かったかも知れない。自分の方で身み構がまえてしまうではないか。だけど、

「おうい」

　本ほん多だ・二ふた代よが、天てん幕まくの方で白い皿さらを振っている。

「食ってしまってよう御ご座ざろう？」

「何でそう自分ルールなんですか貴女あなたは……！」

「……誾殿どのはホント、怒りっぽいで御座るなあ」

　と、皿を重ねてきた彼女が、一枚を促うながす。

　それを自然に手に取った誾は、慌あわてて、

「あ、宗むね茂しげ様、これを」

「じゃあ、私のを誾さんが」

　お互い交換して、二人並んで皆の中に入っていった。

　天幕の前、雑ざつ談だんをしつつの列に加われば、後ろが繫つながり、

　……ああ。

　誾はこう考える。自分は、途と切ぎれていなかったのだ、と。

　受け継ぎの竜りゆうが去って行った空を見上げ、そう考えた。
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　竜は、空へと昇っていた。

　午後の空、色を失い掛けた空だ。

　地上を遠く離れていく光は、しかし、その地上にこそ懐なつかしいものを見た。

　自分達が、いたところ。

　自分達と、いた者達。

　それらがあり、見上げている。

　……懐かしい。

　竜は思った。

　下、真さな田だの教きよう導どう院いんの校庭では、昌まさ幸ゆきや、信のぶ之ゆき、そして十じゆう勇ゆう士しの残りもいる。

　と、遠くの森の中から、空に小さな光が昇った。

　忍にん者じやが、己おのれの位置を知らせる狼煙のろしだ。

　ならばそこに、自分の後こう継けいがいるのか。

『才さい蔵ぞう、お前の後継も、きっと向こうだ』

『もうみたよ』

　かすれた光が、意い思しを伝えてくる。

『ほら　した　さかいがいるぜ』

　解わかっている。全く、挨あい拶さつも無しとは、昔と全く変わりが無い。

　そして遠くに、巨きよ竜りゆうとも見える物があった。

　武蔵むさしだ。

　その甲かん板ぱんに、自じ動どう人形が立っている。各かく艦かん一人ずつ。こちらに敬けい礼れいを送っている。

　竜の位くらいをその巨きよ体たいに持つ者ゆえか。それとも、空を行く者としての儀ぎ礼れいか。

『ありがとう』

　竜はそう告げて、空に加か速そくした。

『いこう』

　次の時代があるかどうかは解わからない。自分達にもよく解らない、末まつ世せがあるのだ。だが、十じゆう勇ゆう士しも、真さな田だの皆も、武蔵の彼らも、十じつ本ぽん槍やりの者達も、

『ああ』

　竜は、呟つぶやいた。

『全て託たくしたとも』

　そう告げて、満足を感じながら、竜は己おのれの言葉通りにした。

　その存在を、地ち脈みやくに解かい放ほうしたのだ。







[image: 最終章『解釈上の遊び手』]
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　キャンプに戻った時は、夜八時を超えていた。

　遺い跡せき入口での早い夕食の後に、遺跡の崩ほう落らくを初しよ期き観測しておこうという話になり、更さらには怪け我がの治ち療りようや今後の事など話し合って、

「随ずい分ぶん遅れましたわねえ」

　ミトツダイラは、夜の渓けい流りゆうの音を聞きながら、湯に身体からだを沈めていく。

　ベースキャンプの近く。滝たき上うえの流れの脇わきにある、温おん泉せんの溜ため池だ。

　周囲には簡かん易いなステルス結けつ界かいを貼はってあり、外からは見えないようになっている。外部を見るのは表示枠サインフレームの窓からだが、天てん井じよう側にも仕込まれたそれは大きく、また、夜でもあるため、中にいる皆からはさほど違い和わ感かん無く露ろ天てんを感じられていた。

　湯が身体に染しみる。負ふ傷しようは確かにあるのだ。そして身体の疲労も、

「熱で強ごう引いんにほぐされますわね……」

「誾ぎんさんが、先に入った後で爆ばく睡すいしてましたねー……」

　というのは、アデーレだ。彼女は、湯ゆ船ぶねに灯とう光こう術じゆつ式しきを浮かべている浅あさ間まから明かりを一つ貰もらい受け、空に翳かざす。

「何だか、この移い動どう教室、来て良かったと思います」

「フフ、アデーレはタフねえ。最後の脱だつ出しゆつの時も、奔ほん獣じゆう吊つるし上げる銀ぎん鎖さが構こう造ぞう材ざいに引っかかって死にかけたってのに」

「……いや、生存閉へい鎖さがあれば当とう分ぶん生きて行けますから。もし流されても掘って貰もらうまで、通つう神しんもいけますし、ゲームもいけますし」

　あ、でも、とアデーレがこちらの腕を摑つかんだ。

「ちゃんと吊り上げて貰えたのは感謝してますよ！　上がって来たら全ぜん裸らが出迎えとか、どんな罰ばつゲームかと思いましたが！」

「その全裸は、どうしてるのさね」

「あ、はい、先にホライゾンがお風ふ呂ろ入ったら、二人とも眠くなったとかで、もう天てん幕まくの中で大だいの字じになってます」

　浅あさ間まの言葉に、ふうん、と直なお政まさが頷うなずいた。

「今夜は、アサマチもミトも、相手して貰えないのか」

　浅間が、動きを固めた。こちらもあまりにもの不ふ意い打うちに、

「ど、どういう意味ですのソレ！」

「別に、話とか、今日きようの事の確かく認にんとかだっつーの」

　なあ、と直政が、縁ふちに背をつき、空を見上げた。

「ホライゾンが、夢を追うようになったさ。だから──」

「……我が王に近い私は、傍そばにいる事に違い和わを得ませんわ」

　それについては、覚かく悟ごのようなものを決めている。城づきの騎き士しのように、王の傍でサポートをしていこうと。だから、

「……智とももいてくれると、私、有あり難がたいんですけど」
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　浅あさ間まは、話を振られる事を悟さとっていた。今、確かにそのようになって、しかし、

「私は……」

　正直、煮え切っていない部分が自分にあって、困る。

　彼は、喜き美みやホライゾンも含みで自分のサポートを必要としていて、自分もそれには応じたい。だけど、

　……私……。

　思う。

　……トーリ君に対して、どんな感情を持っているんでしょう。

　ホライゾンは、彼を強きよう固こなパートナーとして見ている。感情が伴ってくれば、恋人という関係も理解し、それは離れがたい存在として更さらに強くなるだろう。

　喜き美みは姉として。ミトツダイラは、騎き士しとして、共にいる。

　ならば自分は、どうなんだろうか。

　今、同じ天てん幕まくで過ごしたりもしていて、彼の方には覚悟がある事も知っている。だけど、

「……どうしようかな、って」

「あらあら、アンタもホライゾンと似てるわね。そんなの簡単じゃない」

　喜美が言った。

「何が正しいのか、じゃないの。──いいな、と思った事をすればいいの」

　だって、

「昨夜、愚ぐ弟ていに毛布を掛けて貰もらって、嬉うれしかったでしょ？」

「……え!?」

　これだから、と浅間は思った。正面に浸つかっているミトツダイラも一いつ緒しよだろう。

　これだから、喜美は油ゆ断だんがならない。

　だが、彼女は、しかし目を細めて笑った。

「泣き虫」

「な、何がですか!?」

「だって、愚弟に対しては、怒っても泣くし、安あん堵どしても泣くし、嬉うれしくても泣くなんて。あ、でも、今回はミトツダイラも一緒ね」

「そ、それ以上バラしたら張り倒しますわよ!?」

　ミトツダイラが前のめりになるが、既すでにアデーレと直なお政まさは、囁ささやき声で、

「ほら、昨夜は安あん堵どで泣かせるような事が……」

「まあ、大体は既き定てい路ろ線せんだけどさ……」

「い、いや、あの、勝かつ手てに話が進んで……」

　フフ、と喜き美みが小さく笑う。

「ホライゾンだって、覚かく悟ご決めてるわ。感情もなくて、嫉しつ妬ともまだ甘いから、いろいろあるんだろうけど、でも、ホライゾンだって解わかってるのよ」

　それは、

「アンタ達が一いつ緒しよの方が、いいな、って」

「それは……」

　今後、変わっていく事かもしれない。だけど、彼が覚悟を決めていて、

　……うん。

　自分達も覚悟を決めて、ホライゾンも含めて、共にいたら、どうなるのだろう。

　それは、今とは違う。だけど、

「新しい、何い時つもが、始まるんでしょうか」

「今を受け継いだ上でこれからがあるならね。そのためには、どんどん〝いいな〟を入れていくのを私は躊躇ためらわないわ。流行、化け粧しよう品ひん、立たち居い振る舞い、どれもそういうものだもの」

　だから、

「これからも、また、どんどん〝いいな〟と思った方に変えていくのよ。それを思うなら、今に躊躇ってる意味は無いわ。だって、今を躊躇ったら、〝いいな〟はそこで止まってしまうんだものね」

　芸げい人にんは口が上う手まい。

　そんな事を思いながら、浅間は浴よく槽そうとなっている石いし垣がきの縁ふちに背をついた。

　……そうですね……。

　往おう生じよう際ぎわが悪いのはいつもの事だ。だが、そろそろ判はん断だんをしようと、そう思った。明日あしたには武蔵むさしに戻って、移い動どう日びとなるのだから。

　移動教室気き分ぶんのまま、日常へ移行するには明日が最後。だからもう答えは出ている気もするけど、明日にしよう、と、浅間がそう思った時だ。

「あの、こちら、お湯を借りられます？」

　外から声が来た。
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　浅間は、聞こえた声に思った。地元の人だろうか、と。

　……年上の女性ですね。

　このステルスに気付くという事は、下のキャンプで聞いてきたのだろう。ひょっとしたら地元の名めい士しが挨あい拶さつに来たのかもしれないし、場合によっては土地神がみの借しやく体たいかもしれない。

　だから浅あさ間まは、皆に、奥に寄るように手で指し示じをする。その上で己は表示枠サインフレームを通して、

「ええ、大だい丈じよう夫ぶですよ。どうぞ」

　万まんが一いちのための防ぼう護ご術じゆつ式しきをハナミに用意させながら、浅間は言う。

　と、衣きぬ擦ずれの音が闇やみの中で響ひびき、しかし、浅間はある事に気付いた。

「ミト？　……何、緊きん張ちようしてるんです？」

「え？　え、ええ、何だか、その、今の声と、匂においが……」

　彼女がそこまで言った時だ。影が、湯ゆ船ぶねの中に入ってきた。

　一いつ瞬しゆんだ。

　喜き美みが、あら、と感かん嘆たんの声を作る。それ程ほどの動きだった。何な故ぜなら、気付けば湯船の中に肩まで身を沈めた相手は、湯の面に波一つたてなかったのだから。

　そして、月光が彼女を照らした。長身の女性。莫ばく大だいな髪かみ量りよう。そしてどことなく、

　……ミトに似ているのは──。

「御お母かあ様さま!?」

　ミトツダイラが叫んだ。

「毛もう利り戦せんが行われているのに、何でこんなところにいますの!?」
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　ミトツダイラは抗こう議ぎした。

　しかし、母、人狼女王レーネ・デ・ガルウは、こちらを無む視しして皆に頭を下げた。

「皆様、うちの娘むすめが御お世せ話わになっておりますわね。……すぐにキャンキャン言う子で。

　ええ。昔から、うちにいた時も騎き士しごっことか、そういう絵え本ほんが大好きで」

　……極ごく悪あくな攻こう撃げき来ましたわ──！

　ミトツダイラは身を起こして抗議に掛かる。

「ちょ、ちょっと、御母様！」

「あらあらどうしましたの？　相変わらず成長が足りませんわね。揉もんで貰もらってませんの？」

「そ、そんな事、して貰う道どう理りがありませんのよ!?」

「何なに言ってますの」

　母が、ぴしゃりと言った。

「貴女あなたの王は、私に対してもこう言いましたわよ？　自分の器き量りようが満ちていたら構わない、って。貴女、私程の器量を要しますの？」

　それは、と言いかけて、ミトツダイラは気付いた。

　皆が動きを止めている。まずは喜美が、

「……まあ、愚ぐ弟ていの覚かく悟ごが、あの頃ころからしっかり決まっていたのはいい事ね。無む差さ別べつはいけないけど、器き量りようの云うん々ぬんでは、そういう絶対評ひよう価かもありだろうし」

　そして浅あさ間まが呆ぼう然ぜんと、

「え、ええと、ミトのお母かあさんに器量って、……あの、ど、どういう」

　浅間が使えなくなった。喜き美みも向こう側だから敵ばかりだ。アデーレと直なお政まさは、前者が興きよう味み津しん々しんで、後者が見けん物ぶつモードなので除じよ外がいする。だが、

　……は、話が違いますわ！

「というか、御お母かあ様さま！　どうしてここにいますの!?　さっき来た情報では、羽は柴しばの主力が巴パ里リ郊こう外がいに辿たどり着いてますのよ!?」

「何をさっきから……。私達、毛もう利り戦せんの最さい中ちゆうですのよ？」

「だから、その毛利戦は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズで──」

　と、ミトツダイラが、そこまで言った時だ。

　空に、音が響ひびいた。長く響く飛沫しぶきのような音。それは、

　……ステルス状態を、航こう空くう艦かんが解かい除じよする音!?
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　キャンプの敷しき地ち内ない。渓けい流りゆうのほとりから、正まさ純ずみはそれを見上げた。

　空に出現してくるのは、白い長ちよう方ほうの航空艦だ。その姿すがたはIZUMOで見た事がある。

「六護式仏蘭西の旗き艦かん、──〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟！」

　何な故ぜだ、という思いがまず浮かんだ。六護式仏蘭西は、毛利戦を行っている筈はずなのに。それなのに甲かん板ぱん上じように立ち、こちらを見下ろしている人ひと影かげは、

「毛利・輝てる元もと!?」

　それだけではない。〝狩猟館〟の横に正せい対たいから出現し、並ぶ艦かん群ぐんがある。

　北ほう条じようの航空艦かん隊たいだ。

　轟ごう音おんが空に重なり、そして正純は見た。

　北条の艦隊。その甲板上に無む数すうの影があるのを、だ。

「北条・氏うじ直なお……」

　それだけではない。彼女に並んで存在するのは、真さな田だ十じゆう勇ゆう士しの三人、筧かけい、海野うんの、望もち月づきに、

「あれは……」

　P. A. Odaの女じよ子し夏服を着た女。

　滝たき川がわだ。

　……何故だ。

　正純は、周囲、天てん幕まくから出てきた皆に、焦あせるなと手で制し、声を作った。

「何故ここに、毛利と、北条と他の連れん合ごうがいる!?」
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「簡単な事ですわ」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが告げる台詞せりふを、浅あさ間まは聞いた。

「幾いくつかの戦争を、一ひと纏まとめにしようと、そう画かく策さくしましたの。

　毛もう利り攻ぜめの水攻めによる敗はい北ぼくと、小お田だ原わら征せい伐ばつの水攻めによる敗北。

　そして、滝たき川がわが小こ牧まき長なが久く手てで得る籠ろう城じよう戦せんの敗北。更さらには──」

「……松まつ平だいら対北ほう条じようの、天てん正しよう壬じん午ごの乱らんも、ですね？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と人狼女王は笑った。

「──全部、小田原でやってしまえば、歴史は一気にP. A. OdaとM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の不利な方に回りますの。……ここに毛利・輝てる元もとがいる以上、場所以い外がいの条件は全て揃そろうのですけど──」

　解わかる。場所が違えど、解かい釈しやくがあるのだ。

「ノヴゴロド戦で、羽は柴しばはノヴゴロドを別べつ地ちとして用いました。毛利攻めでは、巴パ里リを備びつ中ちゆう高たか松まつ城じように見立てる、とも言っています。……ならば、毛利が、条件の合う小田原を同じ水攻めの場所として多重の歴史再さい現げんに選んでも、文もん句くはないと」

「そういう事ですわね。──毛利の居きよ城じようとして巴里を備中高松城とみなすのであれば、真しんの居城〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟で降りる小田原こそ、備中高松城としても宜よろしい筈はず」

　ふふ、と人狼女王が、頰ほおに手を当てて、微笑した。

「言ったもの勝ちですわね」

「ま、待って下さい、御お母かあ様さま！　──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、どうなるんですの!?」

「解わかりませんの？　今、羽柴達が何をやっているのか」

　それは、

「毛利攻め、とイチャモンつけて、彼らは六護式仏蘭西の領りよう土どを蹂じゆう躙りんしてますの。極きよく東とう勢力のくせに、欧おう州しゆう覇は王おうの土地を荒らしていますのよ？」

　だから、

「仕し置おきが必要ですわね。──欧州覇王から、極東天てん下か取とりへの」
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　福ふく島しまは、正面の光を見ていた。

　場所は巴里郊こう外がい。そして今、郊外と農園を分ける境きよう界かい線せんの上に、

「六護式仏蘭西の艦かん群ぐんで御ご座ざりますか」

　先せん頭とうとなっている鉄てつ甲こう船せんの甲かん板ぱん上から見えるのは、莫ばく大だい量りようの艦かん影えいだ。巴里郊外の外がい周しゆうを全て覆おおうようにも見えるそれは、最新の形を持っている。

　無む論ろんそれらは武ぶ装そうした輸ゆ送そう艦かんが主ではあるが、こちらに対し、壁である事は確かだ。

　そして先せん頭とうの中央。そこにある大型艦かんから、表示枠が出現した。

　映るのは向こうの甲かん板ぱん上。そこに立っているのは、太陽王ロワ・ソレイユだ。

『ようこそ、しかし、──何をしに来たんだい？　羽は柴しば君』

　彼の言葉に、通つう神しんが応じた。

　片かた桐ぎりだ。表示枠がこちらの顔かお横よこに現れ、やってくる清きよ正まさと自分の間で、

『毛もう利り攻ぜめの歴史再さい現げんに参まいりました。──毛利・輝てる元もと様は、何ど処こですか？』

『輝元なら、前線だよ。──この戦せん国ごくの世を、効こう率りつよく終わらせるために、北ほう条じようにね』

　だから、と彼は言った。

『何をしに来たんだい、羽柴君。否いな、羽柴君一いつ行こう、と言うべきか。君達は今、戦争をしなくてもいい六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの中、欧おう州しゆう覇は王おうの土地を武ぶ力りよくで侵しん攻こうしているんだよ』

　……やってくれたで御ご座ざります。

　欧州覇王という地位と、ノヴゴロドや、巴パ里リの見立てで使用された歴史再現用よう地ちの解かい釈しやく。

　それをもって、敵は、罠わなを仕掛けてきた。

　こちらを、あり得ない歴史再現を理由にて乗り込んできたものとして扱い、国際世せ論ろんを味み方かたにつけたまま、戦せん闘とうをしようというのだ。

『さて』

　太陽王は言った。

『どうするんだい？』

　その問い掛けに福ふく島しまは頷うなずいた。既すでに方針は決まっているのだ。それは片桐も同様で、

『毛利攻めを、ここで行います。私達の申しん請せいは、この場所こそが該がい当とう地ちなので』

『どのように？』

『巴里を、沈めます』

　Ｔｅｓテスタメント．、と太陽王が深く頷うなずいた。

『聖せい連れん代表としてのメンツと、歴史再現のミスを認めぬために、そうするか。ここで巴里を沈めたら、こここそが毛利の水攻めと認にん定てい出来る。北条には輝元がいるが、あちらは君達を罠にはめるために、独どく断だんしただけだと、そう言うんだね？

　──だが、そうしている間、武蔵むさしは小お田だ原わら征せい伐ばつまでを終えてしまうよ？』

　言っている意味は、解わかる。だから、自分達は既すでに決めている。

『武蔵は、明日あした一日、移い動どう教室で動けません』

『君達も、水攻め準備で、一日は動けないだろう』

　Ｔｅｓ．、と片桐が言った。そして彼は、宣せん言げんした。

『後の一日で、巴里を落とします。それを水攻めの成立として、関かん東とうに向かいます』

『それで、どうするんだい？』

『小田原征伐に介かい入にゆうします』

　そうか、と太陽王ロワ・ソレイユが笑った。大きく笑った。

『傲ごう慢まんを見せよう、羽は柴しば君一いつ行こう。──一日を貸たい与よする。小こ競ぜり合いはあるだろうが、巴パ里リを沈めるために頑がん張ばり給たまえ。無む論ろん、そうなったとしても……』

　背を向けながら、敵は言った。

『──欧おう州しゆう覇は王おうは、君達を赦ゆるさないとも』
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「……さあ、いろいろ準備が必要ですわね。明日あしたはその日。明後日あさつてから、敵同どう士しですわ」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの言葉が夜に響ひびくのを、浅あさ間まは聞いた。

　渓けい流りゆうの音に重ねるように、女じよ王おうが立ち上がり、湯の飛沫しぶきを下に落とす。

　それを見て、浅間は思う。

　……デカい……。

　全体です。ええ、オパイや背だけではありません。

　だが、今、女王の背後の空を艦かん群ぐんが行く。南へ、北ほう条じようへと行く。

　風を押す巨きよ影えいの響ひびきに重ね、人狼女王が笑えみで告げた。

「明日を充分に愉たのしむのですよ、ネイト、皆も。──私も手伝いますから」

「は!?　な、何なに言ってますの!?」

　ええ、と人狼女王は平へい然ぜんと言った。

「明日一日は敵じゃありませんもの。──娘むすめの日常、見させて頂いただきますわ」

　彼女は、手を前に合わせ、こちらに一いち礼れいした。

「宜よろしくお願いしますわね？」

「あー、……はい」

　ミトツダイラの抗こう議ぎの声を聞きつつ、浅間はぼんやりと天を見上げた。

　いろいろある。託たくされたり、去られたり、そしてまた、やってきた。

　誾ぎんのように、自分を決めたり、酒さか井いのように、預けて課題とする者もいる。

　そんな中、自分はどうするのか。

　決まっているようで決まっていない。と、そう考えつつ、浅間は呟つぶやいた。

　今日きようあった、いろいろな事を思い出しながら、しかし、

「明日からもまた、今日以上にいろいろあるんでしょうねえ……」

　喜き美みが、小さく笑った。

「当たり前じゃない」

　だって、

「──私達は、毎日を、受け継いでいくのよ？」
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あとがき




　そんな訳わけで『境きよう界かい線せん上じようのホライゾン５下』をお届けいたします。久しぶりの上下巻かん構こう成せいというところで、状況も動き出しました。何か公こう私し共ともに大変な感じになってる連れん中ちゆうもいますが、要よう努力というところで。

　ともあれ、この時代の関かん東とう周辺の動きとなると、日本史しでも結けつ構こう解わかりにくかったりします。鎌かま倉くら幕ばく府ふが滅ほろびてから家いえ康やすが江え戸どで幕府を開くまで空くう白はく地帯。そんなイメージもあるかと。

　これは日本史の教え方が、基本的に「日本の統とう一いつ・出来上がり」をまず第一に押さえていく作りになっているからで、その立たて役やく者しやであった秀ひで吉よし中心の視し点てんになっているからだったりします。この時代の家康は秀吉の麾き下かだったので、家康が関東の大だい部分を支配しても、秀吉視点から見れば「部ぶ下かが関東を支配した」に過ぎず、実際の秀吉の動きとしては北ほう条じよう攻ぜめくらいしかないため、あまり語られない形になってしまっている、という事で。

　同じように、今は信のぶ長ながも注目されていますが、ゲームやドラマなどで有名になるまでは信長は〝秀吉の上うわ役やく〟くらいの捉とらえられ方でした。確かに、歴史的に見ると、日本の統一を為なしていない彼は政治的業ぎよう績せきで語られる事はあっても、日本の国くに作づくりとしては〝基礎を作った一人〟となってしまう訳です。ここらが、ゲームや漫まん画が、小説などから日本史に入っていった際の「あれ？　ワタクシの好きな武ぶ将しようが過か小しよう評ひよう価か……」の原因だったりします。要するに授業では英えい雄ゆうやキャラを教えるのではなく、日本〝史〟なので、日本の出来上がりに関わらない人は結果論ろん的てきにバッサリ落とされていく訳ですな。

　さていつものようにチャット。

「学生時代、授業で何が楽しかった？」

『小学校の時の家庭科かで、学校の近くの野や草そう採とって天ぷら作ってさ。──翌よく日じつ、クラス四十二人中、二十三人が休んだけど、先生何なにも言わないで授業やってたな』

「通つう報ほうしろよ」

『それやったら事件になるだろうしなあ。今いま考えるとブラック学級だ』

「よくあるよくある」

　というか人にん数ずうが〝昔〟ですな。という訳で、今回の作業ＢＧＭはPearlで「Hotgirl」。真まっ正しよう面めんからのパワー発はつ露ろという感じですが、竜りゆうとの戦せん闘とうだったらこのくらいガツガツと。

　とはいえ今回、

「誰だれも何も託たくされない人がいるんだろうか」

　とか思ったりで。

　さて、次の６は賑にぎやか大おお戦いくさ始まり始まりというところで。少々お待ち下さいませー。


平へい成せい二十四年　夏の終わりが近い朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる
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